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1
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

（
1
）
研
究
の
背
景
と
目
標

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
浄
土
宗
宗
務
庁
教
学
局
の
委
託
研
究

と
し
て
総
合
研
究
所
が
研
究
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に
は
、
平
成
二
六
年
度
第
一
一
〇
次
定
期

宗
議
会
に
お
い
て
知
恩
院
山
内
の
源
光
院
を
教
化
研
修
会
館
と

し「
僧
侶
の
資
質
向
上
並
び
に
教
化
に
資
す
る
人
材
の
再
研
修・

養
成
の
拠
点
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
、「
教
師

の
資
質
向
上
と
教
化
に
資
す
る
人
材
の
育
成
」
と
い
う
施
策
を

実
施
す
る
た
め
の
指
針
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

教
師
資
格
の
付
与
に
つ
い
て
は
「
僧
侶
分
限
規
程
（
宗
規
第

三
四
号
）」
に
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
教
師
に
な
る
た
め

に
は
教
師
検
定
の
合
格
と
伝
宗
伝
戒
を
受
け
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
従
来
か
ら
の
教
師
養
成
方
法
を
従
来
通

り
に
運
用
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
浄
土
宗
教
師
全
員
が
一
般
社

会
の
中
で
望
ま
れ
て
い
る
教
師
資
質
レ
ベ
ル
を
実
現
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
に
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教
化

に
資
す
る
教
師
の
育
成
並
び
に
資
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
教
師

養
成
制
度
の
改
革
、
教
師
再
研
修
制
度
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
相
応
し
た
教
師
像
の
構
築
と

養
成
方
法
の
確
立
は
、
浄
土
宗
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
代
社
会
に
対
応
し
た
浄
土
宗
僧
侶
像

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
方
法

論
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
。
な
お
当
初
教
学
局
か
ら

は
「
教
化
学
の
構
築
」
と
の
表
題
を
い
た
だ
い
た
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
僧
侶
像
を
起
点
に
研
究
を
行
う
こ
と
か
ら
「
僧

侶
学
の
構
築
」
と
い
う
表
題
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

研
究
主
務　
　

今
岡
達
雄

主
任
研
究
員　

戸
松
義
晴

研
究
員　
　
　

�

後
藤
真
法
、
西
城
宗
隆
、
齊
藤
舜
健
、
袖
山
榮

輝
、
曽
根
宣
雄
、
林
田
康
順
、
江
島
尚
俊

嘱
託
研
究
員　

鍵
小
野
和
敬
、
工
藤
量
導
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（
3
）
調
査
研
究
方
法

　

テ
ー
マ
を
提
示
し
て
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
と
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
資
料
収
集

（
4
）
研
究
会
の
開
催
と
討
議
テ
ー
マ

第
一
回
研
究
会�
平
成
二
七
年
四
月
一
三
日

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
打
合
せ

第
二
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
四
月
二
七
日

�
「
教
化
」
の
定
義
に
つ
い
て

第
三
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
五
月
一
八
日

�

「
人
徳
」
の
あ
る
僧
侶
と
は

第
四
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
六
月
一
五
日

　

�

凡
夫
の
自
覚
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
人
格
と
は

第
五
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
七
月
六
日

�

僧
侶
に
社
会
貢
献
は
必
要
か

第
六
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
八
月
二
四
日

�

世
間
と
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
べ
き
か

第
七
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
九
月
二
八
日

�

僧
侶
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

第
八
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
一
一
月
九
日

�

（
こ
れ
ま
で
の
総
括
的
ま
と
め
）

第
九
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
一
二
月
七
日

�

浄
土
宗
が
目
指
す
べ
き
現
実
的
な
僧
侶
像

第
一
〇
回
研
究
会�

平
成
二
七
年
一
二
月
二
一
日

�

僧
侶
の
養
成
方
法

第
一
一
回
研
究
会�

平
成
二
八
年
一
月
一
八
日

�

教
育
内
容
は
い
か
に
す
べ
き
か

第
一
二
回
研
究
会�

平
成
二
八
年
二
月
八
日

�

（
集
中
討
議
）

第
一
三
回
研
究
会�

平
成
二
八
年
二
月
九
日

�

（
集
中
討
議
）

第
一
四
回
研
究
会�

平
成
二
八
年
二
月
一
〇
日

�

（
集
中
討
議
）

第
一
五
回
研
究
会�

平
成
二
八
年
三
月
二
八
日

�

報
告
書
作
成
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2
．
研
究
成
果
報
告

は
じ
め
に

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
段
階
で
教
学
局
と
の
打
合
せ

を
行
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
面
の
目
標
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。
①
教
化
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
実
践
的

な
教
育
内
容
（
学
問
領
域
）
の
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
。
②
現

代
社
会
に
相
応
し
た
教
師
能
力
を
養
成
す
る
た
め
の
方
法
論
の

構
築
。

　

例
え
ば
①
の
課
題
は
、「
浄
土
宗
教
師
が
現
代
社
会
に
お
い

て
教
化
を
行
う
場
合
に
必
要
な
能
力
を
養
成
す
る
た
め
の
、
具

体
的
に
使
え
る
（
実
践
的
な
）
教
師
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

築
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
既
に
宗
門
大
学

で
行
わ
れ
て
い
る
伝
道
学
や
布
教
師
養
成
講
座
に
お
い
て
実
践

的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
意
味
す
る
「
教
化
」
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
布
教
」
の
範

疇
と
は
異
な
る
領
域
を
含
む
も
の
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て

い
る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
「
布
教
」
と
い
う
範
疇
に
ど
の

よ
う
な
領
域
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
い
う
課
題
に
帰

結
す
る
。
つ
ま
り
、
現
代
社
会
の
中
で
浄
土
宗
教
師
い
か
に
あ

る
べ
し
、
と
い
う
始
点
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
ろ
う
。

　

次
に
②
の
課
題
、「
現
代
社
会
に
相
応
し
た
教
師
能
力
を
養

成
す
る
た
め
の
方
法
論
の
構
築
」
に
つ
い
て
も
、
課
題
の
始
点

は
「
現
代
社
会
に
相
応
し
た
浄
土
宗
教
師
像
」
と
い
う
こ
と
と

な
り
、
結
局
こ
の
2
つ
の
課
題
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
分
析

さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
に
お
い
て
は
、
ま
ず

（
1
）
現
代
社
会
の
中
で
目
指
す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像
を
明
ら

か
に
し
、（
2
）
養
成
方
法
に
つ
い
て
、（
3
）
僧
侶
養
成
で
何

を
教
え
る
か
（
具
体
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
に
つ
い
て
報
告
を
行

う
。
ま
た
、（
4
）
と
し
て
、
教
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
寺

院
運
営（
90
分
）と
実
践
僧
侶
論（
90
分
）の
具
体
的
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
研
修
講
師
候
補
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

�

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
務　

今
岡
達
雄
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（
1
）�

現
代
社
会
の
中
で
目
指
す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像

ⅰ
、
先
行
研
究

①
浄
土
宗
総
合
研
究
所

　

浄
土
宗
で
は
僧
侶
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
三
〇
年
以
上
前

か
ら
課
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
応
し
て
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
も
僧
侶
養
成
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
総
合
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
研
究
は
平
成
七

（
一
九
九
五
）
年
度
の
「
僧
侶
（
宗
教
的
指
導
者
）
養
成
の
基

礎
的
研
究
」
に
は
じ
ま
り
、
平
成
八
年
度
か
ら
は
「
僧
侶
（
宗

教
的
指
導
者
）
養
成
の
総
合
的
研
究
」
と
し
て
研
究
を
進
め
、

平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
研
究
成
果

は
『
教
化
研
究
』
第
一
二
号
、
平
成
一
三
年
七
月
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
平

成
一
五
年
度
か
ら
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
「
僧
侶
問
題
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
五
年
間
の
研
究
成
果
と
し
て
平
成
二
〇
年
三
月
に

『
僧
侶
―
そ
の
役
割
と
課
題
―
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
第
二

部
に
「
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
「
僧
侶
（
宗
教
的
指
導
者
）
養
成
の
総

合
的
研
究
」
で
は
、
浄
土
宗
僧
侶
の
宗
教
的
指
導
者
像
と
し
て

下
記
の
よ
う
な
僧
侶
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
念
仏
信
者
・
願
往
生
人
と
し
て
の
宗
教
者
で
あ
り
、
布
教

者
・
教
化
者
と
し
て
の
宗
教
的
指
導
者
で
あ
る
。

・
念
仏
信
者
で
あ
り
、
修
学
を
重
ね
念
仏
往
生
の
道
理
を
よ

り
深
く
強
固
に
し
、
教
化
す
る
者
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
解
説
す
れ
ば
、
浄
土
宗
の
僧
侶
は
科
学
的
合
理
主
義

や
社
会
的
風
潮
に
流
さ
れ
ず
、
一
人
で
も
多
く
の
衆
生
を
念
仏

信
仰
に
結
縁
さ
せ
る
と
い
う
布
教
・
教
化
の
意
志
を
持
ち
、
現

代
社
会
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
へ
応
用
可
能
な
幅
広
い
視
点

を
失
わ
ず
に
修
学
を
重
ね
、
た
ゆ
ま
ぬ
念
仏
実
践
に
基
づ
く

日
々
の
生
活
に
裏
付
け
ら
れ
た
力
に
よ
っ
て
、
凡
夫
（
一
切
衆

生
）
を
救
う
こ
と
の
出
来
る
の
は
浄
土
宗
の
念
仏
往
生
し
か
な

い
こ
と
を
伝
え
る
人
で
あ
る
。

②
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
僧
侶
―
そ
の
役
割
と
課
題
』

で
は
、
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
の
構
成
条
件
と
し
て
、
①
人
々
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か
ら
帰
依
さ
れ
る
僧
侶
（
聖
性
）、
②
座
禅
と
教
義
を
説
け
る

僧
侶
（
思
想
性
）、
③
儀
礼
主
宰
者
と
し
て
の
僧
侶
（
儀
礼
性
）、

④
人
び
と
と
共
に
生
き
る
僧
侶
（
民
族
性
）、
⑤
現
代
社
会
に

生
き
る
僧
侶
（
社
会
性
）
の
5
つ
の
要
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
調
査
結
果
か
ら
、
暫
定
的
な
目
指

す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像
と
し
て
以
下
の
5
つ
の
要
件
に
ま
と
め

た
。・

信
仰
心
が
あ
る

・
教
義
を
学
び
、
法
を
説
く
こ
と
が
で
き
る

・
感
動
を
与
え
る
儀
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

・
死
者
儀
礼
を
通
じ
て
檀
信
徒
と
共
感
で
き
る

・
社
会
の
弱
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

ⅱ
、
現
代
社
会
の
中
の
浄
土
宗
僧
侶
像

　

先
行
研
究
の
分
析
か
ら
抽
出
さ
れ
た
5
要
件
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
研
究
メ
ン
バ
ー
の
意
見
聴
取
を
行
っ
た
上
で
、
グ
ル
ー

プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
現
代
社
会
の
中
で
目
指

す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像
の
構
築
を
行
っ
た
。
議
論
を
総
合
す
る

と
現
代
社
会
の
中
で
目
指
す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像
と
し
て
具
備

す
べ
き
要
件
と
し
て
次
の
8
要
件
に
集
約
し
た
。

【
表
1
】
現
代
社
会
の
中
で
目
指
す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像

①
社
会
人
と
し
て
の
一
般
常
識
が
あ
る

②
僧
侶
と
し
て
聖
性
が
あ
る

③
凡
夫
の
自
覚
を
も
っ
た
、
念
仏
実
践
者
で
あ
る

④
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
能
力
が
あ
る

⑤
死
者
儀
礼
を
通
じ
て
檀
信
徒
と
共
感
で
き
る

⑥
寺
院
管
理
運
営
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と

⑦
社
会
の
弱
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

⑧
一
般
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

①
社
会
人
と
し
て
の
一
般
常
識
が
あ
る

　

社
会
人
と
し
て
一
般
社
会
の
中
で
一
般
常
識
に
適
応
し
た
行

動
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
法
律
を
守
る
事

か
ら
始
ま
り
、
倫
理
的
に
も
道
徳
的
に
も
社
会
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
行
動
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
対
人
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
人
の
話
を
良
く
聞
く
こ
と



　8

が
基
本
で
あ
り
、
話
を
す
る
た
め
に
は
時
事
問
題
や
社
会
問
題

に
つ
い
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
ア
）
社
会
的
ル
ー
ル
（
道
徳
、
倫
理
、
法
律
）
を
知
り
、
そ

れ
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

（
イ
）
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

（
ウ
）
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

②
僧
侶
と
し
て
聖
性
が
あ
る

　

浄
土
宗
僧
侶
に
要
請
さ
れ
る
聖
性
と
は
、
一
般
人
と
は
何
か

違
っ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
加
行

（
伝
宗
伝
戒
）
と
い
う
体
験
は
、
聖
性
の
上
で
一
般
の
人
び
と

と
僧
侶
の
違
い
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
読
経
や
陀
羅
尼

を
誦
し
た
り
、
開
眼
と
か
撥
遣
す
る
こ
と
も
聖
性
を
表
す
も
の

で
あ
り
、
一
般
人
に
と
っ
て
は
忌
み
ご
と
と
な
る
よ
う
な
お
棺

や
ご
遺
体
の
扱
い
も
特
別
な
能
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
ア
）
一
般
人
と
異
な
る
体
験
（
伝
宗
・
伝
戒
）
を
持
っ
て
い
る

（
イ
）
一
般
社
会
で
忌
避
さ
れ
て
い
る
忌
み
ご
と
を
受
け
入
れ

ら
れ
る

③
凡
夫
の
自
覚
を
も
っ
た
、
念
仏
実
践
者
で
あ
る

　

自
ら
日
課
念
仏
を
相
続
す
る
念
仏
信
者
で
あ
り
、
三
学
非
器

の
者
と
し
て
自
己
の
宗
教
的
・
実
存
的
な
限
界
を
知
り
、
願
往

生
人
と
し
て
念
仏
者
で
あ
る
と
共
に
、
念
仏
弘
通
の
意
志
を
持

つ
者
で
あ
る
こ
と
。

（
ア
）自
己
の
宗
教
的・実
存
的
な
限
界
を
知
っ
て
い
る（
信
機
）

（
イ
）
日
課
念
仏
を
相
続
し
て
い
る

④
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
能
力
が
あ
る

　

念
仏
弘
通
の
意
志
を
持
っ
て
い
て
も
、
意
志
だ
け
で
は
実
践

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
布
教
・
教
化
の
た
め
の
知
識
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
最
低
限
の

知
識
と
し
て
は
教
学
、
法
式
、
布
教
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
が
必
要

で
あ
り
、
律
師
資
格
の
教
師
検
定
の
対
象
と
な
る
三
六
単
位
が

こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ア
）
教
学
：
三
経
一
論
五
部
九
巻
二
集
程
度
は
目
を
通
し
て

お
り
、
所
求
所
帰
去
行
の
何
た
る
か
、
安
心
起
行
作
業
の
何
た

る
か
を
檀
信
徒
に
説
明
で
き
る
。
ま
た
、
宗
祖
の
生
涯
の
概
略
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を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
イ
）
法
式
：
日
常
の
法
務
が
こ
な
せ
る
程
度
の
能
力
を
持
つ

（
ウ
）
布
教
：
お
檀
家
さ
ん
に
対
す
る
日
常
的
な
法
話
の
組
み

立
て
が
で
き
る

⑤
死
者
儀
礼
を
通
じ
て
檀
信
徒
と
共
感
で
き
る

　

死
者
儀
礼
の
実
践
は
浄
土
宗
僧
侶
の
極
め
て
重
要
な
活
動
で

あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
単
に
儀
式
の
執
行
を
行
う
だ
け
で
は
な

く
、
死
者
儀
礼
の
実
践
を
通
じ
て
檀
信
徒
の
悲
し
み
に
共
感
し
、

互
い
に
念
仏
信
者
と
し
て
の
新
し
い
関
係
性
を
築
い
て
行
く
能

力
が
期
待
さ
れ
る
。

（
ア
）
教
学
、
法
式
、
布
教
の
知
識
を
応
用
し
、
そ
れ
ら
を
総

合
し
て
、
葬
儀
の
中
に
檀
信
徒
と
共
感
し
関
係
性
を
つ
な
げ
て

い
く
能
力
が
あ
る

⑥�

寺
院
管
理
運
営
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能
を
持
って
い
る
こ
と

　

現
代
社
会
で
は
、
寺
院
は
宗
教
法
人
と
し
て
世
俗
法
の
下
に

管
理
運
営
さ
れ
る
。
ま
た
僧
侶
も
宗
教
法
人
と
い
う
団
体
組
織

の
中
で
処
遇
さ
れ
る
法
的
な
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
寺
院
の
管

理
運
営
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
法
律
知
識
と
管
理
技
能
が
必
要

で
あ
る
。
寺
院
が
本
格
的
に
法
人
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
26
年
以

降
で
あ
る
が
、
導
入
以
来
60
年
以
上
も
経
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
戦
前
か
ら
の
慣
習
的
な
管
理
運
営
か
ら
近
代
的
な
管
理
運

営
に
移
行
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
管
理
運
営
能
力

が
必
要
で
あ
る
。

（
ア
）
宗
教
法
制
、
宗
教
法
人
管
理
運
営
の
基
礎
知
識
を
保
有

し
て
い
る

（
イ
）
慣
習
的
な
寺
院
管
理
運
営
に
流
さ
れ
ず
、
近
代
的
管
理

運
営
を
行
う

⑦
社
会
の
弱
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

　

浄
土
宗
は
21
世
紀
劈
頭
宣
言
で
「
愚
者
の
自
覚
を
」
か
ら
は

じ
ま
り
、「
家
庭
に
み
仏
の
光
を
」「
社
会
に
慈
し
み
を
」「
世

界
に
共
生
を
」
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
浄
土
宗
の
社
会
貢
献

は
、
お
の
れ
自
身
が
煩
悩
に
ま
み
れ
た
三
学
非
器
の
者
で
あ
る

と
の
自
覚
か
ら
、
世
の
中
の
弱
者
に
寄
り
添
う
こ
と
か
ら
始
ま
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る
も
の
で
あ
り
、
僧
侶
に
は
弱
者
に
寄
り
添
う
能
力
が
必
要
と

な
ろ
う
。
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
、
法
然
上
人
の
心
を
社
会
に
、

世
界
に
広
げ
て
い
く
意
志
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
ア
）
世
の
中
の
弱
者
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る

（
イ
）
社
会
に
慈
し
み
を
、
世
界
に
共
生
を

⑧
一
般
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

　

古
来
、
僧
侶
は
宗
教
的
な
祭
祀
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
道

を
造
り
、
橋
を
架
け
、
灌
漑
を
行
い
、
病
気
に
薬
を
与
え
、
心

を
癒
や
す
た
め
の
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
た
。
現
代
の
科
学
技

術
知
識
の
拡
大
と
専
門
性
の
深
化
に
よ
っ
て
、
僧
侶
が
行
う
活

動
の
幅
は
大
い
に
縮
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
終
末
期
に
関
連

し
た
介
護
や
看
取
り
の
分
野
で
は
、
僧
侶
が
専
門
分
野
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
僧
侶
と
し
て
の
新
し
い
活
動

分
野
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ビ
ハ
ー
ラ
僧
、
臨
床
仏
教
師
、

臨
床
宗
教
師
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
り
、
今
後
の
社
会
的
動
向

に
大
き
く
依
存
す
る
が
、
僧
侶
が
一
般
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

専
門
知
識
を
取
得
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
も
必
要
で
あ

ろ
う
。

（
ア
）
介
護
・
看
取
り
・
終
末
期
に
関
連
し
た
活
動

（
イ
）
臨
床
宗
教
師
、
臨
床
仏
教
師
、
ビ
ハ
ー
ラ
僧

　

現
代
社
会
の
中
で
目
指
す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像
と
し
て
の
8

要
件
は
、
浄
土
宗
僧
侶
が
具
備
す
べ
き
能
力
と
読
み
替
え
る
こ

と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
能
力
が
高
い
こ
と
が
理
想
で
は

あ
る
が
、
具
備
す
べ
き
8
要
件
に
は
自
ず
か
ら
軽
重
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
研
究
メ
ン
バ
ー
に
合
計
が
一
〇
〇
点
に
な
る
よ
う

に
評
点
を
し
て
も
ら
い
、
平
均
値
と
し
て
集
計
し
た
結
果
が

【
図
1
】
で
あ
る
。
重
要
度
の
高
い
要
件
か
ら
順
に
示
す
と
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
位　

浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
能
力
が
あ
る
。

　

第
二
位　

凡
夫
の
自
覚
を
も
っ
た
、
念
仏
実
践
者
で
あ
る

　

第
三
位　

社
会
人
と
し
て
の
一
般
常
識
が
あ
る

　

第
四
位　

死
者
儀
礼
を
通
じ
て
檀
信
徒
と
共
感
で
き
る

　

第
五
位　

僧
侶
と
し
て
聖
性
が
あ
る
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第
六
位　

�

寺
院
管
理
運
営
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能
を
持
っ

て
い
る
こ
と

　

第
七
位　

社
会
の
弱
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

　

第
八
位　

�

一
般
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識
を
保
有
し

て
い
る
こ
と

　

こ
の
平
均
値
に
よ
る
結
果
を
見
る
と
、
僧
侶
と
し
て
の
基
礎

能
力
、
信
仰
心
が
あ
り
念
仏
実
践
者
で
あ
る
、
社
会
人
と
し
て

の
一
般
常
識
が
あ
る
等
の
要
件
へ
の
支
持
が
大
き
く
、
一
般
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識
、
社
会
の
弱
者
と
共
に
生
き
る
、

寺
院
管
理
運
営
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能
が
比
較
的
に
低
い
評

価
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
僧
侶
は
、
僧
侶
と
し
て
の
基
本
能

力
や
信
仰
心
が
重
要
で
あ
り
、
社
会
的
な
関
係
で
い
え
ば
一
般

常
識
は
あ
る
程
度
で
良
し
と
し
、
専
門
的
な
能
力
や
社
会
活
動

に
対
し
て
の
評
価
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
研
究
メ
ン
バ
ー
個
々
の
評
価
【
図
2
】
を
見
る

と
、
評
価
内
容
に
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
、
僧
侶
と
し
て
の
基
礎

能
力
を
高
く
評
価
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
る
一
方
、
寺
院
管
理
運

23.1

 

16.1 

14.2 

11.4 

10.9 

10.3 

7.9 

6.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
□浄土宗僧侶の基礎能力がある

□凡夫の自覚をもった、念仏実践者である

□社会人としての一般常識がある

□死者儀礼を通じて檀信徒と共感できる

□僧侶としての聖性がある

□寺院管理運営者としての知識と技能がある

□社会の弱者と共に生きることができる

□一般社会で必要とされる専門知識がある

図１ 浄土宗僧侶が具備すべき能力の重要性評価結果（平均値）
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営
の
知
識
や
技
能
、
あ
る
い
は
弱
者
と
共
に
生
き
る
と
い
っ
た

社
会
活
動
を
重
要
視
す
る
メ
ン
バ
ー
も
い
た
。
ま
た
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
や
Ｉ
Ｔ
が
進
展
し
た
社
会
の
中
で
、
社
会
を
牽
引

す
る
こ
れ
ら
の
知
識
の
保
有
に
関
し
て
は
極
め
て
評
価
が
低
い
。

　

今
後
宗
内
の
議
論
を
深
め
、
浄
土
宗
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

課
題
は
、
教
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
討
議
テ
ー
マ
と
し
て
相
応

し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

0

5

10

15

20

25

30

35

40
□浄土宗僧侶の基礎能力がある

□凡夫の自覚をもった、念仏実践者である

□社会人としての一般常識がある

□死者儀礼を通じて檀信徒と共感できる

□僧侶としての聖性がある

□寺院管理運営者としての知識と技能がある

□社会の弱者と共に生きることができる

□一般社会で必要とされる専門知識がある

図２ 浄土宗僧侶が具備すべき能力の重要性評価結果（回答者別）



研究成果報告

13　�

（
2
）
僧
侶
養
成
プ
ロ
セ
ス

　

現
代
社
会
の
中
で
目
指
す
べ
き
浄
土
宗
僧
侶
像
と
し
て
8
つ

要
件
を
抽
出
し
た
。
次
に
検
討
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
8
要

件
を
具
備
し
た
僧
侶
の
養
成
方
法
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
僧
侶

養
成
に
は
大
き
く
分
類
す
る
と
2
つ
の
課
題
が
あ
る
。
第
一
は

ど
の
よ
う
な
時
期
に
教
育
す
べ
き
か
、
第
二
は
ど
の
よ
う
な
内

容
で
養
成
す
べ
き
か
で
あ
る
。
内
容
、
つ
ま
り
具
体
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は

僧
侶
養
成
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
僧
侶
養
成
は
関
東
十
八
檀
林
で
行
わ
れ
て
い
た
。

檀
林
入
寺
年
齢
は
15
歳
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
学
寮
に
入
り

他
の
学
僧
と
寝
食
を
共
に
し
、
講
釈
（
授
業
と
し
て
講
義
を
聴

く
）
と
法
問
（
質
問
を
出
し
て
回
答
を
求
め
議
論
を
行
う
問
題

論
議
）
で
修
学
し
、
全
て
の
修
学
が
終
わ
る
ま
で
に
25
年
が
必

要
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
幼
少
の
頃
に
、
本
寺
あ
る
い
は

末
寺
に
預
け
ら
れ
た
子
供
た
ち
は
、
15
歳
に
な
る
ま
で
そ
の
寺

で
い
わ
ゆ
る
一
掃
除
、
二
勤
行
、
三
学
問
と
し
て
基
礎
教
育
を

受
け
、
15
歳
に
な
っ
て
檀
林
の
学
寮
に
入
り
5
年
で
五
重
、
十

年
で
血
脈
伝
授
、
さ
ら
に
檀
林
学
寮
で
修
学
を
重
ね
る
の
が
僧

侶
養
成
の
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

　

明
治
期
に
は
学
生
の
変
化
と
共
に
僧
侶
養
成
も
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
り
、
明
治
末
期
か
ら
大
学
制
度
の
中
に
僧
侶
養
成
の

機
能
を
持
た
せ
る
よ
う
に
な
り
、
宗
門
自
前
の
僧
侶
養
成
か
ら
、

修
学
の
大
部
分
を
大
学
に
委
託
す
る
現
在
の
形
式
が
定
着
し
た
。

現
状
で
は
、
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
教
育
は
寺
庭
に
任
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
18
歳
以
降
に
行
わ
れ
る
僧
侶
養
成
教
育
に
つ

い
て
は
、
宗
門
大
学
に
よ
る
僧
侶
養
成
と
、
宗
門
が
行
う
教
師

養
成
講
座
の
2
つ
の
方
法
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
教
師

資
格
取
得
後
に
つ
い
て
は
各
種
研
修
会
・
講
習
会
に
よ
っ
て
生

涯
教
育
が
行
わ
れ
る
建
前
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
僧
侶
養
成
の
機
能
を
分
析
し
て
み
る
と
、
基
礎
的
な

能
力
の
付
与
か
ら
、
専
門
性
の
高
い
能
力
ま
で
様
々
な
付
与
が

あ
り
、
手
順
を
踏
ん
だ
養
成
過
程
を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
、
僧
侶
に
と
っ
て
は
常
に
知
識
を

求
め
る
と
い
っ
た
態
度
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
基
礎

的
な
能
力
は
18
歳
に
な
っ
て
大
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
必
要
と
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さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
知
る
、
読
む
、
書

く
と
い
っ
た
基
礎
能
力
の
開
発
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
は
宗
門
の
関
与
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
寺
庭
に
お

い
て
僧
侶
や
寺
庭
婦
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
寺
庭
教
育
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
掃
除
、
二
勤
行
、

三
学
問
と
い
っ
た
基
礎
素
養
に
つ
い
て
も
、
寺
庭
に
お
い
て
こ

れ
が
実
行
さ
れ
て
い
れ
ば
自
ず
と
身
に
つ
く
も
の
で
あ
る
よ
う

に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
寺
庭
生
活
の
世
俗
化
が
進
行
す
る
中
に

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
素
養
の
教
育
も
大
学
教
育
の
一

部
、
あ
る
い
は
教
師
養
成
講
座
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
わ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
僧

侶
養
成
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し
て
み
た
。

A
、
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
の
涵
養

　

知
る
、
読
む
、
書
く
な
ど
の
基
礎
的
素
養
、
社
会
的

常
識
の
獲
得
な
ど
は
、
幼
少
期
か
ら
青
少
年
期
に
至
る

寺
庭
で
の
基
礎
教
育
、
あ
る
い
は
成
長
期
に
至
る
宗
教

情
操
教
育
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
教

学
・
布
教
・
法
式
に
関
す
る
基
礎
的
素
養
の
涵
養
に
あ

た
っ
て
は
、
師
僧
・
寺
族
の
真
摯
な
姿
勢
が
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
て
お
り
、
寺
庭
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

B
、
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
的
知
識
の
付
与

　

教
学
・
布
教
・
法
式
の
学
習
体
系
は
、
僧
侶
分
限
規

程
（
宗
規
第
三
四
号
）
別
表
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
宗

門
大
学
の
種
々
の
僧
侶
養
成
コ
ー
ス
、
あ
る
い
は
教
師

養
成
道
場
で
学
習
す
る
（
律
師
36
単
位
、
少
僧
都
18
単
位
、

輔
教
6
単
位
、
擬
講
10
単
位
）

C
、
職
能
的
宗
内
資
格
の
錬
成

　

僧
侶
に
は
多
様
な
職
能
（
布
教
師
、
法
式
式
師
等
）

が
あ
り
、
専
門
的
知
識
と
経
験
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
関
し
て
は
各
資
格
の
養
成
講
座
規
程
が
定
め
ら
れ

専
門
資
格
が
付
与
さ
れ
る
。
専
門
的
知
識
の
深
化
と
経

験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
格
の
進
叙
が
行
わ
れ
る
。
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D
、
高
等
学
習
機
関
に
よ
る
専
門
知
識
の
培
養

　

僧
侶
分
限
規
程
別
表
に
示
さ
れ
る
科
目
お
よ
び
単
位

数
は
、
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
必
要
な
最
低
限
の
知
識
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
僧
侶
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
は

各
科
目
の
学
習
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、
周
辺
諸
学
の
学

習
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
学
院
等

の
高
等
学
習
機
関
で
行
わ
れ
る
。

E
、
生
涯
教
育
の
必
要
性

　

教
学
・
布
教
・
法
式
に
関
し
て
は
時
代
に
よ
っ
て
環

境
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
知
識
の
更
新
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
住
職
と
し
て
寺
院
経
営
に
あ
た
る
た
め
に

は
法
人
経
営
の
法
制
・
実
務
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で

あ
る
が
、
経
営
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る
た
め
、
常
に

あ
ら
た
な
知
識
を
得
る
必
要
が
あ
り
生
涯
に
わ
た
る
学

習
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
生
涯
教
育

で
あ
る
。

　

僧
侶
の
養
成
環
境
は
、
江
戸
期
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
、

そ
し
て
平
成
の
時
代
へ
と
大
き
く
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ

に
伴
っ
て
檀
林
学
寮
教
育
か
ら
、
大
学
と
い
う
学
校
教
育
へ
と

僧
侶
養
成
の
受
け
皿
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

特
に
最
近
に
な
っ
て
は
、
世
襲
に
よ
る
寺
院
継
承
が
恒
常
化

す
る
と
と
も
に
、
少
子
核
家
族
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
面
で
寺

庭
の
世
俗
化
が
急
速
に
進
展
し
た
。
生
活
ス
タ
イ
ル
の
世
俗
化

の
影
響
は
大
き
く
、
畳
に
座
る
生
活
か
ら
椅
子
に
座
る
生
活
へ

の
変
化
な
ど
の
形
態
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
寺
自
体
が

修
行
の
た
め
の
道
場
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
道
場
を
清
ら

か
に
保
つ
と
い
う
精
神
さ
え
蝕
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
般
家
庭

で
の
大
学
進
学
率
の
上
昇
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
高
学
歴
化
が
進

展
し
、
寺
院
の
子
弟
ま
で
が
受
験
や
学
歴
競
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
の
現
象
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
寺
庭
に

お
け
る
教
育
も
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
家
庭
教
育
と
の
同
一
化

が
進
み
、
個
人
主
義
的
な
価
値
観
が
植
え
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

風
潮
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
僧
侶
養
成
環
境
の
変
化
の
中
で
、
変
え
て
は
い
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け
な
い
僧
侶
養
成
の
根
幹
と
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
変
化

す
べ
き
こ
と
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
寺
庭
で
行
わ
れ
て

き
た
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
の
涵
養
の
欠
落
は
、
今
後
の

僧
侶
の
資
質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
何
ら

か
の
対
処
の
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
3
）�

僧
侶
養
成
で
何
を
教
え
る
か（
具
体
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

　

こ
れ
ま
で
の
教
師
養
成
に
係
る
律
師
36
単
位
、
少
僧
都
18
単

位
、
輔
教
6
単
位
、
擬
講
10
単
位
を
基
本
と
し
て
、
こ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
追
加
す
べ
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
研
究
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
。
教
師
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
2
】
教
師
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

律
師
（
36
単
位
）

　

▪
浄
土
学
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
法
然
上
人
の
生
涯
と
思
想

　
　
　

・
浄
土
学
の
基
礎

　
　
　

・
三
部
経
の
思
想

　
　
　

・
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
の
解
説

　
　
　

・
浄
土
教
の
歴
史

　

▪
仏
教
学
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
釈
尊
の
生
涯
と
思
想

　
　
　

・
仏
教
学
の
基
礎

　
　
　

・
日
本
仏
教
の
歴
史
と
教
え

　

▪
現
代
社
会
と
教
団
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
現
代
社
会
と
人
間

　
　
　

・
浄
土
宗
と
加
行
（
伝
法
と
円
頓
戒
）

　
　
　

・
宗
教
法
制

　
　
　

・
仏
教
と
人
権

　
　
　

・
仏
教
の
儀
礼
と
儀
式

　

▪
僧
侶
の
実
践
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
法
式
（
初
級
）

　
　
　

・
法
式
（
上
級
）

　
　
　

・
伝
道
Ⅰ
（
念
仏
講
話
）

　
　
　

・
詠
唱

　
　
　

少
僧
都
（
18
単
位
）

　

▪
浄
土
学
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・�

浄
土
教
の
思
想
と
展
開
（
三
部
経
・
選
択
集
・
三
巻
書
・

円
頓
戒
等
）

　
　
　

・
法
然
門
下
の
思
想
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▪
仏
教
学
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
仏
教
の
受
容
と
展
開

　
　
　

・
仏
教
史

　
　
　

・
各
宗
の
概
要
等

輔
教
（
6
単
位
）

　

▪
現
代
社
会
と
教
団
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
宗
教
学
、
社
会
福
祉
学
、
臨
床
心
理
学
等
の
概
論
科
目

　

▪
僧
侶
の
実
践
に
関
す
る
科
目

　
　
　

・
伝
道
Ⅱ

擬
講
（
10
単
位
）

　

▪
浄
土
学
に
関
す
る
研
究
科
目

　

▪
仏
教
学
に
関
す
る
研
究
科
目

ⅰ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
大

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
教
師
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問

題
点
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
追
加
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
教
学
関
係
の
研
究
員
か
ら
は
教
学
関
連

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
要
求
が
、
布
教
関
連
の
研
究
員
か
ら

は
布
教
関
連
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
が
、
法
式
関
連
の
研
究

員
か
ら
は
法
式
関
連
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
が
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
各
分
野
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
充
実
要
求
を
満

た
す
よ
う
に
す
る
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
拡
大
化
す
る
一
方

と
な
る
。
し
か
し
、
拡
大
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
応
し
た
授

業
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
現
状
の
大
学
教
育
の
中
で
は
困

難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
従
来
の
時
間
数

の
中
で
、
拡
大
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
消
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

学
生
側
の
消
化
不
良
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
現
状
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
現
在
の
授
業
時
間
数
の
中

で
最
大
効
果
を
得
る
た
め
に
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
変
更
の

必
要
性
は
無
い
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
現
状

に
お
い
て
も
一
部
の
学
生
は
消
化
不
良
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、

僧
侶
と
し
て
の
資
質
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
単
位
取
得
に
十

分
な
学
習
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
再
履
修
を
要
請
す

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
僧
侶
の
資

質
向
上
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
増
や
し
能
力
を
向
上
さ
せ
る

よ
り
は
、
単
位
取
得
の
評
価
を
厳
密
に
行
う
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
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ⅱ
、
現
代
社
会
の
中
の
浄
土
宗
僧
侶
像
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
浄
土
宗
僧
侶
が
具
備
す
べ
き
個
々

の
要
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
提
案
を
表
3
に
ま
と
め
た
。

　

個
々
で
示
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
寺
庭
に
お
け
る
基
礎

教
育
、
中
等
教
育
に
お
け
る
宗
教
情
操
教
育
な
ど
、
寺
庭
か
ら

公
的
な
初
等
・
中
等
教
育
に
わ
た
る
教
育
課
程
全
て
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
宗
門
の
関
与
が
困
難
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
浄
土
宗
の
僧
侶
像
に
対
す
る
宗
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
共
に
、
幼
少
期
か
ら
生
涯
に
わ
た

る
教
育
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
短
時
間

に
行
え
る
こ
と
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
、
当
面
の
方
策
と
し

て
は
従
来
の
僧
侶
養
成
に
加
え
、
生
涯
教
育
と
し
て
表
中
に
示

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
一
つ
の
方
法
で

あ
ろ
う
。

【
表
3
】
浄
土
宗
僧
侶
像
の
要
件
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

�

（
僧
侶
養
成
プ
ロ
セ
ス
別
）

A
僧
侶
と
し

て
の
基
礎
的

素
養
の
涵
養

B
僧
侶
と
し

て
の
基
本
知

識
の
付
与

C
職
能
的
宗

内
資
格
の
錬

成

D
高
等
学
習

機
関
に
お
け

る
専
門
知
識

の
培
養

E
生
涯
教
育

寺
庭
教
育
・

宗
教
情
操
教

育

僧
侶
分
限
規

程
で
定
め
る

知
識

宗
門
大
学
・

教
師
養
成
道

場

宗
内
各
種
養

成
講
座

大
学
院
大
学

教
学
・
布
教
・

法
式
／
宗
教

社
会
学

更
新
型
知
識

の
伝
達

寺
院
環
境
変

化
／
規
定
の

変
更

①
社
会
人
と

し
て
の
一
般

常
識
が
あ
る

各
寺
院
に
お

け
る
基
礎
教

育青
少
年
期
に

お
け
る
宗
教

情
操
教
育

教
養
教
育
の

充
実
（
学
士

程
度
）

専
門
知
識
に

対
応
す
る
時

事
問
題
・
社�

会
問
題
へ
の

理
解

専
門
知
識
に

対
応
す
る
時

事
問
題
・
社�

会
問
題
へ
の

発
展
的
理
解

時
事
問
題
・

社
会
問
題
へ

の
関
心

寺
院
環
境
変

化
の
把
握

②
僧
侶
と
し

て
聖
性
が
あ

る

各
寺
院
に
お

け
る
基
礎
教

育青
少
年
期
に

お
け
る
宗
教

情
操
教
育

総
大
本
山
に

お
け
る
道
場

生
活
の
拡
充

各
種
養
成
講

座
の
受
講

大
学
院
進
学

各
種
養
成
講

座
の
受
講

僧
侶
い
か
に

あ
る
べ
き
か

の
討
議

→�

10
年
研
修

③
凡
夫
の
自

覚
を
も
っ

た
、
念
仏
実

践
者
で
あ
る

念
仏
実
践

念
仏
実
践

念
仏
実
践

念
仏
実
践

念
仏
実
践

→
10
年
研
修

④
浄
土
宗
僧

侶
と
し
て
の

基
礎
能
力
が

あ
る

各
寺
院
に
お

け
る
基
礎
教

育青
少
年
期
に

お
け
る
宗
教

情
操
教
育

律
師
（
36
）

単
位
の
取
得

―
加
行
入
行

資
格
試
験

少

僧

都

（
18
）
単
位
の

取
得
と
深
化・

展
開

輔
教
（
6
）、

擬
講
（
10
）

単
位
の
取
得

と
深
化
・
展

開

律
師
・
少
僧

都
・
輔
教
・

擬
講
単
位
の

復
習

→
10
年
研
修

⑤
死
者
儀
礼

を
通
じ
て
檀

信
徒
と
共
感

で
き
る

命
の
教
育

法
儀
系
講
義

の
充
実

葬
送
儀
礼
の

知
識
教
育

死
生
学

葬
儀
式
へ
の

直
接
的
対
応

葬
儀
式
へ
の

直
接
的
対
応

法
儀
系
講

義
、
葬
送
儀

礼
の
知
識
の

復
習

→
10
年
研
修
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⑥
寺
院
管
理

運
営
者
と
し

て
の
知
識
と

技
能
を
持
っ

て
い
る

中
等
教
育
に

お
け
る
公
民

教
育

宗
教
法
制
の

基
礎

寺
院
会
計
の

基
礎

経
営
学
の
基

礎

宗
教
法
制
・

寺
院
会
計
・

経
営
学
の
最

新
知
識

宗
教
法
制
・

寺
院
会
計
・

経
営
学
の
最

新
知
識

宗
教
法
制
・

寺
院
会
計
・

経
営
学
の
復

習→
10
年
研
修

⑦
社
会
の
弱

者
と
共
に
生

き
る
こ
と
が

で
き
る

災
害
教
育
、

社
会
福
祉
教

育
、
社
会
実

践
教
育

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
習

社
会
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

実
習

看
取
り
・
介

護
実
践

臨
床
仏
教
師

臨
床
宗
教
師

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
習

社
会
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

実
習

看
取
り
・
介

護
実
践
の
復

習

⑧
一
般
社
会

で
必
要
と
さ

れ
る
専
門
知

識
を
保
有
し

て
い
る

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ

介
護
・
看
取

り

（
4
）
教
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

ⅰ
、
寺
院
運
営
（
90
分
）

　

寺
院
が
、
宗
教
法
人
と
い
う
世
俗
法
の
管
理
下
に
あ
る
こ
と

を
前
提
に
、
法
人
の
運
営
と
い
う
面
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
の

習
得
を
目
標
と
す
る
。
具
体
的
な
内
容
を
以
下
に
示
す
が
、
こ

の
内
容
を
90
分
と
い
う
時
間
で
消
化
す
る
こ
と
は
困
難
が
予
想

さ
れ
る
。
全
体
を
資
料
で
示
し
、
講
義
は
重
要
項
目
を
中
心
に

行
う
。

【
教
化
研
修
内
容
】

①
宗
教
法
人
の
役
割
（
20
分
）

（
ア
）
宗
教
法
人
法
の
基
本
的
理
念
と
特
徴

（
イ
）
聖
俗
分
離
原
則

（
ウ
）
法
令
遵
守
義
務

②
宗
教
法
人
の
管
理
・
運
営
（
20
分
）

（
ア
）
包
括
被
包
括
関
係
（
宗
綱
）

（
イ
）
寺
院
規
則

（
ウ
）
役
員
の
責
務
と
権
限

（
エ
）
事
務
所
備
付
け
書
類

③
宗
教
法
人
の
会
計
と
税
務
等
（
20
分
）

（
ア
）�

宗
教
法
人
会
計
（
会
計
年
度
／
収
支
計
算
書
／
貸
借
対

照
表
／
財
産
目
録
等
）

（
イ
）
収
益
事
業
会
計

（
ウ
）
源
泉
徴
収
、
住
民
税

（
エ
）�
収
益
事
業
税
務
（
法
人
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

消
費
税
等

（
オ
）
税
務
調
査
等
の
調
査
に
つ
い
て
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（
カ
）�

社
会
保
険
関
連
（
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
、

労
災
保
険
等
）

④
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
つ
い
て
（
30
分
）

（
ア
）
宗
教
法
人
の
公
益
性

（
イ
）
布
施
・
戒
名
料

（
ウ
）
墓
地
開
発

（
エ
）
守
秘
義
務
（
過
去
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

（
オ
）
休
眠
宗
教
法
人

【
講
師
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
】

　

浄
土
宗
総
合
研
究
所�

副
所
長　

�
今
岡
達
雄

　

同�
�

�

主
任
研
究
員�
戸
松
義
晴

【
参
考
資
料
】

・�

文
化
庁
『
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
手
引
き
第
一
集�

―
宗

教
法
人
の
規
則
―
』
ぎ
ょ
う
せ
い

・�

文
化
庁
『
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
手
引
き
第
二
集�

―
宗

教
法
人
の
寺
務
―
』
ぎ
ょ
う
せ
い

・�

長
谷
川
正
浩
編
著
『
寺
院
の
法
律
知
識�

―
適
正
な
運
営
と

紛
争
の
予
防
―
』
新
日
本
法
規
出
版

ⅱ
、
実
践
僧
侶
論
（
90
分
）

　

浄
土
宗
の
僧
侶
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

【
教
化
研
修
内
容
】

　

参
加
者
を
5
～
6
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
内

で
本
調
査
研
究
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
現
代
社
会
の
中
で
浄
土

宗
僧
侶
が
具
備
す
べ
き
8
要
件
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
別
の
結
果
を
ま
と
め
て
発

表
す
る
。
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【
表
4
】�

現
代
社
会
の
中
で
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
具
備
す
べ
き

8
要
件

①
社
会
人
と
し
て
の
一
般
常
識
が
あ
る

②
僧
侶
と
し
て
聖
性
が
あ
る

③
凡
夫
の
自
覚
を
も
っ
た
、
念
仏
実
践
者
で
あ
る

④
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
基
礎
能
力
が
あ
る

⑤
死
者
儀
礼
を
通
じ
て
檀
信
徒
と
共
感
で
き
る

⑥�

寺
院
管
理
運
営
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と

⑦
社
会
の
弱
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

⑧�

一
般
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手
順
】

1
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
グ
ル
ー
プ
分
け
、
代
表
者
選
任
（
10
分
）

2
、
討
議
内
容
の
説
明
（
講
師
、
10
分
）

3
、�

グ
ル
ー
プ
討
議
、
結
果
集
計（Excel

の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
）

4
、
結
果
発
表
（
1
グ
ル
ー
プ
5
分
）

【
講
師
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
】

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所　

副
所
長　

今
岡
達
雄

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所　

研
究
員　

後
藤
真
法

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所　

研
究
員　

西
城
宗
隆

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所　

研
究
員　

齊
藤
舜
健

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所　

研
究
員　

袖
山
榮
輝

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所　

研
究
員　

工
藤
量
導

【
参
考
資
料
】

・
総
研
叢
書
第
9
集
『
僧
侶
―
い
か
に
あ
る
べ
き
か
―
』

お
わ
り
に

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
教
学
局
長
か
ら
の
『
浄
土
宗
に
お
け

る
「
教
化
学
」
の
構
築
に
向
け
て
』
と
い
う
文
書
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
初
は
「
教
化
学
」

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
教
化
を
行
う
人
材
を
ど
の

よ
う
に
し
て
養
成
し
た
ら
よ
い
か
を
調
査
研
究
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
教
化
学
と
い
う
新
し
い
言
葉
は
「
教
化
＋
学
」、

教
化
を
行
う
人
材
の
養
成
学
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
推
察
し

た
が
、「
教
化
」
自
体
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
、
つ
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ま
り
伝
道
学
と
同
様
の
意
味
に
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
と
危
惧
し
、

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
「
僧
侶
学
」
と
い
う
名
称

を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。「
僧
侶
学
」
の
意
味

合
い
と
し
て
は
、「
僧
侶
＋
養
成
学
」、
つ
ま
り
僧
侶
の
養
成
を

調
査
分
析
の
対
象
に
し
よ
う
と
目
論
む
も
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
以
降
も
、
調
査
研
究
す
べ
き
対

象
が
甚
だ
漠
然
と
し
て
い
て
、
明
確
な
調
査
研
究
手
法
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
僧
侶
像
に
関
し
て
抽
象
的
な
議
論
を
す

る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と

え
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
の
欠
如
に
依
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
各
位
に
は
余
分
な
作
業
を

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
最
終
的
な
報
告
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
時
の
議
論
が
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
、
大
変
感
謝

す
る
次
第
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
浄
土
宗
の
僧
侶
像
の

確
立
に
あ
る
。
僧
侶
像
を
描
き
出
す
要
件
の
抽
出
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
各
位
の
意
見
を
集
約

し
、
一
つ
の
僧
侶
像
を
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
多
く
の
関
連
者
が
一
つ
の
土
俵
の
上
で
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
案
で
き
た
こ
と
は
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
僧
侶
養
成
と
い
う
と
宗
門
大
学
で
の
教
育
や
教
師
養

成
講
座
で
の
教
育
が
中
心
で
一
八
歳
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
実
は
幼
少
期
か
ら
一
八
歳
に
な
る
ま
で
の
各
寺
院

内
で
の
教
育
、
あ
る
い
は
僧
階
を
取
得
し
た
後
の
生
涯
に
わ
た

る
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
浄
土
宗
の
僧

侶
に
は
、
一
度
学
ん
だ
知
識
を
常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
、

ま
た
新
し
い
知
識
を
積
極
的
に
身
に
つ
け
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
を
教
育
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
年
間
と
い
う
短
期
間
に
行
っ
た
の

で
、
十
分
な
検
討
に
至
ら
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
。
今
後
も
継

続
的
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所　

副
所
長　

今
岡
達
雄

平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
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「
法
話
の
宗
派
間
比
較
研
究
」
報
告

平
成
二
十
七
年
度
　
布
教
研
究
班
　
研
究
成
果
報
告

一
、
は
じ
め
に

　
「
布
教
研
究
」班
で
は
、
平
成
二
六
～
二
七
年
度
の
研
究
テ
ー

マ
を
「
法
話
の
宗
派
間
比
較
研
究
」
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
「
現
代
社
会
に
お
け
る
救
い
」、「
世
界
観
」、「
人

間
観
」
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
、
各
宗
派
に
お
け
る
法
話
の
内
容

の
差
異
や
特
色
を
探
り
、
比
較
研
究
を
行
っ
た
。
更
に
他
宗
に

お
け
る
布
教
師
養
成
の
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
指
導
方
針
に
つ
い
て

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

二
、
調
査
方
法

　

予
備
調
査
と
し
て
各
宗
派
の
法
話
集
の
読
み
合
わ
せ
、
Ｃ
Ｄ

音
源
の
聞
き
取
り
を
し
、
宗
派
ご
と
の
法
話
の
特
色
や
傾
向
に

つ
い
て
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
。
予
備
調
査
で
用
い
た
参
考
資

料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・『
寺
門
興
隆
』
２
０
０
６
年
11
月
号
（
興
山
舎
）

　

特
集
「
本
山
特
派
布
教
師
は
い
ま
何
を
し
て
い
る
の
か
」

・『
寺
門
興
隆
』
２
０
０
６
年
12
月
号
（
興
山
舎
）

　

特
集
「
社
会
の
最
前
線
に
立
つ
布
教
師
の
養
成
と
実
状
」

・『
仏
教
法
話
大
事
典
』（
仏
教
法
話
大
事
典
刊
行
会
）

・『
仏
縁
を
活
か
す　

最
新
法
話
デ
ー
タ
大
事
典
』（
雄
山
閣
）

・『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
全
30
巻

 

（
朝
日
新
聞
出
版
）
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・ 『
こ
れ
か
ら
の
仏
教
行
事
1
分
3
分
5
分
法
話
事
例
別
集
成
』

（
四
季
社
）

・『
真
宗
葬
儀
法
要
法
話
実
践
講
座
』（
四
季
社
）

・『
続
・
真
宗
葬
儀
法
要
法
話
実
践
講
座
』（
四
季
社
）

・『
臨
済
宗
葬
儀
法
要
法
話
実
践
講
座
』（
四
季
社
）

・『
真
言
宗
葬
儀
法
要
法
話
実
践
講
座
』（
四
季
社
）

・『
来
世
を
ど
う
説
く
か
』（
四
季
社
）

・『
曹
洞
宗
布
教
選
書
』
第
13
、
15
巻
（
同
朋
舎
）

・『
日
蓮
宗
法
要
儀
式
法
話
実
践
講
座
』（
国
書
刊
行
会
）

　

そ
の
上
で
、
宗
門
と
し
て
布
教
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で

は
「
布
教
使
」）
養
成
の
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
布

教
資
料
、
法
話
集
等
も
多
く
発
刊
さ
れ
て
い
る
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
、
曹
洞
宗
、
日
蓮
宗
の
三
宗
派
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

宗
派
で
布
教
師
（
使
）
養
成
の
指
導
的
な
立
場
に
お
ら
れ
る
先

生
方
を
招
聘
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
内
容
は
三
宗
派
の
布
教
師
（
使
）
養
成
機
関
に
お
け
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
布
教
に
携
わ
る
者
の
心
得
、
法
話
の
構
成

法
・
作
法
な
ど
の
指
導
方
針
で
あ
る
。

　

招
聘
し
た
講
師
は
左
記
の
三
名
で
あ
る
。

・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　

伝
道
院
主
任
講
師　
　
　
　
　
　

阿
部
信
幾
先
生

・
曹
洞
宗

　

曹
洞
宗
特
派
布
教
師　
　
　
　
　

中
野
尚
之
先
生

・
日
蓮
宗

　

日
蓮
宗
布
教
研
修
所
副
所
長　
　

田
中
貞
真
先
生

三
、
調
査
報
告

　

以
下
次
の
六
項
目
に
従
い
、
宗
派
ご
と
に
調
査
報
告
を
行
う
。

〈
1
〉
調
査
の
概
要

〈
2
〉
○
○
宗
に
お
け
る
布
教
師
（
使
）
の
役
割

〈
3
〉
○
○
宗
の
布
教
師
（
使
）
養
成
シ
ス
テ
ム

〈
4
〉
○
○
宗
に
お
け
る
布
教
使
養
成
機
関

　
　
　

①
入
所
資
格
・
条
件
等
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②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
　
　

③
指
導
方
針
（
布
教
の
心
得
）
に
つ
い
て

　
　
　

④
法
話
の
構
成
法
（
組
み
立
て
）

　
　
　

⑤
布
教
の
作
法
に
つ
い
て

〈
5
〉
質
問
へ
の
ご
回
答

〈
6
〉
○
○
宗
の
布
教
師
（
使
）
養
成　

ま
と
め

【
報
告
1
】
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
布
教
使
養
成

〈
1
〉
調
査
の
概
要

　

平
成
二
七
年
二
月
九
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
布
教
使
養

成
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
指
導
方
針
に
つ
い
て
伝
道
院
主
任
講
師

阿
部
信
幾
先
生
を
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
招
聘
し
て
講
義
を
頂

い
た
。
ま
た
そ
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
宗
門
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
宗
門
発
行
の
布
教
の
指
導
書
等
か
ら
調
査
し
て
補
足

を
行
っ
た
。

　

次
に
当
研
究
班
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
回
答
（
各
項
目
内
に

あ
る
Q
＆
A
形
式
の
記
述
部
分
）
と
講
義
内
容
を
中
心
と
し
て

報
告
を
行
う
。

〈
2
〉
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
布
教
使
の
役
割

　

は
じ
め
に
真
宗
本
願
寺
派
の
「
布
教
規
程
」
か
ら
、「
布
教
」

の
定
義
を
見
て
お
く
。

　
　
（
布
教
の
定
義
）

第
二
条　

布
教
と
は
、
宗
制
に
基
づ
く
浄
土
真
宗
の
教
義

を
ひ
ろ
め
る
た
め
、
口
演
そ
の
他
の
方
法
で

行
う
伝
道
活
動
を
い
う
。

　
　
（
布
教
を
行
う
者
）

第
八
条　

布
教
は
、
布
教
使
、
僧
侶
及
び
教
士
が
行
う
。

但
し
、
本
山
、
直
轄
寺
院
、
直
属
寺
院
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
お
い
て
は
、
布
教

使
が
行
う
。

　

こ
の
よ
う
に
本
願
寺
派
に
お
け
る
布
教
の
中
心
は
、
口
演

で
あ
る
。
ま
た
「
布
教
使
」
と
「
僧
侶
」、「
教
士
」（
僧
侶
以

外
の
者
で
総
局
か
ら
、
布
教
の
資
格
を
授
与
さ
れ
た
者
）
は
イ

コ
ー
ル
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
「
布
教
使
」
は
本
山
布
教
等

の
特
別
な
資
格
を
も
つ
者
と
の
位
置
付
け
を
見
る
こ
と
が
で
き



　26

る
。

　

更
に
「
布
教
使
規
程
」
に
布
教
使
の
役
割
と
任
用
の
規
程
が

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
資
格
取
得
者
が
総
局
に
願
い

出
て
任
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

（
以
下
ゴ
シ
ッ
ク
の
強
調
は
筆
者
が
付
し
た
）

　
　
（
布
教
使
の
役
割
）

第
二
条　

布
教
使
は
、
宗
門
の
布
教
方
針
に
沿
い
、
浄
土

真
宗
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
伝
道
活
動
の
推
進

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
布
教
使
の
任
用
）

第
三
条　

布
教
使
は
、
布
教
使
課
程
を
受
講
し
、
布
教
使

任
用
資
格
申
請
資
格
を
取
得
し
た
教
師
の
う

ち
か
ら
、
本
人
の
願
出
に
よ
り
、
総
局
が
任

用
す
る
。

　

布
教
使
が
所
属
を
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
る
布
教
団
連
合
発
行

の
布
教
の
指
導
書
『
布
教
の
作
法
と
心
得
（
2
）』
か
ら
「
布

教
」
の
位
置
付
け
と
布
教
使
の
役
割
を
示
し
た
部
分
を
抜
粋
し

掲
載
す
る
。
ま
ず
布
教
に
望
む
姿
勢
と
、
本
願
寺
派
独
特
の
呼

称
「
布
教
使
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
布
教
の
原
点

布
教
の
原
点
は
、
あ
く
ま
で
も
「
自
信
教
人
信
」
で
あ

る
こ
と
を
肝
に
命
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
布
教
使
自
身
が

信
心
獲
得
し
、
そ
の
い
た
だ
い
た
慶
び
を
伝
え
て
他
人

に
も
信
を
得
さ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

布
教
使
自
ら
が
常
に
聴
聞
者
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
未
信
の
者
は
、
現
時
点
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を

在
り
の
ま
ま
に
語
る
中
で
、
共
ど
も
に
信
心
獲
得
を
め

ざ
せ
ば
良
い
。
た
だ
し
、
私
た
ち
は
ど
こ
ま
で
も
「
布
教

使
」で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
決
し
て「
師
」

で
は
な
い
。
だ
か
ら
権
威
で
押
さ
え
つ
け
た
よ
う
な
話

し
方
は
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
布
教
は
あ
く
ま

で
も「
説
い
て
聞
か
せ
て
や
る
」の
で
は
な
く
、
相
手（
聴

聞
者
）
の
貴
重
な
時
間
を
拝
借
し
て
、
自
分
（
布
教
使
）
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が
ご
法
義
を
い
た
だ
い
た
味
わ
い
・
慶
び
を
聞
い
て
い

た
だ
く
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ま
た
布
教
の
場
に
立
っ
た

か
ら
に
は
、
聴
聞
者
の
人
数
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て

な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
聴
聞
者
は
み
な
命

が
け
で
聴
聞
の
場
に
座
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
分
の

持
っ
て
い
る
も
の
を
全
力
で
惜
し
み
な
く
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。（『
布
教
の
作
法
と
心
得

（
2
）』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
布
教
団
連
合
編
集
発
行
よ
り

引
用
）

　

ま
た
阿
部
先
生
か
ら
も
次
の
質
問
に
回
答
を
頂
い
た
。

【
阿
部
先
生
か
ら
の
聞
き
取
り
】

Ｑ
「
布
教
使
」
と
「
使
」
の
字
を
使
う
理
由
は
？

Ａ　

本
来
は
、
本
願
寺
ご
門
主
の
書
か
れ
た
「
ご
消
息
」
の
趣

旨
を
伝
え
る「
使
い
」で
す
が
、
転
じ
て
如
来
の「
使
い
」

と
い
う
意
味
で
こ
う
呼
ば
れ
ま
す
。「
御
文
章
」
に
、「
故

聖
人
の
仰
せ
に
は
〈
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
〉
と

こ
そ
仰
せ
ら
れ
候
ひ
つ
れ
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
如
来
の
教

法
を
十
方
衆
生
に
説
き
き
か
し
む
る
と
き
は
、
た
だ
如

来
の
御
代
官
を
も
う
し
つ
る
ば
か
り
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

布
教
す
る
者
は
「
使
い
」
で
あ
っ
て
、
師
匠
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ　
「
布
教
使
」
の
位
置
付
け
は
？

Ａ　
京
都
の
西
本
願
寺
、
お
よ
び
各
教
区
に
あ
る
別
院
に
お
け

る
布
教
が
許
さ
れ
ま
す
。
本
願
寺
で
は
「
定

じ
ょ
う

例れ
い

法
座
」

と
い
う
毎
日
の
法
話
会
が
あ
り
、
常
朝
事
の
後
、
御ご

影

堂
に
て
晨
朝
法
話
が
十
分
間
。
そ
の
後
、
総そ

う

会が
い

所じ
ょ
に
お

い
て
逮
夜
法
話
と
、
初
夜
法
話
が
あ
り
、
大
体
五
日
間

を
一
人
の
布
教
使
が
つ
と
め
ま
す
。

Ｑ　
「
布
教
使
」
に
等
級
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ　

布
教
使
に
段
階
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
良
い
布
教
を
す

る
人
を
見
る
と
、「
安
居
」
の
経
験
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

本
願
寺
派
で
は
「
安
居
」
と
い
っ
て
三
百
六
十
年
の
伝

統
を
持
つ
講
習
会
が
年
に
一
度
、
七
月
の
二
週
間
、
本
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山
で
開
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
勧
学
に
よ
る
「
本
講
」、

仏
教
学
と
真
宗
学
一
人
ず
つ
の
「
副
講
」、
そ
し
て
問も

ん

答た
つ

形
式
の
「
会か

い

読ど
く

」
が
あ
り
ま
す
。「
会
読
」
と
は
「
安
心

論
題
」
や
「
教
義
論
題
」
を
、
六
人
ず
つ
問
者
と
答
者

に
分
か
れ
、
問
答
し
あ
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
教
学
者

で
も
布
教
使
で
も
、
み
な
一
緒
に
行
い
ま
す
。

Ｑ　
「
安
心
論
題
」
と
は
？

Ａ　

江
戸
時
代
、
智
洞
と
い
う
勧
学
が
『
御
文
章
』
の
「
助
け

た
ま
え
」を「
お
願
い
」と
受
け
取
っ
た
た
め
、
こ
れ
が「
異

安
心
」
で
あ
る
と
、
大
騒
動
（
※
「
三
業
惑
乱
」
事
件
）

に
な
り
ま
し
た
。
蓮
如
上
人
は
、「
助
け
た
ま
え
」
を
「
任

せ
る
」
こ
と
と
説
き
ま
す
。
衆
生
が
「
助
け
た
ま
え
」

と
言
う
よ
り
先
に
、
阿
弥
陀
仏
の
働
き
は
届
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
助
け
た
ま
え
」
は
「
お
願
い
」

で
は
な
く
「
任
せ
る
」
と
い
う
こ
と
が
宗
意
安
心
な
の

で
す
。
そ
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
江
戸
時
代
に

「
安
心
論
題
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
十
論

題
（
大
正
一
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
、
二
十
五
論
題
（
昭

和
三
九
年
）に
な
り
、
今
で
は
十
七
論
題（
平
成
一
一
年
）

で
す
。「
安
心
論
題
」
と
い
う
一
つ
の
物
差
し
が
あ
る
こ

と
で
そ
れ
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
異
安
心
に
な
り
ま
す
。

参
考

※
「
三
業
惑
乱
」
事
件

西
本
願
寺
に
お
い
て
、
寛
政
九
年
（
１
７
９
７
）
蓮
如

上
人
三
百
回
忌
法
要
前
年
、
第
七
代
能
化
で
あ
る
智
洞

が
『
無
量
寿
経
』
の
講
説
で
、「
三
業
帰
命
」
説
を
唱
え

た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
文
化
三
年
（
１
８
０
６
）

ま
で
、
約
十
年
間
続
い
た
異
安
心
論
争
の
こ
と

〈
3
〉
真
宗
本
願
寺
派
の
布
教
使
養
成
シ
ス
テ
ム

　

平
成
二
二
年
（
２
０
１
０
）
よ
り
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大

遠
忌
宗
門
長
期
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
「
布
教
使
課
程
設
置

規
程
宗
則
」
が
施
行
さ
れ
、
実
践
力
あ
る
布
教
使
の
養
成
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
現
行
の
住
職
課
程
を
吸
収
・
移
行
し
た
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形
態
を
含
む
次
の
三
種
の
コ
ー
ス
が
「
布
教
使
課
程
」
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。

・
Ａ
（
全
寮
制
）
コ
ー
ス

・
Ｂ
（
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
）
コ
ー
ス

・
Ｃ
（
研
修
会
受
講
制
）
コ
ー
ス

　

Ａ
コ
ー
ス
は
、
教
師
を
対
象
に
伝
道
院
・
学
林
寮
に
お
い
て

全
寮
制
で
百
日
間
の
研
修
を
行
う
も
の
で
、「
布
教
使
課
程
設

置
規
程
」
の
施
行
に
よ
り
平
成
二
三
年
四
月
一
日
付
で
廃
止
と

な
る
旧
「
住
職
課
程
」
を
踏
襲
し
、
布
教
使
の
養
成
に
特
化
・

拡
充
し
た
形
態
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
に
在

学
中
の
大
学
院
生
を
対
象
と
し
、
布
教
使
任
用
に
必
要
な
学
科

科
目
の
単
位
を
修
得
し
、
所
定
の
試
験
に
合
格
し
た
も
の
に
布

教
使
任
用
申
請
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

　

Ｃ
コ
ー
ス
は
、
旧
「
布
教
使
補
研
修
会
」
の
移
行
と
し
て
、

Ａ
・
Ｂ
の
両
コ
ー
ス
を
受
講
し
が
た
い
教
師
を
対
象
と
し
た
短

期
間
の
研
修
課
程
で
、
ス
テ
ッ
プ
1
（
研
修
受
講
検
定
試
験
・

年
二
回
開
催
）
を
受
験
し
、
合
格
の
者
が
ス
テ
ッ
プ
2
の
研

修
Ａ
（
教
学
主
体
の
五
日
間
の
研
修
・
試
験
、
年
二
回
開
催
）、

研
修
Ｂ（
実
演
主
体
の
五
日
間
の
研
修・試
験
、
年
二
回
開
催
）

を
受
講
、
各
試
験
に
合
格
し
た
者
に
布
教
使
任
用
申
請
資
格
を

授
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

施
行
は
Ａ
・
Ｂ
両
コ
ー
ス
が
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
。

Ｃ
コ
ー
ス
は
、
平
成
二
三
年
度
中
を
移
行
、
周
知
期
間
（
二
三

年
度
は
布
教
使
補
研
修
会
は
実
施
）
と
し
、
平
成
二
四
年
度
か

ら
開
設
さ
れ
て
い
る
。

【
阿
部
先
生
か
ら
の
聞
き
取
り
】

Ｑ　
「
資
格
取
得
試
験
」
の
内
容
は
？

Ａ　

十
五
分
の
実
演
法
話
に
六
～
八
人
の
講
師
で
点
数
を
付

け
ま
す
。
そ
の
一
番
い
い
点
数
と
悪
い
点
数
を
カ
ッ
ト

し
、
残
り
の
平
均
が
75
点
以
上
で
合
格
。
細
か
く
い
え

ば
、
学
科
と
実
演
と
分
か
れ
て
い
て
、
学
科
は
取
れ
る

が
実
演
が
取
れ
な
い
人
が
多
い
で
す
。
試
験
に
合
格
す
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る
の
に
人
数
制
限
は
な
い
が
、
実
際
は
、
A
コ
ー
ス
が

一
番
合
格
す
る
確
率
が
高
く
、
四
十
名
中
三
十
五
、六
人

は
通
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
は
り
四
、五
人
は
落
ち
る
の

で
、
試
験
は
か
な
り
厳
し
い
で
す
。

　
　
　

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
卒
業
ま
で
三
年
間
か
か
っ
て
、
十
五

人
く
ら
い
受
け
ま
す
が
、
通
る
の
は
三
分
の
二
く
ら
い
。

C
コ
ー
ス
は
、
五
十
名
く
ら
い
受
け
て
も
、
通
る
の
は

六
人
ほ
ど
で
す
。

〈
4
〉
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
布
教
使
養
成
機
関

　

布
教
に
特
化
し
た
宗
門
の
養
成
機
関
と
し
て
講
師
の
阿
部
先

生
が
奉
職
し
て
い
る
「
伝
道
院
」（
前
出
の
A
コ
ー
ス
）
が
あ
る
。

原
則
と
し
て
年
一
回
、
百
日
間
の
全
寮
制
コ
ー
ス
で
あ
る
。
次

に
項
目
に
従
い
、
そ
の
詳
細
を
報
告
す
る
。

　

①
入
所
資
格
・
条
件

　

宗
門
が
定
め
た
「
布
教
使
課
程
設
置
規
程
施
行
条
例
」
に
は

「
伝
道
院
」
の
入
所
資
格
等
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　
「
布
教
使
課
程
設
置
規
程
施
行
条
例
」

第
四
条　

A
コ
ー
ス
の
募
集
定
員
に
つ
い
て
は
、
開
講
の

つ
ど
総
局
が
決
定
す
る
。

第
五
条　

年
齢
四
十
五
歳
未
満
の
教
師
で
、
全
寮
制
に
よ

る
全
日
程
の
受
講
が
可
能
な
者
は
、
A
コ
ー

ス
の
受
講
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条　

A
コ
ー
ス
の
受
講
者
は
受
講
試
験
に
よ
り
、
こ

れ
を
決
定
す
る
。

　
　

2　

第
四
条
の
規
程
に
よ
る
定
員
に
満
た
な
い
場
合

で
も
、
受
講
試
験
で
所
定
の
成
績
を
修
め
た

者
で
な
け
れ
ば
、
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

第
七
条　

受
講
試
験
は
、
筆
記
試
験
及
び
実
演
試
験
と
す

る
。

　

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
　
「
布
教
使
課
程
設
置
規
程
施
行
条
例
」

第
八
条　

A
コ
ー
ス
の
受
講
者
は
、
総
局
の
指
定
す
る
施
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設
に
入
寮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条　

A
コ
ー
ス
は
、
前
期
、
中
期
及
び
後
期
に
区
分

し
講
義
等
を
行
う
。

　
　

2　

前
期
に
前
期
試
験
を
行
う
。

　
　

3　

後
期
に
、
A
コ
ー
ス
の
布
教
使
任
用
申
請
資
格

取
得
試
験
（
以
下
「
取
得
試
験
」
と
い
う
。）

を
行
う
。

　
　

4　

A
コ
ー
ス
の
修
了
を
認
め
ら
れ
た
者
に
は
、
修

了
証
を
交
付
す
る
。

第
十
条　

前
期
試
験
は
、
筆
記
試
験
と
す
る
。

　
　

2　

前
期
試
験
で
所
定
の
成
績
を
修
め
た
者
で
な
け

れ
ば
、
中
期
及
び
後
期
の
講
義
等
を
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
一
条　

A
コ
ー
ス
の
取
得
試
験
は
実
演
試
験
と
す
る
。

　
　

2　

取
得
試
験
に
お
い
て
所
定
の
成
績
を
修
め
た
者

に
、
布
教
使
任
用
申
請
資
格
（
以
下
「
任
用
申

請
資
格
」
と
い
う
。）
を
授
与
し
、
当
該
証
明

書
を
交
付
す
る
。

Ｑ　

実
演
研
修
の
日
程
に
あ
る
「
話
し
合
い
法
座
」
と
は
？

Ａ　

社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
話
し
合
い
法
座
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
六
人
位
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
一
人
が

問
題
提
起
と
、
ま
と
め
の
法
話
を
担
当
を
し
ま
す
。
ま

ず
事
前
に
問
題
を
し
っ
か
り
調
べ
た
者
が
十
分
間
問
題

提
起
し
、
別
の
者
が
司
会
に
な
っ
て
四
十
分
の
話
し
合

い
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
原
発
に
つ
い
て
と
か
、
終
末

期
医
療
と
か
、
出
生
前
診
断
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ

と
な
り
ま
す
。
そ
の
話
し
合
い
を
受
け
た
結
果
、
問
題

提
起
し
た
者
が
、
ま
と
め
の
法
話
と
し
て
二
十
分
話
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
真
宗
の
教
え
と
そ
の
問
題
が
、

ど
う
関
係
し
て
く
る
の
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

参
考

※
「
話
し
合
い
法
座
」

従
来
の
法
座
の
あ
り
よ
う
が
、
一
方
通
行
の
法
座
で
あ
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り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
一
人
ひ
と
り
の
門

信
徒
の
問
い
、
現
実
の
具
体
的
な
悩
み
、
悲
し
み
に
向

き
あ
う
も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。（
中
略
）
こ

の
よ
う
な
あ
り
よ
う
の
転
換
が
門
信
徒
会
運
動
に
お
け

る
「
話
し
合
い
法
座
」
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

講
義
形
式
の
一
方
通
行
の
法
座
、
あ
な
た
の
問
い
に
答

え
る
方
式
、「
僧
侶
が
話
し
、
門
徒
は
聞
く
だ
け
」
と
い

う
あ
り
方
を
克
服
し
て
、「
話
し
合
い
」
を
中
心
と
し
た

法
座
が
「
話
し
合
い
法
座
」
で
す
。（「
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
総
合
研
究
所
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
「
教
え
て
」「
布
教

伝
道
の
基
礎
」
よ
り
）

③
指
導
方
針
（
布
教
の
心
得
）
に
つ
い
て

【
阿
部
先
生
か
ら
の
聞
き
取
り
】

Ｑ
「
伝
道
院
で
の
指
導
方
針
」
を
教
え
て
下
さ
い
。

※
こ
の
設
問
の
回
答
に
は
、
講
義
内
容
に
基
づ
き
、
筆
者

で
段
落
を
分
け
、
小
見
出
し
を
付
加
し
た
。

Ａ
《『
教
行
信
証
』
の
組
織
》

　
　
　
わ
れ
わ
れ
浄
土
真
宗
の
一
番
の
聖
典
は
『
教
行
信
証
』

（『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』）
で
す
。

　
　
　
ま
ず
親
鸞
聖
人
は
浄
土
三
部
経
を「
真
実
」と「
方
便
」

と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
三
経
差
別
」
と
い
う
見
方
で
す
。

　
　
　
「
三
経
一
致
」
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
、『
無
量
寿
経
』
は
名
号
と
い
う
「
薬
」
を
説
い
て

い
る
。『
観
無
量
寿
経
』
は
、
救
わ
れ
る
「
機
」
を
説
い

て
い
る
。『
阿
弥
陀
経
』
は
「
機
法
合
説
」
と
い
っ
て
、

五
濁
悪
世
の
衆
生
が
一
切
世
間
、
難
信
の
法
の
念
仏
に

よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
く
「
機
法
合
説
」
と
、
六
方
段
で

諸
仏
が
証
明
す
る
「
証
誠
」
と
い
う
分
際
と
し
て
、
三

部
経
は
一
致
す
る
。
と
い
う
見
方
で
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、「
三
経
差
別
」
と
い
っ
て
、
三
部
経
に
「
真
実
」
と

「
方
便
」
と
い
う
別
を
立
て
る
の
が
親
鸞
聖
人
の
教
義
の

特
色
で
す
。

　
　
　
『
教
行
信
証
』は
六
巻
の
書
物
で
す
か
ら
、
最
初
の「
教
」

か
ら
、「
行
」、「
信
」、「
証
」、「
真
仏
土
」
の
五
巻
ま
で

が『
無
量
寿
経
』の
内
容
で
す
。
そ
し
て
六
巻
目「
化
身
土
」
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の
中
で
『
観
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
と
他
の
「
聖

道
門
」
の
教
え
、
九
十
五
種
の
外
道
。
細
か
く
言
え

ば
、
道
教
や
儒
教
が
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
仏
教
全
般
を「
真
実
」と「
方
便
」に
分
け
、「
真
実
」

を
前
五
巻
に
、「
方
便
」
を
後
六
巻
目
に
、
収
め
た
の
で
す
。

ひ
と
こ
と
で
い
え
ば『
教
行
信
証
』と
は
、
宗
教
を「
真
実
」

と「
方
便
」と「
偽
物
」に
分
け
た
書
物
で
あ
り
、
そ
の『
教

行
信
証
』
が
、
我
々
の
布
教
の
一
番
の
根
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
『
観
無
量
寿
経
』
の
法
門
を
我
々
は
「
行
々
相
対
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
定
善
や
散
善
で
浄
土
に
生

ま
れ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
。
要
は
、
最
後
は

阿
難
に
「
汝
、
好
く
こ
の
語
を
持
て
、
こ
の
語
を
持
て

と
は
即
ち
こ
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
」
と
、
念
仏
を

付
属
す
る
。
だ
か
ら
、『
観
無
量
寿
経
』
と
い
う
お
経
は
、

聖
道
門
の
行
者
に
対
し
て
念
仏
を
与
え
て
い
る
説
教
な

ん
で
す
が
、
聖
道
門
の
行
者
を
浄
土
門
に
「
方
便
」
と

し
て
引
入
せ
し
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
聖
道
門
の
行
で

は
な
く
、
浄
土
門
の
行
で
あ
る
念
仏
の
一
行
を
与
え
ん

が
た
め
に
、
お
釈
迦
さ
ま
が
お
説
教
な
さ
っ
た
の
が
『
観

無
量
寿
経
』
で
す
。

　
　
　
『
選
択
集
』
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
、
諸
行
は
建
物

に
例
え
れ
ば
柱
と
か
壁
と
か
床
と
か
、
そ
う
い
う
部
分

で
あ
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
念
仏
は
家
全
体
な
の
だ
と
。

称
名
念
仏
の
一
行
を
与
え
る
。
そ
う
い
う
教
え
が
、『
観

無
量
寿
経
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
修
行
し
て
悟
り
を
開

こ
う
と
す
る
人
に
合
わ
せ
て
説
い
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

は
行
々
相
対
の
法
門
即
ち「
方
便
」で
す
。『
阿
弥
陀
経
』

も
同
じ
く
方
便
で
す
。
そ
う
や
っ
て
、『
無
量
寿
経
』と『
観

無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
を
「
真
実
」
と
「
方
便
」

と
に
分
け
ま
す
。

　
　
　
『
教
行
信
証
』
の
五
巻
、
最
初
の
「
教
」
の
巻
に
は
、『
大

無
量
寿
経
』
略
し
て
『
大
経
』
そ
の
も
の
に
関
し
て
説

か
れ
ま
す
。
次
に
「
行
」
の
巻
に
は
、「
諸
仏
称
名
の
願

（
十
七
願
）」
が
説
か
れ
ま
す
。
諸
仏
称
名
と
は
、
諸
仏
が

念
仏
す
る
の
で
は
な
く
て
、
称
と
は
称
揚
、
称
讃
、
褒
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め
る
こ
と
、
名
号
を
讃
嘆
す
る
こ
と
。
も
っ
と
言
え
ば
、

名
号
の
い
わ
れ
を
説
く
こ
と
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
い
わ

れ
を
説
く
こ
と
が
、
要
す
る
に
十
七
願
だ
と
い
う
ん
で

す
。
そ
し
て
十
七
願
が
成
就
し
た
、
そ
れ
が
『
無
量
寿

経
』
の
お
説
教
で
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
『
無
量
寿
経
』

の
お
説
教
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
は
何
で
あ
る
か
」
を

説
い
て
い
る
。

　
　
　
三
番
目
の
「
信
」
の
巻
に
は
、「
至
心
信
楽
の
願
（
十
八

願
）」
が
説
か
れ
ま
す
。
十
八
願
に
「
至
心
信
楽
欲
生
我

国
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、「
至
心
信
楽
の
願
」
と
呼
び
ま

す
。
こ
こ
が
大
事
な
ん
で
す
。
法
然
上
人
は
十
八
願
を

「
念
仏
往
生
の
願
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。『
教
行
信
証
』
に

は
、「
こ
れ
即
ち
、
念
仏
往
生
の
願
よ
り
出
で
た
り
」
っ

て
書
い
て
あ
る
の
で
す
。「
出
で
た
り
」っ
て
こ
と
は
、「
念

仏
往
生
の
願
」
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
要
す
る
に
「
至

心
信
楽
を
誓
っ
た
」
の
が
十
八
願
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
何
故
、
十
七
願
が「
行
」で
、
十
八
願
が「
信
」な
の
か
？

十
七
願
は
名
号
の
は
た
ら
き
（
行
）
を
誓
っ
た
願
で
あ
り
、

十
八
願
は
そ
の
名
号
を
信
ず
る
（
信
）
を
誓
っ
た
願
で

あ
る
。
十
八
願
に
は
、「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
文
が

あ
り
ま
す
。
あ
れ
を
宗
祖
は
悪
人
正
機
の
文
証
で
あ
り
、

「
生
起
」
だ
と
い
う
ん
で
す
。
救
い
の
目
当
て
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
五
逆
、
誹
謗
正
法
し
て
、
無
間
地
獄
に
堕

ち
て
い
く
者
、
そ
こ
に
焦
点
を
定
め
て
、
一
切
衆
生
を

仏
に
し
よ
う
と
い
う
本
願
な
の
だ
と
い
う
の
で
す
。

　
　
　
四
番
目
の
「
証
」
の
巻
に
は
、「
必
至
減
度
の
願
（
十
一

願
）」
が
、
五
巻
目
の
「
真
仏
土
」
の
巻
に
は
「
光
明
無

量
の
願
（
十
二
願
）」
と
、「
寿
命
無
量
の
願
（
十
三
願
）」

が
説
か
れ
ま
す
。
こ
こ
ま
で
を
「
真
実
五
願
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
「
真
実
五
願
」
に
対
し
て
、
十
九
願
と

二
十
願
は
「
方
便
」
の
願
と
い
い
ま
す
。「
方
便
」
と
い

う
の
は
い
わ
ば
「
真
実
」
に
至
ら
し
め
る
た
め
の
手
だ
て
。

そ
し
て
十
九
願
の
お
経
が
『
観
無
量
寿
経
』
で
、
二
十

願
の
お
経
が
『
阿
弥
陀
経
』
に
相
当
し
ま
す
。

　
《「
成
就
文
ず
わ
り
」
の
法
義
》

　
　
　
『
無
量
寿
経
』
の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
十
八
願
で
す
。
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十
八
願
に
は
因
願
と
成
就
文
が
あ
っ
て
、
ど
っ
ち
が
中

心
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
成
就
文
」
が
『
無
量
寿
経
』

の
一
番
中
心
で
す
。
も
ち
ろ
ん
十
八
願
そ
の
も
の
も
大

事
で
す
け
れ
ど
、「
十
八
願
成
就
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
『
無

量
寿
経
』
の
救
い
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
を
「
成
就
文

ず
わ
り
」
の
ご
法
義
と
申
し
ま
す
。
本
願
成
就
文
、
皆

さ
ま
ご
承
知
の
よ
う
に
「
聞
其
名
号　
信
心
歓
喜　
乃

至
一
念　
至
心
回
向　
願
生
彼
国　
即
得
往
生　
住
不

退
転
」
で
あ
り
ま
す
。「
そ
の
名
号
を
聞
い
て
」、
そ
の
名

号
は
、
前
の
十
七
願
成
就
文
「
十
方
諸
仏
如
来
が
、
無

量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
讃
歎
し
た
も
う
」

が
、
十
七
願
成
就
文
で
す
。
だ
か
ら
、
十
方
諸
仏
が
名

号
を
ご
讃
歎
す
る
そ
の
お
説
教
を
聞
い
て
、
衆
生
が
「
聞

其
名
号　
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
」
す
る
と
こ
ろ
に
、
如

来
の
功
徳
が
回
向
さ
れ
て
、「
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願

ず
れ
ば
、
即
得
往
生
住
不
退
転
」
で
す
か
ら
、
名
号
の

い
わ
れ
を
聞
く
と
こ
ろ
に
信
心
定
ま
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
れ
が
「
成
就
文
ず
わ
り
」
の
信
心
正
因
の
ご
法
義
な

ん
で
す
。

　
　
　
こ
れ
を
親
鸞
聖
人
は
、「
経
に
聞
と
い
う
は
衆
生
仏
願

の
生
起
本
末
を
聞
い
て
疑
心
あ
る
こ
と
な
し
、
こ
れ
を

聞
と
い
う
な
り
」
っ
て
説
か
れ
て
い
ま
す
。
本
願
成
就

文
の
「
聞
」
の
字
は
、
わ
れ
わ
れ
が
仏
願
の
生
起
本
末

を
聞
い
て
疑
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
仏
願
の

生
起
本
末
を
聞
い
て
疑
心
あ
る
こ
と
な
し
」、
こ
の「
聞
」

は
そ
の
ま
ま
「
信
」
だ
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。

　
《
仏
願
の
生
起
本
末
》

　
　
　
要
す
る
に
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
布
教
と
い
う
の
は
、

「
名
号
の
い
わ
れ
を
説
く
」
こ
と
で
す
。「
名
号
の
い
わ

れ
」
と
は
「
仏
願
の
生
起
本
末
」
の
こ
と
。
南
無
阿
弥

陀
仏
が
聞
こ
え
て
い
る
、
南
無
阿
弥
陀
仏
が
届
い
て
い

る
、
も
っ
と
言
え
ば
、
お
念
仏
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
さ
ま
が
働
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
他
力
の
念
仏
と
は
、
阿
弥
陀
さ
ま

が
働
い
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
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「
仏
願
の
生
起
本
末
」
と
は
何
か
。
ま
ず
「
仏
願
」。
阿

弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
が
な
ぜ
起
こ
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ

が
「
生
起
」
で
す
。「
如
来
の
作
願
を
た
ず
ぬ
れ
ば　
苦

悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て　

回
向
を
首
と
し
た
ま
い

て　
大
悲
心
を
ば
成
就
せ
り
」
と
い
う
和
讃
が
あ
り
ま

す
。「
如
来
の
作
願
を
た
ず
ぬ
れ
ば
」、
阿
弥
陀
さ
ま
が
な

ぜ
ご
本
願
を
起
こ
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、「
苦
悩
の
有
情

を
す
て
ず
し
て
」、
苦
悩
の
有
情
っ
て
い
う
の
は
私
の
こ

と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
苦
悩
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
代
表
的

な
も
の
は
生
老
病
死
で
す
。
生
老
病
死
に
苦
悩
し
て
い

る
私
で
す
ね
。
そ
の
一
番
の
問
題
は
死
ん
で
い
く
こ
と

で
す
。
死
に
た
く
な
い
の
に
死
ん
で
い
か
な
き
ゃ
な
ら

な
い
苦
悩
で
す
。
そ
れ
を
私
に
限
ら
ず
全
員
が
持
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
阿
弥
陀
さ
ま
が
ご
覧
に
な
っ

て
、
そ
の
生
死
を
超
え
た
世
界
を
与
え
た
い
と
願
わ
れ

た
の
が
、「
如
来
の
作
願
を
た
ず
ぬ
れ
ば
苦
悩
の
有
情

を
す
て
ず
し
て
」
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
に

ご
本
願
を
起
こ
さ
せ
た
原
因
は
、
私
の
苦
悩
な
ん
で
す
。

浄
土
真
宗
の
話
を
す
る
と
、
よ
く
「
キ
リ
ス
ト
教
に
似

て
い
ま
す
ね
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
ま
る
っ
き

り
違
う
。
ど
こ
が
違
う
と
い
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、

神
さ
ま
は
も
と
も
と
神
さ
ま
で
す
。
神
さ
ま
が
人
間
を

作
っ
た
の
だ
か
ら
、
人
間
が
い
る
前
か
ら
神
さ
ま
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
と
こ
ろ
が
、
阿
弥
陀
仏
は
「
た
ず
ぬ
れ

ば
苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て
」
で
す
か
ら
、
私
の
苦

悩
が
あ
っ
た
か
ら
本
願
が
起
き
た
。
例
え
れ
ば
、
医

者
は
な
ぜ
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
患
者
が
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
ま
ず
医
者
が
い
て
患
者
が
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
苦
悩
の
有
情
が
お
る
か
ら
、
ご
本
願
を
起
こ
さ
れ

た
。
つ
ま
り
私
が
い
な
け
れ
ば
阿
弥
陀
さ
ま
は
い
な
い

わ
け
で
す
。
こ
の
関
係
を
縁
起
と
申
し
ま
す
。「
死
に
た

く
な
い
よ
」
と
苦
し
む
私
が
お
る
か
ら
、
そ
れ
を
救
い

た
い
と
願
っ
た
こ
と
が
「
生
起
」
で
す
。
そ
し
て
本
願

を
起
こ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
四
十
八
願
だ
け
れ
ど
も
、
縮

め
れ
ば
第
十
八
願
。
そ
し
て
「
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
、

私
は
阿
弥
陀
と
名
乗
り
ま
せ
ん
」と
誓
っ
た
こ
と
が「
本
」
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で
す
。「
仏
願
の
生
起
本
末
」
の
「
本
」
で
、
そ
れ
か
ら

長
い
長
い
ご
修
行
に
入
ら
れ
て
阿
弥
陀
仏
と
な
ら
れ
た
。

そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
こ
で
知
る
の
か
？
南
無
阿
弥

陀
仏
の
名
号
は
、
も
う
既
に
私
の
世
界
に
聞
こ
え
て
い

る
の
で
す
。
だ
か
ら
、「
仏
願
の
生
起
本
末
」
の
「
末
」

は
名
号
で
す
。
本
願
成
就
の
名
号
で
す
。
本
願
成
就
と

い
う
こ
と
は
、
私
の
往
生
が
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
何
故
な
ら
「
お
ま
え
を
往
生
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、

私
は
悟
り
は
開
か
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
法
蔵
菩
薩
が
、

も
う
悟
り
を
開
い
て
阿
弥
陀
と
名
乗
っ
て
、「
お
ま
え
を

仏
に
す
る
仏
が
お
る
か
ら
、
任
せ
な
さ
い
」
と
呼
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
が
南
無
阿
弥
陀
仏
な
ん
で
す
。

　
《「
選
択
本
願
」
と
は
》

　
　
　
例
え
話
で
す
け
ど
。
夫
婦
で
水
く
み
を
す
る
時
、
天
秤

棒
と
い
う
一
本
の
棒
を
使
い
、
真
ん
中
に
桶
を
吊
る
す

と
す
る
。
桶
に
水
を
ぎ
り
ぎ
り
一
杯
入
れ
て
、
前
を
奥

さ
ん
、
後
ろ
を
ご
主
人
が
担
ぎ
、
一
、二
の
三
で
立
ち
上

が
る
と
、
棒
が
平
ら
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
桶
が
滑
っ

て
水
は
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
水
を
こ
ぼ
さ
な
い
方

法
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
後
ろ
の
亭
主
が
前
の
奥
さ
ん

に
、「
お
ま
え
、
も
う
ち
ょ
っ
と
背
を
伸
ば
せ
」
と
注
文

を
付
け
る
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
奥
さ
ん
に
声
を
掛
け

る
の
で
な
く
、
自
分
に
命
じ
て
「
お
ま
え
が
、
前
を
担

ぐ
奥
さ
ん
に
合
わ
せ
て
、
背
丈
を
合
わ
せ
ろ
」
と
自
分

が
腰
を
か
が
め
る
方
法
。
法
蔵
菩
薩
は
ど
っ
ち
の
方
法

を
取
っ
た
の
か
。
十
八
願
は
「
設
我
得
仏　
十
方
衆
生
」

で
す
か
ら
、「
十
方
衆
生
」
に
対
し
て
注
文
を
付
け
て
、「
我

が
名
を
称
え
る
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
救
う
相
手
に
一

切
注
文
を
付
け
ず
自
分
に
注
文
を
つ
け
た
の
か
。
つ
ま

り
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
、「
選
択
本
願
」
と
い
っ
て
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
行
の
中
か
ら
、
称
名
念
仏
を
選
択
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。「
易
行
」
の
易
と
い
う
字
を
親
鸞
聖

人
は
「
他
力
」
と
読
ん
だ
わ
け
で
す
。
子
ど
も
に
も
で

き
る
易
し
い
行
を
選
択
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。「
他
力
の
念
仏
」を
選
択
さ
れ
た
ん
で
す
。

救
う
相
手
に
注
文
を
付
け
、
念
仏
し
た
ら
救
っ
て
や
る
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ぞ
と
い
う
、
注
文
す
る
念
仏
で
は
な
く
て
、
自
分
に
注

文
を
付
け
て
、
そ
の
者
の
上
に
お
念
仏
と
な
っ
て
働
く

仏
に
私
は
な
ろ
う
と
、
誓
わ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
い

う
な
ら
ば
、
私
は
、
念
仏
と
な
っ
て
届
く
仏
に
な
り
ま

し
ょ
う
、
も
し
そ
う
な
ら
な
い
う
ち
は
、
私
は
仏
と
名

乗
り
ま
せ
ん
と
、
自
分
に
注
文
を
付
け
て
修
行
に
入
ら

れ
た
の
だ
と
。

　
《「
他
力
」
の
受
け
取
り
》

　
　
　
よ
く
お
説
教
で
言
う
例
え
な
ん
で
す
け
ど
も
、「
春
が

来
た
、
春
が
来
た
」
と
言
っ
て
も
、
春
っ
て
見
え
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
ん
で
春
が
来
た
っ
て
分
か
る
の

か
っ
て
い
っ
た
ら
、
梅
に
花
が
咲
く
、
桜
に
花
が
咲
く

か
ら
。「
阿
弥
陀
さ
ま
が
働
い
て
い
る
、
私
を
仏
に
し
よ

う
と
働
い
て
い
る
」
っ
て
言
っ
て
も
、
見
え
な
い
。
な
ん

で
分
か
る
の
か
っ
て
い
っ
た
ら
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

お
念
仏
申
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
。
阿
弥
陀
さ

ま
が
お
念
仏
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て

お
念
仏
を
申
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
阿
弥
陀
さ
ま

の
働
き
に
お
任
せ
し
て
い
る
念
仏
だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
他

力
の
念
仏
」
っ
て
い
う
ん
で
す
。
で
も
、「
こ
っ
ち
が
お

念
仏
す
る
こ
と
と
交
換
条
件
に
、
お
浄
土
参
り
を
手
に

入
れ
よ
う
」
っ
て
称
え
る
の
は
、「
自
力
の
念
仏
」
な
ん

で
す
。
こ
れ
は
法
然
上
人
も
「
他
力
の
念
仏
」
は
浄
土
に

往
生
す
る
け
ど
も
、「
自
力
の
念
仏
」
は
浄
土
に
往
生
せ

ん
っ
て
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の

違
い
は
何
か
っ
て
い
っ
た
ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
働
く
ま

ま
の
お
念
仏
が
「
他
力
の
念
仏
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

十
八
願
の
「
乃
至
十
念
の
称
名
」。
だ
か
ら
、
私
の
ほ
う

は
、
例
え
ば
何
遍
称
え
な
き
ゃ
駄
目
だ
と
か
、
ど
こ
で

称
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
、
い
つ
称
え
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
か
の
、
一
切
決
ま
り
事
が
な
い
わ
け
で
す
。
何

故
な
ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
働
く
ま
ま
の
念
仏
。
お
姿
見

た
ら
、
自
ず
と
手
が
合
わ
さ
っ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南

無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
申
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
自じ

然ね
ん
と
い
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
他
力
な
ん
で
す
。

　
　
　
阿
弥
陀
さ
ま
が
、
お
念
仏
と
な
っ
て
働
い
て
く
だ
さ
っ
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て
い
る
。
だ
か
ら
、「
お
念
仏
を
申
さ
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
働
き
を
は
ね
つ
け
て
い
る
こ
と
。

お
念
仏
し
な
い
人
っ
て
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
「
お

ま
え
を
仏
さ
ま
に
し
て
や
る
ぞ
」
と
働
い
て
い
る
の
に
、

「
私
は
要
り
ま
せ
ん
」
っ
て
は
ね
つ
け
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
っ

て
、
今
ま
で
お
念
仏
し
な
か
っ
た
私
が
、「
南
無
阿
弥
陀

仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
働
き
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
、
お

念
仏
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
、「
阿
弥
陀
さ
ま
が
働
い
て
い
る
」
っ
て
何
で
わ
か
る

か
？
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
っ
て
今
、
働
い
て
い
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
《「
目
に
見
え
る
も
の
」
は
確
か
で
は
な
い
》

　
　
　
も
う
一
つ
、
現
代
人
は
「
あ
な
た
、
阿
弥
陀
さ
ま
、
見

た
こ
と
あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
し
ま
す
。「
見
た

こ
と
あ
る
の
か
」
っ
て
聞
い
て
く
る
人
は
、
見
え
る
も

の
が
確
か
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
お
浄
土
に

行
っ
た
こ
と
あ
る
の
か
」
と
か
、「
阿
弥
陀
さ
ま
、
見
た

こ
と
あ
る
の
か
」
っ
て
。
あ
れ
は
「
見
た
か
ら
、
そ
れ

は
確
か
だ
、
行
っ
て
き
た
か
ら
そ
れ
は
確
か
だ
」
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
だ
っ
て
見
え

て
い
る
も
の
は
全
部
壊
れ
る
で
し
ょ
う
。
諸
行
無
常
な

の
だ
か
ら
。
私
た
ち
が
見
て
い
る
も
の
、
触
れ
て
い
る

も
の
は
、
全
部
壊
れ
て
い
く
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

が
実
は
一
番
不
確
か
な
ん
で
す
よ
。
私
た
ち
は
不
確
か

な
世
界
に
生
き
て
い
て
、
不
確
か
な
も
の
を
確
か
だ
と

安
心
し
て
生
き
て
い
て
、
こ
と
ご
と
く
裏
切
ら
れ
て
い

く
。
逆
に
言
っ
た
ら
、
見
え
て
い
る
も
の
は
確
か
で
す

か
？
見
え
て
い
る
も
の
っ
て
、
全
部
壊
れ
て
い
く
も
の

で
し
ょ
。
不
確
か
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
の
不
確
か
な

世
界
に
、
確
か
な
も
の
が
働
い
て
い
る
。『
歎
異
抄
』
に

出
て
く
る
親
鸞
聖
人
の
有
名
な
言
葉
で
、「
煩
悩
具
足
の

凡
夫
、
火
宅
無
常
の
世
界
、
万よ

ろ
ずの

こ
と
皆
も
っ
て
そ
ら

ご
と
、
た
わ
ご
と
、
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
に
」、
こ
れ

が
諸
行
無
常
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
一
つ
と
し
て
当
て
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に
な
ら
ん
よ
と
。「
た
だ
念
仏
の
み
ぞ　
ま
こ
と
に
て
お

わ
し
ま
す
」。
こ
の
常
に
変
化
し
て
壊
れ
て
い
っ
て
い
る

こ
の
現
実
世
界
に
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
と
な
っ

て
働
い
て
い
る
阿
弥
陀
さ
ま
の
働
き
の
み
が
、
ま
こ
と

で
あ
り
ま
す
っ
て
言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
世
の
中

で
「
真
実
」
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
以
外
の

も
の
は
、
全
部
変
わ
っ
て
い
く
。
私
の
心
で
あ
っ
て
も
、

何
で
も
。
一
切
当
て
に
な
り
ま
せ
ん
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
み
が
ま
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
お
前
を
仏
に
す
る
阿
弥
陀
さ
ま
が
働
い
て
い
る
。「
わ

れ
に
任
せ
よ
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
さ

ま
の
お
呼
び
声
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
如
来
本
願
召
喚
の
勅
命
」
と
い
っ
て
、
任
せ
な

さ
い
の
「
仰
せ
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
『
教
行
信
証
』

の
行
の
巻
の
「
六
字
釈
義
」
と
い
っ
て
、
ま
る
ま
る
仏

さ
ま
の
働
き
と
し
て
六
字
を
解
釈
す
る
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
の
教
学
が
あ
り
ま
す
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の

布
教
と
い
う
の
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
い
わ
れ
を
説

示
す
る
に
つ
き
る
。

　
《「
南
無
」
と
は
》

　
　
　
さ
て
「
南な

無も

」
と
い
う
二
文
字
、
我
々
は
こ
の
読
み
方

に
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
し
ま
す
。（
※
「
安
心
論
題
」

十
一
「
六
字
釈
義
」
で
は
、
鎮
西
派
が
「
帰
投
身
命
」、

西
山
派
が
「
帰
還
命
根
」、
浄
土
真
宗
が
「
帰
順
勅
命
」

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
→
『
新
編　
安
心
論
題
綱

要
』
本
願
寺
出
版
発
行
88
頁
）
三
つ
の
流
れ
と
い
う
の
は
、

浄
土
宗
の
方
が
説
か
れ
る
南
無
と
、
西
山
派
で
説
か
れ

る
南
無
と
、
本
願
寺
派
で
説
く
南
無
、
三
つ
違
う
わ
け

で
す
。「
南
無
」
を
「
帰
命
」
と
訳
す
の
は
同
じ
で
す
が
、

本
願
寺
派
で
は
こ
の
「
命
」
を
「
い
の
ち
」
と
読
ん
だ

ら
駄
目
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
「
勅
命
」、「
仰
せ
」
と
受
け

取
り
ま
す
。「
帰
」
と
い
う
字
は
、
こ
れ
は
「
か
え
る
」

で
は
駄
目
で
す
。「
帰マ

説マ

（
き
え
つ
）」
と
い
っ
て
「
よ
り

た
の
む
な
り
」、「
帰マ

説マ

（
き
さ
い
）」
と
い
っ
て
「
よ
り

か
か
る
な
り
」（
※
『
教
行
信
証
』
行
巻
六
字
釈
→
『
真
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宗
聖
典
170
頁
）
と
読
み
ま
す
。「
帰
命
」
と
い
う
こ
と
は
、

仏
の
側
か
ら
言
え
ば
「
任
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
。「
こ
の

私
を
仏
に
で
き
な
け
れ
ば
、
自
分
が
仏
と
名
乗
ら
な
い
」

と
誓
っ
た
法
蔵
菩
薩
が
、
も
う
悟
り
を
開
い
て
阿
弥
陀

仏
と
な
っ
て
い
る
。「
私
を
仏
に
す
る
働
き
」
が
も
う
働

い
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
「
任
せ
よ
」
と
い
う
こ

と
が
南
無
阿
弥
陀
仏
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
そ
れ
と
あ
と
も
う
一
つ
、
こ
の
「
帰
命
」
は
「
助
け
た

ま
え
」
と
読
み
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
「
助
け
た
ま
え
」

で
も
、
本
願
寺
派
と
浄
土
宗
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
本

願
寺
派
で
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
の
呼
び
声
は
、

阿
弥
陀
仏
が
先
な
ん
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
声
「
助

け
る
ぞ
」
が
先
な
の
だ
と
い
う
。「
阿
弥
陀
が
お
る
か
ら

安
心
せ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
私
を
仏
に
す
る
働
き
が
先

に
働
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
働
き
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
こ
の
私
が
手
に
数
珠
を
掛
け
た
り
、

仏
法
を
聞
い
た
り
、
お
念
仏
を
申
し
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
、
そ
の
働
き
の
中
に
お
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
に
任
せ
よ
と
言
う
こ
と
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」、
こ

う
い
う
教
え
な
ん
で
す
。

　
《「
乃
至
十
念
」》

　
　
　
第
十
八
願
に
「
乃
至
十
念
」
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ

の
「
乃
至
」
が
付
い
て
い
る
理
由
は
何
か
。
例
え
ば
臨

終
の
時
に
、
も
う
ま
さ
に
死
に
か
け
て
い
る
時
に
、「
あ

な
た
を
仏
に
す
る
仏
さ
ま
は
も
う
働
い
て
い
る
ん
だ
か

ら
大
丈
夫
だ
よ
、
安
心
し
て
大
丈
夫
だ
よ
、
も
う
南
無

阿
弥
陀
仏
と
働
い
て
い
る
よ
」
と
聞
い
て
、
そ
れ
で
命

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
お
念
仏
は
出
な
い
。
出

な
く
と
も
「
乃
至
」、「
数
を
限
定
し
な
い
、
あ
っ
て
も

な
く
て
も
」
と
い
う
こ
と
が
「
乃
至
」
と
い
う
意
味
で
す
。

「
一い

っ
多た

不ふ

定じ
よ
う」「

有う

無む

不ふ

定じ
よ
う」（

※
安
心
論
題
五「
信
心
正
因
」）

と
い
い
ま
す
。

　
　
　
お
念
仏
が
働
く
。
臨
終
の
と
き
に
、
命
終
わ
ら
ず
に
そ

の
ま
ま
命
延
び
れ
ば
、
お
念
仏
と
な
っ
て
私
の
上
に
仏

さ
ま
が
働
く
と
い
う
事
で
す
。「
疑
い
」
の
こ
と
を
、
親
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鸞
聖
人
は
「
計
ら
い
」
と
い
う
。「
計
ら
い
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
た
と
え
ば
、「
念
仏
を
称
え
て
浄
土
に
参

ろ
う
」
と
か
。「
信
心
」
を
い
た
だ
か
な
か
っ
た
ら
お
浄

土
に
参
れ
な
い
の
で
、「
仏
教
を
聴
聞
し
て
、
信
心
を

と
っ
て
参
ろ
う
」
と
か
、「
私
が
何
か
や
っ
て
、
お
浄
土

参
り
を
手
に
入
れ
よ
う
」
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
は
全

部
「
計
ら
い
」
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
「
疑
い
」
で
す
。「
阿

弥
陀
さ
ま
に
お
任
せ
す
る
」
こ
と
と
「
お
念
仏
を
申
す
」

と
い
う
こ
と
は
別
じ
ゃ
な
い
。
何
故
な
ら
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
と
お
念
仏
と
な
っ
て
働
く
仏
さ
ま
、
そ
れ
が
十
八

願
の
「
乃
至
十
念
」。
そ
れ
を
こ
う
読
む
ん
で
す
よ
。「
信

ぜ
し
め
、
称
え
さ
せ
て
、
浄
土
に
迎
え
取
る
」
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
「
至
心
信
楽
欲
生
」
の
三
心
は
、
如
来
回
向
の

信
心
で
あ
っ
て
、
私
が
信
じ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
。
仏
さ
ま
が
、
仏
心
、
仏
の
心
を
私
に
回
向
し

て
く
だ
さ
る
。
他
力
回
向
の
信
心
で
す
。
信
ぜ
し
め
る
。

信
ぜ
し
め
る
っ
て
こ
と
は
任
せ
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
働
き
に
お
任
せ
さ
せ
て
、
そ

の
上
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
働
い
て
い
く
の
が
、「
乃
至
十

念
」
の
念
仏
で
す
。
信
ぜ
し
め
、
称
え
さ
せ
て
、
浄
土

に
迎
え
取
る
と
誓
っ
て
い
る
の
が
、
十
八
願
の
念
仏
な

ん
で
す
。

　
　
　
だ
か
ら
、
十
八
願
は
「
称
え
た
者
を
救
っ
て
や
る
よ
」

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
「
私
は
お
念
仏

と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
仏
に
な
れ
な
い
う
ち
は
、
私
は

仏
と
名
乗
ら
な
い
」
と
い
う
、
そ
の
本
願
が
成
就
し
た
。

十
八
願
が
成
就
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。《
本

願
寺
派
は
「
聴
聞
」
中
心
の
宗
派
》
だ
か
ら
、
ま
ず

は
こ
う
い
う
教
学
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ち
ゃ
ん
と
自
分
が
学
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
他
人
に
お
説

教
は
で
き
な
い
で
す
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
は
お
説
教

が
命
だ
と
言
っ
て
も
い
い
。「
お
念
仏
し
ま
し
ょ
う
」
と

言
っ
て
、
お
念
仏
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
そ
の
念
仏
は

「
自
力
」
か
「
他
力
」
か
。
要
す
る
に
信
心
の
上
の
お
念

仏
か
、
そ
れ
と
も
「
念
仏
を
交
換
条
件
に
思
い
、
称
え
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る
こ
と
で
お
浄
土
参
り
を
手
に
入
れ
よ
う
」
と
し
て
称

え
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
お
説
教
を
聞
い
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ

は
「
聴
聞
」
中
心
の
宗
派
で
す
。
何
を
聴
聞
す
る
の
か
？

「
経
に
聞
と
い
う
の
は
、
衆
生
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き

て
疑
心
あ
る
こ
と
な
し
、
こ
れ
を
聞
と
い
う
な
り
」
と

い
っ
て
、「
仏
願
の
生
起
本
末
」
を
聞
い
て
い
た
だ
く
。

そ
れ
が
仏
説
『
無
量
寿
経
』
の
お
説
教
な
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が
「
仏
願
の
生
起
本
末
」
を

お
説
き
に
な
っ
た
。「
仏
願
の
生
起
」
に
当
た
る
と
こ
ろ

が
本
願
で
す
。「
本
末
」の
末
に
当
た
る
と
こ
ろ
が
成
就
文
。

十
八
願
成
就
文
。
十
七
願
、
十
八
願
で
、
そ
の
名
号
を

聞
い
て
信
心
歓
喜
し
て
「
名
号
成
就
」。
本
願
と
名
号
の

関
係
を
聞
い
て
「
名
号
成
就
」
は
「
本
願
成
就
」
で
あ
り
、

「
本
願
成
就
」
は
「
往
生
成
就
」
と
安
心
さ
せ
て
い
た
だ

く
ん
だ
と
教
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
要
す
る
に
、
私
が
何
か
す
る
と
救
い
が
来
る
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
も
う
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
届
い
て
い
る
と
。

だ
か
ら「
聞
き
発ひ

ら
く
」と
、
そ
う
い
う
表
現
を
す
る
。「
信

心
開か

い

発ほ
つ

」。
届
い
て
い
る
も
の
が
ひ
ら
か
れ
る
。
そ
れ
を

「
開
発
」
と
い
う
の
で
す
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学

と
い
う
の
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
ら
、「
も
う
私
の
お
浄
土
参
り
は
間
違
い
な
い
」

と
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
さ
い
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
本
尊
に
し
て
、
そ
の
前

で
お
礼
を
し
て
い
る
わ
け
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

も
う
そ
の
上
で
の
念
仏
だ
か
ら
「
御
恩
報
謝
」
の
お
念
仏
。

「
御
恩
報
謝
」で
あ
る
と
同
時
に
、
も
ち
ろ
ん「
正
定
業
」

で
す
よ
。

　
　
　
「
正
定
業
」
と
は
、
仏
さ
ま
が
働
い
て
い
る
ま
ま
っ
て

い
う
こ
と
で
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
が
働
い
て
い
る
念
仏
だ

か
ら
「
正
定
業
」
っ
て
い
う
ん
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と

が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
お

取
り
次
ぎ
す
る
の
か
っ
て
い
っ
た
ら
、「
ま
ず
は
仏
願
の

生
起
本
末
を
説
く
ん
だ
よ
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん

で
す
。
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④
法
話
の
構
成
法
（
組
み
立
て
）

【
阿
部
先
生
か
ら
の
聞
き
取
り
】

→
伝
道
院
の
指
導
で
は
、
ま
ず
「
起
承
転
結
」
と
い
う
基
本
的

な
組
み
立
て
を
徹
底
さ
せ
ま
す
。「
御
讃
題
」
は
、
で
き
る
だ

け
「
和
讃
」
を
選
ば
せ
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
弥
陀
成
仏
の
こ

の
か
た
は　

い
ま
に
十
劫
を
へ
た
ま
へ
り
法
身
の
光
輪
き
は
も

な
く　

世
の
盲
冥
を
て
ら
す
な
り
～
、
今
日
は
こ
の
ご
讃
題
の

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
法
話
を
始
め
、
最
後
に「
肝

要
は
、
拝
読
の
御
文
章
に
て
～
」、
つ
ま
り「
大
切
な
と
こ
ろ
は
、

こ
れ
か
ら
読
む
御
文
章
を
ご
聴
聞
く
だ
さ
い
」
と
唱
え
て
、「
御

文
章
」
を
拝
読
し
ま
す
。

参
考

　

讃
題
・
序
説
→
本
説
―
―
―
―
―
―
―
―
→
結
勧

　

導
入
―
―
―
→
法
義
説
・
譬
喩
・
因
縁
―
→
合が

っ

法ぽ
う

　

起
―
―
―
―
→
承
―
―
―
転
―
―
―
―
―
→
結

　

 （
※「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
」ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
→
「
教
え
て
」「
布
教
伝
道
の
基
礎
」
よ
り
）

⑤
布
教
の
作
法
に
つ
い
て

（
1
）
布
教
の
は
じ
め
に

①
演
台
に
立
っ
て
、
一
揖
す
る
。

②
御
文
章
箱
の
蓋
は
、
中
尊
よ
り
下
座
に
置
く
。

③
御
文
章
を
い
た
だ
き
開
い
て
箱
の
中
に
置
く
。

（
2
）
御
讃
題

①
御
讃
題
は
必
ず
聖
教
（
浄
土
三
部
経
・
七
高
僧
の

論
釈

・
宗
祖
の
撰
述
・
御
文
章
、
そ
の
他
歴
代
宗
主
の
撰
述
、

及
び
宗
祖
又
は
歴
代
宗
主
の
敬
重
さ
れ
た
聖
教
）

の
中
か
ら
選
ぶ
。

②
御
讃
題
は
布
教
全
体
の
主
題
で
あ
る
か
ら
、
正
確

に
述
べ
る
こ
と
。

③
御
讃
題
を
い
た
だ
く
と
き
は
合
掌
し
、
自
ら
が
聴

聞
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
3
）
御
文
章

①
布
教
の
肝
要
は
御
文
章
で
あ
る
。
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②
拝
読
は
、
出
来
る
だ
け
明
瞭
な
声
で
ゆ
っ
く
り
と

丁
寧
に
す
る
。

③
初
め
の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
」
で
御
文
章
を
閉
じ
、
後

の
「
ア
ナ
カ
シ
コ
」
で
、
自
分
の
目
の
高
さ
ま
で

い
た
だ
く
。

④
い
た
だ
い
た
御
文
章
を
箱
に
も
ど
し
蓋
を
し
、
一

揖
す
る
。

（
※
『
布
教
の
作
法
と
心
得
（
1
）』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
布

教
団
連
合
編
集
発
行
よ
り
引
用
）

〈
5
〉
質
問
へ
の
ご
回
答

Ｑ　

現
代
社
会
に
お
い
て
「
救
い
」
を
ど
う
説
く
か
？

Ａ　

救
い
は
「
成
仏
」
し
か
あ
り
え
ま
せ
ん
。
悟
り
を
開
き
、

こ
の
私
が
、
救
う
側
に
回
る
こ
と
、
自
利
利
他
円
満
の

者
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
私
が
成
仏
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
一
切
衆
生
も
み
な
仏
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
し
か
、
私
も
、

私
以
外
の
者
も
救
わ
れ
る
道
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
し

て
私
の
成
仏
は
、
臨
終
の
と
き
に
か
な
う
。
親
鸞
聖
人

は
、
正
定
聚
と
は
「
今
」
だ
と
仰
る
。
信
心
い
た
だ
い
た

と
き
が
正
定
聚
。
臨
終
の
時
は
も
う
成
仏
。
よ
っ
て
通

夜
の
場
は
還
相
回
向
、
亡
く
な
っ
た
方
が
仏
様
と
な
っ

て
、
お
念
仏
と
な
っ
て
活
動
す
る
場
所
な
の
で
す
。

※
前
出
の
テ
キ
ス
ト
『
布
教
の
作
法
と
心
得
（
2
）』
に
は
、

現
代
社
会
に
お
け
る
救
済
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
る
の
で
参
考
に
挙
げ
て
お
く
。

宗
祖
が
『
弥
陀
経
讃
』
に
「
五
濁
悪
時
悪
世
界
濁
悪
邪

見
の
衆
生
に
は　

弥
陀
の
名
号
あ
た
へ
て
ぞ　

恒
沙
の

諸
仏
す
す
め
た
る
」
と
お
示
し
く
だ
さ
る
通
り
、
ま
さ
に
、

今
こ
の
時
こ
そ
念
仏
の
声
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。（
中
略
）
た
し
か
に
一
見
す
る
と
現

代
社
会
が
抱
え
る
苦
悩
は
複
雑
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
が
、
そ
の
根
本
は
以
前
と
少
し
も
変
わ
ら

な
い
。
そ
れ
は
即
如
ご
門
主
が
『
教
書
』
の
中
に
明
示

さ
れ
た
「
人
間
の
か
か
え
て
い
る
究
極
的
な
問
題
、
す
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な
わ
ち
、
老
病
死
の
苦
悩
」
で
あ
り
、「
こ
の
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
宗
教
の
根
本
的
な
意
義

が
あ
る
」
の
で
あ
る
。
私
た
ち
布
教
使
は
こ
の
「
究
極

的
な
問
題
」
を
常
に
視
野
に
置
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
現

代
社
会
の
色
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（『
布
教
の
作
法
と
心
得
（
2
）』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
布

教
団
連
合
編
集
発
行
よ
り
引
用
）

※
又
、
中
央
仏
教
学
院
（
本
願
寺
派
の
僧
侶
養
成
学
校
）
で
用

い
ら
れ
て
い
る
講
義
テ
キ
ス
ト
『
伝
道
要
義
』
に
は
本
願
寺

派
が
宗
門
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
同
朋
運
動
」
に
つ
い

て
も
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

『
末
灯
鈔
』
で
は
「
同
行
を
あ
な
づ
り
な
ん
ど
仕
あ
は

せ
た
ま
ふ
よ
し
…
す
で
に
謗
法
の
ひ
と
な
り
、
五
逆
の

ひ
と
な
り
、
…
か
や
う
の
ひ
と
は
仏
法
信
ず
る
こ
こ
ろ

の
な
き
よ
り
こ
の
こ
こ
ろ
は
お
こ
る
な
り
」
と
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
我
々
が
と
も
す
れ
ば
、
平
等
の
救
い

に
生
き
る
と
か
、
御
同
朋
の
思
い
に
生
き
る
と
か
い

い
な
が
ら
、
杜
会
の
差
別
に
無
関
心
で
あ
り
、
直
接
か

か
わ
り
の
な
い
も
の
と
し
て
い
る
事
に
対
す
る
、
宗
祖

の
非
常
な
憤
り
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
が
同
朋

運
動
に
取
り
組
む
と
い
う
事
は
、
今
ま
で
無
自
覚
、
無

関
心
で
生
き
て
、
差
別
を
し
差
別
を
許
し
て
き
た
私
が
、

信
心
の
上
か
ら
そ
れ
が
許
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
事
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
同
朋
運
動
は
単
に
教
団
の
一
部
の

人
の
運
動
で
あ
る
と
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
ど
こ
ま
で

も
私
自
身
の
信
心
に
生
き
る
実
践
で
あ
り
、
す
べ
て
の

念
仏
者
の
さ
け
て
は
な
ら
な
い
実
践
な
の
で
あ
る
。
今
、

我
々
は
現
代
杜
会
の
不
合
理
な
矛
盾
、
即
ち
歴
史
的
社

会
的
に
人
権
を
侵
し
、
差
別
し
、
人
命
を
も
奪
っ
て
き

た
事
実
を
、
正
し
く
学
び
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

殊
に
現
代
の
社
会
に
残
る
重
大
な
杜
会
問
題
と
し
て
の

同
和
問
題
は
、「
人
類
普
遍
の
原
理
た
る
自
由
と
平
等
に

関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
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れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
」
で
あ
る
。
こ
の

同
和
問
題
を
具
体
的
に
学
び
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
通

し
て
、
婦
人
、
民
族
な
い
し
人
権
、
障
害
者
問
題
等
の

杜
会
の
不
合
理
、
人
権
意
識
、
制
度
の
不
備
等
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（『
伝
道
要
義
』
本
願
寺
出
版
社
よ
り
引
用
）

Ｑ　

自
死
の
問
題
を
ど
う
捉
え
ま
す
か
？

Ａ　

自
死
に
対
し
て
。
自
分
で
命
を
絶
つ
こ
と
そ
の
も
の
を

仏
教
で
は
罪
悪
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
自
死
の
動
機
が
何

か
が
重
要
な
の
で
す
。
虎
の
親
子
に
我
が
身
を
捧
げ
る

の
も
自
死
で
す
。
自
分
が
死
ん
で
そ
の
肉
を
食
べ
さ
せ

る
わ
け
だ
か
ら
。
そ
れ
自
体
は
布
施
行
だ
か
ら
罪
悪
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
も
自
死
家
族
の
人
々
に
対
し

て
、
法
話
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
仏
法
で
は

自
死
と
い
う
こ
と
が
罪
悪
だ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
家
族

の
自
死
、
そ
の
苦
悩
を
受
け
と
め
て
、
そ
の
思
い
を
共

有
、
共
感
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
死
の
問
題
は
扱
え

な
い
で
し
ょ
う
。
亡
く
な
っ
て
、
家
族
を
亡
く
し
た
方

の
思
い
の
共
有
共
感
。
も
ち
ろ
ん
亡
く
な
っ
て
い
っ
た

方
の
思
い
も
共
有
共
感
し
た
上
で
ど
う
い
う
ふ
う
な
話

を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ　

原
発
問
題
を
ど
う
捉
え
ま
す
か
？

Ａ　

原
発
に
対
し
て
は
、
完
全
に
反
対
の
姿
勢
で
す
。
私
が

伝
道
院
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
も
う
十
何
年
、
受

講
生
に
映
画
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
『
被
爆
者
』
と

い
う
映
画
が
あ
り
ま
す
。
監
督
は
、
鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん

と
い
う
方
で
、『
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』
と
い
う
映

画
を
作
っ
た
人
で
す
。
あ
の
映
画
を
作
っ
て
上
映
し
た

が
故
に
、
い
ま
だ
に
六
ヶ
所
村
は
動
か
せ
な
い
ん
で
す
。

映
画
を
見
せ
る
こ
と
で
、
原
発
問
題
が
ど
う
い
う
も
の

か
、
明
ら
か
に
な
り
ま
す
よ
。

　
　
　

教
学
的
な
反
対
理
由
と
し
て
は
、
仏
教
は
、
一
切
衆
生

の
た
め
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
人
間
だ
け
が
優
遇
さ

れ
て
は
い
け
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。
原
発
の
何
が



　48

一
番
問
題
か
っ
て
い
っ
た
ら
、
廃
棄
物
で
し
ょ
う
。
事

故
の
際
、
危
険
だ
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
が

お
こ
る
危
険
性
も
問
題
で
す
。
だ
け
ど
、
何
が
一
番
問

題
か
と
い
っ
た
ら
、
核
廃
棄
物
の
処
理
方
法
が
未
だ
に

決
ま
っ
て
い
な
い
の
に
、
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
人
間
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
。
自
分
た
ち
人

間
だ
け
が
利
益
を
得
る
よ
う
に
、
世
の
中
を
回
し
て
い

る
わ
け
で
す
よ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
教
徒
で
あ

れ
ば
、
一
切
衆
生
の
た
め
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
人

間
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
文
化
に
対
し
て
は
、

ノ
ー
と
言
う
べ
き
で
す
。

Ｑ　

通
夜
、
葬
儀
の
法
話
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

Ａ　

通
夜
、
葬
儀
の
時
、
亡
く
な
っ
た
人
を
誰
か
れ
構
わ
ず

「
仏
さ
ま
」
と
説
く
風
潮
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
ほ

ど
生
前
に
信
心
を
語
り
合
っ
た
人
で
も
な
い
限
り
、
遺

族
に
「
あ
な
た
の
お
爺
さ
ん
は
浄
土
に
参
っ
た
」
と
言

う
事
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
念
仏
し
て
い
た
か
ら
と

い
っ
て
、
信
心
を
頂
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
で
す
し
。
こ
の
こ
と
は
、
前
の
ご
門
主
、
二
十
四
代

即
如
門
主
（
※
大
谷
光
真
氏
）
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ

と
で
す
。
お
檀
家
の
方
が
「
う
ち
の
お
爺
さ
ん
、
お
念

仏
一
回
も
し
な
か
っ
た
け
ど
、
住
職
が
お
浄
土
に
参
っ

た
と
言
う
ん
だ
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
だ
」
っ
て
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
お
説
教
を
聞
か
な
く
た
っ
て
、
念

仏
し
な
く
た
っ
て
い
い
な
ら
お
寺
は
必
要
な
い
。
お
寺

は
お
聴
聞
の
た
め
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
名
号
の
い
わ
れ

を
聞
く
場
所
と
し
て
あ
る
の
で
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ

て
法
を
説
く
か
と
い
う
と
、「
全
て
の
も
の
を
浄
土
に
迎

え
取
る
、
も
し
で
き
な
け
れ
ば
、
私
は
悟
り
を
開
か
な

い
、
と
誓
っ
た
阿
弥
陀
さ
ま
が
、
亡
く
な
っ
た
方
の
上

に
も
、
あ
な
た
の
上
に
も
、
私
の
上
に
も
居
る
の
で
す

よ
」
と
い
う
内
容
で
お
話
し
し
ま
す
。「
こ
れ
を
機
会
に
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
こ
と
を
聞
い
て
、
お
念
仏
申
す
人
生
を

歩
み
ま
せ
ん
か
」
と
、
亡
く
な
っ
た
人
の
死
を
縁
と
し

て
お
念
仏
申
し
、
仏
法
を
聴
聞
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
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れ
れ
ば
、
そ
れ
が
仏
道
で
す
よ
ね
。

Ｑ　

遺
族
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
極
楽
往
生
し
て
い
ま
す
よ
と

伝
え
る
こ
と
が
「
救
い
」
で
は
？

Ａ　

そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
が
、
伝
道
院
で
は
、「
救
う
側
に
回
っ

て
は
い
け
な
い
、
救
わ
れ
る
側
と
し
て
法
話
を
せ
よ
」
と

指
導
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
も
、
私
に
も
、
阿
弥
陀

さ
ま
は
働
き
か
け
て
お
ら
れ
、
浄
土
が
用
意
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
名
号
の
い
わ
れ
を
聞
い
て
、

お
念
仏
申
す
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
く
。
亡
く
な
っ
た

方
の
死
を
縁
と
し
て
、
お
念
仏
申
し
仏
法
を
聴
聞
し
て

い
た
だ
く
。
物
事
は
解
決
す
る
の
で
は
な
く
て
、
方
向

性
を
示
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
縁
と

し
て
、
お
念
仏
し
、
お
寺
に
参
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
そ

う
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。
だ
か
ら
「
亡
く
な
っ
た
人
が
お
浄
土

に
参
り
ま
し
た
」
と
は
、
安
易
に
言
い
ま
せ
ん
。
参
ら

せ
る
阿
弥
陀
さ
ま
が
居
る
と
い
う
こ
と
と
、
亡
く
な
っ

た
人
が
お
浄
土
に
参
っ
た
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
だ
か

ら
。
も
ち
ろ
ん
、
法
話
で
は
し
っ
か
り
と
浄
土
の
存
在

を
話
し
、
他
力
を
話
す
。
浄
土
と
他
力
を
説
く
こ
と
が

一
番
の
「
救
い
」
で
す
。

Ｑ　

回
向
を
ど
う
説
き
ま
す
か
？

Ａ　

回
向
は
全
部
、
如
来
か
ら
の
回
向
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
で

き
る
回
向
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
法
然
上
人
も
『
選
擇

集
』で「
念
仏
は
不
回
向
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
我
々
か
ら
回
向
す
る
こ
と
は
一
切
で
き
な
い
の
で

す
。

Ｑ　

亡
く
な
っ
た
方
に
対
し
て
、
我
々
か
ら
は
何
も
で
き
な
い

と
な
る
と
、
例
え
ば
震
災
の
犠
牲
者
に
対
し
て
は
、
ど

う
説
く
の
で
す
か
？

Ａ　

私
、
東
日
本
大
震
災
の
一
周
忌
法
要
を
、
東
北
教
区
（
福

島
か
ら
青
森
ま
で
）
仙
台
別
院
で
行
っ
た
と
き
に
、
ち
ょ

う
ど
法
話
を
担
当
し
た
ん
で
す
。
二
百
人
位
お
ら
れ
ま
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し
た
。
全
部
、
喪
服
の
方
で
し
た
か
ら
、
多
分
家
族
を

津
波
で
亡
く
し
た
方
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ど
ん

な
話
を
し
た
ら
よ
い
の
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

う
い
う
話
を
し
ま
し
た
。「
あ
な
た
が
、
お
浄
土
に
参
っ

て
仏
さ
ま
の
悟
り
を
開
く
以
外
、
あ
な
た
の
家
族
を
救

う
道
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

　
　
　

そ
れ
は
『
歎
異
抄
』
の
第
四
条
に
出
て
い
る
。
読
み

ま
す
ね
。「
慈
悲
に
聖
道
・
浄
土
の
か
は
り
め
あ
り
。
聖

道
の
慈
悲
と
い
ふ
は
、
も
の
を
あ
は
れ
み
、
か
な
し
み
、

は
ぐ
く
む
な
り
」。
慈
悲
に
は
聖
道
門
と
浄
土
門
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。
聖
道
門
の
慈
悲
は
、
私
が
人
々
を
、
育

ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
す
る
の
が
聖
道
門
の
慈
悲
な
の

だ
と
。「
し
か
れ
ど
も
、
お
も
ふ
が
ご
と
く
た
す
け
と
ぐ

る
こ
と
、
き
は
め
て
あ
り
が
た
し
」。
し
か
し
、
実
際
に

な
か
な
か
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。「
浄
土
の
慈

悲
と
い
う
は
、
念
仏
し
て
、
い
そ
ぎ
仏
に
成
り
て
」。
浄

土
門
の
慈
悲
と
い
う
の
は
、
念
仏
往
生
。
念
仏
往
生
を

信
じ
、
早
く
仏
に
な
る
。
早
く
っ
て
い
う
こ
と
は
、
今

生
の
次
に
仏
に
な
る
の
だ
か
ら
、
最
も
早
く
仏
に
な
る

道
で
す
よ
ね
。「
大
慈
大
悲
心
を
も
っ
て
、
お
も
ふ
が
ご

と
く
衆
生
を
利
益
す
る
を
い
ふ
べ
き
な
り
」。
こ
の
私

が
念
仏
し
て
浄
土
に
往
生
し
て
、
大
慈
大
悲
心
の
仏
と

な
っ
て
、
思
う
が
ご
と
く
人
々
を
救
う
と
い
う
こ
と
が

浄
土
の
慈
悲
で
あ
る
。「
今
生
に
、
い
か
に
い
と
ほ
し
不

便
と
お
も
ふ
と
も
、
存
知
の
ご
と
く
た
す
け
が
た
け
れ

ば
、
こ
の
慈
悲
始
終
な
し
」。
ど
う
や
っ
た
ら
助
け
ら
れ

た
の
か
と
か
、
あ
の
時
、
何
で
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
と
か
、
い
く
ら
思
っ
て
も
、
そ
れ
を
ず
っ
と
悩
ん
で
、

く
よ
く
よ
し
て
も
、
そ
れ
で
は
救
い
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

悩
む
よ
り
も
、
む
し
ろ
念
仏
し
て
、
ま
ず
仏
に
成
っ
て
、

大
慈
大
悲
の
心
を
持
っ
て
、
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
で

す
。

　
　
　
「
し
か
れ
ば
、
念
仏
申
す
の
み
ぞ
、
す
ゑ
を
ほ
り
た
る

（
最
後
ま
で
一
貫
し
た
）
大
慈
悲
心
に
て
候
ふ
べ
き
と

云
々
」。
お
念
仏
を
申
し
て
お
浄
土
に
参
る
以
外
に
、
私

の
家
族
も
、
私
も
救
わ
れ
る
道
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
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て
い
る
。
こ
れ
が
浄
土
真
宗
の
「
救
い
」
な
の
で
す
。
私
、

仙
台
に
行
く
前
に
、
勧
め
ら
れ
て
『
遺
体
』
っ
て
い
う

映
画
を
見
た
ん
で
す
。
原
作
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な

ん
で
す
け
ど
、
途
中
、
遺
体
安
置
所
で『
観
音
経
』の「
普

門
品
」
を
読
む
場
面
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
。
あ
れ
は
、

事
実
な
ん
で
す
。
あ
る
お
母
さ
ん
が
出
て
く
る
。
ず
っ

と
棺
お
け
に
張
り
付
い
た
ま
ま
、
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。

そ
の
お
母
さ
ん
は
津
波
が
来
た
時
、
自
分
の
子
ど
も
の

手
を
離
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
自
分
は
助
か
っ
た
。「
な

ん
で
あ
の
時
、
手
を
離
し
た
の
？
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご

め
ん
な
さ
い
」。
こ
の
方
は
、
ど
う
や
っ
て
救
わ
れ
ま

す
？
ど
う
や
っ
て
も
救
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
念
仏
申

し
な
さ
い
。
お
浄
土
に
参
り
な
さ
い
と
。
仏
さ
ま
に
な

ら
せ
て
も
ら
い
な
さ
い
と
。
そ
れ
以
外
に
あ
な
た
の
子

ど
も
を
救
う
道
は
な
い
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　

親
鸞
聖
人
が
、
一
回
越
後
か
ら
関
東
に
下
る
、
ち
ょ
う

ど
四
十
く
ら
い
の
と
き
に
、
群
馬
県
の
佐
貫
と
い
う
所

で
、
洪
水
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。
佐
貫
と
い
う
場
所
は

利
根
川
と
渡
良
瀬
川
の
合
流
地
点
で
、
洪
水
が
出
る
ん

で
す
。
た
ま
た
ま
親
鸞
聖
人
が
そ
こ
に
出
会
っ
た
。
で
、

そ
こ
を
通
り
過
ぎ
ら
れ
ず
に
、
衆
生
利
益
の
た
め
に
三

部
経
を
読
も
う
と
し
た
。
で
も
二
、三
日
読
み
始
め
、
途

中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。「
こ
れ
は
違
う
」
と
。
比
叡

山
の
お
坊
さ
ん
の
癖
が
出
た
の
だ
と
。
比
叡
山
の
お
坊

さ
ん
は
、
災
害
が
あ
っ
た
り
飢
饉
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、

祈
祷
を
す
る
の
で
す
。
そ
こ
で
衆
生
利
益
の
た
め
に
三

部
経
を
読
も
う
と
し
て
始
め
た
の
だ
け
ど
、「
こ
れ
は
違

う
」
と
や
め
て
、
茨
城
県
の
下
妻
に
移
っ
て
い
っ
た
と
、

記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

洪
水
、
津
波
、
ど
う
や
っ
た
ら
助
け
ら
れ
る
。
我
々
に

は
助
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
唯
一
で
き
る
こ
と
は
、
私

が
悟
り
を
開
い
て
仏
に
な
っ
て
救
う
と
い
う
以
外
に
救

う
道
は
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
、
救
い
と
は
そ
れ
し
か

な
い
っ
て
説
い
て
い
る
ん
で
す
。

Ｑ　

輪
廻
を
ど
う
説
き
ま
す
か
？
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Ａ　

伝
道
院
で
は
基
礎
仏
教
学
と
し
て
「
中
観
」
と
「
唯
識
」

を
学
ば
せ
て
い
ま
す
。「
中
観
」
は
「
空
」、「
縁
起
」
を

説
く
た
め
に
、
あ
る
程
度
ベ
ー
ス
と
し
て
知
っ
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
か
ら
。
も
う
一
つ
「
唯
識
」
は
、「
六

道
輪
廻
」
を
説
く
た
め
に
知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。

　
　
　

最
近
「
輪
廻
」
の
話
を
し
な
い
布
教
使
が
多
い
よ
う
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
三
世
の
話
を
し
な
い
で
、
仏
教
を

説
こ
う
と
す
る
人
が
多
い
。
何
故
な
ら
、「
業
」
を
説
く

と
差
別
問
題
に
引
っ
掛
か
る
か
ら
と
い
う
こ
と
ら
し
い

が
、
そ
れ
で
、
ど
う
や
っ
て
仏
教
の
話
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
？
「
自
業
自
得
」
の
道
理
を
外
し
て
仏
教
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。
前
世
が
あ
る
か
ら
現
世
が
あ
る
。
現
世

が
あ
る
か
ら
後
世
が
あ
る
。
三
世
は
関
係
し
合
っ
て
い

る
。
必
ず
過
去
が
あ
っ
て
現
在
が
あ
っ
て
未
来
が
あ
る
。

過
去
が
な
け
れ
ば
今
も
な
い
し
、
今
も
な
け
れ
ば
明
日

も
な
い
。
こ
れ
が
三
世
の
因
果
。
そ
れ
を
説
く
た
め
に

は
「
唯
識
」
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
「
唯
識
」は
何
を
い
っ
て
い
る
か
。
ま
ず
眼・耳・鼻・舌・

身
・
意
の
「
六
識
」
が
働
い
て
、
何
事
か
を
思
い
、
何

事
か
し
ゃ
べ
り
、
何
事
か
行
っ
た
そ
の
結
果
、
身
口
意

の
三
業
が
「
阿
頼
耶
識
」
に
薫
習
し
て
「
種

し
ゆ
う

子じ

」
と
な
り
、

そ
れ
が
「
縁
」
と
出
会
い
、「
現げ

ん

行ぎ
よ
う」
と
し
て
こ
の
世
界

に
現
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
今
の
私
の
世
界
は
、
全
部

私
の
行
い
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
が
「
六
道
輪
廻
」。

　
　
　

六
道
と
は
、
ど
こ
か
別
の
場
所
で
同
時
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
認
め
る
の
は
「
霊
界
」

を
説
く
よ
う
な
別
の
宗
教
で
す
。

Ｑ　

地
獄
や
餓
鬼
と
は「
心
」の
あ
ら
わ
れ
と
い
う
事
で
す
か
？

Ａ　
い
や
「
心
」
の
あ
ら
わ
れ
と
は
説
き
ま
せ
ん
。
聖
道
門
の

お
説
教
で
は
「
十
界
」
の
縁
起
と
し
て
、
六
道
を
「
心
」

の
状
態
と
し
て
同
時
に
存
在
す
る
と
説
く
の
だ
ろ
う
が
、

我
々
は
説
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
「
六
道
輪
廻
」
と
は
、
わ
た
し
が
地
獄
の
種
を
ま
い
た
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か
ら
、
地
獄
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
。
自
分
が
作
っ

て
自
分
が
受
け
る
と
い
う
こ
と
。
種
蒔
き
の
結
果
、
こ

の
世
界
で
臨
終
の
時
、
地
獄
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
。

自
業
自
得
と
し
て
、
や
っ
た
行
い
を
自
分
が
受
け
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ　

輪
廻
転
生
の
主
体
は
？

Ａ　
仏
教
で
は
「
転
生
す
る
主
体
」
を
説
か
な
い
で
し
ょ
う
？　

バ
ラ
モ
ン
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
で
は「
我（
ア
ー
ト
マ
ン
）」

が
輪
廻
す
る
と
説
く
。
し
か
し
、
釈
迦
は
輪
廻
は
説
く

が
、「
ア
ー
ト
マ
ン
」
は
存
在
せ
ず
、「
無
我
（
ア
ナ
ー
ト

マ
ン
）」
で
あ
る
と
説
い
た
。
つ
ま
り
、
ず
っ
と
変
わ
ら

ず
に
続
く
よ
う
な
「
我
」
と
い
う
も
の
は
認
め
な
い
。
今
、

「
私
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
五
蘊
仮
和
合
（
実
体
と
し

て
の
我
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
仮
に
我
が
あ
る
と

す
る
）
と
し
て
の
、
言
わ
ば
仮け

我が

で
あ
り
、
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
つ
ま
り
「
輪
廻
の
主
体
」

と
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
は
認
め
な
い
。
で
は
何
が
輪

廻
す
る
の
か
？
と
言
わ
れ
た
ら
、
こ
の
「
私
」
が
輪
廻

す
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
今
の
私
た
ち
、
人
間
界
を
ど
う
説
く
か
と
言
う
と
、
過

去
世
に
お
い
て
人
間
に
生
ま
れ
る
だ
け
の
行
い
を
し
た

か
ら
、
そ
の
行
為
が
阿
頼
耶
識
に
薫
習
し
、
父
と
母
を

縁
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
人
間
界
に
生
を
受
け
た
と
い

う
こ
と
。
同
じ
く
、
こ
の
度
、
人
間
と
し
て
の
行
い
全

て
が
阿
頼
耶
識
に
薫
習
し
、
死
の
縁
に
お
い
て
ど
う
な

る
か
は
、
ど
う
生
き
た
か
に
よ
っ
て
全
部
変
わ
る
の
だ

と
説
く
の
が
「
六
道
輪
廻
」
な
の
で
す
。

　
　
　
そ
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号
は
、
本
来
、
作
り
続

け
て
き
た
も
の
、
当
然
地
獄
の
禍
を
受
け
る
べ
き
者
の

悪
業
を
消
滅
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
。「
作
り
と
作
る
悪
業

煩
悩
を
、
残
る
と
こ
ろ
も
な
く
願
力
不
思
議
を
も
っ
て

消
滅
す
る
い
わ
れ
あ
る
が
ゆ
え
に
、
正
定
聚
不
退
の
位

に
住
す
と
な
り
（『
御
文
章
』）」。
お
名
号
の
働
き
に
よ
っ

て
本
来
地
獄
に
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
の
私

が
、
臨
終
の
時
に
お
悟
り
の
仏
様
に
な
る
と
い
う
こ
と



　54

で
す
。
六
道
は
確
か
に
存
在
し
ま
す
。
お
念
仏
に
出
会

わ
な
い
人
、
お
念
仏
を
申
さ
な
い
人
は
、
そ
の
ま
ま
ま

た
、
迷
い
の
世
界
を
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
先
程
の
こ
と
を
繰
り
返
す
と
、
こ
こ
が
臨
終
の
時
に
地

獄
に
な
る
わ
け
で
す
。
種
蒔
き
の
結
果
と
し
て
、
や
っ

た
行
い
を
自
分
が
受
け
る
、
そ
れ
が
自
業
自
得
。
だ
か

ら
、
種
を
蒔
か
な
け
れ
ば
何
事
も
現
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
　
　
ま
た
、
さ
っ
き
「
霊
界
」
を
説
く
よ
う
な
宗
教
と
言
っ

た
の
は
、
そ
う
い
う
宗
教
は
、
同
時
並
列
的
に
六
道
を

説
く
ん
で
す
よ
。
た
と
え
ば
地
獄
は
下
の
ほ
う
に
あ
っ

て
、
天
上
界
は
上
に
あ
っ
て
、
餓
鬼
道
も
見
え
な
い
け

ど
ど
こ
か
に
あ
っ
て
と
、
そ
の
よ
う
に
、
六
道
を
同
時

並
列
的
に
、
現
世
に
存
在
す
る
と
説
く
ん
で
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
は
「
魂
」
が
行
く
の
だ
と
説
く
ら
し
い
。
そ

う
い
う
宗
教
は
、
単
な
る
妄
想
で
す
よ
。
死
ん
だ
ら
私

の
「
魂
」
が
ど
こ
か
に
転
生
し
て
い
く
ん
だ
っ
て
い
う

の
は
、
完
璧
に
妄
想
で
す
。
仏
教
の
ど
こ
に
も
説
い
て

い
な
い
。

　
　
　
お
東
（
大
谷
派
）
の
金
子
大
栄
先
生
に
、
あ
る
信
者
さ

ん
が
質
問
し
た
。「
先
生
、
地
獄
っ
て
本
当
に
あ
る
ん
で

す
か
？
」金
子
先
生
は
言
っ
た
。「
あ
な
た
が
作
ら
な
き
ゃ

地
獄
は
な
い
」
っ
て
。
地
獄
は
自
分
が
作
っ
て
自
分
が

受
け
る
世
界
。
だ
か
ら
、
今
生
で
地
獄
の
種
ま
き
を
す

る
と
、
そ
れ
が
「
阿
頼
耶
識
」
に
薫
習
し
て
、
出
来
た

種
子
が
因
と
な
っ
て
、
死
の
縁
と
相
ま
っ
て
地
獄
が
出

現
す
る
。

Ｑ　

阿
頼
耶
識
に
薫
習
す
る
と
い
う
の
は
親
鸞
聖
人
の
教
え
で

す
か
？

Ａ　

そ
こ
ま
で
、
親
鸞
聖
人
は
詳
し
く
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
た
だ
、
善
導
大
師
は
両

り
よ
う

重
じ
ゆ
う

因い
ん

縁ね
ん

（
※
『
真
宗

新
辞
典
』
154
頁
→
光
明
と
名
号
と
が
因
縁
と
な
っ
て
衆

生
を
往
生
さ
せ
る
こ
と
）、
あ
る
い
は
光こ

う

号ご
う（
光
明
名
号
）

因い
ん

縁ね
ん

と
も
い
い
ま
す
け
れ
ど
、
要
す
る
に
、
父
と
母
と

業ご
つ

識し
き

を
三
つ
を
対
照
さ
せ
、
父
母
の
縁
と
業
識
に
よ
っ

て
人
間
に
生
ま
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
例
え
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で
す
。
業
識
っ
て
い
う
の
は
阿
頼
耶
識
の
こ
と
で
す
。

阿
頼
耶
識
に
薫
習
し
た
行
い
が
因
と
な
り
、
父
と
母
を

縁
と
し
て
今
生
、
人
間
に
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
例
え

を
も
っ
て
、
光
明
を
母
と
し
、
名
号
を
父
と
し
、
信
心

を
業
識
と
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
の
だ
と
説
か
れ
ま
す
。

善
導
大
師
が
、
業
識
を
引
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
唯
識

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

あ
く
ま
で
も
唯
識
は
一
宗
一
派
に
限
ら
な
い
。
唯
識
は
、

こ
の
迷
い
の
世
界
が
何
で
存
在
し
て
い
る
の
か
と
い
う

説
明
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
こ
れ
は
各
宗
派
に
か
か
わ
ら

ず
基
本
、
必
須
の
学
問
と
し
て
お
さ
え
て
お
か
な
い
と
、

ち
ゃ
ん
と
六
道
、
三
世
が
説
け
な
い
ん
で
す
。

Ｑ　

最
後
に
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
？

Ａ　
唯
円
の
『
歎
異
抄
』
は
親
鸞
聖
人
の
教
え
だ
と
伝
わ
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
？
他
の
人
は
ど
う
思
う
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
『
歎
異
抄
』
は
親
鸞
聖
人
が
聞
い
た
法
然
上

人
の
教
え
だ
と
思
う
ん
で
す
。
例
え
ば
、『
歎
異
抄
』
で

は
、
往
生
が
決
ま
る
の
は
「
弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
助

け
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
往
生
を
ば
遂
ぐ
る
な
り
と
信
じ

て
、
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
た
つ
心
の
お
こ
る
と
き
、
す

な
わ
ち
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
ず
け
し
め
た
ま
う
」
と

あ
り
ま
す
（『
聖
典
』
831
頁
）。「
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
た

つ
心
の
お
こ
る
と
き
」
と
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う

に
「
名
号
の
い
わ
れ
を
聞
い
て
、
信
心
歓
喜
す
る
と
こ

ろ
に
往
生
定
ま
る
」（
安
心
論
題
六
、
信
一
念
義
）
と
い

う
本
願
成
就
文
の
話
と
は
、
明
ら
か
に
違
い
ま
す
。『
歎

異
抄
』
で
は
、
十
八
願
を
信
じ
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
た

つ
心
の
お
こ
る
と
き
で
す
が
、「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
は
、

名
号
の
い
わ
れ
を
聞
い
た
と
き
に
信
心
歓
喜
す
る
の
で

す
か
ら
。
つ
ま
り
、『
歎
異
抄
』
は
法
然
上
人
の
受
け
取

り
の
ま
ま
、「
た
だ
念
仏
し
て
弥
陀
に
助
け
ら
れ
ま
い
ら

す
べ
し
」（『
聖
典
』
832
頁
）
な
ん
で
す
。

　
　
　

と
こ
ろ
が
『
教
行
信
証
』
は
、「
聞
其
名
号　

信
心

歓
喜　
乃
至
一
念
の
本
願
成
就
文
に
座
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
を
受
け
た
蓮
如
上
人
は
「
た
の
む
一
念
の
と
き
往
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生
一
定
、
御
た
す
け
治
定
と
存
じ
」（「
領
解
文
」『
聖
典
』

１
２
２
７
頁
）、「
た
の
む
一
念
」
つ
ま
り
お
任
せ
す
る
そ

の
時
に
「
往
生
一
定
」
で
あ
っ
て
、「
念
仏
申
さ
ん
と
思

い
た
つ
心
の
お
こ
る
と
き
」
と
い
う
言
い
方
と
は
明
ら

か
に
違
い
ま
す
。

　
　
　
浄
土
真
宗
の
基
本
は
『
教
行
信
証
』
と
『
御
文
章
』
で

す
。『
歎
異
抄
』が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

こ
こ
百
年
く
ら
い
の
こ
と
で
し
て
、
清
沢
満
之
さ
ん
が

自
分
の
愛
読
書
だ
と
言
っ
た
か
ら
有
名
に
な
っ
た
。
浄

土
真
宗
は
『
歎
異
抄
』
で
伝
わ
っ
て
き
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
よ
。

　
　
　
で
は「
本
願
寺
派
は
法
然
上
人
の
教
え
と
違
う
の
か
」っ

て
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
違
わ
な
い
ん
で

す
よ
、
同
じ
な
ん
で
す
っ
て
こ
こ
で
説
明
す
る
の
は
大

変
で
す
が
（
笑
）。
で
も
違
わ
な
い
ん
で
す
よ
。
法
然
上

人
が
い
ら
し
た
か
ら
、
親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』
を

書
く
こ
と
が
で
き
た
。『
教
行
信
証
』
に
よ
っ
て
法
然
上

人
の
教
え
が
、
ま
る
っ
き
り
他
力
の
救
い
で
あ
る
こ
と

が
確
立
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
法
然
上
人
が
い
な
け
れ
ば

親
鸞
聖
人
も
出
な
い
し
、
親
鸞
聖
人
が
い
な
け
れ
ば
法

然
上
人
の
教
え
も
今
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
、
と

取
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
本
願
寺
派
の
「
法
然
聖・

人
観
」

で
あ
り
、「
親
鸞
聖
人
観
」
な
ん
で
す
。
ど
ち
ら
が
欠
け

て
も
こ
う
い
う
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

〈
6
〉
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
布
教
使
養
成
ま
と
め

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
布
教
使
養
成
の
シ
ス
テ
ム
、

法
話
の
組
み
立
て
、
作
法
、
そ
し
て
布
教
使
の
使
命
と
説
く
べ

き
内
容
な
ど
を
調
査
し
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
は
「
聞
法
」

の
宗
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
味
で
全
教
師
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
担
う
の
が
布
教
使
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

　

単
な
る
「
話
上
手
」
で
は
な
く
、
教
学
を
し
っ
か
り
と
学
ば

せ
、
間
違
い
な
い
「
法
」
を
説
け
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
、

布
教
使
養
成
の
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ

し
て
あ
く
ま
で
「
使
い
」
で
あ
っ
て
「
師
」
で
は
な
く
、
聴
衆
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と
同
じ
目
線
で
語
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に

「
話
し
合
い
法
座
」
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
同
朋
運
動
の
一
環
と

し
て
、
現
実
の
社
会
問
題
に
対
し
て
も
布
教
使
は
前
向
き
に
取

り
組
む
べ
き
と
す
る
姿
勢
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
感
じ
た
。

　

そ
の
反
面
、「
安
心
論
題
」
か
ら
逸
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
宗
義
を
大
事
に
、
正
し
く
法
を
取
り
次
ぐ
点
、

大
い
に
見
習
う
べ
き
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
悲
し
ん
で
い
る
遺

族
を
前
に
法
話
す
る
際
な
ど
、
相
当
な
制
約
で
あ
ろ
う
と
い
う

印
象
は
ぬ
ぐ
い
去
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
仰
に
裏

表
の
無
い
、
き
わ
め
て
ス
ト
イ
ッ
ク
な
布
教
使
の
心
構
え
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
講
義
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い

た
、
伝
道
院
主
任
講
師
の
阿
部
信
幾
先
生
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

（
文
責　

後
藤
真
法
）

【
報
告
2
】
日
蓮
宗
の
布
教
師
養
成

〈
1
〉
調
査
の
概
要

　

平
成
二
十
七
年
七
月
六
日
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
布
教
師
養
成

シ
ス
テ
ム
と
そ
の
指
導
方
針
に
つ
い
て
、
日
蓮
宗
布
教
研
修
所

副
所
長　

田
中
貞
真
先
生
を
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
招
聘
し
て

講
義
を
頂
き
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
そ
の
内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
宗
門
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
布
教
の
指
導
書

等
か
ら
調
査
し
て
補
足
を
行
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
当
研
究
班
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
回
答
（
各
項

目
内
に
あ
る
Q
＆
A
形
式
の
記
述
部
分
）
と
講
義
内
容
を
中
心

と
し
て
報
告
を
行
う
。

〈
2
〉
日
蓮
宗
に
お
け
る
布
教
師
の
役
割

　

は
じ
め
に
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
布
教
の
原
則
を
「
日
蓮
宗
宗

憲
」
第
二
章
「
行
学
布
教
」
か
ら
確
認
を
し
て
お
く
。

「
日
蓮
宗
宗
憲
」
第
二
章　

行
学
布
教
及
び
宗
門
運
動

（
行
学
）
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第
五
条　

 

本
宗
の
行
学
は
給
仕
を
も
っ
て
第
一
と
し
法

器
の
向
上
完
成
を
本
旨
と
す
る
。

第
六
条　

本
宗
の
行
学
は
、
不
断
に
修
す
る
ほ
か
、
立

正
大
学
、
身
延
山
大
学
そ
の
他
の
教
育
機
関
、

特
に
信
行
道
場
、
僧
道
林
、
布
教
研
修
所
、

布
教
院
、
僧
風
林
、
宗
立
学
寮
、
加
行
所
及

び
声
明
師
養
成
講
習
所
に
お
い
て
行
う
。

　
　

2　

勧
学
院
は
、
宗
旨
の
顕
揚
を
め
ざ
し
、
教
学
の

研
鑽
と
指
導
を
行
う
。

　
　
（
布
教
）

第
七
条　

本
宗
の
布
教
は
、
広
宣
流
布
の
祖
願
達
成
を
主

眼
と
す
る
。

第
八
条　

本
宗
の
布
教
は
、
言
説
、
修
法
、
儀
式
及
び
各

種
の
事
業
の
ほ
か
、
時
宜
に
適
す
る
方
法
を

も
っ
て
行
う
。

　

右
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
日
蓮
宗
の
布
教
は
宗
祖
日
蓮
聖

人
の
「
一
天
四
海　

皆
帰
妙
法
」
の
祖
願
を
達
成
す
る
事
を
主

眼
と
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
「
日
蓮
宗
宗
憲
」
で
は
、
言
葉
に

よ
る
布
教
の
「
言
説
」、
加
持
祈
祷
を
通
じ
て
帰
依
さ
せ
る
「
修

法
」、
法
要
等
を
通
じ
て
帰
依
さ
せ
る
「
儀
式
」
の
三
つ
を
挙

げ
て
い
る
。

　

日
蓮
宗
で
は
教
師
資
格
を
得
る
の
に
、
三
十
五
日
間
の
「
信

行
道
場
（
於　

総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
）」
を
修
了
す
る
こ
と

が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

教
師
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
更
に
専
門
の
分
野
で
活
動
す

る
僧
侶
の
種
別
に
次
の
四
種
が
あ
る
（
重
複
も
可
）。

◆
修
法
師

　

百
日
間
の
加
行
所
を
成
満
し
た
教
師
→
宗
務
総
長
が
任
命

◆
声
明
師

　

声
明
師
養
成
講
習
所
を
二
回
以
上
修
了
し
た
教
師

→
主
任
講
師
の
推
薦
に
よ
り
宗
務
総
長
が
任
命

◆
社
会
教
導
師

　

社
会
教
化
事
業
又
は
活
動
に
携
わ
る
教
師

→
管
区
所
長
と
社
会
教
化
事
業
協
会
会
長
の
推
薦
に
よ
り
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宗
務
総
長
が
任
命

◆
布
教
師

　

布
教
師
に
次
の
二
種
が
あ
る
。

・「
常
任
布
教
師
」

「
常
任
布
教
師
は
、
多
年
布
教
に
経
験
の
あ
る
、
堪
能
な

権
僧
正
以
上
の
教
師
の
う
ち
か
ら
宗
務
総
長
が
任
命
す
る
。」

 

（
宗
制
第
十
四
号
「
布
教
規
定
」
第
九
条
）

「
常
任
布
教
師
は
、
常
に
卒
先
し
て
布
教
活
動
の
推
進
を

計
り
、
宗
務
総
長
の
命
に
基
づ
き
、
全
国
各
地
で
布
教
を

行
う
。」

 

（
同
右　

第
九
条
2
項
）

・「
専
任
布
教
師
」

「
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
修
了
者
、
布
教
院
修
了
者
及
び
布

教
に
実
績
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
宗
務
所
長
が
布
教
師
会

長
と
協
議
の
上
推
薦
し
、
宗
務
総
長
が
任
命
す
る
。」

 

（
宗
制
第
十
四
号
「
布
教
規
定
」
第
十
条
）

「
専
任
布
教
師
は
、
宗
務
所
長
の
指
示
に
基
づ
き
、
管
内

で
随
時
適
切
な
る
布
教
を
行
う
。」

 

（
同
右　

第
十
条　

2
項
）

　

宗
制
第
十
四
号
に
よ
れ
ば
、「
常
任
布
教
師
」
の
任
期
は
宗

務
総
長
の
任
期
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
専
任
布
教
師
」
の
任

期
は
4
年
間
で
あ
る
。

〈
3
〉
日
蓮
宗
の
布
教
師
養
成
シ
ス
テ
ム

　

日
蓮
宗
の
布
教
師
に
は「
常
任
布
教
師
」と「
専
任
布
教
師
」

の
種
別
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
人
が
志
願
し
て
な
り
得
る
シ

ス
テ
ム
で
は
な
い
。
こ
の
う
ち
「
専
任
布
教
師
」
は
布
教
研
修

所
で
所
定
の
研
鑽
を
修
め
た
者
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
の
で
今

回
の
講
師
の
田
中
貞
真
師
が
奉
職
さ
れ
て
い
る「
布
教
研
修
所
」

が
そ
の
予
備
軍
の
養
成
を
担
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
4
〉
日
蓮
宗
に
お
け
る
布
教
師
養
成
機
関

　

具
体
的
に
は
布
教
に
特
化
さ
れ
た
養
成
機
関
は
次
の
「
日
蓮

宗
布
教
研
修
所
」
と
「
日
蓮
宗
布
教
院
」
の
二
つ
で
あ
る
。
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※
本
山
布
教
師
と
の
関
係
と
区
別

　

こ
の
他
に
、
各
本
山
に
は
独
自
の
布
教
部
が
存
在
す
る
場
合

が
あ
る
。
例
と
し
て
「
総
本
山
身
延
山
布
教
師
」
は
、
志
願
制
、

試
験
制
で
は
な
く
、
本
山
か
ら
指
名
さ
れ
た
者
が
任
命
を
受
け

る
形
で
あ
り
、「
布
教
研
修
所
」
や
「
布
教
院
」
の
修
了
者
が

資
格
条
件
を
得
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

1
「
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
」

①
入
所
資
格
・
条
件

「
日
蓮
宗
宗
制
」
第
十
三
号
に
は
、
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
の
入

所
資
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
日
蓮
宗
宗
制
」
第
十
三
号

第
七
条　

研
修
所
の
入
所
資
格
は
、
年
齢
四
十
歳
未
満
の

本
宗
教
師
で
立
正
大
学
卒
業
者
及
び
身
延
山

大
学
卒
業
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
し
、
将
来
布
教
に
専
念
す
る
者
と
す
る
。

　

今
回
の
講
師
で
あ
る
田
中
貞
真
師
が
副
所
長
を
務
め
る
「
日

蓮
宗
布
教
研
修
所
」
は
、
現
在
、
千
葉
県
松
戸
市
の
長
谷
山
本

土
寺
境
内　

実
相
閣
に
て
開
設
（
以
前
は
真
間
山
弘
経
寺
）
さ

れ
て
お
り
、
毎
年
の
定
員
は
一
〇
名
、
入
所
期
間
は
半
年
間
で

あ
る
。

　

毎
年
四
月
に
入
所
試
験
（
筆
記
＋
面
接
）
が
実
施
さ
れ
、
合

格
者
は
六
月
一
日
よ
り
半
年
間
住
込
み
で
研
修
を
行
う
。
経
費

は
光
熱
費
・
食
費
も
含
め
全
て
宗
門
が
負
担
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
平
成
二
十
四
年
度
は
施
設
老
朽
化
の
影
響
で
閉
所
し
、
翌

年
再
開
し
た
。

　

平
成
四
年
以
降
、
修
了
者
は
宗
務
総
長
よ
り「
布
教
専
修
師
」

に
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
修
了
者
の
会
を
「
布
教
専
修

師
会
」
と
称
し
、
会
員
は
研
修
所
で
の
後
進
育
成
や
、
宗
門
の

教
育
機
関
で
の
修
行
僧
の
指
導
的
立
場
に
就
く
な
ど
、
後
進
の

育
成
を
中
心
と
し
た
宗
門
活
動
へ
の
協
力
の
任
を
担
っ
て
い
る
。

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

田
中
貞
真
副
所
長
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
布
教
研
修
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所
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
朝
五
時
半
起
床
、
六
時
に

本
土
寺
本
堂
に
て
朝
勤
行
の
後
、
研
修
生
と
一
般
参
拝
者
を
前

に
、
毎
朝
二
名
ず
つ
の
法
話
実
習
（
一
人
10
～
15
分
、
テ
ー
マ

自
由
）
を
行
い
、
他
の
研
修
生
と
主
任
か
ら
の
講
評
を
受
け
る
。

法
話
実
習
は
ほ
ぼ
五
日
に
一
度
の
割
合
で
担
当
す
る
為
、
空
き

時
間
の
ほ
と
ん
ど
は
法
話
原
稿
の
作
成
に
充
て
ら
れ
る
。
朝
夕

の
勤
行
と
運
動
、
食
事
以
外
の
時
間
は
研
修
に
充
て
ら
れ
、
十

時
消
灯
と
い
う
日
程
で
あ
る
。
ま
た
研
修
生
同
士
の
「
語
り
合

い
」
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、『
法
華
経
』『
御
遺
文
』
の

受
け
取
り
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
意
義
あ
る
時
間

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

研
修
所
は
次
の
七
項
目
を
研
修
科
目
と
す
る
。
た
だ
し
、
実

際
は
半
年
の
入
所
期
間
で
網
羅
す
る
の
は
難
し
い
。

【
研
修
科
目
】

（
1
）
信
行
の
錬
磨

（
2
）
日
蓮
教
学
の
学
習　

（
3
）
現
代
的
布
教
技
術
の
学
習　

（
4
）
組
織
論
及
び
組
織
化
技
術
の
学
習

（
5
）
社
会
活
動
及
び
社
会
教
化
事
業
の
学
習　

（
6
）
社
会
思
想
の
学
習　

（
7
）
社
会
問
題
の
学
習

【
こ
こ
数
年
の
重
点
テ
ー
マ
】

・
未
信
徒
教
化
（
檀
信
徒
も
含
む
）

・
国
内
開
教
（
①
国
立
市　

②
三
郷
市
）　

　

宗
の
補
助
に
よ
る
国
内
開
教
に
学
ぶ

・
過
疎
地
域
寺
院
の
活
性
化

　
（
地
域
に
よ
り
代
務
寺
院
の
増
加
）

《
自
主
性
を
重
ん
じ
た
研
修
内
容
》

　

年
間
予
算
内
で
あ
れ
ば
、
研
修
員
が
希
望
す
る
宗
内
外
の
講

師
を
招
聘
し
講
義
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
研
修
内
容
の
選

定
に
つ
い
て
は
自
由
度
が
高
く
、
研
修
員
か
ら
の
提
案
も
可
能

で
、
研
修
主
任
と
相
談
の
う
え
実
行
に
移
す
こ
と
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
宗
門
内
に
限
ら
ず
、
実
例
と
し
て
比

叡
山
で
の
千
日
回
峰
行
体
験
や
常
行
堂
で
の
念
仏
行
道
、
禅
堂

で
の
坐
禅
な
ど
も
行
な
っ
て
き
た
。
本
土
寺
会
場
以
外
で
の
研

修
の
概
略
を
次
に
示
す
。
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主
な
外
部
研
修

・「
月
例
金
曜
講
話
」（
於　

日
蓮
宗
宗
務
院
講
堂
、
毎
月
第
一

金
曜
日
）
で
の
前
座
（
20
分
）

→
本
講
は
宗
務
院
伝
道
部
選
出
の
講
師
が
勤
め
る

・「
街
頭
布
教
」
の
実
践
（
場
所
に
よ
り
マ
イ
ク
不
使
用
）

→
短
く
、
分
か
り
易
く
、
ハ
ッ
キ
リ
と
指
導

・「
少
年
少
女
修
養
道
場
」
の
企
画
立
案
運
営

　

映
画
上
映
会
と
語
り
合
い
等（
人
集
め
の
段
階
か
ら
関
わ
る
）

・
国
内
開
教
寺
院
へ
の
訪
問

→
都
市
開
教
の
経
験
か
ら
未
信
徒
教
化
の
苦
心
を
学
ぶ

・
他
宗
教
、
他
宗
派
に
学
ぶ
体
験
型
研
修

　
「 

禅
堂
で
の
坐
禅
」、
比
叡
山
の
「
千
日
回
峰
行
体
験
」、「
常

行
堂
で
の
念
仏
」
等

　

布
教
研
修
所
に
お
け
る
こ
こ
数
年
の
重
点
テ
ー
マ
の
中
「
未

信
徒
教
化
（
檀
信
徒
も
含
む
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
関
連
し
て
、『
日
蓮
宗
布
教
選
書
』第
七
巻
講
話
篇
所
収「
説

教
入
門
」
に
、
布
教
院
で
の
講
義
を
文
字
に
起
こ
し
た
と
思
わ

れ
る
次
の
解
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
講
演
と
説
教
の
違
い
」

に
つ
い
て
の
講
義
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
聴
者
が
未
信

者
の
場
合
と
既
信
者
の
場
合
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
自
ず
と
説

く
内
容
に
も
差
異
が
生
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
未
信
の

人
に
「
入
信
の
動
機
」
を
与
え
る
方
法
論
と
、
既
信
者
に
更
な

る
法
悦
を
味
わ
っ
て
頂
く
為
の
方
法
論
を
分
け
て
考
え
る
、
言

わ
ば
対
機
説
法
の
方
法
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
着
目
に

値
す
る
で
あ
ろ
う
。

参
考
（
伊
藤
海
聞
「
説
教
入
門
」
よ
り
）

言
説
の
布
教
と
言
え
ば
説
教
と
法
話
さ
ら
に
講
義
と
い

う
よ
う
に
分
か
れ
て
お
る
が
、
多
く
の
場
合
説
教
と
講

演
を
一
緒
に
考
え
て
い
る
。
講
演
と
は
理
論
中
心
の
話

で
知
識
に
属
す
る
弁
舌
で
あ
り
、
聞
く
人
は
多
く
、
ま

だ
信
仰
に
入
っ
て
い
な
い
人
の
場
合
は
講
演
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
は
理
路
整
然
と
し
て
な
る
ほ
ど
現
在
の
日

本
に
は
法
華
経
の
教
え
が
必
要
だ
な
と
思
わ
せ
、
入
信

の
動
機
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
説
教
は
す
で
に
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信
仰
に
入
っ
て
お
る
檀
信
徒
に
話
を
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
は
感
情
に
訴
え
る
弁
舌
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
信
者
の

信
仰
を
増
進
せ
し
め
て
、
法
悦
と
感
激
を
与
え
、
有
難

い
と
思
わ
せ
て
手
を
合
わ
さ
せ
る
こ
と
が
説
教
で
あ
る
。

《
段
階
的
指
導
方
法
「
開
・
示
・
悟
・
入
」》

　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
法
華
経
方
便
品
の
「
開
・
示
・
悟
・

入
」
に
準
拠
し
た
段
階
的
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
指
導
者
側
に
も
所
依
の
経
典
に
即
し
た
布
教
師
育
成
の

方
法
論
の
精
査
が
見
ら
れ
る
。

「
開
」　
（
約
一
週
間
）

・
質
問
へ
の
回
答
を
通
し
て
思
い
や
疑
問
を
吐
き
出
さ
せ
自
己

の
持
つ
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
。

・
仏
道
を
学
び
歩
む
事
の
価
値
を
伝
え
喜
び
を
与
え
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
思
い
込
み
や
常
識
を
打
破
さ
せ
る
。

「
示
」　
（
約
二
ヶ
月
間
）

・
布
教
、
教
化
の
た
め
の
基
礎
学
習

・
釈
尊
、『
法
華
経
』、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
示
し
、
原
理
を
把

握
さ
せ
る

・
教
学
、
教
化
学
、
布
教
法
を
学
び
、
更
に
僧
伽
の
重
要
性
を

学
ぶ

◆
教
学

・
仏
教
概
論
（
三
宝
・
四
宝
印
・
十
二
因
縁
・
四
諦
等
）、

・
日
蓮
宗
の
教
学
（
五
義
・
三
大
秘
法
等
）

◆
教
化
学

・
教
化
の
原
点
（
教
化
と
は
何
か
・
教
化
の
必
要
性
）

・
布
教
、
教
化
の
原
理
並
び
に
方
策

・
他
宗
教
、
新
宗
教
の
分
析

◆
法
話
の
基
礎

・
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

・
葬
儀
、
法
要
に
お
け
る
布
教

・
組
織
論
、
組
織
的
布
教
の
研
究

・
映
像
に
よ
る
「
法
話
」
の
分
析
・
研
究

・
布
教
資
料
（
書
籍
、
映
像
、
冊
子
、
教
箋
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
）
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の
分
析
、
研
究

◆
そ
の
他

・
幸
福
論
、
僧
侶
の
原
点
（
僧
侶
と
は
何
か
・
僧
侶
の
役
割
、

組
織
の
役
割
）、
唱
題
行

「
悟
」　
（
約
三
ヶ
月
間
）

・
前
期
で
学
ん
だ
こ
と
の
ま
と
め（
疑
問
点
の
ま
と
め
と
探
求
）

◆
一
般
の
質
問
に
答
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
項
を
ま
と
め
る

◆
五
〇
字
・
五
〇
〇
字
説
明

　

文
章
に
ま
と
め
る
訓
練

　
「
題
目
」「
本
尊
」「
仏
様
」「
輪
廻
」「
功
徳
」「
日
蓮
宗
」
等

◆
法
話
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
（
一
般
の
方
と
の
対
話
）

◆
宗
教
社
会
学
・
比
較
宗
教
学
・
他
宗
教
・
新
宗
教
・
現
代
宗

教
に
つ
い
て
の
学
習

◆
心
理
学・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
精
神
科
病
棟
へ
の
訪
問
実
習
）

◆
近
隣
寺
院
の
法
要
出
仕
お
よ
び
法
話
の
実
践

◆
実
際
の
布
教
・
教
化
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
の
実
践
研
修

◆
未
信
徒
教
化
・
新
寺
建
立

◆
企
画
・
会
議
（
Ｋ
Ｊ
法
・
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
・
発
想

法
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
）

◆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
九
星
・
四
柱
推
命
・
手
相

◆
人
権
問
題

◆
刑
務
所
見
学

◆
高
座
説
教

◆
「
所
報
」
作
成

◆
寺
院
経
営
・
法
律
問
題

◆
霊
跡

◆
「
宗
定
法
要
式
」
解
説

◆
国
内
開
教
の
実
態

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
検
定
認
定
講
座
→
外
部

（
但
し
コ
ス
ト
の
問
題
か
ら
未
実
施
）

「
入
」　

残
期
間

・
研
修
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
く
の

か
を
考
え
、
実
践
者
の
自
覚
を
持
つ
。
仏
教
の
実
践
者
と
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し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
己
の
み
な
ら
ず
僧
伽
の
一
員
と

し
て
、
仏
道
を
進
む
決
意
を
表
明
さ
せ
る
。

◆
「
所
報
」
の
作
成

◆
企
画
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
日
蓮
宗
（
僧
伽
）
の
一
員
と
し
て
の
役
割

◆
決
意
表
明

【
習
得
事
項
（
目
標
）

（
1
）
思
考
力
（
疑
問
）

（
2
） 

説
明
力
（
講
義
）
一
念
三
千・
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成

等
の
説
明
が
で
き
る
→
一
時
間
の
法
話
の
実
践

（
3
） 

文
章
力
（
要
約
）
八
百
～
千
六
百
字
程
度
の
コ
ラ
ム
が

書
け
る

（
4
） 

企
画
力
（
組
織
）
過
疎
化
対
策
の
企
画
を
立
案
、
企
画

書
が
書
け
る

（
5
） 

回
答
力
（
相
談
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
四
柱
推
命
・
九

星
気
学
等
の
基
礎
的
な
も
の
が
で
き
る

　
　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
2
級
取
得
）

③
指
導
方
針
（
布
教
の
心
得
）
に
つ
い
て

【
宗
門
の
指
導
方
針
】

　

日
蓮
宗
の
宗
制
に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
十
四
号
「
布
教
規
程
」

第
一
条　

寺
院
・
教
会
及
び
結
社
は
必
ず
定
期
の
法
要
を

行
う
ほ
か
、
住
職
、
担
任
及
び
教
導
並
び
に

教
師
は
、
仏
事
法
要
等
機
会
あ
る
ご
と
に
随

時
布
教
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条　

布
教
は
三
宝
給
仕
、
道
場
荘
厳
を
旨
と
し
、
身

業
説
法
に
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条　

本
宗
の
布
教
は
、
年
度
の
方
針
に
準
拠
し
、
時

に
臨
み
機
に
応
じ
て
こ
れ
を
行
な
い
、
宗
門

運
動
を
推
進
す
る
。

【
布
教
研
修
所
で
の
指
導
方
針
】（
田
中
先
生
よ
り
聞
き
取
り
）

・
信
行
の
錬
磨
と
日
常
的
な
信
仰
生
活
を
通
じ
て
自
ら
が
得
た

信
仰
的
喜
び
を
伝
え
る
（
習
っ
た
ま
ま
で
は
×
）
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・
共
同
生
活
の
中
で
、
同
行
の
者
と
疑
問
を
語
り
合
い
、
布
教

へ
の
意
識
を
高
め
る

・
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
な
く
、
必
要
な
研
修
内
容
を
自
ら
考
え
る

・
日
常
の
出
来
事
を
法
華
経
的
解
釈
で
理
解
を
深
め
人
間
的
苦

悩
の
解
決
を
目
指
す

④
法
話
の
構
成
法
（
組
み
立
て
）

法
話
の
構
成
法
は
、
次
の
四
種
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

二
段
法　

→
要
・
結

三
段
法　

→
序
論
（
導
入
）

　
　
　
　
　

本
論
（
展
開
）

　
　
　
　
　

結
論
（
整
理
）

四
段
法　

→
序
論
（
ま
く
ら
）

　
　
　
　
　

本
論
（
話
の
目
的
）

　
　
　
　
　

副
論
（
目
的
の
説
明
）

　
　
　
　
　

結
論
（
む
す
び
）

五
段
法　

→
挨
拶
（
注
意
を
引
き
つ
け
る
）

　
　
　
　
　

端
緒
（
興
味
を
起
さ
せ
る
）　

　
　
　
　
　

綱
領
（
信
頼
感
を
持
た
せ
る
）

　
　
　
　
　

例
証
（
理
解
さ
せ
納
得
さ
せ
て
満
足
を
与
え
る
）

　
　
　
　
　

 

結
論
（
決
断
を
与
え
信
仰
の
確
信
と
増
進
を
与
え

る
）

　

構
成
法
で
特
徴
的
な
の
は
、「
四
段
法
」　

に
お
い
て
、
話
の

目
的
を
伝
え
る
「
本
論
」
に
続
き
、
目
的
自
体
の
説
明
を
加
え

る
「
副
論
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
な
ぜ
こ
の

教
え
を
説
く
の
か
」
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
は
聴
者
の
理
解
を

得
や
す
い
と
い
う
効
果
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た「
五
段
法
」に
お
い
て
は
中
盤
以
降
の「
綱
領
」「
例
証
」

「
結
論
」が
浄
土
宗
の「
五
段
法（
七
段
法
）」に
お
け
る「
法
説
」

「
譬
喩
・
因
縁
」「
合
釈
・
結
勧
」
に
あ
た
る
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
構
成
法
と
し
て
は
非
常
に
近
い
形
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ

し
「
結
論
」
に
お
い
て
「
決
断
を
与
え
る
」
と
い
う
所
ま
で
踏

み
込
む
の
は
「
折
伏
」
と
い
う
方
法
論
を
用
い
て
き
た
日
蓮
宗

布
教
の
特
徴
的
姿
勢
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
布
教
研
修
所
で
は
、
教
科
書
通
り
の
構
成
法
に
縛
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ら
れ
る
よ
り
も
自
身
が
聞
法
し
信
心
を
得
た
喜
び
を
伝
え
る
こ

と
の
方
に
重
点
を
置
き
、
自
分
自
身
の
言
葉
で
伝
え
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

2
「
日
蓮
宗
布
教
院
」

　

田
中
師
か
ら
は
詳
説
は
頂
け
な
か
っ
た
が
、
他
に
布
教
師
の

養
成
に
あ
た
る
機
関
と
し
て
、「
日
蓮
宗
布
教
院
」
が
あ
り
、「
宗

制
」
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
日
蓮
宗
宗
制
」
第
十
三
号

第
十
四
条　

布
教
に
必
要
な
行
儀
、
技
術
を
体
得
錬
磨
す

る
た
め
に
、
日
蓮
宗
布
教
院（
以
下「
布
教
院
」

と
い
う
。）
を
開
設
す
る
。

　
　

2　

布
教
院
は
、
京
都
市
本
圀
寺
内
に
開
設
す
る
。

但
し
、
そ
の
他
の
場
所
に
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　

3　

布
教
院
の
開
設
場
所
及
び
期
日
は
、
そ
の
都
度

告
示
す
る
。

　
　

4　

布
教
院
の
開
設
期
間
は
、
二
週
間
以
上
と
す
る
。

　

こ
の
布
教
院
開
設
の
経
緯
に
つ
い
て
、
戦
後
十
五
年
間
に
わ

た
り
主
任
講
師
を
勤
め
た
守
屋
日
裕
の
遺
稿
集
『
高
座
説
教
に

生
き
て
』
に
は
、
中
條
暁
秀
師
に
よ
る
左
記
の
説
明
が
付
さ
れ

て
い
る
。

布
教
院
は
、
高
座
説
教
の
儀
式
及
び
「
繰
り
弁
」
を
習

得
す
る
日
蓮
宗
機
関
で
あ
る
。
こ
の
布
教
院
は
、
明
冶

四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月
、
日
蓮
宗
第
十
七
代
管

長　

梨
羽
日
鐶
師
の
代
に
、
京
都
大
本
山
本
圀
寺
に
開

設
さ
れ
た
。
習
得
期
間
は
五
十
日
。
先
師
が
研
き
あ
げ

て
き
た
高
座
説
教
の
繰
り
弁
を
中
心
に
錬
磨
。
年
々
盛

ん
と
な
っ
て
い
っ
た
。
初
代
院
長
に
同
寺
四
十
八
世
の

旭
日
苗
上
人
が
就
任
。
そ
の
後
、
林
鳳
宣
・
堀
智
珠
・

塩
出
孝
潤
師
等
の
先
聖
が
代
々
院
長
を
務
め
ら
れ
、
優

秀
な
説
教
師
が
輩
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
布
教
院

も
今
次
大
戦
に
よ
っ
て
中
断
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
が
、

昭
和
二
十
二
年
十
月
、
玉
沢
妙
法
華
寺
（
静
岡
県
三
島

市
）
に
お
い
て
同
寺
貫
首
小
池
政
恩
師
を
院
長
に
、
伊
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藤
日
定
（
池
上
本
門
寺
七
十
九
世
）
師
を
主
任
講
師
と

し
て
、
戦
後
第
一
回
目
の
布
教
院
（
研
修
期
間
十
五
日
）

が
開
設
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
二
年
の
開
設
当
時
は
、
習
得
期

間
五
十
日
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
再
開
以
降
、

期
間
は
十
五
日
と
短
縮
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
遺
稿

集
発
行
当
時
で
開
設
は
四
十
五
回
、
修
了
者
は
千
名
超
と
記
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
毎
年
定
員
四
〇
名
で
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
前
の
全
三
十
三
回
の
開
催
会
所
は
す
べ
て
京
都
の
本
圀
寺

で
あ
っ
た
が
、
戦
後
（
昭
和
二
十
二
年
以
降
）
は
年
ご
と
に
異

な
る
。
多
く
は
本
山
で
開
設
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
習
得

内
容
は
日
蓮
宗
の
高
座
説
教
に
特
有
の
「
繰
り
弁
（
日
蓮
聖
人

御
一
代
記
）」
を
中
心
と
し
、
儀
式
の
習
得
、
説
教
の
内
容
や

心
構
え
等
を
学
ぶ
機
関
で
あ
り
、
高
座
説
教
実
習
も
勤
め
ら
れ

る
。
全
課
程
を
五
回
受
け
て
修
了
し
、
受
講
中
の
高
座
説
教
の

実
習
に
お
い
て
「
優
秀
賞
」
一
回
以
上
受
賞
、
五
十
席
以
上
の

布
教
経
歴
の
提
出
を
条
件
と
し
て
「
卒
業
試
験
」
の
受
験
資
格

を
得
る
。「
卒
業
試
験
」は
与
え
ら
れ
た
時
間
、
課
題
に
よ
る「
高

座
説
教
」
の
実
演
で
、
儀
式
、
態
度
、
声
量
、
内
容
、
繰
り
弁

の
五
項
目
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
る
。
時
間
超
過
は
一
切
許

さ
れ
な
い
厳
し
い
試
験
で
あ
る
。
こ
の
卒
業
生
の
会
を
「
高
友

会
」
と
称
し
、
全
国
に
66
名
（
平
成
二
十
五
年
四
月
当
時
）
の

会
員
を
有
す
る
。

⑤
布
教
の
作
法
に
つ
い
て

　

日
蓮
宗
の
高
座
説
教
に
は
、
高
座
上
で
茶
を
飲
む
作
法
や
笏

を
打
つ
箇
所
、
あ
る
い
は
散
華
を
撒
く
箇
所
に
至
る
ま
で
独
自

の
委
細
に
わ
た
る
作
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
説
前
に
は
、
祖

師
の
法
語
の「
祖
書
」だ
け
で
な
く
、
所
依
の
経
典
で
あ
る『
法

華
経
』
の
御
文
も
拝
読
し
、
説
教
の
前
後
に
各
々
「
回
向
」
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
参
考
の
為
に
『
日
蓮
宗
布
教
選
書
』
第
七

巻
講
話
篇
所
収
の
作
法
の
次
第
を
示
し
て
お
く
。

参
考
（
久
住
謙
定
「
高
座
儀
式
順
序
」
よ
り
取
要
）

①
昇
堂
→
②
登
壇
→
③
一
拝
→
④
開
経
→
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⑤
中
啓
（
科
註
箱
よ
り
中
啓
・
笏
を
取
る
）
→

⑥
書
物
→
⑦
焼
香
→
⑧
散
華
→

⑨
一
拝
（
打
鳴
三
打　

南
無

3

3

妙
法3

蓮
華
経
）
→

⑩
願
文
「
願
我
生
々
見
諸
仏　

世
々
恒
聞
法
華
経

　
　
　
　

恒
修
不
退
菩
薩
行　

疾
証
無
上
大
菩散

提華

」

⑪
訓
読
「
妙
法
蓮
華
経
○
○
○
品
第
○
○
」
→

⑫
讃
文　

終
「
…
故
我
頂
礼
法
華
経
」
経
巻
捧
持
→

⑬
唱
題
（
太
鼓
）
⑭
打
鳴
三
打
「
南
無

3

3

妙
法3

蓮
華
経
」
→

⑮
回
向
（
説
前
）
→

⑯
祖
書（
御
経
文
と
相
応
し
説
法
の
所
依
と
な
る
文
の
拝
読
）

⑰
讃
歎
「
御
妙
判
拝
読
～
罪
障
消
滅
」
→
⑱
御
題
目
三
唱
→

⑲
吞
茶
→
⑳
中
啓
（
中
啓
・
数
珠
持
つ
）
→

㉑
談
義（
法
話
）→
㉒
唱
題
㉓
一
拝（
経
巻
祖
書
を
科
註
箱
へ
）

㉔
一
拝
→
㉕
打
鳴
三
打
「
南
無

3

3

妙
法3

蓮
華
経
」

㉖
回
向
（
説
後
回
向
文
）
㉗
頂
経
（
頂
経
文
を
誦
す
）
→

㉘
「
宝
塔
偈
」
発
音
→
「
此
経
難
持
～
」
㉙
退
座
→

㉚
御
宝
前
一
拝
→
下
堂

〈
6
〉
質
問
に
対
す
る
回
答

　

当
方
が
設
定
し
た
質
問
に
対
し
て
は
左
記
の
回
答
を
頂
い
た
。

〈
※
以
下
は
講
義
内
容
に
基
づ
く
筆
者
の
補
足
で
あ
る
。〉

Ｑ　

現
代
社
会
に
お
い
て
「
救
い
」
を
ど
う
説
く
か

Ａ　
様
々
な
苦
悩
に
対
し
て
、
お
釈
迦
様
に
救
わ
れ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
安
心
を
与
え
る
部
分
と
同
時
に
、
自
ら
が
悟

り
を
得
る
部
分
を
大
事
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

※
田
中
師
は
「
布
教
と
は
、
仏
教
を
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
は

人
々
の
苦
悩
を
解
決
し
、
同
時
に
自
ら
の
苦
悩
を
解
決
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
向
上
へ
の
道
＝
仏
へ
の
道
で
あ

り
、
一
仏
乗
で
あ
る
」
と
語
り
、
布
教
研
修
所
は
「
人
間

の
苦
悩
を
解
決
す
る
教
え
で
あ
る
仏
教
を
学
び
、
そ
れ
を

人
々
に
伝
え
、
悩
み
苦
し
み
を
救
う
方
策
を
学
ぶ
場
で
あ

る
」
と
さ
れ
た
。
釈
尊
の
教
え
は
苦
悩
解
決
の
道
で
あ
り
、

ま
た
他
者
の
苦
悩
を
自
ら
の
も
の
と
引
き
受
け
る
姿
勢
が
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垣
間
見
え
る
。「
い
き
な
り
苦
悩
の
原
因
を
突
き
止
め
よ
う

と
す
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
は
人
々
の
苦
悩
に
寄
り
添
い
、

居
場
所
を
与
え
て
あ
げ
る
」「
お
釈
迦
様
に
救
わ
れ
て
い
る
」

と
い
う
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
救
い
に
繋
が
る
と
提
示
さ

れ
た
。

Ｑ　

通
夜
・
葬
儀
で
の
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

Ａ　
ま
ず
は
仏
さ
ま
の
教
え
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
故
人
が

自
分
の
人
生
を
受
け
入
れ
、
意
義
を
見
出
し
、
来
世
も

仏
道
修
行
に
励
み
人
格
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ

と
、
ご
家
族
、
知
人
の
方
々
が
故
人
と
の
出
会
い
を
感

謝
し
、
ご
冥
福
を
願
い
、
故
人
の
人
生
か
ら
様
々
な
こ

と
を
学
ん
で
頂
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
一
般

の
方
に
何
故
葬
儀
を
や
る
の
か
と
い
う
意
義
を
伝
え
た

い
と
。
葬
儀
自
体
が
直
葬
や
家
族
葬
に
な
っ
た
り
、
ま

た
葬
儀
を
や
ら
な
い
方
も
多
い
時
代
の
中
で
、
日
蓮
宗

の
教
え
を
説
く
以
前
に
葬
儀
と
い
う
も
の
の
意
義
を
説

い
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
ん
と
い
う
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

音
楽
葬
や
お
別
れ
会
と
、
お
坊
さ
ん
が
や
る
葬
儀
と
の

違
い
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
日
蓮
宗
で
は
お
題
目
を
受
持
す
る
こ
と
が
戒
を
持た

も
つ
と

い
う
こ
と
な
の
で
特
に
葬
儀
中
に
授
戒
と
い
う
の
は
な

い
。
だ
か
ら
戒
名
も
法
号
と
言
っ
て
ま
す
。
一
般
的
に

戒
名
と
言
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、「
こ
の
経
は
持
ち
難

し
。
も
し
暫
く
も
持
つ
者
は
我
即
ち
歓
喜
す
。
諸
仏
も

ま
た
然
な
り
。（
中
略
）
こ
れ
戒
を
持
ち
頭
陀
を
行
ず
る

者
と
名
く
」
と
『
法
華
経
（
宝
塔
品
）』
の
中
に
あ
る
の
で
、

お
題
目
を
唱
え
て
受
持
す
る
こ
と
が
戒
を
持
つ
こ
と
な

ん
で
す
。

Ｑ　

施
餓
鬼
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ　
施
餓
鬼
は
餓
鬼
供
養
、
で
す
か
ら
自
ら
の
心
の
中
に
あ

る
餓
鬼
で
す
か
。
十
界
互
具
、
餓
鬼
の
気
持
ち
も
や
っ

ぱ
り
仏
と
同
時
に
私
達
の
心
の
中
に
は
存
在
す
る
の
で
、

そ
の
餓
鬼
の
供
養
で
す
。
あ
と
は
迷
い
彷
徨
っ
て
る
霊
、

餓
鬼
の
霊
の
供
養
で
す
。
ご
祈
祷
の
世
界
で
も
何
か
問
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題
が
あ
る
と
、
悩
み
や
問
題
解
決
の
た
め
に
施
餓
鬼
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
毎
月
お
施
餓

鬼
を
し
て
い
る
お
寺
も
あ
り
ま
す
。
苦
し
ん
で
い
る
餓

鬼
の
飢
え
や
渇
き
を
癒
す
た
め
施
食
や
灑
水
を
行
い
『
法

華
経
』、
お
題
目
に
よ
っ
て
餓
鬼
供
養
を
し
ま
す
。

※
日
蓮
宗
で
も
「
施
餓
鬼
」
は
勤
め
て
い
る
。
日
蓮
宗
発
行
の

檀
信
徒
向
け
冊
子
『
信
行
必
携
』
に
は
「
有
縁
無
縁
す
べ
て

の
精
霊
に
回
向
す
る
法
要
。
す
べ
て
の
人
々
に
よ
っ
て
生

か
さ
れ
て
い
る
自
ら
を
ふ
り
か
え
り
、
布
施
の
功
徳
に
よ

り
仏
道
精
進
を
期
す
る
日
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
十
界

互
具
」
の
観
点
か
ら
餓
鬼
を
「
自
ら
の
心
中
に
あ
る
」
と

説
く
場
合
と
、「
迷
い
さ
ま
よ
っ
て
い
る
霊
」
と
説
く
場
合

が
あ
り
、
悩
み
や
問
題
解
決
の
為
に
勤
め
る
こ
と
が
あ
る
。

法
要
で
は
、
次
の
日
蓮
聖
人
の
施
餓
鬼
の
修
法
に
つ
い
て

の
言
葉
に
よ
っ
て
か
お
題
目
を
中
心
に
勤
め
る
が
、『
法
華

経
』
の
中
に
説
か
れ
る
「
陀
羅
尼
」
を
唱
え
る
こ
と
も
あ
る
。

参
考

ま
た
施
餓
鬼
の
事
仰
せ
候
。
法
華
経
第
三
に
云
く
、
如

従
飢
国
来
忽
遇
大
王
膳
云
云
。
此
の
文
は
中
根
の
四
大

声
聞
、
醍
醐
の
珍
膳
を
音
に
も
き
か
ざ
り
し
が
、
今
経

に
来
て
始
て
醍
醐
の
味
を
あ
く
ま
で
に
な
め
て
、
む
か

し
飢
え
た
る
心
を
忽
に
や
め
し
事
を
説
き
給
う
文
な
り
。

も
し
し
か
ら
ば
、
餓
鬼
供
養
の
時
は
こ
の
文
を
誦
し

て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
て
と
ぶ
ら
ひ
給
ふ
べ
く
候
。

（
日
蓮
聖
人
「
四
条
金
吾
殿
御
書
」
よ
り
）

Ｑ　

輪
廻
を
ど
う
説
き
ま
す
か
？

Ａ　
よ
く
一
般
の
方
が
「
お
釈
迦
様
は
死
後
の
世
界
の
こ
と
は

説
い
て
な
い
よ
ね
」
と
か
、
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、『
法

華
経
』
に
も
死
後
の
こ
と
や
輪
廻
の
こ
と
が
書
い
て
あ

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
や
は
り
、
死
は
終
り
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
、
私
達
は
命
を
過
去
か
ら
現
在
、
未
来
、
三

世
に
生
き
て
修
行
を
し
て
人
格
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

説
い
て
い
か
な
い
と
駄
目
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
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す
。

　
　
　
や
は
り
前
世
の
こ
と
が
今
に
影
響
す
る
っ
て
い
う
の
は

確
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
権
問
題
も
あ
っ
て
こ
う

い
う
説
き
方
は
駄
目
な
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
過
去
の
業
が
今
に
影
響
す
る
と
い
う
説

き
方
は
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
や
は
り
人
権
的
な
問
題
に
触
れ
な
い
形
で
説
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
が
、
過
去
の
因
縁
、
過
去
の
業
が
あ
っ

て
今
の
自
分
が
あ
る
っ
て
い
う
ふ
う
に
皆
思
っ
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
「
過
去
世
の
あ
な
た
の
行
い
が
原
因
で
今
が
あ
る
ん
だ

よ
」
と
い
っ
た
説
き
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
を

罪
障
消
滅
と
い
っ
て
、
過
去
の
業
を
良
い
方
に
転
じ
て

い
く
と
。
日
蓮
聖
人
も
や
は
り
、『
法
華
経
』
を
説
い

て
い
る
の
に
何
故
自
分
だ
け
こ
ん
な
に
法
難
に
遭
わ
な

き
ゃ
な
ら
な
い
の
か
、
自
分
は
果
た
し
て
『
法
華
経
』

の
行
者
な
ん
だ
ろ
う
か
と
、
佐
渡
ご
流
罪
の
時
に
自
問

自
答
さ
れ
、『
法
華
経
』
の
行
者
の
自
覚
を
得
る
わ
け
で
す
。

結
果
、
過
去
世
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を
誹
謗
し
た
か

ら
、
今
こ
う
し
た
法
難
に
遭
っ
て
い
る
ん
だ
。『
法
華
経
』

を
弘
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
難
に
遭
い
、
罪
が
消
え
て

い
く
の
だ
と
自
覚
さ
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
過
去
の
業

と
い
う
の
は
自
分
で
悟
る
べ
き
も
の
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
。
押
し
付
け
で
な
く
て
自
分
で
悟
っ
て
、

そ
れ
を
懺
悔
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
『
法
華
経
』
を
弘
通
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
懺

悔
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

※
死
は
終
わ
り
で
は
な
い
。「
三
世
両
重
の
因
果
」
を
生
き
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
か
ら
、
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
意

見
を
伺
っ
た
。「
因
果
応
報
」「
自
業
自
得
」
な
ど
に
つ
い
て

も
説
く
が
、
人
権
的
な
問
題
に
抵
触
し
な
い
よ
う
に
説
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
中
に

も
「
死
後
」
や
「
輪
廻
」
の
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
日
蓮

聖
人
に
も
次
の
言
葉
が
あ
る
。
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参
考

過
去
の
因
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
其
の
現
在
の
果
を
見

よ
未
来
の
果
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
其
の
現
在
の
因
を

見
よ

 

（
日
蓮
聖
人
『
開
目
抄
』）

父
母
と
な
り
、
其
の
子
と
な
る
も
、
必
ず
宿
習
な
り

 
（
日
蓮
聖
人
「
寂
日
房
御
書
」）

Ｑ　

あ
の
世
（
檀
信
徒
の
死
後
の
行
き
先
）
を
ど
う
説
く
か
？

A　
日
蓮
宗
の
教
え
は
、
亡
く
な
っ
た
ら
お
釈
迦
さ
ま
の
も
と

に
行
く
ん
だ
と
。
霊
山
浄
土
に
。
で
は
そ
の
霊
山
浄
土

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
と
『
法
華
経
』
を
見
る
と

こ
こ
な
ん
だ
と
。
だ
か
ら
亡
く
な
っ
た
方
も
み
ん
な
と

一
緒
に
い
る
ん
だ
と
い
う
の
が
霊
山
浄
土
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を
三
千
年
前
の
霊
山
浄
土

と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
別
世
界
の
よ
う
に
説
く
人

も
い
れ
ば
、
こ
こ
な
ん
だ
と
い
う
人
も
い
て
、
説
き
方

は
違
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
霊
山
浄
土
に
行
く

ん
で
す
。

　
　
　
久
遠
実
成
の
釈
尊
に
つ
い
て
も
、
法
華
宗
と
か
、
い

く
つ
か
門
流
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
が
違
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
お
互
い
に
語
り
合
う
場
が
今
は
少
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
お
釈
迦
様
が
悟
り
を
得
た
時
に
、

私
は
こ
こ
に
生
ま
れ
る
前
か
ら
生
き
て
い
た
、
こ
れ
か

ら
も
永
遠
に
生
き
続
け
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
に
、
お
釈

迦
様
が
久
遠
化
し
た
と
い
う
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
か
、

け
れ
ど
も
、
そ
の
捉
え
方
の
違
い
で
、
久
遠
実
成
の
本

仏
が
こ
こ
に
い
て
、
分
身
と
し
て
イ
ン
ド
に
生
れ
て
き

た
の
が
迹
仏
と
い
う
か
…
。

　
　
　
こ
う
い
う
こ
と
を
語
り
合
う
の
が
研
修
所
で
、
言
い
合

わ
な
い
と
自
分
が
磨
か
れ
な
い
ん
で
す
。
研
修
所
で
は

「
自
分
自
身
が
分
か
ら
な
い
も
の
を
分
か
っ
た
よ
う
に
説

く
な
」
と
言
っ
て
る
ん
で
す
。

　
　
　
で
も
日
蓮
宗
の
宗
門
的
に
は
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た

お
釈
迦
様
が
久
遠
実
成
し
た
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
捉
え

方
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
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※
日
蓮
宗
で
は
、
檀
信
徒
の
死
後
の
行
く
先
は
「
霊
山
浄
土
」

「
釈
尊
の
も
と
」
と
説
い
て
い
る
。『
法
華
経
』
受
持
に
よ
っ

て
「
霊
山
浄
土
」
に
詣
で
る
。「
霊
山
浄
土
」
の
所
在
に
つ

い
て
は
、
特
定
の
場
所
と
い
う
意
味
の
別
世
界
に
往
く
の

で
は
な
く
、『
法
華
経
』
信
仰
者
の
前
に
「
霊
山
浄
土
」
が

現
れ
る
と
の
解
説
を
頂
い
た
。

　
　

現
在
の
日
蓮
宗
は
宗
教
団
体
法
の
施
行
に
よ
っ
て
昭
和

十
六
年
に
三
門
流
が
合
同
し
た
宗
旨
で
あ
る
。
影
山
教
俊

著
の
『
日
蓮
宗
と
は
何
か
』
に
は
次
の
よ
う
な
三
派
合
同
の

経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
共
通
す
る
宗
派
間
の
強
制

的
な
合
同
が
行
わ
れ
た
た
め
、
日
蓮
宗
で
は
昭
和

十
六
年
正
月
に
三
宗
派
合
同
の
合
意
を
確
認
し
、
ま

た
他
の
二
宗
派
も
こ
れ
に
同
調
し
、
か
く
し
て
同
年

三
月
に
日
蓮
宗
と
顕
本
法
華
宗
と
本
門
宗
と
合
同
し
、

宗
教
法
人
日
蓮
宗
が
文
部
大
臣
の
設
立
認
可
を
受
け
、

新
た
な
日
蓮
宗
が
始
ま
っ
た
。

 

（
影
山
教
俊
『
日
蓮
宗
と
は
何
か
』）

　

合
流
し
た
三
門
流
と
は
、
日
朗
や
日
向
ら
の
系
統
を
継
ぐ
日

蓮
宗
（
旧
日
蓮
法
華
宗
）、
日
什
門
下
の
系
統
の
顕
本
法
華
宗
、

日
興
門
下
の
本
門
宗
の
三
つ
で
あ
る
。
各
々
の
門
流
に
そ
れ
ぞ

れ
教
義
的
な
特
徴
が
あ
る
。

　

ま
ず
本
仏
の
受
け
と
め
に
つ
い
て
は
、
釈
尊
を
本
仏
と
戴
く

派
と
日
蓮
聖
人
を
本
仏
と
戴
く
派
の
二
派
に
別
れ
る
。
日
朗
・

日
向
ら
の
系
統
と
日
什
門
下
系
統
の
顕
本
法
華
宗
は
、
本
仏
を

釈
尊
と
戴
き
、
日
興
門
流
の
本
門
宗
で
は
日
蓮
聖
人
を
本
仏
と

戴
い
て
い
る
。

　

ま
た
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
二
十
八
品
を
前
半

の
迹
門
と
後
半
の
本
門
に
分
け
て
本
門
に
真
意
を
見
出
す
「
勝

劣
派
」
と
、
勝
劣
は
認
め
つ
つ
も
二
十
八
品
全
て
を
一
体
と
受

け
取
る
べ
き
と
す
る
「
一
致
派
」
の
二
派
に
分
か
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
分
類
上
で
は
、
日
朗・日
向
ら
の
系
統
は「
一
致
派
」

で
あ
り
、
合
流
し
た
顕
本
法
華
宗
と
本
門
宗
は
「
勝
劣
派
」
の

立
場
を
取
る
門
流
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
察
す
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
成
り
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立
ち
の
上
で
戴
い
て
来
た
本
仏
や
経
典
の
受
け
と
め
方
の
差

異
が
言
説
布
教
の
内
容
に
影
響
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

現
在
の
宗
門
で
は
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
が
永
遠
に
『
法
華
経
』

を
説
き
続
け
て
い
る
霊
山
浄
土
へ
、『
法
華
経
』
の
受
持
に
よ
っ

て
往
詣
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

〈
6
〉
日
蓮
宗
の
布
教
師
養
成
ま
と
め 

　

日
蓮
宗
は
宗
祖
日
蓮
聖
人
の
布
教
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
て

き
た
宗
派
で
あ
る
。
そ
の
為
、
伝
統
的
布
教
法
と
し
て
練
り
上

げ
ら
れ
て
き
た
「
高
座
説
教
」
の
蓄
積
も
あ
る
。

　

布
教
上
で
学
ぶ
べ
き
点
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、

所
依
の
経
典
で
あ
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
教
説
を
通
し
て
物

事
を
捉
え
て
い
く
視
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
説
教
に
お

い
て
も
「
讃
題
」
と
し
て
宗
祖
法
然
上
人
の
御
法
語
を
掲
げ
る

が
、
日
蓮
宗
の
説
教
で
は
『
法
華
経
』
の
経
文
と
「
祖
訓
」
を

併
せ
て
伝
え
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
浄
土
宗
に
お
い
て

も
「
讃
題
」
に
戴
く
御
法
語
の
背
景
に
あ
る
浄
土
三
部
経
の
教

説
を
充
分
に
理
解
し
た
上
で
説
く
こ
と
が
、
よ
り
祖
意
を
汲
み

取
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

又
、
檀
信
徒
の
中
に
も
「
未
信
徒
」
が
多
く
存
在
す
る
こ
と

に
着
目
し
「
未
信
徒
教
化
」
を
志
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て

お
き
た
い
。
他
の
教
団
に
お
い
て
も
篤
信
の
檀
信
徒
は
少
数
と

い
う
の
が
全
体
と
し
て
の
傾
向
で
あ
ろ
う
。「
未
信
の
人
」
を

入
信
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
話
と
、
既
に
信
仰
を
持
つ

人
を
よ
り
深
い
信
仰
者
へ
と
導
く
法
話
で
は
、
内
容
に
違
い
が

あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。
聴
衆
の
信
仰
の
進
み
を
考
慮
に
入
れ
て

話
材
の
選
択
や
話
法
に
創
意
工
夫
を
試
み
る
余
地
が
あ
る
と
言

え
る
。「
未
信
徒
」
を
対
象
に
そ
の
方
策
を
練
っ
て
い
る
点
は

見
習
う
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
指
導
内
容
も
法
話
の
実
習
に
限
ら
ず
、
法
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
立
案
、
運
営
の
為
の
組
織
作
り
等
を
念
頭
に
置
い
た

「
組
織
化
技
術
」
の
習
得
や
、
Ｋ
Ｊ
法
・
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
・
発
想
法
と
い
っ
た
企
画
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

能
力
を
養
う
も
の
な
ど
、
幅
広
い
視
野
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い

る
。
言
説
布
教
の
話
術
の
鍛
錬
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
盤
と
な

る
思
考
法
や
、
い
わ
ゆ
る
身
業
説
法
を
身
に
付
け
た
僧
侶
と
し



　76

て
外
へ
送
り
出
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
あ
る
。

　

布
教
研
修
所
の
運
営
費
用
に
つ
い
て
は
宗
門
が
全
て
負
担
し

て
お
り
、
日
蓮
宗
が
若
き
布
教
師
の
育
成
を
急
務
と
考
え
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

（
文
責　

八
木
英
哉
）

【
報
告
3
】
曹
洞
宗
の
布
教
師
養
成

〈
1
〉
調
査
の
概
要

　

平
成
二
七
年
六
月
一
七
日
、
曹
洞
宗
特
派
布
教
師　

中
野
尚

之
先
生
を
お
招
き
し
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
布
教
師
養
成
シ
ス
ム

と
そ
の
指
導
方
針
に
つ
い
て
の
講
義
を
頂
い
た
。
本
稿
は
、
そ

の
講
義
内
容
に
基
づ
き
、
項
目
に
従
っ
て
調
査
報
告
す
る
も
の

で
あ
る
。（
文
中
の
→
以
下
太
字
の
記
述
は
、
中
野
先
生
の
講

義
か
ら
抜
粋
編
集
し
た
も
の
。
※
以
下
は
筆
者
の
註
で
あ
る
）

〈
2
〉
曹
洞
宗
に
お
け
る
布
教
師
の
役
割

　

は
じ
め
に
「
宗
憲
」
か
ら
、
曹
洞
宗
の
布
教
師
の
位
置
付
け

と
役
割
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
く
。

「
曹
洞
宗
宗
憲
」
第
2
章　

行
学
及
び
教
化

　
　
（
行
学
）

第
8
条　

本
宗
の
行
学
は
、
仏
祖
の
身
心
を
学
得
し
、
法

燈
の
伝
持
者
及
び
布
教
伝
道
の
人
器
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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2　

本
宗
の
行
学
は
、
平
常
不
断
に
修
す
る
ほ
か
、

特
に
僧
堂
、
学
校
等
に
お
い
て
行
う
。

第
9
条　

本
宗
の
教
化
は
、
全
宗
門
人
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

2　

本
宗
の
教
化
は
、
坐
禅
、
儀
式
、
言
説
、
放
送

及
び
文
書
並
び
に
各
種
の
事
業
の
ほ
か
、
時

宜
に
適
す
る
方
法
で
行
う
。

※
以
上
の
よ
う
に
、
曹
洞
宗
で
は「
仏
祖
の
身
心
の
学
得
」、「
法

燈
の
伝
持
」
及
び
「
布
教
伝
道
」
に
従
事
す
る
人
器
の
養
成

を
行
学
の
目
的
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
教
化
は
、
全

宗
門
人
が
必
ず
行
う
べ
き
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

【
布
教
の
種
類
】

　

曹
洞
宗
が
行
う
布
教
は
、
本
部
・
地
方
・
国
際
・
そ
の
他
の

布
教
の
四
種
類
で
あ
る
。

①
本
部
布
教

・
親
化　
　
　

 

貫
首
も
し
く
は
管
長
の
発
意
ま
た
は
寺
院
の
特

請
に
よ
っ
て
貫
首
も
し
く
は
管
長
が
行
う
も
の

・
特
命
布
教　

 

内
局
が
必
要
と
認
め
る
地
に
お
い
て
、
特
命
布

教
師
が
行
う
も
の
。

・
特
派
布
教　

 

教
化
部
長
が
指
示
し
た
地
に
曹
洞
宗
特
派
布
教

師
を
派
遣
し
て
行
う
も
の
。

・
そ
の
他

（
特
派
伝
道
） 

教
化
部
長
が
寺
院
・
宗
務
所
等
の
要
請
に
応
じ
、

特
派
講
師
を
随
時
派
遣
し
て
行
う
も
の
。

②
地
方
布
教

・
宗
務
所
布
教　

 

宗
務
所
が
主
催
す
る
布
教
教
化
事
業
並
び
に

宗
務
所
長
が
宗
務
所
布
教
師
及
び
青
少
年
教

化
員
を
当
該
宗
務
所
管
内
の
各
寺
院
等
に
派

遣
し
て
行
う
も
の
。

・
特
別
布
教　

 

会
社
、
工
場
そ
の
他
各
種
の
団
体
等
の
要
請
に

よ
り
、
特
別
布
教
師
が
随
時
行
う
も
の
。

③
国
際
布
教

　

曹
洞
宗
の
国
際
布
教
は
一
一
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
現

在
、
世
界
各
地
で
は
五
〇
以
上
の
海
外
特
別
寺
院
が
認
可
さ
れ
、
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一
〇
〇
名
以
上
の
国
際
布
教
師
が
活
躍
し
て
い
る
。

【
中
野
尚
之
先
生
の
講
義
よ
り
】

→
現
在
は
特
派
布
教
師
の
公
務
と
し
て
南
米
・
北
米
に
出
向
し

て
い
ま
す
。
南
米
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
教
化
部
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
こ
を
中
心
に
か
な
り
の
所
を
二
週
間
位
で
回
り
ま

す
。
北
米
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
中
心
に
数
カ
寺
で
展
開

し
、
東
海
岸
に
移
り
な
が
ら
各
地
の
禅
セ
ン
タ
ー
に
も
行

き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
教
化
セ
ン
タ
ー
で
お
説
教
し
、
帰

国
し
ま
す
。
現
地
で
は
、
そ
の
国
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

住
職
が
お
ら
れ
る
の
で
、
通
訳
を
勤
め
て
く
れ
ま
す
。

【
施
設
】

・
国
際
セ
ン
タ
ー　
　

 

　

 　

海
外
に
お
け
る
研
修
会
の
企
画
及
び
実
施
、
翻
訳
業
務
、

教
化
活
動
の
研
究
等
の
布
教
事
業
の
推
進
、
並
び
に
国
際
布

教
総
監
部
と
の
業
務
連
携
を
行
っ
て
い
る
。（
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
）

・
国
際
布
教
総
監
部

　

 　

海
外
に
お
け
る
本
宗
が
行
う
宗
務
処
理
の
た
め
、
全
世
界

四
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ホ
ノ
ル
ル
市
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
、
ブ
ラ
ジ
ル
共
和
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
、
フ

ラ
ン
ス
共
和
国
パ
リ
市
）

※
国
際
布
教
師
の
任
命

　
　

海
外
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
布
教
教
化
に
従
事
す
る
者
を
任

命
す
る
。
2
等
教
師
以
上
を
有
し
、
任
命
を
希
望
す
る
者

は
、
事
前
に
教
化
部
長
と
面
接
し
、
そ
の
後
に
「
国
際
布
教

師
任
命
申
請
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
そ
の
他
の
布
教

・
教
化
組
織　

　

 　

寺
院
は
、
布
教
教
化
の
実
を
あ
げ
る
為
、
特
に
檀
信
徒
の

対
機
に
応
じ
て
、
次
に
該
当
す
る
組
織
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。



研究成果報告書

79　 

対
象
と
組
織

・
一
般　
　
　
　
　

参
禅
会
、
読
経
会
、
日
曜
礼
拝
会
な
ど

・
成
人　
　
　
　
　

青
年
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
な
ど

・
少
年　
　
　
　
　

 

禅
の
集
い
、
子
ど
も
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど

・
参
禅
道
場　
　
　

長
期
に
わ
た
り
参
禅
者
を
指
導
す
る
も
の

・
そ
の
他　
　
　
　

 

教
化
部
長
及
び
寺
院
は
、
時
代
の
要
請
に

応
じ
、
文
書
、
視
聴
覚
そ
の
他
各
種
の
事

業
に
よ
る
布
教
教
化
を
行
う
。

〈
3
〉
曹
洞
宗
の
布
教
師
養
成
シ
ス
テ
ム

【
布
教
師
の
等
級
お
よ
び
試
験
】

①
等
級

　

布
教
師
の
段
階
に
は
、
等
級
の
低
い
順
に
令
命
2
等
か
ら
特

命
布
教
師
ま
で
、
次
の
七
つ
の
段
階
が
あ
る
。
布
教
師
検
定
会

に
お
い
て
適
当
と
認
め
ら
れ
た
方
が
、「
布
教
師
等
級
補
任
申

請
書
」
を
申
請
す
る
こ
と
で
補
任
さ
れ
る
。

・
令
命
2
等
布
教
師

・
令
命
1
等
布
教
師

・
稟
命
2
等
布
教
師

・
稟
命
1
等
布
教
師

・
直
命
2
等
布
教
師

・
直
命
1
等
布
教
師

・
特
命
布
教
師 

 

内
局
が
必
要
と
認
め
る
地
に
お
い
て
特
命

布
教
を
行
う
。
現
在
は
特
に
行
わ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

②
検
定

　

曹
洞
宗
宗
務
庁
に
て
年
に
数
回
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
令
命
の

試
験
は
管
区
単
位
で
も
行
わ
れ
る
。

◆
検
定
に
お
け
る
注
意
点

受
験
資
格
の
確
認
（
曹
洞
布
教
教
化
規
程
第
62
～
65
条
）

・
令
命
2
等
布
教
師
…
教
師
資
格
を
有
す
る
者

・
令
命
1
等
布
教
師
… 

令
命
2
等
布
教
師
の
資
格
を
有
し
た
、

1
等
教
師
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

・
稟
命
2
等
布
教
師
… 

令
命
1
等
布
教
師
の
資
格
を
有
し
た
、
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1
等
教
師
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

・
稟
命
1
等
布
教
師
… 

稟
命
2
等
布
教
師
の
資
格
を
有
し
た
、

正
教
師
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者
。

③
布
教
師
検
定
科
目
（
平
成
二
七
年
度
）

（
1
）
布
教
実
演
（
法
話
実
演
）

「
平
成
二
七
年
度
布
教
教
化
に
関
す
る
告
諭
」
お
よ
び

「
平
成
二
七
年
度
布
教
教
化
方
針
」
に
準
じ
た
実
演
。

・
令
命
2
等
布
教
師
…
実
演
時
間　

5
分

・
令
命
1
等
布
教
師
…
実
演
時
間　

5
分

・
稟
命
2
等
布
教
師
…
実
演
時
間　

10
分

・
稟
命
1
等
布
教
師
…
実
演
時
間　

10
分

（
2
）
筆
記
試
験
（
制
限
時
間
90
分
）

【
出
題
の
範
囲
】

1
．『
仏
教
概
論
』
よ
り

第
二
章
「
釈
尊
の
生
涯
」、
第
三
章
「
仏
教
の
流
れ
」、
第

四
章
「
両
祖
様
の
生
涯
」、
第
五
章
「
坐
禅
・
そ
の
こ
こ

ろ
と
か
た
ち
」、
第
六
章
「
聖
典
の
教
え
」

2
．『
曹
洞
宗
宗
制
』
よ
り

「
曹
洞
宗
宗
憲
」

第
一
章
総
則
～
第
三
章
大
本
山
及
び
人
事
部
関
係
規
程

中
「
曹
洞
宗
儀
礼
規
程
」
第
一
章
経
典
～
第
二
章
法
要

儀
式

3
．
人
権
意
識
を
問
う
小
論
文

4
． 「
平
成
二
七
年
度
布
教
教
化
方
針
」
に
基
づ
い
た
法
話
原

稿
の
作
成
（
布
教
実
演
と
異
な
る
法
話
原
稿
）

（
3
）
口
答
試
験
（
稟
命
1
等
の
み
）

【
布
教
師
の
種
別
】

　

曹
洞
宗
の
教
師
で
各
種
布
教
に
従
事
す
る
者
の
種
別
は
「
青

少
年
教
化
員
」、「
宗
務
所
布
教
師
」、「
教
化
セ
ン
タ
ー
布
教
師
」、

「
曹
洞
宗
特
派
布
教
師
」
の
4
種
で
あ
る
。

・
青
少
年
教
化
員

　

管
長
辞
令
。
教
師
資
格
を
有
す
る
者
。
布
教
師
資
格
は

必
要
な
い
。
宗
務
所
が
企
画
し
た
教
化
活
動
に
従
事
す
る
。
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若
い
世
代
が
中
心
。

・
宗
務
所
布
教
師

　

管
長
辞
令
。
教
師
資
格
を
有
す
る
者
。
布
教
師
資
格
は

令
命
2
等
が
必
要
。
宗
務
所
が
主
催
す
る「
布
教
教
化
事
業
」

に
従
事
す
る
。
当
該
宗
務
所
管
内
の
各
寺
院
等
に
派
遣
さ

れ
る
。

・
教
化
セ
ン
タ
ー
布
教
師

　

管
長
辞
令
。
教
師
資
格
を
有
す
者
。
布
教
師
資
格
は
令

命
2
等
が
必
要
。

・
曹
洞
宗
特
派
布
教
師

　

管
長
辞
令
。
正
教
師
を
有
す
る
者
で
住
職
で
あ
る
こ
と
。

布
教
師
資
格
は
稟
命
1
等
が
必
要
。
任
期
は
二
年
間
。

【
中
野
尚
之
先
生
の
講
義
よ
り
】

→
教
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
、
布
教
教
化
の
出
先
機
関
で
す
。

九
管
区
あ
り
ま
す
。
教
化
セ
ン
タ
ー
布
教
師
は
、
お
そ
ら

く
各
県
に
五
～
六
人
は
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
志
も
あ
っ

て
、
教
学
・
一
般
教
養
に
長
け
た
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

特
派
布
教
師
に
匹
敵
す
る
様
な
布
教
師
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

→
（
特
派
布
教
師
は
）
現
況
、
曹
洞
宗
の
公
務
の
布
教
師
と
し

て
、
唯
一
認
め
ら
れ
て
い
る
布
教
師
と
い
え
ま
す
。
一
週

間
お
寺
を
空
け
て
、
六
泊
七
日
と
い
う
公
務
が
多
い
。
各

都
道
府
県
を
回
っ
て
、『
管
長
告
諭
』（
曹
洞
宗
の
布
教
方
針

の
よ
う
な
も
の
）
を
説
明
す
る
と
い
う
の
が
、
特
派
布
教
師

の
公
務
で
す
。

→
特
派
布
教
師
は
、
曹
洞
宗
の
管
長
の
名
代
と
し
て
の
公
務

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
若
い
う
ち
は
で
き
ま
せ

ん
。
四
〇
歳
を
超
え
て
か
ら
、
勉
強
し
て
い
る
者
の
中
か

ら
、
も
う
少
し
前
に
出
て
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
、
ど
こ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
推
薦
さ
れ
る
の

か
、
実
は
シ
ス
テ
ム
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
天
の
声

的
な
も
の
で
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

→
昔
の
特
派
布
教
師
の
お
話
し
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
と
て
も
き

ち
ん
と
構
築
さ
れ
て
い
て
、
話
術
も
素
晴
ら
し
い
。
本
当

に
講
談
師
の
お
話
に
近
い
で
す
。
涙
、
笑
い
、
納
得
と
い
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う
構
成
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
間
違
っ
た
教

理
は
絶
対
に
説
か
な
い
。
人
権
感
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
、
き
ち
ん
と
教
理
に
裏
付
け
ら
れ
て
出
典

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
法
話
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
非

常
に
注
意
を
払
い
ま
す
。
講
義
的
な
説
教
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

→
現
在
（
講
義
当
時
）
の
特
派
布
教
師
は
、
研
修
課
程
を
出
て

い
な
い
方
が
七
割
、
研
修
課
程
を
経
た
方
が
三
割
く
ら
い

の
割
合
で
39
名
で
す
。
50
名
は
欲
し
い
で
す
ね
。
女
性
は

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。

→
特
派
布
教
で
は
、
一
教
場
ご
と
に
長
（
責
任
者
）
が
い
ま
す
。

住
職
さ
ん
だ
っ
た
り
、
教
区
長
さ
ん
だ
っ
た
り
、
そ
の
方

が
講
評
用
紙
を
書
き
ま
す
。『
宗
意
に
則
っ
て
勤
め
て
い
る

か
』『
人
権
・
環
境
・
平
和
に
き
ち
ん
と
触
れ
て
い
た
か
』『
作

法
は
ど
う
だ
っ
た
か
』『
支
度
は
ど
う
だ
っ
た
か
』
な
ど
で
す
。

（
こ
う
し
た
講
評
な
ど
に
よ
っ
て
、
特
派
布
教
師
と
し
て
）

「
相
応
し
く
な
い
」と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
退
任
と
な
り
ま
す
。

→
任
期
二
年
が
終
わ
る
と
解
雇
通
知
が
来
ま
す
。
大
体
の
方
が
、

再
度
、（
次
期
二
年
の
）
打
診
が
来
ま
す
。

・
特
派
布
教
師
協
議
会

　

年
一
回
、
特
派
布
教
師
の
研
修
が
催
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は

「
主
題
法
話
（
管
長
告
諭
の
説
明
会
）」
…
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
講
義
で
あ
る
。
教
化
部
長
の
開

催
に
よ
る
も
の
で
、
次
年
度
の
布
教
施
策
も
講
ず
る
。

【
中
野
尚
之
先
生
の
講
義
よ
り
】

→
（『
管
長
告
諭
』
の
テ
ー
マ
が
）『
布
施
』
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、『
正
法
眼
蔵
』
の
こ
の
部
分
に
こ
う
い
う
よ

う
な
説
き
方
を
ご
開
山
は
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
、
と

い
う
講
義
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
を
、
自
分
な
り
に
頂
い
て
、

地
方
に
出
る
前
に
し
っ
か
り
と
熟
読
し
、
項
目
に
分
け
て

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

※
本
山
布
教
師
に
つ
い
て

　

宗
門
認
定
の
布
教
師
と
は
別
に
総
大
本
山
所
属
の
布
教
師
が

お
り
、
本
山
主
催
の
月
例
法
話
会
等
に
従
事
し
て
い
る
。
本
山
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布
教
師
に
な
る
た
め
の
検
定
試
験
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
40

名
前
後
の
布
教
師
が
お
り
、
講
師
の
中
野
師
か
ら
は
、「
縁
に

従
っ
て
入
会
す
る
も
の
、
愛
山
精
神
が
大
事
で
す
」
と
の
説
明

を
受
け
た
。

Ｑ　

布
教
師
に
な
る
に
は
？

A
【
中
野
尚
之
先
生
の
ご
講
義
よ
り
抜
粋
】

　
→
最
初
が
令
命
2
等
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
試
験
を
受

け
て
一
年
ぐ
ら
い
勉
強
す
る
と
令
命
1
等
に
な
り
ま
す
。

次
の
稟
命
2
等
の
試
験
は
、
内
容
が
だ
い
ぶ
シ
ビ
ア
に

な
っ
て
き
ま
す
。
稟
命
ま
で
受
け
る
人
は
志
が
高
い
で

す
。
最
後
に
稟
命
1
等
と
い
う
布
教
師
資
格
試
験
が
あ

り
ま
す
。
個
人
の
思
い
で
取
れ
る
の
は
そ
こ
ま
で
で
す
。

　
→
試
験
は
検
閲
だ
と
思
い
ま
す
。
表
に
出
て
法
話
を
し
て
、

文
章
を
書
い
た
り
し
ま
す
か
ら
…
。
住
職
に
な
る
時
は

無
試
験
で
す
。
と
こ
ろ
が
布
教
師
検
定
の
時
に
教
養
が

試
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
ま
ず
最
初
は
漢
字
の
書
き
取
り

で
す
。
本
当
に
こ
れ
が
書
け
な
い
の
で
す
。

　
→
人
権
感
覚
の
確
認
が
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
全

て
き
っ
ち
り
し
て
い
て
も
、
こ
の
人
権
感
覚
の
確
認
で
、

偏
っ
た
個
人
的
な
思
想
を
表
に
出
す
よ
う
な
人
は
、
絶

対
に
引
っ
か
か
っ
て
何
度
試
験
を
受
け
て
も
合
格
し
な

い
で
す
。
非
常
に
厳
し
い
。

　
→
合
格
率
は
70
％
く
ら
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
→
稟
命
1
等
布
教
師
に
な
り
ま
す
と
特
派
布
教
師
に
な
れ
ま

す
。
そ
の
為
に
、
教
師
資
格
も
1
等
教
師
の
上
の
正
教

師
と
い
う
資
格
が
な
い
と
出
ら
れ
な
い
で
す
。
正
教
師

の
資
格
を
取
る
に
は
、
三
カ
年
、
本
山
の
修
行
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

参
考　

曹
洞
宗
の
僧
階
（
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
査
）

3
等
教
師
→
2
等
教
師
（
住
職
資
格
）
→
1
等
教
師

→
正
教
師
→
（
推
薦
）
権
大
教
師
（
五
五
歳
以
上
）

→
大
教
師
（
六
〇
歳
以
上
・
一
八
〇
人
）

→
権
大
教
正
（
三
〇
名
）
→
大
教
正
（
禅
師
）
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〈
4
〉
曹
洞
宗
に
お
け
る
布
教
師
養
成
機
関

　

布
教
師
の
養
成
機
関
に
つ
い
て
「
曹
洞
宗
布
教
教
化
規
程
」

に
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
曹
洞
宗
布
教
教
化
規
程
」

第
7
章　

布
教
師
養
成
機
関

（
開
設
）

第
52
条　

本
宗
の
布
教
師
を
養
成
す
る
た
め
、
布
教
師
養

成
所
及
び
布
教
講
習
会
を
設
け
る
。

（
布
教
師
養
成
所
）

第
53
条　

布
教
師
養
成
所
は
、
布
教
師
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
随
時
開
設
し
、
布
教
の
理
論

を
修
学
さ
せ
、
そ
の
技
術
を
習
熟
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。

（
布
教
講
習
会
）

第
54
条　

布
教
講
習
会
は
、
布
教
師
の
養
成
及
び
現
職
の

布
教
師
の
布
教
習
熟
の
た
め
、
毎
年
、
適
地

に
お
い
て
随
時
に
開
設
す
る
。

1
「
曹
洞
宗
布
教
師
養
成
所
」

　
「
曹
洞
宗
布
教
師
養
成
所
」
は
、
布
教
の
理
論
の
修
学
と
、

技
術
の
習
熟
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
三
九
年
に
宗
務
所
主
催
で

開
設
さ
れ
た
布
教
師
養
成
の
機
関
で
あ
る
。
年
間
に
三
期
（
一

期
は
五
日
間
）
開
設
さ
れ
、
約
五
〇
名
程
度
の
教
師
が
参
加
し

て
い
る
。
受
講
の
回
数
に
制
限
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
何
度

で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た「
曹
洞
宗
布
教
教
化
規
程
」第
55
条（
布
教
師
の
任
命
）

に
「
教
化
部
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
布
教
師
養
成
所
及
び
布
教

講
習
会
の
修
了
者
を
審
査
の
う
え
、
各
種
の
布
教
師
に
任
命
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
、
こ
の
養
成
所
の
修
了
が
各
種
布

教
師
任
用
の
際
の
一
基
準
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

①
入
所
資
格
・
条
件

　

入
所
の
対
象
者
は
、
曹
洞
宗
の
教
師
資
格
を
有
し
、
令
命
２
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等
布
教
師
の
資
格
の
あ
る
者
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
所
に
際

し
て
は
、
宗
務
所
長
の
推
薦
が
必
要
で
あ
る
。

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
宗
学
と
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
学
習

・
一
〇
分
間
法
話
の
実
演
と
講
評

【
中
野
尚
之
先
生
よ
り
聞
き
取
り
】

→
（
こ
こ
か
ら
は
）
特
派
布
教
師
に
な
っ
て
い
く
た
め
の
研
鑽

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
入
所
す
る
に
は
、
宗
務
所
の
所
長

の
推
薦
で
、
布
教
の
勉
強
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
が
派
遣
さ

れ
て
勉
強
し
に
行
く
の
で
す
。

→
私
は
四
年
行
き
ま
し
た
が
、
長
い
人
は
七
年
勤
め
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。

2
「
布
教
師
養
成
所
研
修
課
程
」

　

更
に
上
を
目
指
す
布
教
師
の
研
鑽
の
た
め
に
「
布
教
師
養
成

所
研
修
課
程
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

①
入
所
資
格
・
条
件

　

布
教
師
の
中
か
ら
宗
務
所
長
の
推
薦
に
よ
っ
て
入
所
す
る
。

参
加
者
は
6
名
程
。
期
間
は
布
教
師
養
成
所
に
準
ず
る
。

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
一
時
間
の
布
教
実
演
。
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
で
の
辻
説
法
な
ど
、

実
践
的
な
研
修
を
行
う
。

・
講
義
内
容
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
受
講
者
が
希
望
を
出

し
て
学
ん
で
ゆ
く
。

・
テ
キ
ス
ト
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
主
任
講
師
・
宗
務
庁

が
決
め
る
。（
過
去
の
例
…
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』『
涅
槃
経
』『
正

法
眼
蔵
』『
修
証
義
』
な
ど
）

・
主
任
講
師
一
名
、
講
師
三
名
（
共
に
特
派
布
教
師
）。

【
中
野
尚
之
先
生
よ
り
聞
き
取
り
】

→
こ
れ
は
き
っ
と
、
特
派
布
教
師
を
認
定
す
る
た
め
の
期
間
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
特
派
布
教
師
と
し
て
表
に

出
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
て
、
ど

れ
だ
け
の
社
会
的
、
ま
た
は
人
権
の
感
覚
を
身
に
つ
け
て
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い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
試
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

→
非
常
に
大
変
な
研
修
内
容
で
、
多
く
の
方
は
た
ぶ
ん
二
年
く

ら
い
し
か
勤
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

→
修
了
者
の
う
ち
三
名
く
ら
い
は
特
派
布
教
師
に
採
用
さ
れ
ま

す
。

→
稟
命
1
等
布
教
師
の
資
格
を
持
っ
た
方
た
ち
は
、
要
請
が
あ

れ
ば
、
特
派
布
教
師
に
任
命
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
非
常
に
自
主
的
に
進

ん
で
い
く
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
ま
た
絞
ら
れ
て
、
い
わ

ゆ
る
研
修
課
程
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
指
導
方
針
（
布
教
の
心
得
）
に
つ
い
て

【
宗
門
の
指
導
方
針
】

　

曹
洞
宗
発
令
の
『
平
成
二
七
年
度　

布
教
教
化
方
針
』
に
は

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
「
管
長
告
諭
」
も

併
せ
て
確
認
を
し
て
お
く
。

『
平
成
二
七
年
度　

布
教
教
化
方
針
』

曹
洞
宗
の
布
教
教
化
は
、
一
仏
両
祖
の
み
教
え
を
敬
い
、

坐
禅
に
親
し
み
「
と
も
に
願
い　

と
も
に
寄
り
添
い
と

も
に
歩
む
」
こ
と
を
誓
願
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て

し
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
苦
悩
に
向
き
合

い
、
み
な
と
も
に
支
え
あ
い
な
が
ら
生
き
る
慈
悲
心
に

も
と
づ
く
信
仰
生
活
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年

度
も
「
相
承
」
の
お
さ
と
し
の
も
と
、
峨
山
韶
碩
禅
師

六
百
五
十
回
大
遠
忌
奉
修
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
布

教
教
化
方
針
を
定
め
ま
す
。

一
、一
仏
両
祖
の
お
と
な
え
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

・「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」

　

・「
南
無
高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師
」

　

・「
南
無
太
祖
常
済
大
師
瑩
山
禅
師
」

二
、「
相
承
」
の
お
さ
と
し
を
実
践
い
た
し
ま
す
。

三
、 

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
啓
発
の
活
動
に
と

り
く
み
ま
す
。

四
、 
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
平
和
な
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。
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五
、 

地
球
環
境
が
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を

支
え
て
い
る
こ
と
を
思
い
、「
地
球
環
境
を
ま
も
る

全
曹
洞
宗
の
運
動
」（
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
）
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

六
、
孤
立
す
る
人
び
と
と
向
き
あ
い
、
支
え
ま
す
。

七
、 

人
び
と
と
の
出
会
い
の
中
で
菩
薩
行
を
実
践
し
て

い
き
ま
す
。

八
、 

寺
院
を
地
域
社
会
の
「
絆
を
深
め
る
場
」
に
活
か

し
ま
す
。

【
中
野
尚
之
先
生
よ
り
聞
き
取
り
】

→
一
般
の
宗
僧
侶
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
発
令
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
中
心
に
、
寺
院
の
運
営
な
ら
び
に
檀
信
徒
教
化
を

進
め
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
の
っ
と
っ
て
、
特
派
布
教
師
も
布
教
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
は
自
分
の
意
志
で
宗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

を
検
索
し
て
い
く
と
か
、
曹
洞
宗
『
宗
報
』
の
中
か
ら
き
っ

ち
り
読
み
取
ら
な
い
と
把
握
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

問
題
点
だ
と
思
い
ま
す
。

→
人
権
・
平
和
・
環
境
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
盛
り
込
ま
れ
る
三
本
柱
で
す
。

『
平
成
二
七
年
度　

管
長
告
諭
』

　

私
た
ち
は
、
今
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を
前
に
、
そ
の

生
き
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
大
津
波
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
か
ら
す
で
に
四
年
の
月
日
が
た
ち
ま

し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
復
旧
復
興
の
道
の
り
は
い

ま
だ
遠
く
、
多
く
の
ご
遺
族
や
今
も
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
二
十
四
万
余
り
の
人
び
と
の
悲
し
み

と
苦
難
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
と
多
発
す
る
自
然
災
害
、
戦

争
、
貧
困
、
格
差
、
い
じ
め
、
そ
し
て
自
死
等
の
深
刻

な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
実
の
中
で
、「
人
権
の
尊
重
、
平
和
の
実
現
、

環
境
の
保
全
」
の
取
り
組
み
を
柱
と
し
、
自
己
中
心
的

な
快
適
さ
や
便
利
さ
を
求
め
る
暮
ら
し
を
見
直
し
、
原
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子
力
に
頼
ら
な
い
社
会
、
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
年
度
も
四
摂
法
の
一
つ
で
あ
る
「
布

施
」、
物
で
も
心
で
も
惜
し
み
な
く
分
か
ち
あ
い
、
互
い

に
生
か
し
あ
う
み
教
え
に
学
び
、
実
践
い
た
し
ま
す
。

　

道
元
さ
ま
は
、「
布
施
」
と
は
貪
ら
な
い
こ
と
と
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
へ
つ
ら
う
こ
と
な
く
、
見
返
り

を
求
め
る
こ
と
の
な
い
生
き
方
で
す
。

　

瑩
山
さ
ま
は
常
に
大
い
な
る
慈
悲
心
を
も
っ
て
、
一

切
の
衆
生
に
坐
禅
無
量
の
功
徳
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
説

か
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山
韶
碩
禅
師

六
百
五
十
回
大
遠
忌
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
皆
さ
ま
と

と
も
に
こ
の
勝
縁
を
慶
び
、
報
恩
の
ま
こ
と
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

　

峨
山
さ
ま
が
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
「
相
承
」
の
お

さ
と
し
、
そ
れ
は
、
み
仏
と
ご
先
祖
の
前
で
姿
勢
を
調

え
息
を
調
え
心
を
調
え
て
静
か
に
坐
り
、
一
仏
両
祖
の

み
教
え
を
学
び
、
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
実
践
を
通
し
て

丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
、「
布
施
」
の
み
教
え
を
相
承
し
、
人

び
と
と
と
も
に
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
安
ら
ぎ
を

願
い
、
と
も
に
寄
り
添
い
、
と
も
に
歩
む
菩
薩
行
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

南
無
高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師

南
無
太
祖
常
済
大
師
瑩
山
禅
師

 

平
成
二
七
年
四
月
一
日

【
中
野
尚
之
先
生
よ
り
聞
き
取
り
】

→
「
管
長
告
諭
」
は
、
宗
務
庁
・
宗
務
総
長
・
有
識
者
が
作
成

し
ま
す
。
最
後
、
管
長
が
確
認
し
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

→
こ
れ
が
、
布
教
の
柱
と
な
る
も
の
で
す
。「
管
長
告
諭
」
を

ひ
も
と
く
こ
と
が
、
特
派
布
教
師
の
公
務
で
す
。

→
人
権
・
平
和
・
環
境
は
、
必
ず
盛
り
込
ま
れ
る
三
本
柱
で
す
。
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→
原
発
の
良
い
悪
い
に
は
、
言
及
し
ま
せ
ん
。

④
法
話
の
構
成
法
（
組
み
立
て
）

Ｑ　

法
話
の
構
成
法
は
ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
→
い
ろ
ん
な
法
話
の
構
成
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
最
初
に
学

ぶ
の
は
「
起
承
転
結
」
で
す
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
「
起

承
転
結
」
を
崩
し
て
、
個
性
を
活
か
し
た
、
人
間
ら
し

い
法
話
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
「
宗
意
」
と
「
安あ

ん

心じ
ん

」
を
ど
う
考
え
ま
す
か
？

A
→
宗
意
と
は
教
義
で
す
。
こ
れ
が
き
ち
ん
と
踏
ま
え
ら
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
ど
う
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い

う
姿
勢
を
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
安
心
と
は
、
自
身
の

受
け
と
め
（
信
仰
）
で
あ
り
、
聴
衆
に
〝
安
心
〟
感
を

与
え
る
も
の
で
す
。

　
→
僕
も
そ
う
は
う
ま
く
で
き
な
い
け
れ
ど
、「
こ
う
い
う
こ

と
だ
っ
た
ら
、
私
た
ち
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
で
も
、
こ
れ
を
実
は
も
う
皆
さ
ん
も
や
っ

て
い
て
、
こ
れ
が
仏
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」
っ
て

言
う
と
、
ほ
っ
と
す
る
。
自
分
は
仏
教
帰
依
者
で
あ
っ

て
良
か
っ
た
、
菩
提
寺
に
あ
る
先
祖
の
お
墓
を
守
っ
て

き
て
良
か
っ
た
な
と
思
え
る
よ
う
な
安
心
感
も
必
ず
与

え
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
意
と
安
心
の
バ
ラ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
す
。

※
ま
た
、
講
師
の
中
野
先
生
か
ら
は
、
聞
法
者
の
立
場
を
理
解

す
る
と
い
う
こ
と
を
心
得
、
一
方
的
な
仏
法
の
押
し
付
け

を
し
な
い
と
い
う
心
掛
け
を
ご
教
示
頂
い
た
。

→
相
手
を
知
っ
て
、
相
手
に
伝
え
る
。
互
い
に
生
か
し
合
っ
て

い
る
教
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
、
目
指
し
て
い
ま

す
。

※
参
考
に
曹
洞
宗
宗
務
庁
発
行
の
指
導
書
等
か
ら
、
法
話
の
組

み
立
て
や
心
得
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
を
い
く
つ
か
挙

げ
て
お
く
。
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参
考

◆
（
法
話
の
練
習
を
躊
躇
す
る
若
い
宗
侶
に
対
し
て
）

　

あ
な
た
は
自
分
の
考
え
を
説
こ
う
と
す
る
か
ら
躊
躇
す
る
の

で
す
。
法
話
と
い
う
の
は
正
確
に
法
を
説
く
こ
と
が
究
極

の
目
的
で
あ
り
、
あ
な
た
の
考
え
を
説
く
の
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
み
仏
の
示
さ
れ
た
法
を
い
か
に
わ
か
り
や

す
く
、
興
味
ぶ
か
く
説
く
か
の
研
究
は
必
要
で
す
け
ど
ね
。

あ
な
た
は
自
分
の
話
を
聴
衆
に
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
、“
お

取
り
次
ぎ
”
を
忘
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
！
」（
辻
淳
彦
『
法

話
の
教
室
』
一
九
九
〇
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
）

◆
「
ダ
ン
ゴ
説
法
」
と
い
う
こ
と
ば
を
ご
存
じ
で
す
か
。
お
い

し
そ
う
な
ダ
ン
ゴ
が
一
本
の
串
に
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

法
話
は
、
ど
ん
な
話
材
・
教
材
を
盛
り
こ
ん
で
も
、
そ
れ
ら

は
確
実
に
「
法
」
の
串
で
貫
か
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
同
右
）

◆
宗
乗
の
学
び
と
い
う
の
は
、
た
だ
禅
の
言
葉
を
机
の
上
で
勉

強
し
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
を
単
に

積
み
重
ね
で
い
く
だ
け
で
は
な
く
日
々
の
実
践
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
布
教
師
に
お
い
て
も
、
こ
う

し
た
宗
乗
が
し
っ
か
り
自
分
の
基
盤
と
し
て
確
立
さ
れ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。（
阿
部
圭
佑
『
話
道
―
仏
教

法
話
の
実
践
―
』
二
〇
一
五
、
国
書
刊
行
会
）

◆
仏
祖
の
教
え
を
た
だ
引
用
し
て
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
宗

乗
と
し
て
こ
れ
は
間
違
い
が
な
い
と
い
う
信
念
を
も
っ
て

こ
そ
、
初
め
て
法
話
に
お
い
て
断
定
し
て
言
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）
宗
乗
の
仏
法
が
間
違
い

な
く
お
釈
迦
様
の
教
え
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
確
信

を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
言
葉
で
お

釈
迦
様
の
教
え
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
信
念
を
持

つ
よ
う
に
学
ん
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
同
右
）

⑤
布
教
の
作
法
に
つ
い
て

「
礼
拝
」
→
「
登
座
」
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「
三
帰
戒
」
…
三
宝
の
お
唱
え

　

＝
「
南
無
帰
依
仏
、
南
無
帰
依
宝
、
南
無
帰
依
僧
」

「
本
尊
唱
名
」

　

＝
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」「
南
無
永
平
高
祖
道
元
禅
師
」

　
　
「
南
無
総
持
太
祖
螢
山
禅
師
」

「
法
話
」

「
普
回
向
」

「
下
座
」
→
「
礼
拝
」

※
浄
土
宗
の
伝
道
作
法
に
お
け
る
「
讃
題
」
に
当
た
る
も
の
は

無
い
。
ま
た
「
本
尊
唱
名
」
に
つ
い
て
は
、
10
年
程
前
か
ら

始
ま
っ
た
作
法
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
威
儀
即
仏
法
（
現
身
説
法
）」
を
念
頭
に
厳
粛
に
勤
め
る
。

衣
体
… 

衣
、
九
条
の
袈
裟
（
両
山
の
紋
入
り
）
を
被
着
し
、
中

啓
も
し
く
は
笏
を
執
持
す
る
。

【
中
野
尚
之
先
生
よ
り
聞
き
取
り
】

→
（
本
尊
聖
名
は
）『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
に
対
し
て
（
曹
洞
宗

も
）
何
か
で
き
る
は
ず
だ
ぞ
と
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
徹
底

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
坐
禅
に
つ
い
て
（
中
野
先
生
の
工
夫
）

→
特
派
布
教
で
行
く
と
き
は
、
必
ず
、『
管
長
告
諭
』
を
読
む

前
に
坐
禅
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
み
ん
な
静
か
に
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
代
わ
り
に
、
手
と
足
を
組
ん
で
呼
吸
を
整

え
、
7
、
8
分
行
い
ま
す
。
静
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
『
告

諭
』
を
広
げ
「
み
ん
な
で
受
け
止
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

言
う
と
、
す
う
っ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
5
〉
質
問
に
対
す
る
回
答

Ｑ　

現
代
社
会
に
お
い
て
「
救
い
」
を
ど
う
説
き
ま
す
か
？

A
→
宗
意
か
ら
お
話
し
し
ま
す
と
、
曹
洞
宗
の
宗
意
は「
坐
禅
」

と
「
即
身
是
仏
を
承
当
す
る
」
こ
と
と
な
り
ま
す
。
坐

禅
は
悟
り
を
目
的
に
す
る
と
思
わ
れ
て
い
る
節
が
あ
り

ま
す
が
、
意
外
と
曹
洞
宗
で
は
悟
り
と
か
到
達
点
を
考
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え
て
い
ま
せ
ん
。
今
日
一
日
、
今
が
大
事
だ
と
説
き
ま

す
。
現
状
の
私
の
中
に
、
仏
さ
ん
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
。

そ
の
仏
さ
ん
を
生
き
な
が
ら
表
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

よ
と
、
こ
れ
が
成
仏
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
悟
り
を
目

指
す
と
い
う
よ
り
も
、
一
時
い
っ
と
き
の
お
唱
え
と
か

行
い
の
中
に
、
人
間
で
あ
り
な
が
ら
慈
悲
心
あ
る
生
き

方
と
い
う
仏
の
姿
に
な
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
を
定
め

る
が
故
に
、
衣
食
住
す
べ
て
が
仏
の
行
事
と
し
て
構
成

さ
れ
た
の
が
、
永
平
寺
の
道
場
で
す
。

　
→
坐
禅
は
、
厳
し
い
修
行
の
シ
ン
ボ
ル
み
た
い
に
格
好
つ
け

て
い
た
部
分
も
あ
っ
て
、
う
ま
く
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
本
当
は
、
坐
禅
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
静
か
に
坐
り
ま
し
ょ
う
と
。
そ
れ
は
足
を
組
ま

な
く
て
も
い
い
し
、
椅
子
で
も
い
い
、
呼
吸
を
整
え
て

静
か
な
自
分
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
推

奨
し
た
い
で
す
。

　
→
特
派
布
教
で
行
く
と
き
は
、
必
ず
『
管
長
告
諭
』
を
読
む

前
に
坐
禅
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
批

判
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、「
み
ん
な
静
か
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
代
わ
り
に
、
手
と
足
を
組
ん
で
呼
吸
を
整

え
て
、
本
当
に
数
分
（
7
、
8
分
）
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。

何
百
人
い
よ
う
が
静
か
に
な
っ
て
、
今
ま
で
聞
こ
え
な

か
っ
た
外
の
音
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

終
わ
っ
た
後
に
、「
自
分
が
動
い
て
い
る
と
き
は
気
が
付

か
な
か
っ
た
音
と
か
に
気
が
付
き
ま
し
た
よ
ね
」
と
言

う
と
、
み
ん
な
納
得
さ
れ
ま
す
。
静
か
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、『
告
諭
』
を
広
げ
て
『
み
ん
な
で
受
け
止
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
』
と
言
う
と
、
静
か
に
す
う
っ
と
入
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

曹
洞
宗
の
お
檀
家
さ
ん
が
、
ご
自
宅
で
坐
禅
を
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
る
の
で
す
か
？

A
→
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
で
す
か
ら
私
ど
も
も
、
坐

禅
を
し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
言
い
方
は
せ
ず

に
、
お
仏
壇
の
前
、
御
仏
の
前
、
ご
先
祖
の
前
で
静
か

に
座
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
す
す
め
方
を
し
て
お
り
ま
す
。
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Ｑ　

即
身
是
仏
を
承
当
す
る
と
は
？

A
→
本
来
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
潜
在
し
て
い
る
仏
心

（
仏
性
に
同
じ
）、
そ
れ
を
慈
悲
心
と
し
て
発
動
を
し
て

い
く
。
御
仏
と
し
て
の
動
き
を
外
に
求
め
る
の
で
は
な

く
て
、
自
分
が
仏
さ
ま
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
く
と
こ

ろ
に
安
心
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
説
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
普
遍
的
に
、
自

分
た
ち
僧
侶
と
し
て
も
目
の
前
に
お
ら
れ
る
檀
信
徒
の

方
た
ち
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
、
曲
げ
ず
に

説
い
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
。

※
宗
門
が
掲
げ
る
布
教
教
化
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
「
と
も
に
願
い

と
も
に
寄
り
添
い　

と
も
に
歩
む
」
で
あ
り
、
曹
洞
宗
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
自
死
遺
族
分
か
ち
合
い
の
会
」
や

「
こ
こ
ろ
の
問
題
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の
活
動
も
活
発

で
あ
る
。
現
代
社
会
に
お
け
る
「
救
い
」
に
つ
い
て
中
野
先

生
は
「
い
の
ち
の
尊
さ
を
伝
え
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

　
　

曹
洞
宗
と
し
て
も
、
言
葉
や
文
字
を
使
っ
て
方
向
性
を
示

す
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
住
職
が
、
苦

悩
す
る
方
々
に
寄
り
添
う
こ
と
の
方
を
重
視
す
る
と
い
う

流
れ
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

Ｑ　

通
夜
・
葬
儀
の
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

A
→
喪
主
さ
ん
か
ら
故
人
の
人
と
な
り
を
聞
い
て
、
何
と
な
く

互
い
に
そ
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
内
容
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
喪
主
さ
ん
の
苦
し
み
や
不

安
な
ど
が
、
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を

住
職
と
し
て
、
そ
れ
は
必
要
な
い
と
か
、
こ
れ
は
そ
ん

な
に
頑
張
ら
な
く
て
も
こ
う
し
て
あ
る
の
で
大
丈
夫
だ
、

と
い
う
安
心
を
与
え
つ
つ
、
亡
く
な
っ
た
方
を
「
ほ
と

け
さ
ま
」
と
し
て
祀
っ
て
送
っ
て
い
く
と
い
う
曹
洞
宗

の
や
り
方
に
導
い
て
い
き
ま
す
。

　
→
通
夜
に
必
ず
説
教
を
行
い
ま
す
。
な
ぜ
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
僧
侶
が
来
て
、
特
に
曹
洞
宗
の
住
職
と
し

て
葬
儀
を
出
し
た
か
と
い
う
意
義
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
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最
近
は
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
。
時
間
は
長
く
て

も
10
分
で
す
。

　
→
曹
洞
宗
の
場
合
は
、「
お
血
脈
」
と
い
う
の
も
お
渡
し

し
て
戒
名
を
授
け
る
の
で
、
戒
名
を
授
け
る
こ
と
の
意

味
を
話
し
ま
す
。
私
た
ち
は
人
間
と
し
て
右
往
左
往
し

て
生
き
な
が
ら
も
、
仏
と
し
て
の
素
質
を
持
っ
て
生
き

て
き
た
。
け
れ
ど
、
人
間
と
し
て
の
命
が
一
旦
終
わ
っ

て
も
、
全
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
て
、
も
う
完
全
に
全

て
仏
の
状
態
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
先
祖
に
な

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
仏
と
し
て
の
諱い

み
なを

授
か
っ
て

お
釈
迦
さ
ま
と
同
じ
位
に
就
い
て
い
く
の
で
す
。
そ
こ

の
と
こ
ろ
の
付
き
合
い
を
こ
れ
か
ら
深
め
て
い
く
の
が
、

先
祖
供
養
で
す
と
。
私
の
思
い
と
か
仏
教
が
ど
う
と
い

う
の
で
は
な
く
て
、
喪
主
さ
ま
方
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う

い
う
ふ
う
に
こ
の
ほ
と
け
さ
ま
と
付
き
合
っ
て
い
く
か
、

仏
教
者
と
し
て
の
付
き
合
い
の
方
法
を
ご
説
明
す
る
の

が
通
夜
で
の
説
教
で
す
。

　
→
釜
の
前
で
、
骨
と
い
う
こ
と
の
重
要
さ
を
説
き
ま
す
。
私

た
ち
が
唯
一
、
人
と
し
て
生
き
た
こ
の
舎
利
と
い
う
も

の
が
、
ど
ん
な
に
重
要
な
の
か
。
ち
ゃ
ん
と
先
祖
の

眠
っ
て
居
ら
れ
る
所
に
埋
葬
す
る
と
い
う
こ
と
の
重
要

さ
と
い
う
こ
と
も
個
人
的
に
は
説
い
て
い
ま
す
。

　
→
通
夜
・
葬
儀
で
も
、
主
役
に
な
ら
ず
に
名
脇
役
に
な
っ
て

い
く
よ
う
な
形
で
お
勤
め
を
し
て
い
く
と
心
掛
け
て
い

ま
す
。

※
遺
族
の
心
情
に
配
慮
す
る
。
参
列
す
る
遺
族
と
一
緒
に
、
亡

き
方
を
「
ほ
と
け
さ
ま
」
と
受
け
と
め
て
い
く
と
い
う
信
心

を
深
め
る
と
共
に
、
故
人
の
命
に
対
し
て
敬
い
を
も
っ
て

臨
む
と
の
ご
回
答
を
得
た
。

Ｑ　

輪
廻
を
ど
う
説
き
ま
す
か
？

A
→
曹
洞
宗
は
輪
廻
に
対
し
て
の
思
い
が
浅
い
ん
で
し
ょ
う
か

ね
。
き
ち
ん
と
説
い
て
な
い
で
す
。

　
→
六
道
の
話
も
、
実
は
ど
こ
の
お
寺
に
行
っ
て
も
六
地
蔵
を

祀
っ
て
い
ま
す
し
、
施
食
会
（
施
餓
鬼
会
）
も
つ
と
め
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て
い
ま
す
が
、
こ
の
六
道
輪
廻
に
関
し
て
、
積
極
的
に

全
く
説
い
て
い
な
い
で
す
。
た
だ
、
六
道
を
心
の
在
り

様
と
し
て
説
く
法
話
は
あ
り
ま
す
。

　
→
「
三
時
業
」
を
、
自
分
の
信
仰
と
し
て
、
修
行
者
と
し
て

持
っ
て
い
る
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
→
今
の
修
行
を
大
事
に
勤
め
る
ん
だ
と
、
自
己
の
観
念
と
し

て
の
信
心
・
信
仰
と
し
て
、
ま
た
は
自
己
の
反
省
と
し

て
「
三
時
業
」
を
説
く
の
は
い
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、〈
あ

な
た
の
今
の
そ
の
状
況
は
、「
三
時
業
」
で
言
う
と
こ
う

で
す
〉
と
い
う
説
明
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
一
つ

の
終
着
地
点
で
す
。

※
個
人
の
信
仰
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
が
、
積
極
的
に
輪
廻
を

説
く
こ
と
は
ま
れ
な
よ
う
で
あ
る
。

参
考

三
時
業
… 

一
に
は
順
現
報
受
、
二
者
に
は
順
次
生
受
、

　
　
　
　

三
に
は
順
後
次
受
。

仏
祖
の
道
を
修
習
す
る
に
は
、
其
最
初
よ
り
斯
三
時
の

業
報
の
理
を
効
い
験
ら
む
る
な
り
、
爾
あ
ら
ざ
れ
ば
多

く
錯
り
て
邪
見
に
堕
つ
る
な
り
、
但
邪
見
に
堕
つ
る
の

み
に
非
ず
、
悪
道
に
堕
ち
て
長
時
の
苦
を
受
く
」
と
『
正

法
眼
蔵
』
三
時
業
の
中
で
も
縛
り
が
あ
る
よ
う
に
、
一

般
檀
信
徒
に
積
極
的
に
説
け
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

参
考

自
ら
の
業
に
対
す
る
自
覚
的
主
体
的
捉
え
方
の
上
に
お

い
て
、
転
重
軽
受
の
道
に
通
ぜ
し
め
る
た
め
に
、
至
心

に
懺
悔
す
る
こ
と
が
滅
罪
の
道
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ

れ
る
。（「『
修
証
義
』
布
教
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」）

※
宿
業
の
受
け
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
浄
土
宗
発
行
の
書
籍

『
業
を
見
す
え
て
』の
中
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

神
通
力
を
具
え
た
仏
菩
薩
で
な
い
限
り
、
僧
侶
で
あ
っ
て

も
他
者
の
過
去
世
に
い
か
な
る
業
が
積
ま
れ
て
来
た
の
か

を
見
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
自
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分
自
身
が
懺
悔
の
糧
と
し
て
ゆ
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

宿
業
で
あ
っ
て
も
現
報
で
あ
っ
て
も
、
他
人
に
関
す
る

個
別
的
な
因
果
の
関
係
を
凡
夫
（
愚
者
）
で
あ
る
私
た

ち
が
わ
か
り
も
し
な
い
の
に
、
そ
の
本
人
お
よ
び
他
の

人
に
向
か
っ
て
述
べ
て
は
い
け
な
い
。
個
別
的
な
因
果

の
関
係
は
、
自
身
が
自
省
的
に
思
索
す
る
場
合
等
に
限

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（
浄
土
宗
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
五

『
業
を
見
す
え
て
』
／
161
～
162
頁
）

Ｑ　

檀
信
徒
の
死
後
の
行
き
先
を
ど
う
説
き
ま
す
か
？

A
→
曹
洞
宗
と
し
て
の
公
的
な
見
解
は
、
死
後
は
説
か
な
い
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
私

的
に
は
、『
仏
さ
ま
の
世
界
だ
と
思
う
の
で
す
』
と
い
う

ふ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
責
任
を
持
っ

て
ず
っ
と
お
付
き
合
い
で
き
る
檀
信
徒
の
方
に
は
、
法

事
を
や
る
た
び
に
そ
の
仏
さ
ま
の
話
を
し
ま
す
。
で
も

初
め
て
会
っ
た
人
に
、『
ど
う
で
す
か
？
』
っ
て
言
わ
れ

た
時
に
は
、
逆
に
「
あ
な
た
は
ど
う
考
え
て
ら
れ
ま
す

か
？
」
と
言
っ
て
、
引
き
出
し
て
お
い
て
否
定
は
致
し

ま
せ
ん
。

Ｑ　

授
戒
会
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
？

A
→
大
本
山
總
持
寺
・
大
本
山
永
平
寺
で
は
、
年
に
一
回
必
ず

授
戒
会
（
正
式
に
は
七
日
間
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

受
者
数
は
激
減
し
て
お
り
、
私
が
道
場
に
い
た
頃
の
十

分
の
一
で
す
。（
理
由
の
）
分
析
は
、
社
会
現
象
だ
と
皆

は
言
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
本
当
に
集
ま
ら
な
い
で
す
。

　
→
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
で
（
授
戒
会
を
）
行
う
の
は
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
す
。
青
年
会
と
か
、
そ
う
い
う
単
位
で

周
年
行
事
と
し
て
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
細
り
に

は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
志
は
持
ち
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
→
最
近
で
は
、
授
戒
よ
り
も
も
っ
と
砕
い
た
法
脈
会
と
い

う
行
事
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
要
は
、
私
た
ち
、
仏
さ

ま
の
つ
な
が
り
と
し
て
も
っ
と
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
よ
。

つ
い
て
は
、
お
寺
に
何
日
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て
、
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三
帰
戒
を
お
授
け
し
、
血
脈
は
出
し
て
も
出
さ
な
く
て

も
い
い
で
す
け
ど
、
何
か
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
御

仏
の
弟
子
だ
と
い
う
意
思
を
高
め
ら
れ
る
、
手
軽
な
行

事
を
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
※
「
帰
敬
式
」
と
い
う
言
葉
は
用
い
て
い
な
い
）

※
曹
洞
宗
公
式
サ
イ
ト
「
曹
洞
禅
ネ
ッ
ト
」
に
は
、

授
戒
と
は
戒
法
を
授
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。 

授
け
る
僧

を
戒
師
、
授
け
る
も
の
と
は
菩
薩
戒
、
戒
を
受
け
る
人

を
戒
弟
と
い
う
。
そ
し
て
、
戒
法
を
受
け
た
証
と
し
て

『
血
脈
』
を
頂
載
す
る
。

　

と
示
さ
れ
て
い
る
。
個
人
の
体
験
で
あ
る
と
こ
ろ
の「
坐
禅
」

は
言
葉
と
し
て
伝
え
て
も
拡
が
ら
な
い
側
面
が
あ
る
。
そ

の
為
、
曹
洞
宗
の
宗
門
は
授
戒
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
考
え

た
。（
例
え
ば
、
昭
和
五
六
年
度
よ
り
「
総
授
戒
運
動
」
を

展
開
し
て
き
た
。）
し
か
し
、
現
実
と
し
て
定
着
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〈
6
〉
曹
洞
宗
の
布
教
師
養
成　
ま
と
め

　

曹
洞
宗
と
い
う
と
坐
禅
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
法
話
す
な
わ

ち
言
語
化
に
は
縁
遠
い
教
理
・
教
学
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
は
、
布
教
師
の
活
躍
の
場
は
大
き

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宗
と
し
て
布
教
師
の
養
成
シ
ス
テ
ム
が

整
っ
て
お
り
、
試
験
・
等
級
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
中
野
先

生
の
「
試
験
は
検
閲
だ
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
の
通

り
、
一
定
水
準
の
レ
ベ
ル
を
保
ち
、
な
お
か
つ
宗
の
布
教
教
化

方
針
を
徹
底
さ
せ
る
の
に
効
果
的
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
浄
土
宗
に
は
「
教
階
」
は
あ
る
が
、
布
教
師

専
門
の
等
級
は
無
い
。
試
験
は
、
総
本
山
お
よ
び
一
部
の
大

本
山
布
教
師
会
へ
の
入
会
試
験
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

宗
開
催
の
布
教
師
養
成
道
場
が
人
気
を
博
し
て
お
り
、
ま
た
総

大
本
山
布
教
師
会
に
よ
る
錬
成
道
場
や
研
修
会
な
ど
が
種
々
開

催
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
自
主
性
が
問
わ
れ
る
形
だ
が
、
布
教

師
を
志
す
者
や
、
よ
り
研
鑽
を
積
も
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、

修
学
の
場
は
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
管
長
告
諭
』
を
基
に
布
教
す
る
曹
洞
宗
特
派
布
教
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師
と
比
較
し
う
る
の
は
、
浄
土
宗
の
指
定
布
教
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
現
在
の
指
定
布
教
で
は
、
元
来
の
勤
め
で
あ
る
と
こ
ろ
の

浄
土
門
主
『
教
諭
』
を
説
く
こ
と
が
、
少
な
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
宗
の
布
教
方
針
が
、
強
固
に
共
有
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
と
い
え
よ
う
。
反
面
、
各
総
大

本
山
布
教
師
会
や
布
教
師
お
の
お
の
が
、
自
由
に
テ
ー
マ
を

見
つ
け
て
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
も
い
え
る
。
実
際
、

様
々
な
テ
ー
マ
（
五
重
・
授
戒
・
浄
土
に
還
る
・
因
果
…
）
が

話
題
に
上
り
、
布
教
師
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
テ
ー
マ
に
学

究
が
進
む
こ
と
も
あ
る
。

　

曹
洞
宗
の
布
教
内
容
の
特
徴
と
し
て
、
極
め
て
現
実
的
な
問

題
に
向
き
合
う
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
管
長
告
諭
』や『
布

教
教
化
方
針
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
人
権
・
平
和
・
環
境
」

は
布
教
教
化
の
三
本
柱
で
あ
る
。
特
に
、
人
権
感
覚
は
重
要
視

さ
れ
、
徹
底
し
た
配
慮
の
も
と
、
一
宗
を
挙
げ
て
取
り
組
む
姿

勢
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
左
記
の
問
題
へ
の

反
省
と
真
摯
な
対
応
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

参
考

＊
町
田
氏
発
言
の
問
題

（
一
九
七
九
年
の
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
に
て
）

当
時
の
曹
洞
宗
宗
務
総
長
・
全
日
仏
理
事
長
で
あ
る
町
田

老
師
が
、「
現
在
の
日
本
に
は
部
落
問
題
は
存
在
し
な
い
」

と
い
う
内
容
の
発
言
を
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
部
落

解
放
同
盟
か
ら
の
指
摘
と
糾
弾
を
受
け
た
。

＊
差
別
戒
名
問
題

＊
戦
争
責
任
問
題

『
曹
洞
宗
海
外
開
教
伝
道
史
』

（
一
九
八
〇
年
刊
）
の
回
収
と
謝
罪
（『
懺
謝
文
』

一
九
九
二
年
）

　

謝
罪
と
反
省
の
経
験
か
ら
、「
人
権
・
環
境
・
平
和
」
と
い

う
現
実
問
題
に
、
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。
反
面
、

宗
と
し
て
は
死
後
を
積
極
的
に
説
か
な
い
空
気
が
あ
る
。
三
時

業
と
輪
廻
の
関
わ
り
に
よ
り
、
死
後
や
輪
廻
に
つ
い
て
の
言
及

に
は
慎
重
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
輪
廻
を
説
け
な
い
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と
同
時
に
、
浄
土
（
仏
さ
ま
の
世
界
）
も
説
き
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
施
餓
鬼
会
」
は
、
業
や

人
権
の
問
題
へ
の
配
慮
か
ら
「
餓
鬼
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、

「
施
食
会
」
と
呼
称
を
変
え
て
行
っ
て
い
る
。

　

浄
土
宗
で
は
、
現
実
問
題
に
向
き
合
う
視
点
と
し
て
、「
凡

夫
」「
愚
者
の
自
覚
」
と
い
っ
た
点
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
視
点
を
、
よ
り
徹
底
し
て
自
認
し
、
教
化
に
向
け
る

た
め
に
も
、「
苦
」「
因
果
」「
業
」「
生
死
」「
輪
廻
」
な
ど
と
い
っ

た
仏
教
の
教
義
的
基
礎
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
、
例
え
ば
近
年
読
誦
す
る
こ
と
が
無
く
な
っ

た
『
佛
遺
教
経
』
な
ど
に
再
び
触
れ
、
釈
尊
の
遺
誡
を
我
が
身

に
頂
く
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
尊
く
重
要
な
基

礎
の
上
に
、
結
論
と
し
て
の
称
名
念
仏
を
載
せ
、
布
教
教
化
の

任
を
全
う
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

檀
信
徒
の
方
が
坐
禅
を
す
る
機
会
は
、
今
日
な
か
な
か
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
野
先
生
の
よ
う
に
法
話
の
時
間

の
中
に
坐
禅
の
実
践
を
取
り
入
れ
て
い
る
布
教
師
が
、
他
に
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
阿
部
圭
佑
『
話
道
―
仏

教
法
話
の
実
践
―
』
を
参
照
）

　

浄
土
宗
の
法
話
に
お
い
て
も
、
一
席
の
中
で
し
ば
し
聴
衆
と

共
に
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
の
は
、
尊
い
体
験
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

（
文
責　

宮
入
良
光
）

【
調
査
対
象
の
三
宗
派　
比
較
表
】

本
願
寺
派

曹
洞
宗

日
蓮
宗

現
代
社
会

に
お
け
る

救
い
を
ど

う
説
く

か
？

救
い
は
、
こ
の

私
が
「
成
仏
」

し
、
救
う
側
に

回
る
こ
と
。
浄

土
と
他
力
を
説

く
こ
と
が
一
番

の
救
い
。

「
と
も
に
願
い

　

と
も
に
寄
り

添
い　

そ
も
に

歩
む
」。
即
身

是
仏
を
目
標
と

し
て
慈
悲
心
を

発
動
し
て
い

く
。
い
の
ち
の

尊
さ
を
伝
え
て

実
感
を
促
し
、

互
い
に
寄
り
添

う
実
践
が
救
い

に
つ
な
が
る
。

苦
悩
に
寄
り
添

い
、
居
場
所
を

与
え
る
姿
勢

で
、
釈
尊
に
救

わ
れ
て
い
る
と

い
う
安
心
を
与

え
、
苦
悩
の
解

決
の
た
め
に
自

ら
が
悟
り
を
得

る
こ
と
を
勧
め

る
。
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本
願
寺
派

曹
洞
宗

日
蓮
宗

輪
廻
を
ど

う
説
く

か
？

六
道
は
、
三
世

の
因
果
の
中
で

説
く
。
三
世
は

関
係
し
合
っ
て

い
る
。
同
時
並

列
的
に
存
在
す

る
の
で
は
な

い
。
今
生
で
地

獄
の
種
ま
き
を

す
る
と
、
そ
の

種
子
が
因
と

な
っ
て
、
死
の

縁
に
相
ま
っ
て

地
獄
は
出
現
す

る
。

個
人
の
信
仰
を

妨
げ
る
こ
と
は

な
い
が
、
積
極

的
に
輪
廻
を
説

く
こ
と
は
ま
れ

で
あ
る
。
六
道

を
心
の
有
り
様

と
し
て
説
く
法

話
は
あ
る
。
三

時
業
に
つ
い
て

は
、
あ
く
ま
で

も
自
身
の
反
省

と
し
て
受
け
止

め
、
今
の
修
行

を
大
事
に
勤
め

る
。

『
法
華
経
』
に

基
づ
き
、
輪
廻

を
認
め
る
。「
因

果
応
報
」「
自

業
自
得
」
な
ど

に
つ
い
て
も
説

く
が
、
た
だ
し

人
権
問
題
に
配

慮
す
べ
き
で
あ

る
。
三
世
に
渡

り
『
法
華
経
』

に
基
づ
い
て
修

行
し
て
、
人
格

を
高
め
て
い
く

こ
と
を
説
く
。

本
願
寺
派

曹
洞
宗

日
蓮
宗

檀
信
徒
の

死
後
の
往

き
先
を
ど

う
説
く

か
？

西
方
極
楽
浄

土
。
お
念
仏
を

申
し
、
仏
法
を

聴
聞
し
、
信
心

を
い
た
だ
い
た

な
ら
ば
、
成
仏

は
臨
終
に
か
な

う
。

死
後
は
説
か
な

い
よ
う
に
し
た

ほ
う
が
よ
い
。

霊
山
浄
土
。『
法

華
経
』
受
持
に

よ
っ
て
霊
山
浄

土
に
詣
で
る
。

特
定
の
場
所
で

は
な
く
、『
法
華

経
』
信
仰
者
の

前
に
霊
山
浄
土

が
現
れ
る
。

通
夜
・
葬

儀
で
の
法

話
の
ポ
イ

ン
ト
は
？

阿
弥
陀
さ
ま
は

亡
く
な
っ
た
方

の
上
に
も
、
私

の
上
に
も
あ
な

た
の
上
に
も
、

い
ら
っ
し
ゃ

る
。
こ
れ
を
機

会
に
お
念
仏
申

す
人
生
を
歩
み

ま
し
ょ
う
。

遺
族
の
心
情
に

配
慮
す
る
。
遺

族
が
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
ほ

と
け
さ
ま
（
故

人
）
と
付
き

合
っ
て
い
く

か
、
仏
教
者
と

し
て
の
付
き
合

い
の
方
法
を
説

く
。

故
人
が
、
仏

の
教
え
に
よ

り
、
自
分
の

人
生
に
意
義
を

見
出
し
、
来
世

も
仏
道
修
行
に

励
み
、
人
格
を

向
上
さ
せ
る
こ

と
。
縁
者
が
、

故
人
と
の
ご
縁

に
感
謝
し
、
そ

の
人
生
か
ら
学

び
、
冥
福
を
願

う
こ
と
。
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本
願
寺
派

曹
洞
宗

日
蓮
宗

施
餓
鬼
に

つ
い
て

凡
夫
が
、
先
祖

に
善
根
功
徳
を

回
向
し
た
り
、

亡
者
に
追
善
冥

福
は
し
な
い
た

め
「
施
餓
鬼
」

は
行
わ
な
い
。

お
盆
も
他
宗
と

意
味
合
い
が
違

い
、
先
祖
を
偲

ぶ
こ
と
を
縁
と

し
て
広
大
な
る

仏
恩
に
報
謝
す

る
意
味
で
「
歓

喜
会
」
と
呼

ぶ
。（『
大
法
輪
』

２
０
０
３
、
8

月
号
）

「
施
食
会
」
と

い
う
名
称
で
勤

め
て
い
る
。
有

縁
無
縁
を
問
わ

ず
、
広
く
亡
く

な
っ
た
生
き
も

の
た
ち
の
霊
を

供
養
す
る
儀

礼
。（『
仏
事
Q

＆
A
曹
洞
宗
』）

「
施
餓
鬼
」
は

勤
め
る
。
有
縁

無
縁
す
べ
て
の

精
霊
に
回
向
す

る
。
布
施
の
功

徳
に
よ
り
仏
道

精
進
を
期
す

る
。
餓
鬼
の
飢

渇
を
癒
や
す
た

め
、
施
食
・
灑

水
を
行
い
、『
法

華
経
』・
題
目
に

よ
る
供
養
を
す

る
。

【
報
告
4
】
浄
土
宗
の
布
教
組
織
、
教
化
の
形
態

〈
1
〉
は
じ
め
に

　

こ
こ
ま
で
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
日
蓮
宗
、
曹
洞
宗
の
三

宗
派
の
布
教
師（
布
教
使
）養
成
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
行
っ

て
き
た
。
本
稿
で
は
浄
土
宗
に
お
け
る
布
教
の
組
織
、
教
化
の

形
態
に
つ
い
て
、
宗
綱
宗
規
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
中
心

に
調
査
報
告
を
行
う
。

〈
2
〉
布
教
・
教
化
指
針

　

浄
土
宗
で
は
教
師
の
布
教
の
指
針
と
し
て
、「
教
諭
」
が
公

布
さ
れ
て
い
る
。「
教
諭
」に
つ
い
て
宗
門
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
次
の
通
り
示
さ
れ
て
い
る
。

ご
門
主
猊
下
よ
り
本
宗
教
師
に
対
し
教
宣
・
教
化
の
指

針
と
し
て
公
布
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
指
定
布
教
師

は
布
教
の
際
、
こ
れ
を
示
し
て
布
教
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。（
注
）
教
諭
は
必
ず
し
も
毎
年
発
布
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
ご
門
主
猊
下
の
任
期
や
記
念
事
業
推
進
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の
折
に
発
布
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

そ
の
た
め
、
同
内
容

の
教
諭
が
日
付
を
変
え
て
発
布
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

〈
3
〉
布
教
伝
道
の
種
別

　

浄
土
宗
で
は
、
布
教
伝
道
を
種
別
し
て
「
布
教
伝
道
規
定
」

第
三
条
～
第
九
条
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
三
条　

布
教
伝
道
を
種
別
し
て
次
の
と
お
り
定
め
る
。

一　

親
教

二　

巡
教

三　

特
命
布
教

四　

指
定
布
教

五　

特
定
布
教

六　

特
殊
布
教

七　

一
般
布
教

第
四
条　

親
教
は
、
浄
土
門
主
又
は
法
主
が
、
親
し
く
教

化
す
る
布
教
を
い
う
。

第
四
条
の
二　

巡
教
は
、
浄
土
門
主
又
は
法
主
が
、
一
定

の
期
間
に
一
定
の
地
域
を
巡
回
し
、
親
し
く

教
化
す
る
布
教
を
い
う
。

第
五
条　

特
命
布
教
は
、
浄
土
門
主
の
代
理
布
教
で
、
浄

土
門
主
の
特
命
を
う
け
た
教
階
司
教
以
上
の

者
の
行
う
布
教
を
い
う
。

第
六
条　

指
定
布
教
は
、
浄
土
門
主
が
指
定
す
る
地
域
及

び
時
期
に
特
別
に
派
遣
さ
れ
て
行
う
布
教
を

い
う
。

第
七
条　

特
定
布
教
は
、
社
会
福
祉
施
設
そ
の
他
、
特
定

の
施
設
又
は
団
体
に
対
し
、
及
び
特
定
の
要

請
に
応
じ
て
行
う
布
教
を
い
い
、
こ
れ
に
従

う
者
は
、
特
定
の
名
称
を
用
い
る
。

第
八
条　

特
殊
布
教
は
、
文
書
、
童
話
、
詠
唱
、
音
楽
、

映
画
、
芸
能
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う

布
教
を
い
う
。

第
九
条　

一
般
布
教
は
、
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
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す
る
以
外
の
布
教
で
、
随
時
行
う
布
教
を
い

う
。

　

す
な
わ
ち
浄
土
宗
の
布
教
の
種
別
は
、
①
親
教
②
巡
教
③
特

命
布
教
④
指
定
布
教
⑤
特
定
布
教
⑥
特
殊
布
教
⑦
一
般
布
教
の

七
種
で
あ
る
。

〈
4
〉
布
教
師
の
規
定

　

浄
土
宗
で
は
「
布
教
伝
道
規
程
」
第
二
条
に
「
本
宗
の
教
師

は
布
教
伝
道
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
い

わ
ば
教
師
全
員
が
布
教
師
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
が
、
同
規

定
の
第
十
条
に

第
五
条
か
ら
前
条
に
定
め
る
布
教
（
特
命
布
教　

指
定

布
教
、
特
定
布
教
、
一
般
布
教　

筆
者
注
）
に
従
事
す

る
も
の
を
布
教
師
と
称
す
る
。

と
し
て
、
宗
規
に
定
め
ら
れ
た
布
教
を
行
う
も
の
を
布
教
師
と

し
て
い
る
。
な
お
、
本
宗
発
行
の
辞
典
に
は
「
布
教
師
」
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
宗
教
師
に
し
て
教
階
を
有
す
る
も
の
。（
中
略
）
一
般

布
教
に
熟
練
堪
能
な
る
教
師
を
布
教
師
と
称
す
。（『
浄
土

宗
辞
典
』
６
０
８
頁
）

浄
土
宗
教
師
で
教
階
を
有
す
る
も
の
を
布
教
師
と
呼
び
、

（
後
略
）。（『
浄
土
宗
大
辞
典
』
３
－
２
２
３
頁
）

宗
綱
第
七
条
「
本
宗
の
教
化
は
、
本
宗
の
教
旨
及
び
目

的
に
基
づ
き
布
教
す
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
」
お
よ
び

第
八
条
「
本
宗
の
教
学
は
、
広
く
内
外
の
行
学
を
研
め
、

宗
祖
開
宗
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
旨
と
す

る
」
と
の
主
旨
に
則
っ
て
、
布
教
の
研
修
・
練
磨
・
実

践
に
努
め
る
僧
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』１
２
５
８
頁
）
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〈
5
〉
布
教
の
制
度

　

浄
土
宗
で
は
、
布
教
の
制
度
と
し
て
「
指
定
布
教
」
と
「
常

任
布
教
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

①
指
定
布
教

　

指
定
布
教
に
つ
い
て
は
、「
指
定
布
教
に
関
す
る
宗
令
」
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

目
的

第
一
条　

浄
土
門
主
が
指
定
す
る
地
域
及
び
時
期
に
特
別

に
派
遣
す
る
教
師
が
檀
信
徒
を
対
象
に
、
教

え
を
伝
え
、
法
を
弘
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本

宗
教
勢
の
伸
張
を
期
し
、
指
定
布
教
の
実
施

に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

任
期

第
二
条　

指
定
布
教
は
、
指
定
布
教
を
担
う
教
師
が
単
一

年
度
に
つ
き
、
浄
土
門
主
が
指
定
す
る
地
域

に
お
い
て
、
指
定
の
期
間
、
教
諭
に
よ
る
布

教
指
針
に
基
づ
き
、
教
化
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。

資
格
要
件

第
三
条　

指
定
布
教
を
担
う
教
師
は
、
原
則
と
し
て
教
階

が
讃
教
以
上
で
、
布
教
業
績
が
顕
著
な
者
と

す
る
。

任
命

第
四
条　

指
定
布
教
を
担
う
教
師
は
、
浄
土
宗
布
教
師
会

地
区
支
部
長
が
教
区
長
と
協
議
の
上
で
推
薦

し
た
者
に
つ
い
て
、
宗
務
総
長
の
上
申
に
よ

り
、
浄
土
門
主
が
任
命
す
る
。

　

な
お
、
前
述
の
通
り
、
指
定
布
教
師
は
布
教
の
際
、
教
諭
を

示
し
て
布
教
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

②
常
任
布
教

　

常
任
布
教
に
つ
い
て
は
、「
布
教
伝
道
規
程
」「
指
定
布
教
に

関
す
る
宗
令
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

目
的
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一
般
寺
院
等
に
お
け
る
布
教
教
化
の
進
展
を
図
る
た
め
、

各
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
に
常
任
布
教
師
を
お
く
。

 

（「
布
教
伝
道
規
程
」
11
条
）

常
任
布
教
師
は
、
一
般
寺
院
等
の
要
請
に
応
じ
、
特
別

に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
寺
院
等
に
お
い
て
布
教
に
従
事
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（「
常
任
布
教
に
関
す
る
宗
令
」5
条
）

任
期

常
任
布
教
師
の
任
期
は
、
二
年
と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

 

（「
常
任
布
教
に
関
す
る
宗
令
」
4
条
）

資
格

常
任
布
教
師
は
、
教
階
が
正
輔
教
以
上
で
、
布
教
業
績

が
顕
著
な
者
と
す
る
。

 

（「
常
任
布
教
に
関
す
る
宗
令
」
2
条
）

任
命

常
任
布
教
師
は
、
教
区
長
及
び
浄
土
宗
布
教
師
会
地
区

支
部
長
が
推
薦
し
た
者
を
宗
務
総
長
が
任
命
す
る
。

 

（「
常
任
布
教
に
関
す
る
宗
令
」
3
条
）

助
成

　

布
教
師
を
招
聘
し
た
寺
院
等
に
対
し
、
費
用
弁
償
の

一
部
を
本
宗
が
助
成
す
る
。

 

（「
常
任
布
教
に
関
す
る
宗
令
」
12
条
）

〈
6
〉
布
教
の
組
織

　

布
教
の
組
織
と
し
て
は
、
宗
規
に
定
め
ら
れ
た
「
浄
土
宗
布

教
師
会
」
と
各
総
大
本
山
に
設
置
さ
れ
て
い
る
布
教
師
会
が
あ

る
。

布
教
の
研
修
錬
磨
及
び
実
践
を
も
っ
て
、
教
化
の
浸
透

を
期
し
、
又
は
布
教
師
相
互
の
連
絡
を
図
る
た
め
に
、

浄
土
宗
布
教
師
会
を
お
く
。（「
布
教
伝
道
規
程
」12
条
1
項
）

こ
の
宗
規
に
定
め
る
浄
土
宗
布
教
師
会
の
ほ
か
、
総
本

山
・
大
本
山
そ
れ
ぞ
れ
に
布
教
師
会
を
お
く
こ
と
が
で

き
る
。

 

（「
布
教
伝
道
規
程
」
13
条
）
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浄
土
宗
布
教
師
会
は
、
総
大
本
山
布
教
師
会
と
連
携
を

密
に
と
り
、
布
教
活
動
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

（「
布
教
伝
道
規
程
」
12
条
3
項
）

①
浄
土
宗
布
教
師
会

会
員
相
互
の
連
絡
を
図
り
、
布
教
の
研
修
練
磨
及
び
実

践
を
も
っ
て
教
化
の
浸
透
を
期
し
、
宗
風
を
宣
揚
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

（「
浄
土
宗
布
教
師
会
規
程
」
3
条
）

浄
土
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
地
区
支
部
を
設
け
教
区

ご
と
に
教
区
支
部
を
設
け
る
。

 

（「
浄
土
宗
布
教
師
会
規
程
」
4
条
）

　

な
お
、「
浄
土
宗
布
教
師
会
会
則
」
に
よ
れ
ば
、
会
員
は
本

宗
全
教
師
で
あ
り
、
大
会
、
総
会
、
研
修
会
の
開
催
、
大
挙
伝

道
の
実
施
、
地
区
支
部
及
び
教
区
支
部
の
布
教
に
対
す
る
協
力
、

総
大
本
山
布
教
に
関
す
る
協
力
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
各
総
大
本
山
の
布
教
師
会

　

各
本
山
の
布
教
師
は
、
輪
番
布
教
、
本
山
行
事
な
ど
の
各
種

布
教
を
行
っ
て
い
る
。
各
総
大
本
山
入
会
資
格
な
ど
に
つ
い
て

は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。（『
宗
報
』
掲
載
記
事
並
び
に
聞
き
取

り
調
査
に
よ
る
）

（
1
）
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

 

文
書
伝
道
・
布
教
実
演
2
席
（
年
2
回
実
施
）

合
格
し
た
も
の
が
会
員
に
任
命
さ
れ
、
合
格
後

五
年
間
で
実
演
研
修
会
を
3
回
以
上
受
講
し
た

も
の
が
輪
番
布
教
、
大
殿
説
教
の
資
格
を
与
え

ら
れ
る
。

・
受
験
資
格　

30
歳
以
上
で
教
階
輔
教
以
上
の
教
師

（
2
）
大
本
山
増
上
寺
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

 

文
書
伝
道
・
布
教
実
演
1
席
（
年
1
回
実
施
）

合
格
し
た
も
の
が
会
員
に
任
命
さ
れ
、
練
成
道

場
（
年
1
回
開
催
・
布
教
実
演
、
講
義
）
を
3
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回
修
了
す
る
こ
と
が
本
山
布
教
の
推
薦
条
件
で

あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
本
山
布
教
師
養
成
の

た
め
の
「
入
門
研
修
会
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

・
受
験
資
格　

25
歳
以
上
で
教
階
輔
教
以
上
の
教
師

（
3
）
大
本
山
金
戒
光
明
寺
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

 

文
書
伝
道
・
布
教
実
演
1
席
（
年
1
回
実
施
）

合
格
し
た
も
の
が
会
員
に
任
命
さ
れ
る
。
本
山

布
教
師
養
成
の
た
め
に
「
黒
谷
布
教
師
養
成
道

場
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

・
受
験
資
格　

本
宗
教
師

（
4
）
大
本
山
百
万
遍
知
恩
寺
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

 

文
書
伝
道
・
布
教
実
演
（
年
1
回
実
施
）
原

則
と
し
て
検
定
試
験
に
合
格
し
た
者
が
会
員
に

任
命
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
3
～
4
年
毎
に

開
催
さ
れ
る
通
年
の
布
教
研
修
会
（
全
10
回
）

が
有
り
、
こ
の
修
了
者
も
会
員
に
任
命
さ
れ
る
。

近
年
、
実
演
研
修
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
本
山
布
教
の
要
件
で
は
な
い
が
、
受

講
者
が
優
先
さ
れ
る
。

・
受
験
資
格　

 

布
教
実
績
が
有
り
、
大
本
山
知
恩
寺
布
教
師
会

に
入
会
を
希
望
す
る
本
宗
教
師

（
5
）
大
本
山
清
浄
華
院
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　

 

本
宗
教
師
で
、
入
会
を
希
望
す
る
者
が
、
本
山

の
承
認
を
経
て
会
員
と
な
る
。

（
6
）
大
本
山
善
導
寺
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

 

文
書
伝
道・布
教
実
演
、
面
接（
年
1
回
実
施
）

合
格
者
が
会
員
に
任
命
さ
れ
る
。
新
入
会
員
は

研
修
会
に
出
席
し
、
実
演
研
修
を
行
う
こ
と
に

よ
り
本
山
布
教
に
推
薦
さ
れ
る
。

・
受
験
資
格　

本
宗
教
師
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（
7
）
大
本
山
光
明
寺
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　

 

神
奈
川
教
区
内
の
本
宗
教
師
が
、
会
員
の
推
薦

に
よ
り
任
命
さ
れ
る
。
他
の
本
山
布
教
師
会
に

お
け
る
活
動
、
浄
土
宗
主
催
の
布
教
師
養
成
講

座
上
級
修
了
な
ど
の
実
績
が
推
薦
の
目
安
と
さ

れ
る
。
な
お
、
実
演
研
修
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、

新
入
会
員
は
必
ず
こ
れ
を
受
講
す
る
。

（
8
）
大
本
山
善
光
寺
大
本
願
布
教
師
会

・
検
定
試
験　

設
け
ら
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　

 

長
野
教
区
内
寺
院
所
属
の
本
宗
教
師
で
あ
れ
ば
、

希
望
に
よ
り
入
会
で
き
る
。
布
教
実
績
を
踏
ま

え
、
事
務
局
が
本
山
布
教
に
推
薦
す
る
。

※
以
上
の
他
、
各
本
山
布
教
師
会
の
間
で
意
見
を
交
換
し
、
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
総
大
本
山
布
教
師
会

連
絡
協
議
会
が
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。

〈
7
〉
布
教
師
の
養
成

　

本
宗
の
布
教
師
養
成
シ
ス
テ
ム
と
し
て「
布
教
師
養
成
講
座
」

が
あ
る
。
概
要
を
「
布
教
師
養
成
講
座
規
程
」
よ
り
次
の
通
り

抜
粋
す
る
。

「
布
教
師
養
成
講
座
規
程
」

第
二
条
（
本
講
座
の
目
的
）

本
講
座
は
、
布
教
の
理
論
お
よ
び
実
践
に
習
熟
し
た
布

教
師
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
（
開
設
場
所
）

本
講
座
は
、
宗
務
総
長
の
委
託
す
る
場
所
に
開
設
す
る
。

第
四
条
（
課
程
の
設
置
）

本
講
座
に
初
級
、
中
級
及
び
上
級
の
各
課
程
を
設
け
る
。

第
五
条
（
各
課
程
の
期
間
）

各
課
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
五
日
以
上
と
し
、
そ
の
期
間

を
前
期
、
中
期
及
び
後
期
の
三
期
に
分
け
る
。

第
六
条
（
開
講
項
目
）

本
講
座
に
お
い
て
は
、
宗
学
、
仏
教
学
、
布
教
実
演
、

法
式
そ
の
他
を
実
施
科
目
と
す
る
。
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第
七
条
（
各
課
程
受
講
資
格
）

本
講
座
の
各
課
程
の
受
講
資
格
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。　

一　

初
級
は
、
教
師
資
格
を
有
す
る
者

二　

 

中
級
は
、
初
級
修
了
者
又
は
教
階
正
輔
教
以
上
を

有
す
る
者

三　

 

上
級
は
、
中
級
修
了
者
又
は
教
階
讃
教
以
上
を
有

す
る
者

第
八
条
（
各
課
程
修
了
者
の
特
典
）

本
講
座
の
各
課
程
修
了
者
に
は
、
相
当
等
級
の
教
階
に

叙
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
平
成
二
七
年
度
は
各
期
五
日
間
、
計
十
五
日
の
日
程
で
初
級
、

中
級
、
上
級
各
課
程
が
各
大
本
山
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。
実
演
課
題
等
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

 

（『
宗
報
』
平
成
二
七
年
四
月
号
よ
り
）

別
表
2　
「
養
成
講
座
」

講
座
実
演

テ
ー
マ

実
演
課
題

初
級

前
期
布
教
の

基
礎
Ⅰ

　

講
座
期
間
内
に
作
成
（
15
分
）

初
級

中
期
布
教
の

基
礎
Ⅱ

①
設
定
：
通
夜

　
　
　
　
「
一
枚
起
請
文
」
か
ら
（
10
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）

初
級

後
期
布
教
の

基
礎
Ⅲ

①
設
定
：
中
陰
・
年
忌

　
　
　
　
「
一
枚
起
請
文
」
か
ら
（
10
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）

中
級

前
期
年
中
行
事

（
御
忌
）
①
設
定
：
御
忌

　
　
　
　
「
一
枚
起
請
文
」
か
ら
（
15
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）

中
級

中
期
年
中
行
事

（
十
夜
）
①
設
定
：
十
夜

　
　
　
　
「
御
法
語
」
か
ら　
　

（
15
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）

中
級

後
期
年
中
行
事

（
彼
岸
）
①
設
定
：
彼
岸

　
　
　
　
「
御
法
語
」
か
ら　
　

（
15
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）
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上
級

前
期
年
中
行
事

（
施
餓
鬼
）
①
設
定
：
施
餓
鬼

　
　
　
　
「
御
法
語
」
か
ら　
　

（
15
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）

上
級

中
期
年
中
行
事

（
ま
と
め
）
①
設
定
：
年
中
行
事　

　
　
　
　
「
御
法
語
」
か
ら　
　

（
15
分
）

②
設
定
：
自
由

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
（
15
分
）

上
級

後
期
応
用
学
習
　

設
定
：
自
由

　
　
　
　
「
御
法
語
」
か
ら　
　

（
30
分
）

八
、
布
教
師
の
階
級

　

本
宗
教
師
で
、
布
教
伝
道
の
業
績
の
あ
る
も
の
に
与
え
ら
れ

る
階
級
と
し
て
「
教
階
」
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
輔
教
・
正

輔
教
・
讃
教
・
正
讃
教
・
司
教
・
正
司
教
の
6
階
級
が
あ
る
。

 

（「
僧
侶
分
限
規
程
」
40
条
）

別
表
3　
「
教
階
」

等
級

一
級

二
級

三
級

四
級

五
級

六
級

教
階

正
司
教
司
教

正
讃
教
讃
教

正
輔
教
輔
教

〈
9
〉
ま
と
め

　

以
上
、
浄
土
宗
の
布
教
の
組
織
、
教
化
の
形
態
に
つ
い
て
、

宗
綱
宗
規
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
確
認
し
て
き
た
。

他
宗
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
組
織
が
構
築
さ
れ
、
布
教
師

の
養
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
そ
の
中
で
本
宗
の
特
長
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

八
つ
の
総
大
本
山
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
布
教
師
会
が
置
か
れ
、

浄
土
宗
義
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
山
の
縁
起
、
歴
史
な
ど
を

特
色
的
に
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
各
本
山
の
布
教
師
会
の
充
実
は
布
教
師
の
裾
野
を

広
げ
、
研
鑽
実
践
の
機
会
を
増
や
す
と
い
う
点
で
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、
時
代
に
即
応
し
た
教

団
と
な
る
た
め
に
、
他
宗
と
の
交
流
、
他
宗
の
布
教
実
践
の
方

法
論
や
養
成
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
学
び
の
必
要
性
を
深
く
感
じ
た

今
回
の
研
究
で
あ
っ
た
。

 

（
文
責
者　

大
髙
源
明
）
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四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、「
布
教
研
究
」
班
が
平
成
二
六
～
二
七
年
に
か
け
て

テ
ー
マ
と
し
た「
法
話
の
宗
派
間
比
較
研
究
」の
報
告
を
行
っ
た
。

　
「
二
、
調
査
方
法
」
に
て
記
述
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
市
販
の

法
話
集
や
法
話
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
各
種
資
料
を
輪
読
・
聴
聞
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
内
容
の
差
異
は
宗
派
色
と
い
う
よ
り
、
各
布
教
師

方
の
個
性
の
方
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
宗
派
の
数
を
広
げ

て
も
、
我
々
の
意
図
す
る
調
査
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

し
た
が
っ
て
宗
門
と
し
て
の
布
教
師
（
使
）
養
成
シ
ス
テ
ム

が
非
常
に
整
っ
て
い
る
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
日
蓮
宗
、
曹

洞
宗
の
三
宗
派
に
絞
り
調
査
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
で
養

成
シ
ス
テ
ム
の
指
導
的
な
立
場
に
お
ら
れ
る
先
生
方
を
招
聘
し

て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
を
元
に
研
究
員
が
独
自
に
、

各
宗
派
の
教
学
関
連
本
や
、
宗
派
規
則
等
を
調
査
し
て
、
検
証
、

確
認
作
業
を
行
い
、
さ
ら
に
現
在
の
浄
土
宗
に
お
け
る
布
教
師

の
規
定
、
養
成
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
各
本
山
に
お
け
る
布
教

師
の
組
織
等
を
ま
と
め
て
整
理
し
た
も
の
が
、
前
項
に
て
報
告

し
た
内
容
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
我
々
「
布
教
研
究
」
班
の
こ
の
研
究
目
的
は
、

浄
土
宗
と
他
宗
の
養
成
シ
ス
テ
ム
を
比
較
し
て
優
劣
を
つ
け
る

意
図
は
毛
頭
無
く
、
あ
く
ま
で
浄
土
宗
布
教
師
と
し
て
、
宗
祖

法
然
上
人
の
御
心
に
か
な
っ
た
「
凡
夫
往
生
」
の
た
め
の
「
選

択
本
願
念
仏
」
を
間
違
い
な
く
お
取
り
次
ぎ
す
る
た
め
に
、
そ

の
法
話
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
点
に
お
い
て
は
、
今
回
調
査
し
た
三
宗
派
の
教
学
は
、

そ
れ
ぞ
れ
浄
土
宗
と
比
較
す
る
と
非
常
に
特
徴
的
で
あ
り
、
ま

た
布
教
師
の
説
く
べ
き
法
話
内
容
も
き
わ
め
て
各
宗
教
学
に
裏

付
け
ら
れ
た
内
容
で
、
我
々
の
目
的
に
適
う
調
査
が
で
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

特
に
、
科
学
万
能
主
義
の
現
代
人
に
何
を
説
く
か
、
何
が

「
救
い
」
と
な
る
の
か
、
ま
た
自
死
や
環
境
問
題
な
ど
現
代
社

会
特
有
の
問
題
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
な
ど
、
宗
派
を
超
え

て
我
々
布
教
師
（
使
）
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
ど
う
取
り
組
む
べ

き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　

な
お
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
我
々
の
研
究
調
査
に
ご
協
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力
を
い
た
だ
い
た
各
師
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

と
り
わ
け
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
道
院
主
任
講
師　

阿
部
信

幾
先
生
、
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
副
所
長　

田
中
貞
真
先
生
、
曹

洞
宗
特
派
布
教
師　

中
野
尚
之
先
生
の
お
三
方
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
宗
派
の
教
学
を
間
違
い
な
く
伝
え
よ
う
と
す
る
真
摯
な

姿
勢
を
お
示
し
い
た
だ
き
、
ま
た
当
方
の
不
躾
な
質
問
に
対
し

て
、
包
み
隠
す
こ
と
な
く
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
。
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。（
了
）



【
平
成
27
年
度
】
研
究
活
動
報
告
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法
然
上
人
の
教
科
書
記
述
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　

本
研
究
班
は
、
教
科
書
に
お
け
る
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
を

め
ぐ
る
記
述
を
調
査
・
整
理
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。

　

本
研
究
班
立
ち
上
げ
以
前
、
主
務
を
務
め
た
研
究
員
が
調
査

し
た
倫
理
教
科
書
中
に
「
親
鸞
は
法
然
の
教
え
を
徹
底
し
た
」

等
と
い
っ
た
記
述
を
多
数
見
出
せ
る
こ
と
が
判
明
し
、
各
種
研

究
媒
体
に
お
い
て
そ
の
旨
を
発
表
し
た
。
と
も
す
る
と
、「
親

鸞
は
法
然
の
教
え
を
徹
底
し
た
」
等
と
い
っ
た
記
述
は
、
法
然

上
人
の
教
え
は
不
徹
底
な
も
の
に
留
ま
っ
て
お
り
、
法
然
上
人

が
到
達
し
得
ず
、
表
現
し
得
な
か
っ
た
真
意
を
親
鸞
は
確
信
し

大
成
し
た
、
と
読
者
（
生
徒
）
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
そ

も
そ
も
「
教
育
基
本
法
」
第
一
五
条
に
よ
れ
ば
、
各
宗
教
・
各

宗
派
の
地
位
は
等
し
く
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
定
の

宗
教
・
宗
派
の
教
義
を
他
の
教
派
と
比
較
し
て
、
ど
ち
ら
か
一

方
を
勝
れ
た
も
の
と
教
科
書
に
記
述
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

る
と
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
延
い
て
は「
日
本
国
憲
法
」

第
二
〇
条
第
三
項
「
信
教
の
自
由
」
規
定
、
第
八
九
条
第
一
項

「
政
教
分
離
」
規
定
に
も
抵
触
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
そ

う
し
た
視
点
か
ら
の
問
題
提
起
で
あ
っ
た
。

　

浄
土
宗
第
一
一
〇
次
定
期
宗
議
会
（
平
成
二
六
年
九
月
三
〇

日
～
一
〇
月
三
日
開
催
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
教
科

書
記
述
が
問
題
で
あ
る
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
宗
務
当
局
は
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浄
土
一
宗
と
し
て
対
応
し
て
い
く
旨
を
回
答
し
、
総
合
研
究
所

へ
委
託
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
総
合
研
究
所
で
は
、
平
成

二
七
年
度
の
一
年
間
の
諮
問
研
究
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
学
校

歴
史
・
高
等
学
校
日
本
史
等
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
、
高
校
倫
理
・
現
代
社
会
の
教
科
書
に
限
っ
て
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

【
作
業
大
綱
】

　

平
成
二
七
年
度
の
作
業
大
綱
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
教
科
書
所
蔵
図
書
館
（
教
科
書
図
書
館
〔
江
東
区
〕、
教

育
図
書
館
〔
千
代
田
区
〕）
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
、
閲
覧

可
能
な
教
科
書
の
内
、
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
を
め
ぐ
る
記
述

を
調
査
し
、
該
当
箇
所
を
複
写
す
る
。

　

②
①
に
お
い
て
調
査
・
収
集
し
た
教
科
書
記
述
を
教
科
書
会

社
毎
に
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し
、
他
の
必
要
情
報
や
書
誌
と
共
に

整
理
し
た
。
な
お
、
本
成
果
報
告
書
に
お
い
て
対
象
と
し
た
教

科
書
は
、
昭
和
三
五
年
以
降
に
教
科
化
さ
れ
た
高
校
倫
社
九
九

冊
、
昭
和
五
三
年
以
降
に
倫
社
を
継
承
し
た
高
校
倫
理
八
四
冊
、

ま
た
昭
和
五
三
年
以
降
、
教
科
化
さ
れ
た
高
校
現
代
社
会
の
教

科
書
一
五
二
冊
、
お
よ
び
、
そ
れ
以
前
の
高
校
社
会
六
冊
を
含

め
、
計
三
四
一
冊
に
及
ぶ
。

　

③
②
に
お
い
て
作
成
し
た
教
科
書
会
社
毎
の
フ
ァ
イ
ル
に
基

づ
き
、「
親
鸞
は
法
然
の
教
え
を
徹
底
し
た
」
等
と
い
っ
た
不

適
切
な
表
現
は
、
い
つ
か
ら
記
載
さ
れ
、
い
か
に
し
て
継
承
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
を
実
際
の
教
科
書
記
述
を
通
じ
て
編
年
体
で

明
ら
か
に
し
、「
教
育
基
本
法
」
第
一
五
条
に
照
ら
し
合
わ
せ

た
上
で
、
そ
う
し
た
記
述
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
施
し
た
。

　

④
以
上
の
作
業
を
全
ス
タ
ッ
フ
で
分
担
し
、
討
議
の
上
、
次

の
二
章
か
ら
な
る
報
告
書
を
作
成
し
た
。
第
一
章
「
現
行
六
社

の
記
述
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
平
成
二
七
年
度
現
在
、
高

校
倫
理
の
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
る
六
社
を
取
り
上
げ
、
③
で

述
べ
た
書
式
に
よ
っ
て
統
一
し
て
整
理
し
た
。
第
二
章
「
過
去

の
教
科
書
記
述
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
現
在
は
高
校
倫
理

の
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
な
い
、
そ
の
他
の
教
科
書
会
社
の
記

述
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
へ
の
指
摘
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
こ

と
と
し
た
。
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以
上
が
本
年
度
の
作
業
大
綱
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
度
末
時

点
に
お
い
て
、
成
果
報
告
書
を
宗
務
当
局
に
提
出
し
た
。
宗
務

当
局
の
精
査
を
経
て
、『
教
化
研
究
』
等
に
お
い
て
、
公
表
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

・ 

平
成
二
七
年
・
・
・
五
月
一
一
日
・
一
八
日
・
二
二
日
、
六

月
二
九
日
、
七
月
六
日
、
八
月
二
四
日
・
三
一
日
、
九
月
七

日
・
一
四
日
、
一
二
月
一
七
日
、

　

平
成
二
八
年
・
・
・
一
月
一
八
日
・
二
五
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

代
表　
　
　
　
　

戸
松
義
晴

主
務　
　
　
　
　

林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　

 

西
城
宗
隆　

後
藤
真
法　

八
木
英
哉　

宮
入

良
光　

宮
坂
直
樹　

市
川
定
敬　

嘱
託
研
究
員　
　

石
田
一
裕

研
究
ス
タ
ッ
フ　

松
濤
芙
紀　

 

【
文
責　

林
田
康
順
】
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僧
侶
学
の
構
築
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
の
目
的
】

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
浄
土
宗
宗
務
庁
教
学
局
の
委
託
研
究

と
し
て
総
合
研
究
所
が
研
究
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に
は
、
平
成
二
六
年
度
第
一
一
〇
次
定
期

宗
議
会
に
お
い
て
知
恩
院
山
内
の
源
光
院
を
教
化
研
修
会
館
と

し「
僧
侶
の
資
質
向
上
並
び
に
教
化
に
資
す
る
人
材
の
再
研
修・

養
成
の
拠
点
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
、「
教
師

の
資
質
向
上
と
教
化
に
資
す
る
人
材
の
育
成
」
と
い
う
施
策
を

実
施
す
る
た
め
の
指
針
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

　

教
師
資
格
の
付
与
に
つ
い
て
は
「
僧
侶
分
限
規
程
（
宗
規
第

三
四
号
）」
に
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
教
師
に
な
る
た
め

に
は
教
師
検
定
の
合
格
と
伝
宗
伝
戒
を
受
け
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
従
来
か
ら
の
教
師
養
成
方
法
を
従
来
通

り
に
運
用
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
浄
土
宗
教
師
全
員
が
一
般
社

会
の
中
で
望
ま
れ
て
い
る
教
師
資
質
レ
ベ
ル
を
実
現
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
に
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教
化

に
資
す
る
教
師
の
育
成
並
び
に
資
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
教
師

養
成
制
度
の
改
革
、
教
師
再
研
修
制
度
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
相
応
し
た
教
師
像
の
構
築
と

養
成
方
法
の
確
立
は
、
浄
土
宗
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
代
社
会
に
対
応
し
た
浄
土
宗
僧
侶
像

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
方
法
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論
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
。

【
研
究
会
の
内
容
お
よ
び
研
究
会
開
催
日
】

　

調
査
研
究
の
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
教
学
局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
教
化
を
行
う
た
め
の
実
践
的
な
学
問
体
系
の
構
築
、

な
ら
び
に
時
代
に
対
応
し
た
教
師
能
力
の
養
成
方
法
の
構
築
を

目
標
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、
月
一
回
程
度
開
催
す

る
研
究
会
に
お
い
て
、
浄
土
宗
僧
侶
が
め
ざ
す
べ
き
姿
に
関
し

て
、
各
回
の
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
と
グ
ル
ー

プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
資
料
収
集
を
行
い
、
そ
の
検

討
内
容
を
ふ
ま
え
て
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

【
研
究
会
開
催
日
と
討
議
テ
ー
マ
】

第
一
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
四
月
一
三
日

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
打
合
せ

第
二
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
四
月
二
七
日

 

「
教
化
」
の
定
義
に
つ
い
て

第
三
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
五
月
一
八
日

 

「
人
徳
」
の
あ
る
僧
侶
と
は

第
四
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
六
月
一
五
日

　

 

凡
夫
の
自
覚
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
人
格
と
は

第
五
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
七
月
六
日

 

僧
侶
に
社
会
貢
献
は
必
要
か

第
六
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
八
月
二
四
日

 

世
間
と
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
べ
き
か

第
七
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
九
月
二
八
日

 

僧
侶
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

第
八
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
一
一
月
九
日

 

（
こ
れ
ま
で
の
総
括
的
ま
と
め
）

第
九
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
一
二
月
七
日

 

浄
土
宗
が
目
指
す
べ
き
現
実
的
な
僧
侶
像

第
一
〇
回
研
究
会 

平
成
二
七
年
一
二
月
二
一
日

 

僧
侶
の
養
成
方
法

第
一
一
回
研
究
会 

平
成
二
八
年
一
月
一
八
日

 

教
育
内
容
は
い
か
に
す
べ
き
か

第
一
二
回
研
究
会 

平
成
二
八
年
二
月
八
日 

　
（
集
中
討
議
）
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第
一
三
回
研
究
会 

平
成
二
八
年
二
月
九
日 

　
（
集
中
討
議
）

第
一
四
回
研
究
会 

平
成
二
八
年
二
月
一
〇
日 　
（
集
中
討
議
）

第
一
五
回
研
究
会 

平
成
二
八
年
三
月
二
八
日 

報
告
書
作
成

【
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　

今
岡
達
雄

研
究
員　
　
　

 

戸
松
義
晴　

後
藤
真
法　

西
城
宗
隆　

齊
藤
舜

健　

袖
山
榮
輝　

曽
根
宣
雄　

林
田
康
順　

江

島
尚
俊

嘱
託
研
究
員　

鍵
小
野
和
敬　

工
藤
量
導【

文
責　

今
岡
達
雄
】
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開
宗
八
五
〇
年
に
向
け
て
①　

事
業
テ
ー
マ
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
】

　

本
宗
は
二
〇
二
四
年
に
開
宗
八
五
〇
年
を
迎
え
、
本
宗
諸
方

面
に
よ
り
記
念
事
業
が
企
画
立
案
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
21
世
紀
の
浄
土
宗
の
課
題
研
究
」
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
、
開
宗
八
五
〇
年
記
念
事
業
が
企
画
立
案
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
深
め
ら
れ
る
議
論
の
環
境
整
備
を
念
頭
に
、
事
業

対
象
や
事
業
の
分
類
等
を
想
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

類
ご
と
の
背
景
に
隠
れ
て
い
る
事
業
理
念
の
抽
出
を
試
み
、
さ

ら
に
は
開
宗
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
る
際
の
課
題
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
検
討
し
、
事
業
テ
ー
マ
遂
行
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

【
研
究
内
容
】

　

研
究
二
年
目
に
当
た
る
二
十
七
年
度
は
研
究
内
容
の
取
り
ま

と
め
と
し
て
研
究
成
果
報
告
書
の
作
成
を
目
指
し
た
。
と
り
ま

と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度
の
研
究
内
容
に
対
し
、
現
代
と

い
う
時
代
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
く
か
と
い
う
視
点
を
加
え
る

こ
と
に
留
意
し
た
。
年
度
末
に
報
告
書
を
研
究
所
長
に
提
出
し

活
動
を
終
え
た
。

【
作
業
大
綱
】

① 
報
告
書
の
構
成
、
章
立
て
に
つ
い
て
随
時
再
検
討
、
修
正
。

② 

研
究
主
務
に
よ
る
報
告
書
の
下
書
き
原
稿
執
筆
。
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③ 

報
告
書
下
書
き
原
稿
に
つ
い
て
研
究
会
に
て
討
議
。

④ 
研
究
主
務
に
よ
る
報
告
書
原
稿
の
執
筆
。

⑤ 
研
究
会
に
お
け
る
報
告
書
原
稿
の
確
認
。

【
研
究
会
等
開
催
日
と
研
究
内
容
】

第
1
回 

4
月
13
日 

第
2
回 

4
月
20
日

第
3
回 

4
月
27
日 
第
4
回 

5
月
25
日

第
5
回 

6
月
8
日 
第
6
回 

6
月
15
日

第
7
回 

7
月
6
日 

第
8
回 

7
月
27
日

第
9
回 

8
月
24
日 

第
10
回 
8
月
31
日

第
11
回 

9
月
7
日 

第
12
回 
10
月
5
日

第
13
回 

10
月
19
日 

第
14
回 

10
月
26
日

第
15
回 

11
月
2
日 

第
16
回 

11
月
9
日

第
17
回 

11
月
2
日 

第
18
回 

12
月
14
日

第
19
回 

12
月
21
日 

第
20
回 

12
月
24
日

第
21
回 

1
月
14
日 

第
22
回 

1
月
18
日

第
23
回 

1
月
25
日 

第
24
回 

2
月
1
日

第
25
回 

2
月
8
日 

第
26
回 

2
月
15
日

第
27
回 

2
月
26
日 

第
28
回 

2
月
29
日

第
29
回 

3
月
7
日

　　
　

研
究
内
容
は
い
ず
れ
も
③
⑤
で
あ
る
。

 

以
上

【
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　

袖
山
榮
輝

研
究
員　
　
　

 

後
藤
真
法　

荒
木
信
道　

井
野
周
隆　

佐
藤
堅

正　

宮
入
良
光　

宮
坂
直
樹　

和
田
典
善　

石

川
琢
道

嘱
託
研
究
員　

郡
島
昭
示　

江
島
尚
俊

【
文
責　

袖
山
榮
輝
】
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開
宗
８
５
０
年
に
向
け
て
②　

過
疎
対
策
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
の
目
的
】

過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
各

寺
院
、
組
、
教
区
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
収
集
し
共
有
化

す
る
。

【
研
究
内
容
】

① 

『
成
果
報
告
書
』
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
成
果

報
告
書
を
作
成
し
た
。

② 

成
果
報
告
書
作
成
に
向
け
て
の
追
加
調
査
と
し
て
、
兼
務

寺
院
を
多
く
抱
え
て
い
る
福
島
教
区
会
津
組
へ
の
調
査
を

行
っ
た
。
な
お
調
査
の
結
果
は
名
和
が
浄
土
宗
総
合
学
術

大
会
で
報
告
を
し
た
。

〈
成
果
報
告
書
目
次
〉

は
じ
め
に

■
分
析
編

第
1
章　
「
過
疎
」
に
つ
い
て

　

1
―
1
．「
過
疎
」
と
は
何
か
？

　

1
―
2
．
過
疎
と
日
本
の
将
来

　

1
―
3
．「
過
疎
」
が
及
ぼ
す
寺
院
へ
の
影
響

第
2
章　

 
浄
土
宗
寺
院
と
「
過
疎
」
―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
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析
よ
り
―

　

2
―
1
．
過
疎
地
域
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
の
基
礎
的
情
報

　

2
―
2
．
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

　

2
―
3
．
経
済
的
問
題
に
関
す
る
考
察

　

2
―
4
．
寺
院
の
今
後
に
関
し
て

　

2
―
5
．
過
疎
地
域
に
お
け
る
兼
務
寺
院
の
状
況
に
つ
い
て

　

2
―
6
．
ま
と
め

第
3
章　

聞
き
取
り
調
査
か
ら
見
え
た
過
疎
の
状
況

　

3
―
1
．
寺
院
に
対
す
る
影
響

　

3
―
2
． 

地
域
状
況
・
寺
院
状
況
の
変
化
に
関
わ
る
諸
要
因

―
地
域
産
業
の
変
化
、
歴
史
的
要
因
―

第
4
章　

将
来
に
向
け
て

　

1
．
各
寺
院
の
将
来
に
向
け
て

　

2
．
教
団
の
将
来
に
向
け
て

■
資
料
編

第
1
章　

聞
き
取
り
調
査
報
告

　

1
．
和
歌
山
教
区
野
上
組
・
有
田
組
・
日
高
組

　

2
．
山
梨
教
区
と
千
葉
教
区

　

3
．
新
潟
教
区
佐
渡
組

　

4
．
石
見
教
区
と
南
海
教
区

　

5
．
熊
本
教
区
第
二
組
・
第
三
組

　

6
．
北
海
道
第
一
教
区
・
第
二
教
区

第
2
章　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

1
．
正
住
職
寺
院
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
一
次
集
計
報
告

　

2
．
兼
務
寺
院
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
一
次
集
計
報
告

第
3
章　

 

平
成
二
五
年
度
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

山
下
祐
介
先

生
講
演
録

　
　
　
　

 「
限
界
集
落
問
題
の
行
方
と
課
題
―
地
域
社
会
・
文

化
の
世
代
間
継
承
を
考
え
る
―
」

研
究
成
果
・
研
究
員
一
覧

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
27
年　

4
月
1
日

第
2
回
研
究
会　

平
成
27
年　

4
月
3
日
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第
3
回
研
究
会　

平
成
27
年　

4
月
6
日

第
4
回
研
究
会　

平
成
27
年　

4
月
13
日

第
5
回
研
究
会　

平
成
27
年　

4
月
20
日

第
6
回
研
究
会　

平
成
27
年　

5
月
11
日

第
7
回
研
究
会　

平
成
27
年　

5
月
18
日

第
8
回
研
究
会　

平
成
27
年　

5
月
25
日

第
9
回
研
究
会　

平
成
27
年　

6
月
1
日

第
10
回
研
究
会　

平
成
27
年　

6
月
15
日

第
11
回
研
究
会　

平
成
27
年　

6
月
22
日

第
12
回
研
究
会　

平
成
27
年　

6
月
29
日

第
13
回
研
究
会　

平
成
27
年　

7
月
6
日

第
14
回
研
究
会　

平
成
27
年　

7
月
21
日

第
15
回
研
究
会　

平
成
27
年　

7
月
27
日

第
16
回
研
究
会　

平
成
27
年　

9
月
7
日

第
17
回
研
究
会　

平
成
27
年　

9
月
14
日

第
18
回
研
究
会　

平
成
27
年　

9
月
28
日

第
19
回
研
究
会　

平
成
27
年　

10
月
19
日

第
20
回
研
究
会　

平
成
27
年　

11
月
9
日

第
21
回
研
究
会　

平
成
27
年　

11
月
16
日

第
22
回
研
究
会　

平
成
27
年　

12
月
14
日

第
23
回
研
究
会　

平
成
27
年　

12
月
21
日

第
24
回
研
究
会　

平
成
28
年　

1
月
18
日

第
25
回
研
究
会　

平
成
28
年　

1
月
25
日

第
26
回
研
究
会　

平
成
28
年　

2
月
1
日

第
27
回
研
究
会　

平
成
28
年　

2
月
15
日

第
28
回
研
究
会　

平
成
28
年　

2
月
29
日

第
29
回
研
究
会　

平
成
28
年　

3
月
15
日

第
30
回
研
究
会　

平
成
28
年　

3
月
22
日

第
31
回
研
究
会　

平
成
28
年　

3
月
29
日

＊
平
成
27
年
6
月
29
―
30
日　

福
島
教
区
会
津
組
調
査

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

代
表　
　
　
　
　
　

武
田　

道
生

主
務　
　
　
　
　
　

名
和　

清
隆

研
究
員　
　
　
　
　

 

東
海
林　

良
昌
、
宮
坂　

直
樹
、
工
藤　
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量
導
、
石
田　

一
裕

嘱
託
研
究
員　
　
　

石
上　

壽
應
、
鍵
小
野　

和
敬

【
文
責　

名
和
清
隆
】
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寺
院
の
公
益
性
研
究
①　

仏
教
福
祉
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　

寺
院
の
公
益
性
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
根
底
に
据
え
つ
つ
、

広
く
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
社
会
活
動
の
事
例
を
調
査
分
析
し

考
察
し
た
。

　

①
高
瀬
顕
功
氏
の
博
士
論
文
「
現
代
宗
教
と
社
会
参
加
」
に

関
す
る
発
表
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
、　

②
「
共
生
文
化
大

賞
」
の
資
料
の
整
理
と
調
査
す
べ
き
寺
院
活
動
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
、
③
熱
海
の
海
福
寺
の
現
地
調
査
と
そ
の
報
告
、
④
「
て
ら

こ
や
フ
ェ
ス
タ
」、
⑤
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」、
⑥
「
韓
国

に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
取
り
上
げ

研
究
し
た
。

　

ま
た
、
浄
土
宗
の
教
義
と
社
会
実
践
の
点
よ
り
「
浄
土
宗
の

浄
土
宗
僧
侶
の
社
会
実
践
に
対
す
る
基
本
姿
勢
」、「
対
人
援
助

の
観
点
か
ら
見
た
法
然
浄
土
教
」、「
念
仏
者
に
お
け
る
慈
善
に

つ
い
て
―
「
随
縁
の
作
善
」
を
手
が
か
り
と
し
て
」
に
つ
い
て

研
究
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
と
研
究
内
容
】

　

▼
第
一
回　

四
月
二
十
日

　

◇
静
岡
教
区
調
査
の
報
告

　

◇
本
年
度
の
研
究
に
つ
い
て

　

◇
公
開
講
義
に
つ
い
て

　

▼
第
二
回　

五
月
十
一
日
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◇
高
瀬
顕
功
発
題
「
現
代
宗
教
と
社
会
参
加
」
に
つ
い
て

　

▼
第
三
回　

六
月
二
十
九
日

　

◇
鷲
見
宗
信
発
題
「
寺
院
が
関
わ
る
地
域
貢
献
調
査
報
告
」

　

▼
第
四
回　

七
月
二
十
七
日

　

◇ 

郡
嶋
昭
示
発
題
「
相
談
援
助
に
お
け
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の

「
受
容
」
と
援
助
者
の
「
自
己
覚
知
」
を
め
ぐ
っ
て
」

　

◇ 

曽
根
宣
雄
発
題
「
中
原
実
道
氏
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論

に
つ
い
て
」

　

▼
第
五
回　

九
月
二
十
八
日　

　

◇ 

田
中
美
喜
「
て
ら
こ
や
フ
ェ
ス
タ
の
報
告
」、
本
年
度
の

研
究
報
告
に
つ
い
て

　

▼
第
六
回　

十
月
十
九
日　

　

◇ 

曽
根
宣
雄
発
題
「
浄
土
宗
僧
侶
の
社
会
実
践
に
対
す
る
基

本
姿
勢
」

　

◇ 

藤
森
雄
介
・
鷲
見
宗
信
発
題　
「
仏
教
社
会
福
祉
学
会
発

表
報
告
」

　

▼
第
七
回　

十
一
月
三
十
日

　

◇ 

吉
水
岳
彦
発
題「
念
仏
者
に
お
け
る
慈
善
に
つ
い
て
―「
隨

縁
の
作
善
」
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」

　

▼
第
八
回　

十
二
月
十
四
日　
　

　

◇ 

菊
池
結
発
題
「
韓
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

　

▼
第
九
回　

二
〇
一
一
年　

一
月
二
十
五
日　

　

◇ 

曽
田
俊
弘
発
題
「
対
人
援
助
の
観
点
か
ら
見
た
法
然
浄
土

教
―
対
人
援
助
機
能
を
果
た
す
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
衆
生
の

「
感
得
」
―
」

　

▼
第
十
回　

二
月
二
十
九
日

　

◇ 

永
田
真
隆
発
題
「
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
実
践
可
能
な
公

益
活
動
と
は
何
か
―
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通

じ
て
―
」

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

　

研
究
代
表　
　
　
　

石
川
到
覚

　

主
務　
　
　
　
　
　

曽
根
宣
雄

　

研
究
員　
　
　
　
　

曽
田
俊
弘

　

嘱
託
研
究
員　
　
　

  

郡
嶋
昭
示　

坂
上
雅
翁　

吉
水
岳
彦　
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研
究
ス
タ
ッ
フ　
　

 

藤
森
雄
介　

鷲
見
宗
信　

石
川
基
樹　

永
田
真
隆　

菊
池
結　

大
河
内
大
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
美
喜　

高
瀬
顕
功　

赤
坂
明
翔

【
文
責　

曽
根
宣
雄
】
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寺
院
の
公
益
性
研
究
②　

災
害
対
応
の
総
合
的
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
の
目
的
と
内
容
】

　

災
害
が
起
き
た
時
に
寺
院
や
僧
侶
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
、
平
時
よ
り
災
害
に
備
え
て
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
お

く
べ
き
か
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
と
整
理
を
目
的
と
す
る
。
時

間
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
東
日
本
大
震
災
の
際
の
被
災
地
寺
院
で
の
起
こ
っ

た
出
来
事
、
救
援
活
動
で
の
成
果
や
課
題
に
関
す
る
情
報
の
整

理
を
行
う
と
と
も
に
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
自
治
体
や
仏
教
会
・
寺
院
と
の
「
災
害

時
協
力
協
定
」
の
締
結
の
経
緯
と
内
容
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
協
定
に
関
す
る
調
査
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

助
成
事
業
で
あ
る
「
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
た
地
域
防
災

の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
」（
研
究
代
表
：
大
阪
大
学
准
教
授
・

稲
場
圭
信
先
生
）
に
研
究
協
力
を
し
て
い
る
。

【
研
究
会
実
施
日
】

第
１
回
研
究
会　

平
成
27
年
４
月
７
日

第
２
回
研
究
会　

平
成
27
年
５
月
21
日

第
３
回
研
究
会　

平
成
27
年
６
月
30
日

第
４
回
研
究
会　

平
成
27
年
７
月
２
日

第
５
回
研
究
会　

平
成
27
年
７
月
６
日

第
６
回
研
究
会　

 
平
成
27
年
７
月
11
日
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（
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会
）

第
７
回
研
究
会　

平
成
27
年
９
月
14
日

第
８
回
研
究
会　

 

平
成
27
年
10
月
17
日

 

（
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会
）

第
９
回
研
究
会　

平
成
27
年
10
月
26
日

第
10
回
研
究
会　

平
成
27
年
11
月
４
日

第
11
回
研
究
会　

平
成
27
年
11
月
10
日

 
（
茨
城
水
害
聞
き
取
り
調
査
）

第
12
回
研
究
会　

平
成
27
年
12
月
21
日

第
13
回
研
究
会　

平
成
28
年
１
月
29
日

 

（
東
京
被
災
寺
院
聞
き
取
り
調
査
）

第
14
回
研
究
会　

平
成
28
年
１
月
30
日

 

（
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会
）

第
15
回
研
究
会　

平
成
28
年
２
月
15
日

第
16
回
研
究
会　

平
成
28
年
２
月
23
日

 

（
畳
半
畳
運
動
実
施
状
況
聞
き
取
り
調
査
）

第
17
回
研
究
会　

平
成
28
年
３
月
10
日

 

（
大
阪
大
学
稲
場
准
教
授
打
合
せ
）

【
研
究
進
捗
状
況
】

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
集
め
た
情
報
の
整
理
の
他
、
仙
台
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
会
理
事
長
で
医
師
の
滑
川
明
男
氏
と
現
在
の

被
災
者
の
心
理
的
状
況
を
、
仙
台
青
葉
学
院
短
期
大
学
講
師
で

看
護
師
の
佐
藤
利
憲
氏
と
震
災
遺
児
の
現
況
と
問
題
点
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

自
治
体
と
寺
院
の
災
害
時
の
関
係
に
つ
い
て
は
①
茨
城
県
常

総
市
大
水
害
の
事
例
を
検
討
す
る
た
め
に
、
被
災
者
の
受
け
入

れ
を
し
た
２
寺
院
（
茨
城
教
区
報
国
寺
様
（
瀬
戸
隆
海
上
人
）・

大
楽
寺
様
（
長
谷
川
良
則
上
人
））
と
常
総
市
役
所
へ
の
聞
き

取
り
調
査
、
②
東
日
本
大
震
災
時
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
東

京
教
区
寺
院
（
新
宿
区
寺
院
）
の
被
災
と
そ
の
後
の
復
興
の
過

程
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
本
研
究
班
が
提
言
し
た
寺
院
で
の
備
蓄
運
動
で
あ
る

「
畳
半
畳
運
動
」
を
実
施
し
て
い
る
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青

年
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
福
島
教
区
加
藤
正
淳
上
人
よ
り
、
実
施

に
当
た
っ
て
の
課
題
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
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【
研
究
担
当
者
】

　

代
表　
　
　
　
　

今
岡　

達
雄

　

主
務　
　
　
　
　

宮
坂　

直
樹

　

研
究
員　
　
　
　

 
戸
松
義
晴
・
袖
山
榮
輝
・
曽
根
宣
雄
・
東

海
林
良
昌
・
吉
田
淳
雄

　

嘱
託
研
究
員　
　

郡
嶋
昭
示

　

研
究
ス
タ
ッ
フ　

 

小
川
有
閑
・
高
瀬
顕
功
・
小
林
惇
道
・
問

芝
志
保 

【
文
責　

宮
坂
直
樹
】
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『
法
然
上
人
の
ご
法
語
⑤
―
制
誡
編
―
』
刊
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

　

本
研
究
班
は
、
平
成
九
年
か
ら
同
一
三
年
に
か
け
て
浄
土

宗
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
法
然
上
人
の
ご
法
語
』（
以
下
、『
ご
法

語
』
と
記
す
）
第
一
集
か
ら
第
三
集
に
引
き
続
き
、
第
五
集
の

刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
法
然
上
人
の
ご
法
語
①

―
消
息
編
―
』（
平
成
九
年
三
月
発
行
、
全
二
八
四
頁
）、『
法

然
上
人
の
ご
法
語
②
―
法
語
類
編
―
』（
平
成
一
一
年
三
月
発

行
、
全
四
一
三
頁
）、『
法
然
上
人
の
ご
法
語
③
―
対
話
編
―
』

（
平
成
一
三
年
六
月
発
行
、
全
四
八
三
頁
）
か
ら
な
る
三
集
を

編
訳
・
刊
行
し
て
き
た
も
の
の
、
い
ま
だ
法
然
上
人
の
遺
文
類

を
網
羅
し
得
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
法
然
上
人
の
ご
法
語
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
編
訳

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

第
五
集
は
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
ご
法
語
』
前
三
集
に

準
じ
て
、『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
、『
昭
法
全
』

と
記
す
）「
第
六
輯　

制
誡
篇
」（『
昭
法
全
』
七
八
一
頁
～

八
一
六
頁
）
を
取
り
上
げ
て
、
順
次
、
研
究
会
を
重
ね
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
刊
行
し
て
き
た
全
三
集
は
、
説
示
内
容
に
応
じ
た
適

切
な
法
語
の
配
当
、
法
話
に
資
す
る
適
度
な
法
語
の
分
量
設
定
、

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
、
豊
富
な
語
注
と
適
切
な
索

引
な
ど
を
施
し
た
こ
と
か
ら
、
既
に
第
一
集
が
完
売
す
る
な
ど
、

本
宗
僧
侶
の
布
教
伝
道
資
料
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
、
あ
る

い
は
、
一
般
読
者
か
ら
も
高
い
支
持
を
得
て
き
た
。
本
書
の
刊



研究活動報告

133　 

行
は
、
法
然
上
人
の
選
択
本
願
念
仏
思
想
の
普
及
の
一
助
と
な

り
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
作
業
大
綱
】

　

平
成
二
七
年
度
の
作
業
大
綱
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
引
用
法
語
の
選
定
・
編
集
―
『
昭
法
全
』「
第
六
輯　

制

誡
篇
」
所
収
の
各
種
法
語
に
つ
い
て
、
法
語
の
典
拠
調
査
、

法
語
の
典
拠
前
後
の
内
容
確
認
、
法
語
中
の
引
用
文
献

の
調
査
、
そ
の
法
語
が
所
収
さ
れ
る
各
種
異
本
等
と
の

校
合
作
業
な
ど
を
研
究
員
が
分
担
し
て
調
査
。
以
上
の

作
業
を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
般
読
者
向
け
の
読
み
や
す

い
文
体
を
作
成
。
あ
わ
せ
て
、
引
用
法
語
に
つ
い
て
の

必
要
な
書
誌
情
報
を
示
す
脚
注
の
作
成
。

　

②
選
定
法
語
の
現
代
語
訳
―
①
を
経
た
法
語
に
つ
い
て
、
本

書
で
も
っ
と
も
重
き
を
置
い
て
い
る
一
般
読
者
向
け
の

読
み
や
す
い
現
代
語
訳
の
作
成
。

　

③
選
定
法
語
の
配
当
―
『
ご
法
語
』
前
三
集
の
目
次
に
沿
っ

た
法
語
の
配
当
。

　

④
語
注・索
引
作
成
―
『
ご
法
語
』
前
三
集
に
準
じ
た
語
注・

索
引
の
作
成
。

　

以
上
が
本
年
度
の
作
業
大
綱
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
度
末
時

点
に
お
い
て
、
①
か
ら
④
ま
で
の
編
集
部
に
お
け
る
作
業
を
終

え
、
浄
土
宗
文
化
局
へ
の
デ
ー
タ
の
移
行
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

文
化
局
と
の
調
整
を
進
め
、
出
版
す
る
本
の
装
丁
な
ど
へ
と
進

ん
で
い
く
が
、
一
日
も
早
い
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

・
平
成
二
七
年
…
一
〇
月
五
日
、
一
一
月
二
日
、
一
二
月
七
日
、

　

平
成
二
八
年
…
一
月
一
八
日
、
二
月
一
日
、
三
月
七
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主
務　
　
　
　
　

林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　

 

袖
山
栄
輝　

石
川
琢
道　

佐
藤
堅
正　

東
海

林
良
昌　

曽
根
宣
雄　

和
田
典
善　

嘱
託
研
究
員　
　

 

石
上
壽
應　

吉
水
岳
彦　

石
田
一
裕　

工
藤

量
導　

郡
嶋
昭
示
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研
究
ス
タ
ッ
フ　

 

大
橋
雄
人　
　
　
　
　

　

本
報
告
を
ご
一
読
い
た
だ
い
た
大
方
の
諸
賢
に
は
、
本
研
究

班
ヘ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
広
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

合
掌

【
文
責　

林
田
康
順
】
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浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
】

　

近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
宗
教
学
・
宗

教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に
お
い
て
も
、

情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調
査
分
析
す
る

方
法
論
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
分
析
方

法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に
変
換
（
電
子

テ
キ
ス
ト
化
）
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
会
は
、
わ

が
宗
の
宗
典
を
統
一
的
な
デ
ー
タ
形
式
で
電
子
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
基
本
的
な
研
究
を
行
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
特
に
『
続
浄
土
宗
全
書
』（
以
下
『
続
浄
』

と
略
す
）
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

仏
教
経
典
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
で
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
使
用
す
る
形
式
（
以
下
Ｓ
Ａ
Ｔ
形
式
と

略
す
）
が
事
実
上
の
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、『
続
浄
』

の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
に
際
し
て
も
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
形
式
を
基
本
と
し
、

『
続
浄
』
独
自
の
形
式
を
付
加
し
、
訓
点
・
ル
ビ
・
割
書
等
も

含
め
た
完
全
な
書
籍
情
報
を
持
つ
電
子
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

そ
の
電
子
デ
ー
タ
を
用
い
た
『
続
浄
』
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
研

究
所
外
の
テ
ス
ト
サ
ー
バ
ー
上
に
構
築
し
、
平
成
27
年
度
末
ま

で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。

【
研
究
内
容
】

①
『
続
浄
』
電
子
デ
ー
タ
の
形
式
の
研
究
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②
『
続
浄
』
電
子
デ
ー
タ
の
校
正
作
業

③
『
続
浄
』
検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
改
良

④
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
講
義
や
勉
強
会
の
開
催

【
作
業
大
綱
】

Ａ　

進
捗
管
理

・『
続
浄
土
宗
全
書
』
全
19
巻
各
頁
の
公
開
用
画
像
デ
ー
タ
の

作
成
を
業
者
に
発
注
し
、
納
品
さ
れ
た
。

Ｂ　

デ
ー
タ
校
正

・
電
子
デ
ー
タ
の
校
正
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｃ　

成
果
物
公
開

・『
続
浄
』
検
索
シ
ス
テ
ム
を
研
究
所
内
で
運
用
し
、
試
験
と

改
良
を
続
け
て
い
る
。

・『
続
浄
』
検
索
シ
ス
テ
ム
を
研
究
所
外
の
テ
ス
ト
サ
ー
バ
ー

上
に
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
試
験
運
用
を
開
始

し
た
。

・
総
合
学
術
大
会
に
於
い
て
9
月
15
日
に
佐
藤
、
齊
藤
が
、

「『
浄
土
宗
全
書
続
』
検
索
シ
ス
テ
ム
公
開
に
つ
い
て
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）」、
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

Ｄ　

講
義
、
勉
強
会
お
よ
び
会
議

・
12
月
1
日
に
教
学
院
と
、『
続
浄
』
検
索
シ
ス
テ
ム
と
浄
土

宗
全
書
検
索
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

・
1
月
18
日
に
人
文
情
報
研
の
永
崎
研
宣
氏
に
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
現

状
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。

・
3
月
7
日
に
大
正
大
学
に
於
い
て
、
人
文
情
報
研
の
永
崎
研

宣
氏
と
、『
続
浄
』
検
索
シ
ス
テ
ム
と
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
の
連
携
に

つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
作
業
を
行
っ
た
。

【
研
究
会
開
催
日
と
研
究
内
容
】

平
成
27
年
4
月
13
日 

新
年
度
研
究
内
容
打
合
せ
、
4
月
20
日
、

27
日
、
5
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、
6
月
15
日
、
22
日
、
29
日
、

7
月
6
日
、
27
日 

検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
8
月
24
日
、
31

日
、
9
月
8
日 
総
合
学
術
大
会
発
表
の
準
備
、
9
月
14
日
総
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合
学
術
大
会
発
表
の
準
備
、
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
ち
合
せ
、

10
月
5
日
、
26
日
、
11
月
9
日
、
16
日
、
12
月
7
日
、
21
日
、

平
成
28
年
1
月
18
日
、
25
日 

検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
2
月

8
日
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
ち
合
せ
、
2
月
15
日
、
26
日
検
索

シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
2
月
29
日
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
ち
合
せ
、

3
月
7
日
人
文
情
報
研
永
崎
研
宣
氏
と
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
の
連
携
に

つ
い
て
検
討
及
び
作
業
、
3
月
14
日
デ
ー
タ
入
力
業
者
と
打
ち

合
せ
、
3
月
30
日
検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
討
。

【
研
究
参
加
者
】

主
務　
　
　
　
　

佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　
　

 

石
川
琢
道　

後
藤
真
法　

齊
藤
舜
健　

柴
田

泰
山　

市
川
定
敬

嘱
託
研
究
員　
　

石
田
一
裕

研
究
ス
タ
ッ
フ　

大
橋
雄
人　

小
林
惇
道【

文
責　

佐
藤
堅
正
】



　138

浄
土
宗
の
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

浄
土
宗
の
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究

・
研
究
目
的

浄
土
宗
劈
頭
宣
言
「
世
界
に
共
生
を
」
に
基
づ
き
浄
土
宗
の
教

え
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、『
浄
土
宗
聖
典
』
の
英
訳
・
出

版
を
目
的
と
し
た
研
究
会
を
開
催
す
る
。『
和
語
燈
録
』の
英
訳・

編
集
・
確
認
作
業
、『
観
経
疏
』
英
訳
の
集
中
研
究
会
、Coats 

and Ishizuka

の
『Honen　

The Buddhist Saint

』
の
テ
キ

ス
ト
化
、
本
文
・
脚
注
な
ど
の
確
認
作
業
を
行
う
。
ま
た
仏
教

聖
典
英
訳
に
関
す
る
国
際
学
会
・
会
議
な
ど
に
参
加
し
、
翻
訳

に
関
す
る
研
究
動
向
・
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
成
果
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
す
る
。
英
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
研
究
成
果
を

公
開
し
、
世
界
に
浄
土
宗
の
教
え
を
発
信
し
て
い
く
。

・
研
究
内
容

①
『
和
語
燈
録
』・『
観
経
疏
』
の
英
訳

②
『
四
十
八
巻
伝
』
英
訳

③ 

国
際
学
会
へ
の
出
席

・
作
業
大
綱

　

①
『
和
語
燈
録
』・『
観
経
疏
』
の
英
訳
に
つ
い
て
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
マ
ー
ク・ブ
ラ
ム
教
授
と『
和
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語
登
録
』「
浄
土
宗
略
鈔
」
の
翻
訳
編
集
作
業
と
、『
観
経
疏
』

「
水
想
観
」
の
翻
訳
作
業
を
完
了
。

　

②
『
四
十
八
巻
伝
』
英
訳
に
つ
い
て
は
、
ワ
ッ
ツ
研
究
員
が

一
年
を
通
し
て
、
コ
ー
ツ
・
石
塚
訳
の
見
直
し
作
業
に
取
り
組

み
、
全
体
の
見
直
し
を
完
了
し
た
。

　

③　

8
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
イ
市
の
浄
土
真
宗
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
第
十
七
回
国
際
真
宗
学
会
」（The 17th Bien-

nial Conference of the International A
ssociation of Shin 

Buddhist Stud-ies

）
に
参
加
し
た
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
（
戸

松
義
晴
、
石
田
一
裕
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ
、
高
瀬
顕
功
）

で「
浄
土
宗
の
伝
統
と
現
代
に
お
け
る
間
主
観
性
の
姿（Im

ages 

of Intersubjective Praxis in Classical and Contem
po-rary 

Jodo Shu

）」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
発
表
を
行
っ
た
。

　
・
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容

　

今
年
度
開
催
さ
れ
た
研
究
会
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
27
年

4
月
14
日
、
21
日
、
28
日

5
月
12
日
、
19
日
、
26
日

6
月
16
日
、
17
日
、
18
日
、
22
日
、
23
日
、
24
日

29
日
、
30
日

7
月
1
日
、
2
日
、
3
日
、
6
日
、
7
日
、
8
日
、
9
日
、
10

日
、
14
日
、
15
日
、
17
日
、
21
日

8
月
25
日

9
月
1
日
、
8
日

10
月
6
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

11
月
10
日
、
24
日

12
月
8
日

平
成
28
年

1
月
19
日
、
26
日

2
月
2
日
、
9
日
、
16
日

3
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
29
日

・ 

研
究
参
加
者
一
覧

・ 

主
務　
　
　
　
　
　
　

戸
松
義
晴
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・ 

研
究
員
・
ス
タ
ッ
フ　

 

石
田
一
裕
・
小
林
惇
道
・
佐
藤
堅
正
・

高
瀬
顕
功
・
北
條
竜
士
・
平
間
尚
子
・

松
濤
芙
紀

・ 

ジ
ョ
ナ
サ
ン 

ワ
ッ
ツ

【
文
責　

戸
松
義
晴
】
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浄
土
宗
基
本
典
籍
の
翻
訳
―
日
常
勤
行
式
―
（
京
都
分
室
）

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
】

　

浄
土
宗
21
世
紀
劈
頭
宣
言
に
掲
げ
ら
れ
る「
世
界
に
共
生
を
」

を
具
現
化
し
て
い
く
た
め
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
方
々
に

対
し
て
、
日
常
の
勤
行
に
使
用
可
能
な
日
常
勤
行
式
を
作
成
し
、

浄
土
宗
の
国
際
化
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第

一
段
階
と
し
て
現
行
の
日
常
勤
行
式
を
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

イ
タ
リ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、（
現
代
）
中
国
語

に
翻
訳
す
る
。

【
研
究
内
容
】

　

は
じ
め
に
翻
訳
の
準
備
作
業
と
し
て
、
日
常
勤
行
式
の
現
代

語
訳
お
よ
び
解
説
書
の
収
集
・
整
理
を
行
う
。
そ
し
て
、
こ
の

作
業
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
ま
た
、
既

存
の
日
常
勤
行
式
の
翻
訳
（
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
や
、
英

訳
三
部
経
・
英
訳
選
択
集
等
を
参
照
し
な
が
ら
、
ふ
さ
わ
し
い

訳
語
・
表
現
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　

翻
訳
作
業
に
関
し
て
は
、
開
教
区
あ
る
い
は
外
国
人
の
実
際

の
使
用
に
堪
え
る
も
の
と
す
る
た
め
、
社
会
国
際
局
に
関
係
す

る
開
教
区
と
の
関
連
の
も
と
で
行
う
。

【
作
業
大
綱
】

　

26
年
度
か
ら
引
き
続
き
日
常
勤
行
式
の
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
現
代
中
国
語
へ
の
翻
訳
を
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進
め
、
27
年
度
末
時
点
で
一
通
り
の
訳
出
を
完
了
し
た
。（
誦

経
は
「
四
誓
偈
」）
た
だ
し
、
偈
文
の
訳
出
の
み
で
あ
る
た
め
、

語
注
、
注
釈
等
が
次
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容
】

平
成
27
年

4
月
21
日
、
5
月
12
日
、
6
月
9
日
、
7
月
14
日
、
10
月
6
日
、

11
月
24
日
、
12
月
22
日

平
成
27
年

1
月
12
日
、
2
月
18
日
、
3
月
24
日

【
研
究
担
当
者
】

代
表　
　
　
　
　

戸
松
義
晴

主
務　
　
　
　
　

市
川
定
敬

研
究
員　
　
　
　

 

齊
藤
舜
健　

上
田
千
年　

井
野
周
隆　

田
中

芳
道　

米
澤
実
江
子

嘱
託
研
究
員　
　

八
橋
秀
法　

南
宏
信　

米
澤
実
江
子

研
究
ス
タ
ッ
フ　

 

薊
法
明　

西
本
明
央　

前
田
信
剛　

角
野
玄

樹　

林
雅
清　

原
マ
リ【

文
責　

市
川
定
敬
】
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法
式
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
の
目
的
・
内
容
】

　

法
式
研
究
班
で
は
、
本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
伝
統

的
葬
送
儀
礼
」
と
新
た
に
「『
般
舟
讃
』
行
法
」
と
い
う
二
つ

の
テ
ー
マ
を
研
究
対
象
と
し
た
。

（
1
）
伝
統
的
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て

　
「
伝
統
的
葬
送
儀
礼
」
で
は
、
土
葬
文
化
に
着
目
し
、
日
本

各
地
域
に
お
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
平
成
24
年
度
伊

勢
、
25
年
度
九
州
天
草
、
26
年
度
埼
玉
鴻
巣
と
現
地
に
赴
き
調

査
を
行
っ
た
。
27
年
度
は
京
都
和
束
地
区
（
應
源
寺
）、
栃
木

教
区
氏
家
・
長
久
保
地
区
（
西
導
寺
）
の
土
葬
調
査
を
行
っ
た
。

ま
た
長
野
伊
那
に
お
い
て
調
査
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
資
料
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
（
2
）『
般
舟
讃
』
行
法
に
つ
い
て

　
『
般
舟
讃
』
に
お
い
て
は
、
行
法
「
般
舟
讃
」
の
再
生
復
興

を
試
み
た
。
既
に
研
究
会
中
に
お
い
て
、
柴
田
泰
山
研
究
員
よ

り
『
般
舟
讃
』
の
内
容
講
義
を
受
け
、
ま
た
増
上
寺
経
蔵
所
蔵

資
料
を
閲
覧
し
、
現
存
す
る
資
料
よ
り
少
な
く
と
も
徳
川
家
九

代
家
重
（
惇
信
院
殿
）
十
二
代
家
慶
（
慎
徳
院
殿
）
の
新
葬
中

陰
二
七
日
に
お
い
て
『
般
舟
讃
』、
そ
の
他
将
軍
家
法
事
等
に

お
い
て
も
『
般
舟
讃
』
抜
粋
で
あ
る
「
称
讃
偈
」
を
確
認
し
た
。

以
上
か
ら
「
般
舟
讃
」
行
法
の
次
第
を
構
築
し
た
。
徳
川
家
法
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要
で
は
増
上
寺
伝
統
の
如
く
、「
四
智
讃
」
を
唱
え
「
般
舟
讃

念
仏
」を
唱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
研
究
で
は『
般
舟
讃
』

内
容
の
意
図
を
考
慮
し
、
重
要
箇
所
を
抜
粋
し
て
「
日
常
勤
行

式
」
の
形
に
基
づ
き
次
第
を
構
成
し
、
習
礼
を
行
い
、
2
月
19

日
に
黒
谷
金
戒
光
明
寺
大
方
丈
に
お
い
て
公
開
講
座
を
開
催
し

た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

平
成
27
年
4
月
13
日
、
6
月
19
日
・
25
日
、
7
月
6
日
・
8
日
、

9
月
17
日
、
11
月
9
日

平
成
28
年
1
月
20
日
、
2
月
1
日
、
18
日
、
19
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　

坂
上
典
翁

研
究
主
務　
　

中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　

 

西
城
宗
隆　

荒
木
信
道　

柴
田
泰
山　

工
藤
量

導

嘱
託
研
究
員　

 

田
中
康
真　

中
野
晃
了　

山
本
晴
雄　
　

大
澤

亮
我　

清
水
秀
浩　

八
橋
秀
法

【
文
責　

中
野
孝
昭
】
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布
教
研
究

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
目
的
】

1
、
宗
派
に
よ
る
法
話
の
説
き
方
の
違
い
と
特
徴
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。

2
、
一
般
書
店
等
で
市
販
さ
れ
て
い
る
法
話
集
を
収
集
し
、
内

容
を
調
査
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
「
救
い
」

の
違
い
等
、
各
宗
派
が
現
代
に
説
く
世
界
観
・
人
間
観

を
探
る
。

3
、
所
内
講
習
会
に
各
宗
派
で
布
教
師
（
使
）
養
成
に
関
わ
っ

て
い
る
先
生
方
を
招
き
、
養
成
道
場
等
に
お
け
る
指
導

方
針
・
内
容
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
探
る

【
研
究
内
容
】

1
、
所
内
研
究
員
が
分
担
し
て
、
宗
派
ご
と
の
布
教
方
針
・
法

話
資
料
・
法
話
実
例
集
な
ど
を
収
集
し
、
研
究
会
に
お

い
て
読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
調
査

す
る
。

　
　
　

後
藤
研
究
員　

→　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
　
　

八
木
研
究
員　

→　

日
蓮
宗

　
　
　

宮
入
研
究
員　

→　

曹
洞
宗

2
、
現
代
社
会
の
不
安
へ
の
対
処
、
葬
儀
式
や
年
回
法
要
で
説

か
れ
る
法
話
例
を
、
輪
読
、
聴
聞
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
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派
の
特
色
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。

　
　

資
料
：『
最
新
法
話
デ
ー
タ
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
）

　
　
　
　
　
『
仏
教
法
話
大
辞
典
』（
名
著
出
版
）

　
　
　
　
　

 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』（
朝
日
新
聞

出
版
）
他

3
、
各
宗
派
の
布
教
師
（
使
）
養
成
に
携
わ
る
先
生
方
を
招
き
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
内
容
を
聞
く
所
内
講
座
を
開
催

す
る
。

【
研
究
会
等
開
催
日
と
研
究
内
容
】

平
成
27
年
度

第
1
回　

所
内
講
習
会

　
　

6
月
17
日
（
水
）「
曹
洞
宗
の
布
教
法
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
曹
洞
宗
特
派
布
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
尚
之
先
生

第
2
回　

所
内
講
習
会

　
　

7
月
6
日
（
月
）「
日
蓮
宗
の
布
教
法
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
日
蓮
宗
布
教
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
貞
真
先
生

第
3
回　

所
内
講
習
会

　
　

12
月
18
日
（
金
） 「
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
お
け
る
布
教

研
究
の
あ
り
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
大
正
大
学
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
雅
彦
先
生

第
4
回　

所
内
講
習
会

　
　

平
成
28
年

　
　

2
月
19
日
（
金
） 「
浄
土
宗
の
布
教
法
と
布
教
師
養
成
に

つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
布
教
師
養
成
講
座
常
在
指
導
員

　
　
　

安
永
宏
史
先
生

平
成
27
年
度

第
1
回
研
究
会
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4
月
24
日
（
金
）

　
　
　

 

内
容
： 

本
願
寺
派
・
阿
部
信
幾
先
生
講
義
原
稿
の
確

認
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
『
宗
報
』
読
み
あ
わ

せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
二
祖
三
祖
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
映
像
の
確
認

第
2
回
研
究
会

　
　

5
月
13
日
（
水
）

　
　
　

内
容
： 

曹
洞
宗
中
野
尚
之
先
生
、
日
蓮
宗
田
中
貞
真
先

生
、
依
頼
状
発
送

第
3
回
研
究
会

　
　

6
月
1
日
（
月
）

　
　
　

内
容
： 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
（
朝
日
新
聞
出
版
）
聴
聞

　
　
　
　
　
　

真
言
宗
泉
湧
寺　

管
長　

上
村
貞
郎
師

　
　
　
　
　
　

唐
招
提
寺　

執
事
長　

西
山
明
彦
師

　
　
　
　
　
　

法
隆
寺　

管
長　

大
野
玄
妙
師

第
4
回
研
究
会

　
　

6
月
8
日
（
月
）

　
　
　

内
容
： 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
（
朝
日
新
聞
出
版
）
聴
聞

　
　
　
　
　
　

興
福
寺　

貫
主　

多
川
俊
映
師

　
　
　
　
　
　

薬
師
寺　

管
主　

山
田
法
胤
師

第
5
回
研
究
会

　
　

7
月
1
日
（
水
） 

　
　
　

内
容
： 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
（
朝
日
新
聞
出
版
）
聴
聞

　
　
　
　
　
　

 

天
台
宗
三
千
院
門
跡
門
主　

小
堀
光
詮
師

　
　
　
　
　
　

 

天
台
宗
妙
法
院
門
跡
門
主
（
三
十
三
間
堂
）
菅

原
信
海
師

　
　
　
　
　
　

 

高
野
山
真
言
宗
管
長
・
総
本
山
金
剛
峯
寺
座
主

　
　
　
　
　
　

松
長
有
慶
師
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第
6
回
研
究
会

　
　

7
月
9
日
（
木
）

　
　
　

内
容
： 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
（
朝
日
新
聞
出
版
）
聴
聞

　
　
　
　
　
　

 
東
大
寺
別
当　

華
厳
宗
管
長

　
　
　
　
　
　

北
河
原
公
敬
師

　
　
　
　
　
　

 

長
谷
寺
化
主　

真
言
宗
豊
山
派
管
長

　
　
　
　
　
　

小
野
塚
幾
澄
師

第
７
回
研
究
会

　
　

7
月
17
日
（
金
）

　
　
　

内
容
：『
宗
報
』
連
載
「
法
話
の
い
ろ
は
」
輪
読

　
　
　
　
　
　

 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
（
朝
日
新
聞
出
版
）
聴
聞

　
　
　
　
　
　

 

臨
済
宗
建
仁
寺
派
管
長　

建
仁
寺
住
職　

　
　
　
　
　
　

小
堀
泰
巌
師

　
　
　
　
　
　

 

真
言
宗
醍
醐
寺
派
管
長　

醍
醐
寺
座
主　

　
　
　
　
　
　

仲
田
順
和
師

第
8
回
研
究
会

　
　

8
月
6
日
（
木
）

　
　
　

内
容
： 『
古
寺
を
め
ぐ
る　

こ
こ
ろ
の
法
話
』Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
（
朝
日
新
聞
出
版
）
聴
聞

　
　
　
　
　
　

 

瀬
戸
内
寂
聴
師「
暗
闇
の
中
に
光
を
見
つ
け
る
」

　
　
　
　
　
　

大
本
山
増
上
寺
法
主　

八
木
季
生
師

第
9
回
研
究
会

　
　

8
月
26
日
（
水
）

　
　
　

内
容
：
学
術
大
会　

報
告
資
料
ま
と
め

　
　
　
　
　
　

 「
他
宗
に
お
け
る
布
教
師
養
成
シ
ス
テ
ム
と
そ

の
指
導
方
針
①
②
③
」

第
10
回
研
究
会

　
　

9
月
9
日
（
水
）

　
　
　

内
容
：
学
術
大
会 

報
告
資
料
ま
と
め

　
　
　
　
　
　

 「
他
宗
に
お
け
る
布
教
師
養
成
シ
ス
テ
ム
と
そ

の
指
導
方
針
①
②
③
」
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第
11
回
研
究
会

　
　

10
月
9
日
（
金
）

　
　
　

内
容
： 

大
髙
研
究
員
よ
り
「
浄
土
宗
に
お
け
る
布
教
、

教
化
」
報
告

　
　
　
　
　
　

学
術
大
会
中
間
報
告
の
反
省

第
12
回
研
究
会

　
　

10
月
16
日
（
金
）

　
　
　

内
容
：
来
年
度
以
降
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

第
13
回
研
究
会

　
　

10
月
26
日
（
木
）

　
　
　

内
容
： 

来
年
度
以
降
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て　

予
算

案
作
成

第
14
回
研
究
会

　
　

10
月
30
日
（
月
） 

　
　
　

内
容
：
今
年
度
作
業
全
体　

報
告
書
作
成

第
15
回
研
究
会

　
　

12
月
21
日
（
月
）

　
　
　

 

内
容
：
来
年
度
以
降
の
研
究
テ
ー
マ
つ
い
て

第
16
回
研
究
会

　
　

平
成
28
年
1
月
7
日
（
木
）

　
　
　

内
容
： 『
寺
門
交
流
』
２
０
０
６
年
11
月
号
「
本
山
特

派
布
教
師
は
い
ま
何
を
し
て
い
る
の
か
」
輪
読

　
　
　
　
　
　

 『
寺
門
交
流
』
２
０
０
６
年
12
月
号
「
社
会
の

最
前
線
に
立
つ
布
教
師
の
養
成
と
実
情
」
輪
読

第
17
回
研
究
会

　
　

1
月
14
日
（
木
）

　
　
　

内
容
： 『
こ
れ
か
ら
の
仏
教
行
事
1
分
3
分
5
分
法
話

事
例
別
集
成
』
輪
読

　
　
　
　
　
　

 （
各
宗
祖
師
、
遠
忌
法
要
の
法
話
比
較
）
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第
18
回
研
究
会

　
　

1
月
22
日
（
金
）

　
　
　

内
容
：
他
宗
派
先
生
方
へ
の
原
稿
確
認
依
頼
状
作
成

第
19
回
研
究
会

　
　

1
月
29
日
（
金
）

　
　
　

内
容
： 

工
藤
研
究
員
よ
り
「
浄
土
真
宗
の
事
情
に
つ
い

て
」
講
義

　
　
　
　
　
　

 （
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

大
阪
教
区
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
調
査
研
究
」

講
義
内
容
）

第
20
回
研
究
会

　
　

2
月
12
日
（
金
）

　
　
　

内
容
：『
宗
報
』「
法
話
の
い
ろ
は
」
輪
読

第
21
回
研
究
会

　
　

2
月
26
日
（
金
）

　
　
　

 

内
容
：
運
営
委
員
会
・
宗
報
原
稿
等
、
提
出
書
類
作
成

第
22
回
研
究
会

　
　

3
月
16
日
（
水
）
内
容
：『
教
化
研
究
』
報
告
書
作
成

第
23
回
研
究
会

　
　

3
月
30
日
（
水
）
内
容
：『
教
化
研
究
』
報
告
書
作
成

そ
の
他　
　

浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に
て　

中
間
報
告

　
　
　
　
　

平
成
27
年
9
月
15
日
（
火
）
～
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

 「
他
宗
に
お
け
る
布
教
師
（
使
）
養
成
シ
ス
テ
ム

と
そ
の
指
導
方
針
①
②
③
」

　
　
　
　
　

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

後
藤
真
法
研
究
員

　
　
　
　
　

 

日
蓮
宗　
　
　
　
　
　

八
木
英
哉
研
究
員

　
　
　
　
　

 

曹
洞
宗　
　
　
　
　
　

宮
入
良
光
研
究
員

　

研
究
主
務　
　
　

後
藤
真
法

　

研
究
員　
　
　
　

八
木
英
哉　

宮
入
良
光
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嘱
託
研
究
員　
　

工
藤
量
導

　

研
究
ス
タ
ッ
フ　

 

大
髙
源
明　

中
川
正
業　

藤
井
正
史　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田
恒
順

【
文
責　

後
藤
真
法
】
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教
学
研
究
Ⅰ

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

【
研
究
の
目
的
】

　

本
研
究
班
で
は
「
宗
学
論
」「
円
頓
戒
」
に
関
す
る
研
究
を

目
標
と
し
て
お
り
、
個
々
の
テ
ー
マ
の
基
礎
的
整
理
を
行
う
。

　

宗
学
論
に
関
し
て
は
、
前
年
ま
で
に
土
台
と
な
る
宗
学
論
と

い
う
議
論
自
体
の
概
念
規
定
や
諸
々
の
問
題
点
、
そ
し
て
浄
土

宗
学
の
歴
史
と
方
向
性
に
つ
い
て
研
究
会
内
で
議
論
を
行
っ
た
。

本
年
は
各
宗
派
の
宗
学
研
究
の
状
況
を
聞
き
取
り
、
浄
土
宗
学

と
の
比
較
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

円
頓
戒
に
関
し
て
は
、
天
台
智
顗
『
授
菩
薩
戒
儀
』
か
ら
湛

然
や
最
澄
、
そ
し
て
安
然
な
ど
を
経
て
、『
古
本
授
菩
薩
戒
儀
』

お
よ
び
『
新
本
授
菩
薩
戒
儀
』
に
い
た
る
ま
で
の
十
二
門
戒
儀

の
変
遷
に
関
す
る
調
査
を
通
じ
て
、
浄
土
宗
に
お
け
る
『
授
菩

薩
戒
儀
』
の
存
在
意
義
を
考
察
す
る
。

【
研
究
会
の
内
容
】

　

宗
学
論
に
つ
い
て
、
本
年
は
真
言
宗
豊
山
派
、
曹
洞
宗
、
真

宗
大
谷
派
、
日
蓮
宗
の
宗
学
者
を
招
聘
し
て
各
宗
派
の
宗
学
研

究
の
状
況
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。
招
聘
し
た
講
師
と
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
天
台
宗
は
前
年
度
に
講
師
を
招
聘
し

た
）。・「

真
言
宗
豊
山
派
の
宗
学
に
つ
い
て
」
榊
義
孝
（
元
大
正

大
学
教
授
・
副
学
長
）

・「
日
蓮
宗
の
宗
学
に
つ
い
て
」
田
村
完
爾
（
元
立
正
大
学
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教
授
）

・「
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
宗
学
に
つ
い
て
」小
谷
信
千
代（
大

谷
大
学
名
誉
教
授
）

・「
曹
洞
宗
の
宗
学
に
つ
い
て
」石
井
清
純（
駒
澤
大
学
教
授
）

　

宗
学
研
究
の
方
法
や
そ
の
位
置
づ
け
は
宗
派
ご
と
に
異
な
る

歴
史
的
な
蓄
積
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ

ら
と
の
比
較
を
通
じ
て
浄
土
宗
学
が
果
た
し
て
き
た
学
問
的
な

意
義
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
会
と
は

別
に
南
都
浄
土
教
に
関
す
る
研
究
も
随
時
進
め
て
い
る
。

　

円
頓
戒
に
関
し
て
は
、「
十
二
門
戒
儀
の
変
遷
」
と
い
う
視

座
を
通
じ
て
、
浄
土
宗
に
お
け
る
『
授
菩
薩
戒
儀
』
の
存
在
意

義
を
考
察
し
た
。
本
年
は
円
頓
戒
に
つ
い
て
網
羅
的
な
研
究
を

行
っ
た
。

　

以
上
の
研
究
会
を
通
じ
た
成
果
と
し
て
以
下
の
三
点
を
知
り

え
た
。
第
一
に
宗
学
論
は
諸
宗
派
と
の
共
通
認
識
の
も
と
で
実

施
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
法
然
浄
土
教
が
提
示
す
る
凡

入
報
土
説
が
懈
慢
国
説
や
三
遂
果
生
説
を
採
用
し
え
な
い
こ
と
、

第
三
に
円
頓
戒
研
究
を
通
じ
て
古
本
『
授
菩
薩
戒
儀
』
が
戒
体

説
を
強
く
意
識
し
た
編
纂
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

平
成
27
年
4
月
6
日　

通
常
研
究
会

第
2
回
研
究
会　

平
成
27
年
4
月
27
日　

通
常
研
究
会

第
3
回
研
究
会　

平
成
27
年
5
月
11
日　

通
常
研
究
会

第
4
回
研
究
会　

平
成
27
年
6
月
1
日　

通
常
研
究
会

第
5
回
研
究
会　

平
成
27
年
6
月
22
日　

通
常
研
究
会

第
6
回
研
究
会　

平
成
27
年
9
月
28
日　

榊
義
孝
先
生
講
義

第
7
回
研
究
会　

平
成
27
年
12
月
21
日　

田
村
完
爾
先
生
講
義

第
8
回
研
究
会　

 

平
成
27
年
12
月
22
日　
小
谷
信
千
代
先
生
講
義

第
9
回
研
究
会　

平
成
28
年
1
月
25
日　

石
井
清
純
先
生
講
義

【
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

主　
　
　

務　

柴
田
泰
山

研　

究　

員　

石
川
琢
道
、市
川
定
敬
、齊
藤
舜
健
、曽
根
宣
雄

嘱
託
研
究
員　

工
藤
量
導
、石
上
壽
應
、坂
上
雅
翁
、江
島
尚
俊

【
文
責　

柴
田
泰
山
】
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教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）

平
成
二
十
七
年
度
　
研
究
活
動
報
告

研
究
目
的

　

本
研
究
班
は
、
現
在
の
浄
土
宗
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
の
基

盤
が
確
立
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
江
戸
期
に
存
す
る
と
い
う
見
立
て

に
基
づ
い
て
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
の
教
学
・
法
式
・
布
教
等
が

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

個
別
の
研
究
と
し
て
浄
土
宗
正
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
浄
土

三
部
経
』
が
、
近
世
以
降
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か

を
調
査
研
究
紹
介
す
べ
く
、
義
山
良
照
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講

録
』
の
読
解
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
（
研
究
内
容
・
作
業
大
綱

の
１
に
相
当
）。

　

江
戸
期
の
浄
土
宗
の
教
学
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
広
く
解
明
す

る
た
め
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連
人
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
相

互
の
関
連
調
査
、
年
表
化
作
業
を
行
っ
て
い
る
（
研
究
内
容
・

作
業
大
綱
の
２
に
相
当
）。

研
究
内
容

（
１
）
義
山
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
の
書
き
下
し
文
を
作

成
す
る
。
そ
の
際
、
浄
全
本
の
誤
植
な
ど
は
修
正
す
る
。
出
典

を
極
力
調
査
す
る
。

（
２
）
現
在
の
浄
土
宗
へ
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連
人
物
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り

で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
で
、
人
物
、
業
績
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
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関
連
付
け
を
行
う
。

作
業
大
綱

　

本
年
度
は
次
の
作
業
・
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
）『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
上
（『
観
無
量
寿
経
』
序

分
の
釈
）
の
書
き
下
し
及
び
出
典
注
の
作
成
。
事
前
に
研
究
員

が
各
自
分
担
し
て
書
き
下
し
文
及
び
註
記
を
作
成
し
、
研
究
会

に
お
い
て
修
正
し
て
ゆ
く
。

（
２
）
続
浄
所
収
の
『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
の
人
名
・
寺
院
名
等

の
タ
グ
付
け
に
よ
る
内
容
把
握
作
業
。
特
に
第
四
十
七
冊
に
見

ら
れ
る
江
戸
期
の
人
物
に
つ
い
て
個
別
の
コ
メ
ン
ト
作
成
と
年

表
作
成
作
業
。

（
３
）
京
都
分
室
に
設
置
さ
れ
た
研
究
班
と
し
て
、
本
研
究
班

お
よ
び
日
常
勤
行
式
多
言
語
化
班
は
、
27
年
11
月
30
日
、
京
都

宗
務
庁
に
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
僧
侶
、
い
か
に
あ

る
べ
き
か
―
縁(

え
に
し)

の
な
か
で
―
」
の
企
画
運
営
の
実
務

を
担
当
し
た
。

研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容

平
成
27
年

04
月
07
日
、
04
月
14
日
、
04
月
28
日
、
05
月
26
日
、
06
月
02
日
、

06
月
09
日
、
06
月
16
日
、
06
月
23
日
、
06
月
30
日
、
07
月
07
日
、

07
月
14
日
、
07
月
21
日
、
09
月
09
日
、
10
月
06
日
、
10
月
13
日
、

10
月
27
日
、
10
月
28
日
、
11
月
04
日
、
11
月
10
日
、
11
月
17
日
、

11
月
24
日
、
11
月
30
日

平
成
28
年

01
月
26
日
、
02
月
16
日
、
03
月
08
日（

文
責
者 

主
務 

齊
藤
舜
健
）

【
研
究
担
当
者
】

代
表　
　
　
　
　
　

主　
　
　

務　
　

齊
藤
舜
健

研　

究　

員　
　

 

上
田
千
年
、
井
野
周
隆
、
市
川
定
敬
、
田
中

芳
道

嘱
託
研
究
員　
　

 

八
橋
秀
法
、
曽
田
俊
弘
、
伊
藤
茂
樹
、
南
宏

信
、
米
澤
実
江
子
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研
究
ス
タ
ッ
フ　

 

西
本
明
央
、
角
野
玄
樹
、
岩
谷
隆
法
、
永
田

真
隆



研
究
ノ
ー
ト
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浄
土
宗
仏
教
福
祉
研
究
と
福
祉
活
動
の
状
況

平
成
二
十
七
年
度
　
寺
院
の
公
益
性
研
究
①
　
仏
教
福
祉
研
究
班
　
研
究
ノ
ー
ト

仏
教
福
祉
研
究
活
動
の
振
り
返
り
と
今
後
の
課
題

�

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表　

石
川
到
覚

一
、
緒
言

　

仏
教
福
祉
研
究
で
は
、
浄
土
宗
が
「
21
世
紀
劈
頭
宣
言
」
で

表
明
し
た
「
愚
者
の
自
覚
・
家
庭
に
み
光
・
社
会
に
慈
し
み
・

世
界
に
共
生
」
を
目
指
す
浄
土
宗
総
合
研
究
所
（
以
下
、
当
研

究
所
）
の
理
念
を
踏
ま
え
、
現
代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
複

雑
多
岐
に
わ
た
る
福
祉
課
題
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
き
た
。

そ
の
取
組
み
の
研
究
成
果
の
詳
細
な
内
容
は
、
当
研
究
所
が

１
９
９
７
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
刊
行
し
た『
仏
教
福
祉（
№

１
―
№
15
）』
に
譲
る
。
本
稿
で
は
仏
教
福
祉
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
以
下
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
続
く
、
略
称
：
寺
院
公

益
性
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
め
た
十
数
年
間
に
お
よ
ぶ
研
究

活
動
の
終
息
に
あ
た
り
、
そ
の
歩
み
を
概
観
し
つ
つ
振
り
返
り

な
が
ら
今
後
の
課
題
も
述
べ
て
み
た
い
。

2
．
研
究
活
動
の
歩
み

　

浄
土
宗
「
宗
勢
調
査
」
第
４・５
回
に
関
与
し
た
当
時
の
考

え
は
、
10
年
毎
の
宗
勢
を
踏
ま
え
た
寺
院
（
宗
侶
・
寺
族
・
檀

信
徒
）
は
、
社
会
的
に
如
何
な
る
貢
献
を
成
す
べ
き
か
を
、
常

に
念
頭
に
入
れ
る
べ
き
研
究
課
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
正

大
学
に
席
を
置
い
た
縁
に
よ
り
、
長
谷
川
匡
俊
先
生
を
中
心
と
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し
た
自
主
研
究
ブ
ル
ー
プ
を
通
じ
、
当
時
若
手
の
浄
土
宗
系
大

学
の
社
会
福
祉
研
究
者
ら
が
仏
教
社
会
事
業
史
や
仏
教
社
会
福

祉
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
取
組
み
が
20
世

紀
末
か
ら
21
世
紀
を
展
望
す
べ
き
転
換
期
に
は
、
ま
さ
に
一

宗
を
挙
げ
て
仏
教
福
祉
研
究
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
象
徴
が

１
９
９
７
年
の
研
究
誌
『
仏
教
福
祉
』
の
発
刊
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
経
緯
は
、
坂
上
雅
翁
（
２
０
１
３
）「『
仏
教
福
祉
』
廃
刊

に
寄
せ
て
」
に
詳
し
い
。
そ
の
当
時
の
中
村
康
隆
門
主
の
談
話

と
と
も
に
、
成
田
有
恒
宗
務
総
長
や
水
谷
幸
正
研
究
所
長
の
巻

頭
言
及
び
社
会
福
祉
研
究
の
碩
学
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内

容
な
ど
大
い
に
示
唆
に
富
む
言
説
か
ら
読
み
解
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
仏
教
福
祉
研
究
の
活
動
期
は
、
我
が
国
に
お
け
る

巨
大
災
害
で
あ
る
二
つ
の
大
震
災
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
災
し
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
及
び
福
島
原
子
力
発
電
所
崩
壊
と
い
う
未
曾
有
の
被

災
か
ら
未
だ
復
興
の
途
上
に
あ
る
時
期
と
奇
し
く
も
一
致
し
て

い
る
。
そ
も
そ
も
人
類
史
上
に
お
い
て
自
然
災
害
に
お
け
る
被

災
支
援
と
福
祉
活
動
は
常
に
一
体
的
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
福

祉
活
動
の
典
型
例
に
は
、
宗
教
の
発
意
に
よ
る
多
様
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
生
ま
れ
る
。
特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
多

岐
に
わ
た
る
教
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
教
訓
と
な
り
、
東
日

本
大
震
災
で
は
今
も
復
興
支
援
と
新
た
な
生
活
支
援
活
動
が
続

い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
当
研
究
所
は
、
２
０
０
４
年
度
よ
り
総
合
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
仏
教
福
祉
研
究
班
を
長
谷
川
匡
俊
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
代
表
に
よ
る
研
究
班
編
成
で
立
上
げ
た
。
そ
の
研
究
目
的
は

「
今
日
の
日
本
社
会
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
自
然
環
境
破
壊
の

危
機
が
叫
ば
れ
、
様
々
な
状
況
の
中
に
お
い
て
、
成
熟
し
た
福

祉
社
会
の
構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
歴
史
を

見
て
も
、
日
本
文
化
の
形
成
や
日
本
人
の
精
神
生
活
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
し
、

こ
と
慈
善
救
済
や
社
会
事
業
、
福
祉
活
動
な
ど
の
社
会
実
践
に

常
に
関
わ
っ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
ま

ず
こ
れ
ら
の
歴
史
を
再
検
証
し
、
研
究
誌
『
仏
教
福
祉
』
を
刊

行
す
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
浄
土
宗
内
外
の
福
祉
事
業
・
活



　160

動
を
調
査
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
」
と
し
て

精
力
的
に
取
組
ん
だ
研
究
成
果
を
研
究
誌
に
逐
次
公
表
し
て
き

た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
９
年
度
よ
り
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
交

代
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
ま
と
め
と
な
る
浄
土

教
学
と
社
会
福
祉
学
の
若
手
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
『
浄
土
宗
の

教
え
と
福
祉
実
践
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
２
０
１
２
年
発
行
）
を

浄
土
宗
総
合
研
究
所
か
ら
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
は
、
仏
教
寺
院

に
対
す
る
社
会
的
な
情
勢
に
鑑
み
て
２
０
１
２
年
度
よ
り
研
究

テ
ー
マ
を
「
仏
教
福
祉
研
究
」
か
ら
「
浄
土
宗
寺
院
の
公
益
性

の
研
究
」
に
改
称
し
、
寺
院
に
よ
る
広
範
な
社
会
活
動
に
関
す

る
調
査
研
究
に
取
組
み
、
２
０
１
５
年
度
を
も
っ
て
十
数
年
間

に
お
よ
ぶ
仏
教
福
祉
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し
た
。

三
、
研
究
活
動
の
振
り
返
り

　

現
代
日
本
の
社
会
福
祉
課
題
に
対
応
し
た
研
究
テ
ー
マ
の
設

定
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
毎
年
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

タ
イ
ト
ル
を
見
れ
ば
、
そ
の
研
究
視
点
が
容
易
に
理
解
し
得
る

で
あ
ろ
う
。
第
１
回（
１
９
９
６
）「
仏
教
福
祉
を
現
代
に
問
う
」

に
始
ま
り
、
第
２
回
（
１
９
９
７
）
の
「
社
会
福
祉
改
革
へ
の

提
言
」、
第
３
回（
１
９
９
８
）の「
祖
師
の
教
説
と
福
祉
思
想
」、

第
４
回
（
２
０
０
１
）
の
「
仏
教
福
祉
の
源
流
」、
第
５
回

（
２
０
０
２
）の「
ア
ジ
ア
の
仏
教
福
祉
」、
第
６
回（
２
０
０
３
）

の
「
寺
院
は
地
域
の
福
祉
に
い
か
に
貢
献
し
う
る
か
」、
第
７

回
（
２
０
０
４
）
及
び
第
８
回
（
２
０
０
５
）
の
「
仏
教
教
団

の
社
会
福
祉
活
動
の
現
状
と
課
題
」、
第
９
回
（
２
０
０
６
）

の
「
寺
院
を
拠
点
と
し
た
福
祉
活
動
の
現
状
と
課
題
」、
第
10

回
（
２
０
０
７
）
の
「
浄
土
宗
寺
院
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に

向
け
て
」、
第
11
回
（
２
０
０
８
）
に
「
仏
教
と
人
権
」
と
し

た
後
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
結
さ
せ
て
公
開
研
究
会
に
切

り
換
え
た
。

　

各
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る
よ
う
に

浄
土
宗
内
外
の
研
究
者
を
招
聘
し
、
多
様
な
福
祉
課
題
の
核
心

に
触
れ
る
論
議
を
深
め
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
臨
場
感
溢

れ
る
議
論
の
内
容
の
す
べ
て
は
『
仏
教
福
祉
』
の
各
年
度
号
に

掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
仏
教
福
祉
の
研
究
者
や
実
践
者
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以
外
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
な
か
で
も
浄
土
宗
寺
院

の
社
会
福
祉
事
業
調
査
に
留
ま
ら
ず
、
他
宗
比
較
も
視
野
に
入

れ
、
文
部
科
学
研
究
助
成
と
連
動
し
た
戦
後
仏
教
社
会
福
祉
史

に
関
す
る
研
究
は
、
未
開
拓
な
分
野
を
切
り
拓
く
研
究
で
あ
り
、

長
谷
川
匡
俊
代
表
（
２
０
０
７
）『
戦
後
仏
教
社
会
福
祉
事
業

の
歴
史
』
及
び
『
戦
後
仏
教
社
会
福
祉
事
業
年
表
』
の
公
刊
が

社
会
事
業
史
文
献
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　
２
０
０
９
年
度
か
ら
引
き
継
い
だ
公
開
研
究
会
の
講
座
名
は

「
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
貧
困
の
現
場
に
学
ぶ
」、「
人
が
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
」、「
現
代
仏
教
社

会
福
祉
の
実
践
課
題
」、「
近
代
仏
教
史
に
お
け
る
仏
教
社
会
事

業
の
位
置
づ
け
」、「
震
災
時
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
の
活
動
」、

「
浄
土
宗
の
教
え
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
な
ど
の
研
究
テ
ー
マ

で
内
容
を
深
め
て
き
た
。
し
か
し
、
招
聘
し
た
研
究
者
や
先
駆

的
な
実
践
者
の
講
義
や
議
論
の
詳
細
な
内
容
を
公
表
で
き
ず
に

終
わ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
は
、
応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置

づ
い
た
研
究
テ
ー
マ
「
浄
土
宗
の
寺
院
に
お
け
る
公
益
性
の

研
究
」
に
よ
っ
て
進
め
、
そ
の
研
究
目
的
を
「
寺
院
の
公
益
性

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
根
底
に
据
え
つ
つ
、
広
く
寺
院
で
行

わ
れ
て
い
る
社
会
活
動
事
例
を
調
査
分
析
す
る
。
教
学
面
で
は
、

浄
土
宗
の
教
え
に
基
づ
く
社
会
実
践
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
ま
た
事
例
研
究
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
社
会
活
動
に

着
目
し
調
査
分
析
を
行
い
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
い
て
広
く
実
践

可
能
な
社
会
活
動
及
び
有
益
な
活
動
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

さ
ら
に
は
「
共
生
文
化
大
賞
」
の
資
料
に
つ
い
て
も
分
析
を
加

え
て
検
討
を
行
う
」
と
し
た
。
ま
さ
に
寺
院
の
公
益
性
が
問
わ

れ
る
中
、
広
範
な
社
会
活
動
を
推
進
し
て
き
た
団
体
が
挙
っ
て

応
募
し
た
「
共
生
文
化
大
賞
」
の
受
賞
対
象
の
寺
院
活
動
資
料

の
調
査
分
析
も
試
み
た
が
、
今
後
の
具
体
的
な
方
策
を
提
示
す

る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
２
０
１
１
年
の
宗
祖
法
然
上
人
８
０
０
年
大
御

忌
に
当
た
り
、
２
０
１
２
年
５
月
に
は
前
述
し
た
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
浄
土
教
学
統
括
の
曽
根
宣
雄
と
社
会
福
祉
学
統
括
の
藤

森
雄
介
ら
若
手
研
究
者
の
研
究
成
果
を
集
約
し
て
『
浄
土
宗
の

教
え
と
福
祉
実
践
』
を
当
研
究
所
か
ら
刊
行
で
き
た
。
そ
の
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後
、
当
該
の
著
書
に
対
し
て
は
、
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
か

ら
学
会
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
社
会
福
祉
専
門
職

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）

が
近
年
注
目
す
るSchön

（
１
９
８
３
）
の
言
説
に
あ
る
専
門

職
像
“reflective�practitioner

”
の
視
点
か
ら
、
そ
の
思
想

性
や
援
助
観
及
び
経
験
知
な
い
し
実
践
知
な
ど
を
、
浄
土
宗
寺

院
像
や
宗
侶
像
と
し
て
実
証
的
に
可
視
化
を
試
み
て
き
た
と
も

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
取
組
み
は
未
完
の
ま
ま
終
了
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

四
、
今
後
の
課
題
に
か
え
て

　

我
が
国
の
社
会
動
向
は
、
市
場
経
済
の
急
進
や
情
報
環
境
な

ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
瞬
時
に
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に

超
少
子
高
齢
社
会
と
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
が
保
育
・
介
護

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
喫
緊
の
社
会
福
祉
課
題
と
し
て
山
積
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
政
治
・
経
済
的
な
政
策
課
題
に
留
ま
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
精
神
性
を
持
っ
た
自
律
と
連
帯
の
調
和
、

い
わ
ゆ
る
共
生
社
会
の
形
成
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に

冒
頭
で
述
べ
た
「
21
世
紀
劈
頭
宣
言
」
の
「
愚
者
の
自
覚
・

家
庭
に
み
光
・
社
会
に
慈
し
み
・
世
界
に
共
生
」
の
実
現
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
愚
者
の
自
覚
を
も
つ
凡
夫
観
を
踏
ま
え
、
ロ
ー

カ
ル
な
家
庭
・
地
域
福
祉
の
推
進
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
の
共
生
理
念
を
普
遍
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
グ
ロ
ー

カ
ル
な
複
眼
的
視
点
に
よ
る
浄
土
宗
福
祉
理
念
を
具
現
化
す
べ

き
課
題
が
あ
る
。
今
後
と
も
、
現
代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
複

雑
多
岐
に
わ
た
る
福
祉
課
題
の
超
克
に
向
け
て
具
体
的
に
提
示

す
る
仏
教
福
祉
研
究
は
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

・『
仏
教
福
祉
』№
１
―
№
15
（
１
９
９
７
年
―
２
０
１
３
年
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所
年
報
『
教
化
研
究
』
№
16
―
№
25

（
２
０
０
５
年
―
２
０
１
５
年
）
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浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
実
践
可
能
な
公
益
活
動
と
は
何
か 

―
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
―

�

永
田　

真
隆

一
、
は
じ
め
に

　
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
は
お
寺
に
お
供
え
さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
「
お
そ
な
え
も
の
」
を
仏
さ
ま
か
ら
の
「
お
さ
が
り
」

と
し
て
頂
戴
し
、
全
国
の
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る
団
体
と

の
協
力
の
下
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

へ
「
お
す
そ
わ
け
」
す
る
活
動
で
あ
る
。
筆
者
は
縁
あ
っ
て
以

前
よ
り
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
月
に
一
度
ほ
ど
の
ペ
ー

ス
で
近
隣
市
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
「
お
さ
が
り
」
を
送
っ
て
い

る
。
そ
の
活
動
を
基
に
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
の
も
つ
凡

夫
に
と
っ
て
の
優
位
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
ま
た
こ
の

際
に
２
０
１
６
年
１
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
神
戸
東
極
楽
寺
に

お
け
る
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
説
明
会
に
お
け
る
知
見
も
大
い

に
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。

二
、
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
概
要

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状

　
「
平
成
23
年
度
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
」
に
よ
る
と
、
母
子

世
帯
は
１
２
３・８
万
世
帯
、
父
子
世
帯
は
２
２・３
万
世
帯
あ

り
、
１
４
０
万
世
帯
を
超
え
る
ひ
と
り
親
家
庭
が
あ
る
。1

　

ま
た
ひ
と
り
親
世
帯
に
な
っ
た
理
由
を
み
て
い
く
と
平
成

23
年
の
調
査
で
は
母
子
世
帯
で
は
離
婚
８
０・
８
％
、
死
別

が
７・５
％
、
父
子
世
帯
で
は
離
婚
が
７
４・
３
％
、
死
別
が

１
６・８
％
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
58
年
の
調
査
で
は
母
子
世

帯
父
子
世
帯
と
も
に
離
婚
が
約
５
割
、
死
別
が
約
４
割
で
あ
る

こ
と
と
比
較
す
る
と
離
婚
に
よ
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
割
合
の
増

加
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
出
典
）
平
成
23
年
度
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
結
果
報
告
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ま
た
ひ
と
り
親
世
帯
、
な
か
で
も
母
子
世
帯
の
貧
困
が
問
題

と
な
る
。
上
記
の
通
り
、
母
子
世
帯
の
平
均
年
収
は
２
２
３
万

円
、
う
ち
就
労
収
入
は
１
８
１
万
円
で
あ
る
。
母
子
世
帯
の

８
０・６
％
が
就
業
し
、
そ
の
う
ち
40
％
が
「
自
営
業
」
や
「
正

規
の
職
員・従
業
員
」

で
平
均
年
間
就
労
収

入
が
２
７
０
万
円
、

５
２・１
％
が「
パ
ー

ト・ア
ル
バ
イ
ト
等
」

や
「
派
遣
社
員
」
で

平
均
年
間
就
労
収
入

が
１
２
５
万
円
で
あ

り
、
非
正
規
の
割
合

が
高
い
。

　

貧
困
率
に
着
目
す

る
と
子
ど
も
が
い
る

現
役
世
帯
の
内
、
大

人
が
一
人
の
世
帯
の

貧
困
率
は
平
成
24
年
に
は
５
４・６
％
に
の
ぼ
る
。
ま
た
実
際

に
生
活
が
苦
し
い
と
実
感
さ
れ
る
こ
と
も
母
子
世
帯
は
他
の
世

帯
よ
り
も
高
い
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育
つ
子
ど
も
に
と
っ
て
、

最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ

が
食
の
問
題
で
あ
り
、
な

か
に
は
明
日
の
食
事
に
も

困
る
家
庭
も
あ
る
と
い
う
。

ま
た
限
ら
れ
た
食
費
は
米

や
お
か
ず
な
ど
を
購
入
す

る
こ
と
に
優
先
さ
れ
、
果

物
を
購
入
す
る
余
裕
が
な

い
。
こ
の
た
め
に
果
物
を

食
す
る
こ
と
な
く
幼
少
期

を
過
ご
す
場
合
も
少
な
く

な
い
。
ま
し
て
お
や
つ
は

な
お
さ
ら
で
あ
る
。

�

（
出
典
）
平
成
25
年　

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概
況
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（
出
典
）
平
成
25
年　

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概
況

　

こ
の
よ
う
な
ひ
と
り
親
世
帯
の
現
状
が
あ
る
一
方
、
全
国
の

お
寺
で
は
熱
心
な
お
檀
家
さ
ん
の
お
参
り
と
と
も
に
、
た
く

さ
ん
の
お
菓
子
や
果
物
が
日
々
お
供
え
さ
れ
る
。
ま
た
お
中
元

や
お
歳
暮
と
し
て
そ
う
め
ん
や
油
、
ビ
ー
ル
な
ど
を
頂
く
機
会

も
多
い
。
ま
た
筆
者
の
住
む
関
西
に
は
月
参
り
の
習
慣
が
あ
り
、

日
々
お
檀
家
さ
ん
を
回
る
中
で
お
茶
菓
子
を
も
ら
う
こ
と
も
多

い
。
お
菓
子
の
中
で
も
主
菓
子
は
消
費
期
限
が
短
い
た
め
、
後

ろ
め
た
い
思
い
を
し
つ
つ
廃
棄
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
は
、
活
動
趣
旨
に
賛
同

す
る
全
国
の
お
寺
と
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る
各
地
域
の

団
体
を
つ
な
げ
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
ご
家
庭
へ
お

菓
子
や
果
物
、
食
品
や
日
用
品
を
届
け
て
い
る
。
お
や
つ
等
の

支
援
物
資
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
支
援
団

体
と
の
関
係
性
の
深
ま
り
に
寄
与
し
、
貧
困
問
題
解
決
へ
の
貢

献
を
目
指
し
て
い
る
。
事
務
局
の
桂
浄
薫
上
人
に
よ
る
と
こ
の

活
動
は
当
初
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｏ
代
表
の
徳
丸
ゆ
き
子
さ
ん
か
ら
紹
介

さ
れ
た
母
子
家
庭
へ
送
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
す
ぐ
に

徳
丸
さ
ん
か
ら
他
の
団
体
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
関
西
を
中
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心
に
一
気
に
支
援
先
が
拡
大
し
た
と
い
う
。
ま
た
参
加
寺
院
は
、

彼
岸
寺
やFacebook

等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
務
局
が
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
宗
派
を
問
わ
ず
、
す
ぐ
に
志
に
共
感
す
る

お
寺
が
20
カ
寺
以
上
集
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
２
０
１
６
年

２
月
現
在
、
参
加
寺
院
は
２
８
６
カ
寺
、
そ
の
分
布
は
44
都
道

府
県
（
山
梨
・
徳
島
・
鹿
児
島
以
外
）
に
お
よ
ん
で
い
る
。
お

や
つ
を
楽
し
み
に
待
つ
子
ど
も
の
人
数
は
約
２
、４
０
０
人
で
、

発
送
先
と
し
て
は
個
人
宅
約
60
軒
、
支
援
団
体
約
80
軒
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
団
体
の
割
合
が
さ
ら
に
多
く
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
寺
院
と
支
援

先
の
間
に
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
は
存
在
し
な

い
。

�

※
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用

②
貧
困
と
は
な
に
か

　

さ
て
先
ほ
ど
か
ら「
貧
困
」と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
が
、「
貧

困
」
は
単
に
経
済
的
に
貧
し
い
こ
と
だ
け
を
意
味
し
な
い
。
い

わ
ゆ
る
「
貧
困
」
と
「
貧
乏
」
の
違
い
に
つ
い
て
湯
浅
誠
氏
は
、

さ
っ
き“
溜
め
”に
つ
い
て
書
い
た
け
ど
、「
貧
困
」は“
溜

め
”
が
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
単
に
お
金
が
な
い
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
頼
れ
る
人
間
関
係
や
、「
や
れ
る
さ
」
と
い
う
前

向
き
な
気
持
ち
を
も
ち
に
く
い
状
態
を
指
す
。
逆
に
言

う
と
、
た
と
え
お
金
が
な
く
て
「
貧
乏
」
で
も
、
周
囲

に
励
ま
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
て
、
自
分
で
も
「
が

ん
ば
ろ
う
」
と
思
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
貧
困
」
じ
ゃ

な
い
。
そ
れ
が
「
貧
乏
」
と
「
貧
困
」
の
ち
が
い
だ
。2

と
述
べ
る
。「
貧
困
」
は
単
に
経
済
的
に
貧
し
い
状
態
だ
け
で

な
く
誰
か
ら
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
る
「
孤
立
」

を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
お
て
ら
お
や
つ
ク

ラ
ブ
に
寄
せ
ら
れ
た
お
や
つ
を
受
け
取
っ
た
お
母
さ
ん
や
支
援

団
体
か
ら
の
お
礼
の
声
の
一
部
を
挙
げ
る
。3
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・
子
ど
も
の
数
だ
け
小
袋
に
お
菓
子
を
詰
め
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
り
、
果
物
や
タ
オ
ル
、
入
浴
剤
も
入
っ
て
い

ま
し
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
方
が
、
私
た
ち
の
こ
と
を

思
っ
て
考
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、
ど
う
言
葉

に
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
有
難
い
限
り

で
す
。

・
今
回
も
ま
た
ご
支
援
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
中
略
）
お
か
げ
様
で
小
包
を
あ
け

た
時
の
子
の
笑
顔
を
見
る
事
が
出
来
、
私
も
ホ
ッ
と

一
息
つ
い
て
気
持
ち
が
和
ら
ぐ
事
が
出
来
た
様
に
思

い
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
い
い
も
の
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
、
子
供
達
も
大
喜

び
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
励

ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

・
お
寺
さ
ん
の
お
気
持
ち
が
と
て
も
あ
り
が
た
く
ま
た
、

「
忘
れ
ら
れ
て
な
い
ん
だ
」
と
い
う
な
ん
と
も
言
え
な

い
慰
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
、
お
や

つ
を
美
味
し
い
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
お
寺
さ
ん
に

も
お
礼
の
お
手
紙
を
書
き
ま
す
。

・
い
つ
も
本
当
に
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
必

需
品
で
あ
る
お
米
や
、
嗜
好
品
で
普
段
な
か
な
か
手

が
出
し
に
く
い
お
菓
子
類
、
本
当
に
有
難
い
で
す
！

　

娘
も
毎
月
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
生
活
の
励
み
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
い
つ
も
誰
か
が
側
に
居

る
」、「
私
た
ち
は 

忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
」、
と
親
子
ふ

た
り
、
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、
言
葉
に
出
し
合
っ

て
、
伝
え
合
っ
て
、
心
を
温
め
合
っ
て
い
ま
す
。

・
へ
こ
ん
で
い
る
時
に
お
寺
さ
ん
か
ら
の
お
さ
が
り
が

届
き
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
記
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
共
通
す
る
こ
と
は
一
人
で
気
持

ち
の
ふ
さ
が
っ
て
い
る
と
き
に
自
分
を
気
遣
っ
て
く
れ
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
に
気
付
き
癒
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
貧
困
問

題
の
な
か
で
経
済
的
な
面
を
本
活
動
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
の
、
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
だ
け
は
で
き
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
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三
、
実
践
可
能
な
公
益
活
動
の
条
件

　

以
下
、
私
自
身
が
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
す

る
な
か
で
感
じ
た
本
活
動
の
優
位
性
に
つ
い
て
数
点
あ
げ
て
み

る
。

①
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

　

こ
の
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
日
本
全
国
ど
こ
で
で

も
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
す
ぐ
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
一
度
登
録
す
れ
ば
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
定
期
的
な
活
動
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
る
も
の
の
、
無
理
な
活
動
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
長
く
続
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
も
恥
ず

か
し
な
が
ら
忙
し
さ
を
言
い
訳
に
し
て
半
年
ほ
ど
活
動
を
休
ん

だ
こ
と
も
あ
る
が
、
誰
に
咎
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
活

動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

※
活
動
に
参
加
す
る
手
順

�
（
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
HP
よ
り
引
用
）
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②
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
で
き
る
。

　

一
人
で
な
ら
上
記
の
よ
う
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
で
き
る

が
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
で
「
お
供
え
物
が
少
な
く
て
も
参
加
で
き

る
」「
皆
で
集
め
れ
ば
お
や
つ
の
種
類
に
幅
が
出
る
」「
安
定
し

て
発
送
で
き
る
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
周
り
の
目
が

あ
る
た
め
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
人
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
り
、
自
分
に
合
っ
た
活
動
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

③
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
や
す
い

　

お
寺
の
生
活
で
あ
り
が
ち
な
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り

が
と
う
」
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
と
や
り
が
い
を
実
感

で
き
る
。
ま
た
こ
の
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
例
え

ば
事
務
局
に
物
品
を
送
り
そ
こ
か
ら
各
家
庭
に
送
る
よ
う
な
間

接
的
な
関
わ
り
で
は
な
く
、
直
接
施
設
や
各
家
庭
の
住
所
氏
名

を
書
き
入
れ
て
送
る
こ
と
に
な
る
。
ど
こ
の
誰
か
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
に
送
る
の
で
は
な
く
、「
○
○
市
の
△
△
さ
ん
」
に
送

る
こ
と
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
顔
を
見

る
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

て
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
点

か
ら
も
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
こ
れ
は
逆
に
各
家

庭
に
お
い
て
も
「
○
○
市
の
△
△
寺
さ
ん
」
と
い
っ
た
具
体
的

な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
誰
か
が
気
に
か
け
て
く

れ
て
い
る
」
と
思
う
と
き
の
「
誰
か
」
が
明
確
化
さ
れ
、
よ
り

頼
も
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
。

四
、
小
結

　

大
変
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
実
践
可
能

な
公
益
活
動
と
は
何
か
を
考
え
る
た
め
に
こ
の
「
お
て
ら
お
や

つ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
筆
者
が
実
際
に
行
う
中
で
感
じ
た
こ
と

を
述
べ
て
き
た
。

　

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
実
践
可
能
な
公
益
活
動
と
は
何
か
を

考
え
る
と
き
、
ま
ず
我
々
援
助
者
自
身
が
凡
夫
で
あ
る
と
の
自

覚
に
基
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
凡
夫
に
耐
え
う
る
も
の
で
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あ
る
た
め
に
は
日
常
の
生
活
と
比
べ
て
過
度
の
時
間
的
、
経
済

的
負
担
が
な
い
活
動
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
凡
夫
に
は

よ
り
具
体
的
な
対
象
の
方
が
や
り
が
い
を
実
感
し
、
モ
チ
ベ
―

シ
ョ
ン
を
維
持
し
や
す
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
上
記
に
挙
げ

た
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
特
長
は
凡
夫
に
耐
え
る
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。

　

ま
ず
援
助
す
る
私
が
凡
夫
で
あ
る
と
自
覚
し
、
凡
夫
が
凡
夫

に
寄
り
添
う
な
か
で
ど
こ
ま
で
な
ら
ば
可
能
な
の
か
を
考
え
た

と
き
、
こ
の
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
は
凡
夫
に
も

実
践
可
能
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　　
［
附
記
］

・
本
稿
は
平
成
28
年
２
月
29
日
仏
教
福
祉
班
に
お
い
て
研
究
発

表
し
た
も
の
に
加
筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
平
成
28
年
１
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
神
戸
東
極
楽
寺
に
お

け
る
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
説
明
会
に
お
い
て
、
お
て
ら

お
や
つ
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
桂
浄
薫
上
人
、
な
ら
び
に
会
所

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
東
極
楽
寺
小
林
善
道
上
人
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
際
に
三
帰
会
の

國
子
克
樹
上
人
、
吉
原
徹
哉
上
人
、
小
寺
貴
雄
上
人
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
実
際

に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
か
り
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

1　

以
下
、
図
表
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
平
成
23

年
度
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
結
果
報
告
」、「
平
成
25
年
国
民

生
活
基
礎
調
査
の
概
況
」
か
ら
引
用
し
た
。

2　

湯
浅
誠
『
ど
ん
と
こ
い
、
貧
困
』
六
一
～
六
二
頁

3　

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
通
信
」

よ
り
抜
粋
。
太
字
は
筆
者
に
よ
る
。
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対
人
援
助
の
観
点
か
ら
見
た
法
然
浄
土
教 

 
―
対
人
援
助
機
能
を
果
た
す
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
衆
生
の
「
感
得
」
―

�

曽
田　

俊
弘

は
じ
め
に

　

法
哲
学
者
の
葛
生
栄
二
郎
氏
は
、
福
祉
の
最
終
目
標
を
、「
人

間
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
つ
ま
り

は
、
人
間
の
尊
厳
を
実
現
・
維
持
す
る
こ
と
」（

1
（

と
し
、
こ
の

福
祉
の
最
終
目
標
た
る
「
人
間
の
尊
厳
」
を
、
あ
ら
ゆ
る
原
理

に
超
越
す
る
最
高
の
法
や
倫
理
の
原
理
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
原
理
は
、
様
々

な
下
位
原
理
の
複
合
体
で
あ
る
と
し
、
そ
の
下
位
原
理
の
一
つ

と
し
て
「
人
格
の
唯
一
性
」
を
挙
げ
、
そ
れ
を
「
す
べ
て
の
人

は
、
そ
の
能
力
・
境
遇
・
経
験
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
他

の
存
在
に
よ
っ
て
代
替
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
唯
一
性
を
有
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
」（

2
（

と
定
義
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
こ
の
定
義
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
原
理
の
一
要
素
で
あ
る
「
人
格
の
唯

一
性
」
と
い
う
原
理
は
、
法
然
上
人
（
以
下
、
尊
称
略
）
の
浄

土
教
に
見
出
せ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
本
稿
で
は
、
法
然
の
教
説

を
、
法
然
と
思
想
的
親
和
性
が
高
く
、
対
人
援
助
の
領
域
に
多

大
な
理
論
的
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー

の
思
想
を
構
成
す
る
重
要
概
念
の
一
つ
で
、「〈
人
格
の
唯
一
性
〉

の
肯
定
・
承
認
」
と
類
似
す
る
概
念
と
考
え
ら
れ
る
「
感
得
」

（Innew
erden

）
と
い
う
概
念
に
照
ら
し
て
考
察
し
た
い
。

一
、
対
人
援
助
関
係
の
生
成
す
る
場
と
し
て
の
立
体
的
な
「
間

の
領
域
」

　

ブ
ー
バ
ー
は
、『
人
間
と
は
何
か
』
に
お
い
て
、

個
人
主
義
が
人
間
の
部
分
を
把
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
す
れ
ば
、
集
団
主
義
は
部
分
と
し
て
の
人
間
を
把
え

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
人
間
の
全
体
性
、
全
体
と
し
て

の
人
間
に
は
、
両
者
と
も
到
達
し
て
い
な
い
。（

3
（
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と
、
個
人
主
義
的
人
間
把
握
と
集
団
主
義
的
人
間
把
握
の
両
者

と
も
批
判
し
た
上
で
、

人
間
的
実
存
の
基
本
的
事
実
は
、
そ
れ
自
体
に
お
け
る

単
独
者
で
も
、
そ
れ
自
体
に
お
け
る
全
体
社
会
で
も
な

い
。
…
単
独
者
は
、
他
の
単
独
者
と
の
生
き
た
関
わ
り
に

ふ
み
こ
む
限
り
に
お
い
て
、
実
存
的
事
実
で
あ
る
。
全

体
社
会
は
、
生
き
た
関
わ
り
の
単
位
に
よ
っ
て
自
ら
を

構
成
す
る
限
り
に
お
い
て
、
実
存
的
事
実
で
あ
る
。
人

間
的
実
存
の
基
本
的
事
実
は
、
人
間
と
共
存
し
つ
つ
あ

る
人
間
で
あ
る
。（

4
（

と
、「
人
間
と
共
存
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
と
い
う
人
間
把
握
を

提
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
人
間
と
共
存
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
が
成
立

す
る
場
所
を
、
ブ
ー
バ
ー
は
「「
間
」
の
領
域
」（die�Sphäre�

des�Zw
ischen

）
と
名
付
け
、「
人
間
的
現
実
の
原
―
範
疇
」、「
間

―
人
間
的
現
象
の
現
実
の
場
所
で
あ
り
、
支
柱
で
あ
る
」
と
し
、

人
間
的
人
格
間
の
「
対
話
的
状
況
が
ふ
く
ん
で
い
る
最
も
強
力

な
瞬
間
に
」、「
主
観
性
の
彼
方
、
客
観
性
の
彼
方
、
我
と
汝
と

が
出
会
う
狭
い
尾
根
の
上
に
」
現
わ
れ
る
国
で
あ
る
と
し
、
こ

こ
に
人
類
が
個
人
主
義
と
集
団
主
義
を
乗
り
越
え
、
真
正
の
人

格
を
取
り
戻
す
た
め
の
真
正
の
共
同
体
が
樹
立
さ
れ
る
べ
き
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。（

5
（

　

ま
た
ブ
ー
バ
ー
は
、『
共
同
的
な
も
の
に
従
う
こ
と
』
に
お

い
て
、客

観
的
実
存
に
お
け
る
正
真
正
銘
の
「
我
々
」
は
何
に

よ
っ
て
認
知
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、「
我
々
」
が
そ
れ

の
ど
ん
な
部
分
に
お
い
て
考
察
さ
れ
よ
う
と
も
、
絶
え

ず
、
人
格
と
人
格
と
の
間
の
、
我
と
汝
の
間
の
本
質
的

な
関
わ
り
が
、
現
実
に
な
い
し
は
潜
在
的
に
存
立
（
存

続
）
し
て
い
る
と
…
実
証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

実
証
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
言
葉
は
い
つ
も
我
と
汝
の

間
で
の
み
発
現
す
る
の
で
あ
り
、「
我
々
」
が
生い

の
ちを

そ
こ

か
ら
授
っ
て
い
る
故エ

レ
メ
ン
ト郷は

言
葉
に
ほ
か
な
ら
ず
、
言
葉

は
互
い
に
語
り
か
け
る
こ
と
の
真
中
で
共
同
的
に
語
り

始
め
る
か
ら
で
あ
る
。（

6
（

と
、
我
（
人
格
）
と
汝
（
人
格
）
の
「
間
」、
す
な
わ
ち
、「
我
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―
汝
」関
係（
相
互
的
な
語
り
か
け
）に
よ
っ
て
開
か
れ
る「
間
」

を
、
真
正
な
「
我
々
」
を
成
立
せ
し
め
る
（
言
葉
の
）
場
所
（
故

郷
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
ブ
ー
バ
ー
は
、『
語
ら
れ
る
言
葉
』
に
お
い
て
、

「
語
ら
れ
る
言
葉
」
は
、
む
し
ろ
、
個
人
と
個
人
と
の

間
の
振
動
す
る
範
域
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
私
が
「
間
」

と
名
づ
け
、
我
々
が
決
し
て
両
参
与
者
に
還
元
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
範
域
に
お
い
て
、
生
起
流
通
す
る
（sich�

begeben

）。（
7
（

と
、「
間
」
を
個
人
（
人
格
）
と
個
人
（
人
格
）
の
間
を
、「
語

ら
れ
る
言
葉
」
が
「
振
動
す
る
」「
生
起
流
通
す
る
」
場
で
あ

る
と
形
容
し
て
い
る
。

　

以
上
、
ブ
ー
バ
ー
の
提
起
し
た
「
間
の
領
域
」
と
い
う
概
念

を
概
観
し
た
が
、
ブ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
人
格（
我
）と
人
格（
汝
）

の
間
に
対
話
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
「
間
の
領
域
」
に
お
い
て
こ

そ
、
人
間
は
「
全
体
と
し
て
の
人
間
」・「
真
の
人
格
」・「
人
間

と
共
存
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
に
達
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

見
て
取
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
間
の
領
域
」
に
お
い
て
こ

そ
、「
真
の
対
話
」
の
み
な
ら
ず
、「
真
の
教
育
」
す
な
わ
ち
「
真

の
対
人
援
助
」
が
実
現
す
る
と
ブ
ー
バ
ー
が
考
え
て
い
た
こ
と

は
、
次
の
言
葉
か
ら
明
瞭
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

真
の
会
話
（
つ
ま
り
、
予
め
個
々
の
せ
り
ふ
に
つ
い
て

打
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
話
し
手
に
語
り
か

け
、
そ
の
予
期
し
え
ぬ
応
答
を
引
き
出
す
よ
う
な
全
く

自
発
的
な
会
話
）
や
、
真
の
授
業
（
つ
ま
り
、
職
業
的

に
く
り
返
さ
れ
る
も
の
で
も
、
そ
の
結
果
を
教
師
が
予

め
知
っ
て
い
る
も
の
で
も
な
く
、
相
互
の
奇
襲
の
中
に

展
開
さ
れ
る
も
の
）
や
、
習
慣
的
で
は
な
い
真
の
抱
擁
や
、

戯
れ
で
は
な
い
真
の
決
闘
、
―
こ
れ
ら
の
事
象
を
構
成

し
て
い
る
本
質
的
要
素
は
、
相
対
す
る
当
事
者
た
ち
の

中
で
も
、
ま
た
、
両
者
と
他
の
一
切
を
包
ん
で
い
る
中

立
的
世
界
の
中
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
も
っ
と
も
厳
密

な
意
味
に
お
い
て
相
対
す
る
二
人
の
間
に
、
い
わ
ば
彼

ら
二
人
の
み
が
入
り
う
る
次
元
の
中
に
生
ず
る
の
で
あ

る
。（

8
（

（『
人
間
と
は
何
か
』）

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
「
間
の
領
域
」
に
お
い
て
「
人
格
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の
唯
一
性
」
と
い
う
「
人
間
の
尊
厳
」
が
顕
現
す
る
対
人
援

助
が
実
現
し
得
る
の
か
を
考
察
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前

に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ブ
ー
バ
ー
が
、

「
間
の
領
域
」を
、
人
間
的
人
格
と
人
格
の
対
話
的
関
係
に
よ
っ

て
の
み
成
り
立
つ
場
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

ブ
ー
バ
ー
は
、『
我
と
汝
』（

9
（

に
お
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
の
現
存

在
の
根
元
に
し
て
意
味
な
る
も
の
」
で
あ
る
「
神
と
の
直
接
的

な
関
係
」
が
、「
た
だ
人
格
と
人
格
と
の
あ
い
だ
に
の
み
存
立

す
る
よ
う
な
一
種
の
相
互
性
を
つ
ね
に
た
え
ず
成
り
立
た
せ
る

の
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
我（
人
格
）と
汝（
人

格
）
と
の
対
話
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
「
間
の
領
域
」
は
、
我
と

永
遠
の
汝
（
神
）
と
の
直
接
的
関
係
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
「
間

の
領
域
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
解
せ
よ
う
。
こ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
我
と
汝
の
「
間
の
領

域
」
は
、
我
と
永
遠
の
汝
の
「
間
の
領
域
」
に
包
摂
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
稲
村
秀
一
氏
の
造
語
を
借
り

れ
ば
、
人
間
に
と
っ
て
の
「
間
の
領
域
」
と
は
、
我
と
汝
と
の

「
水
平
的
関
係
」
を
我
と
永
遠
の
汝
と
の
「
垂
直
的
関
係
」
が

支
え
て
い
る
「
立
体
的
な
間
の
領
域
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。（

（1
（

　

こ
の「
立
体
的
な
間
の
領
域
」に
お
い
て「
人
格
の
唯
一
性
」

を
現
出
さ
せ
る
対
人
援
助
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
以
下
、
ブ
ー
バ
ー
並
び
に
法
然
の
言

説
（
教
説
）
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、
ブ
ー
バ
ー
の
「
感
得
」

　

ブ
ー
バ
ー
は
、『
我
と
汝
』
に
お
い
て
、
我
と
汝
の
「
間
の

領
域
」に
生
起
す
る「
愛
」に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

愛
は
我0

と
汝0

と
の
あ
い
だ

0

0

0

（zw
ischen

）
に
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
識
ら
ぬ
者
、
自
ら
の
存
在
で

も
っ
て
こ
の
こ
と
を
識
っ
て
い
な
い
者
は
、
た
と
え
彼

が
自
分
の
体
験
し
、
享
受
し
、
表
出
す
る
感
情
を
愛
で

あ
る
と
思
い
こ
ん
で
い
よ
う
と
も
、
愛
を
識
ら
ぬ
の

だ
。
愛
と
は
ひ
と
つ
の
宇
宙
的
な
は
た
ら
き
な
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
愛
の
な
か
に
立
ち
、
愛
の
な
か
に
お
い
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て
観
る
人
間
に
た
い
し
て
は
、
ひ
と
び
と
は
み
な
、
そ

の
せ
せ
こ
ま
し
い
営
み
と
の
か
か
り
合
い
か
ら
解
き
放

た
れ
、
善
き
も
悪
き
も
、
賢
き
も
愚
か
も
、
美
し
き
も

醜
き
も
、
交
る
が
わ
る
生
き
た
現
実
と
な
り
、
汝0

と
な

り
、
解
放
さ
れ
、
歩
み
出
て
き
て
、
か
け
が
え
の
な
い

唯
一
の
実
在
と
し
て
彼
に
向
か
い
あ
う
の
で
あ
る
。
し

か
も
専
一
性
が
、
不
思
議
に
も
そ
の
度
ご
と
に
く
り
返

し
生
じ
、
―
愛
の
な
か
に
生
き
る
者
は
そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、
働
き
か
け
、
助
力
し
、
癒
し
、
は
ぐ
く
み
、
た
か

め
、
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
愛
と
は
、
ひ
と
つ
の

汝0

に
た
い
す
る
ひ
と
つ
の
我0

の
責
任
で
あ
る
。（

（（
（

　

こ
の「
間
の
領
域
」に
お
い
て
は
、
我
は
、
根
源
語「
我
―
汝
」

を
語
り
か
け
た
汝
か
ら
「
か
け
が
え
の
な
い
唯
一
の
実
在
」
と

し
て
、
一
人
の
人
格
的
他
者
と
し
て
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
、
承

認
さ
れ
る
。
汝
は
、
我
の
持
つ
善
悪
・
賢
愚
・
美
醜
と
い
っ
た

相
対
的
な
価
値
如
何
に
よ
っ
て
愛
す
る
の
で
は
な
い
。
愚
者
を

愚
者
の
ま
ま
、
愚
か
と
い
う
欠
点
と
と
も
に
愛
す
る
の
で
あ
る
。

汝
と
語
り
か
け
て
く
る
我
を
あ
る
が
ま
ま
に
、
そ
の
真
実
の
姿

に
お
い
て
愛
す
る
の
で
あ
る
。
存
在
そ
れ
自
体
を
、
絶
対
的
価

値
を
持
つ
も
の
と
し
て
愛
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
愛
の

世
界
で
あ
る
「
間
の
領
域
」
に
あ
っ
て
は
、
我
々
は
、
自
分
と

い
う
存
在
の
か
け
が
え
の
な
さ
（
唯
一
性
・
代
替
不
可
能
性
）

を
実
感
し
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
肯
定
で
き
る
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
対
人
援
助
の
利
用
者
（
被
援
助
者
）
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
否
定
的
な
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
囚
わ
れ
苦
し
ん
で
い

る
者
は
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
我
は
汝
の
（
汝
か

ら
見
れ
ば
我
が
汝
で
あ
る
）
愛
す
る
者
の
責
任
と
し
て
の
「
働

き
か
け
、
助
力
し
、
癒
し
、
は
ぐ
く
み
、
た
か
め
、
救
う
」
と

い
う
応
答
的
愛
に
よ
っ
て
「
癒
さ
れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
、
た
か
め

ら
れ
、
救
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
間
の
領
域
」
に
お
け
る
「
愛
」
の
作
用
を
、
ブ
ー

バ
ー
は
『
人
間
の
間
柄
の
諸
要
素
』
に
お
い
て
、「
感
得
」

（Innew
erden

）
と
名
付
け
て
概
念
化
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

真
の
対
話
が
成
立
す
る
た
め
の
主
要
前
提
は
、
各
人
が

自
分
の
相
手
を
こ
の
、
ま
さ
に
現
に
こ
の
よ
う
に
存
在
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す
る
こ
の
人
間
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
彼

を
感
得
す
る
（Innew

erden

）。
つ
ま
り
彼
が
私
と
は

違
っ
て
い
る
、
本
質
的
に
も
違
っ
て
い
る
事
実
、
こ
の

特
定
な
、
彼
に
固
有
な
一
回
的
あ
り
方
で
本
質
的
に
私

と
違
っ
て
い
る
事
実
を
認
め
る
。
私
は
私
が
知
覚
し
た

そ
の
人
間
を
受
け
入
れ
る
。
そ
の
結
果
私
は
、
私
の
言

葉
を
最
大
の
真
剣
さ
を
も
っ
て
彼
に
、
ま
さ
に
彼
と
し

て
の
彼
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。（

（1
（

一
人
の
人
間
を
感
得
す
る
と
は
、
特
に
精
神
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
人
格
と
し
て
の
彼
の
す
べ
て
を
認
め
る

こ
と
で
あ
り
、
彼
の
表
現
、
行
動
及
び
態
度
の
す
べ

て
を
通
じ
て
把
握
し
得
る
唯
一
性
の
徴
証
（
し
る
し
）

（Zeichen

）
を
刻
印
す
る
活
動
的
中
心
を
知
覚
す
る
こ
と

で
あ
る
。（

（1
（

　

さ
ら
に
ブ
ー
バ
ー
は
、『
共
同
的
な
も
の
に
従
う
こ
と
』
に

お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
再
論
し
て
い
る
。

共
同
存
在
の
現
実
の
中
で
他
者
に
対
し
て
正
真
正
銘
に

「
汝
と
い
う
こ
と
」（das�echte�Dusagen

）
が
根
本
的
に

意
味
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
他
者
が
根
底

的
に「
他（
こ
と
）な
っ
て
い
る
」こ
と
の
肯
定
、
私
に
よ
っ

て
受
け
取
ら
れ
る
私
に
よ
っ
て
愛
さ
れ
る
「
他
な
る
存

在
」
の
肯
定
（
後
略
）。（

（1
（

人
格
は
徹
底
的
に
一
回
性
な
の
で
あ
り
、
従
っ
て
す
べ

て
に
対
し
て
「
他
（
こ
と
）
な
っ
て
い
る
存
在
」
と
し

て
あ
る
。（

（1
（

　

こ
の
よ
う
に
ブ
ー
バ
ー
は
、「
感
得
」
を
、
相
手
の
他
者
の

唯
一
性
・
差
異
性
・
他
者
性
を
全
面
的
に
肯
定
し
承
認
す
る
態

度
と
規
定
し
、
こ
れ
を
自
己
と
他
者
の
「
間
の
領
域
」
に
真
の

対
話（「
我
―
汝
」関
係
）が
成
立
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
、「
感
得
は
、
私
が
他
者
に
根
本
的
に

（elem
entar

）
関
わ
る
と
き
、
つ
ま
り
他
者
が
私
の
も
つ
現
存

（Gegenw
art

）
と
な
る
と
き
に
、
は
じ
め
て
可
能
」
に
な
る

と
も
説
明
し
、
こ
の
感
得
を
「
人
格
の
現
前
化
（personale�

Vergegenw
ärtigung

）」
と
も
呼
ん
で
い
る
。（

（1
（

　

さ
ら
に
ブ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
「
人
格
の
現
前
化
」
は
「
現
実

想
像
」（Realphantasie

）
と
い
う
能
力
に
基
づ
く
と
し
、
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こ
の
瞬
間
存
続
し
て
い
る
が
し
か
し
感
覚
的
に
は
経
験

し
得
な
い
現
実
を
、
心
の
現
前
に
持
ち
来
た
り
、
そ
こ

で
保
持
す
る
と
い
う
、
一
つ
の
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
現
実
想
像
」
は
、
こ
れ
を
人
と
人
と
の
間
の
交

わ
り
と
い
う
こ
と
に
適
用
す
れ
ば
、
私
が
、
他
の
人
間

が
ま
さ
し
く
今
意
欲
し
、
感
じ
、
受
け
取
り
、
考
え
て

い
る
こ
と
を
表
象
す
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を

切
断
さ
れ
た
内
容
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
他
者

の
現
実
の
内
で
、
す
な
わ
ち
こ
の
人
間
の
こ
の
生
の
経

過
と
し
て
、
表
象
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（

（1
（

（『
原
離
隔

と
関
わ
り
』）

と
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
他
の
人
間
が
ま
さ
し
く
今
意
欲
し
、
感
じ
、
受
け
取

り
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
表
象
す
る
」
能
力
で
あ
る
「
現
実
想

像
」
や
、
そ
の
能
力
の
発
揮
と
同
時
相
即
的
に
成
立
す
る
「
感

得
」・「
人
格
の
現
前
化
」
も
、

も
し
他
者
が
私
の
照
察
（Betrachtung

）
あ
る
い
は
単

に
観
察
（Beobachtung

）
の
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
た
対
象

で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
と
ど
ま
る
限
り
は
不
可
能
で
あ

る
。（

（1
（

（『
人
間
の
間
柄
の
諸
要
素
』）

と
ブ
ー
バ
ー
が
述
べ
る
よ
う
に
、
他
者
を
「
照
察
」・「
観
察
」

の
対
象
と
す
る
関
係
（「
我
―
そ
れ
」
関
係
）
に
お
い
て
は
現

実
化
せ
ず
、「
我
―
汝
」
関
係
と
い
う
真
の
対
話
的
関
係
に
お

い
て
開
か
れ
る
我
と
汝
の
「
間
の
領
域
」
に
お
い
て
こ
そ
現
実

化
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
を
ブ
ー
バ
ー
は
、

こ
れ
（
人
格
の
現
前
化
―
引
用
者
註
）
は
た
だ
生
き

た
相パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ャ
フ
ト

手
関
係
に
お
か
れ
て
の
み
起
り
得
る
。
す
な
わ

ち
、
私
が
他
者
と
の
共
同
の
状
況
に
あ
っ
て
、
そ
の
状

況
へ
の
彼
の
も
の
と
し
て
の
彼
の
関
心
に
、
私
自
ら
の

生
命
力
を
か
け
て
さ
ら
す
と
き
に
生
じ
得
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
こ
の
私
の
基
本
的
態
度
は
報
い
ら
れ
ず
に
終

り
、
対
話
法
（Dialogik

）
が
ま
だ
萌
芽
の
う
ち
に
枯

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
こ
の
相
互
性

（Gegenseitigkeit

）
が
成
功
す
れ
ば
、
真
の
対
話
に
お
い

て
人
間
の
間
柄

0

0

0

0

0

が
花
開
く
の
で
あ
る
。（

（1
（

（『
人
間
の
間
柄
の

諸
要
素
』）
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と
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
見
て
き
た
、「
感
得
」・「
現
実
想
像
」
お
よ
び
「
人
格

の
現
前
化
」
が
、
人
格
の
「
唯
一
性
」
の
肯
定
・
承
認
そ
の
も

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、「
人
間
の
尊
厳
」
を
実
現
・
維
持

し
よ
う
と
す
る
行
為
・
態
度
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、「
感
得
」
お
よ
び
そ
れ
と
相

即
不
離
の
関
係
に
あ
る
「
現
実
想
像
」・「
人
格
の
現
前
化
」
は
、

福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
「
対
人
援
助
」
に
携
わ
る
者
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
な
役
割
・
責
任
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

役
割
・
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
勇
気
を
も
っ
て
己
の
全
存

在
を
も
っ
て
語
り
か
け
応
答
す
る
「
我
―
汝
」
の
態
度
で
被
援

助
者
（
利
用
者
）
と
の
関
わ
り
に
参
入
す
る
こ
と
が
ま
ず
も
っ

て
肝
要
で
あ
ろ
う
。

三
、
法
然
の
教
説
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
凡
夫
の
「
感

得
」

　

前
節
で
見
た
ブ
ー
バ
ー
の
説
く
「
感
得
」
と
い
う
愛
の
作
用

を
、
法
然
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
（
人
類
救
済
の
意
志
）
に
見

出
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
が
次
の
言
葉
で
あ
る
。

念
仏
申
サ
ム
者
ハ
、
只
生
レ
付
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
申
ヘ
シ
。
善
人
ハ

乍
二
善
人
一
、
悪
人
ハ
乍
二
悪
人
一
、
本
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
申
ス
ヘ

シ
。（

11
（

（『
三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
』）

只
生
レ
付
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
念
仏
ヲ
ハ
申
也
。
智
者
ハ
智
者

ニ
テ
申
テ
生
レ
、
愚
者
ハ
愚
者
ニ
テ
申
テ
生
レ
、
道
心

有
人
モ
申
テ
生
レ
、
道
心
ナ
キ
モ
申
テ
生
レ
、
邪
見
ニ

生
レ
タ
ル
人
モ
申
テ
生
ル
。
富
貴
ノ
物
モ
、
貧
賎
ノ
モ

ノ
モ
、
欲
フ
カ
キ
モ
ノ
モ
、
腹
ア
シ
キ
モ
ノ
モ
、
慈
悲

ア
ル
モ
ノ
モ
、
慈
悲
ナ
キ
モ
ノ
モ
、
本
願
ノ
不
思
議
ニ

テ
念
仏
タ
ニ
モ
申
セ
ハ
、
ミ
ナ
往
生
ス
ル
也
。（

1（
（

（『
十
二
問

答
』）

こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
法
然
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
救
い
の

働
き
（「
光
明
摂
取
」「
来
迎
引
接
」）
に
、
念
仏
衆
生
（
凡
夫
）

を
「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」
の
姿
で
救
い
取
る
働
き
を
見
出
し
、

そ
の
働
き
の
中
に
、
阿
弥
陀
仏
が
「
他
者
を
他
な
ら
ぬ
「
こ
の

―
人
間
―
存
在
」
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
創
ら
れ
て
い
る
存
在
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と
し
て
、
腹
蔵
な
く
受
け
と
り
か
つ
承
認
し
て
い
る
」（

11
（

（『
原
離

隔
と
関
わ
り
』）
こ
と
を
見
て
取
っ
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
に
窺

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
法
然
は
、
阿
弥
陀
仏
と
い
う
仏
を
、
そ
の

人
が
「「
何
を
持
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
、
い
わ
ば
〈
所
有
の

論
理
〉
に
よ
っ
て
人
格
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
」（

11
（

、「
人
格
の
価

値
を
（
賢
愚
・
貧
富
と
い
っ
た
―
引
用
者
註
）
相
対
的
尺
度
で

測
定
し
よ
う
と
す
る
」（

11
（

よ
う
な
「
所
有
の
論
理
」
に
立
つ
仏
で

は
な
く
、「
人
間
は
、
自
然
的
・
社
会
的
な
属
性
の
所
有
の
有

無
・
程
度
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
存
在
そ
れ
自
体
の
ゆ
え
に
等

し
く
比
較
不
可
能
な
目
的
性
を
有
し
、（
中
略
）
一
回
性
・
唯

一
性
・
代
替
不
可
能
性
を
有
す
る
」（

11
（

と
い
う
「
存
在
の
論
理
」

に
立
っ
て
人
間（
凡
夫
）に
関
わ
り
働
き
か
け
る（
救
済
す
る
）

仏
、
す
な
わ
ち
人
間
を
「
感
得
」
す
る
存
在
と
し
て
受
け
止
め

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
法
然
の
言
葉
は
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
阿

弥
陀
仏
と
凡
夫
（
以
下
、「
仏
・
凡
」）
の
「
間
の
領
域
」
に
お

い
て
は
、
自
分
を
含
め
た
す
べ
て
の
凡
夫
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら

発
せ
ら
れ
る
愛
の
光（
慈
悲
の
光
明
）に「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」

の
姿
で
「
感
得
」
さ
れ
る
（
摂
取
）、
す
な
わ
ち
か
け
が
え
の

な
い
唯
一
の
人
格
的
他
者
と
し
て
承
認
さ
れ
尊
重
さ
れ
る
の
だ

と
い
う
確
信
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉
に
違
い
な
い
。
こ

の
光
を
感
受
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
我
々
人
間
（
凡
夫
）
は

自
ら
の
人
格
の
尊
厳
に
目
覚
め
、
自
尊
感
情
・
自
己
肯
定
感
を

持
て
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

法
然
が
「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」
申
す
念
仏
を
説
き
得
た
の
は
、

称
名
念
仏
の
実
践
に
よ
っ
て
「
愛
の
な
か
に
立
ち
、
愛
の
な
か

に
お
い
て
」
一
切
衆
生
を
観
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
こ
の

教
説
に
、
一
切
衆
生
（
凡
夫
）
の
「
間
の
領
域
」
に
、
阿
弥
陀

仏
の
慈
悲
と
い
う「
愛
の
作
用
」（
感
得
）を
実
現
し
よ
う
と
す
る
、

そ
れ
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を
、「
唯
一
性
」
を
持
っ
た
人
格
と

し
て
「
現
前
化
」
さ
せ
よ
う
と
す
る
法
然
の
意
図
（
慈
悲
・
利

他
）
を
見
て
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
こ
に
、
法
然
の
教
説
が
、
法
然
在
世
中
は
勿
論
の

こ
と
、
そ
れ
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
老
若
男
女
・
道
俗
貴
賤

の
別
な
く
、
多
く
の
衆
生
（
凡
夫
）
に
歓
喜
を
も
っ
て
受
け
入

れ
ら
れ
て
き
て
い
る
理
由
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
値
遇
し
、
専
修
念
仏
の
身
と
な
り
、
阿

弥
陀
仏
と
の
「
間
の
領
域
」
に
参
入
し
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
「
感

得
」（
光
明
摂
取
）
さ
れ
る
喜
び
を
感
受
し
、
念
仏
行
の
深
ま

り
と
と
も
に
そ
の
喜
び
を
深
め
て
い
っ
た
法
然
は
、
そ
の
「
自

己
の
唯
一
性
」
を
実
感
で
き
る
喜
び
を
、
称
名
念
仏
を
説
き
広

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
衆
生
に
伝
え
分
か
ち
合
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
・
凡
の
「
間
の
領
域
」
に
お
い
て
、
法
然

が
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
感
得
さ
れ
る
「
客
体
」
と
し
て
の
あ
り
方

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
客
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
阿
弥
陀
仏

の
慈
悲
の
御
心
を
我
が
心
と
し
て
、
自
ら
が
一
切
衆
生
を
感
得

す
る
「
主
体
」
と
も
な
る
と
い
う
存
在
様
式
へ
と
転
換
を
遂
げ

た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、「
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
成
立
し

た
阿
弥
陀
仏
と
法
然
と
の
垂
直
的
な
人
格
的
呼
応
関
係
（「
我

―
永
遠
の
汝
」
関
係
）
が
、
相
即
的
に
法
然
と
衆
生
と
の
水
平

的
な
人
格
的
呼
応
関
係
（「
我
―
汝
」
関
係
）
へ
と
展
開
し
た
」、

「
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
法
然
と
阿
弥
陀
仏
と
の
「
垂

直
的
間
」が
、
法
然
と
衆
生
と
の「
水
平
的
間
」を
包
摂
し
た
」

と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
仏・凡
の
「
間
の
領
域
」
が
「
立

体
的
な
間
の
領
域
」
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
あ
ま
り
あ
る
と
い

え
よ
う
。

　

葛
生
氏
は
、「〈
人
間
の
尊
厳
〉
は
「
あ
そ
こ
に
あ
る
、
こ
こ

に
あ
る
と
言
え
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
た
の
た
だ
中
に

あ
る
」
も
の
な
の
だ
。
…
〈
人
間
の
尊
厳
〉
は
あ
く
ま
で
関
係

論
的
概
念
な
の
で
あ
る
」（

11
（

、「
わ
た
し
た
ち
が
自
己
の
唯
一
性
を

自
覚
で
き
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
（
つ
ま
り
、
か

け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
）
扱
わ
れ
る
経
験
を
し
た
場
合
だ

け
だ
。
人
格
の
唯
一
性
は
存
在
論
的
事
実
と
し
て
知
る
も
の
で

は
な
く
、
他
者
と
の
関
係
を
通
じ
て
感
得
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
」（

11
（

と
述
べ
て
い
る
が
、
法
然
が
説
く
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
開

か
れ
る
阿
弥
陀
仏
と
い
う
絶
対
他
者
と
人
間
（
凡
夫
）
の
「
間

の
領
域
」
と
い
う
関
係
世
界
は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
一
人
ひ
と
り

が
阿
弥
陀
仏
に
唯
一
無
二
の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」
に
「
感
得
」
さ
れ
、
自
己
の
「
人
格
の

唯
一
性
」
を
実
感
で
き
る
、
ま
さ
に
「
人
間
の
尊
厳
」
が
顕
現

す
る
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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そ
し
て
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
か
ら
「
感
得
」
さ
れ
、
自
己
の
尊

厳
に
目
覚
め
る
と
い
う
経
験
は
、
葛
生
氏
が
「
わ
た
し
た
ち
は

基
本
的
な
〈
ケ
ア
欲
求
〉
が
充
足
さ
れ
る
経
験
を
通
じ
て
、
自

己
を
尊
厳
あ
る
存
在
と
し
て
…
認
知
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら

に
、
他
者
も
ま
た
自
分
と
同
じ
よ
う
な
〈
ケ
ア
欲
求
〉
を
持
っ

た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
知
す
る
よ
う
に
な
る
時
、
私
た
ち
は

ケ
ア
さ
れ
る
欲
求
と
と
も
に
、
他
者
を
ケ
ア
す
る
欲
求
を
も
持

つ
よ
う
に
な
る
。
…
そ
し
て
、
他
者
を
ケ
ア
す
る
経
験
を
通
じ

て
、
今
度
は
他
者
を
尊
厳
あ
る
存
在
と
し
て
認
知
す
る
よ
う
に

な
る
」（

11
（

と
述
べ
る
よ
う
に
、
人
間
と
人
間（
凡
夫
相
互
）の「
間

の
領
域
」
へ
と
展
開
し
、
こ
の
場
を
、
援
助
者
と
被
援
助
者
が

互
い
の
「
人
格
の
唯
一
性
」
に
気
づ
き
承
認
し
合
う
「
対
人
援

助
関
係
」（「
我
―
汝
」
関
係
）
生
成
の
場
へ
と
転
換
し
得
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
、
称
名
念
仏
の
開
く
仏
・
凡
の
「
間
の
領
域
」
は
、

凡・凡
の
「
対
人
援
助
関
係
」
も
包
摂
し
得
る
立
体
的
な
領
域・

場
な
の
で
あ
り
、
こ
の
仏
・
凡
の
立
体
的
「
間
の
領
域
」
こ
そ
、

法
然
浄
土
教
の
立
場
か
ら
対
人
援
助
関
係
形
成
の
場
と
し
て
モ

デ
ル
化
し
て
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
法
然
が
「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」
の

念
仏
を
説
い
た
の
は
、
一
切
衆
生
（
凡
夫
）
を
し
て
、
仏
・
凡

の
「
間
の
領
域
」
に
参
入
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の

「
人
格
の
唯
一
性
」
を
阿
弥
陀
仏
が
「
感
得
」
し
て
く
れ
る
こ

と
に
気
づ
か
し
め
、
自
ら
の
「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
」
に
開
眼

せ
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
ま
さ
に
愛
（
慈
悲・利
他
）
の
実
践・

福
祉
実
践（
対
人
援
助
実
践
）で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
考
え
る
。

　

こ
の
「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」
の
念
仏
と
い
う
教
説
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
を
「
生
れ
付
き
の
ま
ま
」
の
姿
で
「
感
得
」
し
て
く
れ

る
存
在
と
そ
の
働
き
（
阿
弥
陀
仏
の
本
願
）
へ
の
信
を
分
か
ち

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
格

の
尊
厳
を
肯
定
し
合
い
承
認
し
合
い
支
え
合
う
関
係
世
界
、
す

な
わ
ち
「
共
生
世
界
」
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
法
然
の
強
い
意

志
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
法
然
浄
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土
教
が
共
生
と
福
祉
の
実
現
の
た
め
の
公
共
哲
学
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
仏
・
凡
の
「
間
の
領
域
」
が
新
し
い
共
生
世
界
・
共

生
社
会
の
モ
デ
ル
た
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
【
註
】

（
1
）
葛
生
栄
二
郎
「
序
章　

人
間
福
祉
学
へ
の
扉
」（
葛
生

栄
二
郎
編
著
『
新
・
人
間
福
祉
学
へ
の
招
待
』
法
律

文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
三
頁
。

（
2
）
同
右
「
第
１
章　

人
間
の
尊
厳
と
福
祉
」（
同
右
）、

二
四
頁
。

（
3
）
ブ
ー
バ
ー
、
児
島
洋
訳
『
人
間
と
は
何
か
』（
理
想
社
、

一
九
六
一
年
）、
一
六
九
頁
。

（
4
）
同
右
、
一
七
四
頁
。

（
5
）
同
右
、
一
七
五
～
一
七
七
頁
。

（
6
）
同
右
、
稲
葉
稔
訳
『
共
同
的
な
も
の
に
従
う
こ
と
』

（
ブ
ー
バ
ー
著
作
集
４『
哲
学
的
人
間
学
』み
す
ず
書
房
、

一
九
六
九
年
）、
一
〇
五
～
六
頁
。

（
7
）
同
右
『
語
ら
れ
る
言
葉
』（
同
右
）、
六
〇
頁
。

（
8
）
同
右
・
前
掲
註
（
３
）
一
七
五
～
一
七
六
頁
。

（
9
）
同
右
、
田
口
義
弘
訳
『
我
と
汝
』（
ブ
ー
バ
ー
著
作
集

1
『
対
話
的
原
理
Ⅰ
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
七
年
）

一
七
六
～
一
七
七
頁
。

（
10
）
稲
村
秀
一
氏
は
、「
立
体
的
間
」
に
つ
い
て
、「
間
の

領
域
は
、
①
水
平
的
共
同
存
在
的
間
と
、
②
垂
直
的

間
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
は
人
と
人
、
人
と

自
然
、
人
と
精
神
的
存
在
者
（
文
化
財
等
）
と
の
間
、

②
は
永
遠
の
汝
で
あ
る
神
と
人
間
と
の
間
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
間
は
交
差
し
て
い
て
、
わ
れ

わ
れ
は
個
々
の
汝
と
の
出
会
い
を
通
し
て
永
遠
的
汝

へ
と
開
か
れ
、
反
対
に
永
遠
の
汝
へ
と
語
り
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
お
い
て
個
々
の
汝
へ
と
語
り

か
け
る
力
が
与
え
ら
れ
る
。
二
つ
の
間
は
相
互
に
補

充
し
合
い
支
え
合
う
の
で
あ
り
、
そ
の
関
係
構
造
は

「
立
体
的
間
」
と
表
現
で
き
よ
う
」（「
ブ
ー
バ
ー
の
哲

学
的
人
間
学
に
お
け
る
「
共
生
」
の
構
造
」、『
文
化

共
生
学
研
究
』
第
四
号
、
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
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学
研
究
科
、
二
〇
〇
六
年
、
三
～
四
頁
）
と
説
明
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
②
が
①
を
支
え
る
側
面
に
注

目
し
た
い
。

（
11
）
ブ
ー
バ
ー
・
前
掲
註
（
９
）、
二
二
～
二
三
頁
。

（
12
）
同
右
、
佐
藤
吉
照
・
佐
藤
令
子
訳
『
人
間
の
間
柄
の
諸

要
素
』（
ブ
ー
バ
ー
著
作
集
２
『
対
話
的
原
理
Ⅱ
』
み

す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
一
〇
〇
頁
。

（
13
）
同
右
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
。

（
14
）
同
右
・
前
掲
註
（
６
）
八
七
頁
。

（
15
）
同
右
、
八
八
頁
。

（
16
）
同
右
・
前
掲
註
（
12
）
一
〇
二
頁
。

（
17
）
同
右
、
稲
葉
稔
訳
『
原
離
隔
と
関
わ
り
』（
ブ
ー
バ
ー

著
作
集
４
『
哲
学
的
人
間
学
』）、
二
三
～
二
四
頁
。

（
18
）
同
右
・
前
掲
註
（
12
）
一
〇
二
頁
。

（
19
）
同
右
、
一
〇
四
頁
。

（
20
）『
昭
法
全
』、
四
五
〇
頁
。

（
21
）
同
右
、
六
三
九
頁
。

（
22
）
ブ
ー
バ
ー
・
前
掲
註
（
17
）、
二
二
頁
。

（
23
）
葛
生
栄
二
郎
『
ケ
ア
と
尊
厳
の
倫
理
』（
法
律
文
化
社
、

二
〇
一
一
年
）、
四
五
頁
。

（
24
）
同
右
、
四
七
頁
。

（
25
）
同
右
、
四
八
頁
。

（
26
）
同
右
、
五
七
頁
。

（
27
）
同
右
、
七
一
頁
。

（
28
）
同
右
、
七
四
頁
。
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般
　
　
舟
　
　
讃

平
成
二
十
七
年
度
　
法
式
研
究
班
　
研
究
ノ
ー
ト

依エ

観カ
ン

経ギ
ョ
ー

等ト
ー

明ミ
ョ
ー

般ハ
ン

舟ジ
ュ

三サ
ン

昧マ
イ

行ギ
ョ
ー

道ド
ー

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

讃サ
ン

　

◎
奉
請

奉ブ

請ジ
ョ
ー

弥ミ

陀ダ

世セ

尊ソ
ン

入ニ
ュ
ー

道ド
ー

場ジ
ョ
ー
　

散サ
ン

華ゲ

楽ラ
ク

奉ブ

請ジ
ョ
ー

釈シ
ャ

迦カ

如ニ
ョ

来ラ
イ

入ニ
ュ
ー

道ド
ー

場ジ
ョ
ー
　

散サ
ン

華ゲ

楽ラ
ク

奉ブ

請ジ
ョ
ー

十ジ
ッ

方ポ
ー

如ニ
ョ

来ラ
イ

入ニ
ュ
ー

道ド
ー

場ジ
ョ
ー

　

散サ
ン

華ゲ

楽ラ
ク

　

◎
懺
悔

念ネ

ン々

称シ
ョ
ー

名ミ
ョ
ー

常ジ
ョ
ー

懺サ
ン

悔ゲ　

人ニ
ン

能ノ
ー

念ネ
ン

仏ブ

仏ツ

還ゲ
ン

憶ノ
ク

凡ボ
ン

聖シ
ョ
ー

相ソ
ー

知チ

境キ
ョ
ー

相ソ
ー

照シ
ョ
ー

　

即ソ
ク

是ゼ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

増ゾ
ー

上ジ
ョ
ー

縁エ
ン

　

◎
十
念

　

表
白

敬
っ
て
、
一
切
の
往
生
の
知
識
等
に
白
す
。
大
い
に
須
ら
く
慚ざ
ん

愧き

す
べ
し
。

釈
迦
如
来
は
、
実
に
こ
れ
慈
悲
の
父ぶ

母も

な
り
。

種
々
の
方
便
を
も
て
、
我
等
が
無
上
の
信
心
を
発ほ

っ

起き

せ
し
め
た

も
う
。

ま
た
種
々
の
方
便
を
説
き
て
、
教
門
一い

つ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
、

但
我
等
倒
見
の
凡
夫
の
た
め
な
り
。

若
し
能
く
教
え
に
依
り
て
修
行
す
れ
ば
、
則
ち
門
門　

見
仏
し

て
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。
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若
し
人
の
善
を
行
ず
る
あ
る
を
見け

ん

聞も
ん

せ
ば
、
即
ち
善
を
以
て
こ

れ
を
助
け
よ
。

若
し
人
の
教
え
を
行
ず
る
あ
る
を
見
聞
せ
ば
、
こ
れ
を
讃
ぜ
よ
。

若
し
人
の
行
を
説
く
を
聞
か
ば
、
即
ち
行
に
依
り
て
こ
れ
に
順

え
。

若
し
人
の
悟
る
こ
と
あ
る
を
聞
か
ば
、
即
ち
悟
り
に
依
り
て
こ

れ
を
喜
べ
。

何
に
意ご

こ
ろぞ

、
然
る
と
な
ら
ば
、

同
じ
く
諸
仏
を
以
て
師
と
し
、
法
を
以
て
母
と
し
て
、
生
ま
れ

養
う
。

共
に
同
じ
く
情

こ
こ
ろ

親
し
う
し
て
外
に
は
非
ざ
れ
ば
な
り
。

他
の
有
縁
の
教
行
を
軽

き
ょ
う

毀き

し
、
自
ら
の
有
縁
の
要
法
を
讃
ず
る

こ
と
を
得
ざ
れ
。

即
ち
こ
れ
に
自
ら
諸
仏
の
法ほ

う

眼げ
ん
を
破は

壊え

す
る
な
り
。

法
眼
既
に
滅
し
な
ば
、
菩
提
の
正
道
、
履
足
す
る
に
由
な
し
。

浄
土
の
門
、
何

い
ず
く
んぞ
能
く
入い

る
こ
と
を
得
ん
。

　

問
者

問
う
て
曰
く
。
般
舟
三
昧
楽
と
は
、
こ
れ
何
れ
の
義
ぞ
や
。

　

竪
者

答
え
て
曰
く
、
梵
語
に
は
般
舟
と
名
づ
け
、
此
に
は
翻
じ
て
、

常
行
道
と
名
づ
く
。

或
い
は
、
七
日
九
十
日
、
身
行
無
間
な
る
総
名
な
り
。

三
業
無
間
な
り
。
故
に
般
舟
と
名
づ
く
。

　

問
者

三
昧
と
言
う
は
、
如
何

　

竪
者

こ
れ
西
国
の
語
、
此
に
は
翻
じ
て
名
づ
け
て
定
と
な
す
。

三
業
無
間
に
由
り
て
、
心
至
り
て
感
ず
る
と
こ
ろ
、
即
ち
仏
境

現
前
す
、
正
境
現
ず
る
時
、
即
ち
身
心
内
悦
す
。
故
に
名
づ
け

て
楽
と
な
す
。

ま
た
立

り
ゅ
う

定じ
ょ
う

見
諸
仏
と
名
づ
く
。
応
に
知
る
べ
し
。
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（
◎
般
舟
三
昧
の
文
）

般ハ
ン

舟ジ
ュ
ー

三サ
ン

昧マ
イ

楽ラ
ク 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

釈シ
ャ

迦カ

如ニ
ョ

来ラ
イ

悲ヒ

意イ

深ジ
ン 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

本ホ
ン

師シ

釈シ
ャ

迦カ

修シ
ュ
ー

普フ
ー

行ギ
ョ
ー 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

長ジ
ョ
ー

時ジ

長ジ
ョ
ー

劫ゴ
ー

度ド

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

一イ
ッ

切サ
イ

如ニ
ョ

来ラ
イ

設セ
ツ

方ホ
ー

便ベ
ン 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

亦ヤ
ク

同ド
ー

今コ
ン

日ニ
チ

釈シ
ャ

迦カ

尊ソ
ン 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

随ズ
イ

機キ

説セ
ッ

法ポ
ー

皆カ
イ

蒙ム
ー

益ヤ
ク 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

各カ
ク

得ト
ク

悟ゴ

解ゲ

入ニ
ュ
ー

真シ
ン

門モ
ン 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

釈シ
ャ

迦カ

如ニ
ョ

来ラ
イ

因イ
ン

地ジ

時ジ 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 
頓ト

ン

捨シ
ャ

身シ
ン

財ザ
イ

求グ

妙ミ
ョ
ー

法ホ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

小シ
ョ
ー

劫コ
ー

大ダ
イ

劫コ
ー

長ジ
ョ
ー

時ジ

劫コ
ー 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

随ズ
イ

順ジ
ュ
ン

仏ブ
ツ

語ゴ

誓セ
イ

修シ
ュ
ー

行ギ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

念
念ネ

ン

時ジ

中チ
ュ
ー

行ギ
ョ
ー

六ロ
ク

度ド 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

慈ジ

悲ヒ

喜キ

捨シ
ャ

化ケ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

三サ
ン

業ゴ
ー

専セ
ン

修ジ
ュ
ー

無ム

間ケ
ン

業ゴ
ー 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

誓セ
イ

作サ

菩ボ

提ダ
イ

無ム

上ジ
ョ
ー

尊ソ
ン 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

弥ミ

陀ダ

因イ
ン

地ジ

発ホ
ッ

心シ
ン

時ジ 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

頓ト
ン

捨シ
ャ

王オ
ー

位イ

求グ

菩ボ

提ダ
イ 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

饒ニ
ョ
ー

王オ
ー

仏ブ
ツ

所シ
ョ

落ラ
ク

鬚シ
ュ

髪ホ
ツ 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

出シ
ュ
ッ

家ケ

修シ
ュ
ー

道ド
ー

名ミ
ョ
ー

法ホ
ー

蔵ゾ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

四シ

十ジ
ュ
ー

八ハ
チ

願ガ
ン

因イ
ン

茲ジ

発ホ
ツ 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

一イ
チ一

誓セ
イ

願ガ
ン

為イ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

衆シ
ュ

宝ボ
ー

荘シ
ョ
ー

厳ゴ
ン

名ミ
ョ
ー

極ゴ
ク

楽ラ
ク 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

広コ
ー

大ダ
イ

寛カ
ン

平ピ
ョ
ー

無ム

限ゲ
ン

量リ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

我ガ

得ト
ク

菩ボ

提ダ
イ

当ト
ー

心シ
ン

坐ザ 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

徹テ
ツ

窮グ
ー

後ゴ

際サ
イ

度ド

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

身シ
ン

相ソ
ー

光コ
ー

明ミ
ョ
ー

照シ
ョ
ー

法ホ
ー

界カ
イ 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

光コ
ー

所シ
ョ

及ギ
ュ
ー

処シ
ョ

皆カ
イ

蒙ム
ー

益ヤ
ク 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

一イ
チ一

光コ
ー

明ミ
ョ
ー

相ソ
ー

続ゾ
ク

照シ
ョ
ー 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

照シ
ョ
ー

覓ミ
ャ
ク

念ネ
ン

仏ブ
ツ

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

人ニ
ン 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

欲ヨ
ク

此シ

十ジ
ッ

方ポ
ー

諸シ
ョ

仏ブ
ッ

国コ
ク 

願ガ
ン

往オ
ー

生ジ
ョ
ー 

極ゴ
ク

楽ラ
ク

安ア
ン

身ジ
ン

実ジ
ツ

是ゼ

精シ
ョ
ー 

無ム

量リ
ョ
ー

楽ラ
ク

　

◎
三
尊
礼　

散
華
行
道

南ナ

無ム

至シ

心シ
ン

帰キ

命ミ
ョ
ー

礼ラ
イ

西サ
イ

方ホ
ー

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ
ー

真シ
ン

金コ
ン

即ソ
ク

是ゼ

弥ミ

陀ダ

相ソ
ー　

円エ
ン

光コ
ー

化ケ

仏ブ
ツ

現ゲ
ン

人ニ
ン

前ゼ
ン

相ソ
ー

好ゴ
ー

弥ミ

多タ

八ハ
チ

萬マ
ン

四シ　

一イ
チ一
光コ

ー

明ミ
ョ
ー

照シ
ョ
ー

十ジ
ッ

方ポ
ー

不フ

為イ

余ヨ

縁エ
ン

光コ
ー

普フ
ー

照シ
ョ
ー

　

唯ユ
イ

覓ミ
ャ
ク

念ネ
ン

仏ブ
ツ

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

人ニ
ン

萬マ
ン

行ギ
ョ
ー

俱ク

囘エ

皆カ
イ

得ト
ク

往オ
ー　

念ネ
ン

仏ブ
ツ

一イ
チ

行ギ
ョ
ー

最サ
イ

為イ

尊ソ
ン

願ガ
ン

共グ

諸シ
ョ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ッ

国コ
ク

南ナ

無ム

至シ

心シ
ン

帰キ

命ミ
ョ
ー

礼ラ
イ

西サ
イ

方ホ
ー

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ
ー

観カ
ン

音ノ
ン

相ソ
ー

好ゴ
ー

仏ブ
ツ

無ム

異イ　

慈ジ

悲ヒ

救
苦ク

最サ
イ

為イ

強ゴ
ー

救ク苦
雖ス

イ

遥ヨ
ー

別ベ
ッ

世セ

界カ
イ　

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

急キ
ュ
ー

念ネ
ン

応オ
ー

時ジ

来ラ
イ

或ワ
ク

現ゲ
ン

声シ
ョ
ー

聞モ
ン

菩ボ

薩サ
ッ

相ソ
ー　

随ズ
イ

縁エ
ン

楽ギ
ョ
ー

見ケ
ン

度ド

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

悲ヒ

心シ
ン

抜バ
ッ

苦ク

超チ
ョ
ー

三サ
ン

界ガ
イ　

慈ジ

心シ
ン

與ヨ

楽ラ
ク

涅ネ

槃ハ
ン

期ゴ

願ガ
ン

共グ

諸シ
ョ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ッ

国コ
ク
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南ナ

無ム

至シ

心シ
ン

帰キ

命ミ
ョ
ー

礼ラ
イ

西サ
イ

方ホ
ー

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ
ー

勢セ
ー

至シ

菩ボ

薩サ
ツ

威イ

光コ
ー

大ダ
イ　

身シ
ン

色ジ
キ

相ソ
ー

好ゴ
ー

等ト
ー

観カ
ン

音ノ
ン

身シ
ン

上ジ
ョ
ー

光コ
ー

明ミ
ョ
ー

遍ヘ
ン

法ポ
ー

界カ
イ　

照
シ
ョ
ー

処シ
ョ

皆カ
イ

同ド
ー

紫シ

金コ
ン

色ジ
キ

有ウ

縁エ
ン

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

蒙ム
ー

光コ
ー

照シ
ョ
ー
　

増ゾ
ー

長ジ
ョ
ー

智チ

慧エ

生シ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ク

頂チ
ョ
ー

戴ダ
イ

華ケ

冠カ
ン

垂ス
イ

瓔ヨ
ー

珞ラ
ク　

寶ホ
ー

瓶ビ
ョ
ー

光コ
ー

出シ
ュ
ツ

現ゲ
ン

希ケ

奇キ

願ガ
ン

共グ

諸シ
ョ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ッ

国コ
ク

　

◎
開
経
偈

仏ブ
ッ

教キ
ョ
ー

多タ

門モ
ン

八ハ
チ

萬マ
ン

四シ　

正
シ
ョ
ー

為イ

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

機キ

不フ

同ド
ー

欲ヨ
ク

覓ミ
ャ
ク

安ア
ン

身ジ
ン

常ジ
ョ
ー

住ジ
ュ
ー

処シ
ョ　

先セ
ン

求グ

要ヨ
ー

行ギ
ョ
ー

入ニ
ュ
ー

真シ
ン

門モ
ン

先ゼ
ン

勧ガ
ン

大ダ
イ

衆シ
ュ

発ホ
ツ

願ガ
ン

帰キ

三サ
ン

宝ボ
ー

道ド
ー

俗ゾ
ク

時ジ

衆シ
ュ

等ト
ー　

各カ
ク

発ホ
ツ

無ム

上ジ
ョ
ー

心シ
ン　

生
シ
ョ
ー

死ジ

甚ジ
ン

難ナ
ン

厭エ
ン　

仏ブ
ッ

法ポ
ー

復ブ

難ナ
ン

欣ゴ
ン

共グ

発ホ
ツ

金コ
ン

剛ゴ
ー

志シ　

横オ
ー

超チ
ョ
ー

断ダ
ン

四シ

流ル　

願ガ
ン

入ニ
ュ
ー

弥ミ

陀ダ

界カ
イ　

帰キ

依エ

合ガ
ッ

掌シ
ョ
ー

礼ラ
イ

世セ

尊ソ
ン

我ガ

一イ
ッ

心シ
ン　

帰キ

命ミ
ョ
ー

盡ジ
ン

十ジ
ッ

方ポ
ー　

法ホ
ッ

性シ
ョ
ー

真シ
ン

如ニ
ョ

海カ
イ　

報ホ
ー

化ケ

等ト
ー

諸シ
ョ

仏ブ
ツ

一イ
チ一
菩ボ

薩サ
ッ

身シ
ン　

眷ケ
ン

属ゾ
ク

等ト
ー

無ム

量リ
ョ
ー
　

荘
シ
ョ
ー

厳ゴ
ン

及ギ
ュ
ー

変ヘ
ン

化ゲ　

十
ジ
ュ
ー

地ジ

三サ
ン

賢ゲ
ン

海カ
イ

時ジ

劫ゴ
ー

満マ
ン

未ミ

満マ
ン　

智チ

行ギ
ョ
ー

圓エ
ン

未ミ

圓エ
ン　

正
シ
ョ
ー

使シ

盡ジ
ン

未ミ

盡ジ
ン　

習
ジ
ュ
ー

気ケ

亡モ
ー

未ミ

亡モ
ー

功ク
ー

用ユ
ー

無ム

功ク
ー

用ユ
ー　

証
シ
ョ
ー

智チ

未ミ

証シ
ョ
ー

智チ　

妙
ミ
ョ
ー

覚ガ
ク

及ギ
ュ
ー

等ト
ー

覚ガ
ク　

正
シ
ョ
ー

受ジ
ュ

金コ
ン

剛ゴ
ー

心シ
ン

相ソ
ー

応オ
ー

一イ
チ

念ネ
ン

後ゴ　

果カ

徳ト
ク

涅ネ

槃ハ
ン

者シ
ャ　

我ガ

等ト
ー

咸ゲ
ン

帰キ

命ミ
ョ
ー
　

三サ
ン

仏ブ
ツ

菩ボ

提ダ
イ

尊ソ
ン

無ム

礙ゲ

神ジ
ン

通ヅ
ー

力リ
キ　

冥
ミ
ョ
ー

加ガ

願ガ
ン

摂シ
ョ
ー

受ジ
ュ　

我ガ

等ト
ー

咸ゲ
ン

帰キ

命ミ
ョ
ー
　

三サ
ン

乗ジ
ョ
ー

等ト
ー

賢ゲ
ン

聖ジ
ョ
ー

学ガ
ク

仏ブ
ツ

大ダ
イ

悲ヒ

心シ
ン　

長
ジ
ョ
ー

時ジ

無ム

退タ
イ

者シ
ャ　

請
シ
ョ
ー

願ガ
ン

遙ヨ
ー

加カ

備ビ　

念
念ネ

ン

見ケ
ン

諸シ
ョ

仏ブ
ツ

我ガ

等ト
ー

愚グ

痴チ

身シ
ン　

曠コ
ー

劫ゴ
ー

来ラ
イ

流ル

転テ
ン　

今コ
ン

逢ブ

釈シ
ャ

迦カ

仏ブ
ツ　

末マ
ッ

法ポ
ー

之シ

遺ユ
イ

跡シ
ャ
ク

弥ミ

陀ダ

本ホ
ン

誓ゼ
ー

願ガ
ン　

極ゴ
ク

楽ラ
ク

之シ

要ヨ
ー

門モ
ン　

定
ジ
ョ
ー

散サ
ン

等ト
ー

廻エ

向コ
ー　

速ソ
ク

証シ
ョ
ー

無ム

生シ
ョ
ー

身シ
ン

我ガ

依エ

菩ボ

薩サ
ツ

蔵ゾ
ー　

頓ト
ン

教ギ
ョ
ー

一イ
チ

乗ジ
ョ
ー

海カ
イ　

説セ
ッ

偈ゲ

帰キ

三サ
ン

宝ボ
ー　

與ヨ

仏ブ
ッ

心シ
ン

相ソ
ー

応オ
ー

十ジ
ッ

方ポ
ー

恆ゴ
ー

沙ジ
ャ

仏ブ　

六ロ
ク

通ツ
ー

照シ
ョ
ー

知チ

我ガ　

今コ
ン

乗ジ
ョ
ー

二ニ

尊ソ
ン

教ギ
ョ
ー

　

広コ
ー

開カ
イ

浄ジ
ョ
ー

土ド

門モ
ン

願ガ
ン

以ニ

此シ

功ク

徳ド
ク　

平
ビ
ョ
ー

等ド
ー

施セ

一イ
ッ

切サ
イ　

同ド
ー

発ホ
ツ

菩ボ

提ダ
イ

心シ
ン　

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ッ

国コ
ク

　

◎
般
舟
讃
念
仏
（
称
讃
偈
）

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

釈シ
ャ

迦カ

如ニ
ョ

来ラ
イ

真シ
ン

報ポ
ー

土ド　

清
シ
ョ
ー

浄ジ
ョ
ー

荘シ
ョ
ー

厳ゴ
ン

無ム

勝シ
ョ
ー

是ゼ

為イ

度ド

娑シ
ャ

婆バ

分ブ
ン

化ゲ

入ニ
ュ
ー

　

八ハ
ッ

相ソ
ー

成ジ
ョ
ー

仏ブ
ツ

度ド

衆シ
ュ

生ジ
ョ
ー

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

或ワ
ク

説セ
ッ

人ニ
ン

天デ
ン

二ニ

乗ジ
ョ
ー

法ホ
ー　

或ワ
ク

説セ
ッ

菩ボ

薩サ
ツ

涅ネ

槃ハ
ン

因イ
ン
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或ワ
ク

漸ゼ
ン

或ワ
ク

頓ト
ン

明ミ
ョ
ー

空ク
ー

有ウ　

人ニ
ン

法ボ
ー

二ニ

障シ
ョ
ー

遣ケ
ン

雙ソ
ー

除ジ
ョ

根コ
ン

性ジ
ョ
ー

利リ

者シ
ャ

皆カ
イ

蒙モ
ー

益ヤ
ク　

鈍ト
ン

根コ
ン

無ム

智チ

難ナ
ン

開カ
イ

悟ゴ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

瓔ヨ
ー

珞ラ
ッ

経キ
ョ
ー

中チ
ュ
ー

説セ
ッ

漸ゼ
ン

教ギ
ョ
ー
　

萬マ
ン

劫ゴ
ー

修シ
ュ
ー

功コ
ー

証シ
ョ
ー

不フ

退タ
イ

観カ
ン

経ギ
ョ
ー

弥ミ

陀ダ

経キ
ョ
ー

等ト
ー

説ゼ
ッ　

即ソ
ク

是ゼ

頓ト
ン

教ギ
ョ
ー

菩ボ

薩サ
ツ

蔵ゾ
ー

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

一イ
チ

日ニ
チ

七シ
チ

日ニ
チ

専セ
ン

称シ
ョ
ー

仏ブ
ー　

命
ミ
ョ
ー

断ダ
ン

須シ
ュ

臾ユ

生ジ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ク

一イ
チ

入ニ
ュ
ー

弥ミ

陀ダ

涅ネ

槃ハ
ン

国コ
ク　

即ソ
ク

得ト
ク

不フ

退タ
イ

証シ
ョ
ー

無ム

生シ
ョ
ー

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

萬マ
ン

劫ゴ
ー

修シ
ュ
ー

功コ
ー

實ジ
ツ

難ナ
ン

續ゾ
ク　

一イ
チ

時ジ

煩ボ
ン

悩ノ
ー

百ヒ
ャ
ク

千セ
ン

間ゲ
ン

若ニ
ャ
ク

待ジ

娑シ
ャ

婆バ

證シ
ョ
ー

法ボ
ー

忍ニ
ン　

六ロ
ク

道ド
ー

恒ゴ
ー

沙ジ
ャ

劫コ
ー

未ミ

期ゴ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

門モ
ン門

不フ

同ド
ー

八ハ
チ

萬マ
ン

四シ　

為イ

滅メ
ツ

無ム

明ミ
ョ
ー

果カ

業ゴ
ー

因イ
ン

利リ

剣ケ
ン

即ソ
ク

是ゼ

弥ミ

陀ダ

号ゴ
ー　

一イ
ッ

声シ
ョ
ー称
念ネ

ン

罪ザ
イ

皆カ
イ

除ジ
ョ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ　

南ナ

無ム

阿ア

弥ミ

陀ダ

仏ブ

願ガ
ン

以ニ

此シ

功ク

徳ド
ク　

平
ビ
ョ
ー

等ド
ー

施セ

一イ
ッ

切サ
イ

同ド
ー

発ホ
ツ

菩ボ

提ダ
イ

心シ
ン　

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ッ

国コ
ク

　

◎
専
称
文

一イ
チ

日ニ
チ

七シ
チ

日ニ
チ

専セ
ン

称シ
ョ
ー

仏ブ
ー　

命
ミ
ョ
ー

断ダ
ン

須シ
ュ

臾ユ

生シ
ョ
ー

安ア
ン

楽ラ
ク

一イ
チ

入ニ
ュ
ー

弥ミ

陀ダ

涅ネ

槃ハ
ン

国ゴ
ク　

即ソ
ク

得ト
ク

不フ

退タ
イ

証シ
ョ
ー

無ム

生シ
ョ
ー

　

◎
念
仏
一
会

　

◎
唱
礼

南ナ

無ム　

高コ
ー

祖ソ

光コ
ー

明ミ
ョ
ー

善ゼ
ン

導ド
ー

大ダ
イ

師シ　

遠オ
ン

忌キ

上ジ
ョ
ー

酬シ
ュ
ー

慈ジ

恩オ
ン
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◎
降
魔
偈

門モ
ン門

不フ

同ド
ー

八ハ
チ

萬マ
ン

四シ　

為イ

滅メ
ツ

無ム

明ミ
ョ
ー

果カ

業ゴ
ー

因イ
ン

利リ

剣ケ
ン

即ソ
ク

是ゼ

弥ミ

陀ダ

号ゴ
ー　

一イ
ッ

声シ
ョ
ー称

念ネ
ン

罪ザ
イ

皆カ
イ

除ジ
ョ

◎ 

十
念

普
く
勧
む
、
有
縁
、
常
に
念
仏
す
れ
ば
、
観
音
大
勢
同
学
と
な

る
。

若
し
能
く
念
仏
す
る
も
の
は
人に

ん

中ち
ゅ
うの

上
な
り
。
願
じ
て
同
じ
く

諸
仏
の
家
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。

長
劫
長
時
に
仏
辺
に
し
て
証
す
。
道
場
の
妙

み
ょ
う

果か

、
豈あ

に
賖は

る

か
な

り
と
せ
ん
や
。

ま
た
、
釈
迦
諸
仏
同
じ
く
勧
め
て
専も

は

ら
弥
陀
を
念
じ
、
極
楽
を

想
観
し
て
、
こ
の
一
身
を
尽
く
し
て
命
断
え
て
即
ち
安
楽
国
に

生
ぜ
し
む
。
豈
に
長
時
の
大た

い

益や
く
に
あ
ら
ず
や
。

行
者
等
努ゆ

力め

努ゆ

力め

勤
め
て
こ
れ
を
行
ず
べ
し
。

常
に
慚
愧
を
懐い

だ

き
て
、
仰
ぎ
て
仏
恩
を
謝
せ
よ
。
応
に
知
る
べ

し
。

　
（
◎
入
弥
陀
界
の
文
）

仏ブ
ッ

放ポ
ー

光コ
ー

明ミ
ョ
ー

照シ
ョ
ー

身シ
ン

頂チ
ョ
ー
　

行
ギ
ョ
ー

者ジ
ャ

自ジ

見ケ
ン

上ジ
ョ
ー

華ケ

台ダ
イ

低テ
イ

頭ズ

礼ラ
イ

仏ブ
ツ

在ザ
イ

此シ

国コ
ク　

擧コ

頭ズ

已イ

入ニ
ュ
ー

弥ミ

陀ダ

界カ
イ

　

◎
十
念

　
般ハ

ン

舟ジ
ュ

三サ
ン

昧マ
イ

行ギ
ョ
ー

道ド
ー

往オ
ー

生ジ
ョ
ー

讃サ
ン
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『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
上
　
書
き
下
し

平
成
二
十
七
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
研
究
班　

研
究
ノ
ー
ト

［531a

］

観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
巻
上

　

将
に
此
の
『
経
』
を
講
ぜ
ん
と
し
て
、
略
し
て
三
門
を
開
く
。

一
に
は
大
意
、
二
に
は
釈
名
、
三
に
は
入
文
解
釈
な
り
元
祖
大
師

の
云
わ
く
、「
凡
そ
震
旦
の
人
師
、
経
を
釈
す
る
に
、
皆
、
大
意
・
釈
名
・
入
文
解
釈
の
三
段
有

り 1 

」。
又
た
、『
往
生
要
集
大
綱
』
に
云
わ
く
、「
将
に
此
の
『
集
』
を
釈
せ
ん
と
す
る
に
、
通

じ
て
論
経
に
凖
じ
て
当
に
三
門
を
分
か
つ
べ
し
。
大
意
・
釈
名
・
入
文
解
釈
（
已
上
）2

」。『
漢

語
灯
』
第
七
巻
、
十
二
紙 3 

に
出
ず
。
同
第
六
巻
、
二
紙 4 

。
又
た
、
天
台
等
の
諸
師
、
衆
経
に

通
じ
て
多
く
此
の
三
門
を
開
く
。
然
る
に
宗
家
、「
玄
義
」
に
七
門
を
立
て
て
一
経
の
幽
旨
を
明

す 5 

。
其
の
外
、
末
師
、
或
い
は
五
門
を
立
て
、
或
い
は
八
門
・
十
門
を
立
て
て
分
別
す
。
各
お

の
意
楽
に
拠
る
。
只
、
是
れ
広
略
の
異
な
る
の
み
。
今
、『
大
経
』
に
倣
い
て
一
経
三
門
分
別
の
中
、

大
意
、
亦
た
四
門
を
立
て
分
別
す
る
な
り
。

　

第
一
、
大
意
の
中
に
四
有
り
。
一
に
教
起
の
所
因
、
二
に
所

説
の
大
猷
、
三
に
宗
体
の
定
判
、
四
に
蔵
教
の
所
摂
な
り
。

　

一
に
教
起
の
所
因
と
は
、
謂
わ
く
、
浄
土
教
の
起
こ
る
所
の

所
以
の
義
な
り
。
所
謂
、
浄
土
の
教
、
起
こ
る
因
由
、
之
れ

を
教
起
の
所
因
と
云
う
な
り
。
先
づ
、
惣
じ
て
此
の
教
の
起

こ
る
所
の
因
由
を
知
る
ベ
シ
。
凡
そ
浄
土
教
は
何
の
由
有
り

て
起
こ
る
ゾ
ト
云
う
に
、「
玄
義
」
の
序
題
門
に
依
る
に
、「
釈

迦
如
来
、
无
勝
荘
厳
の
浄
土
を
捨
て
て
、
此
の
娑
婆
世
界
、
火

宅
の
門
に
出
現
し
て
、
八
相
作
仏
の
化
儀
を
設
け
給
う
。
則

ち
、
一
代
五
十
年
の
説
法
は
、
皆
、
是
れ
応
病
与
薬
の
法
門
な

り
。
爾
る
に
衆
生
の
心
品
、
勝
行
を
起
こ
す
に
就
き
て
、
其
の



　192

門
、
八
万
四
千
に
余
れ
り
。
其
の
心
品
に
於
き
て
、
空
病
有

り
、
有
病
有
り
、
漸
機
有
り
、
頓
機
有
り
。
是
の
如
き
の
漸
・

頓
・
空
・
有
の
病
源
を
治
せ
ん
が
為
に
設
く
る
所
の
薬
方
な
れ

ば
、
亦
た
漸
・
頓
・
空
・
有
の
法
門
有
り
。
此
の
法
門
を
以
ち

て
機
に
随
い
て
説
法
し
給
う
時
、
其
の
中
に
広
植
善
根
の
機
、

各
お
の
所
［531b
］
宜
に
称
う
。
縁
に
随
い
て
漸
・
頓
・
空
・

有
の
教
を
聞
き
て
、
即
ち
入
聖
得
果
し
て
皆
、
解
脱
を
蒙
る
な

り
。
爰
に
一
類
鈍
根
無
智
の
輩
有
り
。
此
の
漸
・
頓
・
空
・
有

の
教
網
に
漏
れ
た
る
、
滓
穢
の
衆
生
有
り
。
仏
、
若
し
此
の
機

を
漏
ら
し
て
度
せ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
如
来
の
大
悲
、
欠
減
有

り
て
、
仏
果
円
満
と
言
い
難
し
。
然
る
に
今
、
韋
提
の
致
請
に

因
り
て
、
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
き
た
ま
う
。
其
の
要
門
と
は
、

即
ち
此
の
『
経
』
の
定
散
二
門
な
り
。
是
れ
則
ち
、
此
の
教
は
、

世
尊
、
深
く
根
鈍
障
重
の
機
を
愍
み
て
開
演
し
た
ま
う
所
の
法

門
な
り 6 

」。『
般
舟
讃
』
三
紙
に
、「
或
い
は
人
天
二
乗
の
法
を

説
き
、
或
い
は
菩
薩
涅
槃
の
因
を
説
く
。
或
い
は
漸
、
或
い
は

頓
、
空・有
を
明
し
、
人・法
二
障
、
双
べ
て
除
か
し
む
。
根
性
、

利
な
る
者
は
、
皆
、
益
を
蒙
る
。
鈍
根
無
智
な
る
は
、
開
悟
し

難
し
」。「
万
劫
修
功
は
実
に
続
き
難
し
。
一
時
に
煩
悩
、
百
千 

間ま
じ
われ

ば
な
り
。
若
し
娑
婆
の
証
法
忍
を
待
て
ば
、
六
道
恒
沙
劫

に
も
未
だ
期
せ
ず
」。「
此
の
貪
瞋
火
焼
の
苦
を
験
む
る
に
、
走

り
て
弥
陀
界
に
入
る
に
は
如
ず
」
已
上 7 

。
此
の
讃
文
、
即
ち

此
の
意
な
り
「
玄
義
」
序
題
門
と
此
の
讃
文
と
、
大
旨
、
同
じ
。
然
る
に
、
韋
提
、

垢
凡
女
質
ト
シ
テ
遠
く
未
来
世
の
煩
悩
賊
害
の
衆
生
、
五
苦
所

逼
の
者
を
救
わ
ん
と
欲
し
て
、
慇
懃
に
浄
法
を
致
請
す
。
如
来
、

亦
た
、
之
れ
に
応
じ
て
、
広
く
浄
土
の
教
法
を
説
き
て
未
来
の

衆
生
に
蒙
ら
し
む
。
斉
し
く
定
・
散
二
機
を
摂
し
た
ま
う
な
り
。

殊
に
此
の
『
経
』
は
、
提
婆
が
勧
進
に
依
り
て
、
阿
闍
世
、
逆

悪
を
造
る
を
、
即
ち
大
因
縁
と
成
し
て
、
浄
土
教
を
説
き
た
ま

う
な
り
。
誠
に
天
子
父
子
の
間
す
ら
尚
お
、
父
を
牢
獄
に
弑
し
、

母
を
宮
中
に
閉
づ
。
况
や
其
の
余
の
踈
人
を
や
。
此
れ
偏
に
娑

婆
世
界
は
一
処
と
し
て
安
き
こ
と
無
し
。
故
に
此
の
苦
界
を
厭

い
て
彼
の
浄
域
を
欣
わ
し
め
ん
こ
と
を
顕
し
た
ま
う
善
巧
方
便

な
る
の
み
。
扨
、
此
の 

［532a

］『
経
』
の
中
に
、
初
め
に
韋

提
の
請
に
依
り
て
定
善
を
説
く
。
是
れ
は
上
根
此
土
入
聖
の
為

か
ト
云
う
ト
キ
、
爾
ら
ず
。
最
も
定
を
修
す
る
機
は
上
根
ナ
レ
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ド
モ
皆
、
是
れ
往
生
を
願
う
凡
夫
の
為
に
し
て
、
別
に
此
土
入

聖
の
機
の
為
に
非
ず
。
只
、
是
れ
散
機
に
望
め
て
更
に
定
機
の

為
に
説
き
玉
ウ
な
り
。
扨
、
比
の
発
起
の
縁
起
は
、
発
起
序
の

下
に
委
く
之
れ
を
弁
ず
べ
し
。 

　

二
に
所
説
の
大
猷
と
は
、
猷
は
道
な
り
。『
大
部
補
注
』
一

に
云
わ
く
、「
猷
の
字
、
道
と
訓
ず
な
り 8 

」。『
玄
応
音
義
』

七
に
云
わ
く
、「
方
言
、
に
東
斉
に
は
道
を
謂
い
て
猷
と
曰
う

や 9 

」。『
詩
経
』
の
「
小
雅
巧
言
」
の
篇
に
曰
わ
く
、「
大
い

な
る
猷
を
、
聖
人
、
之
れ
を 

莫さ
だ

む 10 
」。『
集
註
』
に
云
わ
く
、

「
猷
は
道
な
り
。
莫
は
定
な
り 11 

」。
今
は
一
経
の
大
綱
な
り
。

即
ち
、
此
の
『
経
』
の
所
説
の
大
道
筯
を
云
う
が
所
説
の
大
猷

な
り
。
爾
る
に
、
大
猷
・
大
綱
・
大
意
、
皆
、
義
を
同
ず
。
謂

わ
く
此
の
『
経
』、
定
善
十
三
観
、
散
善
九
品
な
り
。
定
・
散

二
善
を
廻
し
て
、
安
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
。
是
れ

此
の
『
経
』
の
大
道
筯
な
り
。
中
に
於
き
て
定
善
の
一
門
は
、

韋
提
の
致
請
、
散
善
の
一
門
は
、
是
れ
仏
の
自
説
な
り
。
扨
、

韋
提
の
請
に
依
り
て
定
善
を
説
き
た
ま
う
時
、
其
の
定
善
の
中

に
依
・
正
有
り
。
依
の
中
に
真
・
仮
・
通
・
別
有
り
。
日
・
水

両
観
は
、
仮
依
。
地
観
已
下
は
、
真
依
。
華
座
は
別
依
、
余
の

六
は
通
依
な
り
。
第
八
已
下
は
、
正
報
観
な
り
。
亦
た
、
真
・

仮
・
通
・
別
有
り
。
第
八
・
第
九
は
、
別
正
報
。
第
十
已
下
は
、

通
正
報
。
別
正
報
の
中
、
第
八
像
観
は
仮
正
報
、
第
九
真
身
観

は
、
真
正
報
な
り
。
扨
、
三
輩
観
の
中
に
九
品
を
説
き
た
ま
う
。

中
に
於
き
て
上
中
六
品
に
は
万
行
往
生
を
説
き
て
、
下
三
品
に

随
自
意
の
念
仏
を
説
き
た
ま
う
。
此
の
散
善
九
品
は
、
如
来
大

悲
、
請
せ
ざ
る
に
自
ら
之
れ
を
説
き
た
ま
う
な
り
。

　
［532b

］
三
に
宗
体
の
定
判
と
は
、
宗
は
尊
な
り
。
一
部
の

崇
む
所
を
宗
と
曰
う
。
体
は
法
体
。
一
部
の
所
詮
を
体
と
曰
う
。

定
と
は
、
決
定
。
判
と
は
判
断
な
り
。
之
れ
に
就
き
て
鸞
師

と
宗
家
と
少
異
有
り
。
鸞
師
は
宗
即
ち
体
の
意
な
り
。『
浄
土

論
』
の
意
は
、
体
を
定
む
る
時
、
如
来
の
名
号
を
も
ち
て
体
と

す 12 

。
宗
家
は
爾
ら
ず
。
宗
体
各
別
な
り
。
謂
わ
く
、
宗
と

は
一
経
の
尊
む
所
を
宗
と
す
。
即
ち
是
れ
本
願
名
号
な
り
。
体

と
は
宗
の
帰
す
る
所
、
則
ち
是
れ
往
生
浄
土
を
体
と
す
。
是
の

故
に
宗
家
の
意
、
念
仏
を
宗
と
し
往
生
を
体
と
す
る
な
り
。
然

る
に
此
の
『
経
』
は
一
経
両
宗
な
り
。
定
善
十
三
に
は
観
仏
三
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昧
を
宗
と
し
、
散
善
九
品
に
は
念
仏
三
昧
を
宗
と
す
。
両
宗
有

り
と
雖
も
同
じ
く
往
生
浄
土
を
体
と
す
。
爾
る
に
両
宗
の
中
、

観
仏
三
昧
は
、
但
、
是
れ
定
善
の
中
の
宗
な
り
。
念
仏
三
昧
は
、

唯
、
散
善
の
中
に
於
き
て
宗
と
す
る
の
み
に
非
ず
、
定
善
の
中

に
も
亦
た
宗
と
す
。
故
に
此
の
『
経
』
の
第
九
観
に
「
光
明
徧

照 13 

」
等
と
説
き
、『
釈
』
に
は
「
又
た
此
の
『
経
』
の
定
・

散
の
文
の
中
に
、
唯
、
名
号
を
専
念
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
る

こ
と
を
標
す 14 

」
と
云
え
り
。
是
れ
仏
の
随
自
意
ナ
レ
バ
な

り
。
爾
れ
ば
、
文
は
散
善
に
在
り
と
雖
も
、
義
は
両
処
に
通
ず
。

応
に
知
る
べ
し
委
し
く
は
下
に
至
り
て
弁
ず
べ
し
。
爾
る
に
観
仏
三
昧
は
狭
く
、
念
仏
三

昧
は
広
し
。
サ
レ
バ
定
・
散
二
善
、
法
、
広
シ
ト
云
エ
ド
モ
、
定

善
は
随
他
意
、
廃
の
為
に
説
き
、
散
善
は
随
自
意
、
立
の
為
に

説
き
給
ウ
な
り
。
所
詮
、
今
『
経
』
ニ
テ
云
ワ
バ
、
体
と
は
宗

の
帰
す
る
所
ナ
レ
バ
、
一
経
の
趣
く
所
、
即
ち
往
生
浄
土
な
り
。

宗
家
の
宗
旨
門
の
釈「
玄
義
」五
紙
に
曰
わ
く
、「
今
、
此
の『
観
経
』

は
、
即
ち
観
仏
三
昧
を
以
ち
て
宗
と
し
、
亦
た
念
仏
三
昧
を
以

ち
て
宗
と
す
。
一
心
に
回
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
を
体
と
す 

15 

」
已
上
。 
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］
四
に
蔵
教
の
所
摂
と
は
、
蔵
と
は
、
二
蔵
。
教
と

は
、
二
教
。
然
る
に
声
・
菩
二
蔵
、
漸
・
頓
二
教
の
中
に
は
何

れ
に
摂
属
す
る
や
と
云
う
ト
キ
、
今
、
此
の
『
経
』
は
二
蔵
の

中
に
は
菩
薩
蔵
、
即
ち
大
乗
の
摂
な
り
。
宗
家
并
び
に
諸
師
の

釈
、
皆
、
同
じ
く
然
な
り
。
知
る
所
以
は
、
凡
そ
、
小
乗
経
の

中
に
は
浄
土
を
明
さ
ず
。
爾
る
に
此
の
『
経
』
は
専
ら
一
切
凡

夫
、
浄
土
に
往
生
し
生
じ
已
り
て
、
必
ず
菩
提
に
至
る
を
説
く
。

知
り
ぬ
、
是
れ
大
乗
菩
薩
蔵
な
る
こ
と
を
。
故
に
『
経
』
先
づ
、

大
乗
な
り
。
其
の
大
乗
の
中
に
漸
・
頓
二
教
有
り
。
歴
劫
修
行

し
て
方
に
生
死
を
出
づ
る
を
名
づ
け
て
漸
教
と
す
。
速
疾
に
頓

成
す
る
を
名
づ
け
て
頓
教
と
す
。
然
る
に
浄
土
門
の
行
は
、
一

形
・
十
念
に
生
死
を
出
離
し
即
ち
往
生
を
得
。
速
か
に
菩
提
を

証
す
。
故
に
知
る
、
此
の
「
経
」
は
亦
た
是
れ
頓
教
な
り
。
凡

そ
教
相
を
立
つ
る
に
我
が
宗
に
於
き
て
、
三
師
の
所
立
の
名
目
、

各
お
の
異
な
り
。
爾
る
に
二
蔵
と
立
つ
る
は
善
導
の
御
義
な
り
。

此
の
名
目
、
源
、
三
論
宗
に
立
つ
る
所
な
り
。
則
ち
善
導
の
本

宗
な
る
が
故
に
、
本
宗
の
名
目
を
借
り
て
一
代
を
判
じ
た
ま
う

な
り
。「
玄
義
分
」
六
紙
に
云
わ
く
、「
問
う
て
曰
く
此
の
『
経
」
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は
二
蔵
の
中
に
は
何
れ
の
蔵
に
摂
し
、
二
教
の
中
に
は
何
れ
の

教
に
収
む
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
今
、
此
の
『
観
経
』
は
菩
薩

蔵
に
収
む
。
頓
教
の
摂
な
り 16 

」。『
般
舟
讃
』
三
紙
に
云
わ
く
、

「『
観
経
』『
弥
陀
経
』
等
の
説
は
即
ち
是
れ
頓
教
菩
薩
蔵
な
り 

17 

」
と
。
扨
、
我
が
宗
の
頓
は
、
頓
と
言
う
と
雖
も
、
聖
道

の
頓
に
異
な
り
。
浄
土
宗
の
頓
教
を
明
さ
ば
、
単
妄
の
凡
夫
、

信
仏
の
因
縁
に
依
り
て
、
智
愚
を
論
ぜ
ず
、
貴
賎
を
簡
ば
ず
、

正
・
像
・
末
法
を
隔
て
ず
、
罪
障
の
軽
重
を
論
ぜ
ず
、
五
逆
も

一
声
称
念
す
れ
ば
、
即
ち
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て
、
終
に

無
生
を
開
悟
す
。
豈
に
頓
教
の
中
の
頓
教
に
非
ず
や
。
聖
道
も

頓
教
ナ
レ
ド
モ
、
機
に
蒙
る
時
、
断
惑
に
拘
る
が
故
に
、
奪
い

て 
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］
之
れ
を
言
う
時
は
、
頓
中
の
漸
と
云
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
。

浄
土
門
の
意
は
、
不
断
煩
悩
得
涅
槃
分
の
故
に
、「
如
弾
指
頃

即
生
彼
国 18 

」
と
説
き
、
亦
た
、「
如
一
念
頃 19 

」・「
屈
伸
臂

頃 20 

」
等
と
説
く
。
頓
中
の
頓
な
り
。
故
に
、
開
祖
大
師
『
漢

語
灯
』
一
巻
、『
大
経
釈
』
三
紙
、
釈
し
て
云
わ
く
、「
天
台
・
真
言
、
皆
、

頓
教
と
名
づ
く
。
然
れ
ど
も
、
彼
は
断
惑
証
理
の
故
に
、
猶
お

是
れ
漸
教
な
り
。
未
断
惑
の
凡
夫
、
直
ち
に
三
界
の
長
夜
を
出

過
す
る
こ
と
を
明
す
こ
と
は
、
偏
に
是
れ
、
此
の
教
な
り
。
故

に
此
の
教
を
以
ち
て
、
頓
中
の
頓
と
す
る
な
り 21 

」
已
上
。
又

た
、
菩
薩
蔵
と
は
、
因
に
約
す
れ
ば
菩
薩
蔵
、
果
に
臨
む
れ
ば

実
に
仏
蔵
と
云
ワ
ル
ヽ
ナ
リ
。
然
れ
ば
則
ち
、
此
の
『
経
』
に

菩
薩
蔵
を
説
く
に
、
頓
中
の
頓
を
説
く
が
故
に
「
頓
教
菩
薩
蔵 

22 

」
と
云
う
な
り
。
上
来
、
大
意
、
畢
る
。 

　

第
二
に
題
名
を
釈
せ
ば
、
此
れ
亦
た
、
二
有
り
。
先
づ
経
題

を
釈
し
、
次
に
翻
訳
の
三
蔵
を
弁
ず
。

　

初
め
に
経
題
を
釈
す
と
は
、
此
の
題
、
異
本
、
不
同
な
り
。

今
の
題
は
、『
貞
元
入
蔵
録
』
に
出
づ 23 

。
天
台
・
浄
影
・
道

綽
・
法
常
・
竜
興
・
道
誾
等
の
師
、
依
用
の
経
本
な
り
。
亦
た

『
仏
説
無
量
寿
観
経
』
と
云
う
は
、
是
れ
竜
樹
『
菩
提
心
論
』
七
紙 24 

・
曇
鸞
・
嘉
祥
・
妙
楽
『
弘
决
』
一
之
二
巻
、
四
十
六
紙 25 

・
法
照
『
五
会
讚
』

末
、
十
六
紙 26 

・
宗
家
等
の
師
、
依
用
の
経
本
な
り
。
只
、
是
れ
各

お
の
所
覧
の
本
に
依
り
て
、
更
に
別
本
に
非
ざ
る
な
り
。
又
た
、

天
台
所
覧
の
本
に
は
、『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
』と
云
う
。
嘉
祥・

宗
家
の
所
覧
に
は
「
仏
」
の
字
无
し
。
然
る
に
、「
観
」
の
字
、

上
に
在
る
は
、
能
観
の
観
に
し
て
、
亦
た
、
所
観
の
法
に
通
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ず
。「
観
」
の
字
、
下
に
在
る
は
、
唯
、
所
観
の
法
な
り
。
上

に
在
る
は
活
字
、
下
に
在
る
は
死
字
な
り
已
上
。 

『
玄
記
』
三
巻
、
十
八

紙 27
。
爾
れ
ば
「
観
」
の
［534a

］
一
字
は
能
観
の
観
智
、「
無

量
寿
」
の
三
字
は
所
観
の
境
な
り
。
又
た
、
宗
家
の
所
覧
の
本

に
は「
一
巻
」の
二
字
有
り
。
是
れ
宗
家
所
覧
の
本
に
局
る
な
り
。

●
仏
と
は
、
能
説
の
教
主
、
釈
迦
な
り
。
即
ち
一
切
如
来
の
通

号
に
し
て
、
諸
仏
に
通
ず
と
雖
も
、
此
れ
、
通
を
挙
げ
て
別

を
顕
す
。
爾
る
に
通
号
を
以
ち
て
別
人
に
被
ら
し
む
る
こ
と
は
、

三
千
世
界
に
一
仏
出
世
し
て
、
二
仏
、
相
い
並
ぶ
こ
と
無
き
が

故
に
、
通
号
の
「
仏
」
を
以
ち
て
別
し
て
釈
迦
を
顕
す
な
り
。

此
の
釈
迦
仏
に
局
ら
ず
、
惣
じ
て
辟
支
仏
出
世
も
、
唯
、
一

仏
に
し
て
、
二
仏
無
し
是
れ
、
麟
喩
独
覚
な
り
。
部
行
独
覚
に
非
ず
。
扨
、
釈

迦
仏
は
是
れ
娑
婆
の
教
主
な
る
が
故
に
、
通
号
を
呼
ぶ
と
雖
も
、

他
仏
に
非
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
若
し
、
他
方
の
仏
に
は
、

必
ず
須
く
別
号
を
呼
ぶ
べ
し
。
元
祖
大
師
、『
三
部
経
』
御
講

談
の
時
、
師
の
云
わ
く
、「
此
の
菴
室
に
於
き
て
呼
び
て
御
房

と
云
う
は
、
此
れ
源
空
を
指
す
。
若
し
他
人
を
呼
べ
ば
、
某
甲

と
云
う
べ
き
な
り
」『
序
記
』
一
巻
、
廿
七
紙 28 

。『
西
宗
要
』
四
巻
、
十
一
紙 29 

。
今
、
通
号
を
以
ち
て
別
号
を
顕
す
。
乃
ち
此
の
意
な
り
。
扨
、

「
仏
」
は
梵
語
の
略
、
具
に
は
仏
陀
と
云
う
。
此
に
翻
じ
て
覚

と
云
う
。
解
釈
常
の
如
し 30 

。
即
ち
三
身
相
即
の
応
身
仏
な
り

『
十
八
通
』
第
五
重 31 

。
扨
、
人
法
を
分
別
せ
ば
、
仏
は
是
れ
能
説
の

人
、
観
無
量
寿
は
是
れ
所
説
の
法
な
り
尚
お
、
具
に
次
の
無
量
寿
の
処
に
至

り
て
弁
ず
べ
し
。

●
説
と
は
、
説
法
な
り
。
爾
る
に
六
塵
に
通
ず
。
若
し
、
眼

根
、
利
な
る
者
に
は
色
塵
説
法
を
も
て
之
れ
を
示
す
乃
至
、
意

根
、
利
な
る
者
に
は
法
塵
説
法
を
も
て
之
れ
を
化
す
。
然
る
に

今
、
此
に
「
説
」
と
云
う
は
、
口
音
に
陳
唱
す
。
故
に
名
づ
け

て
「
説
」
と
す
と
云
い
て
、
六
塵
の
中
に
は
声
塵
説
法
ナ
リ
。

即
ち
、
四
弁
八
音
の
声
を
以
ち
て
口
に
陳
ぶ
る
を「
説
」と
曰
う
。

爾
る
に
六
塵
の
中
に
別
し
て
声
塵
説
法
ナ
ル
事
は
、
此
土
は
耳

根
、
利
ナ
ル
ガ
故
に
、
偏
に
声
塵
を
用
ゆ
。
此
の
南
閻
浮
提
は

多
く
是
れ
、
耳
根
［534b

］、
利
ナ
レ
バ
、
唯
、
音
声
を
以
ち

て
説
法
し
給
う
。
但
し
、
少
分
は
六
塵
説
法
有
り
。
扨
、
此
の

「
説
」
の
字
、
縦
容
不
定
に
し
て
能
説
所
説
に
通
ず
。
謂
わ
く
、

「
仏
、
説
き
た
ま
う
観
無
量
寿
経
」と
読
む
時
は
、
能
説
に
し
て
、
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即
ち
仏
に
カ
ヽ
ル
。
若
し
、「
仏
に
説
か
る
る
観
無
量
寿
経
」

と
訓
ず
る
時
は
、
所
説
に
し
て
、
即
ち
仏
の
為
に
説
か
る
る
法

と
ナ
ル
な
り
。

●
観
と
は
、
宗
家
、
釈
し
て
云
わ
く
、「
観
と
言
う
は
、
照
な
り
。

常
に
浄
信
心
の
手
を
以
ち
て
、
以
ち
て
智
恵
の
輝
き
を
持
ち
て
、

彼
の
弥
陀
依
正
等
の
事
を
照
ら
す 32 

」
已
上
。
凡
そ
観
に
就
き

て
、
観
矚
・
観
知
・
観
行
の
三
種
有
り
。
今
、
正
に
観
行
な
り
。

一
に
観
矚
と
は
、
謂
わ
く
、
眼
、
色
を
見
る
が
如
く
、
色
を
観

照
す
。
色
境
に
矚
対
す
る
に
、
顕
現
分
明
に
し
て
、
推
度
無
き

が
故
に
、
是
れ
、
現
量
性
境
の
所
収
な
り
現
量
と
は
、
无
分
別
を
以
ち
て

境
を
有
り
様
に
縁
ず
。
喩
え
ば
、
松
は
松
、
竹
は
竹
と
縁
ず
る
を
現
量
と
名
づ
く
る
な
り
。
性
境

と
は
、
真
実
境
と
云
フ
こ
と
な
り
。
実
の
種
従
り
生
じ
て
実
の
体
用
有
り
。
実
の
体
用
と
は
、
色

香
味
触
の
四
塵
に
し
て
、
云
ワ
バ
、
香
ニ
ハ
好
香
・
悪
香
の
香
の
用
ア
リ
。
味
に
甘
辛
等
の
用

ア
ル
ガ
如
キ
、
是
れ
、
性
境
ト
云
う
な
り
。『
経
』
に
「
厳
顕
に
し
て
観
つ
べ

し 33 

」
と
云
い
、
又
た
、「
遠
く
観
る
こ
と
能
わ
ず 34 

」
と

云
う
、
是
れ
な
り
。
二
に
観
知
と
は
、
解
知
し
、
謂
わ
く
、
衆

相
を
藉
り
て
義
を
観
る
、
是
れ
、
散
の
比
量
知
、
境
を
了
す
る

を
観
と
名
づ
く
比
量
知
と
は
、
比
度
し
て
境
を
縁
ず
る
に
、
境
に
契
う
を
比
量
と
名
づ
く
。

喩
え
ば
煙
を
見
て
其
の
下
に
火
有
り
と
知
る
が
如
き
、
火
の
体
、
顕
現
せ
ず
と
雖
も
、
煙
、
决
定

し
て
火
を
有
す
る
法
な
る
が
故
に 35 

煙
を
以
ち
て
比
知
す
る
を
比
量
知
と
云
う
な
り
。「
序

分
義
」
に
、「
如
来
の
観
知
、
歴
々
了
然 36 

」
と
云
え
る
、
是

れ
な
り
。
三
に
観
行
と
は
、
謂
わ
く
、
今
の
十
三
観
等
、
即
ち

是
れ
な
り
。
此
の
観
行
と
云
う
ハ
、
即
ち
観
察
ナ
リ
。
凡
そ
観

察
と
は
、
自
識
の
上
に
向
か
い
て
、
安
摸
建
立
し
て
、
境
の
分

斉
を
伺
察
し
推
尋
す
る
な
り
。
然
る
に
今
の
観
行
は
眼
に
色
を

見
、
心
に
思
想
分
別
の
思
い
浮
ぶ
る
等
は
亦
た
観
矚
・
観
知
の

類
ト
モ
云
う
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
観
矚
・
観
知
は
、
其
の
位
、
散
に

し
て
共
相
の
境
を
取
る
自
相
・
共
相
と
は
、
若
し
法
の
自
に
限
り
て
他
に
通
ぜ
ざ
る

分
を
自
相
と
す
。
若
し
法
の
自
に
限
ら
ず
他
の
上
の
相
に
貫
通
す
る
を
共
［535a

］
相
と
名

づ
く
。
喩
え
ば
己
が
貎
は
自
相
、
寄
り
合
う
貎
は
共
相
な
り
。
又
た
松
の
木
・
杉
の
木
等
は
自
相
、

林
は
共
相
ナ
リ
。
今
の
観
行
は
、
未
至
等
の
定
に
依
り
て
、
定
中
に

境
を
見
る
を
観
行
と
曰
う
。
即
ち
心
観
に
し
て
能
観
の
心
に
約

す
。
是
れ
、
定
に
局
る
が
故
に
。『
釈
』
に
云
わ
く
、「
定
は
即

ち
慮
を
息
め
て
以
ち
て
心
を
凝
ら
し
、
散
は
即
ち
悪
を
廃
し
以

ち
て
善
を
修
す 37 

」
と
。
故
に
当
流
の
意
、
三
が
中
に
は
観

行
な
り
未
至
と
中
間
と
四
根
本
禅
と
は
、
四
禅
四
空
の
八
定
の
本
地
の
定
を
根
本
定
と
名
づ
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く
。
根
本
に
至
ら
ん
と
す
る
に
、
加
行
の
心
を
起
こ
す
を
近
分
定
と
名
づ
く
。
此
の
四
禅
四
空
の

近
分
ナ
レ
バ
、
八
近
分
有
り
。
此
の
八
近
分
の
中
、
初
禅
の
近
分
を
未
至
定
と
名
づ
く
。
次
に
初

禅・二
禅
の
間
の
定
を
中
間
禅
と
名
づ
く
。
次
に
四
根
本
禅
な
り
。
已
上
を
観
道
の
依
地
と
す
。『
玄

記
』
三
巻
、
八
紙 38 

。『
鈔
』
十
三
巻
、
三
十
二
紙 39 

。
扨
、
観
の
体
は
別
境
の

恵
な
り
。
此
の
恵
、
定
中
に
法
体
と
契
い
て
境
を
照
ら
す
を
観

と
曰
う
。

●
無
量
寿
と
は
、
宗
家
の
意
は
、
所
観
の
境
な
り
『
玄
記
』
三
巻
、

卅
二
紙 40 

。
所
観
の
中
に
於
き
て
、
亦
た
人
・
法
を
分
別
す
。
謂

わ
く
、
无
量
寿
は
是
れ
所
覚
の
法
な
り
。
則
ち
仏
所
具
の
功
徳

を
呼
び
顕
す
。
故
に
法
に
配
属
す
。
仏
は
是
れ
、
能
覚
の
人
な

り
。
故
に
人
法
並
彰
の
題
な
り
。
宗
家
所
覧
の
本
に
は
、「
仏
」

の
字
無
し
と
雖
も
天
台
所
覧
の
本
に
は
『
無
量
寿
仏
経
』
と
云
う
、
要
行
を
顕

さ
ん
が
為
に
、
南
無
仏
の
三
字
を
加
え
て
而
も
人
・
法
を
分
別

す
。
又
た
、
仏
自
唱
の
題
及
び
有
る
経
本
に
は
、
皆
、「
仏
」

の
字
を
兼
ね
た
り
。
人
法
並
彰
、
茲
に
於
き
て
顕
然
た
り
。
又

た
、
仏
は
能
具
の
人
な
り
。
無
量
寿
は
所
具
の
法
な
り
。
実
に

は
無
量
の
徳
を
具
足
す
と
雖
も
、
今
、
万
徳
の
中
、
且
く
一

徳
を
挙
げ
て
無
量
寿
と
云
う
。
凡
そ
衆
生
の
楽
欲
す
る
所
、
唯
、

寿
に
在
り
。
生
霊
の
重
く
す
る
所
、
寿
に
過
ぎ
た
る
は
無
し
。

七
珍
万
宝
、
皆
、
寿
の
為
な
り
。『
心
地
観
経
』「
厭
捨
品
」
に

云
わ
く
、「
当
に
知
る
べ
し
、
衆
宝
の
中
に
は
命
宝
を
最
と
す
。

若
し
存
命
は
、
是
れ
無
価
の
寳
な
り 41 

」
と
。
爾
れ
ば
寿
は

万
徳
の
所
依
な
り
。
能
依
の
万
徳
、
有
り
と
雖
も
、
所
依
の
寿

無
き
と
き
は
、
則
ち
万
徳
、
徒
ら
に
成
る
。
故
に
寿
の
一
徳
を

挙
ぐ
る
の
み
。
又
た
、
綽
禅
師
『
安
楽
集
』、「
仏
は
是
れ
人
の
名
、

説
観
無
量
寿
は
是
れ
［535b

］
法
の
名
な
り 42 

」。
惣
題
に
就

き
て
能
説
・
所
説
に
約
し
て
人
・
法
を
分
別
す
。
宗
家
は
所
説

に
就
き
て
以
ち
て
人
・
法
を
分
か
つ
。
各
お
の
一
途
に
拠
る
な

り
。
扨
、
宗
家
の
意
、
所
観
の
無
量
寿
の
中
に
仏
の
字
を
含
み

て
無
量
寿
仏
と
云
う
。
正
報
を
挙
げ
て
依
報
并
び
に
徒
衆
を
も

摂
す
と
知
る
べ
し
。
然
ら
ば
、
無
量
寿
の
中
に
依
報
并
び
に
徒

衆
を
も
有
す
る
か
と
云
う
時
、
当
体
、
直
ち
に
有
り
と
云
う
に

は
非
ず
。 

只
、
無
量
寿
の
中
に
摂
す
と
見
る
な
り
。
其
の
由

は
、
此
の
『
経
』
は
観
仏
を
主
と
す
る
が
故
に
、
若
し
経
宗
に

拠
り
て
諸
観
相
従
し
て
見
る
時
、
無
量
寿
の
名
も
依
報
・
徒
衆

に
相
従
す
。
是
れ
無
量
寿
の
国
土
、
無
量
寿
の
徒
衆
な
る
が
故
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に
、
是
を
以
ち
て
仏
観
の
文
の
中
に
独
り
念
仏
三
昧
と
名
づ
く

る
な
り
。 

惣
題
は
、
略
を
尊
む
が
故
に
、
翻
訳
の
三
蔵
、
只
、

正
報
を
挙
げ
て
依
報
を
摂
す
。
此
の
如
く
、
之
れ
を
置
く
。
其

の
所
観
を
開
す
る
時
、
自
ら
依
報
有
り
、
徒
衆
有
り
。
故
に
仏
、

自
唱
の
題
に
は
、
具
に 

此
の
『
経
』
を
「
観
極
楽
国
土
無
量

寿
仏
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
」と
名
づ
く
と
云
え
り『
玄
記
』三
巻
、

廿
一
紙
、
卅
三
紙
意 43 

。
之
れ
に
依
り
て
立
ち
還
り
て
所
観
の
境
を

云
う
時
に
、
此
の
無
量
寿
の
中
に
広
く
依
正
・
通
別
・
真
化
等

の
義
を
釈
す
べ
き
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
無
量
寿
を
所
観
の
境

と
見
て
、
所
観
の
語
が
広
く
依
正
等
に
通
ず
と
知
る
べ
き
な
り
。

又
た
、
天
台
の
意
は
、
正
を
挙
げ
て
依
を
収
め
、
主
を
挙
げ
て

伴
を
包
む
る
な
り
。
問
う
。
観
仏
念
仏
は
是
れ
一
経
の
宗
旨
、

首
題
の
名
字
は
、
亦
た
一
部
の
嘉
号
な
り
。
今
『
経
』
の
題
名
、

両
三
昧
を
含
む
べ
し
、
斥
く
る
に
、
只
、
観
無
量
寿
と
云
わ
ば
、

一
部
の
惣
名
、
何
ぞ
散
善
を
漏
ら
さ
ん
。
答
う
。
凡
そ
、
諸
経

論
の
立
題
、
宜
き
に
随
い
て
不
定
な
り
。
或
い
は
、
人
を
取
り

て
法
を
略
す
。『
提
謂
経
』
の
如
し
。
或
い
は
、
唯
、
喩
を
挙

げ
て
名
と
す
。『
大
雲
経
』
の
如
し
。
或
い
は
、
始
め
に
従
り

て
終
り
を
略
す
。 ［536a

］『
法
華
』「
提
婆
品
」、
竜
樹『
中
観
論
』

の
如
し
『
中
観
論
』
廿
七
品
の
中
、
前
の
廿
五
品
は
、
中
道
を
明
し
、
後
の
「
因
縁
」・「
破
我
」

の
二
品
は
小
乗
な
り
。「
提
婆
品
」
は
、
始
め
に
は
提
婆
弘
経
の
因
縁
を
説
く
。
終
り
に
は
、
竜

女
成
仏
の
事
を
明
す
。
此
れ
始
め
に
約
し
て
名
を
立
つ
。
或
い
は
、
終
り
に
従
い

て
始
め
を
略
す
。「
譬
喩
品
」・「
化
城
喩
品
」
の
如
し
「
化
城
喩
品
」

は
、
始
め
に
、
大
通
、
宿
世
の
因
縁
を
説
く
。
終
り
に
三
百
由
旬
化
城
寳
所
を
説
く
。「
譬
喩
品
」

は
、
始
め
に
は
法
説
の
四
段
を
説
く
。
終
に
三
車
火
宅
の
譬
喩
を
説
く
。
此
れ
、
終
り
に
約
し
て

名
を
立
つ
。
是
の
如
く
、
題
名
一
凖
な
ら
ず
。
今
、
致
請
答
請
の

一
辺
に
依
り
て
、
題
名
を
立
つ
。
散
善
九
品
に
は
預
か
ら
ず『
玄

記
』
三
巻
、
廿
紙
、
四
十
六
紙
、
已
下 44 

。
況
や
、
今
題
は
仏
自
唱
に
准
じ

て
、
但
、
定
善
に
局
り
て
散
善
に
通
ぜ
ず
。
サ
レ
バ
畢
竟
、
無

量
寿
を
観
ず
る
経
な
り
。 

問
う
。
若
し
、
観
名
、
散
に
通
ぜ

ず
と
言
わ
ば
、
何
ぞ
三
輩
を
誥
し
て
、
同
じ
く
想
観
と
名
づ
く

る
や
。
答
う
。「
祖
師
の
云
わ
く
、
此
の
『
経
』
は
、
便
ち
答

請
に
因
り
て
散
善
を
開
く
。
故
に
定
観
に
相
従
し
て
後
の
三

輩
も
亦
た
観
の
名
を
立
つ 45 

」『
玄
記
』
三
巻
、
四
十
七
紙 

。
爾
る
に
、

仏
自
唱
の
題
も
経
の
首
題
も
倶
に
観
の
上
に
て
名
を
立
つ
る
が

故
に
散
善
に
亘
ら
ず
。
之
れ
に
依
り
て
諸
師
多
く
十
六
皆
定
と
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存
す
。
元
祖
相
伝
相
従
の
義
、
仰
ぎ
て
信
ず
ベ
シ
。

●
経
と
は
、
経
な
り
。
仏
能
詮
は
、
言
句
四
弁
八
音
の
タ
テ
ニ

経
と
は
、
字
義
に
非
ず
。
仏
言
を
指
し
て
、
音
、
経
と
曰
う
な
り
、
定
散
の
緯
を
入

る
時
、
定
散
の
機
、
各
お
の
之
れ
を
取
り
て
往
生
浄
土
を
依
服

ト
ナ
シ
テ
、
五
濁
・
五
苦
・
八
苦
の
寒
気
を
防
ぐ
ナ
リ
。
宗
家

の
釈
に
云
わ
く
、「
経
と
言
う
は
、
経
な
り
。 

経た
て

、
能
く 

緯ぬ
き

を
持
し
て
匹
丈
を
成
す
る
こ
と
を
得
て
、
其
の
丈
用
有
り
。
経
、

能
く
法
を
持
し
て
、
理
事
相
応
し
、
定
散
、
機
に
随
い
て
義
、

零
落
せ
ず 46 

」
と
已
上
。

　

次
に
翻
訳
の
三
蔵
を
弁
ず
と
は
、

●
宋
は
、
秦
・
漢
・
魏
・
晋
・
宋
の
宋
に
し
て
、
斎
・
梁
・
陳
・

隋
・
唐
・
宋
の
宋
に
非
ざ
る
な
り
。

●
元
嘉
と
は
、
宋
の
第
三
主
、
文
帝
の
年
号
な
り
。
治
世
元
年

［536b

］甲
子
の
歳
。
日
本
第
廿
代
、
允
恭
帝
十
三
年
に
当
た
る
。

如
来
滅
後
一
千
三
百
七
十
三
年
な
り
。
宝
永
第
四
丁
亥
の
年
に

至
り
て
千
二
百
八
十
九
年
に
成
る
な
り
。

●
畺
良
耶
舎
と
は
、
梁
の
『
僧
伝
』
第
三
廿
二
紙
に
云
わ
く
、「
畺

良
耶
舎
、
此
に
は
時
称
と
云
う
。
西
域
の
人
な
り
。
性
、
剛
直

に
し
て
、
嗜
欲
、
寡
し
。
善
く
阿
毘
曇
を
誦
し
、
博
く
律
部

に
渉
り
、
其
の
余
の
諸
経
、
該
綜
す
る
所
多
し
。
三
蔵
兼
ね
明

す
と
雖
も
、
禅
門
を
以
ち
て
業
を
専
に
す
。
一
た
び
禅
観
す
る

毎
に
、
或
い
は
七
日
起
た
ず
。
常
に
三
昧
正
受
を
以
ち
て
諸
国

を
伝
化
す
。
元
嘉
の
初
め
を
以
ち
て
遠
く
沙
河
を
冐
し
、
京
邑

に
萃
ま
る
。
太
祖
文
皇
、
深
く
歎
異
を
加
う
。
初
め
鐘
山
の
道

林
精
舎
に
止
ま
る
。
沙
門
宝
誌
、
其
の
禅
法
を
崇
む
。
沙
門
僧

含
、
請
い
て
『
薬
王
薬
上
』、
及
び
『
無
量
寿
観
』
を
訳
す
。
含
、

即
ち
筆
受
す
。
此
の
二
経
は
是
れ
転
障
の
秘
術
、
浄
土
の
洪
因

な
る
を
以
ち
て
の
故
に
沈
吟
嗟
味
し
て
宋
国
に
流
通
す
。
平
昌

の
孟
顗
、
風
を
承
け
て
欽
敬
し
、
資
給
豊
厚
な
り
。
顗
、
出
で

て
会
稽
に
守
た
り
。
固
請
す
れ
ど
も 

去ゆ

か
ず
。
後
、
移
り
て

江
陵
に
憇
う
。
元
嘉
十
九
年
、
西
の
か
た
岷
蜀
に
遊
ぶ
。
処
処

に
道
を
弘
め
、
禅
学
、
群
を
成
す
。
後
、
還
り
て
江
陵
に
卒
す
。

春
秋
六
十
な
り 47 

」と
。
凡
そ
此
の『
経
』の
翻
訳
、
三
本
有
り
。

第
一
は
後
漢
の
時
、
此
の
『
経
』
を
訳
す
。
但
し
訳
人
の
名

を
失
す
。『
三
蔵
失
訳
記 48 

』
に
載
す
。
第
二
は
今
の
訳
本
な

り
。
第
三
は
罽
賓
国
の
曇
摩
訶
密
多
、
訳
す
。
是
れ
、
失
本
な
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り
。
前
後
両
本
は
並
び
に
是
れ
闕
本
な
り
。
唯
、
畺
良
耶
舎
の

本
の
み
現
に
世
に
在
り
『
玄
記
』
三
巻
、
五
十
六
紙 49 

。
扨
、
此
の
経
本
、

所
出
は『
歴
代
三
宝
記
』第
十
巻 50 

、『
内
典
録
』第
九［537a

］

巻 51 

、『
刊
定
録
』
三
巻 52 

、『
訳
経
図
記
』
第
三
巻 53 

、『
開

元
録
』
第
五
巻 54 
、『
貞
元
録
』
第
七
巻 55 

、
已
上
、
六
部
に

之
れ
を
載
す
。

●
訳
と
は
、「
訳
の
言
、
易
な
り
。
謂
わ
く
有
を
以
ち
て
其
の

無
き
所
に
易
う
る
が
故
に
、
此
の
方
の
経
を
以
ち
て
彼
の
土

の
法
を
顕
す
」『
名
義
集
』
一
巻
、
初
紙 56 

。『
礼
記
王
制
篇
集
註
』
五
巻
、
廿
八
紙 57

。

惣
じ
て
之
れ
を
言
わ
ば
、
中
国
に
四
方
ヱ
ビ
ス
ノ
語
を
通
ず
る

官
舎
ア
リ
。
是
れ
通
事
の
者
の
居
る
所
の
役
所
な
り
。
各
お
の

其
の
官
舎
に
居
り
四
方
の
語
を
通
ず
る
な
り
。
其
の
中
、
訳
と

は
北
方
の
官
舎
の
名
ナ
リ
。
東
方
を
寄
と
曰
い
、
南
方
を
象
と

曰
い
、
西
方
を
狄
鞮
と
曰
い
、
北
方
を
訳
と
曰
う
。
而
る
に
今
、

西
天
の
語
を
通
ず
る
が
故
に
、
狄
鞮
と
云
う
べ
き
を
訳
と
云
う

こ
と
は
、
是
れ
、
往
古
に
従
う
な
り
。
其
の
由
は
、
漢
の
世
に

多
く
北
狄
、
交
通
し
、
兼
ね
て
西
方
の
語
を
善
く
す
。
爾
る
に

漢
の
明
帝
の
時
、
摩
騰
・
竺
法
蘭
の
二
師
、
始
め
て
漢
土
に
来

り
て
『
四
十
二
章
経
』 58 

を
翻
ず
。
其
の
時
、
北
方
の
官
舎
に

北
狄
多
く
集
ま
り
居
り
て
、
兼
ね
て
西
方
の
語
に
通
ず
る
故
に
、

遂
に
彼
の
者
を
し
て
翻
ぜ
し
む
。
其
れ
ヨ
リ
已
後
、
皆
、
往
古

に
従
い
て
訳
と
云
う
な
り
。
官
舎
の
名
に
随
い
て
訳
と
云
う
ナ

リ
。
畢
竟
、
訳
は
易
に
て
、
胡
語
を
漢
語
に
易
う
る
意
ナ
リ
因

み
に
此
の
『
経
』、
説
時
の
次
、
下
の
「
一
時
」
の
処
に
具
に
之
れ
を
弁
ず
。
上
来
、
二

に
釈
名
、
畢
る
。

　

第
三
に
入
文
解
釈
。
諸
経
の
例
に
任
せ
て
、
序
・
正
・
流
通

の
三
段
を
分
別
す
。
先
づ
序
は
正
宗
の
与
に
由
と
す
。
正
宗
は

一
経
の
所
説
を
陳
ぶ
。
流
通
は
為
に
説
く
こ
と
既
に
周
く
、
所

説
を
以
ち
て
末
代
に
伝
持
し
遠
く
遐
代
に
流
通
せ
ん
と
欲
す

常
の
如
し
。
然
る
に
『
疏
』
の
意
、
今
『
経
』
に
五
門
を
分
別
す
。

謂
わ
く
序
・
正
・
得
益
・
流
通
・
耆
闍
会 59 

ナ
リ
。
若
し
具

に
之
れ
を
言
わ
ば
、
一
経
・
両
会
、
二
序
・
三
序
、
六
縁
・

七
縁
の
不
同
ア
リ
。
斯
の
如
き
の
義
は 

［537b

］ 

余
経
に
類
せ

ず
。
但
し
開
合
の
異
な
り
。
初
め
の
中
に
二
序
と
は
、
証
信
・

発
起
な
り
。
三
序
と
は
化
前
を
加
う
る
な
り
。
此
の
化
前
の
一

は
序
と
も
云
い
、
縁
と
も
云
わ
ル
ヽ
故
に
、
序
に
摂
す
れ
ば
三
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序
・
六
縁
な
り
、
縁
に
摂
す
れ
ば
二
序
・
七
縁
な
り
。
二
に
正

宗
は
定
散
二
善
な
り
。
三
に
得
益
分
。
四
に
流
通
は
、
流
通
と

付
属
と
の
二
を
合
し
て
共
に
流
通
と
為
す
。
五
に
耆
闍
会
。
此

れ
を
『
耆
闍
会
の
観
経
』
と
云
う
。
中
に
於
き
て
亦
た
三
分
有

り
。
是
れ
亦
た
流
通
に
属
す
。
上
来
、
不
同
有
り
と
雖
も
、
終

に
通
途
の
三
分
と
成
る
な
り
。
証
は
謂
わ
く
証
誠
証
拠
の
意
、
信

は
謂
わ
く
可
信
な
り
。
衆
、
之
れ
を
信
ず
可
し
、
之
れ
を
証
信

せ
し
む
る
意
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
阿
難
、
証
拠
人
と
為
る

が
故
に
、
一
会
の
大
衆
及
び
在
世
・
末
代
の
衆
生
、
皆
、
信
を

生
じ
て
、
此
の
『
経
』
を
信
ず
る
な
り
。
是
れ
能
信
は
大
衆
等
、

所
信
は
定
散
の
法
な
り
。
阿
難
、
仏
教
を
禀
承
し
て
、
末
代
に

伝
え
ん
と
欲
し
て
、
先
づ
衆
生
に
対
し
て
、「
是
の
如
き
の
法
は
、

我
れ
仏
に
従
い
て
聞
く
」
と
言
う
と
き
、
則
ち
可
信
を
証
誠
す

る
を
、
名
づ
け
て
証
信
と
す
。
此
の
証
信
、
伝
経
の
与
に
由
と

為
る
を
以
ち
て
序
と
名
づ
く
『
疏
』
並
び
に
浄
影
の
意
。『
序
記
』
一
巻
、
三
紙
、

十
七
紙 60 

。 

如
是
我
聞
と
は
、「
如
是
」
の
二
字
は
信
の
字
の
意
な
り
。「
カ

ク
ノ
ゴ
ト
キ
ヲ
」
ト
点
ズ
ベ
シ
。
即
ち
、
法
を
指
す
の
辞
な
り
。

謂
わ
く
、
正
宗
所
説
の
定
散
法
門
の
法
体
を
指
し
て
「
如
是
」

と
云
う
。
只
、
語
の
文
字
に
は
非
ず
。
所
説
の
法
門
は
毛
頭
、

阿
難
の
私
の
語
に
非
ず
。
皆
、
是
れ
、
如
来
金
口
の
説
法
ナ
リ

ト
云
う
意
な
り
。
此
れ
、
衆
生
に
信
を
生
ぜ
し
む
る
所
、
即
ち

仏
法
の
初
入
な
り
。
仏
法
の
大
海
に
は
信
を
も
ち
て
能
入
と
す
。

故
に
「
我
聞
」
の
二
字
は
証
の
字
の
意
な
り
。
其
の
由
は
、
阿

難
自
ら
如
来
に
従
い
て
聞
く
所
、
全
く
偽
な
ら
ざ
る
を
証
す
る

意
な
り
。
扨
、「
我
」
と
は
、
仏
法
の
［538a

］
中
に
は
我
無

し
。
我
と
言
う
と
雖
も
、
彼
の
外
道
の
神
我
諦
の
如
き
に
は
非

ず
。
今
は
唯
、
是
れ
阿
難
、
五
薀
の
仮
ナ
ル
者
を
指
し
て
我
と

云
う
。「
聞
」
と
は
、
阿
難
、
耳
根
、
識
を
発
し
て
如
来
金
口

の
声
境
を
取
る
。
是
れ
を
「
聞
」
と
云
う
常
の
如
し
。
扨
、「
如

是
我
聞
」
に
就
き
て
、『
疏
』
に
人
々
相
対
・
人
法
相
対
の
二

義
有
り
。
人
々
相
対
の
時
は
「
如
是
」
は
惣
じ
て
教
主
を
標
す
。

能
説
の
人
な
り
。「
我
聞
」
は
別
し
て
阿
難
を
指
す
。
能
聴
の

人
な
り
。
人
法
相
対
の
時
は
「
如
是
」
は
法
を
指
す
。
定
散
両

門
な
り
。「
我
聞
」
は
阿
難
を
指
す
。「
是
れ
仏
の
侍
者
に
し
て
、

常
に
仏
の
後
に
随
い
て
、
多
聞
広
識
な
り
。
身
、
座
下
に
臨
み
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て
、
能
く
聴
き
、
能
く
持
ち
て
、
伝
説
の
錯
り
無
き
こ
と
を
表

す 61 
」。
此
れ
等
の
義
は
皆
、
諸
経
に
亘
る
。
然
る
に
今
、
此

の
『
経
』
は
人
法
相
対
に
結
帰
ス
ル
な
り
。
謂
わ
く
、
是
の
如

き
定
散
の
法
を
王
宮
に
於
き
て
、
仏
に
従
い
て
、 

親ま
の
あた
り
聞
く

ト
云
う
意
な
り
。
発
起
序
と
は
、
仏
、
将
に
経
を
説
か
ん
と
す
。

先
づ
時
処
に
託
し
て
、
神
力
を
も
ち
て
、
衆
を
集
め
所
説
を
起

発
す
る
を
発
起
と
す
。
此
の
発
起
は
説
の
与
に
由
と
為
る
。
故

に
序
と
名
づ
く
浄
影
の
意 62 

。『
序
記
』
一
巻
、
三
紙 63 

。
然
る
に
嘉
祥
・

天
台
は
「
如
是
我
聞
」
従
り
、「
而
為
上
首
」
に
至
る
六
成
就

を
以
ち
て
、
証
信
序
と
す
。「
爾
時
王
舎
」
の
下
、
正
し
く
発

起
と
す
。
宗
家
は
「
如
是
我
聞
」
は
一
向
に
証
信
序
、「
一
時
」

已
下
は
偏
に
発
起
と
す
。
浄
影
は
「
一
時
」
已
下
は
義
、
両
向

を
兼
ぬ
と 64

。
是
れ
宗
家
と
、
亦
同
亦
異
な
り
。
先
づ
異
と
は
、

惣
じ
て
如
来
の
説
き
給
う
を
、
阿
難
、
自
分
バ
カ
リ
聞
く
に
ア

ラ
ズ
。
会
座
の
大
衆
一
同
に
聞
く
こ
と
ナ
レ
バ
「
而
為
上
首
」

迄
を
証
信
序
ナ
リ
ト
私
に
云
わ
く
、
通
途
の
諸
経
は
皆
、
爾
ナ
レ
ど
も
、
今
の
『
経
』

は
王
宮
の
密
説
、
耆
闍
の
大
衆
の
聞
か
ざ
る
所
な
り
。
故
に
「
如
是
我
聞
」
の
一
句
に
局
り
て
証

信
序
な
り
。
此
の
義
、
宗
家
の
御
意
ナ
レ
バ
、
浄
影
と
其
の
意
、
異
な
り
。『
会
疏
』
上
、
二
紙
、

併
せ
見
よ
。
次
に
同
と
は
、「
如
［538b

］
是
我
聞
」
は
一
向
証
信

序
ナ
ル
ガ
故
に
、
彼
れ
に
対
し
て
、「
一
時
」
已
下
を
偏
に
発

起
と
為
す
な
り
。
惣
じ
て
発
起
と
は
、「
本
事
発
起
」
を
取
る
「
本

事
発
起
」
と
は
、『
糅
鈔
』
十
六
巻
、
十
紙
に
云
わ
く
、「
有
る
人
の
云
わ
く
、
仏
と
処
と
二
衆
と

本
自
り
之
れ
有
る
事
な
り
。
故
に
本
事
と
云
う
。
発
起
と
は
仏
意
に
約
す
が
故
に
。
浄
影
の『
疏
』

に
云
わ
く
、〈
異
処
起
化
序
仏
序
、
仏
耆
闍
に
在
る
。
玄
か
に
後
時
王
宮
の
化
を
起
こ
す
。
二
に

は
身
往
摂
化
序
〉 65 

（
已
上
有
人
）」。
私
に
云
わ
く
、『
顕
揚
論
』
六
巻
、
六
紙
、
同
十
二
巻
、
九

紙
、
本
事
の
名
有
り 66 

。
義
別
な
り
混
す
る
こ
と
勿
か
れ
。『
望
西
』
一
巻
、
十
二
紙
、
頭
書

に
之
れ
を
引
く
。『
名
義
弁
事
』
一
本
、
十
四
紙 67 

、
往
き
て
見
よ
。
今
、
正
に
「
発

起
」
と
云
う
は
、
闍
世
の
逆
悪
に
由
り
て
、
韋
提
、
此
の
苦
界

を
厭
い
、
無
憂
の
世
界
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
。
其
の
時
、 

如

来
、
請
い
に
赴
き
、
光
台
現
土
し
給
う『
疏
』八
紙
の
意 68 

。
爾
ら
ば
、

「
一
時 69

」
已
下
は
、
正
し
く
此
れ
、
起
化
の
時
処
等
ナ
ル
ガ

故
に
、
偏
に
「
発
起
序
」
に
摂
す
。
此
の
義
、
宗
家
の
御
意
に

同
じ
。
サ
レ
バ
「
一
時
」 

ヤ
「
王
舎
城
」
ヤ
「
耆
闍
崛
山
」
は
、

信
を
生
ず
る
モ
ノ
ニ
非
ざ
レ
バ
、
唯
、
上
の
一
句
に
局
り
て

「
証
信
序
」
と
ス
ル
な
り
『
序
記
』
一
巻
、
三
紙
、
八
紙
、
十
七
紙 70 

見
合
ス
ヘ

シ
。「
化
前
序
」
と
は
、「
化
」
は
謂
わ
く
、
仏
化
、
即
ち
釈
迦
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の
教
化
な
り
。
未
だ
起
化
の
処
に
至
ら
ず
、
其
の
教
化
の
前
ナ

レ
バ
、「
化
前
」
と
云
う
な
り
。
如
来
の
教
法
の
未
だ
起
こ
ら

ざ
る
前
え
方
の
事
を
広
く
述
ぶ
ル
ヲ
、「
化
前
序
」と
云
う
。『
勝

鬘
経
』
の
中
に
「
化
前
序
」
有
る
こ
と
、『
宝
窟
』 71 

に
見
え

タ
リ
。
今
、
謂
わ
く
、 「
仏
、
未
だ
王
宮
に
現
ぜ
ざ
る
已
前
は

是
れ「
化
前
」な
り
。
既
に
王
宮
に
入
る
已
後
は
即
ち「
王
宮
会
」

と
云
う
な
り
『
序
記
』
一
巻
、
廿
紙
、
廿
一
紙 72 

。
扨
、「
化
前
」
の
一
は

「
序
」
ト
モ
云
ワ
レ
、
亦
た
、「
縁
」
と
も
云
ワ
ル
ヽ
な
り
。
是

れ
、
遠
近
の
義
を
以
ち
て
な
り
。
謂
わ
く
、「
序
」
と
云
エ
バ

正
宗
ニ
遠
し
。「
縁
」
と
云
エ
バ
近
く
正
宗
の
縁
と
ナ
ル
ノ
義

な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
此
の
発
起
の
七
段
、
皆
、
同
じ
く
是

れ
序
な
り
と
雖
も
、
遠
く
は
直
ち
に
「
序
」
と
云
い
、
近
く
は

即
ち
「
縁
」
と
云
う
。
然
る
に
、
化
前
の
文
は
、「
而
為
上
首 

73 

」に
在
り
て
、
義
は「
厭
苦
縁
」の
半
ば 74 

に
至
る
。［539a
］

其
れ
由
に
、
仏
、
未
だ
王
宮
に
現
ぜ
ざ
る
の
已
前
、
是
れ
化
前

な
り
。
仏
、
遥
か
に
機
を
観
じ
た
ま
う
に
、
闍
世
、
王
宮
に
逆

を
起
こ
し
、
夫
人
、
仏
を
請
い
た
て
ま
つ
る
。
此
の
請
に
由
る

が
故
に
、
仏
、
時
に
法
を
説
か
ん
と
思
し
召
す
な
り
。
此
の
観

機
、
正
宗
発
起
の
為
に
遠
し
と
雖
も
、
亦
た
、
一
分
は
正
宗
の

為
に
発
起
と
為
る
の
義
有
り
。
故
に
、
化
前
も
、
遠
く
発
起
と

云
ワ
ル
ヽ
な
り
。
故
に
発
起
序
の
中
に
摂
し
て
、
七
段
の
初
め

に
列
し
て
化
前
序
と
立
つ
。
是
れ
、
大
相
は
化
前
な
り
と
雖
も
、

仏
意
に
約
し
て
発
起
に
属
す
る
な
り
。
是
れ
、「
序
」
と
云
い
て
、

「
縁
」
と
云
わ
ざ
る
は
、
正
宗
の
発
起
に
遠
き
が
故
な
り
。
扨
、

「
縁
」と
云
エ
バ
、
只
、
是
れ
、
後
の
正
説
の
為
の
縁
起
ナ
レ
バ
、

正
宗
発
起
の
為
に
は
近
し
。
即
ち
「
禁
父
縁
」
已
下
、
是
れ
な

り
。
此
の
時
は
「
二
序
七
縁
」
と
云
ワ
ル
ヽ
な
り
。
通
じ
て
論

ゼ
バ
、「
序
」、
亦
た
は「
縁
」な
り
。『
大
般
若
』「
序
分
」を「
縁

起
品
」
と
云
う 75 

が
如
し
。
又
た
、
化
前
は
仏
、
霊
鷲
山
に

在
り
て
、
遥
か
に
其
の
機
を
観
た
ま
う
。
観
機
と
発
起
と
各
別

な
り
。
是
れ
、
外
相
に
約
す
れ
ば
、
更
に
発
起
の
趣
に
非
ざ
る

が
故
に
、
化
前
を
別
立
す
。
既
に
化
前
は
正
宗
為
り
。
正
し
く

発
起
と
は
為
さ
ざ
る
が
故
に
、
別
に
一
序
を
立
て
て
縁
内
に
摂

せ
ず
。
此
の
時
は
、
三
序
六
縁
な
り
。
サ
レ
ど
も
、
遠
・
近
と

も
ニ
正
宗
の
為
に
、
皆
、
下
地
ナ
ル
ノ
義
な
り
『
序
記
』
一
巻
、
十
九

紙 76 

・『
同
』
三
巻
終 77 

・『
鈔
』
卅
四
巻
終 78 

・『
同
』
廿
六
巻
、
卅
三
紙 79 

見
合
あ
わ
せ
よ
。
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扨
、
化
前
序
に
就
き
て
は
、
他
流
に
は
『
観
経
』
已
前
一
代
諸

経
、
を
皆
、
化
前
と
す
。
此
れ
、
西
山
の
義
立
に
し
て
、
鎮
西

の
流
に
非
ず
『
観
経
新
記
』
一
巻
、
廿
六
紙 80 

。

●
一
時
と
は
、
師
資
合
会
説
聴
究
竟
ス
ル
ヲ
云
う
。 

一い
ち

時じ

と

読
む
ベ
シ
。 
一ひ

と

時と
き

ト
ハ
読
む
べ
か
ら
ず
十
二
時
の
中
の
一
時
と
紛
る
る
が

故
に
。
和
訓
「
ア
ル
ト
キ
」
ト
訓
ズ
ル
な
り
。『
日
本
記
』
に
「
一

書
」
と
云
う
文
字
を
「
ア
ル 
書ふ

み

」
ト
和
訓
［539b

］
ス 81 

。
扨
、

此
の
「
一
時
」
の
言
は
、
長
短
に
通
ず
。『
華
厳
』
は
三
七
日

を
一
時
と
云
う
。『
法
華
』は
八
箇
年
を
一
時
と
云
う
。『
涅
槃
』

は
一
日
一
夜
を
一
時
と
言
う
。
余
経
の
一
時
、
例
し
て
知
る
べ

し
。
今
、
此
の
『
観
経
』
は
王
宮
の
一
会
、
定
散
二
善
の
法
門

所
説
の
間
を
一
時
と
云
う
な
り
。
此
の
一
時
に
就
き
て
、『
疏
』

に
二
釈
有
り
。
一
義
に
は
下
を
以
ち
て
上
を
形
す
。『
疏
』
に

云
わ
く
、「
阿
闍
世
、
正
し
く
逆
を
起
こ
す
時
、
仏
、
何
の
処

に
在
す
。
此
の
一
時
に
当
た
り
て
、
如
来
、
独
り
二
衆
と
彼
の

耆
闍
に
在
す
と
。
此
れ
、
即
ち
下
を
以
ち
て
上
を
形
す
意
な
り 

82 

」已
上
、『
疏
』。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
禁
父
縁
の「
爾
時
」を
下
と
し
、

化
前
序
の
「
一
時
」
を
上
と
す
る
意
な
り
。
化
前
・
発
起
、
同

時
ナ
ル
ガ
故
に
下
の
「
爾
時
」
を
以
ち
て
上
の
「
一
時
」
を
形

す
な
り
。
講
師
の
云
わ
く
、「
喩
え
ば
義
山
が
天
王
山
に
於
き

て
講
釈
ヲ
ス
ル
ト
キ
、
三
条
の
橋
を
喧
嘩
ガ
有
タ
ト
云
う
が
如

し 83 

」ト
。
又
た
一
義
に
は
、
上
を
以
ち
て
下
を
形
す
。『
疏
』

に
、「
仏
と
二
衆
と
、
一
時
の
中
に
於
き
て
彼
の
耆
闍
に
在
し

て
、
即
ち
阿
闍
世
、
此
の
悪
逆
を
起
こ
す
因
縁
を
聞
き
た
ま

う
。
此
れ
、
即
ち
上
を
以
ち
て
下
を
形
す
意
な
り 84 

」
已
上
、『
疏
』。

扨
、
今
、
一
時
は
一
経
の
始
終
に
通
ず
る
か
、
将
た
、
化
前
の

時
に
局
る
か
、
と
云
う
に
、『
記
』
に
二
義
有
り
。
一
義
の
意

は
、
正
宗
一
時
に
も
通
ず
。
既
に
以
下
形
上
と
云
う
、
其
の

禁
父
の
時
、
若
し
一
経
に
通
ぜ
ば
、
化
前
の
一
時
、
亦
た
始
終

に
通
ず
べ
し 85 

」
と
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
化
前
集
会
の
一
時
、

王
宮
ヘ
、
仏
、
出
で
玉
エ
バ
、
此
の
一
時
ガ
仏
に
付
き
て
マ
ワ

ル
故
に
、
仏
に
属
せ
ば
一
経
の
始
終
究
竟
ス
ル
迄
ノ
一
時
ナ
レ

バ
、
正
宗
一
時
に
通
ず
る
な
り
。
若
し
住
処
と
同
聞
と
の
異
に

約
せ
ば
、
如
来
王
宮
降
臨
已
前
を
云
エ
バ
厭
苦
半
ば
に
限
る
ナ

レ
ド
モ
、
其
の
一
［540a

］
時
ガ
始
終
、
仏
に
付
き
て
行
く
な

り
。
若
し
其
の
時
と
仏
と
同
じ
き
に
約
せ
ば
、
是
れ
一
経
に
通
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ず
。
故
に
天
台
の
云
わ
く
、「
此
の
経
を
説
き
已
る
を
惣
じ
て

一
時
と
云
う 86 

」。
此
の
故
に
正
宗
に
も
通
ず
る
な
り
。
又
た
、

一
義
の
意
、「
化
前
の
時
に
限
る
。
是
れ
聞
持
和
合
の
時
に
非
ず
。

耆
山
の
二
衆
、
亦
た
是
れ
化
前
に
限
る
が
如
く
、
説
処
に
非
ざ

る
が
故
に
、
同
聞
に
非
ざ
る
が
故
に
。
但
し
、
以
下
形
上
と

は
、
唯
、
其
の
始
め
を
取
り
上
の
時
は
是
れ
短
く
、
下
の
時
は

是
れ
長
き
を
遮
せ
ず 87 
」。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
化
前
の
一
時
は

短
く
、
厭
苦
縁
の
半
に
至
る
「
仏
従
耆
闍
崛
山
没
」
の
句
に
至
る
迄
の
一
時

な
り
。
仏
、
王
宮
に
出
で
給
う
ヨ
リ
ハ
別
時
な
り
。
故
に
化
前

の
一
時
は
短
く
し
て
王
宮
の
一
時
に
は
非
ず
。
正
宗
の
一
時
は

長
く
し
て
一
経
の
始
終
、
事
、
竟
る
迄
ヲ
云
う
な
り
。
説
聴
究

竟
ス
ル
ヲ
一
時
と
云
う
、
是
れ
な
り
。
サ
レ
バ
、
爰
の
一
時
は
、

漸
く
厭
苦
縁
の
半
に
至
れ
ば
短
く
、
下
の
爾
時
は
初
め
の
闍
世

逆
悪
ヨ
リ
定
散
二
善
の
説
、
終
る
迄
ナ
レ
バ
長
キ
な
り
。
問
う
。

此
の
「
一
時
」
と
下
の
「
爾
時
」
と
、
宗
家
は
「
以
下
形
上
」

と
釈
す
。
何
ぞ
長
短
と
云
う
や
。
答
う
。
以
下
形
上
と
云
う
は
、

唯
、
其
の
始
を
取
る
言
う
こ
こ
ろ
は
、
始
と
は
厭
苦
縁
の
半
従
り
前
を
指
す
な
り
。

上
の
時
は
是
れ
短
く
、
下
の
時
は
是
れ
長
き
こ
と
を
遮
せ
ず
」

『
序
記
』
一
巻
、
廿
七
紙 88 

。
因
み
に
此
の
『
経
』
の
説
時
に
異
説
ア
リ
。

或
い
は
仏
滅
已
前
八
年
に
此
の
経
を
説
く
、
と
。
或
い
は
『
法

華
』
の
末
会
、『
涅
槃
』
の
前
な
り
、
ト
。
案
ず
る
に
、『
法
華
』

の
会
、
一
二
品
も
カ
ヽ
ル
ト
見
エ
タ
リ
。
涅
槃
会
上
に
阿
闍
世

逆
悪
の
故
に
、
身
、
悪
瘡
を
生
じ
、
仏
に
帰
し
て
懴
悔
す
。
爾

レ
バ
、
悪
逆
は
両
経
の
中
間
ナ
ル
ベ
シ
『
東
宗
要
』
五
巻
、
廿
六
紙
已
下 

89 

。『
二
蔵
義
見
』
四
巻
、
廿
一
紙 90 

。『
大
経
点
本
』
始 91 

を
併
せ
見
よ
。

●
仏
と
は
、
此
れ
即
ち
化
主
を
標
定
し
て
、
余
仏
に
簡
異
し
、

独
り
釈
迦
を
顕
す
意
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
一
仏
主
領
の
国

［540b

］
界
ニ
テ
仏
と
云
エ
バ
今
仏
釈
迦
ナ
ル
コ
ト
、
自
ら
顕

ル
る
な
り
。

●
在
等
と
は
、
科
に
「
正
し
く
如
来
遊
化
の
処
を
明
す 92 

」

『
疏
』
の
釈 93 

。
遊
の
字
、
意
の
云
わ
く
、
仏
の
益
は
凡
夫
の
化
益
の
如
く
に
は
非
ず
。
化
を
施

す
こ
と
、
少
し
も
太
儀
苦
労
無
し
。
唯
、
幼
児
の
遊
化
に
同
じ
。
仏
、
若
し
実
の
衆
生
有
り
と
思

し
召
し
玉
ワ
バ
、
甚
だ
御
苦
労
ナ
ラ
ン
。
既
に
本
来
成
仏
の
衆
生
ナ
レ
バ
、
迷
い
も
仮
り
の
迷
い

な
り
。
是
の
故
に
化
ス
レ
ド
モ
能
化
に
其
の
功
無
く
、
自
他
平
等
、
元
来
、
能
所
の
別
無
し
。
只
、

後
得
大
悲
智
を
以
ち
て
本
来
成
仏
の
衆
生
を
化
ス
レ
バ
、
遊
と
云
う
な
り
。
実
に
衆
生
、
化
無
き

が
故
に
、
而
も
亦
た
能
く
化
す
。
喩
え
バ
幼
児
、
寄
り
合
い
て
、
殿
様
事
シ
テ
遊
ぶ
ガ
如
シ
。
其
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の
遊
び
ヲ
シ
マ
エ
バ
、
殿
様
ノ
、
鑓
持
ち
ノ
ト
云
う
差
別
ハ
ナ
シ
。
只
、
モ
ト
ノ
治
郎
・
大
郎
ナ

リ
。
今
、
亦
た
爾
り
。
我
等
、
成
仏
し
畢
れ
ば
、
仏
々
平
等
な
り
。「
在
」
の
字
、
義
、

兼
両
向
な
り
。
能
在
・
所
在
に
通
ず
。
或
い
は
能
在
の
仏
に
属

し
、
或
い
は
所
在
の
山
に
属
す
。
縦
容
不
定
な
り
。
若
し
能
在

に
属
せ
ば
、「
仏
在
」
と
句
を
切
る
な
り
。
然
る
に
宗
家
の
御

意
、
能
在
・
所
在
に
通
ず
と
見
エ
タ
リ
。『
疏
』
に
釈
し
て
「
初

め
〈
一
時
仏
在
〉
従
り
下
、〈
法
王
子
而
為
上
首
〉
に
至
る
已

来
、
化
前
序
を
明
す 94 

」
と
云
う
是
れ
、
能
在
に
属
す
。
又
た
次
下
、

処
を
釈
す
る
に
、「〈
在
王
舎
城
〉
従
り
已
下
、
正
し
く
如
来
遊

化
の
処
を
明
す 95 

」
と
云
う
是
れ
所
在
に
属
す
。
爾
れ
ど
も
、
又
た
、

便
ち
所
在
の
義
、
宜
し
き
が
故
に
下
に
属
し
て
科
段
ス
ル
な
り
。

故
に
記
主
の
云
わ
く
、「
在
の
字
、
理
、
上
下
に
通
ず
。
能
在・

所
在
は
、
義
、
各
別
の
故
に 96 

」句
頭・句
末
、
其
の
意
、
応
に
知
る
べ
し
。『
序

記
』一
巻
、
十
六
紙
、
廿
八
紙
、
両
処
、
併
せ
見
よ
。
扨
、「
在
王
舎
城
耆
闍
崛
山
」

と
は
、
二
会
の
説
処
を
挙
ぐ
る
か
、
と
云
う
と
き
、「
浄
影
・

今
家
の
意
は
、
只
、
是
れ
化
前
の
処
な
り
。
二
会
の
説
処
に
通

ぜ
ず
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
耆
闍
会
の
時
も
既
に
〈
在
王
舎
城
〉

の
在
ナ
レ
バ
な
り
。
但
し
、
嘉
祥
の
意
は
二
処
に
通
ず
。
言
う

こ
こ
ろ
は
、
王
城
所
説
と
崛
山
所
説
と
な
り
。
此
れ
に
二
意
有

り
。
謂
わ
く
、
一
処
の
説
に
し
て
、
両
処
を
序
す
る
有
り
。
両

処
の
説
に
し
て
両
処
を
序
す
る
有
り
。
初
め
は
通
従
り
別
に
至

る
次
第
な
り
。
直
ち
に
王
城
を
序
す
る
は
即
ち
通
な
り
。
次
に

重
ね
て
崛
山
処
を
序
す
る
は
、
即
ち
別
な
り
。
次
は
前［541a

］

後
次
第
な
り
。
即
ち
此
の
『
経
』、
前
は
王
城
の
所
説
な
る
が

故
に
王
城
の
処
を
序
し
、
後
に
崛
山
に
還
り
て
説
け
ば
次
に
崛

山
の
処
を
序
す
る
な
り
。
是
の
故
に
二
会
に
通
ず
」『
序
記
』
一
巻
、

廿
八
紙 97 

。
若
し
宗
家
の
意
に
依
れ
ば
、「
王
舎
城
の
耆
闍
崛
山
」

と
読
む
べ
き
な
り
。
王
舎
城
耆
闍
崛
山
と
は
、
此
れ
隣
近
釈
な

り
。
謂
わ
く
、
王
舎
城
の
耆
闍
崛
山
ト
云
う
こ
と
な
り
。
喩
え

ば
京
の
比
叡
山
と
云
う
が
如
し
。
比
叡
山
は
京
の
内
に
非
ず
と

雖
も
、
諸
人
、
知
り
易
き
に
任
せ
て
、
京
の
比
叡
山
と
云
う
な

り
。
王
舎
城
ト
ハ
、
都
の
名
な
り
。
即
ち
摩
訶
陀
国
に
在
り
王

舎
因
縁
、
常
の
如
し
。
耆
闍
崛
山
ト
ハ
、
崛
の
字 

入
声
ニ
「
ク
ツ
」
ト
モ
ヨ
ミ
、

平
声
ニ
「
ク
」
ト
モ
ヨ
ム
。
多
分
ハ
平
声
ニ
呼
ブ
。
此
の
山
、
王
舎
城
の
艮
の

方
に
当
り
て
之
れ
有
り
。
即
ち
東
北
方
を
去
る
こ
と
十
五
里
な

り
但
し
六
丁
一
里
、
此
の
方
の
九
十
町
に
当
た
る
。
即
ち
二
里
半
な
り
。
耆
闍
崛
山
は
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梵
語
、
此
に
は
霊
鷲
山
と
云
う
名
義
、
常
の
如
し
。「
中
」
と
は
五
方

の
中
央
と
云
う
義
に
は
非
ず
。
只
、
耆
闍
崛
山
の
ウ
チ
に
在
ス

ト
、
内
の
字
の
意
に
見
よ
。
但
し
、
天
台
ナ
ド
の
観
心
に
約
し

て
解
釈
ス
ル
辺
は
、
各
別
な
り
。
今
の
意
に
非
ず
。
混
乱
す
べ

か
ら
ず
。 

●
与
大
比
丘
衆
等
と
は
、
已
下
、
仏
の
徒
衆
を
明
す
。
此
の
衆

の
中
に
二
有
り
。
一
に
は
声
聞
衆
、
二
に
は
菩
薩
衆
な
り
。
声

聞
衆
の
中
に
就
き
て
、『
疏
』
に
九
科
を
立
つ 98 

。
然
る
に
文

に
於
き
て
九
段
無
し
と
雖
も
、
義
、
定
め
て
有
る
べ
き
が
故
に
、

九
科
を
設
く
。
此
れ
を
今
家
の
虚
科
と
云
う
『
定
記
』
三
巻
、
卅
四

紙
、
左 99 

。『
鈔
』
四
十
一
巻
、
廿
五
紙
、
左 100 

。『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
中
に
、

竜
樹
、
虚
科
を
作
る
。
是
の
故
に
今
家
も
虚
科
を
設
け
給
ウ
な

り
又
た
、『
智
論
』
に
も
虚
科
有
り
。
然
る
に
余
の
経
論
に
凖
ず
る
に
、
有

る
べ
き
道
理
な
れ
ば
、
今
、
虚
科
を
立
つ
る
な
り
。
又
た
、
之

れ
無
き
は
結
集
家
、
或
い
は
翻
訳
家
の
略
ナ
ラ
ン
。
梵
本
に
は

定
め
て
釈
有
る
べ
き
故
に
、
今
家
、
意
を
添
え
て
科
を
入
れ
て

見
給
ウ
［541b

］
な
り
。
既
に
、
五
七
八
九
、
更
に
所
当
無
し

と
雖
も
、『
法
華
』
等
に
准
ず
る
に
、
今
『
経
』
も
、
声
聞
の

歎
徳
、
定
め
て
有
る
ベ
キ
故
に
之
れ
を
立
て
た
ま
う
な
り
『
序

記
』
一
巻
、
卅
一
紙 101 

。
扨
、
九
科
の
中
、
初
め
の
「
与
」
の
字
は

歎
徳
に
非
ず
。
下
の
八
種
の
大
、
正
し
く
皆
、
歎
徳
な
り
。
或

い
は
此
の
九
句
、
皆
、
倶
に
歎
徳
と
見
る
な
り
。
何
と
し
て
、

「
与
」
の
字
、
歎
徳
ナ
レ
バ
、
既
に
仏
の
徒
衆
と
為
る
。
是
れ
、

歎
徳
に
当
た
る
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
仏
と
ク
ミ
シ
ト
モ
ナ

ル
者
ナ
レ
バ
、
常
途
の
人
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
故
に
、「
与
」
の
字

は
即
ち
歎
徳
の
意
な
り
。
扨
、「
下
の
八
大
の
中
、
第
一
は
是

れ
惣
、
余
の
七
大
は
是
れ
別
な
り 102 

」『
同
記
』
卅
二
紙
。「
与
」

と
は
、
合
な
り
、
并
な
り
、
兼
な
り
。
今
、
仏
身
、
衆
を
兼
ぬ

る
故
に
、
名
づ
け
て
「
与
」
と
す
。
サ
レ
バ
、
仏
、
独
り
ス
ゴ

ス
ゴ
ト
山
の
中
に
在
す
ニ
ハ
非
ズ
ト
云
う
気
味
を
入
れ
て
見
よ
。

総
大
と
は
、
下
の
七
大
を
ス
ブ
ル
ヲ
総
大
と
云
う
な
り
。
下
の

七
、
徳
と
し
て
大
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
無
し
。
故
に
総
大
と
云

う
。
大
ノ
字
ヲ
付
く
ル
コ
ト
ハ
褒
美
の
語
な
り
。
今
、
大
と
云

う
は
、
大
・
多
・
勝
の
三
義
の
中
に
は
勝
の
義
を
以
ち
て
大
と

云
う
。
此
れ
、
九
十
五
種
等
を
出
で
て
勝
る
る
が
故
な
り
。
即

ち
下
の
千
二
百
五
十
人
に
通
ず
る
な
り
。
一
一
、
皆
、
徳
と
し
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て
大
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
無
き
が
故
に
。
相
大
と
は
相
は
是
れ

外
相
、
乃
ち
比
丘
形
な
り
。
内
、
二
百
五
十
戒
を
得
、
外
相
威

儀
、
具
足
セ
ル
比
丘
と
云
う
こ
と
な
り
。
比
丘
は
因
の
名
、
果

を
云
エ
バ
阿
羅
漢
な
り
。
菩
薩
は
在
家
衆
ヱ
モ
雑
り
て
形
相
に

色
々
ア
リ
。
爾
る
に
、
声
聞
は
威
儀
、
勝
レ
テ
尊
と
き
な
り
。

此
れ
を
相
大
と
云
う
。
衆
大
と
は
、
衆
は
和
合
衆
な
り
。
即
ち

能
化
の
四
衆
を
挙
げ
て
衆
大
と
云
う
。
謂
わ
く
、
優
楼
頻
螺
と

伽
耶
と
那
提
と
の
三
迦
葉
、
及
び
舎
利
・
目
連
な
り
此
の
二
人
、
合

し
て
一
と
す
。
共
に
一
処
に
領
し
て
邪
法
を
修
す
故
に
。
衆
は
和
［542a

］
合
の

義
に
し
て
、
六
和
合
ス
ル
ヲ
云
う
な
り
。
今
、
人
に
約
す
れ

ば
、
能
化
の
五
人
、
皆
、
是
れ
和
合
の
徳
を
具
し
て
有
る
故
な

り
。
耆
年
大
と
は
、
受
戒
の
時
に
従
う
。
夏
﨟
の
闌
な
る
人
を

耆
と
云
う
。
則
ち
今
の
四
衆
に
当
た
る
な
り
。
能
化
の
衆
ナ
レ

バ
若
年
ニ
テ
モ
ナ
ラ
ズ
。
無
徳
ニ
テ
モ
ナ
ラ
ヌ
な
り
。
数
大
と

は
、
所
化
の
数
を
標
す
。
上
の
能
化
衆
、
大
の
領
す
る
所
の
所

化
の
数
大
な
り
。
謂
わ
く
、
優
楼
頻
螺
の
弟
子
五
百
、
伽
耶
と

那
提
と
の
弟
子
各
お
の
二
百
五
十
、
舎
利
と
目
連
と
の
弟
子
、

合
し
て
二
百
五
十
な
り
此
れ
は
、『
疏
』
所
引
の
『
賢
愚
経
』
の
説
な
り
。 103 

然

る
に
、『
賢
愚
経
』
に
此
の
文
無
し
。
或
い
は
云
わ
く
、
按
ず
る
に
『
過
去
現
在
因
果
経
』
に
拠

る 104 

。
梵
、
数
目
と
号
す
。
全
く
今
『
疏
』
に
同
じ
。
正
し
く
彼
の
経
の
説
ナ
ラ
ン
。『
新
記
』

序
分
、
一
巻
、
卅
五
紙
。
又
た
、『
四
分
律
』
の
説
は
、
別
な
り
。『
序
記
』
一
巻
、
卅
四
紙
、
見
よ
。

千
二
百
五
十
人
に
就
き
て
、
異
説
多
義
、
具
に
は
『
小
経
講
録
』
に
之
れ
を
弁
ず 105 

。
尊

宿
大
と
は
、
此
れ
長
老
相
な
り
。
今
家
『
疏
』
に
云
わ
く
、 「
徳
、

高
き
を
尊
と
曰
う
。
耆
年
を
宿
と
曰
う
」『
疏
』 106 

。
今
は
、
四

衆
及
び
千
二
百
五
十
人
も
皆
、
長
老
な
り
尊
宿
大
な
り
。
内
有
実

徳
大
と
は
、
内
に
実
徳
を
有
す
る
大
と
云
う
コ
ト
な
り
。
無
学

の
中
に
於
き
て
、
定
、
六
通
を
満
し
、
智
、
四
弁
を
具
し
、
内
、

三
蔵
を 

閑
い
、
外
、
五
明
に
達
し
方
に
結
集
に
堪
え
た
る
を

云
う
な
り
。
証
果
大
と
は
、
皆
、
倶
に
解
脱
阿
羅
漢
な
る
こ
と

を
顕
す
。
是
れ
定
恵
均
等
の
聖
者
ナ
ル
ガ
故
な
り
。
扨
、
是
の

如
く
、
声
聞
を
大
を
以
ち
て
歎
徳
ス
ル
コ
ト
ハ
、
向
き
に
云
う

が
如
し
。
余
経
に
准
ず
『
法
華
』
及
び
晋
翻
『
大
般
若
等
』。
既
に
『
法
華
』

の
「
序
品
」
に
云
わ
く
、「
皆
、
是
れ
大
阿
羅
漢
な
り
。
諸
漏
、

已
に
尽
き
て
、
復
た
煩
悩
無
し
。
己
利
を
逮
得
し
、
諸
も
ろ

の
有
結
を
尽
く
し
て
、
心
、
自
在
を
得
た
り 107 

」
已
上
。
記
主
所

引
の
文
、
此
の
如
し
。
爾
る
に
『
法
華
』
の
初
め
に
は
唯
、「
皆
、
是
れ
阿
羅
漢 108 

」
と
云
う
。
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声
聞
衆
を
列
し
畢
り
て
、
次
に
「
是
の
如
き
衆
に
知
識
せ
ら
る
る
大
阿
羅
漢 109 

」
等
と
云
う
。

是
の
如
く
、
委
悉
に
之
れ
を
歎
ず
る
に
、
今
『
経
』、
具
に
声

聞
の
歎
徳
無
し
。
此
れ
翻
訳
家
の
略
な
り
。
梵
本
、
定
め
て
之

れ
有
る
べ
し
。
是
の 

［542b

］
故
に
、
五
七
八
九
は
今
の
文
に

所
当
無
し
と
雖
も
、
今
家
、
義
を
以
ち
て
す
。
加
之
、
応
に
総

大
の
中
に
摂
す
べ
し
。
二
に
、
菩
薩
衆
の
中
に
就
き
て
、
是
れ

亦
た
虚
科
・
実
科
有
り
。
標
相
と
は
、
菩
薩
大
人
の
相
を
標
す
。

謂
わ
く
、
菩
薩
四
八
の
相
な
り
。
標
数
と
は
、
三
万
二
千
な
り
。

標
位
と
は
、
三
賢
・
十
地
・
等
覚
な
り
。
是
れ
自
分
の
徳
に
し

て
、
当
分
位
を
云
う
な
り
。
則
ち
因
位
な
り
。
標
果
と
は
、
十

地
・
等
覚
の
習
果
、
即
ち
断
惑
証
理
等
な
り
。
是
れ
、
菩
薩
勝

進
の
徳
に
し
て
亦
た
是
れ
果
位
な
り
。
勝
進
の
徳
は
果
位
ナ
レ

ど
も
、
尚
お
、
因
位
の
内
へ
入
ル
ヽ
な
り
。
但
し
、
果
に
分
満

有
る
ベ
キ
な
り
。
自
分
の
徳
ナ
レ
バ
位
と
云
ワ
レ
、
果
と
云
ワ

ル
ヽ
な
り
。 

喩
え
ば
、
大
海
の
水
は
シ
ハ
ヽ
ユ
シ
。
其
の
大

海
の
水
を
器
物
に
一
盃
呑
む
ノ
モ
、
シ
ハ
ヽ
ユ
シ
。
一
滴
甞
む

ル
モ
、
シ
ハ
ヽ
ユ
シ
。
同
じ
鹹
水
ナ
レ
ど
も
分
満
有
る
が
如

し
。 

標
徳
と
は
、
徳
は
得
な
り
。
修
行
に
依
り
て
得
る
所
の

権
実
・
内
外
・
自
利
々
他
の
徳
な
り
。
此
れ
は
、
位
と
果
と
の

中
に
有
る
べ
き
者
な
り
。
具
に
『
大
経
講
録
』
に
之
れ
を
弁
ず

る
が
如
し 110 

。
然
る
に
、
此
の
菩
薩
歎
徳
の
中
に
、
三
四
五

の
句
、
亦
た
所
当
無
し
。
余
経
に
准
ず
る
が
故
に
其
の
義
を
釈

出
す
。
是
の
故
に
『
疏
』
の
次
下
に
、
具
に
『
大
経
』
の
菩
薩

歎
徳
の
文
を
引
き
て
、
以
ち
て
今
『
経
』
を
補
す
。
即
ち
其
の

意
な
り
。
但
し
、
今
『
経
』
は
、
二
衆
、
倶
に
略
歎
な
り
。
別

顕
と
は
、
別
し
て
文
殊
高
徳
の
位
を
顕
す
。
三
万
二
千
菩
薩
有

り
と
雖
も
、
今
、
別
し
て
文
殊
を
挙
ぐ
る
な
り
。 

●
法
王
子
と
は
、
十
住
の
中
の
第
九
法
王
子
住
に
は
非
ず
。
今

は
潅
頂
地
、
等
覚
補
処
の
大
士
な
り
。
諸
仏
の
長
子
を
法
王
子

と
名
づ
く
。
紹
継
を
義
と
す
。
仏
を
法
王
と
し
、
菩
薩
を
王
子

と
し
、
如
来
の
子
と
成
る
。［543a

］
跡
を
補
る
意
な
り
。
喩

え
ば
春
宮
太
子
の
如
し
。
菩
薩
、
此
の
位
に
一
重
の
羅
殻
を
隔

て
、
必
ず
仏
位
を
継
ぐ
故
に
。『
千
手
経
』
に
、「
潅
頂
大
法
王

子 111 

」
と
云
う
。
総
結
と
は
、
文
殊
を
上
首
と
し
、
其
の
下

に
三
万
二
千
自
ら
有
る
ベ
シ
言
う
こ
こ
ろ
は
、
三
万
二
千
の
内
ヨ
リ
、
別
シ
テ

文
殊
を
上
首
と
す
る
の
義
な
り
。
爾
れ
ば
上
首
の
言
は
文
殊
に
局
る
に
似
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た
り
と
雖
も
、
意
、
余
伴
を
顕
す
。
今
、「
三
万
二
千
」
と
言

う
は
惣
じ
て
上
首
の
数
を
挙
ぐ
。
皆
、
是
れ
等
覚
補
処
の
大
士

な
り
。
其
の
中
、
特
に
文
殊
を
挙
げ
て
、
別
し
て
上
首
を
標
す
。

然
る
に
此
の
総
結
も
亦
た
配
文
無
し
。
今
、「
上
首
」
の
言

は
、
是
れ
、
総
結
に
当
た
る
。
独
り
文
殊
を
以
ち
て
上
首
と
す
。

意
、
余
伴
を
顕
す
。
其
の
意
、「
而
為
上
首
」
の
句
の
中
に
在
り
。

故
に
此
の
句
を
総
結
の
科
に
配
す
る
な
り
『
序
記
』
一
巻
、
卅
五
紙 112 

。『
鈔
』
廿
八
巻
、
十
三
紙 113 

。
併
せ
見
よ
。『
新
記
序
分
』
一
巻
、
四
十
紙 114 

。『
会
疏
』
上
、

四
紙 115 

。
扨
、
三
万
二
千
、
皆
、
倶
に
上
首
の
徳
た
る
菩
薩
な

り
。
亦
た
同
じ
く
法
王
子
な
り
。
何
ぞ
文
殊
を
独
り
法
王
子
と

称
し
上
首
と
す
る
や
。
此
れ
に
就
き
て
妙
楽
の
釈
に
二
義
あ
り
。

「
一
に
法
王
子
の
中
に
於
き
て
徳
、
文
殊
に
推
る
。
二
に
諸
経

の
中
、
文
殊
を
菩
薩
衆
の
首
と
す
る 116 

」が
故
に『
新
記
序
分
』一
巻
、

四
十
紙
、
之
れ
を
引
く 

。
扨
、
今
、
応
に
人・天・雑
類
衆
を
列
す
べ
し
。

之
れ
無
き
は
、
略
し
て
挙
げ
ざ
る
な
り
。
下
の
流
通
に
「
無
量

諸
天
及
竜
夜
叉 117 

」
と
云
う
。
即
ち
知
る
、
序
の
中
、
存
省

す
る
こ
と
を
『
新
記
』
同
巻
、
三
十
四
紙 118 

。

　

第
二
、
禁
父
縁
の
下
。
謂
わ
く
、
化
前
序
を
化
前
縁
と
す
。

則
ち
禁
父
は
第
二
の
縁
に
シ
テ
是
れ
七
縁
な
り
。
若
し
化
前
を

序
と
せ
ば
則
ち
禁
父
は
第
一
縁
に
シ
テ
是
れ
六
縁
と
ナ
ル
な

り
。
序
と
縁
と
の
義
、
正
宗
に
遠
近
の
義
、
委
し
く
は
前
の

如
し
。
扨
、
縁
と
は
、
後
の
正
説
の
為
の
縁
起
な
り
『
序
記
』
一

巻
、
十
八
紙 119 

。
是
の
故
に
縁
と
云
う
は 

由ゆ
え

ナ
レ
バ
、
正
し
く
は

六
縁
に
在
り
。
前
の
化
前
は
正
［543b

］
説
に
遠
く
し
て
、
未

だ
仏
、
化
に
赴
か
ざ
る
処
な
り
。
此
の
禁
父
ヨ
リ
ハ
、
モ
ハ
ヤ

此
の
『
経
』
の
起
こ
る
処
に
近
キ
な
り
。
故
に
此
の
六
縁
は
倶

に
正
宗
の
為
の
縁
な
り
。
然
る
に
、
此
の
六
縁
は
鉤
鎖
次
第
の

六
縁
か
、
将
た
六
縁
合
し
て
正
宗
の
縁
と
為
る
か
と
云
う
ト

キ
、
両
儀
、
共
に
用
ゆ
ル
コ
ト
な
り
。
謂
わ
く
、
六
縁
倶
に
序

ナ
ル
ガ
故
に
総
合
し
て
正
宗
の
縁
と
も
す
。
又
た
、
六
縁
鉤
鎖

シ
テ
モ
、
次
第
、
乱
る
る
こ
と
無
し
。
但
し
、
散
善
顕
行
縁
と

定
善
示
観
縁
と
の
鉤
鎖
、
不
次
第
に
似
た
り
と
雖
も
委
く
之
れ

を
弁
ぜ
ば
第
六
縁
の
処
に
至
り
亦
た
之
れ
を
弁
ず
べ
し
、
其
の
道
理
ア
ル
コ
ト

な
り
。
先
づ
第
五
欣
浄
縁
の
処
に
、
韋
提
、
自
ら
「
教
我
思
惟

教
我
正
受
」
と
定
善
を
請
す
と
雖
も
、
仏
、
若
し
請
に
応
じ
て
、

直
ち
に
定
善
を
開
せ
ば
、
散
機
を
漏
ら
す
べ
し
。
故
に
且
く
致
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請
を
閣
イ
テ
、
仏
、
先
づ
散
機
を
摂
せ
ん
が
為
に
、
散
を
開
き

て
初
め
に
三
福
を
説
き
給
ウ
な
り
。
若
し
散
善
を
説
か
ず
ん
ば
、

仏
の
意
に
カ
ヽ
ツ
テ
ア
ル
ベ
キ
故
に
、
先
づ
散
善
を
説
く
。
若

し
韋
提
、
定
を
請
せ
ず
ん
ば
、
仏
、
散
を
開
す
べ
か
ら
ざ
る
故

に
、
第
五
の
欣
浄
縁
は
、
第
六
散
善
顕
行
縁
に
縁
り
た
り
。
既

に
散
善
を
説
き
終
り
玉
エ
バ
、
モ
ハ
ヤ
、
仏
の
思
し
召
し
を
説

き
ヲ
ワ
リ
玉
ウ
故
に
、
次
に
定
善
を
説
き
給
う
。
是
れ
、
散
を

開
し
已
り
て
、
更
に
還
り
て
所
請
の
定
善
を
説
き
た
ま
う
。
故

に
第
六
の
散
善
顕
行
縁
は
第
七
の
定
善
示
観
縁
に
縁
た
り
。
是

れ
、
此
の
如
く
鉤
鎖
ス
ル
な
り
。
若
し
爾
ラ
バ
、
韋
提
、
定
を

請
せ
ず
ん
ば
、
仏
自
開
の
散
善
は
無
か
る
べ
き
か
、
と
云
う
ト

キ
、
サ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
仏
意
の
方
は
偏
に
散
善
に
在
る
が
故
に
、

縦
使
い
、
定
善
を
請
い
せ
ざ
る
と
も
、
応
に
散
善
を
説
き
た

ま
う
べ
し
。
是
の
故
に
、
今
、
定
を
請
す
る
に
、
先
づ
散
を
開

き
た
ま
う
。
是
を
以
ち
て
禁
父
は
禁
母
に
縁
た
り
乃
至
散
善
は

［544a

］
定
善
に
縁
た
り
。
既
に
観
修
を
励
ま
し
已
れ
ば
、
更

に
正
し
く
十
三
の
観
門
を
説
く
べ
し
。
故
に
第
七
の
定
善
示
観

縁
は
正
宗
に
縁
た
り
。
爾
レ
バ
六
縁
鉤
鎖
し
て
、
正
宗
の
縁
と

為
る
な
り
『
序
記
』
一
巻
、
廿
紙 120 

。
科
に
「
禁
父
縁
」
と
は
、
元

祖
時
代
の
本
に
、「
唱
の
指
タ
ル
ニ
ム
」
ト
訓
ゼ
リ
。
古
き
読

み
方
な
り
。
科
に
「
惣
起
化
処
」
と
は
、
此
の
『
観
経
』
の
起

こ
る
処
は
即
ち
王
宮
処
な
り
。
先
づ
此
の
『
経
』
は
、
闍
世
悪

逆
の
事
従
り
、
浄
土
教
、
起
こ
る
。
此
れ
殺
逆
を
縁
と
す
。
厭

離
穢
土
欣
求
浄
土
の
教
門
を
開
く
な
り
。
之
れ
に
就
き
て
、
霊

芝
、
二
意
を
釈
せ
り
天
台
・
浄
影
、
亦
た
同
じ
。「
一
に
は
、
此
界
の
衆

生
、
極
め
て
悪
を
厭
う
べ
き
こ
と
を
彰
わ
さ
ん
と
欲
す
。
言
う

こ
こ
ろ
は
、
凡
そ
親
し
く
膝
下
に
生
ず
る
」
我
が
子
ス
ラ
、
父

を
牢
獄
に
篭
め
、
母
を
深
宮
に
閉
づ
。
何
に
況
や
、
踈
人
を

や
。
此
を
以
ち
て
、
今
、
穢
土
を
厭
い
浄
土
を
欣
わ
し
む
。
是

れ
浄
教
の
縁
と
な
る
な
り
。「
二
に
は
、
此
の
方
の
機
縁
、
極

苦
に
遭
う
に
非
ざ
れ
ば
、
脱
離
を
念
じ
て
往
生
を
求
め
ざ
る
こ

と
を
表
わ
さ
ん
が
為
の
故
な
り 121 

」。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
此

の
界
は
忍
土
に
し
て
能
く
五
苦
を
忍
び
て
、
未
だ
之
れ
を
苦
と

知
ら
ず
、
而
も
衆
生
、
鈍
根
に
し
て
、
其
の
性
、
亦
た
甚
だ
大

チ
ヤ
ク
ナ
ル
者
ナ
レ
バ
、
若
し
極
苦
に
遇
わ
ざ
れ
ば
、
安
坐
し

て
以
ち
て
楽
し
み
、
浄
土
を
欣
わ
ず
。
爾
る
に
、
逆
は
此
れ
極
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苦
な
り
。
極
苦
、
身
に
逼
ま
る
。
此
の
時
、
必
ず
須
く
此
を
厭

い
、 
彼か

し
こを

欣
う
。
既
に
苦
に
遇
う
に
依
り
て
、
此
の
娑
婆
を
厭

う
。
今
、
此
の
事
の
縁
と
シ
テ
、
此
の
浄
土
教
を
説
き
玉
ウ
ト

な
り
『
序
記
』
一
巻
、
三
十
七
紙 122 

。

爾
時
と
は
、
物
を
指
す
語
な
り
。
仏
と
声
聞
・
菩
薩
の
二
衆
と
、

耆
闍
に
在
る
、
爾
の
時
な
り
。
又
た
、
阿
闍
世
、
王
宮
に
於
き

て
逆
を
造
る
、
爾
の
時
な
り
。
此
の
語
、
上
下
に
通
づ
。
其
の

義
、［544b

］ 委
く
上
に
弁
ず
る
が
如
し
。

●
王
舎
大
城
と
は
、
摩
訶
陀
国
の
王
舎
大
城
な
り
。
即
ち
太
子

所
居
の
城
な
り
王
舎
の
義
、
常
の
如
し
。
大
城
と
は
、
大
な
る
都
な
り
。

『
疏
』
に
、「
此
の
城
、
極
め
て
大
に
し
て
、
居
民
、
九
億
あ

り 123 

」。
但
し
、『
大
論
』
に
は
、「
十
二
億
の
家
あ
り 124 
」

と
。『
善
見
論
』
に
は
、「
縦
広
三
百
由
旬
、
八
十
億
万
の
戸
有

り
、
八
万
の
聚
落
有
り 125 

」
と
云
う
。
羅
什
の
『
五
天
竺
往

生
伝
』
に
は
、「
東
西
南
北
各
お
の
九
億
の
人
有
り 126 

」
と

云
う
。
爾
れ
ば
、
今
『
疏
』
に
「
九
億 127 

」
と
云
う
は
、
単

に
一
方
を
挙
る
な
り
。
又
た
、「
九
億
」
と
云
う
は
、
舎
衛
城

バ
カ
リ
な
り
。
王
舎
城
は
、
九
億
に
局
ら
ず
『
序
記
』
一
巻
、
四
十
三

紙 128 

。
科
に
「
王
信
悪
人 129 

」
と
は
、
王
と
は
阿
闍
世
な
り
。

提
婆
が
悪
見
の
計
り
ご
と
を
、
太
子
、
信
用
す
る
な
り
。

●
太
子
と
は
、
天
子
の
儲
君
を
太
子
と
曰
う
。
王
位
を
継
ぐ
べ

き
を
名
づ
け
て
太
子
と
曰
う
。
爾
る
に
、
頻
婆
娑
羅
に
二
子
有

り
。
耆
婆
と
阿
闍
世
と
な
り
。
耆
婆
は
別
願
有
り
て
、
一
切
の

諸
病
を
治
セ
ン
ト
思
い
、
若
し
国
王
と
成
ら
ば
、
衆
人
の
療
治
、

叶
わ
ざ
る
が
故
に
、
自
か
ら
退
き
て
臣
下
と
ナ
ル
な
り
。
王
子

と
云
エ
ド
モ
、
儲
君
に
非
ざ
れ
ば
、
太
子
と
云
わ
ざ
る
な
り
耆

婆
は
兄
、
阿
闍
世
弟
な
り
。
耆
婆
生
れ
て
二
十
年
を
歴
て
後
、
阿
闍
世
生
ズ
ル
な
り
。
然
れ
ど

も
、
奈
女
の
子
に
し
て
、
夫
人
所
生
の
子
に
非
ず
。『
序
記
』
一
巻
、
五
十
一
紙 130 

・『
同
』
二
巻
、

廿
四
紙 131 

、
併
せ
見
よ
。

●
阿
闍
世
と
は
、
此
に
は「
未
生
怨
」と
翻
ず
。
但
し
、
此
の
名
、

自
然
と
名
づ
ク
レ
ど
も
、
自
か
ら
其
の
理
に
称
う
な
り
。
因
縁

は
、『
疏
』
に
之
れ
を
釈
す
。
又
た
「
婆
羅
留
支
」
ト
モ
云
う
。

此
に
は
「
折
指
」
と
翻
ず 132 

」。
此
れ
は
、
毀
り
て
呼
ぶ
名

な
り
。
因
縁
は
『
疏
』
に
釈
す 133 

。
又
た
「
善
見
」
と
も
云

う
な
り
『
序
記
』
一
巻
、
四
十
五
紙
、
已
下 134 

。

●
調
達
と
は
、
具
に
は
「
提
婆
達
多
」
と
云
う
。
或
い
は
「
調
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婆
達
多
」
と
云
う
。
此
に
「
天
熱
」
と
云
う
。
其
の
生
ず
る

時
、
諸
天
の
心
、
皆
、
熱
悩
を
生
ず
。
彼
れ
世
に
出
で
て
、
必

ず
三
宝
を
破
す
べ
し
と
知
る
故
に
霊
芝
の
意 135 

。
又
た
、
其
の
生

ず
る
時
、
室
中
、
大
い
に
熱
す
。
是
れ
阿
鼻
の
相
な
り
嘉
祥
の
意 

136 

。
新
［545a
］
訳
に
「
天
授 137 

」
と
云
う
。
斛
飯
王
の
子
、

阿
難
の
兄
な
り
。
仏
の
堂
弟
な
り 138 

。
提
婆
、
象
頭
山
此
の
山
、

鷲
峰
の
北
三
四
里
に
在
る
な
り
に
在
り
て
、
新
学
の
比
丘
五
百
人
を
ソ
ヽ

ナ
ワ
カ
シ
テ
、
其
の
衆
を
領
す
な
り
『
序
記
』
二
巻
、
初
紙
、
五
紙 139 

。

●
悪
友
と
は
、
今
家
及
び
興
師
の
意
は
、
調
達
即
ち
悪
友
な
り
。

又
た
、
闍
世
の
臣
下
に
「
雨
行
」
と
云
う
外
道
ア
リ
。
此
れ
を

悪
友
と
云
う
。
此
の
義
ナ
レ
バ
、
調
達
と 
雨
行
と
二
人
な
り
竜

興
の
一
義
の
意 140 

な
り
。
此
れ
は
今
意
に
非
ざ
る
な
り
『
序
記
』
二
巻
、
初

紙 141 『
同
』
一
巻
、
五
十
紙 142 

。

●
教
と
は
、
提
婆
、
太
子
に
語
り
て
云
わ
く
、「
国
の 

人た
み

、
汝

を
罵
り
て「
未
生
怨
」と
云
う
。
又
た
、
汝
を
号
し
て「
折
指
」

と
云
う
。
是
の
如
き
等
の
種
々
の
悪
計
を
以
ち
て
、
教
え
て
父

を
殺
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
爾
る
に
、
提
婆
、
初
め
に
之

れ
を
勧
む
れ
ど
も
、
闍
世
、
之
れ
を
信
受
せ
ず
、
後
に
更
に
折

指
の
因
縁
を
説
く
。
闍
世
、
茲
に
終
に
調
達
が
語
を
信
じ
随
順

す
。
故
に
「
随
順
」
と
云
う
『
疏
』
の
意 143 

。

●
収
執
と
は
、『
疏
』
に
「
忽
ち
に
王
身
を
掩
う
を
収
と
曰

う
。
既
に
得
て
捨
て
ざ
る
を
執
と
曰
う 144 

」。
言
う
こ
こ
ろ

は
、
ト
ラ
ユ
ル
ハ
収
な
り
『
彙
』
収
捕 145 

な
り
。
ト
ラ
ヱ
テ
ハ
ナ
サ

ヌ
ガ
執
な
り
。
闍
世
、
提
婆
が
悪
計
を
取
り
て
、
頓
に
父
子
の

情
を
捨
つ
。
逆
の
響
き
、
之
れ
に
由
り
て
巷
に
満
つ
。

●
頻
婆
娑
羅
と
は
、
此
に
「
摸
実
」
と
云
う
。
又
た
「
影
堅
」

と
云
う 

天
台
の
意 146 

。
又
た
「
顔
色
端
正
」
と
云
う
嘉
祥
の
意 147

。

其
の
身
の
、
生
ま
れ
ツ
キ
タ
ク
マ
シ
ク
、
ス
ク
ヤ
カ
ニ
シ
テ
、

器
量
・
骨
ガ
ラ
、
人
に
勝
レ
玉
ウ
な
り
。 

●
幽
閉
置
於
と
は
、『
涅
槃
経
』 148 

の
意
、
城
外
と
見
ル
な
り
。

『
十
誦
律
』 149 

の
意
ナ
レ
バ
城
内
と
見
ル
な
り
。『
今
経
』
の
意
、

亦
た
城
内
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
『
記
』
の
意
、
三
文
、
並
び

に
城
外
と
决
す
『
序
記
』
二
巻
、
八
紙
。『
記
』
の
意
に
云
わ
く
、「
既
に
是
れ
獄
の
故
に

城
外
に
置
く
。
故
に
城
外
と
决
す
る
な
り 150 

」。
爾
レ
バ
、
禁
中
の
御
墻
の
外

に
し
て
、
シ
カ
モ
庶
人
、
至
る
こ
と
能
わ
ざ
る
処
に
幽
閉
ス
ル

［545b

］
な
り
。「
幽
」
は
『
彙
』
に
「
囚
な
り 151 

」。
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●
七
重
室
内
と
は
、
此
の
七
重
に
囲
う
処
の
室
な
り
。
室
は
只
、

一
に
し
て
七
重
の
墻
ア
ル
ナ
リ
。
或
い
は
壁
の
築
地
を
ツ
キ
、

或
い
は
堀
を
ホ
ル
等
な
り
。
大
切
ナ
ル
囚
人
ナ
レ
バ
、
此
の
如

く
七
重
に
ス
ル
な
り
。
興
師
の
云
わ
く
、「
室
は
一
有
り
と
雖
も
、

外
に
七
重
の
墻
あ
り
。
故
に
七
重
と
云
う 152 

」
と
。
扨
、
七

重
に
限
る
こ
と
、
世
間
の
法
ナ
レ
バ
、
八
重
・
九
重
ニ
モ
セ
ザ

ル
な
り
。
凡
そ
世
間
、
七
を
以
ち
て
数
極
と
セ
リ
。
或
い
は
修

法
ニ
モ
、
或
い
は
服
薬
・
湯
治
等
、
皆
、
七
に
限
る
。
今
も
丁

寧
の
至
極
を
表
し
て
七
重
と
ス
ル
な
り
。

●
制
諸
群
臣
と
は
、「
制
」
と
は
伏
の
意
な
り
。
天
子
の
命
令

に
し
て
堅
く
自
由
を
サ
セ
ヌ
ヲ
云
う
な
り
。
今
、
群
臣
を
制
し

て
余
人
を
制
せ
ざ
る
意
は
、
惣
じ
て
禁
中
と
云
う
は
、
凡
人

を
制
し
て
乱
り
入
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
故
に
禁
中
と
曰
う
。
是

を
以
ち
て
町
人
・
百
姓
・
旅
人
の
類
は
制
の
限
り
に
非
ざ
る
な

り
。
爾
る
に
今
、
群
臣
を
制
す
る
こ
と
は
、
父
王
に
従
来
、
随

逐
・
給
事
セ
ル
臣
、
若
し
父
王
に
通
情
有
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て

堅
く
厳
制
し
て
往
せ
ざ
ら
し
む
な
り
。
是
の
故
に
凡
人
ヨ
リ
尚

お
、
群
臣
を
制
ス
ル
な
り
。

●
国
大
夫
人
と
は
、
惣
じ
て
天
子
に
ミ
ヤ
ヅ
カ
ヘ
ス
ル
使
せ
ら
る

者
な
り
ヲ
モ
ト
ビ
ト
ヲ
婇
女
皆
、
夫
人
と
云
う
。
爾
る
に
韋
提
は

正
后
な
る
ガ
故
に
、
大
夫
人
と
云
う
大
の
字
を
附
く
る
こ
と
は
王
の
正
后
ナ

ル
コ
ト
ヲ
顕
ワ
ス
な
り
。
惣
じ
て
天
竺
ニ
テ
ハ
、
褒
美
し
て
大
と
言
う
な
り
。
正
后
の
中

ニ
モ
太
子
の
御
母
た
る
を
以
ち
て
国
大
夫
人
と
云
う
。
婦
人
を

呼
び
て
夫
人
と
す
る
は
、
崇
敬
の
称
な
り
。
凡
そ
天
子
の
后
は

十
二
月
に
配
し
て
十
二
人
有
る
中
に
、
大
夫
人
と
云
う
は
、
日

本
ニ
テ
中
宮
の
事
な
り
。

●
韋
提
希
と
は
、
又
た
は
毘
提
希
と
云
う
。
中
天
の
正
音
ナ
レ

バ
、
吠
提
希
な
り
。「
此
は
思
惟
と
翻
ず
。
先
に
［546a

］
此

の
名
を
受
く
る
は
、
即
ち
今
日
、
観
を
請
す
る
の
讖
と
す
」
霊

芝
の
意 153 

。
是
れ
、
暗
に
観
察
の
義
に
称
う
な
り
。

●
恭
敬
大
王
と
は
、
此
の
恭
敬
は
意
業
に
在
る
な
り
。
意
に
恭

敬
し
、
先
づ
身
を
澡
浴
清
浄
に
ス
ル
な
り
。

●
澡
浴
と
は
、「
澡
」は
手
を
洗
う
な
り
。「
浴
」は
身
を
洗
う
な
り
。

ユ
ア
ミ
ス
ル
コ
ト
な
り
。『
疏
』に「
滲
浴
」に
作
る 154 

。『
経
』

の
異
本
か
。
滲
は
漉
な
り
。

●
酥
と
は
、
牛
羊
の
乳
を
も
て
作
る
所
の
牛
の
酥
は
羊
酥
に
勝
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る
る
な
り
。
牛
乳
を
煎
じ
て
酥
と
す
る
、
是
れ
は
ナ
メ
モ
ノ
な

り
私
に
云
わ
く
、
牛
乳
を
煎
ず
る
五
味
の
中
に
は
初
め
の
乳
味
な
り
。
然
る
に
、『
涅

槃
経
』
に
両
文
有
り
。
第
十
三
に
「
牛
従
り
乳
を
出
し
、
乳
従

り
酪
を
出
し
、
酪
従
り
生
酥
を
出
し
、
生
酥
従
り
熟
酥
を
出
し
、

熟
酥
従
り
醍
醐
を
出
す 155 

」
と
。
又
た
、
第
廿
七
に
「
雪
山

に
草
有
り
。
名
づ
け
て
忍
辱
草
と
曰
う
。
牛
の
喰
う
者
、
即
ち

醍
醐
を
出
す 156 

」
と
文
。
牛
、
若
し
下
忍
草
を
食
す
れ
ば
酪

を
出
し
、
中
忍
草
を
食
す
れ
ば
生
酥
を
出
し
、
上
忍
草
を
食
す

れ
ば
熟
酥
を
出
し
、
上
々
忍
草
を
食
す
る
時
は
醍
醐
を
出
す
な

り
『
西
谷
句
解
』
六
巻
、
卅
一
紙
。
同
一
巻
、
五
紙
、
併
せ
見
よ 157 

。

●
蜜
と
は
、
蜂
が
花
の
甘
味
を
口
に
含
み
て
我
が
身
に
ヌ
リ
付

く
ル
な
り
。
其
ノ
付
く
ル
ノ
ガ
シ
タ
ヽ
ル
ヲ
白
蜜
と
云
う
。
世

間
ニ
テ
、
蜂
イ
バ
リ
ト
云
う
ハ
、
俗
説
な
り
。

●
麨
と
は
、
乾
飯
ノ
屑
な
り
。
ホ
シ
イ
イ
ヲ
粉
に
シ
タ
ル
な
り
。

●
用
塗
其
身
と
は
、
先
づ
麨
を
蜜
を
以
ち
て
錬
り
合
わ
せ
て
、

其
の
後
、
身
に
塗
り
、
其
の
上
に
衣
服
を
著
て
密
に
進
ぜ
ん
と

思
し
召
し
て
持
参
し
給
ウ
な
り
。
然
る
に
、『
疏
』
に
之
れ
を

釈
し
て
云
わ
く
、
夫
人
、「
遂
に
即
ち
香
湯
を
も
て
滲
浴
し
て

身
を
し
て
清
浄
な
ら
し
む
。
即
ち
酥
蜜
を
取
り
て
先
づ
其
の
身

に
塗
り
、
後
に
麨
を
取
り
て
始
め
て
酥
蜜
の
上
に
安
き
、
即
ち

浄
衣
を
著
て
之
れ
を
覆
い
、
外
衣
の
上
に
在
り
て
始
め
て
珱
珞

を
著
る
こ
と
、
常
の
服
法
の
如
く
し
て
、
外
人
を
し
て［546b

］

怪
し
ま
ざ
ら
し
む 158 

」
私
に
云
わ
く
、
今
、
弁
ず
る
所
と
『
疏
』
の
意
と
、
少
異
す
。

按
ず
る
に
弁
ず
る
所
の
解
、
旦
く
経
文
の
面
に
准
ず
。
既
に
酥
蜜
を
以
ち
て
麨
に
和
す
と
云
う
が

故
に
。
但
し
、『
疏
』
の
意
、
亦
た
穏
か
な
り
。
更
に
思
択
す
べ
し
。
又
た
、『
十
誦
律
』

に
衣
服
の
上
絹
に
塗
る 159 

と
云
う
は
今
の
意
に
非
ず
。

●
諸
珱
珞
中
と
は
、
珱
珞
に
二
有
り
。
一
に
は
華
珱
珞
。
此
れ

は
糸
を
以
ち
て
時
の
花
を
貫
き
、
頭
上
に
掛
く
る
。
此
の
方
の

簪
の
如
き
物
ニ
テ
、
落
ち
ざ
る
様
に
ハ
サ
ム
コ
ト
な
り
。
二
に

は
寳
珱
珞
、
此
れ
は
種
種
の
宝
を
以
ち
て
之
れ
を
作
る
。
今
は

宝
珱
珞
な
り
。「
諸
」
と
は
、
先
づ
頭
上
に
冠
る
珱
珞
、
或
い

は
ヱ
リ
ニ
掛
く
る
、
或
い
は
手
、
或
い
は
胸
、
或
い
は
腰
等
に

掛
く
る
、
ソ
レ
ゾ
レ
ニ
有
る
が
故
に
、「
諸
」
と
云
う
。「
中
」

と
は
、 

中う
ち

、
空
虚
に
し
て
竹
の
筒
の
様
ナ
ル
珱
珞
の
コ
ト
な
り
。

上
下
に
孔
の
有
る
モ
ノ
な
り
。
其
の
一
方
を
蝋
を
以
ち
て
塗
り

塞
ぎ
、
中
に
漿
を
入
れ
て
亦
た
一
方
の
孔
を
モ
能
く
塗
り
塞
ぐ



研究ノート

217　『観無量寿経随聞講録』上　書き下し

な
り
。

●
蒲
桃
漿
と
は
、
此
れ
は
飲
む
モ
ノ
な
り
。
蒲
桃
は
味
わ
い
甘

平
に
し
て
、
毒
無
し
。
人
を
し
て
肥
健
な
ら
し
む
。
久
し
く
食

す
れ
ば
、
身
を
軽
く
し
て
老
い
ず
、
年
を
延
ぶ
委
し
く
は
『
記
』
に
本

草
を
引
く 160 

。「
漿
」
は
和
名
に
薬
水
な
り
。

●
密
以
上
王
と
は
、
是
れ
、
夫
人
の
意
に
約
し
て
「
密
」
と
云

う
。
爾
れ
ど
も
、
後
に
は
門
家
、
悉
く
自
ら
知
る
。
是
れ
、
只
、

夫
人
の
意
密
か
ト
思
エ
リ
。
此
の
密
の
字
、
面
白
き
文
章
な
り
。

凡
そ
隠
密
ス
ル
コ
ト
ハ
、
久
し
く
し
て
後
に
必
ず
顕
れ
ざ
る
は

莫
し
。
今
も
終
に
は
番
人
ド
モ
ガ
此
の
様
子
を
知
る
が
故
に
、

後
に
は
一
一
に
白
状
ス
ル
な
り
。
夫
人
の
意
ニ
ハ
、
只
、
密
か

と
思
ヘ
リ
。『
疏
』
に
「
今
、
密
と
言
う
は
、
門
家
に
望
み
て

夫
人
の
意
を
述
ぶ
る
な
り
。
夫
人
は
密
に
し
て
外
人
知
ら
ず

と
謂
え
ど
も
、
其
の
門
家
、
尽
く
以
ち
て
之
れ
を
覚
ら
ざ
ら
ん

や 161 

」『
疏
』
十
六
紙
。
上
来
の
段
を
『
疏
』
に
「
問
い
て
曰
わ
く
、

未
審
し
、
夫
人
は
門
家
、
制
せ
ず
し
て
、
放
じ
て
入
る
こ
と
を

得
せ
し
む
る
こ
と
、
何
意
か
有
る
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
夫
人

は
是
れ
女
人
に
し
て
、
心
に
異
計
無
し
。
王
と
宿
縁
業
重
し
て

久
近
の
夫
妻
な
り
。
体
を
別
に
し
て
心
を
同
ず
。［547a

］
人

を
し
て
外
慮
無
か
ら
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
是
を
以
ち
て
入
り

て
王
と
相
見
す
る
こ
と
を
得
し
む 162 

」『
疏
』
十
四
紙
、
略
抄
。 

●
食
麨
飲
漿
と
は
、『
疏
』
に
云
わ
く
、「
夫
人
、
既
に
王
に
見

え
已
り
て
即
ち
身
上
の
酥
蜜
を
刮
き
取
り
、
団
め
て
王
に
授
与

す
。
王
、
得
て
即
ち
食
す 163 

」。

●
求
水
漱
口
と
は
、
是
れ
食
後
の
法
な
り
。
律
に
制
有
り
。
尊

宿
の
前
に
至
り
て
語
せ
ん
と
欲
す
る
時
、
若
し
口
中
に
臭
気

ア
レ
バ
、
尊
宿
を
ケ
ガ
ス
意
ア
レ
バ
、
食
後
、
必
ず
口
を
漱
ぐ

な
り
。『
疏
』
の
意
を
按
ず
る
に
、
茲
に
於
き
て
、
夫
人
、
牢

内
の
近
辺
に
し
て
井
を
尋
ね
、
水
を
求
め
て
王
に
与
え
て
口

を
漱
が
し
む
。
其
の
由
は
、
夫
人
、
意
に
思
わ
く
、「
大
王
の

余
命
、
今
、
幾
ば
く
も
有
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
仏
に
帰
セ
シ
メ

テ
、
後
世
、
安
穏
ナ
ラ
シ
メ
ン
」
ト
思
し
召
シ
テ
、
大
王
を
勧

め
給
う
模
様
な
り
。
誠
に
情
深
き
事
な
り
。
経
文
の
面
は
、
直

ち
に
ソ
バ
ニ
有
る
水
に
て
ニ
テ
漱
ぐ
様
ナ
レ
ド
モ
、
サ
ニ
ハ
非

ズ
。
故
に
『
疏
』
に
云
わ
く
、「
麨
を
食
す
る
こ
と
、
既
に
竟

り
て
、
即
ち
、
宮
内
に
於
き
て
、
夫
人
、
浄
水
を
求
め
得
て
王
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に
与
え
て
口
を
漱
が
し
む 164 

」
経
文
も
「
口
を
ス
ヽ
ガ
シ
ム
ル
」
ト
点
ズ
ル

ガ
好
シ
。
此
の
模
様
ナ
ル
ガ
故
に
曼
陀
羅
禁
父
縁
第
四
受
戒
聴
法 

165 
の
下
に
、
有
る
マ
ジ
キ
処
に
給
事
の
韋
提
ア
ル
ハ
此
の
意

な
り
。
是
れ
『
疏
』
の
妙
釈
、
亦
た
変
相
の
不
思
議
な
り
。

●
合
掌
恭
敬
と
は
、
此
れ
は
身
業
の
敬
な
り
。
亦
た
通
じ
て
意

業
に
有
り
。

●
而
作
是
言
の
下
は
、
口
業
の
請
を
以
ち
て
、
亦
た
意
業
を
宣

ぶ
。
故
に
此
の
処
に
三
業
の
恭
敬
ア
リ
。

●
向
耆
闍
崛
山
と
は
、
王
舎
城
の
丑
寅
の
方
に
在
る
な
り
。

『
疏
』
に
云
わ
く
、「
口
を
浄
む
る
こ
と
已
に
竟
り
て
虚
し
く
時

を
引
く
べ
か
ら
ず
。
朝
心
、
寄
る
所
無
し
。
是
を
以
ち
て
虔
恭

合
掌
し
て
面
を
回
し
て
耆
闍
に
向
か
い
敬
を
如
来
に
致
し
て
加

護
を
請
求
す 166 

」。

●
遥
礼
と
は
、
親
礼
す
る
に
非
ず
。
既
に
十
五
里
を
隔
る
る
が

［547b

］
故
に
。

●
親
友
と
は
、
目
連
は
王
舎
城
の
人
に
し
て
、
王
種
姓
の
故
に
、

父
王
の
親
類
ナ
レ
バ
、
別
し
て
親
シ
キ
な
り
。
是
の
故
に
、
一

家
門
の
中
、
皆
、
師
と
ス
ル
な
り
。『
疏
』
に
云
わ
く
、「
俗
に

在
り
て
は
是
れ
王
の
別
親
、
既
に
出
家
を
得
て
は
即
ち
是
れ

門
師
な
り
。
宮
閤
に
往
来
す
る
に
、
都
て
障
碍
無
し
。
然
る
に
、

俗
に
在
る
を
親
と
し
、
出
家
せ
る
を
友
と
名
づ
く
。
故
に
親
友

と
名
づ
く
る
な
り 167 

」
已
上
。

●
授
我
八
戒
と
は
、「
授
」
の
字
、
授
け
シ
メ
玉
エ
ト
点
ゼ
ヨ
。

若
し
授
け
玉
エ
ト
点
ズ
レ
バ
、
仏
ヨ
リ
直
に
授
く
ル
ニ
ナ
レ
バ

な
り
。
爾
る
に
、
八
戒
は
一
日
一
夜
に
限
り
て
誤
犯
の
過
無
し
。

余
戒
ハ
稍
や
広
し
。
時
節
、
長
遠
に
し
て
、
恐
ら
く
は
中
間
に

失
念
し
て
生
死
に
流
転
せ
ん
こ
と
を
。
故
に
今
、
別
し
て
此
の

戒
を
請
す
る
な
り
。
扨
、
八
戒
は
極
細
極
急
の
戒
に
し
て
、
諸

仏
を
手
本
と
し
て
受
く
る
戒
な
り
。

●
時
目
犍
連
と
は
、「
時
」
と
は
、
父
王
の
請
す
る
時
な
り
。
扨
、

爰
に
は
意
を
入
れ
テ
見
る
ベ
シ
。
仏
、
耆
闍
に
在
し
て
、
大
王

の
意
を
知
し
め
し
て
、
即
ち
目
連
に
勅
し
て
王
に
八
戒
を
授
け

し
む
べ
し
。
此
の
如
き
の
、
目
連
、
仏
勅
を
受
く
る
模
様
、
有

る
ベ
シ
。
今
、
無
き
は
略
な
り
。
惣
じ
て
仏
勅
を
受
く
る
は
、

是
れ
、
礼
法
な
り
。
仏
の
許
し
を
受
け
ず
し
て
、
自
ら
至
る
と

云
う
コ
ト
ハ
、
无
き
事
な
り
。
例
せ
ば
厭
苦
縁
に
、
韋
提
、
目
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連
・
阿
難
を
請
す
る
に
、
仏
、
即
ち
勅
し
て
空
従
り
来
た
ら
シ

ム
ル
ガ
如
し
経
文
、
七
紙
に
云
わ
く
、「
爾
の
時
、
世
尊
、
耆
闍
に
在
し
て
大
目
犍
連
及
び

阿
難
に
敕
し
て
空
従
り
而
て
来
た
ラ
シ
ム 168 

」ト
。
今
、
次
下
に「
世
尊
亦
遣
」

と
言
う
を
以
ち
て
見
る
ト
キ
ハ
、
上
に
も
世
尊
の
教
勅
ア
ル
ベ

キ
事
な
り
。「
亦
」
の
字
、
意
、
前
の
義
に
例
し
て
応
に
知
る

べ
し
私
に
『
疏
』
の
意
を
按
ず
る
に
、
目
連
、
他
心
智
を
得
て
、
遥
に
大
王
の
諸
意
を
知
り
、

即
ち
神
通
を
発
し
て
弾
指
の
頃
の
如
く
に
、
王
の
所
に
到
る 169 

。
此
の
釈
は
、
目
連
、
自
ら
到

る
模
様
ニ
見
ユ
レ
ド
モ
、
此
れ
は
仏
勅
を
受
け
て
後
、
目
連
、
通
を
以
ち
て
王
の
急
ナ
ル
意
ヲ
知

り
テ
、
間
、
髪
を
入
れ
ず
、
速
疾
に
到
ル
コ
ト
ヲ
釈
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
経
文
「
亦
遣
」
の
語
、
顕

然
ナ
ル
ガ
故
ニ
。
扨
、
今
家
所
覧
の
本
に
、「
時
大
目
連
」
と
云
う 
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。
●
如
［548a

］
鷹
隼
飛
と
は
、
大
ナ
ル
ヲ
鷹
と
曰
う
。
隼
は
、

ハ
ヤ
ブ
サ
、
鷹
の
少
さ
き
モ
ノ
な
り
。
然
る
に
、
目
連
の
通
力

は
、
一
念
の
頃
に
四
天
下
を
繞
る
こ
と
百
千
の
帀
な
り
。
豈
に

鷹
と
類
を
為
す
こ
と
を
得
ん
や
。
且
く
、
人
情
に
約
し
て
「
隼

飛
」
と
曰
う
。
是
れ
分
喩
な
り
。「
鷹
隼
」、
疾
き
モ
ノ
ト
、
人
、

能
く
知
り
タ
ル
故
に
、
此
の
一
分
を
喩
う
る
な
り
。
之
れ
に
就

き
て
、
興
師
、
二
意
有
り
。「
一
に
、
大
王
の
重
室
に
幽
閉
せ

ら
る
る
こ
と
を
悲
愍
し
て
、
抜
苦
の
情
急
な
る
が
故
に
。
言
う

こ
こ
ろ
は
、
大
王
の
命
、
今
日
モ
尚
お
、
危
う
き
コ
ト
ナ
レ
バ
、

急
に
救
く
わ
ン
ト
シ
テ
疾
く
至
ル
な
り
。
二
に
諸
の
聖
衆
に
於

き
て
、
唯
、
目
連
の
み
有
り
て
、
神
通
第
一
な
る
が
故
に
、
能

く
臂
を
屈
伸
す
る
頃
に
、
王
に
八
戒
を
授
く
」『
記
』
二
巻
、
十
五
紙 
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。
●
日
日
如
是
と
は
、『
疏
』
に
「
父
王
、
命
を
延
べ
て
目
連
を

し
て
数
し
ば
来
た
り
て
戒
を
受
け
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
山
は

高
き
を
厭
わ
ず
。
海
は
深
き
を
厭
わ
ず
。
刀
は
利
き
を
厭
わ
ず
。

日
は
明
き
を
厭
わ
ず
。
人
は
善
を
厭
わ
ず
。
罪
は
除
く
を
厭

わ
ず
。
賢
は
徳
を
厭
わ
ず
。
仏
は
聖
を
厭
わ
ず
。
然
る
に
、
王

の
意
、
既
に 

囚
禁
せ
ら
れ
て
更
に
進
止
を
蒙
ら
ず
。
念
念
の

中
に
、
人
の
喚
殺
せ
ん
こ
と
を
畏
る
。
此
れ
に
為
り
て
、
昼
夜
、

心
を
傾
け
、
仰
ぎ
て
八
戒
を
憑
む 172 

」。 
●
亦
遣
富
楼
那
と
は
、
具
に
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
と
云
う
。
此

に
は
、
満
願
と
云
う
。
聖
弟
子
の
中
に
最
も
能
く
説
法
す
。
善

く
方
便
有
り
て
、
人
心
を
開
発
す
る
が
故
に
。

●
為
王
説
法
と
は
、
記
主
の
云
わ
く
、「
私
に
推
す
る
に
、
応
に
、
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業
報
、
遁
れ
難
き
な
り
、
濫
り
に
闍
世
を
恨
む
こ
と
莫
れ
。
生

死
、
無
常
な
り
、
愚
か
に
国
位
を
貪
る
こ
と
勿
れ
。
速
か
に
貪

恚
を
離
れ
て
、
早
く
欲
城
を
出
ず
べ
し
と
説
く
な
る
べ
し
」『記
』

二
巻
、
十
七
紙 173 
。

●
如
是
時
間
と
は
、
授
戒
説
法
の
間
な
り
間
、
読
み
て
、
暇
間
の
間
と
す
。

時
日
の
移
動
を
謂
う
に
非
ず
。

●
経
三
七
日
と
は
、
内
に
は
、
麨
蜜
を
食
し
、
外
に
は［548b

］

授
戒
説
法
の
事
有
る
が
故
に
、
三
七
日
を
経
る
間
だ
、
異
変
、

無
き
な
り
。
爾
る
に
、『
涅
槃
経
』
に 
「
父
王
、
飯
食
を
断
絶

し
て
、
一
七
日
を
過
ぎ
て
命
終
わ
る 174 
」
と
云
う
。
彼
は
、

三
七
日
の
後
に
は
水
食
を
受
け
ざ
る
が
故
に
、
三
七
日
の
後
の

一
七
日
に
し
て
、
命
終
す
る
相
を
説
く
。
実
に
は
、
四
七
日
を

経
る
な
り
。
今
『
経
』
は
、
前
の
三
七
日
を
説
き
、『
涅
槃
』
は
、

後
の
一
七
日
を
説
く
。
故
に
相
違
に
非
ず
。
已
に
三
七
日
に
至

る
時
、
闍
世
、
母
を
禁
ず
る
故
に
、
其
の
後
、
父
王
自
ら
水
食

を
断
じ
て
、
第
七
日
に
至
り
て
、
即
ち
命
、
終
わ
る
な
り
。

●
王
食
等
と
は
、「
此
れ
父
王
、
食
と
聞
法
と
に
因
り
て
、
多
日
、

死
せ
ざ
る
こ
と
を
明
す
。
夫
人
は
、
食
を
奉
じ
て
飢
渇
を
除
く
。

二
聖
、
戒
法
を
以
ち
て
内
に
資
け
、
食
、
能
く
命
を
延
ぶ
。
戒

法
、
神
を
養
い
、
苦
を
失
し
、
憂
を
亡
ず
。
故
に
顔
色
を
し
て

和
悦
な
ら
し
む
る
な
り
」
已
上
、『
疏
』 175 

。

●
顔
色
和
悦
と
は
、
カ
ン
バ
セ
、
色
ツ
ヤ
ヨ
ク
、
悦
の
躰
な
り
。

麨
を
食
ス
ル
故
に
、
顔
色
、
好
く
、
法
を
聞
く
故
に
、
悦
ぶ
カ

タ
チ
な
り
。

　
義
山
良
照『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』巻
上（『
浄
土
宗
全
書
』第
一
四
巻
所
収
）

「
禁
父
縁
」
ま
で
の
書
き
下
し
文
で
あ
る
。
訓
読
に
当
た
り
、  

・ 

字
体
及
び
仮
名
遣
い
は
、
新
字
体
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。 

・
原
則
と
し
て
『
浄
全
』
本
に
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。

・
所
釈
の
『
観
無
量
寿
経
』
本
文
は
、『
浄
全
』
で
は
「
●
」
に
続
い
て
示
さ
れ
る
。

本
書
き
し
で
は
、
●
の
前
に
改
行
を
加
え
、『
無
量
寿
経
』
本
文
を
太
字
に

て
示
し
た
。 

・ 

割
注
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
書
き
下
し
文
で
そ
れ
を
再
現
す
る
と
極
め
て

読
み
に
く
い
。
本
書
き
下
し
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
示
し
た
。 

・［
］
内
の
数
字
は
『
浄
全
』
一
四
巻
の
頁
数
で
あ
る
。 

・
今
回
も
出
典
等
の
注
記
が
多
数
に
な
っ
た
。
繁
を
避
け
る
た
め
、
注
番
号

（［
数
字
］
イ
タ
リ
ッ
ク
）
の
み
を
残
し
、
注
記
本
文
は
割
愛
し
た
。 
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観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
上
コ
ラ
ム

平
成
二
十
七
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
研
究
班　

研
究
ノ
ー
ト

　
義
山
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
は
浄
土
三
部
経
の
逐
語
的

な
註
釈
で
あ
る
た
め
、
私
た
ち
浄
土
宗
教
師
が
触
れ
る
こ
と
の

あ
る
様
々
な
言
葉
の
う
ち
で
も
三
部
経
に
見
ら
れ
る
語
句
に
つ

い
て
解
説
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
今
回
は
冒
頭
の
「
如
是
我
聞
」
を
取
り
上
げ
て
、
読
物
と
し

て
み
た
。
こ
れ
を
た
よ
り
に
『
随
聞
講
録
』
本
文
に
興
味
を
お

持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
如
是
我
聞
」

　
経
典
を
三
段
に
分
科
す
る
三
分
科
経
に
つ
い
て
は
吉
蔵

（549-623

）
の
『
仁
王
般
若
経
疏
』
巻
上
一
に
「
諸
仏
の
経
を

説
く
に
本
と
章
段
な
し
。
始
め
道
安
法
師
よ
り
経
を
分
ち
て
以

て
三
段
と
為
す
。
第
一
序
説
、
第
二
正
説
、
第
三
流
通
説
な

り
。
序
説
と
は
由
序
の
義
に
し
て
経
を
説
く
の
由
序
な
り
。
正

説
と
は
不
偏
の
義
に
し
て
一
教
の
宗
旨
な
り
。
流
通
と
は
流
は

宣
布
の
義
、
通
と
は
不
壅
の
義
な
り
。
法
音
を
し
て
遠
布
し
壅

ぐ
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
三
あ
る
所
以
は
勝
人

の
教
を
致
す
は
必
ず
因
縁
あ
る
こ
と
を
明
さ
ん
と
欲
し
て
先
づ

序
説
を
明
か
す
。
開
漸
既
に
彰
れ
ば
正
経
宜
し
く
辯
ず
べ
き
が

故
に
復
た
正
説
す
。
聖
人
の
大
悲
は
限
り
な
く
衆
生
化
を
受
る

こ
と
窮
り
な
し
。
た
だ
復
た
当
時
を
益
す
の
み
に
非
ず
乃
ち
遠

く
後
世
に
伝
へ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
第
三
に
流
通
あ
る
な
り
」

と
、
分
科
を
設
け
る
所
以
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
序
説
に
関
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し
て
は
、「
序
品
中
に
就
き
て
二
と
為
す
。
初
め
に
證
信
序
を

明
す
。
第
二
に
発
起
序
を
明
す
。（
中
略
）
阿
難
、
音
旨
を
親

承
す
る
を
證
信
序
と
名
づ
く
。
正
教
を
発
起
す
る
故
に
発
起
序

と
云
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
證
信
序
と
は
経
の
所
説
を
信
ず
べ

き
こ
と
を
証
す
る
語
の
こ
と
で
、
発
起
序
と
は
そ
の
経
典
の
主

題
と
な
る
説
法
を
開
示
す
る
因
縁
や
動
機
を
説
い
た
文
の
こ
と

を
い
う
。
吉
蔵
は
こ
の
二
種
の
序
を
『
無
量
寿
経
義
疏
』
で
は

遺
教
序
・
発
起
序
、『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
で
は
通
序
・
別
序

と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
浄
影
寺
慧
遠
（523-592

）
は
『
無
量
寿

経
義
疏
』
や
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
で
は
発
起
序
・
證
信
序
の

順
序
で
、
や
は
り
序
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
序

が
経
文
上
の
ど
の
範
囲
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
義
山
（1648-

1717

）の『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』や『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』

が
指
す
よ
う
に
諸
師
に
よ
っ
て
見
解
に
相
違
が
あ
る
。
つ
ま

り
「
如
是
我
聞
」「
我
聞
如
是
」
を
證
信
序
と
し
、「
一
時
」
以

下
を
発
起
序
と
す
る
見
解
（
浄
影
寺
慧
遠
な
ど
）
と
法
藏
（643-

712

）
が
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
第
二
な
ど
で
い
う
六
成
就
（
教

興
に
は
信
・
聞
・
時
・
主
・
処
・
衆
が
具
わ
る
こ
と
を
い
う
）

を
含
め
て
證
信
序
と
す
る
見
解
（
天
台
智
顗
大
師
、
嘉
祥
大
師

吉
蔵
）
が
あ
る
。
後
者
を
『
観
無
量
寿
経
』
に
即
し
て
言
え
ば
、

證
信
序
は
「
如
是
我
聞
」
か
ら
「
而
為
上
首
」
ま
で
、
発
起
序

は「
爾
時
王
舎
大
城
」以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
義
山
は『
観

無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
で
「
宗
家
は
如
是
我
聞
は
一
向
に
證
信

序
、
一
時
已
下
は
偏
に
発
起
と
為
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
観
徹

（1657-1731

）の『
三
部
経
合
讃
』も
同
じ
見
解
。
な
お
善
導『
観

経
疏
』
序
分
義
で
は
「
初
め
に
證
信
序
を
明
か
し
、
次
に
化
前

序
を
明
か
し
、
後
に
発
起
序
を
明
か
す
」
と
述
べ
三
序
を
見
て

い
る
。
ち
な
み
に
道
光
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
で
は
六
成
就
の
信

成
就
と
聞
成
就
を
「
我
聞
如
是
」
に
み
て
證
信
序
と
し
、「
一

時
」「
佛
」「
王
舎
城
」「
與
大
比
丘
衆
」
に
時
・
主
・
処
・
衆

の
四
成
就
を
み
て
、
さ
ら
に
「
世
尊
諸
根
悦
豫
の
下
は
正
し
く

発
起
を
明
す
」
と
述
べ
、
発
起
序
を
五
段
に
わ
た
っ
て
み
て
い

る
。 

（
田
中
芳
道
）
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江
戸
期
浄
土
宗
関
連
人
物
略
年
表

平
成
二
十
七
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
研
究
班　

研
究
ノ
ー
ト

・本
年
表
は
、『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
第
四
七
冊
（
浄
土
宗
全
書
続
』（
九
巻
所
収
）

に
名
前
の
記
載
さ
れ
る
人
物
の
内
、
概
ね
江
戸
期
に
生
存
し
た
人
物
の
生
没

年
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
年
表
の
範
囲
は
、
便
宜
上
、
一
六
〇
〇
年
以
後
に
死
亡
し
、
一
八
六
八
年
以

前
に
誕
生
し
た
人
物
で
あ
る
。

・
年
表
の
最
上
段
が
西
暦
で
あ
り
、
そ
の
下
に
人
名
を
横
線
で
挟
ん
で
示
し
た
。

横
線
の
長
さ
が
生
存
期
間
で
あ
る
。

・
生
存
期
間
が
確
定
し
て
い
る
範
囲
は
実
線
で
あ
ら
わ
し
、
未
確
定
の
範
囲
は

破
線
で
あ
ら
わ
し
た
。

・「
近
世
浄
土
宗
学
の
基
礎
的
研
究
」
班
に
お
い
て
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
関
連

人
物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
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15
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9

30
1
2
3
4
5
6
7
8
9

40
1
2
3
4
5
6
7
8
9

50
1
2
3
4
5
6
7
8
9

60
1
2
3
4
5
6
7
8
9

70
1
2
3
4
5
6
7
8
9

80
1
2
3
4
5
6
7
8
9

90
1
2
3
4
5
6
7
8
9

16
00

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
1
2
3
4
5
6
7
8
9

20
1
2
3
4

15
12

圓
譽

不
殘

光
譽

滿
靈

眞
蓮

社
天

譽

栴
蓮

社
檀

譽
上

人
存

把
九

五

相
蓮

社
實

譽
求

道
存

貞

讃
譽

上
人

萬
蓮

社
德

譽
運

哲

應
蓮

社
讃

譽
助

給
牛

秀

光
蓮

社
日

譽
尊

秀

西
蓮

社
方

譽

榊
原

式
部

太
輔

康
政

然
蓮

社
嚴

譽
的

道

親
蓮

社
等

譽
曉

翁

立
川

能
登

守
子

無
蓮

社
常

譽
圓

光

頼
慶

本
多

忠
勝

寂
蓮

社
照

譽
靈

秀

天
蓮

社
本

譽
露

廓

根
蓮

社
本

譽
還

治

宗
蓮

社
眞

譽
一

諾

圓
蓮

社
智

譽
上

人
幡

隨
意

白
道

源
蓮

社
光

譽
無

云

尊
蓮

社
源

貞

轉
蓮

社
法

譽
了

閑

行
蓮

社
滿

譽
尊

照

頓
蓮

社
乘

譽
圓

諦

照
譽

高
心

信
蓮

社
師
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《イタリア語》

 Ora supplico tutti i Buddha di ritornare nelle loro Terre Pure. 

 Mostrando la mia più sincera gratitudine con le mie offerte, spargendo 

fiori e bruciando incensi. 

 Cerco la vostra guida e protezione nella luce della Compassione, dalla 

Terra distante da questo mondo. 

Sinceramente desidero condividere le mie benedizioni con tutti gli esseri,  

sforzandoci insieme per rinascere nella Terra pura e seguire la Via del 

Buddha fino alla realizzazione finale.

《ポルトガル語》

Obedecendo às leis do Karma, peço aos Budas que convidamos （para 

este Ofício） , que retornem ao mundo de onde vieram.

Despedimo-nos, oferecendo o incenso e espalhando pétalas de flores.

Rogo aos Budas de onde estiverem, para que nos protejam com toda 

compaixão.

Peço a proteção dos Budas e dos antepassados para que um dia possa 

nascer na Terra Pura.

《中国語》

敬请诸佛随缘返回本国，我随处烧香散花乐意送佛。但愿诸佛在那远方慈心护念，

我们盼望往生极乐净土的都互相劝而鼓励一定要往生。
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【送仏偈】

請仏随縁還本国　普散香華心送仏
〈請うらくは仏縁に随って本国に還りたまえ。普く香華を散じ心に仏を送りたてまつる〉

願仏慈心遙護念　同生相勧尽須来
〈願わくは仏の慈心遙かに護念したまえ　同生相勧む　尽く来たるべし〉

《英語》

May we now call upon all the buddhas to return to their lands, as it 

should be.

We offer incense and scatter flowers to send them off with great 

appreciation.

Beyond the distance of the lands from here, we ask for your 

compassionate protection.

We will encourage each other so that we all attain Birth in the Pure 

Land.

《ドイツ語》

Buddhas （und Bodhisattwas）! Bitte kehrt bei der （passender） 

Gelegenheit in Euer eigenes Land zurück!

Wir begleiten Euch hinaus, wobei wir wohlriechende Blütenblätter 

rundherum verstreuen.

Buddhas （und Bodhisattwas）! Bitte beschützt uns mit Eurer 

Warmherzigkeit von dort in der Ferne!

Wir werden uns gegenseitig ermuntern und alle zusammen mit unsren 

Zeitgenossen sicher in Euer Land gelangen.
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《イタリア語》

 Prendiamo rifugio da Amida Buddha che ha concluso i voti originali 

nella Terra Pura. 

 Prendiamo rifugio da Amida Buddha che ci circonda con la sua 

raggiante luce.

 Prendiamo rifugio da Amida Buddha che verrà ad accoglierci.

《ポルトガル語》

Reverenciamos o Buda Amida que vive na Terra Pura do lado oeste que 

fez e concluiu os votos para salvar a todos.

Reverenciamos o Buda Amida que mora na Terra Pura do lado oeste 

que fez os votos para acolher todos através da sua infinita luz.

Reverenciamos o Buda Amida que mora na Terra Pura do lado oeste 

que fez os votos para vir nos buscar e levar para sua terra quando 

terminar nossa vida neste mundo.

《中国語》

南无西方极乐世界本愿成就身阿弥陀佛。

（皈依在西方极乐净土成就本愿的阿弥陀佛。）

南无西方极乐世界光明摄取身阿弥陀佛。

（皈依在西方极乐净土照射光明济度众生的阿弥陀佛。）

南无西方极乐世界来迎引接身阿弥陀佛。

（皈依在西方极乐净土为我们临死时来迎引接的阿弥陀佛。）
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【三身礼】

※ 書き下しは、浄総研『浄土宗日常勤行式の総合的研究』による。

南無西方極楽世界本願成就身阿弥陀仏
〈西方極楽世界の本願成就身阿弥陀仏に南無す〉

南無西方極楽世界光明摂取身阿弥陀仏
〈西方極楽世界の光明摂取身阿弥陀仏に南無す〉

南無西方極楽世界来迎引接身阿弥陀仏
〈西方極楽世界の来迎引接身阿弥陀仏に南無す〉

《英語》

I wholeheartedly take refuge in Amida Buddha of the Western Pure 

Land who fulfilled the original vows.

I wholeheartedly take refuge in Amida buddha of the Western Pure 

Land who embraces us by his radiant lights.

 I wholeheartedly take refuge in Amida buddha of the Western Pure 

Land who comes to receive me.

《ドイツ語》

Ich nehme Zuflucht zum Amida Buddha, der in der freudevolle Welt 

wohne und also die Urgelübde vollbracht hat.

Ich nehme Zuflucht zum Amida Buddha, der in der freudevolle Welt 

wohne, der uns mit strahlenden Lichtern umfängt.

Ich nehme Zuflucht zum Amida Buddha, der in der freudevolle Welt 

wohne, doch zu uns kommt und uns empfängt.
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superior do que este estado.

Desejo que estes méritos sejam iguais para todos. Rogo para que 

possamos nascer na Terra Pura e assim alcançar o estado de iluminados.

《中国語》

众生虽然无数，但我发誓都救度他们。

烦恼虽然无边，但我发誓都断绝它们。

法门虽然无尽，但我发誓都了解它们。

菩提虽然无上，但我发誓一定得证果。

还有我情愿法界里的自己和他人都得相等的利益，一起往生极乐净土而成就佛道。
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unzählbar sind,） legen wir ein Gelübde ab, sie alle zu lernen und damit 

die höchste Erleuchtung zu erlangen.

Zusammen mit allen anderen würden wir die gleichen Gunst teilen und 

in die freudevolle Welt （sukhāvatī） hineingeboren werden und zur 

Erleuchtung gelangen.

《イタリア語》

 Gli esseri viventi sono infiniti;

faccio voto per salvarli tutti.

 Le passioni illusorie sono inesauribili;

faccio voto per estinguerle tutte.

 Gli insegnamenti di Buddha sono incommensurabili;

faccio voto per conoscerli tutti.

 L'Illuminazione è incomparabile;

faccio voto per realizzarla completamente.

 Io desidero sinceramente condividere i miei meriti con tutti gli esseri 

viventi, sforzandoci insieme per rinascere nella Terra Pura.

《ポルトガル語》

Rogo para que todas as pessoas sem rumo sejam encaminhadas ao 

estado de Iluminados.

Rogo para que elimine os males das pessoas que se perdem devido a 

ilusão.

Rogo para que eu possa aprender ao máximo os ensinamentos do Buda, 

que são infinitos.

Rogo para que alcance a iluminação do Buda, pois não existe nada mais 
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【総願偈】

衆生無辺誓願度　煩悩無辺誓願断
〈衆生無辺なれども誓って度せんことを願う　煩悩無辺なれども誓って断ぜんことを願う〉

法門無尽誓願知　無上菩提誓願証
〈法門無尽なれども誓って知らんことを願う　無上菩提誓って証せんことを願う〉

自他法界同利益　共生極楽成仏道
〈自他法界利益を同うし　共に極楽に生じて仏道を成ぜん〉

《英語》

However innumerable sentient beings are, I earnestly vow to awaken 

them all.

However inexhaustible our afflictions are, I earnestly vow to extinguish 

them all.

However immeasurable the Buddha's Teachings are, I earnestly vow to 

know them all.

However incomparable enlightenment is, I vow to attain it by all means.

Enjoying the benefits of the Nenbutsu equally with all sentient beings, 

we pray to be born together in the Pure Land to attain awakening.

《ドイツ語》

Trotz der zahlreichen Lebewesen （Wenn Lebewesen auch zahlreich 

sind,） legen wir ein Gelübde an, sie alle zu retten.

Trotz der zahlreichen Leidenschaften （Wenn Leidenschaften auch 

zahlreich sind,） legen wir ein Gelübde ab, diese alle zu vernichten.

Trotz der unzählbaren Lehren Buddhas （Wenn Buddhas Lehren auch 
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《ポルトガル語》

Rogo para que os méritos que acumulo até o presente momento sejam 

igualmente ofertados para todos os seres. E para que todos desenvolvam 

o sentimento de se tornar um Buda, que nasçam na Terra do Buda 

Amida.

《中国語》

我情愿把这些念经念佛的功德都平等地施舍给所有的众生，跟他们一同发菩提心

而往生极乐净土。
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【総回向偈】

願以此功徳　平等施一切
〈願わくは此の功徳を以て　平等に一切に施し〉

同発菩提心　往生安楽国
〈同じく菩提心を発して　安楽国に往生せん〉

《英語》

We pray all the merits we have earned in this service may be 

transferred equally to all, so that may we together develop the aspiration 

for enlightenment, and may we be born in the Pure Land.

《ドイツ語》

Mit den Gewinnen （Vorteilen） dieser [bisherigen] guten Taten 

wollen wir allen anderen gleichermassen spenden.

Mit dem Streben nach der [zukünftigen] Erleuchtung （Bodhichitta） 

wollen wir zusammen mit allen anderen in jenes Friedliche Land 

hineingeboren werden. 

《イタリア語》

 Attraverso la virtù di recitare incessantemente il Sacro Nome, possiamo 

noi tutti insieme risvegliare la mente dell'Illuminazione. 

 Condividendo l'illuminata benedizione con tutti gli altri esseri viventi, 

possiamo noi percorrere il Sacro Sentiero che conduce alla Terra Pura.
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Nenbutsu. 

《中国語》

阿弥陀佛的光明，照射遍十方世界，而济度念佛的众生，绝不会弃而不顾。
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【摂益文】 

光明徧照　十方世界
〈如来の光明は徧く十方世界を照らして〉

念仏衆生　摂取不捨
〈念仏の衆生を摂取して捨てたまわず〉

《英語》

The radiant lights of Amida Buddha universally illuminates the realms 

of ten directions, embracing all and forsaking none of the sentient beings 

chanting Nenbutsu.

《ドイツ語》

Die Strahlen （Tathāgatas/ Amida Buddhas） reichen weit und breit　zu 

aller Welten in den zehn Richtungen　hin.

Die Menschen, die den Namen Amida Buddhas anrufen, werden dadurch 

gerettet und nie verlassen.

《イタリア語》

 Possa la luce di Amida Buddha illuminare il mondo intero, così che tutti 

coloro che invocano il Suo Sacro Nome（Nenbutsu）possano essere 

salvati e mai abbandonati.

《ポルトガル語》

A luz （do Buda Amida） ilumina todos os "dez lados" do universo.

O Buda Amida acolhe a todos e não se esquece os que entoam o 
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《ポルトガル語》

Os votos do Buda Amida são os ensinamentos essenciais para nascer na 

Terra Pura.

Tanto os Concentrados como os Dispersos oferecem seus méritos （para 

nascerem na Terra Pura） agilizando o alcance do nirvana.

《中国語》

阿弥陀佛的本愿，是为往生极乐净土的重要的教导。把修定善、散善等行的功德

都回向为了自己往生，尽快成佛而得到无生身吧。
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【本誓偈】 

弥陀本誓願　極楽之要門
〈弥陀の本誓願は、極楽の要門なり〉

定散等回向　速証無生身
〈定散等しく回向して、速やかに無生身を証せん〉

《英語》

Amida Buddha's Original Vows are the essential gate way to the Pure 

Land. 

We will transfer all our merits for birth in the Pure Land, in order to 

achieve Nirvana. 

《ドイツ語》

Die Urgelübde Amida Buddhas zeigen das wesentliche Tor （die Lehre） 

[zur Hingeburt] in die Welt der Glückseligkeit. 

Wir wollen die Gewinne unserer guten Übungen（sowohl im 

konzentrierten als auch im unruhigen Zustand）〔zur Hineingeburt ins 

Reine Land〕umwenden, um drüben sofort zur Erleuchtung zu gelangen.

《イタリア語》

 Gli Originali Sacri Voti di Amida Buddha sono il solo ed essenziale 

sentiero per nascere nella Terra Pura. 

 Possa io consacrare il mio cuore e la mia mente al suo Insegnamento, 

così che possa al più presto condurmi nella Terra Pura per risvegliarmi 

allo stato del Nirvana.



研究ノート

＊ 142　 

《ポルトガル語》

Quando os votos forem realizados, todos os universos se emocionarão. 

E os seres celestiais farão chover belas flores de lótus （para certificar a 

realização dos votos）.

《中国語》

这个誓愿如果成就了，三千大千世界应该感天动地，在虚空的诸天人，都会把珍

贵美妙的花瓣如雨下的。
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《中国語》

那佛陀无碍的智慧光，到处通达而没有不照的地方。我情愿由我的功德和智慧力，

我也成为跟这位最胜尊一样的。

此願若剋果　大千応感動　虚空諸天人　当雨珍妙華
〈此の願若し剋果せば、大千応に感動すべし。虚空の諸の天人当に珍妙の華を雨らすべし。〉

《英語》

'If these vows are to be realized,

May the entire world quake in response,

And from the sky, may the various celestial beings,

Rain down marvelous flowers."'

《ドイツ語》

Wenn diese Gelübde vollgezogen werden, zittern alle Welten 

vor Bewunderung ,  und d ie  h imml ischen Wesen lassen d ie 

aussergewöhnlichsten Blütenblätter herabregnen.

《イタリア語》

Se i miei Voti sarranno adempiuti,

Possa questo intero universo scuotersi,

E possa la moltitudine degli esseri celesti,

Far piovere fiori meravigliosi dal cielo.
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如仏無礙智　通達靡不照　願我功慧力　等此最勝尊
〈仏の無礙智の如きは、通達して照らしたまわずということなし。願わくは我が功慧の力、

此の最勝尊に等しからん。〉

《英語》

'Thus, the unimpeded wisdom of a buddha

Will be transmitted, leaving nowhere not illuminated.

I vow that the power of my virtue and wisdom

Be as that of the most superb Venerable One.

《ドイツ》

Wie die Weisheit des Buddha ungezwungen （ungebunden） ist, gibt es 

keinen Platz, den sein Licht nicht erreichen kann. Lass die Kraft unserer 

Gewinne （Vorteile） und Weisheit gleich dem Verehrtesten sein!

《イタリア語》

Come la Saggezza del Buddha è senza ostacoli,

Non c'è e luogo che la sua luce non possa raggiungere,

così il potere dei miei Meriti e della mia Saggezza,

Sarranno pari all'Onorato.

《ポルトガル語》

Assim como todos os Budas têm, rogo para que eu também consiga 

adquirir a mesma sabedoria pura.

Rogo para que, com a força resultante da realização das práticas me 

torne um Buda tão perfeito quanto os outros Grandes Budas.
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《英語》

'By making offerings to all the buddhas,

Becoming endowed with the many roots of virtue,

Fulfilling each vow and perfecting wisdom,

A buddha becomes a valiant of the three mundane realms.

《ドイツ語》

Buddha bietet allen Buddhas seine eigenen Gewinne （Vorteile） an und 

hat daher die guten Taten getätigt. Er hat seine Gelübde und Weisheit 

verwirklicht und ist ein Held in dieser Welt （in den drei irdischen 

Gebieten） geworden. 

《イタリア語》

Rendendo omaggio a tutti i Buddha,

Sarò dotato di tutte le virtù,

Con voti e saggezza completamente realizzati,

Sarò maestro dei tre mondi.

《ポルトガル語》

Ofertando a todos os Budas e acumulando muitos méritos.

Realizando os votos e adquirindo a plena sabedoria serei o Perfeito dos 

"três mundos".

《中国語》

他供养一切佛陀，德本具足，誓愿智慧都满足，为三界的大雄了。
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《ドイツ語》

Er öffnet das Lager der Lehren （das Dharmaslager） für Lebewesen, 

gibt ihnen die durch gute Taten gewonnenen Schätze （Vorteilen） und 

predigt mit eloquenter Stimme wie Löwengebrüll vor allen Leuten.

《イタリア語》

Aprirò i magazzini del Dharma,

E concederò a tutti il tesoro dei miei meriti,

Costantemente andando tra la moltitudine,

Predicherò il Dharma con il ruggito del leone.

《ポルトガル語》

Esclarecerei todos os ensinamentos  em prol da humanidade e espalharei 

amplamente o ensinamento do mérito a todos.

Assim estarei freqüentemente dentre a humanidade transmitindo os 

ensinamentos como o rugir do leão.

《中国語》

他为了众生开法藏，广泛施舍功德之宝，经常在大众中，狮子吼说法。

供養一切仏　具足衆徳本　願慧悉成満　得為三界雄
〈一切の仏を供養し、衆の徳本を具足し、願慧悉く成満して、三界の雄となることを得た

まえり。〉
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《イタリア語》

Avendo realizzato la Perfetta Buddhità,

La mia Maestosa Luce si irradierà nelle dieci direzioni,

Splendendo più del sole e della luna,

Superando la luminosità del cielo.

《ポルトガル語》

Realizada a pratica, emitirei a luz que alcançará os dez lados do universo.

Neste momento, as luzes do sol e da lua não serão mais percebidas, assim 

como o céu.

《中国語》

功德满足，威光照耀十方，日月光辉都退去，天界神光都隐而不见。

為衆開法蔵　広施功徳宝　常於大衆中　説法師子吼
〈衆の為に法蔵を開いて、広く功徳の宝を施し、常に大衆の中に於いて、説法師子吼した

もう。〉

《英語》

'A buddha opens the treasury of the dharma for the many,

Widely distributes the buddha's wealth of merit,

And at a great assembly,

Always expounds the dharma with a lion's roar.
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《ポルトガル語》

Farei com que abram os olhos da sabedoria das pessoas extinguindo as 

trevas.

Fechando assim o mundo do mal  e abrindo o mundo do bem .

《中国語》

开那智慧眼，灭这昏蒙暗，闭塞诸恶道，通达善趣门。

功祚成満足　威曜朗十方　日月戢重暉　天光隠不現
〈功祚満足することを成じて、威曜十方に朗らかなり。日月重暉を戢め、天光も隠れて現

ぜず。〉

《英語》

'Fully endowed with all the virtues and accomplishments,

The buddha's majestic radiance will extend to the ten directions,

Overwhelming the combined light of the sun and moon,

Eclipsing the celestial lights into invisibility.

《ドイツ語》

Buddha ist mit Wohl und Vermögen verdientermassen erfüllt. Sein 

majestätisches Licht scheint so stark und weit bis zu allen Welten in der 

zehn Richtungen, als ob die Sonne und der Mond zusammen resigniert 

aufgeben würden, und die himmlischen Lichter sich verstecken und 

nicht mehr scheinen. 
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《中国語》

他使神通放伟大的光明，普照无际国土，消除三垢（贪欲、嗔恚、愚痴）的黑暗，

广泛济度众生苦难。

開彼智慧眼　滅此昏盲闇　閉塞諸悪道　通達善趣門
〈彼の智慧の眼を開いて、此の昏盲の闇を滅し、諸の悪道を閉塞して、善趣の門に通達せ

しむ。〉

《英語》

'The eye of wisdom will be opened,

Eliminating the dark of blindness,

Cordoning shut the unfortunate paths,

And providing passage to the gate of fortunate destiny.

《ドイツ語》

Die Augen der Weisheit öffnend und die Blindheit der Unaufgeklärtheit 

auflösend, versperrt Buddha alle bösen Wege und zeigt [den Lebewesen] 

den Zugang zum himmlischen Reich.  

《イタリア語》

Aprendo l'occhio della saggezza,

Metterò fine all'oscurità dell'ignoranza,

Chiudendo tutti i cattivi sentieri,

Aprirò il cancello della Realizzazione.
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神力演大光　普照無際土　消除三垢冥　広済衆厄難
〈神力大光を演べ、普く無際の土を照らし、三垢の冥を消除して、広く衆の厄難を済い、〉

《英語》

'A buddha's divine power produces a great light,

Universally illuminating lands without end,

Dispelling the darkness of the three hindrances,

And providing deliverance from a host of perils and calamities.

《ドイツ語》

Mit der übernatürlichen Kraft grosser Lichter strahlend und überall 

die Länder der grenzenlosen Welt beleuchtend, vernichtet Buddha die 

Dunkelheit der drei Leidenschaften （Gier, Ärger und Unwissenheit） und 

befreit weit und breit die Lebewesen von Leiden und Schmerzen.

《イタリア語》

Con il mio mirabile potere, irradierò infinita luce, 

Che si diffonderà attraverso innumerevoli terre, 

Rimuovendo l'oscurità delle tre contaminazioni,

E liberando tutti dalla sofferenza e dal dolore.

《ポルトガル語》

Com imensa força emitirei muita luz iluminando todos os mundos.

Extinguirei o desejo, a cólera e a ignorância e salvarei muitos que estão 

em desgraça.
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Pure wisdom, and practicing the conduct of celibacy,

I will intently pursue the unsurpassed path,

And become a teacher of celestials and mortals.

《ドイツ語》

Dadurch, dass ich meine eigene Begierde entferne, mich zur rechten 

Einsicht tief versenke und dann die reine Weisheit gewinne, also durch 

solche unverdorbenen Übungen will ich mit dem Zustand der höchsten 

Erleuchtung als Ziel voranschreiten und der Lehrmeister für himmlische 

und menschliche Lebewesen werden. 

《イタリア語》

Praticando il Sacro Sentiero abbandonando l'io, 

Con profonda meditazione e pura saggezza,

Aspiro al Più Elevato Sentiero, 

E io sarò il maestro degli esseri celesti ed uomini.

《ポルトガル語》

Eu me afastarei do desejo, entrarei em profunda meditação e me 

esforçarei nas práticas para adquirir a pura sabedoria.

Desejo de coração a iluminação em prol da humanidade e dos seres que 

vivem no plano celeste.

《中国語》

佛陀离开欲望加深正念，清净智慧修梵行，志愿追求无上佛道，当上诸天和人们

的导师。
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《ドイツ語》

Nachdem ich den Weg zum Buddha vollendet hätte, wäre mein Name 

über alle Welten　in den zehn Richtungen weitbekannt. Wenn die 

Bekanntheit （der Name）nicht bis zu Ende der Welt verbreitet ist, will 

ich auf mein Wort nicht zur Erleuchtung gelangen.

《イタリア語》

Quando avrò ottenuto l'Illuminazione,

Se il mio Nome non sarà ascoltato dovunque,

Nelle dieci direzioni dell'universo,

Mai raggiungerò l'Illuminazione.

《ポルトガル語》

Se eu me tornar um Buda o meu nome soará pelos dez lados do universo. 

Caso exista algum lugar onde não possa ouvir, prometo que não me 

tornarei um Iluminado.

《中国語》

我成佛之后，闻名十方世界，但如果究竟没有所闻的，我就发誓不成正觉。

離欲深正念　浄慧修梵行　志求無上道　為諸天人師
〈離欲と深正念と浄慧との修梵行をもって、無上道を志求して、諸の天人師とならん。〉

《英語》

Through the severing of desire, profound mindfulness,
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nicht zur Erleuchtung gelangen.

《イタリア語》

Io sarò il più grande benefattore,

Attraverso innumerevoli kalpa, 

Se dovessi fallire nel salvare tutti coloro che ne hanno bisogno, 

Mai raggiungerò l'Illuminazione.

《ポルトガル語》

Eu serei eternamente o grande caridoso.

Se não conseguir salvar todos os que sofrem da pobreza, prometo não 

me tornar um iluminado.

《中国語》

如果我此后永劫不能做大施主普济贫苦的人们，我就发誓不成正觉。

我至成仏道　名声超十方　究竟靡所聞　誓不成正覚
〈我れ仏道を成ずるに至らば名声十方に超え、究竟して聞こゆる所なくんば、誓って正覚

を成ぜじ。〉

《英語》

'When I fulfill the path of the Buddha,

The sound of my name shall transcend the ten directions

Should it not be heard to the utmost limits,

Then I pledge not to become perfectly awakened.
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Mai raggiungerò l'Illuminazione.

《ポルトガル語》

Neste momento eu  fiz votos  perfeitos que ultrapassam a perfeição 

deste mundo e estes, certamente serão realizados.

Caso não forem realizados, prometo que não me tornarei um iluminado 

（Buda）.

《中国語》

我（法藏）建立了超过世间的誓愿（四十八愿），所以一定达到无上的悟道。如

果此愿不满足，我就发誓不成正觉。

我於無量劫　不為大施主　普済諸貧苦　誓不成正覚
〈我れ無量劫に於いて大施主となって、普く諸の貧苦を済わずんば、誓って正覚を成ぜじ。〉

《英語》

'Should I, for immeasurable aeons,

Not become a great benefactor,

Universally relieve the suffering of impoverishment,

Then I pledge not to become perfectly awakened.

《ドイツ語》

Ich werde der grosse Wohltäter während der unermesslichen Zeit 

（Kalpa） und rette [die Lebewesen] überall vor Armut und Leiden. Wenn 

diese Gelübde nicht vollgezogen werden können, will ich auf mein Wort 
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【四誓偈】

* The Jodoshu Research Institute, ed. 2014. The Three Pure Land Sutras. Tokyo: 

Jodo Shu Press. 80-82.

["Four Vows Verse": Dharmākara's Confirmation of the Great Vows]

我建超世願　必至無上道　斯願不満足　誓不成正覚
〈我れ超世の願を建つ　必ず無上道に至らん。斯の願満足せずんば、誓って正覚を成ぜじ。〉

《英語》

'l have established world-surpassing vows;

And will assuredly reach the unsurpassed path.

Should these vows not be fulfilled,

Then I pledge not to become perfectly awakened.

《ドイツ語》

[Bodhisattva Houzou hat folgendermassen gelobt,]

"ich lege die über die Welt erhabenen Gelübde ab.

Ich erreiche sicher den Zustand　der höchsten Erleuchtung. Wenn diese 

Gelübde nicht vollgezogen werden können, will ich auf mein Wort nicht 

zur Erleuchtung gelangen. 

《イタリア語》

Io stabilisco i Voti insuperabili, 

E raggiungo il più Elevato Sentiero,

In caso questi Voti non venissero adempiuti, 
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Il mio desidero è di poter comprendere l'essenza dell' Insegnamento del 

Buddha.

《ポルトガル語》

O ensinamento do Buda é profundo e não existe nada superior a isso.

É difícil encontrar estes ensinamentos mesmo que procure por um longo 

tempo.

Neste momento tenho a oportunidade de ver e ouvir estes ensinamentos.

Rogo para que eu consiga interpretar corretamente estes ensinamentos.

《中国語》

无上甚深微妙的佛法，是经过百千万劫也难相逢的。我今日幸而能拜读恭听，情

愿理解如来觉悟的这些真理。
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【開経偈】

無上甚深微妙法　百千万劫難遭遇
〈無上甚深微妙の法は　百千万劫にも遭い遇うこと難し〉

我今見聞得受持　願解如来真実義
〈我れ今見聞し受持することを得たり　願わくは如来の真実義を解したてまつらん〉

《英語》

It is difficult to encounter the supreme, profound, and subtle dharma,

even after immeasurably long time.

Now I am hearing and have an opportunity to receive and keep it.

May I learn the substance of Buddha.

《ドイツ語》

Der höchsten tiefgründigsten und wunderbaren Lehre kann man nur 

schwer begegnen, auch wenn man im Zeitraum von der unermesslichen 

Zeit（Kalpa） mehrmals lebte.

Wir können sie doch jetzt sehen, hören und erwerben.

Wenn wir doch den wahren Sinn der Lehre Buddhas （Tathāgatas） 

verstehen würden!

《イタリア語》

Il più profondo e meraviglioso Dharma del Buddha è difficile da 

incontrare anche una volta sola in lunghissimo periodo di tempo （Kalpa）. 

Oggi sono in grado di vedere, ascoltare, ricevere e custodire questo 

Dharma. 
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《ポルトガル語》

Desde o princípio cometi muitos erros.

Desde o princípio estes erros provêm do desejo, da cólera e da ignorância 

geradas pelo meu comportamento, palavras e sentimentos.

Neste momento arrependo e peço perdão pelos meus erros. 

《中国語》

我到现在为止所作的恶业，都是由从遥远地过去来的我自己的三毒烦恼：贪欲、

嗔恚、愚痴，随着我的身、口、意三业发生的。所以我现在一切都惭悔。
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【懺悔偈】

我昔所造諸悪業　皆由無始貪瞋痴
〈我れ昔より造る所の諸の悪業は　皆無始の貪瞋痴に由る〉

従身語意之所生　一切我今皆懺悔
〈身語意より生ずる所なり　一切我れ今皆懺悔したてまつる〉

《英語》

All harmful karmas I have ever accumulated from the past are 

caused by my conduct, speech, and mind, that are derived from my 

beginningless greed, anger and ignorance. I now reveal and repent of all 

of them.

《ドイツ語》

Bislang habe ich viele Übeltaten begangen.

Sie sollen durch Gier, Ärger und Unwissenheit （durch die 3 

grundlegenden Leidenschaften） verursacht sein und durch mein 

Verhalten, meine Wörter und Willen zum Ausdruck gekommen sein. 

Jetzt werde ich alles bekennen und bereuen.

《イタリア語》

Da tempo incommensurabile, io ho generato e accumulato Karma 

dannosi, causati da avidità, rabbia ed ignoranza senza inizio, prodotti dal 

mio corpo, dalla mia parola e dal mio pensiero. 

Ora esprimo pentimento per tutto ciò che ho generato.
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dell'Universo. Che entri in questo luogo sacro.

Offriamo la nostra devozione a tutti i Buddha delle dieci direzioni 

dell'Universo. Che entrino in questo luogo sacro.

《ポルトガル語》

Convido o Buda Amida para que entre neste local （da cerimônia）.

Convido o Buda Shaka  para que entre neste local （da cerimônia）.

Convido os Budas dos "dez lados" do universo para que entrem neste 

local （da cerimônia）.

《中国語》

奉请阿弥陀佛进这个道场来。

奉请释迦牟尼佛进这个道场来。

奉请十方佛们进这个道场来。
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【三奉請】

奉請弥陀世尊　入道場
〈請じ奉る弥陀世尊、道場に入りたまえ。〉

奉請釈迦如来　入道場
〈請じ奉る釈迦如来、道場に入りたまえ。〉

奉請十方如来　入道場
〈請じ奉る十方如来、道場に入りたまえ。〉

《英語》

Amida Buddha, we invoke you to enter this sacred place. 

Shakyamuni Buddha, we invoke you to enter this sacred place. 

Buddhas of the ten directions, we invoke you to enter this sacred place. 

《ドイツ語》

Bitte komm, Amida Buddha（Tathāgata）, in diese Halle herein! Wir 

verstreuen die Blütenblätter mit voller Freude!

Bitte komm, Shakyamuni Buddha, in diese Halle herein! Wir verstreuen 

die Blütenblätter mit voller Freude!

Bitte kommt, die Buddhas aus den zehn Richtungen, in diese Halle 

herein! Wir verstreue die Blütenblätter mit voller Freude!

《イタリア語》

Offriamo la nostra devozione ad Amida Buddha delle dieci direzioni 

dell'Universo. Che entri in questo luogo sacro.

Offriamo la nostra devozione a Shakyamuni Buddha delle dieci direzioni 
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Convidamos o Bosatsu Kannon, o Bosatsu Seishi e demais Bosatsu para 

que entrem neste local. Recebo-os espalhando pétalas de flores de lótus.

《中国語》

奉请十方佛们进这个道场来，我乐于散花供佛。

奉请释迦牟尼佛进这个道场来，我乐于散花供佛。

奉请阿弥陀佛进这个道场来，我乐于散花供佛。

奉请观世音和势至等诸大菩萨进这个道场来，我乐于散花供佛。
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Bitte komm, Amida Buddha（Tathāgata）, in diese Halle herein! Wir 

verstreuen die Blütenblätter mit voller Freude!

Bitte kommt, die beiden grossen Bodhisattvas Kan-non und Sei-shi, in 

diese Halle herein! Wir verstreuen die Blütenblätter mit voller Freude!

《イタリア語》

 Offriamo la nostra devozione a tutti i Buddha delle dieci direzioni 

dell'Universo. Che entrino in questo luogo sacro, e noi li accoglieremo con 

gran piacere spargendo petali di fiori.

 Offriamo la nostra devozione a Shakyamuni Buddha. Che entri in questo 

luogo sacro, e noi li accoglieremo con gran piacere spargendo petali di 

fiori.

 Offriamo la nostra devozione ad Amida Buddha. Che entri in questo 

luogo sacro, e noi li accoglieremo con gran piacere spargendo petali di 

fiori.

 Offriamo la nostra devozione ai Buddha Kan-non e Seishi. Che entrino 

in questo luogo sacro, e noi li accoglieremo con gran piacere spargendo 

petali di fiori.

《ポルトガル語》

 Convido os Budas dos dez lados do universo para que entrem neste 

local. Recebo-os espalhando pétalas de flores de lótus.

Convido o Buda Shaka para que entre neste local. Recebo-o espalhando 

pétalas de flores de lótus.

Convidamos o Buda Amida para que entre neste local. Recebo-o 

espalhando pétalas de flores de lótus.
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【四奉請】

奉請十方如来　入道場　散華楽
〈請じ奉る十方如来、道場に入りたまえ、散華楽。〉

奉請釈迦如来　入道場　散華楽
〈請じ奉る釈迦如来、道場に入りたまえ、散華楽。〉

奉請弥陀如来　入道場　散華楽
〈請じ奉る弥陀如来、道場に入りたまえ、散華楽。〉

奉請観音勢至諸大菩薩　入道場　散華楽
〈請じ奉る観音勢至諸大菩薩、道場に入りたまえ、散華楽。〉

《英語》

Buddhas of the ten directions, we invoke you to enter this sacred place, 

scattering flowers with our pleasure.

Shakyamuni Buddha, we invoke you to enter this sacred place,  

scattering flowers with our pleasure.

Amida Buddha, we invoke you to enter this sacred place, scattering 

flowers with our pleasure.

Kannon, Seishi, and all great bodhisattvas, we beg you to enter this 

sacred place, scattering flowers with our pleasure.

《ドイツ語》

Bitte kommt, Buddhas aus den zehn Richtungen, in diese Halle herein! 

Wir verstreuen die Blütenblätter mit voller Freude!

Bitte komm, Shakyamuni Buddha, in diese Halle herein! Wir verstreuen 

die Blütenblätter mit voller Freude!
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《イタリア語》

 Rispettosamente, rendo omaggio ai Buddha che dimorano perennemente 

nelle dieci direzioni dell'illimitato Universo.

 Rispettosamente, rendo omaggio ai Dharma （gli insegnamenti） che 

dimorano perennemente nelle dieci direzioni dell'illimitato Universo.

 Rispettosamente, rendo omaggio ai Sangha （le comunità） che dimorano 

perennemente nelle dieci direzioni dell'illimitato Universo.

《ポルトガル語》

Reverencio de todo coração aos Budas eternos dos "dez lados" do 

universo.

Reverencio de todo coração aos ensinamentos eternos  existentes nas 

terras （dos Budas） dos "dez lados" do universo.

Reverencio de todo coração aos discípulos que são eternos, existentes 

nas terras （dos Budas） dos "dez lados" do universo.

《中国語》

我一心恭敬礼拜在十方法界常住的佛。

我一心恭敬礼拜在十方法界常住的法。

我一心恭敬礼拜在十方法界常住的僧。
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【三宝礼】

一心敬礼　十方法界常住仏
〈一心に敬って、十方法界常住の仏を礼したてまつる。〉

一心敬礼　十方法界常住法
〈一心に敬って、十方法界常住の法を礼したてまつる。〉

一心敬礼　十方法界常住僧
〈一心に敬って、十方法界常住の僧を礼したてまつる。〉

《英語》

I wholeheartedly prostrate the Buddhas, Awakened Ones, who eternally 

exist in the  ten directions of the universe.

I wholeheartedly prostrate the Dharma, the teachings, which eternally 

exist in the ten directions of the universe.

I wholeheartedly prostrate the Sangha, the Communities, which eternally 

exist in the ten directions of the universe.

《ドイツ語》

Von ganzem Herzen würden wir die ewigen in aller Dharma-Welten （in 

den zehn Richtungen） wohnenden Buddhas anbeten. 

Von ganzem Herzen würden wir das ewige in aller Dharma-Welten （in 

den zehn Richtungen） liegenden Gesetz anbeten. 

Von ganzem Herzen würden wir die ewig in aller Dharma-Welten （in 

den zehn Richtungen） 

lebenden Mönchen anbeten. 
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Ora offro questo incenso per ottenere tranquillità ed armonia della mente 

e del corpo, e per dedicare me stesso a servire i Buddha del passato, 

presente e futuro, delle dieci direzioni dell'Universo.

《ポルトガル語》

Rogo para que o meu corpo se torne puro como o incensário.

Rogo para que o meu coração se assemelhe ao puro fogo da sabedoria.

Queimo o incenso para viver obedecendo aos preceitos e manter o 

sentimento em estado de meditação.

E ofereco aos Budas dos "dez lados" do universo do passado, do presente 

e do futuro.

《中国語》

我情愿我的身体像香炉一样清净，还有我的心像智慧的火一样明亮。

我念念不忘地烧着戒香和定香，供养十方三世所有的佛陀。
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【香偈】

願我身浄如香炉　願我心如智慧火
〈願わくは我が身浄きこと香炉の如く、願わくは我が心智慧の火の如く、〉

念念焚焼戒定香　供養十方三世仏
〈念念に戒と定の香を焚焼して、十方三世の仏に供養したてまつる。〉

《英語》

I aspire for my body to be as pure as a censer.  

I aspire for my heart to be like the flame of wisdom. 

Burning this incense of precepts and meditation constantly,  

I make offerings to buddhas of past, present, and future of ten directions.

《ドイツ語》

Lass unsren Leib rein wie ein Räucherfass sein!

Lass unser Herz wie das Feuer der Weisheit sein!

Das würde uns in jedem Moment zur Gebotehaltung und Versenkung 

anfeuern.

Und der Weihrauch würde den Buddhas （Erleuchteten） aller Zeiten （in 

der Vergangenheit, Gegenwart und Zukunft） geboten werden.

《イタリア語》

Ambisco che il mio corpo divenga puro come l'incensiere stesso.

Ambisco che la mia mente divenga chiara come la fiamma della 

saggezza.
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浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

平成27年度　浄土宗の基本典籍の翻訳研究班（京都分室）　研究ノート

　本研究班は、浄土宗21世紀劈頭宣言に掲げられる「世界に共生を」を具現化

していくため、日本語を母語としない方々に対して、日常の勤行に使用可能な

日常勤行式を作成し、浄土宗の国際化の一助とすることを目的とし、現行の日

常勤行式の英語、ポルトガル語、イタリア語、ドイツ語、現代中国語訳の作成

を行ってきた。

　翻訳の準備作業として、日常勤行式の現代語訳および解説書の収集・整理を

行ったのであるが、これにより55点の資料を参照することができた。この作業

に基づき、本研究所より発行されている『浄土宗日常勤行式の総合的研究』（平

成11年）を中心としながら、また、既存の日常勤行式の翻訳（英語、ポルトガ

ル語）や、英訳三部経・英訳選択集を参照しながら、ふさわしい訳語・表現に

ついて議論を進めてきた。

　今回の報告は上記作業の結果であり、基本的には偈文に対する訳のみである

が、理解の前提となる母国文化を異とする方々に理解していただくには不十分

であるという指摘もすでに頂いている。今後はこうしたご指摘を受けて訳の修

正、さらに訳という枠で収めるには当然無理が生じるので、註および解説を付

していく作業を行っていく。したがって今回の報告は、あくまで作業過程とい

うことになるのであるが、より良い訳を完成するために諸師のご指摘を請う次

第である。なお、当初はここにフランス語訳が加わっているはずであったが、

事情により今回の報告はかなわないこととなった。



＊ 113

帝国 倫社 435 昭和55年1月20日

高等学校新
倫理・社会…
三訂版

法然のこの浄土信仰をさらに徹底させたのは、
彼の弟子の親鸞である。

帝国 倫社 010 昭和38年 高等学校新
倫理・社会 未記載

法然上人の教科書記述研究班

研究代表…戸松義晴

研究主務…林田康順

研究員…西城宗隆…後藤真法…八木英哉…宮入良光

宮坂直樹…市川定敬…石田一裕…松濤芙紀
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帝国 現社 010 昭和57年1月20日

高校生の現
代社会最新
版

記載なし

帝国 現社 031 昭和60年1月20日

高等学校新
現代社会…
最新版

（親鸞は）絶対他力の信仰に到達した。

帝国 現社 032 昭和60年1月20日

高校生の現
代社会…初
訂版

法然の「専修念仏」をいっそうおし進め、純粋
化したものとみることができる。

帝国 現社 056 昭和63年1月20日

高等学校新
現代社会…
初訂版

同文であるが、問題なし。

帝国 現社 057 昭和63年1月20日

高校生の現
代社会…三
訂版

法然の「専修念仏」をいっそうおし進め、純粋
化したものとみることができる。

帝国 現社 080 平成3年1月20日

高校生の現
代社会…四
訂版

法然の「専修念仏」をいっそうおし進め、純粋
化したものとみることができる。

帝国 現社 505 平成6年1月20日

高校生の新
現代社会…
最新版

法然と親鸞は念仏を

帝国 現社 023 平成19年1月20日

高校生の新
現代社会
-共に生き
る社会をめ
ざして‐
初訂版

法然と親鸞が「南無阿弥陀仏」とひたすら念仏
を唱えることにより、死後は平等に極楽浄土に
往生できるという教えを説きました。

帝国 現社 307 平成25年1月20日
高等学校…
新現代社会

法然と親鸞は「南無阿弥陀仏」と念仏をとなえ
ることで極楽浄土に往生できると説いた

帝国 倫社 019 昭和42年1月20日

高等学校新
倫理・社会…
初訂版

未記載

帝国 倫社 038 昭和46年1月20日

高等学校新
倫理・社会…
三訂版

未記載

帝国 倫社 413 昭和51年1月20日

高等学校新
倫理・社会…
最新版

法然のこの浄土信仰をさらに徹底させたのは、
彼の弟子の親鸞である。

帝国 倫社 425 昭和52年1月20日

高等学校新
倫理・社会…
初訂版

法然のこの浄土信仰をさらに徹底させたのは、
彼の弟子の親鸞である。
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清水 倫理 010 平成16年2月15日
高等学校
現代倫理

法然の念仏の教えをさらに徹底させ、浄土真宗
を開いたのが、親鸞である。（中略）いっさい
の自己のはからいを捨てたとき、阿弥陀仏はそ
ういう悪人にこそ慈悲をそそぎ、浄土へと往生
させるという、師法然の教えの真意を悟ったの
である。（中略）
　法然に芽生え、親鸞が確信したこの教説を悪
人正機という。（中略）
　親鸞にとっては、もはや念仏は自分が称える
ものではなく、信心も自分が得るものではな
かった。（中略）法然の教えをさらに徹底させ
た彼の立場は、一般には絶対他力の信仰といわ
れる。

清水 倫理 013 平成19年2月15日

高等学校新
倫理…
改訂版

法然が開いた浄土宗の教えをさらに徹底したの
が、浄土真宗の開祖、親鸞である。（中略）
法然の説いた他力をさらに徹底した親鸞の立場
は、絶対他力とよばれる。

清水 倫理 019 平成20年2月15日

高等学校現
代倫理…
改訂版

法然の念仏の教えをさらに徹底させ、浄土真宗
を開いたのが、親鸞である。（中略）一切の自
己のはからいを捨てたとき、阿弥陀仏はそうい
う凡夫にこそ慈悲をそそぎ、浄土へと往生させ
るという、師法然の教えの真意を悟ったのであ
る。（中略）
　法然に芽生え、親鸞が確信したこの教説を悪
人正機という。（中略）
　法然の教えをさらに徹底させた彼の立場は、
一般に絶対他力の信仰といわれる。

清水 倫理 302 平成25年2月15日

高等学校新
倫理…
最新版

法然が開いた浄土宗の教えをさらに徹底したの
が、浄土真宗の開祖、親鸞である。（中略）法
然の説いた他力をさらに徹底した親鸞の立場
は、絶対他力とよばれる。

清水 倫理 307 平成26年2月15日

高等学校
現代倫理…
最新版

京都の公家に生まれた親鸞は、9歳で出家して
比叡山に登った。そこで20年にわたりきびしい
修行を続けたが、自力で悟ることの限界を感
じ、下山して法然の弟子となり、『教行信証』
を著して、専修念仏の継承者となった。
　親鸞自身は、開宗の意図はなかったが、後
世、弟子たちが親鸞の教えを浄土真宗（一向宗）
として発展させていった。
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清水 倫理 504 平成6年2月15日 新倫理

法然の浄土宗の門にはいり、さらに徹底した念
仏による他力信仰を確立し、浄土真宗（一向宗）
を開いたのが、親鸞である。（中略）
法然の他力の教えをさらに深めたこの立場を、
絶対他力の信仰という。

清水 倫理 513 平成7年2月15日 現代倫理

法然の教えをさらに徹底させたのが、親鸞であ
る。（中略）かれは自分が悪人であり愚か者で
あることをはっきりと自覚して、一切のはから
いを捨てるとともに、阿弥陀仏はそういう悪人
にこそ慈悲をそそぎ、浄土へと往生させる（悪
人正機）と教えた法然の真意を、はっきりと
悟ったのである。

清水 倫理 517 平成10年2月15日
新倫理…
改訂版

法然の浄土宗の門にはいり、さらに徹底した念
仏による他力信仰を確立し、浄土真宗（一向宗）
を開いたのが、親鸞である。（中略）
法然の他力の教えをさらに深めたこの立場を、
絶対他力の信仰という。

清水 倫理 525 平成11年2月15日
現代倫理…
改訂版

法然のやさしい念仏の教えをさらに徹底させた
のが、親鸞である。（中略）ただの悪人であり
愚か者であることをはっきりと自覚して、いっ
さいのはからいを捨てるとともに、阿弥陀仏は
そういう悪人にこそ慈悲をそそぎ、浄土へと往
生させると教えた法然の真意を悟ったのであ
る。親鸞が確信したこの教えを、悪人正機とい
う。（中略）法然の教えをさらに徹底させたこ
の立場は、絶対他力の信仰とよばれる。また、
かれの宗派を浄土真宗という。

清水 倫理 004 平成15年2月15日
高等学校
新倫理

法然が開いた浄土宗の教えをさらに徹底したの
が、浄土真宗の開祖、親鸞である。（中略）
法然の説いた他力をさらに徹底した親鸞の立場
は絶対他力とよばれる。
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清水 倫理 016 昭和63年2月15日
現代倫理…
三訂版

　法然の弟子で、その教えをさらに徹底したの
が親鸞である。かれは法然の真の教えをうけつ
ぐものとして、自分の立場を浄土真宗と称し
た。（中略）親鸞には、いっさいの自力、自己
のはからいが消えさり、ただ師、法然の教えの
ままに、ひとえに念仏を唱えることこそ正しい
救いであるということが実感された。（中略）
　しかも親鸞は師と異なるところがあった。法
然は他力を説いたけれども、念仏するという行
為を重視して、なお自力的要素を残していた。
しかし親鸞は、人間が念仏を唱え、仏の慈悲に
すがろうとする心をおこすこと自体、仏の広大
な慈悲のおかげであり、「仏にうながされて」
するのであると信じたのである。

清水 倫理 022 平成1年2月15日
高等学校倫
理…三訂版

法然の弟子で、その教えをさらに徹底させたの
が親鸞である。（中略）かれの流浪遍歴の旅は、
法然の念仏信仰を平民的な世界にまで広げる原
因をなした。

清水 倫理 007 平成2年2月15日
高等学校
倫理

法然の弟子で、その教えをさらに徹底させたの
が親鸞である。（中略）かれの流浪遍歴の旅は、
法然の念仏信仰を平民的な世界にまで広げる原
因をなした。

清水 倫理 025 平成3年2月15日
現代倫理…
最新版

　法然の弟子で、その教えをさらに徹底したの
が親鸞である。かれは法然の真の教えをうけつ
ぐものとして、自分の立場を浄土真宗と称し
た。（中略）親鸞には、いっさいの自力、自己
のはからいが消えさり、ただ師、法然の教えの
ままに、ひとえに念仏を唱えることこそ正しい
救いであるということが実感された。（中略）
　しかも親鸞は師と異なるところがあった。法
然は他力を説いたけれども、念仏するという行
為を重視して、なお自力的要素を残していた。
しかし親鸞は、人間が念仏を唱え、仏の慈悲に
すがろうとする心をおこすこと自体、仏の広大
な慈悲のおかげであり、「仏にうながされて」
するのであると信じたのである。

清水 倫理 028 平成4年2月15日

高等学校
倫理…
最新版

法然の弟子で、その教えをさらに徹底させたの
が親鸞である。（中略）かれの流浪遍歴の旅は、
法然の念仏信仰を平民的な世界にまで広げる原
因をなした。
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清水 倫社 423 昭和48年2月15日
倫理・社会…
新訂版 清水・倫社406と同文

清水 倫社 438 昭和48年2月15日

現代倫理・
社会…最新
版

清水・倫社405と同文

清水 倫社 439 昭和48年2月15日
倫理・社会…
最新版 清水・倫社406と同文

清水 倫理 002 昭和57年2月15日 現代倫理

　法然の弟子で、その教えをさらに徹底したの
が親鸞である。かれは法然の真の教えをうけつ
ぐものとして、自分の立場を浄土真宗と称し
た。（中略）親鸞には、いっさいの自力、自己
のはからいが消えさり、ただ師、法然の教えの
ままに、ひとえに念仏を唱えることこそ正しい
救いであるということが実感された。（中略）
　しかも親鸞は師と異なるところがあった。法
然は他力を説いたけれども、念仏するという行
為を重視して、なお自力的要素を残していた。
しかし親鸞は、人間が念仏を唱え、仏の慈悲に
すがろうとする心をおこすこと自体、仏の広大
な慈悲のおかげであり、「仏にうながされて」
するのであると信じたのである。

清水 倫理 008 昭和60年2月15日
現代倫理…
新訂版

　法然の弟子で、その教えをさらに徹底したの
が親鸞である。かれは法然の真の教えをうけつ
ぐものとして、自分の立場を浄土真宗と称し
た。（中略）親鸞には、いっさいの自力、自己
のはからいが消えさり、ただ師、法然の教えの
ままに、ひとえに念仏を唱えることこそ正しい
救いであるということが実感された。（中略）
　しかも親鸞は師と異なるところがあった。法
然は他力を説いたけれども、念仏するという行
為を重視して、なお自力的要素を残していた。
しかし親鸞は、人間が念仏を唱え、仏の慈悲に
すがろうとする心をおこすこと自体、仏の広大
な慈悲のおかげであり、「仏にうながされて」
するのであると信じたのである。

清水 倫理 014 昭和61年2月15日
高等学校倫
理…新訂版

法然の弟子で、その教えをさらに徹底させたの
が親鸞である。（中略）かれの流浪遍歴の旅は、
法然の念仏信仰を平民的な世界にまで広げる原
因をなした。
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清水 倫社 007 昭和39年2月15日
現代倫理・
社会

　法然の弟子で、その教えをさらに徹底したの
が親鸞である。かれは法然の真の教えをうけつ
ぐものとして、自分の立場を浄土真宗と称し
た。（中略）親鸞には、いっさいの自力、自己
のはからいが消えさり、ただ師、法然の教えの
ままに、ひとえに念仏して仏の救済の慈悲にす
がろうという、絶対他力の信仰が生まれた。（中
略）
　法然も他力を説いたけれども、念仏するとい
う行為を重視して、なお自力的要素を残してい
たが、親鸞は、人間が念仏を唱え、仏の慈悲に
すがろうとする心をおこすこと自体、仏の広大
な慈悲のお蔭であり、「仏にうながされて」す
るのであると考えた。

清水 倫社 021 昭和42年2月15日
現代倫理・
社会…新編 清水・倫社007と同文

清水 倫社 044 昭和45年2月15日
現代倫理・
社会 清水・倫社007と同文

清水 倫社 405 昭和48年2月15日
現代…倫理・
社会

（法念・・・誤字あり）
しかし、同じく弥陀の救いを信じる他力念仏と
いっても、親鸞の念仏は法然のそれとは異なっ
ていた。法然にあっては、念仏を称えようと思
い立つ信心そのものは、念仏者自身がおこすべ
きものであった。そこには、念仏者の自力の要
素がみられる。（中略）
　これに対して、親鸞は、徹底的に自力を捨て
た。（中略）これは、自分のはからいを完全に
捨てた絶対他力の信仰であり、他力信仰を徹底
させたものということができよう。親鸞におい
ては、念仏は救いを求めるためのものではなく
なり、救われていることの報恩感謝の念仏に変
わったのである。（中略）
　自らを煩悩具足の凡愚と反省する親鸞は、つ
いに悪人正機の信仰に達した。

清水 倫社 406 昭和48年2月15日 倫理・社会
鎌倉時代において浄土思想を説いたのは、浄土
宗をおこした法然であり、それを受けて独自の
信仰を深めた親鸞である。

清水 倫社 422 昭和48年2月15日

現代倫理・
社会…新訂
版

清水・倫社405と同文
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清水 現社 008 昭和57年2月15日
高等学校現
代社会

親鸞は教えた。わたしたち凡人が、みずからの
悪の深さを心から自覚して仏にすがるとき、仏
の救いを望むことができるのだ、と。

清水 現社 009 昭和57年2月15日 現代社会 記載なし

清水 現社 029 昭和60年2月15日
高等学校新
現代社会 記載なし

清水 現社 030 昭和60年2月15日
現代社会…
新訂版 記載なし

清水 現社 054 昭和63年2月15日

高等学校新
現代社会…
新訂版

記載なし

清水 現社 077 平成3年2月15日

高等学校新
現代社会…
最新版

記載なし

清水 現社 504 平成6年2月15日
高等学校新
現代社会 記載なし

清水 現社 517 平成10年2月15日

高等学校新
現代社会…
改訂版

記載なし

清水 現社 006 平成15年2月15日 新現代社会 記載なし

清水 現社 016 平成16年2月15日
高等学校現
代社会 記載なし

清水 現社 022 平成19年2月15日

高等学校…
新現代社会…
改訂版

記載なし

清水 現社 029 平成20年2月15日

高等学校…
現代社会…
改訂版

記載なし

清水 現社 305 平成25年2月15日

高等学校…
現代社会…
最新版

未記載

清水 現社 306 平成25年2月15日

高等学校…
新現代社会…
最新版

未記載

清水 現社 055 未記載 現代社会…
三訂版 記載なし

清水 現社 078 未記載 現代社会…
最新版 記載なし
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数研 倫理 015 平成19年1月10日

改訂版…
高等学校倫
理

　法然は浄土信仰を一歩進めて浄土宗を開い
た。（中略）
　学問や修業をさしおいて、ひたすら南無阿弥
陀仏と称えよ（専修念仏）と説いたところに法
然の教説の特質があった。（中略）
　法然の教説をうけついだ親鸞は、専修念仏を
より深く、内面からとらえたことによって後世
の人びとから浄土真宗の開祖とあおがれた。親
鸞によれば、私たちはどれほどつとめても欲望
や執着を（煩悩）を捨てさることはできない。（中
略）阿弥陀仏は、私たちが欲望や執着を捨てら
れない存在であること、すなわち悪人であるこ
とをあわれんで、修業と思考を重ねて、誓願を
成就した仏なのである。
　親鸞は、他力のありようを自然とよび、つぎ
のように説いた。（中略）私たちがつぎの極楽
浄土に往き生まれることができるのは、阿弥陀
仏のはたらきであるところの自然法爾による。
南無阿弥陀仏と称えることは、阿弥陀仏に自己
をゆだねることである。この考えは他力を徹底
してとらえた教説として、絶対他力とよばれて
いる。

数研 倫理 304 平成25年1月10日 倫理

　法然の教説を受け継ぎつつ、新たな教説を生
み出した一人に、浄土真宗（真宗・一向宗）の
開祖となった親鸞がいる。親鸞は、二十年にわ
たって比叡山で修業した。そのなかで親鸞が自
覚したことは、自己の内なる根深い煩悩であっ
た。煩悩は、それ自体でが悪であるが、どんな
に修業してもそれを捨て去ることはできない。
煩悩が妨げとなって善を十全になしえない。親
鸞は、いわば、悪人たらざるをえない自己を自
覚したのである。救いを求めて法然の門下と
なった親鸞は、浄土宗の教説をさらに深めて
いった。（中略）
　親鸞は、法然の他力の思想をさらに徹底す
る。（中略）すなわち、阿弥陀仏sの働きは、
自己のはからいなしに、おのずからそうさせ
る（然らしむる）絶対的な働きであるという。
この考えは、他力を徹底してとらえた教説とし
て、絶対他力とよばれている。
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数研 倫理 519 平成10年1月10日

改訂版…
高等学校
倫理

　浄土信仰を一歩進めて浄土宗を開いたのは法
然である。（中略）ほかの修業をさしおいてた
だひたすら阿弥陀仏の名号を称えよと（専修念
仏）と説いたところに法然の特質がある。（中略）
　親鸞は、法然の教説をうけつぎ、内面化し、
徹底して、後世の人びとから浄土真宗の開祖と
あおがれるようになった。
　親鸞によれば、人びとはどれほど努めてもみ
ずから煩悩（欲望や執着）を捨てることはでき
ない。（中略）阿弥陀仏は、人びとが煩悩をま
ぬがれられない悪人であるのを知って悲しみ、
長年におよぶ修業と思考を重ねて、誓願を成就
したのである。（中略）
　親鸞は、他力のはたらき方を自然とよび、つ
ぎのようにいう。（中略）念仏を称えることは、
善をなすことはではなく、阿弥陀仏に自己をゆ
だねることであり、つまるところは阿弥陀仏の
はたらきのあらわれであると親鸞はいう。この
考えは他力を徹底してとらえた教説として、一
般に絶対他力と呼ばれている。

数研 倫理 006 平成15年1月10日
高等学校
倫理

　法然の教説をうけついだ親鸞は、専修念仏を
より深く、内面からとらえることによって後世
の人びとから浄土真宗の開祖とあおがれた。親
鸞によれば、私たちはどれほどつとめても欲望
や執着からのがれられない。阿弥陀仏は、私た
ちが欲望や執着を捨てられない存在であるこ
と、つまり悪人であることをあわれんで、修業
と思考を重ねて、誓願を成就したのである。
　親鸞は、他力のありようを自然とよび、つぎ
のように説いた。（中略）人々がつぎの生に極
楽浄土に往き生まれることができるのは、阿弥
陀仏のはたらきであるところの自然法爾によ
る。南無阿弥陀仏を称えることは、阿弥陀仏に
自己をゆだねることである。この考えは他力を
徹底してとらえた教説として、一般に絶対他力
と呼ばれている。
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数研 現社 310 平成25年1月10日
高等学校…
現代社会

日本浄土宗の開祖法然は、他の修業を捨ててひ
たすら阿弥陀仏の名を称える「専修念仏」を説
いた。また、その弟子親鸞は「悪人正機説」を
説き、すべてを阿弥陀仏にゆだねる「絶対他力」
を唱えて浄土真宗を開いた。

数研 現社 012 未記載 高等学校
現代社会

しかし、カトリックの教義においては、親鸞が
悪人正機説によって悪人こそ救われると説いた
のと同じように、原罪を背負って生まれてきた
人間は、・・・

数研 倫理 506 平成6年1月10日
高等学校
倫理

　浄土信仰を一歩進めて浄土宗を開いたのは法
然である。（中略）ほかの修業をさしおいてた
だひたすら阿弥陀仏の名号を称えよと説く専修
念仏の教えは、能力と努力にもとづくさまざま
な修業が要求される難行ではなく、だれにでも
できる易行として多くの人びとの心をとらえた。
　親鸞は、法然の教説をうけつぎ、内面化し、
徹底して、後世の人びとから浄土真宗の開祖と
あおがれるようになった。
　親鸞によれば、人びとはどれほど努めてもみ
ずから煩悩（欲望や執着）を捨てることはでき
ない。（中略）阿弥陀仏は、人びとが煩悩をま
ぬがれられない悪人であるのを知って悲しみ、
長年におよぶ修業と思考を重ねて、誓願を成就
したのである。（中略）
　親鸞は、他力の働き方を自然とよび、つぎの
ようにいう。（中略）われわれが浄土に往生し、
煩悩をまぬがれることができるのは、自然法爾
（中略）による。念仏を称えることは、みずか
ら善をなすことではなく、阿弥陀仏に自己をゆ
だねることである。この考えは絶対他力とよば
れる。
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実教 倫理 301 平成25年1月25日 高校倫理

「専修念仏の教え－法然」（略）そのためもあっ
て、法然の宗派は、従来の仏教界から非難を受
けて念仏停止にあい、法然も流罪とされた。
（p.85）「絶対他力の教え－親鸞」親鸞は、法然
の専修念仏の教えをさらに徹底させ、浄土真宗
の祖となった。（p.86）

数研 現社 034 昭和60年1月10日
高等学校最
新現代社会 記載なし

数研 現社 059 昭和63年1月10日

改訂版…高
等学校最新
現代社会

記載なし

数研 現社 507 平成6年1月10日
高等学校
現代社会 記載なし

数研 現社 520 平成10年1月10日

改訂版
高等学校
現代社会

記載なし

数研 現社 521 平成10年1月10日
高等学校精
解現代社会 記載なし

数研 現社 009 平成15年1月10日

現代社会…
―21世紀を
生きる―

記載なし

数研 現社 010 平成15年1月10日
高等学校現
代社会 記載なし

数研 現社 025 平成19年1月10日

改訂版…高
等学校　現
代社会

とりわけ念仏系の宗派では、一つの仏を選ぶ
「専修」ないし「選択」によって信仰を深める
ことを狙った。つぎに、信仰の簡素化を行った
ことも重要である。法然や親鸞はひたすら「南
無阿弥陀仏」と念仏すること（専修念仏）を、
道元はただひたすら坐禅すること（只管打坐）
を説いた。

数研 現社 309 平成25年1月10日 現代社会

　鎌倉仏教の先駆けとなった法然は、他の修業
を捨ててひたすら阿弥陀仏の名を称える「専修
念仏」を説き、日本浄土宗を開いた。また、そ
の弟子親鸞は、阿弥陀仏の本願は自力で善行を
行うことのできない悪人を救うことだとする
「悪人正機説」を説いた。そして、すべてを阿
弥陀仏に委ねる「絶対他力」を唱えて、浄土真
宗を開いたのである。
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実教 倫理 006 昭和58年1月25日 倫理 実教・倫理012と同文

実教 倫理 012 昭和58年1月25日
倫理…
改訂版

「他力本願と専修念仏」（略）浄土宗をひらい
た法然は、末法の時代には、人間は自分自身を
罪悪からのがれえない凡夫であると認め、阿弥
陀仏が衆生を救って浄土に往生させるという本
願（他力本願）を心から信じ、もっぱら念仏を
唱える（専修念仏）以外にない、と説いた。阿
弥陀仏の慈悲は賢愚高下の差別なく、いっさい
の衆生のうえに救いの手をさしのべるとされた
ので、人びとの心を強くとらえたのであった。
「念仏信仰と絶対他力」法然の教えから出発し、
それをさらに徹底させたのは親鸞であった。～
略～　純粋な信仰の立場を強調し、法然の教え
に従って念仏し、そのために地獄に落ちても後
悔しないと語った。（p.119

実教 倫理 511 平成7年
1月25日 倫理 実教・倫理524と同文

実教 倫理 524 平成11年1月25日
倫理…
新訂版

「法然と親鸞」（略）賢愚高下の別なく、阿弥
陀仏の救いを信じて「南無阿弥陀仏」とひたす
ら唱えること（専修念仏）で往生できると法然
は説いた。親鸞は、法然の教えをさらに徹底さ
せ浄土真宗をひらいた。親鸞は、念仏を唱える
ことを、自分の力への執着をすべて捨てて、
いっさいを阿弥陀仏にゆだねることだと考えた
（絶対他力）。また、彼は「善人なおもちて往生
をとぐ、いはんや悪人をや」（『歎異抄』）」と説
いた。（p.100）

実教 倫理 009 平成16年1月25日 倫理

No.8の一部変更　「専修念仏の教え－法然」（略）
そのためもあって、法然の宗派は、従来の仏教
界から非難を受け、念仏停止にあい、法然も流
罪とされた。（p.56）「絶対他力の教え－親鸞」
親鸞は、法然の専修念仏の教えをさらに徹底さ
せ、浄土真宗をひらいた。（p.57）

実教 倫理 018 平成20年1月25日 高校倫理 実教・倫理301と同文（p.80）
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実教 倫社 432 昭和48年1月25日
倫理・社会…
改訂版

「浄土と念仏」（略）末法の時代には、自分が
罪悪からのがれえない凡夫であることを認め、
また自力で罪悪を避けえないことを悟り、ただ
阿弥陀仏が衆生を救って浄土に往生させるとい
う本願を心から信じ、もっぱら念仏を唱えよ
（専修念仏）と法然は説いた。阿弥陀仏の慈悲
は賢愚高下の差別なく、いっさいの衆生のうえ
に救いの手をさしのべるとされたので、人びと
の心を強くとらえたのであった。「念仏信仰と
絶対他力」法然の教えから出発し、それをさら
に徹底させたのは親鸞であった。～略～　純粋
な信仰の立場を強調し、法然の教えに従って念
仏し、そのために地獄に落ちても後悔しないと
語った。（p.153）

実教 倫社 414 昭和49年1月25日
高校

倫理・社会

　「絶対他力」（略）一心不乱に阿弥陀仏の名を
となえるならば、人は貴賤・男女の別にかかわ
りなく救われて、極楽浄土に往生することがで
きる、と説いた。法然に学び、その専修念仏の
信仰をさらに徹底させたのは、親鸞である。彼
の宗派は、浄土真宗または一向宗とよばれた
が、法然のそれとあわせて、念仏宗ともいわれ
る。師法然に対する親鸞の傾倒は徹底してい
て、たとえ法然上人にだまされて念仏したため
に地獄に落ちたとしても悔いはない、といって
いるほどである。これは、自分のいっさいを法
然にまかせ、法然を通して阿弥陀仏にゆだねた
「絶対他力」の境地である。（p.116）

実教 倫社 433 昭和49年1月25日

高校
倫理・社会…
改訂版

「専修念仏と絶対他力」（略）一心不乱に念仏
をとなえるならば、人は貴賤・男女の別にかか
わりなくすくわれて、極楽浄土に往生すること
ができる、とおしえた。法然にまなび、その専
修念仏の信仰をさらに徹底させ、浄土真宗の開
祖とされるのが、親鸞である。法然のばあい
は、貴族の要請があれば加持祈祷をおこなうな
ど、まだ旧仏教の呪術的要素をのこしていた
が、親鸞は、その点でいっさいの妥協を排し、
神祇不拝をとなえ、仏教信仰の純粋性をつらぬ
いた。（p.172）

実教 倫社 020 昭和58年1月25日
倫理…
三訂版 未記載
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実教 現社 514 未記載 高校
現代社会 記載なし

実教 倫社 009 昭和39年1月25日
高校

倫理・社会 実教・倫社406と同分

実教 倫社 030 昭和39年1月25日

高校
倫理・社会…
改訂版

実教・倫社406と同分

実教 倫社 046 昭和39年1月25日

高校
倫理・社会…
三訂版

「法然と親鸞」法然に学び、その専修念仏の信
仰をさらに徹底させたのは親鸞である。彼の宗
派は、浄土真宗または一向宗とよばれた。彼は
師の法然よりさらに徹底して人間の弱さを自覚
し、「他力本願」を説いて、広く深い影響を与
えた。～略～　悪人でも成仏できるといった法
然の思想が、親鸞ではさらに飛躍して、悪人だ
から成仏できるという思想に発展したのも～　
（p.63）

実教 倫社 034 昭和43年1月25日 倫理・社会 実教・倫社050と同分

実教 倫社 050 昭和43年1月25日
倫理・社会…
改訂版

　（略）ただ阿弥陀仏が衆生を救って浄土に往
生（行って生まれること）させるという本願を
心から信じ、もっぱら念仏を唱えよ（専修念仏）
と法然は説いた。阿弥陀仏の慈悲は賢愚高下の
差別なく、いっさいの衆生のうえに救いの手を
さしのべるとされたので、ひとびとの心を強く
とらえたのであった。「念仏信仰と絶対他力」
法然の教えから出発し、それをさらに徹底させ
たのは親鸞であった。～略～　純粋な信仰の立
場を強調し、法然の教えにしたがって念仏し、
そのために地獄に落ちても後悔しないと語っ
た。（p.98）

実教 倫社 403 昭和48年1月25日 倫理・社会 実教・倫理012と同文
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実教 現社 302 平成25年1月25日
高校

現代社会

法然は、権力抗争の場となった比叡山を捨て、
「厭離穢土、欣求浄土」をかかげて専修念仏の
道を説き、浄土宗の祖となった。彼は、仏の名
をたたえる者を必ず浄土に往生させると誓った
阿弥陀仏の誓願を信じて、他の行を捨てみずか
ら念仏のみをおこなえば（専修念仏）、誰でも
往生できる（他力本願）、と説いた。その弟子
親鸞は、罪悪深重の凡夫（欲望にとらわれた愚
かな存在）を自覚し、苦悩の末に、自分の悪を
自覚して苦しむ者にこそ阿弥陀仏の慈悲にあす
かる機縁がある（悪人正機）と説いた。そして、
念仏を唱えることすら自力ではなく阿弥陀仏の
力によるとして、すべてを阿弥陀仏の慈悲に委
ねる絶対他力を唱え、自然法爾の信仰にたどり
ついた。親鸞の門徒は農民にひろがり、室町時
代の蓮如によって大教団となった。浄土真宗で
ある。（p.74）

実教 現社 303 平成25年1月25日
最新

現代社会

法然は、ひたすら「南無阿弥陀仏」と唱え（専
修念仏）、阿弥陀仏にすがることで人は救われ
ると説いた。親鸞は、その教えを徹底し、仏は
煩悩に満ちた罪深い人間をこそ救うとし、絶対
他力を説いた。（p.68）

実教 現社 002 未記載 高校
現代社会 記載なし

実教 現社 003 未記載 現代社会 記載なし
実教 現社 003 未記載 現代社会 記載なし

実教 現社 004 未記載 高校
現代社会 記載なし

実教 現社 047 未記載 新…
現代社会 記載なし

実教 現社 048 未記載 現代社会…
三訂版 記載なし

実教 現社 049 未記載 高校現代社
会…三訂版 記載なし

実教 現社 070 未記載 新現代社会…
改訂版 記載なし

実教 現社 071 未記載 現代社会…
四訂版 記載なし

実教 現社 072 未記載 高校現代社
会…四訂版 記載なし
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山川 倫社 436 昭和55年3月5日

標準
倫理・社会…
（再訂版）

親鸞の教えは、その師である法然（1133 ～
1212）の教えを独自の考えかたでふかめたもの
である。（中略）この法然の弟子の中で、もっ
とも特色のあるのが親鸞である。彼はどこまで
も法然の教えをうけついだといっている。「歎
異抄」の（中略）ことばにも、彼が法然の教え
に随順する気もちがつよくあらわれている。

山川 倫理 505 平成6年3月5日 現代の倫理

法然は（中略）ひたすら「南無阿弥陀仏」と唱
えれば、すべての人は極楽に生まれかわること
ができると説いた（専修念仏）」（中略）「こう
した法然の教えをうけついで、それをさらに徹
底したのが親鸞である

山川 倫理 518 平成10年3月5日
現代の倫理…
改訂版 山川・倫理505と同文

山川 倫理 005 平成15年3月5日 現代の倫理 法然の教えをさらに徹底して、浄土真宗の開祖
となったのが、弟子の親鸞である

山川 倫理 014 平成19年3月5日
現代の倫理…
改訂版 山川・倫理005と同文

山川 倫理 008 平成20年3月5日
東学版…
倫理

・親鸞は、法然の弟子として学び、浄土真宗を
開いた。
・欄外の親鸞の挿絵部分
「はじめ比叡山に学んだが法然の門に投じ、念
仏信仰をさらに徹底的な形に推し進めた」

山川 倫理 303 平成25年3月5日 現代の倫理 親鸞は師の法然の教えをさらに徹底して、浄土
真宗の開祖になった

実教 現社 502 平成6年1月25日 現代社会 未記載

実教 現社 513 平成10年1月25日
現代社会…
新訂版

　法然は、それまでの貴族の仏教のように仏像
や塔をつくるのではなく、ひたすら南無阿弥陀
仏と唱えることによって救われると説いた。親
鸞は、その教えを徹底し、仏は罪深い人間をこ
そ救うとして、いっさいのはからいを捨て南無
阿弥陀仏と唱えることを説いた。（p.20）

実教 現社 019 平成19年1月25日
新版

現代社会 実教・現社303と同文（p.34）

実教 現社 018 平成19年2月25日
高校現代社
会…新定番 記載なし
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三省堂 倫理 515 未記載 倫理

法然は土佐国へ配流された。また、当時、法然
のもとで修行していた親鸞も、越後国へ配流さ
れた。（中略）親鸞は法然の教えを受け継いで、
浄土真宗の開祖になった。（中略）このような
絶望感をいだいて法然にめぐりあった親鸞は、
（中略）『歎異抄』の記述に表されているように、
法然の教えに傾倒し、それによって不動の信仰
心を確立した。

山川 現社 011 昭和57年4月20日
現代社会…
新版 比較記載なし

山川 現社 024 平成19年3月5日
新版…

現代社会

法然は自力の修行では悟ることができず、阿弥
陀仏を信じ、ひたすら「南無阿弥陀仏」と称え
る専修念仏によって救われると説いた。親鸞は
法然の教えをさらにつきつめ、阿弥陀仏の慈悲
をひたすらたよる絶対他力を唱え、自力作善を
避けてすべてを阿弥陀仏のはからいにまかせる
境地（自然法爾）を理想とした。

山川 倫社 008 昭和38年4月20日
高校思索と
人生

「この法然の弟子のなかで、もっとも特色のあ
るのが親鸞である。彼はどこまでも法然の教え
をうけついだといっている。」→また『歎異抄』
の「親鸞にをきては、ただ念仏して弥陀にたす
けられまひらすべしと、よきひとのおほせをか
ぶりて信ずるほかに、別の子細なきなり」との
引用をし、「彼が法然の教えに随順する気もち
がつよくあらわれている

山川 倫社 017 昭和42年3月5日

改訂版…
高校思索と
人生

山川・倫社008と同文

山川 倫社 040 昭和45年3月5日

高校思索と
人生…（再訂
版）

山川・倫社008と同文

山川 倫社 410 昭和51年3月5日
標準

倫理・社会

親鸞の教えは、その師である法然（1133 ～
1212）の教えを独自の考えかたでふかめたもの
である

山川 倫社 429 昭和52年3月5日

標準
倫理・社会…
（改訂版）

山川・倫社410と同文
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三省堂 現社 052 未記載
三省堂
現代社会…
三訂版

記載なし

三省堂 現社 073 未記載 明解現代社
会…改訂版 記載なし

三省堂 現社 074 未記載 新現代社会…
四訂版 記載なし

三省堂 現社 075 未記載
三省堂
現代社会…
四訂版

記載なし

三省堂 現社 503 未記載 現代社会 記載なし
三省堂 現社 515 未記載 現代社会21 記載なし

三省堂 倫社 006 未記載 倫理・社会
親鸞は（中略）29歳のとき、法然上人に出会い、
従来の自力本位の修行を捨て、他力の立場に転
向した。

三省堂 倫社 047 未記載 倫理・社会…
三訂版

親鸞は（中略）29歳のとき、法然上人に出会っ
て、従来の自力本位の修行から他力の立場に転
向し、真実の救いは学問ではえられないことに
気がつき、ただ念仏（南無阿弥陀仏）を唱える
ことだけで救われるという確信に到達した。

三省堂 倫社 048 未記載 新倫理・社
会…改訂版

法然の門人に親鸞が出て、その思想はいっそう
徹底された。かれは、念仏よりもむしろ信仰そ
のことに重点をおき、その信仰さえも仏の御も
よおしによっておこるという絶対他力をうちた
てた。

三省堂 倫社 415 未記載 三省堂新倫
理・社会

法然の門人に親鸞が出て、その思想はいっそう
徹底された。

三省堂 倫社 426 未記載
三省堂新倫
理・社会…
改訂版

法然の門人に親鸞が出て、その思想はいっそう
徹底された。

三省堂 倫社 446 未記載
三省堂新倫
理・社会…
三訂版

法然の門人に親鸞が出て、その思想はいっそう
徹底された。

三省堂 倫理 028 未記載 倫理・社会…
改訂版 未記載

三省堂 倫理 029 未記載 新倫理・社
会 未記載

三省堂 倫理 503 未記載 詳解倫理 未記載
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講談社 倫社 411 未記載 標準高等
倫理・社会 講談社・倫社441に同じ

講談社 倫社 419 未記載
標準高等
倫理・社会…
（改訂版）

講談社・倫社441に同じ

講談社 倫社 441 未記載
標準高等
倫理・社会…
新訂版

法然の念仏の道は、その弟子親鸞によってさら
に進められた。
＜中略＞
親鸞は比叡山を下りて法然を訪ね、その教えに
触れて、わが道ここにありという喜びをいだい
た。その出会いと確信の深さは、次の『歎異抄』
の一節に示されている。
親鸞にをきては、ただ念仏して弥陀にたすけら
れまひらすべしと、よきひとのおほせをかぶり
て、信ずるほかに別の子細なきなり。念仏は、
まことに浄土にむまるるたねにてやはんべるら
ん、また地獄におつべき業にてやはんべるら
ん、総じてもて存知せざるなり。たとひ法然聖
人にすかされまひらせて、念仏して地獄におち
たりとも、さらに後悔すべからずさふらふ。
わたくしたちはこの文を見て、出会いの深さ
は、自己を見つめることの深さに基づくことを
感じないわけにはいかない。

高教 倫社 014 未記載 倫理・社会 法然の教えは、その弟子親鸞によってさらに深
められた。

三省堂 現社 004 未記載 現代社会 記載なし
三省堂 現社 005 未記載 新現代社会 記載なし

三省堂 現社 006 未記載 三省堂
現代社会 未記載

三省堂 現社 020 未記載 現代社会…
改訂版 記載なし

三省堂 現社 026 未記載 新現代社会…
改訂版 記載なし

三省堂 現社 027 未記載
三省堂
現代社会…
改訂版

未記載

三省堂 現社 050 未記載 明解
現代社会 記載なし

三省堂 現社 051 未記載 新現代社会…
三訂版 記載なし
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教学社 倫社 005 未記載 倫理・社会

この称名念仏の思想をいっそう徹底させて浄土
真宗をひらいたのが親鸞である。かれはありの
ままの自分を反省すればするほど、煩悩になや
まされ、自分の力ではどんなにつとめても、こ
の煩悩をふりきることができない自分を知った。

教学社 倫社 023 未記載 改訂…倫理・
社会

この称名念仏の思想をいっそう徹底させて浄土
真宗をひらいたのが親鸞である。かれはありの
ままの自分を反省すればするほど、煩悩になや
まされ、自分の力ではどんなにつとめても、こ
の煩悩をふりきることができない自分を知った。

桐原 現社 015 未記載 新現代社会 記載なし

桐原 現社 028 未記載 新現代社会…
改訂版 未記載

桐原 現社 526 未記載 新現代社会 記載なし
桐原 倫理 527 未記載 新倫理 未記載

講談社 倫社 001 未記載 標準高等
倫理・社会 講談社・倫社045に同じ

講談社 倫社 031 未記載 標準高等
倫理・社会 講談社・倫社045に同じ

講談社 倫社 045 未記載
標準高等
倫理・社会…
改訂版

この念仏の道は、法然の弟子親鸞によってさら
に進められた。＜中略＞親鸞は比叡山で20年間
も修業をしたが満たされず、暗澹たる青年時代
を送っていたが、山を下り、法然に出会って、
はじめて歓喜を味わった。法然と親鸞は40歳も
違っていたが、この出会いは、歴史上まれに見
る美しいものであった。親鸞の法然に対する気
持は「歎異抄」のなかに、つぎのように表され
ている。
親鸞にをきては、ただ念仏して弥陀にたすけら
れまひらすべしと、よきひとのおほせをかぶり
て、信ずるほかに別の子細なきなり。念仏は、
まことに浄土にむまるるたねにてやはんべるら
ん、また地獄におつべき業にてやはんべるら
ん、総じてもて存知せざるなり。たとひ法然聖
人にすかされまひらせて、念仏して地獄におち
たりとも、さらに後悔すべからずさふらふ。
親鸞の信仰は、法然を通じて得られたが、浄土
信仰は親鸞によってより純粋なものとなった。
そのことはかれの救済観のなかに端的に示され
ている。
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角川 倫社 412 未記載 高等学校
倫理・社会

人間の罪悪性をきびしく見つめ、また、自己の
罪悪に対する自覚と反省が深ければ深いほど念
仏往生は疑いないという信の一念を尊んだ点に
おいて、親鸞は法然を越えていた。しかし、か
れには、師の教えを批判し越えようという意識
は少しもなかった。

角川 倫社 421 未記載
高等学校
倫理・社会…
改訂版

人間の罪悪性をきびしく見つめ、また、自己の
罪悪に対する自覚と反省が深ければ深いほど念
仏往生は疑いないという信の一念を尊んだ点に
おいて、親鸞は法然を越えていた。しかし、か
れには、師の教えを批判し越えようという意識
は少しもなかった。

学研 現社 020 未記載 高等学校
現代社会 未記載

学研 現社 043 未記載 改訂…
現代社会 未記載

学研 現社 067 未記載 高校生の
現代社会 未記載

学研 現社 089 未記載
改訂版…
高校生の
現代社会

未記載

学研 現社 511 未記載 高校生の
現代社会 未記載

学研 倫社 402 未記載 高等学校
倫理・社会

法然のこの思想をさらに徹底させてのが親鸞で
ある。

学研 倫社 431 未記載
高校学校…
改訂…

倫理・社会

法然のこの思想をさらに徹底させてのが親鸞で
ある。

教育図書 倫社 026 未記載 新版…
倫理・社会

法然の思想を受け継ぎ、これをいっそう徹底的
なものとして広めたのは、その門人親鸞であ
る。（中略）親鸞は法然の教えのように、人間
は自分の無力を自覚し、念仏を唱え、阿弥陀仏
の本願によって救われるよりほかはないと考え
たが、法然の場合よりも他力という考え方が、
いっそう徹底的なものになっている。（中略）
この考え方は、自力信仰から他力信仰をいっそ
う明らかに区別し、法然の開いた道を徹底させ
ることになった。
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一橋 倫理 011 未記載

倫理
―現在（い
ま）を未来
（あす）に
つなげる―

法然の専修念仏の教えから出発して、しだいに
それをのりこえ、純粋な信仰の立場を確立した
のは、浄土真宗の開祖とされる親鸞である。親
鸞は、師法然の教えになお残っていた自力的な
要素を否定し、ひたすら阿弥陀仏の衆生救済の
誓い（本願）を信じ、それにすべてをまかせる
絶対他力の信仰を説いた。

一橋 倫理 017 未記載 現代の倫理…
三訂版

こうして浄土教は、いっさいの衆生を平等に往
生させるための教えとなったが、この点をいっ
そう徹底させたのが親鸞である。

一橋 倫理 026 未記載 現代の倫理…
四訂版

こうして浄土教は、いっさいの衆生を平等に往
生させるための教えとなったが、この点をいっ
そう徹底させたのが親鸞である。

一橋 倫理 507 未記載 倫理
その念仏すら私たちは罪深きゆえに自分の力で
唱えることすらできず、阿弥陀の力が念仏を唱
えさせるのであると、驚くべき主張を展開する。

一橋 倫理 526 未記載 倫理…
新訂版

しかもその念仏すら阿弥陀仏の力が唱えさせる
のであって、私たちが自力で唱えることはでき
ない（絶対他力）と、驚くべき主張を展開した。

角川 倫社 015 未記載 高等学校
倫理・社会

この末世の人人の仏教として、法然（1133 ～
1212）の浄土宗が起こり、それをさらに徹底し
た親鸞（1173 ～ 1262）の浄土真宗が現われた。
（中略）人間の罪悪性をきびしく見つめる点に
おいて、また、自己の罪悪に対する自覚と反省
が深ければ深いほど念仏往生は疑いないと信じ
た点において、親鸞は法然を越えていた。

角川 倫社 033 未記載
高等学校
倫理・社会…
改訂版

この末世の人人の仏教として、法然（1133 ～
1212）の浄土宗が起こり、それをさらに徹底し
た親鸞（1173 ～ 1262）の浄土真宗が現われた。
（中略）人間の罪悪性をきびしく見つめる点に
おいて、また、自己の罪悪に対する自覚と反省
が深ければ深いほど念仏往生は疑いないと信じ
た点において、親鸞は法然を越えていた。

角川 倫社 042 未記載
高等学校
倫理・社会…
三訂版

この末世の人人の仏教として、法然（1133 ～
1212）の浄土宗が起こり、それをさらに徹底し
た親鸞（1173 ～ 1262）の浄土真宗が現われた。
（中略）人間の罪悪性をきびしく見つめる点に
おいて、また、自己の罪悪に対する自覚と反省
が深ければ深いほど念仏往生は疑いないと信じ
た点において、親鸞は法然を越えていた。
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日本書院 倫社 024 未記載 倫理・社会…
〔新訂版〕

親鸞は、法然の弟子として、専修念仏の教義を
さらに徹底させた。

一橋 現社 013 未記載 現代社会 未記載
一橋 現社 035 未記載 新現代社会 未記載

一橋 現社 036 未記載
高校現代社
会…―現代
を考える―

記載なし

一橋 現社 060 未記載 新現代社会…
改訂版 未記載

一橋 現社 061 未記載

高校現代社
会…改訂版…
―現代を考
える―

記載なし

一橋 現社 083 未記載

高校現代社
会…三訂版…
―現代を考
える―

記載なし

一橋 現社 508 未記載 新高校現代
社会 記載なし

一橋 現社 522 未記載 新版…高校
現代社会 記載なし

山川 現社 033 昭和60年3月5日
現代社会…
改訂版 比較記載なし

山川 現社 058 昭和63年3月5日
現代社会　
再訂版 比較記載なし

山川 現社 506 平成6年3月5日 現代社会 比較記載なし

山川 現社 308 平成25年3月5日 現代社会
平安末期から鎌倉時代にかけては、念仏を唱え
ることで死後に浄土へ往生することを目指す浄
土信仰などへと発展していった

一橋 現社 011 未記載
高校現代社
会…―現代
を考える―

記載なし

一橋 倫理 003 未記載 現代の倫理
こうして浄土教は、いっさいの衆生を平等に往
生させるための教えとなったが、この点をいっ
そう徹底させたのが親鸞である。

一橋 倫理 009 未記載 現代の倫理…
改訂版

こうして浄土教は、いっさいの衆生を平等に往
生させるための教えとなったが、この点をいっ
そう徹底させたのが親鸞である。
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東京書籍 倫社 027 昭和42年2月10日
新編…

倫理・社会
法然の教えにもとづいて、これをさらに徹底し
たのは親鸞である。

東京書籍 倫社 039 昭和49年2月10日
新訂…

倫理・社会
法然の教えにもとづいて、これをさらに徹底し
たのが親鸞である。

東京書籍 倫社 417 昭和51年2月10日
新訂…

倫理・社会
法然の教えにもとづいて、これをさらに徹底し
たのが親鸞である。

東京書籍 倫社 407 昭和52年2月10日 倫理・社会 法然の教えにもとづいて、これをさらに徹底し
たのが親鸞である。

東京書籍 倫社 444 昭和55年2月10日
改訂…

倫理・社会
法然の教えにもとづいて、これをさらに徹底し
たのが親鸞である。

東京書籍 倫理 001 昭和57年2月10日 倫理 法然の浄土宗の教えにもとづいて、これをさら
に徹底したのが親鸞である。

東京書籍 倫理 010 昭和61年2月10日 改訂…倫理 法然の浄土宗の教えにもとづいて、これをさら
に徹底したのが親鸞である。

東京書籍 倫理 502 平成6年2月10日 倫理 東京書籍・倫理306と同文

東京書籍 倫理 514 平成10年2月10日 倫理 東京書籍・倫理306と同文

東京書籍 倫理 001 平成15年2月10日 倫理 東京書籍・倫理306と同文

東京書籍 倫理 017 平成20年2月10日 倫理 東京書籍・倫理306と同文

東京書籍 倫理 306 平成26年2月10日 倫理 法然の教えをさらに徹底したのが浄土真宗を開
いた弟子の親鸞である。

東京書籍 倫理 018 平成元年2月10日 新訂…倫理 法然の浄土宗の教えにもとづいて、これをさら
に徹底したのが親鸞である。

二宮書店 現社 014 未記載 高校現代の
社会 記載なし

二宮書店 現社 015 未記載 詳説
現代社会

鎌倉時代のすぐれた宗教家親鸞は「善人なをも
て往生をとぐ、いはんや悪人をや」と述べてい
る。・・・

二宮書店 現社 037 未記載 最新
現代の社会

法然は、ブッダの説く正しい実践がおこなわれ
ない末法の時代にあっては、自力の修行による
悟りへの道をすて、修行の容易な称名念仏の意
義を強調した。親鸞はさらに、念仏して浄土に
往くか地獄に落ちるかわからないが、凡夫を救
うのがアミダ仏の願いならば、それを信じて念
仏するだけであるといい、また悪人こそ救いの
対象であるとした。

日本書院 倫理 016 未記載 倫理・社会 未記載
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東京学習
出版 倫理 521 未記載 倫理

法然は、念仏の教えこそ五濁悪世の末法の世に
あらわれた「時機相応」の教え（時代の条件と
人間の能力にかなった教え）であるという。ま
た、「南無阿弥陀仏」と唱える称名念仏は、仏
の本願にかなう唯一の行い（正行）であるとし
て、その他の持戒・造寺・造仏などはいっさい
不要であると説いた。
　親鸞は、この法然の教えを受けついで、弥陀
の本願にひたすら信仰することを説く。「煩悩
具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、
とうてい生死をはなれることができない。た
だ、このようなわれらを救ってくださる弥陀の
本願を信ずるよりほかに往生する道はない。こ
のような信仰を徹底したところに、悪人正機の
考え方が生まれる。

東京書籍 現社 001 昭和57年2月10日 現代社会 親鸞は、法然の教えを受け、

東京書籍 現社 022 昭和61年2月10日
改訂…

現代社会 親鸞は、法然の教えを受け、

東京書籍 現社 044 平成2年2月10日 現代社会 記載なし

東京書籍 現社 045 平成2年2月10日
新選

現代社会 記載なし

東京書籍 現社 068 平成3年2月10日
改訂…

現代社会 親鸞は、法然の教えを受けて

東京書籍 現社 069 平成3年2月10日
改訂…新選
現代社会 記載なし

東京書籍 現社 501 平成6年2月10日

現代社会…
―未来を見
つめて―

法然・親鸞は、ひたすら阿弥陀仏を信じ、「南
無阿弥陀仏」と念仏することを教え

東京書籍 現社 512 平成10年2月10日
新訂…現代
社会 問題なし

東京書籍 現社 001 平成15年2月10日 現代社会 問題なし

東京書籍 現社 017 平成19年2月10日 現代社会 問題なし

東京書籍 現社 301 平成25年2月10日 現代社会 問題なし

東京書籍 倫社 012 昭和41年2月10日 倫理・社会 法然の教えをさらに徹底した親鸞があらわれた。
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東京学習
出版 倫理 030 未記載

高等学校
倫理…
改訂版

法然は、念仏の教えが五濁悪世の末法の世にあ
らわれた「時機相応」の教え（時代の条件と人
間の能力にかなった教え）であるという。また、
「南無阿弥陀仏」と唱える称名念仏は、仏の本
願にかなう唯一の行い（正行）であるとして、
その他の持戒・造寺・造仏などはいっさい不要
であると説いた。
　親鸞は、この法然の教えを受け継いで、弥陀
の本願をひたすら信仰することを説く。「煩悩
具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、
とうてい生死の迷いをはなれることができな
い。ただ、このようなわれらを救ってくださる
弥陀の本願を信ずるよりほかに往生する道はな
い。このような信仰を徹底したところに、「悪
人正機説」が生まれる。

東京学習
出版 倫理 509 未記載 倫理

法然は、念仏の教えが五濁悪世の末法の世にあ
らわれた「時機相応」の教え（時代の条件と人
間の能力にかなった教え）であるという。また、
「南無阿弥陀仏」と唱える称名念仏は、仏の本
願にかなう唯一の行い（正行）であるとして、
その他の持戒・造寺・造仏などはいっさい不要
であると説いた。
　親鸞は、この法然の教えを受け継いで、弥陀
の本願をひたすら信仰することを説く。「煩悩
具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、
とうてい生死の迷いをはなれることができな
い。ただ、このようなわれらを救ってくださる
弥陀の本願を信ずるよりほかに往生する道はな
い。このような信仰を徹底したところに、「悪
人正機説」が生まれる。
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東京学習
出版 倫社 424 未記載

高等学校
倫理・社会…
改訂版

法然は、念仏の教えが五濁悪世の末法の世にあ
らわれた「時機相応」の教え（時代の条件と人
間の能力にかなった教え）であるという。また、
「南無阿弥陀仏」と唱える称名念仏は、仏の本
願にかなう唯一の行い（正行）であるとして、
その他の持戒・造寺・造仏などはいっさい不要
であると説いた。
　親鸞は、この法然の教えを受け継いで、弥陀
の本願をひたすら信仰することを説く。「煩悩
具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、
とうてい生死の迷いをはなれることができな
い。ただ、このようなわれらを救ってくださる
弥陀の本願を信ずるよりほかに往生する道はな
い。このような絶対他力の信仰を徹底したの
が、「悪人正機説」である。

東京学習
出版 倫社 434 未記載

高等学校
倫理・社会…
三訂版

法然は、念仏の教えが五濁悪世の末法の世にあ
らわれた「時機相応」の教え（時代の条件と人
間の能力にかなった教え）であるという。また、
「南無阿弥陀仏」と唱える称名念仏は、仏の本
願にかなう唯一の行い（正行）であるとして、
その他の持戒・造寺・造仏などはいっさい不要
であると説いた。
　親鸞は、この法然の教えを受け継いで、弥陀
の本願をひたすら信仰することを説く。「煩悩
具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、
とうてい生死の迷いをはなれることができな
い。ただ、このようなわれらを救ってくださる
弥陀の本願を信ずるよりほかに往生する道はな
い。このような絶対他力の信仰を徹底したの
が、「悪人正機説」である。

東京学習
出版 倫理 008 未記載 倫理 親鸞は、法然の弟子として学び、浄土真宗を開

いた。



＊ 85

東京学習
出版 倫社 049 未記載

高等学校
倫理・社会…
改訂版

法然は、仏の慈悲は広大無辺のものであって、
在家・出家の別なく、智者も愚人も、善人も悪
人も、罪の軽重をも問わず、何人もただ、「南
無阿弥陀仏」と唱えれば仏の本願によって救わ
れるとし、念仏のほかに往生の道はなく造寺・
造仏や持戒・布施などは、いっさい不要なもの
であると説いた。そして、それまで貴族・知識
階級のものであった信仰を民衆のものとする方
向に進めた。ここに日本の仏教は、はじめて理
論や学問を越えて、何人にも可能な信仰・実践
に重きをおくようになった。
　法然の教えは、弟子の親鸞によってさらに深
められた。親鸞の信仰は「煩悩具足のわれら」
という自覚から出発する。いかに修行にはげん
でも、とうてい、まよいをはなれることのでき
ない自分にとっては、ただ、本願を信ずるより
ほかに往生を得る道はないとする。さらに阿弥
陀仏に対する信仰そのものも、自分の力（自力）
で得られたものではなく、仏から与えられたも
のであるとする絶対他力の立場に立つに至った。

東京学習
出版 倫社 401 未記載 高等学校

倫理・社会

法然は、念仏の教えが五濁悪世の末法の世にあ
らわれた「時機相応」の教え（時代の条件と人
間の能力にかなった教え）であるという。また、
「南無阿弥陀仏」と唱える称名念仏は、仏の本
願にかなう唯一の行い（正行）であるとして、
その他の持戒・造寺・造仏などはいっさい不要
であると説いた。
　親鸞は、この法然の教えを受け継いで、弥陀
の本願をひたすら信仰することを説く。「煩悩
具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、
とうてい生死の迷いをはなれることができな
い。ただ、このようなわれらを救ってくださる
弥陀の本願を信ずるよりほかに往生する道はな
い。このような絶対他力の信仰を徹底したの
が、「悪人正機説」である。
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東京学習
出版 現社 088 未記載 現代社会…

四訂版

親鸞は法然に接してえた彌陀の信仰を「ただ念
仏して、彌陀にたすけられまひらすべしと、よ
きひと（法然）のおほせをかふりて信ずるほか
に別の子細なきなり。」（唯円『歎異抄』）といっ
ているが、この言葉は、信仰の一つのあり方を
示している。

東京学習
出版 現社 525 未記載 現代社会 記載なし

東京学習
出版 倫社 024 未記載 高等学校

倫理 未記載

東京学習
出版 倫社 035 未記載 高等学校

倫理・社会

法然は、仏の慈悲は広大無辺のものであって、
在家・出家の別なく、智者も愚人も、善人も悪
人も、罪の軽重をも問わず、何人もただ、「南
無阿弥陀仏」と唱えれば仏の本願によって救わ
れるとし、念仏のほかに往生の道はなく造寺・
造仏や持戒・布施などは、いっさい不要なもの
であると説いた。そして、それまで貴族・知識
階級のものであった信仰を民衆のものとする方
向に進めた。ここに日本の仏教は、はじめて理
論や学問を越えて、何人にも可能な信仰・実践
に重きをおくようになった。
　法然の教えは、弟子の親鸞によってさらに深
められた。親鸞の信仰は「煩悩具足のわれら」
という自覚から出発する。いかに修行にはげん
でも、とうてい、まよいをはなれることのでき
ない自分にとっては、ただ、本願を信ずるより
ほかに往生を得る道はないとする。さらに阿弥
陀仏に対する信仰そのものも、自分の力（自力）
で得られたものではなく、仏から与えられたも
のであるとする絶対他力の立場に立つに至った。



＊ 83

中教出版 倫理 019 未記載 改訂新版…
倫理

29歳のとき法然に出会って、大きな影響を受け
た親鸞（1173 ～ 1262）も念仏によって極楽往
生がかなうと説いた。親鸞は9歳のときから20
年間比叡山で修行し続けたが、真実の救いは学
問では得られないと気づき、下山した。その後
法然の影響を受け、自力得道の立場から絶対他
力の立場へと考えを改めた。それは、ただ「南
無阿弥陀仏」と念仏を唱えるだけで救われるの
だ、という確信に到達したからである。

中教出版 倫理 027 未記載 最新版…
倫理 中教出版・倫理019に同じ

中教出版 倫理 510 未記載 倫理

法然の教えは、親鸞（1173 ～ 1262）に受けつ
がれていった。
悪人正機
親鸞は20年のあいだ比叡山で修行したが、真実
の救いは山での学問では得られないと気づき、
下山した。法然と出あったのち、自力得道の立
場から絶対他力の立場へと考えを改めた。それ
は、阿弥陀仏の救いの前には、老人とか若者、
善人とか悪人の区別はなく、ただ「南無阿弥陀
仏」と念仏を唱えるだけで救われるのだ、とい
う確信に到達したからである。

中教出版 倫理 523 未記載 倫理 中教出版・倫理510に同じ

東京学習
出版 現社 019 未記載 現代社会

親鸞は法然に接してえた彌陀の信仰を「ただ念
仏して、彌陀にたすけられまひらすべしと、よ
きひと（法然）のおほせをかふりて信ずるほか
に別の子細なきなり。」（唯円『歎異抄』）といっ
ているが、この言葉は、信仰の一つのあり方を
示している。

東京学習
出版 現社 042 未記載 現代社会…

改訂版

親鸞は法然に接してえた彌陀の信仰を「ただ念
仏して、彌陀にたすけられまひらすべしと、よ
きひと（法然）のおほせをかふりて信ずるほか
に別の子細なきなり。」（唯円『歎異抄』）といっ
ているが、この言葉は、信仰の一つのあり方を
示している。

東京学習
出版 現社 066 未記載 現代社会…

三訂版

親鸞は法然に接してえた彌陀の信仰を「ただ念
仏して、彌陀にたすけられまひらすべしと、よ
きひと（法然）のおほせをかふりて信ずるほか
に別の子細なきなり。」（唯円『歎異抄』）といっ
ているが、この言葉は、信仰の一つのあり方を
示している。
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中京出版 未記載
一般社会　
社会生活の
基礎

未記載

中教出版 倫社 003 未記載 倫理・社会 中教出版・倫社037に同じ

中教出版 倫社 022 未記載 新版…
倫理・社会 中教出版・倫社045に同じ

中教出版 倫社 037 未記載 最新版…
倫理・社会

ついで親鸞（1173 ～ 1262）はこれを徹底し、
悪人なるがゆえに救済されるのである（悪人正
機説）と自覚することによって、念仏の行とと
もに絶対他力の信仰を強調して浄土真宗を開い
た。

中教出版 倫社 404 未記載 倫理・社会 中教出版・倫社443に同じ

中教出版 倫社 418 未記載 新版…
倫理・社会 中教出版・倫社443に同じ

中教出版 倫社 443 未記載 改訂新版…
倫理・社会

親鸞（1173 ～ 1262）は、はじめ、他の仏教徒
と同じように、比叡山や奈良の寺で仏教を学問
として修行した。しかし、かれは29歳のとき法
然上人に出会って、従来の自力本位の修行から
他力の立場に転向した。それは、真実の救いは
学問では得られないことに気がつき、ただ「南
無阿弥陀仏」と念仏を唱えることだけで救われ
るという確信に到達したからである。

中教出版 倫理 002 未記載 倫理

弟子の中からは親鸞が現れ、親鸞は、法然の教
えを受けつぎつつも、独自の教義を打ち立てて
いった。
悪人正機
親鸞（1173 ～ 1262）は、9歳のときに出家し、
以後20年間、比叡山で修行した。しかし、真実
の救いは山での学問では得られないと気づき、
下山した。その後、法然門下に入り、専修念仏
を究めたが、法然の流罪に連座して越後（新潟
県）に流された。赦免後、結婚し、以後20年に
わたり、関東各地で布教をおこなった。彼は、
法然と出会ったあと自力得道の立場から絶対他
力の立場へと、考えを改めている。

中教出版 倫理 005 未記載 倫理 中教出版・倫社443に同じ

中教出版 倫理 011 未記載 改訂版…
倫理 中教出版・倫社443に同じ
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第一
学習社 倫社 023 平成1年2月10日

高等学校…
改訂版…
倫理

未記載

第一
学習社 倫社 416 昭和49年 高等学校

倫理・社会

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えを
きくことによって、はじめて迷いのない不動の
信心を得ることができた。かれは、ひたすら法
然の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させ
た。

第一
学習社 倫理 004 昭和57年1月15日

高等学校
倫理

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えを
きくことによって、はじめて迷いのない不動の
信心を得ることができた。かれは、ひたすら法
然の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させ
た。

第一
学習社 倫理 015 昭和61年2月10日

高等学校…
改訂版…
倫理

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えを
きくことによって、はじめて迷いのない不動の
信心を得ることができた。かれは、ひたすら法
然の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させ
た。

第一
学習社 倫理 029 平成4年2月10日

高等学校…
改訂版…
倫理

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えを
きくことによって、はじめて迷いのない不動の
信心を得ることができた。かれは、ひたすら法
然の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させ
た。

第一
学習社 倫理 508 平成6年2月10日

高等学校
倫理

浄土真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然に出
会い、念仏往生の教えをきくことによって、は
じめて迷いのない不動の信心を得ることができ
た。かれは、ひたすら法然の人格に傾倒し、そ
の教えを継承し発展させた。

第一
学習社 倫理 520 平成10年2月10日

高等学校…
改訂版…
倫理

浄土真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然に出
会い、念仏往生の教えをきくことによって、は
じめて迷いのない不動の信心を得ることができ
た。かれは、ひたすら法然の人格に傾倒し、そ
の教えを継承し発展させた。

第一
学習社 倫理 007 平成15年2月10日

高等学校
倫理

浄土真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然から
念仏往生の教えを聞くことによって迷いを脱
し、その教えを継承し発展させた。

第一
学習社 倫理 016 平成25年2月10日

高等学校…
改訂版…
倫理

浄土真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然から
念仏往生の教えを聞くことによって迷いを脱
し、その教えを継承し発展させた。

第一
学習社 倫理 305 平成25年2月10日

高等学校
倫理

浄土真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然の教
えを継承し発展させた。
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第一
学習社 現社 065 昭和63年2月10日

高等学校…
改訂版…
現代社会

記載なし

第一
学習社 現社 086 平成3年2月10日

高等学校…
新訂…

現代社会
記載なし

第一
学習社 現社 087 平成3年2月10日

高等学校…
改訂版…
現代社会

記載なし

第一
学習社 現社 509 平成6年2月10日

高等学校
現代社会 記載なし

第一
学習社 現社 523 平成10年2月10日

高等学校…
改訂版…
現代社会

未記載

第一
学習社 現社 524 平成10年2月10日

高等学校…
新訂…

現代社会
記載なし

第一
学習社 現社 012 平成15年2月10日

高等学校
現代社会 記載なし

第一
学習社 現社 013 平成15年2月10日

高等学校
新現代社会 記載なし

第一
学習社 現社 026 平成19年2月10日

高等学校…
改訂版
現代社会

未記載

第一
学習社 現社 027 平成19年2月10日

高等学校…
改訂版

新現代社会
記載なし

第一
学習社 現社 311 平成25年2月10日

高等学校…
現代社会 未記載

第一
学習社 現社 312 平成25年2月10日

高等学校…
新現代社会 未記載

第一
学習社 倫社 428 昭和52年2月15日

高等学校
倫理・社会…
改訂版

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えを
きくことによって、はじめて迷いのない不動の
信心を得ることができた。かれは、ひたすら法
然の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させ
た。

第一
学習社 倫社 445 昭和55年2月15日

高等学校
倫理・社会…
改訂版

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えを
きくことによって、はじめて迷いのない不動の
信心を得ることができた。かれは、ひたすら法
然の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させ
た。
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自由書房 倫社 036 未記載 倫理社会…
新訂版

（1親鸞　　2道元　という項目）「浄土真宗の
成り立ち」（略）中国の浄土教の代表者のひと
り道綽は、「当今は末法、現にこれ五濁悪世な
り」といったが、日本浄土宗の創立者法然は、
ここから他力信仰を発展させた。すなわち、法
然によれば、末法時代には人間は自分の努力で
は救いに達することはできない。そこでこの時
代の人々を救うために、阿弥陀仏は、この仏の
名を唱えるだけのきわめて簡単な行ないによっ
て、だれでも救われるという願を立てた。この
弥陀の願を信じて念仏するところに、唯一の信
仰の本質がみいだされるというのである。そし
て、この他力信仰を徹底したのが親鸞の浄土真
宗である。～略～　「他力と自力」親鸞は他力
信仰を自力信仰から区別することにおいて実に
徹底的であった。これは絶対他力の道を貫くこ
とにおいて、仏教の全く新しい方向を定めたの
である。（p.79）

自由書房 倫社 408 未記載 新倫理社会 自由書房・倫社440と同文（p.147）

自由書房 倫社 430 未記載 新倫理社会…
改訂版 自由書房・倫社440と同文（p.147）

自由書房 倫社 440 未記載 新訂…
新倫理社会

「法然の専修念仏」（略）法然の専修念仏の教
えは、多くの人びとに迎えられ、おびただしい
数の人びとが念仏信者となった。このため、既
成教団の脅威となり、法然一派に対する迫害が
しばしば起こった。「親鸞の絶対他力」法然の
教えを受け、その信仰と思想をさらに徹底させ
たのは親鸞である。法然は戒律を固く守った人
で、弟子たちにも「目をあげて女を見ず」とい
うことを求めた。これに対し親鸞は、自己自身
に誠実であり、純粋な人であった。（p.146）

第一
学習社 現社 018 昭和57年1月20日

高等学校
現代社会 記載なし

第一
学習社 現社 040 昭和60年2月10日

高等学校
改訂版
現代社会

記載なし

第一
学習社 現社 041 昭和60年2月10日

高等学校新
訂現代社会 記載なし

第一
学習社 現社 064 昭和63年2月10日

高等学校…
新訂…

現代社会
記載なし
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好学社 倫社 004 未記載 高等学校
倫理・社会

法然のこの浄土思想をいっそう徹底させたの
は、親鸞である。かれは9歳の時出家し、比叡
山にこもって、たくさんの学問と自力修行をし
た。しかしついに安心にいたらなかった。29歳
の時「ただ念仏せよ」という法然に出会い、入
門した。

好学社 倫社 025 未記載
新編

高等学校
倫理・社会

法然のこの浄土思想をいっそう徹底させたの
は、親鸞である。かれは9歳の時出家し、比叡
山にこもって、たくさんの学問と自力修行には
げんだ。しかし、ついに安心にいたらなかっ
た。29歳の時「ただ念仏せよ」という法然に出
会い、入門した。

好学社 倫社 041 未記載
高等学校
倫理・社会…
改訂版

法然のこの浄土思想をいっそう徹底させたの
は、親鸞である。かれは9歳の時出家し、比叡
山にこもって、たくさんの学問と自力修行には
げんだ。しかし、ついに安心にいたらなかっ
た。29歳の時「ただ念仏せよ」という法然に出
会い、入門した。

自由書房 現社 016 未記載 標準
現代社会 未記載

自由書房 現社 017 未記載 現代社会 未記載

自由書房 現社 038 未記載
標準

現代社会
改訂版

未記載

自由書房 現社 039 未記載 現代社会…
改訂版 記載なし

自由書房 現社 062 未記載
標準

現代社会…
新訂版

記載なし

自由書房 現社 063 未記載 現代社会…
新訂版 未記載

自由書房 現社 084 未記載
標準

現代社会…
最新版

未記載

自由書房 現社 085 未記載 現代社会…
最新版 未記載

自由書房 倫社 002 未記載 倫理社会 未記載

自由書房 倫社 018 未記載 倫理社会…
改訂版 未記載
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教育出版 現社 076 未記載 改訂
現代社会 未記載

教育出版 現社 516 未記載 新版…現代
社会 記載なし

教育出版 現社 304 平成25年1月20日
最新…現代
社会

浄土宗の開祖の法然は「南無阿弥陀仏」を称え
ることで浄土に生まれ変われると説き、その弟
子の親鸞は、自分の罪悪を自覚する人間こそ阿
弥陀仏によって救われると説いた。

教育出版 倫社 032 未記載 新版
倫理・社会

法然の教えをさらに深めて内省的な浄土信仰を
うち出したのは親鸞である。

教育出版 倫社 043 未記載 新訂
倫理・社会

法然の教えをさらに深めて内省的な浄土信仰を
うち出したのは親鸞である。

教育出版 倫社 400 未記載 倫理・社会…
青年と思索

法然の教えをさらに深めて内省的な浄土信仰を
うち出したのは親鸞である。

教育出版 倫社 427 未記載
改訂

倫理・社会…
青年と思索

法然の教えをさらに深めて内省的な浄土信仰を
うち出したのは親鸞である。

教育出版 倫社 437 未記載
最新倫理・
社会青年と
思索

法然の教えをさらに深めて内省的な浄土信仰を
うち出したのは親鸞である。

教育出版 倫理 003 未記載
倫理

自己を見つ
めて

親鸞は、師法然の教えを徹底し、自力の修行を
捨て自らの身をすべて仏にゆだねるという絶対
他力の立場を選びとった。

教育出版 倫理 012 未記載
新倫理

自己を見つ
めて

法然の弟子親鸞は師の教えを徹底し、自力の修
行を捨て自らの身をいっさい仏にゆだねるとい
う絶対他力の立場を説いた。

教育出版 倫理 013 未記載 新版…倫理

この親鸞の立場は、まだ自力の余地が残されて
いるとみられる法然の他力信仰を徹底させたも
ので、絶対他力といわれ、浄土真宗としてひろ
められていった。

教育出版 倫理 021 未記載 最新倫理

この親鸞の立場は、まだ自力の余地が残されて
いるとみられる法然の他力信仰を徹底させたも
ので、絶対他力といわれ、浄土真宗としてひろ
められていった。

教育出版 倫理 512 未記載 倫理 法然の教えをいっそう深め、徹底した他力、つ
まり絶対他力を説いたのが、親鸞である。

教育出版 倫理 516 未記載 倫理…
改訂版

法然の教えをいっそう深め、徹底した他力、つ
まり絶対他力を説いたのが、親鸞である。

好学社 現社 021 未記載 高等学校
現代社会 記載なし
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学校図書 倫社 409 未記載 高等学校
倫理・社会

法然の他力信仰の教えをさらに徹底させて、浄
土真宗を開いたのは、弟子の親鸞である。（中
略）すなわち法然においては、念仏を唱える回
数は多いほどよいのであるから、一日に数万遍
にもおよぶのがよいとする「専修念仏」の立場
がとられた。これに対して、親鸞は念仏の本義
は、その回数よりも、その念仏にこもる信心の
強さ、深さこそたいせつであるとする「信心為
本」の立場をとったのである。

学校図書 倫社 420 未記載
高等学校
倫理・社会…
改訂版

法然の他力信仰の教えをさらに徹底させて、浄
土真宗を開いたのは、弟子の親鸞である。（中
略）すなわち法然においては、念仏を唱える回
数は多いほどよいのであるから、一日に数万遍
にもおよぶのがよいとする「専修念仏」の立場
がとられた。これに対して、親鸞は念仏の本義
は、その回数よりも、その念仏にこもる信心の
強さ、深さこそたいせつであるとする「信心為
本」の立場をとったのである。

学校図書 倫社 442 未記載
高等学校倫
理・社会…
再訂版

法然の他力信仰の教えをさらに徹底させて、浄
土真宗を開いたのは、弟子の親鸞である。（中
略）すなわち法然においては、念仏を唱える回
数は多いほどよいのであるから、一日に数万遍
にもおよぶのがよいとする「専修念仏」の立場
がとられた。これに対して、親鸞は念仏の本義
は、その回数よりも、その念仏にこもる信心の
強さ、深さこそたいせつであるとする「信心為
本」の立場をとったのである。

教育出版 現社 014 平成20年3月5日 現代社会 記載なし

教育出版 現社 005 未記載
現代社会…
地球市民と
して生きる

未記載

教育出版 現社 007 未記載 現代社会 未記載

教育出版 現社 021 未記載
新…現代社会…
地球社会に
生きる

未記載

教育出版 現社 028 未記載 新訂…
現代社会 未記載

教育出版 現社 053 未記載 最新
現代社会 未記載
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資料編

凡例

・資料編として総合研究所が国立教育政策研究所…教育図書館（以下、教育図

書館）において調査した倫社、現社、倫理の教科書と、そこにおける法然と

親鸞の関係についての記述を一覧表として提示する。

・教育図書館に収められる教科書には発行年月日や印刷年月日が未記載のもの

もある。それらについては公益財団法人教科書研究センター附属教科書図

書館などで調査を行い、可能な範囲で発行年月日や印刷年月日を記入した。

ただし時間の制限などで調査できなかったものは未記載と記した。

・教科書内において、法然と親鸞の関係をめぐる記述が確認できる場合でも、

調査員が優劣をめぐる記述に該当しないと判断した場合は、記述欄に「比較

記載なし」「問題なし」と記した。

出版社
略称

教科書記
号・番号

発行
年月日 教科書名 記述

大阪教育
図書 倫社 013 未記載 現代社会の

倫理
その弟子親鸞は、師の精神を継ぎながら、さら
に徹底して信心往生を主張した。

学校図書 倫社 041 未記載
高等学校
倫理・社会…
改訂版

未記載



研究成果報告書

＊ 74　…

の人びとから浄土真宗の開祖とあおがれた」と記述されており、ここには「徹

底」という表現こそなくなっているものの、「より深く、内面からとらえる」

といった表現は、教育基本法の精神に照らし合わせると適切ではない。しかし、

最新刊においては、教育基本法の精神のもと、特定の宗教・宗派の教義に優劣

の印象を与える表現が訂正されたものと大いに評価することができる。

　このように、本研究班の活動と相前後して、現在、倫理の教科書を発行して

いる6社の内、3社が、特定の宗教・宗派の教義を他の教派と比較して、どちら

か一方が勝れたものであると読者（生徒）に受け取られかねない表現を自主的

に改めたことは、大いに評価しなければならない。なぜなら、そうした表記の

改変は、教科書発行会社にとって、もっとも近接する法規である「教育基本法」

第15条、広くは「教育基本法」制定の精神を遵法した姿勢の表れに他ならない

からである。さらに言えば、倫理を含め、広く中学社会科公民や高校公民科に

おいて、その教科の中心を大きく貫く「日本国憲法」第20条第3項「信教の自由」

に代表される基本的人権を尊重する立場の宣揚にも通じるのである。

　あらためて指摘するまでもなく、包括法人としての浄土宗は、遵法姿勢を強

く保ち、「信教の自由」をはじめとする基本的人権を重視していかねばならない。

そのため、今後も、それらを軽んずるような教科書の記述に対しては、注意深

く目を向け続け、社会に広報する姿勢を堅持していかなければならないだろう。

このような遵法姿勢の堅持が肝要なことを宗務への提言として、報告書を擱筆

する。

（研究主務：林田康順）
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弟子となり、『教行信証』を著して、専修念仏の継承者となった。」

　―B：『高等学校　新倫理…最新版』（倫理302）／平成27年2月15日発行「法然

の教えを継承しつつ、阿弥陀仏への信仰を深く突きつめ、のちに浄土真宗の開

祖とよばれたのが、親鸞である。」

　ここに紹介したA・Bの教科書の直前に発行されていた教科書には、それぞ

れ「法然の念仏の教えをさらに徹底させ、浄土真宗を開いたのが、親鸞であ

る。彼は9歳で出家して…」、「法然が開いた浄土宗の教えをさらに徹底したのが、

浄土真宗の開祖、親鸞である。」と記述されていた。もちろん、最新版のA・

Bの記述にもいささか問題となる表現が、それぞれ残存しているものの、それ

までの記述とは一線を画し、教育基本法の精神に沿おうとする姿勢が見出され、

一定の評価をすることができる。

　②第一学習社『高等学校　倫理』（倫理305）／平成27年2月10日発行「浄土

真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然の教えを継承しつつも、独自の道を歩む

こととなった。」

　ここに紹介した教科書の直前に発行されていた教科書には、「親鸞は…法然

の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させた」と記述されていた。しかし、

最新の教科書には、これまでの記述が大きく見直され、教育基本法の精神のも

と、特定の宗教・宗派の教義に優劣の印象を与える表現が訂正されたものと高

く評価できる。

　③数研出版『倫理』（倫理304）／平成25年1月10日発行「法然の教説を受け

継ぎつつ、新たな教説を生み出した一人に、浄土真宗（真宗・一向宗）の開祖

となった親鸞がいる。」

　ここに紹介した教科書の直前に発行されていた教科書には、「法然の教説を

うけついだ親鸞は、専修念仏をより深く、内面からとらえることによって後世
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結論―遵法姿勢の堅持、宗務当局への提言として―

　以上、「法然上人の教科書記述研究」の成果を報告してきた。本研究班は、

中学校社会科、高等学校地歴科・公民科、特に高校倫理・現代社会の教科書を

中心に、法然上人と親鸞聖人をめぐる記述を調査・整理することを通じて、「親

鸞は法然の教えを徹底した」等といった表現を抽出し、そうした記述がいつか

ら記載され、いかにして継承されていったのかを明らかにし、「教育基本法」

第15条に照らし合わせた上で、そうした記述へのコメントを施してきた。

　その結果、一部の教科書、一時期の教科書を除き、ほとんどの教科書会社の

高校倫理の教科書において、昭和35年に倫理社会として教科化されて以降、昭

和53年に倫理として教科名が変更したことに影響されることなく、現在に至る

まで「親鸞は法然の教えを徹底した」等といった表現が延々と継承され続けて

いることが判明した。中には、一定期間、「親鸞は法然の教えを徹底した」等

といった表現を外しながらも、再び記載されるようになったケースもある。し

かし、こうした記述のままでは、「教育基本法」第15条、延いては、「日本国憲

法」第20条第3項「信教の自由」規定、第89条第1項「政教分離」規定に抵触す

ると指摘せざるを得ない。

　その一方、第一章「現行六社の記述について」において、漸次、明らかとなっ

たように、平成27年度現在、高校倫理の教科書を発行している6社7冊の教科書

の内、①清水書院、②第一学習社、③数研出版の3社4冊の最新版教科書におい

て、次のような記述の変化が見られたことは、刮目すべきである。

　①清水書院

　―A：『高等学校　現代倫理…最新版』（倫理307）／平成26年2月15日発行「京

都の公家に生まれた親鸞は、9歳で出家して比叡山に登った。そこで20年にわ

たりきびしい修行を続けたが、自力で悟ることの限界を感じ、下山して法然の
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れらの教科書における法然と親鸞についての記述はおおよそ二種に分類できる。

　まず、昭和39年発行の『高等学校倫理・社会』（倫社015）にみられる「この

末世の人人の仏教として、法然（1133～ 1212）の浄土宗が起こり、それをさ

らに徹底した親鸞（1173～ 1262）の浄土真宗が現われた。（中略）人間の罪悪

性をきびしく見つめる点において、また、自己の罪悪に対する自覚と反省が深

ければ深いほど念仏往生は疑いないと信じた点において、親鸞は法然を越えて

いた」という記述である。これは浄土宗を徹底させたのが浄土真宗と理解でき

る記述であり、また明確に「親鸞は法然を越えていた」と述べられている。

　次に、昭和49年発行の『高等学校倫理・社会』（倫社412）にみられる「人間

の罪悪性をきびしく見つめ、また、自己の罪悪に対する自覚と反省が深ければ

深いほど念仏往生は疑いないという信の一念を尊んだ点において、親鸞は法然

を越えていた。しかし、かれには、師の教えを批判し越えようという意識は少

しもなかった」という記述である。ここでは浄土宗を徹底させたのが浄土真宗

という記述はなくなったが、後半部の「親鸞は法然を越えていた」という文言

は残っている。さらに「師の教えを批判し越えようという意識は少しもなかっ

た」と説明されており、親鸞が法然を超えたと教科書自体が評価しているとい

えよう。

　角川書店の5冊の教科書は、終始一貫して「親鸞は法然を越えていた」と述べ、

これは親鸞を法然より勝れた人物として評価している。また初期の教科書では

法然が開いた浄土宗を、親鸞が徹底して浄土真宗が現われたと述べ、現存する

宗派に対する評価も見て取ることができる。これらの表記は、教育基本法に照

らし合わせて、適切ではない。
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り、教育基本法に照らして、適切でないといえる。

講談社

　講談社は昭和38年から昭和59年までに6冊の倫社の教科書を発行した。これ

らの教科書において、法然と親鸞の記述はおおよそ一貫している。

　昭和39年発行の『標準高等倫理・社会』（倫社001）にみられる「この念仏の

道は、法然の弟子親鸞によってさらに進められた。（中略）親鸞は比叡山で20

年間も修業をしたが満たされず、暗澹たる青年時代を送っていたが、山を下り、

法然に出会って、はじめて歓喜を味わった。法然と親鸞は40歳も違っていたが、

この出会いは、歴史上まれに見る美しいものであった。（中略）親鸞の信仰は、

法然を通じて得られたが、浄土信仰は親鸞によってより純粋なものとなった」

という記述が、若干の変更を加えながらも、昭和55年発行の『標準高等倫理・

社会…新訂版』（倫社441）まで用いられる。

　ここでは親鸞によって法然が説いた念仏の道が「さらに進められた」、浄土

信仰が「親鸞によってより純粋なものとなった」とある。これらの記述は法然

の教えが不完全であることを示すかのように受け取られかねず、教育基本法に

照らして適切ではない。ただし、後半部の「浄土信仰は親鸞によってより純粋

なものとなった」という記述は昭和45年発行の『標準高等倫理・社会…改訂版』（倫

社045）までみられるが、昭和48年発行の『標準高等倫理・社会』（倫社411）

においては記述されない。後半部の改訂は、教育基本法に基づくものと評価で

きるが、前半部の法然の「念仏の道は、法然の弟子親鸞によってさらに進めら

れた」という記述は、法然と親鸞の間に優劣を想起させるという点で教育基本

法に照らして適切ではない。

角川書店

　角川書店は昭和39年から昭和52年の間に5冊の倫社の教科書を発行した。こ
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彼の弟子の親鸞である」という記述が見られる。この記述は昭和55年発行の『高

等学校新倫理・社会…三訂版』（倫社435）まで継続されている。

　この記述は法然の浄土教信仰を親鸞が「さらに徹底させた」と説き、法然と

親鸞の関係に優劣をつけており、教育基本法に照らして、適切ではないと指摘

できる。

自由書房

　自由書房は昭和39年から同55年にかけて6冊の倫社の教科書を発行した。こ

れらの教科書における法然と親鸞についての記述はおおよそ二種に分類できる。

　まず、昭和39年発行の『倫理社会…新訂版』（倫社290）には「この他力信仰

を徹底したのが親鸞の浄土真宗である。（中略）親鸞は他力信仰を自力信仰か

ら区別することにおいて実に徹底的であった。これは絶対他力の道を貫くこと

において、仏教の全く新しい方向を定めたのである」とある。ここでの「この

他力信仰」が指すのは、この箇所の直前に記される法然の他力信仰であり、そ

れを親鸞が徹底させたと読み取れる。また、親鸞が「他力信仰を自力信仰から

区別することにおいて実に徹底的であった」とあり、法然の思想が親鸞によっ

て徹底されたと読みとれる。

　次に、昭和48年に発行された『新倫理社会』（倫社408）には「法然の教えを

受け、その信仰と思想をさらに徹底させたのは親鸞である。法然は戒律を固く

守った人で、弟子たちにも「目をあげて女を見ず」ということを求めた。これ

に対し親鸞は、自己自身に誠実であり、純粋な人であった」とある。ここでは、

親鸞が法然の信仰と思想を徹底させたと述べている。また戒律を固く守った法

然に対して、親鸞は「自己自身に誠実であり、純粋な人であった」とあり、法

然が親鸞と比較して誠実さや純粋さが劣っていたと読みとれる表現が用いられ

ている。

　自由書房の教科書記述は、基本的に法然の教えを親鸞が徹底したと述べてお
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倫理…四訂版』（倫理026）まで用いられている。

　第二は、平成6年発行の『倫理』（倫理507）にみられる「しかもその念仏す

ら阿弥陀仏の力が唱えさせるのであって、私たちが自力で唱えることはできな

い（絶対他力）と、驚くべき主張を展開した」という記述である。この教科書

では、法然と親鸞を別の項目として扱い、親鸞の項において親鸞から法然に向

けられた「絶対的な信頼」について説明し、「しかもその念仏すら阿弥陀仏の

力が唱えさせるのであって、私たちが自力で唱えることはできない（絶対他

力）と、驚くべき主張を展開した」という、法然・親鸞の前後、優劣よりも独

自性を指摘するような記述となっている。平成11年発行の『倫理…新訂版』（倫

理526）も同様の記述である。

　最後は、平成16年発行の『倫理―現在（いま）を未来（あす）につなげる―』（倫

理011）にみられる「法然の專修念仏の教えから出発して、しだいにそれをの

りこえ、純粋な信仰の立場を確立したのは、浄土真宗の開祖とされる親鸞であ

る」という記述である。ここでは親鸞が法然の教えを「のりこえ、純粋な信仰

の立場を確立した」と説明されている。これは法然の信仰が純粋ではなく、そ

の教えが親鸞にのりこえられる余地のあるものと読みとることができる。

　第二期の教科書の記述は良識的なものであるが、第一期、第三期については

教育基本法に抵触する可能性がある記述といえよう。特に第三期の親鸞が法然

の教えを「のりこえ、純粋な信仰の立場を確立した」という記述は、法然と親

鸞の間に優劣をつけており、問題があるものと指摘することができる。

帝国書院

　帝国書院は昭和39年から同55年にかけて6冊の倫社の教科書を発行している

が、現在は倫理の教科書の発行はなく、高等学校社会科では地理、世界史、現

代社会の教科書を扱っている。帝国書院の昭和49年発行の『高等学校新倫理・

社会…最新版』（倫社413）には「法然のこの浄土信仰をさらに徹底させたのは、
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によってさらに深められた」とあり、教育基本法に照らして適切でない表現が

用いられている。なお、それに続く「親鸞の信仰は「煩悩具足のわれら」とい

う自覚から出発する。いかに修行にはげんでも、とうてい、まよいをはなれる

ことのできない自分にとっては、ただ、本願を信ずるよりほかに往生を得る道

はないとする」とする記述は、法然によって提唱された教えであると指摘でき

よう。この記述は昭和46年発行の『高等学校倫理・社会…改訂版』（倫社049）

改訂版にも継承されている。

　次に、昭和48年発行の『高等学校倫理・社会』（倫社401）にみられる「親鸞は、

この法然の教えを受け継いで、弥陀の本願をひたすら信仰することを説く。「煩

悩具足のわれら」は、いかに修行にはげんでも、とうてい生死の迷いをはなれ

ることができない。ただ、このようなわれらを救ってくださる弥陀の本願を信

ずるよりほかに往生する道はない」という記述である。この記述は教育基本法

に抵触するほどの内容とはなっていない。同様の記述が平成10年発行の教科書

まで用いられた。

　このように昭和48年以前の教科書の記述については問題だったと指摘できる

が、それ以降の教科書については良識的な記述がなされていると指摘できる。

一橋出版株式会社

　一橋出版は2009年5月に自己破産しているが、それまでに7冊の倫理の教科書

を発行している。これらの教科書における法然と親鸞についての記述はおおよ

そ三種に大別できる。

　第一に、昭和57年に発行された『現代の倫理』（倫理003）にみられる「こう

して浄土教は、いっさいの衆生を平等に往生させるための教えとなったが、こ

の点をいっそう徹底させたのが親鸞である」という記述であり、これは法然が

口称念仏の易行により浄土教を独立させたことを記し、親鸞がその点を「いっ

そう徹底させた」と述べている。これと同様の記述が平成3年発行の『現代の
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いる。これらの教科書における法然と親鸞についての記述はおおよそ三種に分

類できる。

　第一は、昭和39年発行の『倫理・社会』（倫社006）にみられる「親鸞は（中略）

29歳のとき、法然に出会い、従来の自力本位の修行を捨て、他力の立場に転向

した」というものであり、これとほぼ同様の記述が昭和45年に発行された『倫

理・社会…三訂版』（倫社047）まで用いられている。

　第二は、『新倫理・社会…改訂版』（倫社048）にみられる「法然の門人に親鸞

が出て、その思想はいっそう徹底された」というものであり、昭和55年発行の

『三省堂新倫理・社会…三訂版』（倫社446）まで同様の記述が用いられている。

　第三は、平成6年発行の『詳解倫理』（倫理503）にみられる「親鸞は法然の

教えを受け継いで、浄土真宗の開祖になった」というものであり、同10年発行

の『倫理』（倫理515）も同様の記述である。

　これらの記述のうち、第二は法然と親鸞の思想に評価の差を読みとることが

できるが、第一と第三は両者の関係が客観的に説明されているといえよう。

東京学習出版

　東京学習出版社は、昭和42年から平成15年にかけて倫社、倫理の教科書を合

計10冊発行したが、平成18年11月に「東学　株式会社」として社名変更した後は、

現代社会・倫理・政治経済・地理・漢字練習帳等の資料集や問題集といった副

教材を取り扱っており、倫理の教科書を刊行していない。これらの教科書にお

ける法然と親鸞についての記述はおおよそ二種に大別できる。

　まず、昭和42年発行の『高等学校倫理・社会』（倫社035）にみられる「法然

の教えは、弟子の親鸞によってさらに深められた。親鸞の信仰は「煩悩具足の

われら」という自覚から出発する。いかに修行にはげんでも、とうてい、まよ

いをはなれることのできない自分にとっては、ただ、本願を信ずるよりほかに

往生を得る道はないとする」というものであり、「法然の教えは、弟子の親鸞
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教育出版

　教育出版はこれまでに倫社、倫理の教科書を合計して11冊発行した。現在は

倫理の教科書は扱わず、現社の教科書のみを発行している。これらの教科書の

記述はおおよそ四種に分類することができる。

　第一は、昭和42年発行の『新版…倫理・社会』（倫社032）にみられる「法然

の教えをさらに深めて内省的な浄土信仰をうち出したのは親鸞である」という

記述であり、これは昭和55年発行の『最新倫理・社会青年と思索』（倫社437）

まで変わらないものである。

　第二は、昭和61年発行の『新版…倫理』（倫理013）と平成元年発行の『最新倫理』

（倫理021）にみられる「この親鸞の立場は、まだ自力の余地が残されていると

みられる法然の他力信仰を徹底させたもので、絶対他力といわれ、浄土真宗と

してひろめられていった」という記述である。

　第三は、平成7年発行の『倫理』（倫理512）と同10年発行の『倫理…改訂版』

（倫理516）にみられる「法然の教えをいっそう深め、徹底した他力、つまり絶

対他力を説いたのが、親鸞である」という記述である。

　第四は、平成15年発行の『倫理…自己を見つめて』（倫理003）にみられる「親

鸞は、師法然の教えを徹底し、自力の修行を捨て自らの身をすべて仏にゆだね

るという絶対他力の立場を選びとった」という記述であり、同19年発行の『新

倫理…自己を見つめて』（倫理012）もほぼ同等の記述である。

　これらの記述は、一貫して親鸞が法然の教えを「深めた」あるいは「徹底し

た」となっているため、法然の信仰や教えが親鸞と比較して、浅いものあるい

は不徹底なものと受け取られる可能性を有している。これは教育基本法に抵触

する恐れのある記述であったといえよう。

三省堂

　三省堂は倫社、倫理の教科書を昭和39年から平成10年にかけて10冊発行して
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いない。中教出版は倫社と倫理を合計して13冊の教科書を出版した。これら教

科書の記述はおおよそ以下のようなものである。

　昭和39年に出版された『倫理・社会』（倫社003）では、「親鸞（1173～

1262）はこれを徹底し、悪人なるがゆえに救済されるのである（悪人正機説）

と自覚することによって、念仏の行とともに絶対他力の信仰を強調して浄土真

宗を開いた」とあり、法然の教えを深化させたような印象を与える表現を用い

ている。

　昭和48年に出版された『倫理・社会』（倫社404）では「親鸞（1173～ 1262）は、

はじめ、他の仏教徒と同じように、比叡山や奈良の寺で仏教を学問として修行

した。しかし、かれは29歳のとき法然に出会って、従来の自力本位の修行から

他力の立場に転向した。それは、真実の救いは学問では得られないことに気が

つき、ただ「南無阿弥陀仏」と念仏を唱えることだけで救われるという確信に

到達したからである」と記述されている。ここでは法然と親鸞の関係が「法然

に出会って、従来の自力本位の修行から他力の立場に転向した」と述べられ、

信仰内容の優劣を想起させる表現にはなっていない。この記述は昭和63年に発

行された教科書まで継続している。

　平成元年に出版された『改訂新版…倫理』（倫理019）では「法然の影響を受け、

自力得道の立場から絶対他力の立場へと考えを改めた」とあり、さらに平成7

年の『倫理』（倫理510）では「親鸞は20年のあいだ比叡山で修行したが、真実

の救いは山での学問では得られないと気づき、下山した。法然と出あったのち、

自力得道の立場から絶対他力の立場へと考えを改めた」と記述されている。こ

こでも法然と親鸞の関係について、教育基本法に基づいた記述がなされている

といえよう。

　中教出版の倫社、倫理の教科書は昭和39年の発行以降、法然と親鸞の関係が

信仰の優劣を想起させない記述をしている。
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第二章　過去の教科書記述について

過去に出版された倫社と倫理の教科書について（報告者：石田一裕）

　第一章では、現在も倫理・現社の教科書を発行している清水書院、東京書籍、

第一学習社、実教出版、数研出版、山川出版社の教科書について、発行年順に

法然と親鸞の関係に言及する箇所を考察した。

　本章では、過去に使われていた倫社と倫理の教科書を考察する。考察対象は、

過去に倫社・倫理の教科書を五冊以上発行した出版社の教科書とする。それ以

外の教科書については巻末の付録を参照してほしい。

　この基準において考察対象となるのは、以下の出版社における教科書となる。
倫理 倫社

中教出版 7 6
教育出版 6 5
三省堂 4 6
東京学習出版 4 6
一橋出版 7 0
帝国書院 0 6
自由書房 0 6
講談社 0 6
角川書店 0 5

　第一章では、現行の教科書に至る記述の変遷を知るために、各教科書の本文

を挙げて詳細な考察を行ったが、本章では過去の教科書であることを鑑みて、

出版社別に記述の変遷を概観するに留める。

中教出版

　中教出版は既に解散した会社であり、平成5年に日本文教出版に教科書版権

を譲渡している。現在、日本文教出版は高校の倫社、倫理の教科書を出版して
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【考察】

　調査を行った中では最新の『現代社会』（平成25年3月5日発行）になると、

本文からは比較表現は外れているが、その脚注部分の説明では「法然が浄土宗

を開き、その弟子である親鸞はその専修念仏の思想を徹底させた浄土真宗を開

いた」とあり、浄土宗の教えを「徹底」させたのが浄土真宗であると受け取れ

る表現が用いられている。

＊まとめ

　以上のように山川出版社の「現代社会」については、発行の古い順に『現代

社会　新版（現社011）』、『同　改訂版（現社033）』、『同　再訂版（現社058）』、『現

代社会（現社506）』の4冊の本文中には、法然と親鸞の比較表現は見られなかっ

た。「徹底」を含む比較表現が用いられるようになるのは平成19年以降であり、

この表現は現行の教科書にも受け継がれている。教義上の優劣を感じさせるそ

うした表現は、教育基本法における公平性の観点から相応しくない。「その弟

子である親鸞はその専修念仏の思想を独自の考え方でとらえた浄土真宗を開い

た」としては如何だろうか。
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いて調査を行った。その中、昭和57年～平成6年の間に発行された4冊では法然

と親鸞の教義の優劣を示すような比較表現は見受けられなかったが、平成19年

以降に発行された2冊の教科書には、本文中に「さらにつきつめ」という表現や、

欄外に「徹底」の文言が用いられている。

・『現代社会　新版』（現社011）／昭和57年3月5日発行／比較記述なし

・『現代社会　改訂版』（現社033）／昭和60年3月5日発行／比較記述なし

・『現代社会　再訂版』（現社058）／昭和63年3月5日発行／比較記述なし

・『現代社会』（現社506）／平成6年3月5日発行／比較記述なし

①『新版　現代社会』（現社024）／平成19年3月5日発行

【教科書原文】

法然は自力の修行では悟ることができず、阿弥陀仏を信じ、ひたすら「南

無阿弥陀仏」と称える専修念仏によって救われると説いた。親鸞は法然

の教えをさらにつきつめ、阿弥陀仏の慈悲をひたすらたよる絶対他力を

唱え、自力作善を避けてすべてを阿弥陀仏のはからいにまかせる境地（自

然法爾）を理想とした。

【考察】

　「徹底」の語句はないものの、「法然の教えをさらにつきつめ」たのが「絶対

他力」であると受け取られる可能性が憂慮される表現である。

②現代社会（現社308）／平成25年3月5日発行

【教科書原文】

平安末期から鎌倉時代にかけては、念仏を唱えることで死後に浄土へ往

生することを目指す浄土信仰などへと発展していった
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■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代の倫理』（倫理303）→最新版

＊まとめ

　山川出版社から昭和年間（戦後）に発行された「倫理・社会」の教科書6冊では、

親鸞が師の「法然の教えに随順する」という基本スタンスで書かれていること

が分かった。昭和51年発行の『標準　倫理・社会』で一部の文章改訂があるも

のの、親鸞の法然に対する随順の姿勢は引き継がれて、親鸞の思想については

「独自の考えかたでふかめたもの」といった程度の表現に留めていた。しかし

平成6年以降発行の「倫理」の教科書、『現代の倫理』以降は「法然の教えをう

けついで、それをさらに徹底した」と変更され、現在まで「徹底」の語句が用

いられ続けている。

　以上のように山川出版社「倫理」「倫理・社会」の教科書では平成6年以降、

本文もしくは欄外の表記のいずれかに「徹底」との表現が用いられるようになっ

ているが、親鸞の念仏信仰が法然の念仏信仰よりも「徹底」されたものと読み

取れる表現である。教育基本法の理念を鑑みて各祖師の教義の優劣を印象付け

てしまう表現は相応しくないものと考える。

―2、現代社会

＊調査数　6冊

＊発行年　昭和57年4月20日発行『現代社会　新版』（現社011）～

　　　　　平成25年3月5日発行『現代社会」（倫理303）

＊調査報告

　山川出版社の「現代社会」（昭和57年発行～平成25年発行）の教科書6冊につ
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⑤『東学版　倫理』（倫理008）／平成20年3月5日発行

【教科書原文】

親鸞は、法然の弟子として学び、浄土真宗を開いた

【考察】

　平成20年の改訂では本文から「徹底」の表現は外れている。しかし、欄外の

親鸞の挿絵の部分には「はじめ比叡山に学んだが法然の門に投じ、念仏信仰を

さらに徹底的な形に推し進めた」と「徹底」の文言が入っている。読者は、「不

徹底」だった法然の念仏信仰をさらに徹底したものへと進化させた印象を持つ

のではなかろうか。本文同様に「徹底」の表現を用いない方が適切である。

⑥『現代の倫理』（倫理303）／平成25年3月5日発行

【教科書原文】

親鸞は師の法然の教えをさらに徹底して、浄土真宗の開祖になった

【考察】

　平成25年には、本文中に「さらに徹底」の表現が復活しており、これが平成

27年現在も全く同内容で発行されている。やはり「徹底」の表現には教えを進

化あるいは深化させた印象が残り、教育基本法の理念にはそぐわない。ちなみ

に、この教科書本文には「口称念仏」に「こうしょう」と振り仮名が付されて

いるが、法然の項目の中の文章では「くしょう」と浄土宗の読み方で表記する

ことが望ましい。また、本文中ではないが、法然の御影の脇に配置された略伝

には「晩年は旧仏教の迫害を受けて土佐（高知県）に流され、のちに帰京しそ

こでなくなった」と書かれているが、実際の流罪地は「讃岐（香川県）」である。

正確な情報に訂正をして頂ければ幸いである。



研究成果報告書

＊ 58　…

法然の教えをうけついで、それをさらに徹底したのが親鸞である

【考察】

　ここで「徹底」の表現が用いられると、読者は「不徹底」だった法然の教え

を親鸞が「徹底」させたと理解するのではないだろうか。祖師の教えそのもの

に優劣のイメージを想起させるような比較表現は、教育基本法の理念に照らし

て適切でない。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代の倫理　改訂版』（倫理518）

④『現代の倫理』（倫理005）／平成15年3月5日発行

【教科書原文】

法然の教えをさらに徹底して、浄土真宗の開祖となったのが、弟子の親

鸞である

【考察】

　ここでは「さらに徹底して」と強調表現が用いられている。また本文欄外では、

法然を「終生絶対の信頼を失わなかった師であった」としながらも、「法然の

教えをうけ、その専修念仏の思想を徹底させて、絶対他力の信仰と悪人正機を

唱えた」とある。やはり法然の教えの方が「不徹底」な教えであり、親鸞がそ

れを徹底させたという印象を受けかねない。教育基本法の理念に基づき、可能

な限り公平な表現を望みたい。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代の倫理　改訂版』（倫理014）
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これらの3冊には「悪人成仏の説」という文言があるが、次に挙げる②の『標

準　倫理・社会』（昭和51年3月5日発行）以降は「悪人正機」と訂正されている。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂版　高校　思索と人生』（倫社017）

・『高校　思索と人生　再訂版』（倫社040）

②『標準　倫理・社会』（倫社410）／昭和51年3月5日発行

【教科書原文】

親鸞の教えは、その師である法然（1133～ 1212）の教えを独自の考えか

たでふかめたものである

【考察】

　ここで本文の改訂が行われているが、教えそのものの優劣には踏み込まず、

親鸞が「法然の教えを独自の考えかたでふかめた」とされており、一見、公平

な表現と言えるが、読み方によっては、法然の教えは浅く、親鸞の教えは深い

と受けとられかねない。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『標準　倫理・社会　改訂版』（倫社429）

・『標準　倫理・社会　再訂版』（倫社436）

③『現代の倫理』（倫理505）／平成6年3月5日発行

【教科書原文】

法然は（中略）ひたすら「南無阿弥陀仏」と唱えれば、すべての人は極

楽に生まれかわることができると説いた（専修念仏）」（中略）「こうした
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第六節　山川出版社（報告者：八木英哉）

―1、倫社・倫理

＊調査数　13冊

＊発行年　昭和38年4月20日発行『高校　思索と人生』（倫社008）～

　　　　　平成27年3月5日発行『現代の倫理』（倫理303）

＊調査報告

　山川出版社の「倫理・社会」（昭和38～58年使用）6冊、「倫理」（平成6年～現在）

7冊について調査を行った。以下にその一端を報告する。

①『高校　思索と人生』（倫社008）／昭和38年4月20日発行

【教科書原文】

この法然の弟子のなかで、もっとも特色のあるのが親鸞である。彼はど

こまでも法然の教えをうけついだといっている。『歎異抄』の「親鸞にを

きては、ただ念仏して弥陀にたすけられまひらすべしと、よきひとのお

ほせをかぶりて信ずるほかに、別の子細なきなり。念仏はまことに浄土

にむまるるたねにてやはむべるらん、また地獄に落つべき業にてやはむ

べるらん、総じてもて存知せざるなり」ということばにも彼が法然の教

えに随順する気もちがつよくあらわれている

【考察】

　随順の姿勢と教えを受け継いだという表現のみで問題はない。『改訂版　高

校　思索と人生』（倫社017、昭和42年3月5日発行）と『高校　思索と人生　再

訂版』（倫社040、昭和45年3月5日発行）もこれと同じ記述である。ちなみに、
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■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『倫理』（倫理304）／平成27年1月10日発行

＊まとめ

　教育基本法第15条・宗教教育に、公教育の場において宗教を取り扱うにあ

たっては、その「地位」を「尊重」し、「特定の宗教のための宗教教育その他

宗教的活動」を禁じている旨が記載されている。この条文から、特定の宗教・

宗派の教義をその他の宗派の教義と比較して、どちらか一方を勝れ、他方を

劣ったものと教育することを禁じていると理解することができる。

　①・②に見られるように、法然上人の教義を親鸞上人が「内面化し、徹底し

た」という表現には、裏を返せば法然上人の教義が「表面的で徹底されたもの

ではなかった」という前提があることが分かる。この表現は、教育基本法と照

らし合わせてみて、適切ではないといえる。

　しかしながら、平成25年に発行された③においては、「徹底して」「より深く」

「内面からとらえることによって」という表現はなくなっており、改訂を重ね

る毎に、より公平な記述になっていることが分かる。

―2、現代社会

＊調査数　9冊

＊発行年　昭和56年3月31日検定済み『高等学校　現代社会』（現社012）～

　　　　　平成25年1月10日発行『高等学校　現代社会』（現社310）

＊調査報告

　今回調査対象とした数研出版の現代社会の教科書9冊において、法然上人と

親鸞聖人をめぐる記述内容として不適切な記載はない。
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■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂版　高等学校　倫理』（倫理519）／平成10年1月10日発行

②『高等学校　倫理』（倫理006）／平成15年1月10日発行

【教科書原文】

法然の教説をうけついだ親鸞は、専修念仏をより深く、内面からとらえ

ることによって後世の人びとから浄土真宗の開祖とあおがれた。

【考察】

　①と比較して、「徹底して」という表現はなくなったものの、「より深く、内

面からとらえることによって」という表現は、適切ではない。裏を返せば、法

然上人の教えは「外面的で徹底されていなかった」とも捉えられかねないから

である。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂版　高等学校　倫理』（倫理015）／平成19年1月10日発行

③『倫理』（倫理304）／平成25年1月10日発行

【教科書原文】

法然の教説を受け継ぎつつ、新たな教説を生み出した一人に、浄土真宗

（真宗・一向宗）の開祖となった親鸞がいる。

【考察】

　ここでは、これまでの①・②と比較し、「徹底して」「より深く」「内面から

とらえることによって」という表現がなくなっている。
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第五節　数研出版（報告者：松濤芙紀）

―1、倫社・倫理

＊調査数　6冊

＊発行年　平成6年1月10日発行『高等学校　倫理』（倫社506）～

　　　　　平成27年1月10日発行『倫理』（倫理304）

＊調査報告

　調査した6冊のうち、平成6年・10年発行の2冊には「親鸞が、法然の教えを

受けつぎ、内面化し、徹底して」という表現が見られる。その後、平成15年・

19年に発行された教科書には、「より深く」という表現が見られるものの、「徹

底」という表現はなくなっている。さらに、平成25年発行の教科書では、「よ

り深く」という記述もなくなり、改訂がある毎により公平な内容になっている

ことが伺える。以下、実際の記述を報告する。

①『高等学校　倫理』（倫理506）／平成6年1月10日発行

【教科書原文】

親鸞は、法然の教説をうけつぎ、内面化し、徹底して、後世の人びとか

ら浄土真宗の開祖とあおがれるようになった。

【考察】

　「内面化し、徹底して、」という記述は、法然と親鸞を比較し、「徹底されて

いなかった」法然上人の教えを、親鸞が完成させたという印象を与える。



研究成果報告書

＊ 52　…

③は、【考察】で述べた通り、法然・親鸞における記述が一新され、特に「（法

然の）教えを徹底し」のくだりが無くなったため、教育基本法に基づき非常に

公正な記述となったといえる。同社『倫理』教科書においても同様の措置を切

望するものである。
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■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『最新現代社会』（現社303）／平成25年1月25日発行

③『高校現代社会』（現社302）／平成25年1月25日発行

【教科書原文】

法然は、権力抗争の場となった比叡山を捨て、[厭離穢土、欣求浄土]をか

かげて専修念仏の道を説き、浄土宗の祖となった。彼は、仏の名をたた

える者を必ず浄土に往生させると誓った阿弥陀仏の誓願を信じて、他の

行を捨てみずから念仏のみをおこなえば（専修念仏）、誰でも往生できる

（他力本願）、と説いた。その弟子親鸞は、罪悪深重の凡夫（欲望にとらわ

れた愚かな存在）を自覚し、苦悩の末に、自分の悪を自覚して苦しむ者に

こそ阿弥陀仏の慈悲にあずかる機縁がある（悪人正機）と説いた。そして、

念仏を唱えることすら自力ではなく阿弥陀仏の力によるとして、すべて

を阿弥陀仏の慈悲に委ねる絶対他力を唱え、自然法爾の信仰にたどりつ

いた。

【考察】

　実教出版からは、平成25年に、②と同様の内容である『最新現代社会』（現

社303）と同時並行して、別の執筆陣による③が発行されている。この教科書は、

それまでの法然・親鸞の記述内容とは違い、両者に師弟関係はあれども思想的

にはそれぞれ独自性があることを明確にしている。これまで取り上げてきたよ

うな、客観的公平性に欠ける法然から親鸞への思想継承の記述が極力穏当に記

載されていて、教育基本法に基づき非常に公正であると思われる。

＊まとめ

　以上、実教出版の『現代社会』教科書4冊を比較報告した。平成25年発行の
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①『現代社会　新訂版』（現社513）／平成10年1月25日発行

【教科書原文】

法然は、それまでの貴族の仏教のように仏像や塔をつくるのではなく、

ひたすら南無阿弥陀仏と唱えることによって救われると説いた。親鸞は、

その教えを徹底し、仏は罪深い人間をこそ救うとして、いっさいのはか

らいを捨て南無阿弥陀仏と唱えることを説いた。

【考察】

　この記述では、念仏を唱えることを「徹底し」たのが親鸞のように受け取ら

れるため、行よりも信に重きをおいた親鸞の思想の理解にさえ誤解を生じかね

ない。いずれにせよ、「（法然）の教えを徹底し」たのが親鸞であるとしている。

これではあたかも法然の教えが不徹底であり、「いっさいのはからいを捨て南

無阿弥陀仏を唱える」境地に至ったのは、師の法然でなく、親鸞であるかのよ

うに受け取られかねない。これでは、教育基本法の精神に照らし合わせ、適切

とは言えないと指摘できよう。

②『新版現代社会』（現社019）／平成19年1月25日発行

【教科書原文】

法然は、ひたすら南無阿弥陀仏と唱え（専修念仏）、阿弥陀仏にすがるこ

とで人は救われると説いた。親鸞は、その教えを徹底し、仏は煩悩に満

ちた罪深い人間をこそ救うとし、絶対他力を説いた。

【考察】

　若干、表現が変化して、①で指摘したような誤解を生じる記述は改められた

が、「（法然の）教えを徹底し」たのが親鸞とする点は根強く残っており、前述

の通り適切な表現とは言えないと指摘できよう。
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・『高校倫理』（倫理301）／平成27年1月25日発行

＊まとめ

　今回調査した17冊のすべてに"法然の○○をさらに徹底させたのが親鸞"のよ

うな記述が見られる。年代ごとに「専修念仏の信仰をさらに徹底」や「法然の

教えをさらに徹底」など、内容が少しずつ変化し、問題とすべき記述も減少し

てきたと思われる。しかし、近年発行の教科書にも「法然の専修念仏の教えを

さらに徹底」の一文だけは、変わらず踏襲されているのが現状である。

　なお後述するが、実教出版は平成25年発行『高校現代社会』（現社302）にお

いて、それまでの『現代社会』教科書の内容を大きく改定し、教育基本法に基

づき非常に公正と思われる内容に一新している。同社『倫理』教科書において

も同様の措置を切望するものである。

―2、現代社会

＊調査数　4冊

＊発行年　平成10年1月25日発行『高校社会』（現社513）～

　　　　　平成25年1月25日発行『高校現代社会』（現社302）

＊調査報告

　実教出版の高校社会は昭和31年発行（高社1096）から、B4版になった平成6

年発行（現社502）まで、法然・親鸞の記述は見られなかったが、平成10年発

行『現代社会　新訂版』（現社513）より、法然・親鸞の思想内容が記載される

ようになった。以下、その一端を報告する。
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特に根拠も示されておらず、学術的にも公正な見解ではない。さらに「（親鸞

は）仏教の信仰の純粋性をつらぬいた」との記述が続くため、法然の仏教信仰

は純粋ではなかったかのような印象さえ与えかねない。これでは教育基本法の

精神に照らし合わせて、適切な表現とは言えないと指摘できよう。

⑤『倫理』（倫理511）／平成7年1月25日発行

【教科書原文】

親鸞は、法然の教えをさらに徹底させ浄土真宗をひらいた。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

『倫理』（倫理524）／平成11年1月25日発行

⑥『倫理』（倫理009）／平成16年1月25日発行

【教科書原文】

親鸞は、法然の専修念仏の教えをさらに徹底させ、浄土真宗をひらいた。

【考察】

　以上、平成7年の⑤『倫理』（倫理511）以降、平成16年の⑥『倫理』（倫理

009）を経て、最新巻である平成27年『高校倫理』（倫理301）に至るまで、若

干の文言の改訂はあれども、「さらに徹底させ」の一文だけは判で押したよう

に踏襲されてきた。やはり法然の専修念仏の教えが不徹底だったがため、浄土

真宗をひらいたという印象が残る。これではやはり教育基本法の精神に基づい

て、適切な表現ではないと思われる。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『高校倫理』（倫理018）／平成20年1月25日発行
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・『倫理　三訂版』（倫理020）／昭和64年1月25日発行

③『高校倫理・社会』（倫社414）／昭和52年1月25日発行

【教科書原文】

法然に学び、その専修念仏の信仰をさらに徹底させたのは、親鸞である。

彼の宗派は、浄土真宗または一向宗とよばれたが、法然のそれとあわせ

て、念仏宗ともいわれる。師法然に対する親鸞（1173～ 1262）の傾倒は

徹底していて、たとえ法然上人にだまされて念仏したために地獄に落ち

たとしても悔いはない、といっているほどである。

【考察】

　昭和52年に、②とは別の執筆陣による③が発行されている。ここには「専修

念仏の信仰をさらに徹底」とともに、「師法然に対する親鸞の傾倒は徹底」と

いう記述が加筆されている。

④『高校倫理・社会　改訂版』（倫社433）／昭和53年1月25日発行

【教科書原文】

法然にまなび、その専修念仏の信仰をさらに徹底させ、浄土真宗の開祖

とされるのが、親鸞である。法然のばあいは、貴族の要請があれば加持

祈祷をおこなうなど、まだ旧仏教の呪術的要素をのこしていたが、親鸞

は、その点でいっさいの妥協を排し、神祇不拝をとなえ、仏教の信仰の

純粋性をつらぬいた。

【考察】

　③の執筆陣による改訂版であるが、新たに書き加えられた「法然のばあい…

加持祈祷をおこなうなど、まだ旧仏教の呪術的要素をのこしていた」の記述は、
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のが親鸞の思想であるとしている。まず「法然よりさらに徹底して人間の弱さ

を自覚し」との記述の根拠が不明であり、これでは凡夫観において法然が親鸞

より不徹底であったという印象を与えかねない。また「悪人でも成仏」から「悪

人だから成仏」へと思想的に「さらに飛躍して」「発展した」との総括的表現は、

両者の「悪人」の定義そのものが不明瞭であり公正でないと思われる。これは

教育基本法の精神に照らし合わせて適切ではないと指摘できよう。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『高校倫理・社会　改訂版』（倫社030）／昭和42年1月25日発行

・『高校倫理・社会　三訂版』（倫社046）／昭和44年5月25日発行

②『倫理・社会』（倫社034）／昭和43年1月25日発行

【教科書原文】

法然の教えから出発し、それをさらに徹底させたのは親鸞であった。

【考察】

　昭和43年以降、①とは別の執筆陣による②が並行して出版されている。①

に比べて問題とすべき箇所は少ないが、「さらに徹底させた」の記述は見られ、

やはり法然の教えが不徹底なものであると受け止められかねない。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『倫理・社会　改訂版』（倫社050）／昭和50年1月25日発行

・『倫理・社会』（倫社403）／昭和52年1月25日発行

・『倫理・社会　改訂版』（倫社432）／昭和53年1月25日発行

・『倫理』（倫理006）／昭和58年1月25日発行

・『倫理　改訂版』（倫理012）／昭和61年1月25日発行
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第四節　実教出版（報告者：後藤真法）

―1、倫社・倫理

＊調査数　17冊

＊発行年　昭和39年1月25日発行『高校倫理・社会』（倫社009）～

　　　　　平成27年1月25日発行『高校倫理』（倫理301）

＊調査報告

　実教出版からは、昭和39年発行『高校倫理・社会』より、平成27年発行『高

校倫理』まで17冊の教科書が確認できた。年度によっては『高校倫理・社会』

と全く別の執筆陣による『倫理・社会』が、同時並行して発行されている。以

下、時系列に沿ってその一端を報告する。

①『高等倫理・社会』（倫社009）／昭和39年1月25日発行

【教科書原文】

法然に学び、その専修念仏の信仰をさらに徹底させたのは親鸞（1173～

1262）である。彼の宗派は、浄土真宗または一向宗とよばれた。彼は師の

法然よりさらに徹底して人間の弱さを自覚し、「他力本願」を説いて、広

く深い影響を与えた。（中略）悪人でも成仏できるといった法然の思想が、

親鸞ではさらに飛躍して、悪人だから成仏できるという思想に発展した

のも、人間は悪に勝てないものであり（後略）。

【考察】

　この記述では、法然の「専修念仏の信仰」と「人間の弱さを自覚」すること

を「さらに徹底」し、「法然の（悪人成仏の）思想」を「さらに飛躍」させた
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＊まとめ

　昭和49年の発行以降、親鸞が法然の「教えを継承し発展させた」と記述され

てきた。この表現は、法然の未完成な教説を、親鸞がより進歩・発展させたと

いう印象を受ける。これは教育基本法の精神に照らし合わせてみても適切なも

のとは言えない。しかし、平成27年発行の最新教科書では記述内容が見直され、

「親鸞は、師の法然の教えを継承しつつも、独自の道を歩むこととなった」と

改められた。教育基本法の精神のもと、特定の宗教・宗派の教義に優劣の印象

を与える表現が訂正されたものと評価できる。

―2、現代社会

＊調査数　4冊

＊発行年　…平成10年2月10日発行『高等学校　改訂版　現代社会』（現社523）

～平成25年2月10日発行『高等学校　新現代社会』（現社312）

＊調査報告

　今回調査した第一学習社の現代社会の教科書4冊について、法然上人と親鸞

聖人の記述に、特に不適切と思われる記載はなかった。
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た」という記述は、平成25年発行『高等学校　倫理』まで、変わることなく使

用されている表現である。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『倫理・社会』（倫理428）／昭和52年2月15日発行

・『倫理・社会』（倫理445）／昭和55年2月15日発行

・『倫理』（倫理004）／昭和57年1月15日発行

・『高等学校　改訂版　倫理』（倫理015）／昭和61年2月10日発行

・『高等学校　改訂版　倫理』（倫理023）／平成元年2月10日発行

・『高等学校　改訂版　倫理』（倫理029）／平成4年2月10日発行

・『高等学校　倫理』（倫理508）／平成6年2月10日発行

・『高等学校　改訂版　倫理』（倫理520）／平成10年2月10日発行

・『高等学校　倫理』（倫理007）／平成15年2月10日発行

・『高等学校　改訂版　倫理』（倫理016）／平成19年2月10日発行

・『高等学校　倫理』（倫理305）／平成25年2月10日発行

②『高等学校　倫理』（倫理305）／平成27年2月10日発行

【教科書原文】

浄土真宗の開祖とされる親鸞は、師の法然の教えを継承しつつも、独自

の道を歩むこととなった

【考察】

　これまでの記述が見直され、「親鸞は、師の法然の教えを継承しつつも、独

自の道を歩むこととなった」と変更された。これにより、両祖の教えについて

優劣の印象を与えかねない表現は改められた。なお、この教科書の番号は、平

成25年発行の教科書と同じもの（倫理305）となっている。
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第三節　第一学習社（報告者：宮入良光）

―1、倫理・社会

＊調査数　13冊

＊発行年　昭和49年発行（月日不明）『倫理・社会』（倫社416）～

　　　　　平成27年2月10日発行『高等学校　倫理』（倫理305）

＊調査報告

　まず、昭和49年から平成25年にかけて発行・使用された教科書12冊について

概観すると、親鸞が法然の「教えを継承し、発展させた」との記述が一貫して

踏襲されている。しかし、平成27年発行の最新教科書では記述内容が見直され、

「親鸞は、師の法然の教えを継承しつつも、独自の道を歩むこととなった」と

改められた。

①『倫理・社会』（倫理416）／昭和49年（月日不明）発行

【教科書原文】

親鸞は、師の法然に出会い、念仏往生の教えをきくことによって、はじ

めて迷いのない不動の信心を得ることができた。かれは、ひたすら法然

の人格に傾倒し、その教えを継承し発展させた。

【考察】

　上記記述の中、「その教えを継承し発展させた」との表現は、法然の教説が

いまだ未完成のものであり、法然の教えをより進歩・発展させたものが親鸞の

教えであるとの印象を受ける。こうした記述は、教育基本法の精神に照らし合

わせてみても適切とは言えないであろう。師の法然の教えを「継承し発展させ
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の生ずる文章となっている。『倫理』の記述との整合性を図る必要がある。『現

代社会　未来を見つめて』（現社501）の記述に戻した方が適切な内容となる。
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とを教え、

【考察】

　法然と親鸞を併記しているが、不適切な内容ではない。

⑥『新訂　現代社会』（現社512）／平成10年2月10日発行

【教科書原文】

法然・親鸞は、ただひたすら「南無阿弥陀仏」と念仏し（専修念仏）、阿

弥陀仏に身をまかせ信ずること（絶対他力）を教え、

【考察】

　法然と親鸞を併記しているが、ともに専修念仏を修し、絶対他力の教えを説

いたことになる。専修念仏と絶対他力という重要な用語を用いたことによって、

却って誤解の生じる記述となった。『新版　高校　倫理』（倫社501､522）には、「法

然の他力信仰」と「親鸞の絶対他力」というように対比している。『倫理』（東

京書籍）の記述の整合性がない記述となっている。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代社会』（現社001）／平成15年2月10日

・『現代社会』（現社017）／平成19年2月10日

・『現代社会』（現社301）／平成25年2月10日

＊まとめ

　昭和57年から平成25年までの『現代社会』を概観したが、不適切な表現はみ

られない。特に、平成6年版の⑤『現代社会　未来を見つめて』（501）は、良

識的な記述内容といえる。しかし、平成10年以降、及び、現行教科書は、誤解
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これによって、法然の記載がなくなったが、不適切な内容はない。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂　現代社会』（現社068）／平成3年2月10日

③『新選現代社会』（現社045）／平成2年2月10日発行

【教科書原文】

親鸞は、「南無阿弥陀仏」と念仏を唱えることを教えたが、

【考察】

　『現代社会』（現社044）と同様に、不適切な表現はない。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂　新選現代社会』（現社069）／平成3年2月10日

④『改訂　現代社会』（現社068）／平成3年2月10日発行

【教科書原文】

親鸞は、法然の教えを受けて「南無阿弥陀仏」と信じ念仏することを教

えた。

【考察】

　「法然の教えを受けて」を復活した。不適切な表現はない。

⑤『現代社会　未来を見つめて』（現社501）／平成6年2月10日発行

【教科書原文】

法然・親鸞は、ひたすら阿弥陀仏を信じ、『南無阿弥陀仏』と念仏するこ
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＊調査報告

　今回調査した11冊のち、平成10年から現行の25年発行の『新訂　現代社会』

の4冊は、誤解の生じる記述がみられる。「法然・親鸞は、ただひたすら『南無

阿弥陀仏』と念仏し（専修念仏）、阿弥陀仏に身をまかせ信ずること（絶対他力）

を教え」とある。これに対して『倫理』（倫理514）（東京書籍・平成10年2月発行）

には、法然を専修念仏、親鸞を悪人正機・絶対他力の術語で解説している。以

下、その一端を報告する。

①『現代社会』（現社001）／昭和57年2月10日発行

【教科書原文】

親鸞は、法然の教えを受け、ひたすら阿弥陀仏を信じ、「南無阿弥陀仏」

と念仏せよと教え、

【考察】

　「親鸞は、法然の教えを受け」という文章のみで、不適切な内容はない。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂　現代社会』（現社022）／昭和60年2月10日発行

②『現代社会』（現社044）／平成2年2月10日発行

【教科書原文】

親鸞は、ひたすら阿弥陀仏を信じて「南無阿弥陀仏」と念仏することを

教えた。

【考察】

　昭和57・60年（現社001・022）の相違点は、「法然の教えを受け」を削除した。
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をとなえること（専修念仏）によって、極楽浄土に往生することができ

ると説いた。自力ではなく、阿弥陀仏の広大な慈悲の力（他力）によっ

て救われるという、こうした法然の教えをさらに徹底したのが浄土真宗

を開いた弟子の親鸞である。

【考察】

　平成26年版（倫理306）と同番号であり、同文である。最新刊の教科書にも、

「法然の教えをさらに徹底した」という表現で、現行の教育が行われている。

＊まとめ

　東京書籍の『倫理』の変遷を概観すると、①昭和41年から⑦平成26年の半世

紀にわたって、「法然の教えをさらに徹底したのが親鸞」という視点を継承し

ている。一時的ではあるが、⑤『新版　高校　倫理』（倫社501､ 522）の「法

然の教えを受け、浄土真宗を開いたのが親鸞であった」という穏当な表現を用

いた。しかし、また元の「さらに徹底した」という適切とは言えない表記に変

わっている。つまり「親鸞の思想が法然より優れている」ということになる。

教科書の記述は、その人にとって一生身に付くものであるから、かたよらない

公正な表記を求めるものである。

―2、現代社会

＊調査数　11冊

＊発行年　昭和57年2月10日発行『現代社会』（現社001）～

　　　　　平成25年2月10日発行『現代社会』（現社301）
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⑥『倫理』（倫理502､ 514､ 001､ 017､ 306）／平成6･10･15･20･26

年2月10日発行

【教科書原文】

ただひたすら「南無阿弥陀仏」をとなえること（専修念仏）によって、阿

弥陀仏の広大な慈悲に救われ、極楽浄土に往生することができると説い

た。この法然の教えをさらに徹底したのが弟子の親鸞である。

【考察】

　（倫理502）は、「そして、ただひたすら」、（倫理514､ 001､ 017､ 306）は、「わ

れわれは、ただ」に変更された。平成6年（倫社501、522）は鎌倉新仏教中心

ではなく旧仏教も記述されていたが、「浄土信仰の教え」に変更されて、親鸞

を中心に述べられている。昭和57・61・平成元年版に近い記述となっている。

ここでも徹底したという表現をとっている。ただし「徹底した」という文章

以外は、良識的な記述となっている。（倫社501､ 522）の「法然の教えを受け、

浄土真宗を開いたのが親鸞であった」という客観的な記述の方が良いのではな

いか。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『倫理』（倫理514）／平成10年2月10日発行

・『倫理』（倫理001）／平成15年2月10日発行

・『倫理』（倫理017）／平成20年2月10日発行

・『倫理』（倫理306）／平成26年2月10日発行

⑦『倫理』（倫理306） ／平成27年2月10日発行

【教科書原文】

われわれは、ただ阿弥陀仏の力にすがって、ひたすら「南無阿弥陀仏」
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■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『改訂　倫理』（倫理010）／昭和61年2月10日発行

・『新訂　倫理』（倫理018）／平成元年2月10日発行

⑤『新版　高校　倫理』（倫社501､ 522）／平成6・11年2月10日発行

【教科書原文】

法然の教えを受け、浄土真宗を開いたのが親鸞であった。（中略）親鸞は、

念仏を唱えることを重視する点でまだ自力の余地が残されていた法然の

他力信仰を、念仏も阿弥陀仏の力によることを明らかにし、この絶対他

力の信仰によって救われなければならないと説いた。

【考察】

　「鎌倉新仏教の展開」の「念仏と絶対他力」という項目に変更された。ここ

で始めて鎌倉新仏教中心主義ではなく、旧仏教側の明恵・忍性の名を記してい

る。ここで、「法然の教えを受け、浄土真宗を開いたのが親鸞であった」とい

う良識的な記述となった。しかし、「まだ自力の余地が残されていた法然の他

力信仰」という表現は、自力の要素が残存したと捉えられ、また、他力信仰か

ら絶対他力へとの対比をし、法然上人の教えは不徹底なものと受け取られる内

容となっている。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『新版　高校　二訂版　倫理』（倫理522）／平成11年2月10日発行
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法然の「悪人をも救う」という文章を削除したことは、親鸞の「いはんや悪人

をや」という悪人正機の説と、「伝来の浄土信仰に独自の意義を見いだした」

という整合性をとるためであろうか。さらに、「他力救済の信仰」から「絶対

他力の信仰」という信仰問題を述べている。この信仰問題では法然よりも親鸞

が優れているという対比がなされている。「絶対他力」は親鸞自身の言葉でなく、

明治期に作られた造語であり、広辞苑をはじめとする国語辞典や各種仏教辞典

にも掲載されていない。にもかかわらず、教科書と参考書には必ず掲載されて

いる。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『倫理・社会』（407）／昭和52年2月10日発行

・『改訂　倫理・社会』（444）／昭和55年2月10日発行

④『倫理』（倫社001､ 010､ 018）／昭和57・61・平成元年2月10日発

行

【教科書原文】

この法然の浄土宗のおしえにもとづいて、これをさらに徹底したのが親

鸞である。（中略）悪人こそまさしく往生成仏する者であるという悪人正

機の考えかたがあり、

【考察】

　昭和51・52・55年（倫社417・407・444）の相違点は、ここで悪人正機という

用語を用いた他は同文である。そして、専修念仏・弥陀の本願・悪人正機・絶

対他力という用語をゴシックにして強調している。
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と思われる。また、「ついに伝来の浄土信仰に独自の意義を開拓した」とある。

しかし、『歎異抄』には、「よきひとのおほせをかふりて信ずるほかに、別の子

細なきなり。（中略）法然聖人にすかされまひらせて、念仏して地獄におちた

りとも、さらに後悔すべからず」とある。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『新訂　倫理・社会』（039）／昭和49年2月10日発行

③『新訂倫理・社会』（倫社417）／昭和51年2月10日発行

【教科書原文】

純粋にひたすら『南無阿弥陀仏』をとなえること（専修念仏）によって、

阿弥陀仏の慈悲に救われ、西方の極楽浄土に生まれることができると説

いた。この法然の教えにもとづいて、これをさらに徹底したのが親鸞で

ある。（中略）その心からいっさいの自分の力にたよる態度が消えさり、

ひたすら弥陀の本願力を信じて、南無阿弥陀仏をとなえる他力救済の信

仰の真髄に達した。（中略）阿弥陀仏の広大な慈悲と、ただひたすら仏に

すがる絶対他力の信仰を強調して、伝来の浄土信仰に独自の意義を見い

だした。

【考察】

　昭和42・49年（倫社027・039）との相違点は、「浄土諸宗」の項目から「親

鸞の思想」へと、特定の祖師のみに変更された。ここでも「徹底したのが親鸞

である」という表現が続く。本書では「弥陀の慈悲は、悪人をも救う」という

法然と一遍の記述を割愛した。ここで『歎異抄』の原文を掲載し、親鸞のみに

なった。そして「他力救済の信仰の真髄に達した」とする。これは「日本人の

思想形成」で、親鸞の信仰を述べていることになる。前述した教科書中にある
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をあげている。「親鸞」の項では、「法然の教えをさらに徹底した親鸞」という

ように、法然上人と親鸞聖人とを対比している。ただし、どの点が徹底したの

か、またその理由が説かれていない記述では、法然上人の教えが不徹底なもの

と思われてしまう表現である。このような記述は、これ以降の東京書籍の教科

書記述を貫くことになる。「他力救済の信仰に達した」という表現は、「他力救

済の教えをひろめた」という表現を取った方が好ましいのではなかろうか。

②『新編　倫理・社会』（倫社027）／昭和42年2月10日発行

【教科書原文】

（法然は）純粋にひたすら『南無阿弥陀仏』をとなえること（専修念仏）

によって、阿弥陀仏の慈悲に救われ、西方の極楽浄土に生まれることが

できると説いた。かれによると、弥陀の慈悲は、悪人をも救うが、それ

は悪を是認するのではなくて、悪を制する慈悲であり、父母の慈悲にた

とうべきものである。この念仏をとなえることによる救いは、一遍に

よってもひろめられ、やがて時宗が確立したが、法然の教えにもとづい

てこれをさらに徹底したのは親鸞である（中略）親鸞は阿弥陀仏の広大

な慈悲と、ただひたすら仏にすがる心を強調して他力を徹底し、ついに

伝来の浄土信仰に独自の意義を開拓した。

【考察】

　昭和41年発行（倫社012）の教科書との相違は、鎌倉仏教の宗教家として法

然が追加され、「親鸞」の項目名から「浄土諸宗」と改訂し、法然・一遍・親

鸞の記述をしている点である。親鸞のみの記述ではなく、法然と一遍を記載し

ていることは公平性が見られる。ただし、上記の文章は、法然のみならず一

遍の教えをも「徹底したのは親鸞である」という意味にとられるので適切な表

現でなない。また、「他力を徹底し」とあるのは、これも法然と対比したもの
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第二節　東京書籍株式会社（報告者：西城宗隆）

―1、倫理・社会

＊調査冊数　17冊

＊発行年　昭和41年10日発行『倫理・社会』（倫社012）～

　　　　　平成27年2月10日発行『倫理』（倫社306）

＊調査報告

　今回調査した『倫理』の教科書の中では、清水書院に次いで発行数の多いの

が東京書籍であり、教科書出版の老舗大手出版会社であり、その影響は多大で

ある。平成6・11年版以外は、すべてが「法然の教えをさらに徹底した」とある。

また、この平成6・11年版は、「法然の教えを受け、浄土真宗を開いたのが親鸞

であった」という良識的な表現を取ったが、ここでは「まだ自力の余地が残さ

れていた法然の他力信仰」から（親鸞の）「絶対他力の信仰によって救わなけ

ればならないと説いた」と記述している。以下、法然に関する記述の変遷の一

端を報告する。

①『倫理・社会』（倫社012）／昭和41年2月10日発行

【教科書原文】

末世の人々を救うための仏教として法然の浄土宗がおこり、その法然の

教えをさらに徹底した親鸞があらわれた。（中略）ひたすら『南無阿弥陀仏』

をとなえて阿弥陀仏の慈悲にすがろうとする他力救済の信仰に達した。

【考察】

　「日本の仏教」の「鎌倉仏教」では、親鸞・道元・日蓮の三人の宗教家のみ
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＊調査報告

　今回調査対象とした清水書院の現代社会の教科書16冊において、法然上人と

親鸞聖人をめぐる記述内容として不適切な記載はないようである。
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の教えをさらに徹底したのが、浄土真宗の開祖、親鸞である。」（『高等学校　

新倫理…最新版』（倫理302）／平成25年2月15日発行）と記述していたが、ここ

で取り上げた最新刊には「親鸞は法然の教えを徹底させた」などといった記述

をみることは出来ず、これまでの記述と一線を画し、教育基本法の精神に沿お

うとした意図がうかがえる。しかし、「法然の教えを継承しつつ、阿弥陀仏へ

の信仰を深く突きつめ」という記述に留まっていては、法然の教えに比して、

親鸞は「阿弥陀仏への信仰を深く突きつめ」た、と受け取られかねないとも指

摘できよう。

＊まとめ

　以上、昭和38年発行の①以降、⑤に至るまでは、その記述の流れに若干の異

同は見られるものの、清水書院の一連の教科書においては、「法然の教えを親

鸞が徹底した」という視点を継承し続けていることが知られ、そのままでは、

教育基本法の精神に立ち返っていないと指摘することができる。しかし、平成

26年以降発行の教科書においては、⑥や⑦の記述のように、それまでの記述と

は一線を画し、教育基本法の精神に沿おうとする姿勢が見出され、大きな前進

であると評価することができ、今後、より一層の遵法精神の発揮が望まれると

ころである。

―2、現代社会

＊調査数　16冊

＊発行年　昭和57年2月15日発行『高等学校　現代社会』（現社008）～

　　　　　平成25年2月15日発行『高等学校　新現代社会　最新版』（現社306）
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山して法然の弟子となり、『教行信証』を著して、専修念仏の継承者となっ

た。

【考察】

　清水書院は、平成27年現在、倫理の教科書をB5版とA5版の2種類発行してい

る。ここで取り上げたのは、B5版の最新版の教科書である。ちなみに現行B5

版の直前の刊行となるB5版教科書には「法然の念仏の教えをさらに徹底させ、

浄土真宗を開いたのが、親鸞である。彼は9歳で出家して…」（『高等学校　現

代倫理…改訂版』（倫理019）／平成20年2月15日発行）と記述しており、このま

までは教育基本法の精神に照らし合わせてみた場合、適切とは言えないと指摘

できる。しかし、ここで取り上げた最新刊には「親鸞は法然の教えを徹底させ

た」などといった記述をみることは出来ず、これまでの記述と一線を画し、教

育基本法の精神に沿った記述と言える。とはいえ、紙面配置の都合からだろう

か、先行する教科書（倫理019）に見られない「親鸞は、（中略）専修念仏の継

承者となった」という記述は、専修念仏を重視する浄土宗の立場からも、信を

重視する真宗の立場からも、共に違和感を覚える記述であると指摘できよう。

⑦『高等学校　新倫理 最新版』（倫理302）／平成27年2月15日発行

【教科書原文】

法然の教えを継承しつつ、阿弥陀仏への信仰を深く突きつめ、のちに浄

土真宗の開祖とよばれたのが、親鸞である。

【考察】

　前述したように、清水書院は、平成27年現在、倫理の教科書をB5版とA5版

の2種類発行している。ここで取り上げたのは、A5版の最新版の教科書である。

ちなみに現行A5版の直前の刊行となるA5版教科書には「法然が開いた浄土宗
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⑤『高等学校　現代倫理 改訂版』（倫理019）／平成20年2月15日発行

【教科書原文】

法然の念仏の教えをさらに徹底させ、浄土真宗を開いたのが、親鸞であ

る。（中略）いっさいの自己のはからいを捨てたとき、阿弥陀仏はそうい

う凡夫にこそ慈悲をそそぎ、浄土へと往生させるという、師法然の教え

の真意を悟ったのである。（中略）法然に芽生え、親鸞が確信したこの教

説を悪人正機という。（中略）法然の教えをさらに徹底させた彼の立場は、

一般に絶対他力の信仰といわれる。

【考察】

　この記述中には、「（親鸞は）法然の念仏の教えをさらに徹底させ」、「（親鸞は）

法然の教えの真意を悟った」者で、「法然に芽生え、親鸞が確信した」教説があり、

「法然の教えをさらに徹底させた」等と法然上人と親鸞聖人を対比した記述を

している。しかし、こうした記述のままでは、法然上人の教えは不徹底なもの

であり、多くの法然上人門下の他の者達は師の真意を理解できず、法然上人の

教えは芽生えの状態で、その状態から開花させたのが親鸞聖人の教えであると

捉えられかねない内容となっている。従って、教育基本法の精神に照らし合わ

せてみた場合、適切とは言えないと指摘できよう。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代倫理…最新版』（倫理025）／平成3年2月15日発行

⑥『高等学校　現代倫理 最新版』（倫理307）／平成26年2月15日発行

【教科書原文】

京都の公家に生まれた親鸞は、9歳で出家して比叡山に登った。そこで20

年にわたりきびしい修行を続けたが、自力で悟ることの限界を感じ、下
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■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『高等学校倫理…新訂版』（倫理014）／昭和61年2月15日発行

・『高等学校倫理…三訂版』（倫理022）／平成1年2月15日発行

・『高等学校倫理…最新版』（倫理028）／平成4年2月15日発行

④『現代倫理』（倫理513）／平成7年2月15日発行

【教科書原文】

法然の教えをさらに徹底させたのが、親鸞である。（中略）かれは自分が

悪人であり愚か者であることをはっきりと自覚して、一切のはからいを

捨てるとともに、阿弥陀仏はそういう悪人にこそ慈悲をそそぎ、浄土へ

と往生させる（悪人正機）と教えた法然の真意を、はっきりと悟ったの

である。

【考察】

　この記述中には、「法然の教えをさらに徹底させたのが、親鸞」、「（親鸞は）

法然の真意を、はっきりと悟った」等と法然上人と親鸞聖人を対比した記述を

している。しかし、こうした記述のままでは、法然上人の教えは不徹底なもの

であり、多くの法然上人門下の他の者達は師の真意を理解できなかった、と受

け取られかねない。従って、教育基本法の精神に照らし合わせてみた場合、適

切とは言えないと指摘できよう。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代倫理…改訂版』（倫理525）／平成11年2月15日発行
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記述のままでは、法然上人の教えには、自力の要素が残存し、その教えは不徹

底なものと受け取られかねない内容となっている。従って、教育基本法の精神

に照らし合わせてみた場合、適切とは言えないと指摘できよう。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代倫理・社会…新訂版』（倫社422）／昭和48年2月15日発行

・『現代倫理・社会…最新版』（倫社438）／昭和48年2月15日発行

・『現代倫理』（倫理002）／昭和57年2月15日発行

・『現代倫理…新訂版』（倫理008）／昭和60年2月15日発行

③『高等学校　倫理』（倫理007）／平成2年2月15日発行

【教科書原文】

法然の弟子で、その教えをさらに徹底させたのが親鸞である。（中略）か

れの流浪遍歴の旅は、法然の念仏信仰を平民的な世界にまで広げる原因

をなした。

【考察】

　この記述中にも、「（法然）の教えをさらに徹底させたのが親鸞である」、「（親

鸞は）法然の念仏信仰を平民的な世界にまで広げる原因をなした」と、やはり

法然上人と親鸞聖人を対比した記述をしている。しかし、こうした記述のまま

では、法然上人の教えは不徹底なものであり、そうした教えに留まっていたか

ら、すべての人々の救済に向けたものではなく、親鸞の登場を待たねばならか

なったと受け取られかねない。従って、教育基本法の精神に照らし合わせてみ

た場合、適切とは言えないと指摘できよう。
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【考察】

　この記述中には、「（親鸞は、法然）の教えをさらに徹底した」、「（親鸞は）

法然の真の教えをうけつぐもの」、「法然も他力を説いたけれども…なお自力的

要素を残していた」等と法然上人と親鸞聖人を対比した記述をしている。し

かし、こうした記述のままでは、法然上人の教えは不徹底なものであり、多

くの法然上人門下の他の者達は師の真の教えを受け継ぐことができず、あるい

は、法然上人の教えは自力的要素が残存していると受け取られかねない。従っ

て、教育基本法の精神に照らし合わせてみた場合、適切とは言えないと指摘で

きよう。なお、こうした記述は、この後に続く一連の清水書院の教科書記述を

貫く基本となっている。

■上記記述とほぼ同等の記述をする教科書

・『現代倫理・社会…新編』（倫社021）／昭和42年2月15日発行

・『現代倫理・社会』（倫社044）／昭和45年2月15日発行

②『現代　倫理・社会』（倫社405）／昭和48年2月15日発行

【教科書原文】

法然にあっては、念仏を称えようと思い立つ信心そのものは、念仏者自

身がおこすべきものであった。そこには、念仏者の自力の要素がみられ

る。（中略）これに対して親鸞は、徹底的に自力を捨てた。（中略）これは、

自分のはからいを完全に捨てた絶対他力の信仰であり、他力信仰を徹底

させたものということができよう。

【考察】

　この記述中には、「法然にあっては、（中略）念仏者の自力の要素がみられる」

と、やはり法然上人と親鸞聖人を対比した記述をしている。しかし、こうした
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第一章　現行六社の記述について

第一節　清水書院（報告者：林田康順）

―1、倫社・倫理

＊調査数　28冊

＊発行年　昭和39年2月15日発行『現代　倫理・社会』（倫社007）～

　　　　　平成27年2月15日発行『高等学校　新倫理　最新版』（倫理302）

＊調査報告

　今回調査した教科書会社の中、倫理の教科書発行数がもっとも多かったのが

清水書院であり、識者の見解によれば、教科書発行会社の主導的立場にあると

いう。とはいえ、その清水書院の教科書も、他の教科書会社同様、「法然の教

えを親鸞が徹底した」という記述でほぼ埋め尽くされてきた変遷を確認できる。

しかし、最新刊においては、教育基本法の精神に鑑みようと若干の修正を目指

す記述が見られるようになる。以下、その一端を報告する。

①『現代　倫理・社会』（倫社007）／昭和39年2月15日発行

【教科書原文】

法然の弟子で、その教えをさらに徹底したのが親鸞である。かれは法然

の真の教えをうけつぐものとして、自分の立場を浄土真宗と称した。（中

略）法然も他力を説いたけれども、念仏するという行為を重視して、な

お自力的要素を残していたが、親鸞は、人間が念仏を唱え、仏の慈悲に

すがろうとする心をおこすこと自体、仏の広大な慈悲のお蔭であり、「仏

にうながされて」するのであると考えた。
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なった。

　①教科書所蔵図書館（教科書図書館〔江東区〕、教育図書館〔千代田区〕）に

おいて、閲覧可能な教科書から、法然上人と親鸞聖人をめぐる記述を調査し、

該当箇所を複写する。

　②①において調査・収集した教科書記述を教科書会社毎にファイルに入力し、

他の必要情報や書誌と共に整理した。なお、本成果報告書において対象とした

教科書は、昭和35年以降に教科化された高校倫社99冊、昭和53年以降に倫社を

継承した高校倫理84冊、また昭和53年以降、教科化された高校現代社会の教科

書152冊、および、昭和34年以前の高校社会6冊を含め、計341冊に及ぶ。

　③②において作成した教科書会社毎のファイルに基づき、「親鸞は法然の教

えを徹底した」等といった問題となるような表現は、いつから記載され、いか

にして継承されていったのかを実際の教科書記述を編年体で明らかにし、「教

育基本法」第15条に照らし合わせた上で、そうした記述へのコメントを施した。

　④以上の作業を全スタッフで分担し、討議の上、次の2章からなる報告書を

作成した。第一章「現行六社の記述について」においては、平成27年度現在、

高校倫理の教科書を刊行している6社を取り上げ、③で述べた書式によって統

一して整理した。第二章「過去の教科書記述について」においては、現在は高

校倫理の教科書を刊行していない、その他の教科書会社の記述について、その

問題点への指摘を簡潔にまとめることとした。

… （研究主務：林田康順）
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序言―成果報告書提出の経緯とその概要―

　本稿は、平成27年度、浄土宗教学局から浄土宗総合研究所へ委託された総合

プロジェクト「法然上人の教科書記述研究」の成果報告である。本研究班は、

中学校社会科、高等学校地歴科・公民科等の教科書における法然上人と親鸞聖

人をめぐる記述を調査・整理することを主目的として作業を進めた。

　本研究班立ち上げ以前、主務を務めた研究員が調査した倫理教科書中に「親

鸞は法然の教えを徹底した」等といった記述を多数見出せることが判明し、各

種研究媒体においてその旨を発表した。ともすると、「親鸞は法然の教えを徹

底した」等といった記述は、法然上人の教えは不徹底なものに留まっており、

法然上人が到達し得ず、表現し得なかった真意を親鸞は確信し大成した、と

読者（生徒）に受け取られかねない。そもそも「教育基本法」第15条によれば、

各宗教・各宗派の地位は等しく尊重されなければならず、特定の宗教・宗派の

教義を他の教派と比較して、どちらか一方を勝れたものと教科書に記述するこ

とを禁止していると読み取れる。このことは、延いては「日本国憲法」第20条

第3項「信教の自由」規定、第89条第1項「政教分離」規定にも抵触する重要な

問題であり、そうした視点からの問題提起であった。

　浄土宗第110次定期宗議会（平成26年9月30日～10月3日開催）において、こ

うした教科書の記述には問題があるとして取り上げられ、宗務当局は浄土一宗

として対応していく旨を回答し、総合研究所へ委託された。この間、中外日

報・仏教タイムス・月刊住職等の宗教関係業界紙はもとより、朝日新聞・毎日

新聞・産経新聞・京都新聞や週刊ポスト等、各種一般新聞や雑誌にも注目された。

　宗務当局から委託を受けた総合研究所では、研究班を組織し、スタッフは、

次のような段取りを組んで作業を進めていった。なお、平成27年度の1年間の

諮問研究ということから、中学校歴史・高等学校日本史等の教科書については

今後の課題とし、高校倫理・現代社会の教科書に限って課題に取り組むことと
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� （浄土宗宗務庁　東京第2応接室）

　15日

・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

　22日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

　28日

・法然上人御法語研究会� （総合研究所）

・僧侶学の構築� （総合研究所）

　29日

・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

　30日

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・布教研究会� （総合研究所）
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2月

　1日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・法式研究会� （栃木教区那須組西導寺）

　8日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・僧侶学の構築� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　9日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・僧侶学の構築� （総合研究所）

　10日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・僧侶学の構築� （総合研究所）

　12日

・布教研究会� （総合研究所）

　15日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　16日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　18日

・法式研究会�（大本山金戒光明寺　大方丈）

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　19日

・布教研究会� （総合研究所）

・法式研究会�（大本山金戒光明寺　大方丈）

　23日

・寺院の公益性研究②災害対応研究

� （総合研究所）

　26日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　29日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

3月

　1日

・浄土宗基本典籍の英訳研究�（総合研究所）

　7日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・法式研究会�（浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　8日

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　14日

・教学研究Ⅰ� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化
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・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

　15日

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　17日

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

　18日

・布教研究会� （総合研究所）

　21日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・教学研究Ⅰ�（浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　22日

・教学研究Ⅰ�（浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　24日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

1月

　7日

・布教研究会� （総合研究所）

　12日

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　14日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・布教研究会� （総合研究所）

　18日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・僧侶学の構築� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　19日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　20日

・法式研究会�（大本山増上寺　圓光大師堂）

　22日

・布教研究会� （総合研究所）

　25日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・教学研究Ⅰ�（浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

　26日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

　29日

・布教研究会� （総合研究所）
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・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　9日

・布教研究会� （総合研究所）

　13日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

　19日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

　20日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　26日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　27日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

11月

　2日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

　9日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・法式研究会�（大本山増上寺　圓光大師堂）

　10日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　16日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　24日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　30日

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・総合研究所シンポジウム

　�僧侶、いかにあるべきか―縁（えにし）の

なかで―」

� （浄土宗宗務庁　京都講堂）

12月

　7日

・僧侶学の構築� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　14日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）
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　27日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

8月

　24日

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　25日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　31日

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

9月

　1日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　6日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

　8日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　9日

・布教研究会� （総合研究所）

　14日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・法式研究会� （大本山増上寺「三階仏間」）

　28日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・教学研究Ⅰ�（浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

　29日

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

10月

　5日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・教学研究Ⅰ� （総合研究所）

　6日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）
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� （総合研究所）

・教学研究Ⅰ� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　23日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

　24日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　25日

・法式研究会� （総合研究所）

　29日

・法然上人の教科書記述研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　29 ～ 30日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （福島教区会津組光明寺）

　30日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

7月

　1日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　2日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　3日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　6日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・法式研究会� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　7日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　8日

・法式研究会� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　9日

・布教研究会�（浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　10日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　14日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（大正大学）

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　15日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（大正大学）

　17日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　21日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）
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� （総合研究所）

・法然上人の教科書記述研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

　12日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　13日

・布教研究会� （総合研究所）

　18日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・法然上人の教科書記述研究�（総合研究所）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　19日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

　25日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

　26日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

6月

　1日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・布教研究会� （総合研究所）

　2日

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

　8日

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

・布教研究会� （総合研究所）

　9日

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　15日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

　16日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

�17日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　18日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

　19日

・法式研究会�（浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

　22日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究
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4月

　1日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

　3日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

　6日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

　7日

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

　13日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・法然上人御法語集第5集� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

� （総合研究所）

・法式研究会

� （浄土宗宗務庁　東京第1応接室）

　14日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （佛教大学）

　20日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・寺院の公益性研究①仏教福祉研究

� （浄土宗宗務庁　東京第1会議室）

　21日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

� （京都分室）

　24日

・布教研究会� （総合研究所）

・教学研究Ⅰ� （総合研究所）

・開宗850年に向けて①事業テーマ研究

� （総合研究所）

・僧侶学の構築

� （浄土宗宗務庁　東京第2会議室）

　28日

・浄土宗基本典籍の英訳研究会�（総合研究所）

・教学研究Ⅱ� （京都分室）

5月

　11日

・開宗850年に向けて②過疎対策研究

� （総合研究所）

・浄土宗基本典籍の電子テキスト化

平成27年度　浄土宗総合研究所活動一覧
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【基礎研究】基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（東京）
主　務 柴田泰山

研究員
石川琢道 市川定敬 齊藤舜健
曽根宣雄

嘱託研究員 坂上雅翁 石上壽應 工藤量導

【基礎研究】基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
研究代表 藤本淨彦
主　務 齊藤舜健

研究員
上田千年 井野周隆 市川定敬
田中芳道

嘱託研究員
曽田俊弘 伊藤茂樹 八橋秀法
南　宏信 米澤実江子

研究スタッフ
西本明央 角野玄樹 岩谷隆法
永田真隆
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【応用研究】応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の英訳研究
主　務 戸松義晴
研究員 佐藤堅正

嘱託研究員 北條竜士 石田一裕 Jonathan Watts

研究スタッフ
高瀬顕功 小林惇道 平間理俊
松濤芙紀

【応用研究】応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）
主　務 市川定敬

研究員
齊藤舜健 上田千年 井野周隆
田中芳道

嘱託研究員 八橋秀法 南　宏信 米澤実江子

研究スタッフ
薊　法明 西本明央 前田信剛
角野玄樹

【基礎研究】基礎研究プロジェクト　法式研究
主　務 中野孝昭
研究員 西城宗隆 柴田泰山 荒木信道

嘱託研究員

熊井康雄 中野晃了 田中康真
山本晴雄 清水秀浩 大澤亮我
八橋秀法 板倉宏昌 工藤量導
坂上典翁

【基礎研究】基礎研究プロジェクト　布教研究
主　務 後藤真法
研究員 宮入良光 八木英哉

嘱託研究員 工藤量導

研究スタッフ
中川正業 藤井正史 宮田恒順
大高源明
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【総合研究】総合研究プロジェクト　寺院の公益性研究①仏教福祉研究
研究代表 石川到覚
主　務 曽根宣雄
研究員 上田千年

嘱託研究員
曽田俊弘 吉水岳彦 坂上雅翁
郡嶋昭示

研究スタッフ
石川基樹 永田真隆 藤森雄介
菊池　結 鷲見宗信

【総合研究】総合研究プロジェクト　寺院の公益性研究②災害対応研究
研究代表 今岡達雄
主　務 宮坂直樹

研究員
戸松義晴 袖山榮輝 曽根宣雄

東海林良昌 吉田淳雄
嘱託研究員 郡嶋昭示

研究スタッフ
小川有閑 高瀬顕功 小林淳道
問芝志保

【応用研究】応用研究プロジェクト　法然上人御法語集第5集
主　務 林田康順

研究員
石川琢道 佐藤堅正 東海林良昌
袖山榮輝 曽根宣雄 和田典善

嘱託研究員
吉水岳彦 石上壽應 郡嶋昭示
工藤量導 石田一裕

研究スタッフ 大橋雄人

【応用研究】応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の電子テキスト化
主　務 佐藤堅正

研究員
後藤真法 柴田泰山 石川琢道
齊藤舜健 市川定敬

嘱託研究員 石田一裕
研究スタッフ 大橋雄人 小林淳道
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平成27年度　研究課題別スタッフ一覧
【総合研究】法然上人の教科書記述研究

研究代表 戸松義晴
主　務 林田康順

研究員
西城宗隆 後藤真法 八木英哉
宮入良光 宮坂直樹 市川定敬

嘱託研究員 石田一裕
研究スタッフ

【総合研究】総合研究プロジェクト　僧侶学の構築
主　務 今岡達雄

研究員
西城宗隆 後藤真法 袖山榮輝
齊藤舜健 林田康順

嘱託研究員 工藤量導 江島尚俊
研究スタッフ

【総合研究】総合研究プロジェクト　開宗850年に向けて①事業テーマ研究
主　務 袖山榮輝

研究員
後藤真法 佐藤堅正 荒木信道
和田典善 石川琢道 宮坂直樹
宮入良光 井野周隆

嘱託研究員 郡嶋昭示 江島尚俊
研究スタッフ 島　恭裕

【総合研究】総合研究プロジェクト　開宗850年に向けて②過疎対策研究
研究代表 武田道生
主　務 名和清隆
研究員 東海林良昌 宮坂直樹

嘱託研究員 工藤量導 石田一裕 石上壽應
研究スタッフ 鍵小野和敬
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平成27年度　研究プロジェクト一覧

【総合研究】 総合研究プロジェクト

1 法然上人の教科書記述研究

2 僧侶学の構築

3 開宗850年に向けて
①事業テーマ研究

②過疎対策研究

4 寺院の公益性研究
①仏教福祉研究

②災害対応研究

【応用研究】 応用研究プロジェクト

5 法然上人御法語集第5集

6 浄土宗基本典籍の電子テキスト化

7 浄土宗基本典籍の英訳研究

8 浄土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

9 法式研究

10 布教研究

11 教学研究Ⅰ（東京）

12 教学研究Ⅱ（京都分室）
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総合研究所運営委員会名簿
（平成28年3月31日現在）

委員（役職）

豊岡鐐尓（宗務総長）
山本正廣（教学局長）
川中光教（財務局長）
杉山俊明（社会国際局長）
新谷仁海（文化局長）
藤本淨彦（総合研究所長）
今岡達雄（総合研究所副所長）
戸松義晴（総合研究所主任研究員）

委員

小澤憲珠
松岡玄龍
田中勝道
西村實則
廣瀬卓爾
藤堂俊英
西山精司
田中信道
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浄土宗総合研究所研究員一覧
（平成28年3月31日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館4階
電話　03-5472-6571（代表）　FAX　03-3438-4033
〈分室〉
〒603-8301　京都市北区紫野北花ノ坊町96　佛教大学内
電話　075-495-8143　FAX　075-495-8193
ホームページアドレス　http://www.jsri.jp/

所長 藤本淨彦
副所長 今岡達雄
主任研究員 戸松義晴
専任研究員 後藤真法・齊藤舜健・西城宗隆・袖山榮輝
研究員 荒木信道・石川琢道・市川定敬・井野周隆・上田千年・佐藤堅正

柴田泰山・東海林良昌・曽根宣雄・武田道生・田中芳道・中野孝昭

名和清隆・林田康順・宮入良光・宮坂直樹・八木英哉・吉田淳雄

和田典善
常勤嘱託研究員 石田一裕・工藤量導・郡嶋昭示・米澤実江子・Jonathan Watts
嘱託研究員 石上壽應・板倉宏昌・伊藤茂樹・江島尚俊・大澤亮我・鍵小野和敬

熊井康雄・坂上雅翁・坂上典翁・清水秀浩・曽田俊弘・田中康真

北條竜士・藤森雄介・中野晃了・南　宏信・八橋秀法・山本晴雄

吉水岳彦
研究スタッフ 薊　法明・石川基樹・石川倒覚・岩谷隆法・大高源明・大橋雄人

小川有閑・角野玄樹・菊池　結・小林惇道・島　恭裕・問芝志保

高瀬顕功・中川正業・永田真隆・西本明央・前田信剛・松濤芙紀

宮田恒順・平間理俊・藤井正史・鷲見宗信・Karen Mack
客員研究員 石上善應・長谷川匡俊
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編集後記

▽平成27年度の研究を表した教化研究第27号をお届けします。
▽研究成果報告は法然上人の教科書研究プロジェクトの「法然上人の教科書研
究」、僧侶学の構築プロジェクトの「僧侶学の構築」、布教研究プロジェクトの
「法話の宗派間比較研究」を掲載しています。
▽研究ノートは、寺院の公益性研究①仏教福祉研究プロジェクト『浄土宗仏教福
祉研究と福祉活動の状況―仏教福祉研究活動の振り返りと今後の課題―』、浄
土宗基本典籍の翻訳（日常勤行式）プロジェクト『浄土宗基本典籍の翻訳（日
常勤行式）』、法式研究プロジェクト『般舟讃』、教学研究Ⅱ（京都分室）プロ
ジェクト『観無量寿経随聞講録巻上』を掲載しています。

▽その他の研究継続中のものも含め、それぞれの概要や研究経過等を「研究活動
報告」に記載しました。
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